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序

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
熊
本
県
に
は、
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
数
多
く
の
民
謡
が
あ
り
ま
す。
こ
れ
ら
の
民
謡
は、
そ 

れ
ぞ
れ
の
地
域
や
風
土
に
根
差
し、
先
人
の
生
活
や
心
情
を
今
日
に
伝
え
る
大
切
な
民
俗
文
化
財
で
あ
り、
伝
統
文
化
の
ひ 

と
つ
と
し
て
、

今
後
と
も
長
く
伝
承
さ
せ
て
い
く
べ
き

も
の
で
あ
り
ま
す。

し
か
し、
近
年
に
お
け
る
社
会
の
急
激
な
変
化
に
ょ
り、
伝
統
的
な
生
活
様
式
や
風
俗
慣
習
も
そ
の
形
態
の
変
化
を
余
儀 

な
く
さ
れ、
こ
れ
に
伴
い
民
謡
も
あ
る
も
の
は
失
わ
れ、
ま
た

あ
る
も
の
は
日
ご
と
に
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す。

こ
の
ょ
ぅ
な
こ
と
か
ら、
熊
本
県
教
育
委
員
会
で
は、
県
内
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
民
謡
の
実
態
を
調
査
し、
系 

統
的
に
記
録
に
と
ど
め
る
た
め、
昭
和
六
十
一
•

六
十
ニ
年
の
両
年
度
に
わ
た
り
国
庫
補
助
事
業
と
し
て、
民
謡
緊
急
調
査 

を
実
施
い
た
し
ま
し
た。
本
書
は、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
で
あ
り
ま
す。

本
書
が、
今
後
の
民
謡
の
保
存
と
理
解
の
た
め
に、
ま
た

学
術
研
究
等
の
資
料
と
し
て、
広
く

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い 

で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
本
調
査
に
当
た
り、
御
尽
力
い
た
だ
い
た
調
査
指
導
委
員、
調
査
委
員
各
位、
並
び
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
市
町 

村
教
育
委
員
会
と
伝
承
者
の
方
々
の
御
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す。

昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十

熊
本
県
教
育
委
員
会

教育長田嶋宣

E



一、
本
迸
は、
熊
本
県
教
育
委
貝
会
が、
昭
和
六
十I

年
度
か
ら
昭
和
六
十
ニ
年
度
に
か
け
て、
国
庫
補 

助
を
受
け
て
実
施
し
た
熊
本
県
民
謡
緊
急
調
査
の
報
告
抵
で
あ
る。

ニ、
調
奄
は、
県
下
全
市
町
村
に
お
い
て
調
查
票
に
ょ
る
文
#
調
奄
な
ら
び
に
録
音
テ
—
ブ
に
ょ
る
収
録 

を
実
施
し
た。

三、
 調

奄
組
織
は、
調
査
指
導
委
貝、
調
査
委
員、
調
奄
員
で
描
成
し、
各
教
育
事
務
所、
県
下
全
市
町 

村
の
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
調
査
を
実
施
し
た。

四、
 調

査
対
象
は
県
下
全
域
の
民
謡
で
あ
る。

五、
 録

音
収
録
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
使
用
し、
あ
わ
せ
て
収
録
記
録
票
を
作
成
し
た。

六、
 民

謡
調
査
票、
マ
ザ
ー
テ
—
プ
は
熊
本
県
教
育
委
員
会
に
保
管
し
た。

七、
 本

迸
の
執
筆
は、
第
一
章
に
つ
い
て
は
熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
文
化
財
保
護
主
事
磯
野
雄
ニ
が
行
な 

い、
第
二
章
は
渡
辺
学、
磯
野
雄
ニ、
佐
藤
光
昭、
猪
股
英
紀
が
分
担
し
た。
ま
た
第
三、
四、
五
章 

は、
熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
で
ま
と
め
た。

八、
 本

咨
の
編
集
は
熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
文
化
財
保
護
主
亊
磯
野
雄
ニ
が
担
当
し
た。



33 33 3119 13 12 7 7

北部町地捣昔頭（北部町并上老人会)

目 
次

凡
例

目
次

第
一
章
熊
本
県
民
謡
緊
急
調
査
の
概
要

一、
調
査
目
的
.
.
.
.
.
.
.

ニ、
調
査
組
織
の
編
成
.
.
.

三、
 調

査
対
象
.
.
.
.
.
.
.

四、
 調

査
方
法
•

内
容
.
.
.

第
二
章
熊
本
県
の
民
謡
概
観
..

一、
民
謡
の
分
布
と
特
色..

ニ、
地
勢
.

風
土 
.
.
.
.
.
.

三、
 産

業
と
交
通
の
変
遷..

四、
 歌

と
民
俗
.
.
.
.
.
.
.

五、
 民

謡
の
録
音
資
料
に
つ
い
て

第
三
章
熊
本
県
の
民
謡
.
.
.
.
.

一、
農
耕
に
関
す
る
も
の

A)
…



ニ、
山
樵
に
関
す
る
も
の

(B)
…

三、
 諸

職
に
関
す
る
も
の
(D)

…

四、
 交

通
運
搬
に
関
す
る
も
の

(E)

五、
 祭

り
に
関
す
る
も
の
的
…

六、
 祝

儀
に
関
す
る
も
の
(G)

…

七、
 行

事
に
関
す
る
も
の

(H)
…

八、
 踊

り
歌
.

舞
歌
に
関
す
る
も
の

九、
 座

興
歌
に
関
す
る
も
の

(J)
 

十、
語
り
物
に
関
す
る
も
の
(K)

ニ、
祝
福
芸
に
関
す
る
も
の
(L)

三、
子
守
歌
に
関
す
る
も
の
⑽

1

三、
遊
戯
歌
に
関
す
る
も
の

(N)

第
四
章
熊
本
県
民
謡
緊
急
調
査

市
町
村
別
全
収
集
民
謡
一
覧 

一、
熊
本
県
の
市
町
村
区
分
図
…
 

ニ、
一
覧
表
.
.
.
.
.
.
.
.

第
五
章
関
連
資
料

一、
調
査
員
名
簿
一
覧
.
.
.

ニ、
関
連
.

参
考
文
献
資
料
目
録



第
一
章
熊
本
県
民
謡
緊
急
調
査
の
概
要





第一章熊本県民謡緊急調査の概要

隈林丸 
田木

昭敏保
志嗣賢

松
崎
厚
生
(

昭
和
六
ニ
年
度
) 

柴田和馬

(
ク六I

ク
)

西澤八朗
磯野雄ニ

(
ク六ニク
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国本信夫

(
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一

ク
) 

斉藤英敏

{
六々I

ク
)

上
村
忠
道

森貴史

(
六々I

ク
)

県
内
に
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
民
謡
は、
そ
の
地
域
の
歴
史
や 

風
土
に
根
差
し、
人
々
の
生
活
心
情
や
生
業
等
の
姿
を
伝
え
る
大
切
な
民
俗
文
化 

財
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
民
謡
は、
本
県
の
貴
重
な
伝
統
文
化
で
あ
り、
今
後
と
も 

長
く
伝
え
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る。

し
か
し、
近
年
に
お
け
る
産
業
や
生
活
の
急
激
な
変
化
に
よ
り、
数
多
く
の
民 

謡
は、
歌
わ
れ
る
機
会
を
失
い
衰
微
に
瀕
し
つ
つ
あ
り、
ま
た、
盛
ん
に
歌
わ
れ 

て
い
る
一
部
の
民
謡
も、
歌
謡
調
に
変
容
し
た
り
し
て
い
る。

そ
こ
で、
こ
れ
ら
の
民
謡
を
将
来
に
わ
た
つ
て
保
存
し
て
い
く
た
め
に、
伝
承 

さ
れ
て
き
て
い
る
民
謡
の
実
態
を
調
査
し、
系
統
的
に
記
録
に
と
ど
め
る
も
の
と 

す
る。
ま
た、
そ
の
成
果
を
地
域
の
文
化
活
動
や
社
会
教
育.
学
校
教
育
の
場
で 

生
か
し、
民
謡
の
保
存
伝
承
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る。

事
業
實
任
者

熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
々
長

調
査
総
括

調
査
担
当

調
査
総
務

同同同同

一

同同同同同同

課
長
補
佐 

課
長
補
佐

(

文
化
財
調
*

係長)

主
幹
{

経
理
係
長
} 

前主幹

(々

参
事

文
化
財
保
護
主
事

学
芸
員 

方
 EJndL

- j

目 TH
PJP

参
事 

r
参
事
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調
査
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概
要

一、

調
査
の
目
的 
ニ
、

調
査
組
織
の
編
成



in

喜
美
子

祐
司
(

ゥ
六
ニ 

啓
ニ
(

々
六
ニ

学
光
昭

英
紀

恵
理
子 

浩隆

(
六々 

裕 
誠司 俊彦圭子

(
六々 

佳
子 

親
博 

満
喜
雄 

重
利一

郎
(
1
ハ

山
弘
子
(

ゥ
六 

陽子

(
ク六 

哲
(

ク六 

廣樹

(
❖
六 

良彦

(
六々 

純
(

ゥ六

協
力
機
関 

各
教
育
事
務
所 

地
元
各
市
町
村
教
育
委
員
会

三
、

調
査
対
象

㈠
調
査
地
域

県
下
全
市
町
村
を
対
象
と
し、
調
査
地
点
は、
市
町
村
合
併
前
の
旧
行
政
区 

画
と
し
た。

㈡
調
査
対
象
民
謡

ア、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で、
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
謡
で、
現
在
な
お 

伝
承
を
み
て
い
る
も
の
と
し
た。

イ、
職
業
的
作
詞
•

作
曲
家
の
創
作
に
か
か
わ
る
新
民
謡
は、
対
象
外
と
し
た。 

ウ、
民
謡
の
分
類
記
号
及
び
民
謡
の
種
類
は、
次
の
と
お
り
と
し
た。

A

農
耕
に
関
す
る
も
の 

山
樵
に
関
す
る
も
の 

漁
業
に
関
す
る
も
の 

諸
職
に
関
す
る
も
の 

交
通
運
搬
に
関
す
る
も
の 

祭
り
に
関
す
る
も
の 

祝
镲
に
関
す
る
も
の

踊
り
歌
•

舞
歌
に
関
す
る
も
の 

座
興
歌
に
関
す
る
も
の 

語
り
物
に
関
す
る
も
の 

祝
福
芸
に
関
す
る
も
の 

子
守
歌
に
関
す
る
も
の 

遊
戯
歌
に
関
す
る
も
の 

唱
え
ご
と
に
関
す
る
も
の

同 
主
任
主
事 

同 
主
事 

同 
主
事 

調
査
指
導
委
員 

熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授 

熊
本
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員 

N
 

H
 

K
熊
本
放
送
局
放
送
部
副
部
長 

調
査
委
員 

菊
水
中
学
校
教
諭 

山
鹿
小
学
校
教
諭 

西
合
志
中
学
校
教
諭 

波
野
中
学
校
教
論 

益
城
中
学
校
教
論 

鏡
中
学
校
教
諭 

八
代
第
五
中
学
校
教
論 

水
俣
第
一
小
学
校
教
諭 

五
木
東
小
学
校
校
長 

本
渡
市
教
育
委
員
会
委
員
長 

出
水
中
学
校
教
諭 

前
松
橋
養
護
学
校
教
諭 

米
野
岳
中
学
校
教
諭 

錦
中
学
校
教
諭 

湯
前
中
学
校
教
諭 

本
渡
南
小
学
校
教
論 

阿
村
中
学
校
教
諭



第一章熊本県民謡緊急調査の概要

H.
行
事
に
関
す
る
も
の

四
、

調
査
方
法
•

内
容

㈠
文
書
に
よ
る
調
査

「熊
本
県
民
謡
緊
急
調
査
票
」
(

別
表
⑴
表、
別
表
⑵
裏
)

に
よ
り、
名
称、 

伝
承
地、
伝
承
者、
歌
詞
等
及
び
調
査
地
域
の
地
勢
風
土、
産
業
.

交
通
の
変
遷 

等
に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施
し
た。

0

録
音
テ
ー
プ
に
よ
る
採
録

現
地
に
お
い
て、
「熊
本
県
民
謡
緊
急
調
査
収
録
記
録
票
」
(

別
表
⑶

)
に
市
町 

村
番
号、
テ
ー
プ
番
号、
収
録
地、
演
唱
阕
者
等
に
つ
い
て
記
入
し
た。
ま
た、 

伝
承
民
謡
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

(
TDK
SAX

I
90
X2F
)

の
A
面
に、
外
部
マ
イ
ク
を
使 

用
し
て
収
録
し
た。

各
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
は、
採
録
記
録
票
(

別
表
⑷

)
を
添
付
し
た。
ま
た、 

テ
ー
プ
の
頭
に
A
音
を
揷
入
す
る
と
と
も
に、
民
謡
の
名
称、
演
唱
者
名
等
の
ク 

レ
ジ
ツ
ト
を
各
曲
ご
と
に
挿
入
し
た。

㈢
写
真
に
よ
る
記
録

民
謡
の
実
演
場
面、
特
殊
な
楽
器
及
び
設
定、
そ
の
他
視
覚
的
記
録
が
必
要
な 

も
の
に
つ
い
て
は、
写
真
撮
影
を
し
た。

調
査
期
間

悉
皆
調
査
(

昭
和
六
一
年
度
)

昭
和
六
一
年
六
月
四
日

i
昭
和
六
一
年
三
月
三I

日 

。
全
体
計
画 

。
調
査
委
員
の
人
選 

。
各
地
区
で
調
査
説
明
会 

。
調
査
票、
録
音
テ
ー
プ
に
よ
る
悉
皆
調
査 

。
年
間
反
省
及
び
調
査
組
織
の
確
認

補
充
調
査
(

昭
和
六
ニ
年
度
)

昭
和
六
ニ
年
五
月
一
八
日
〜
昭
和
六
ニ
年
九
月
十
日 

。
調
査
委
員
の
補
充

。
調
査
票、
録
音
テ
ー
プ
に
よ
る
補
充
調
査 

。
調
査
票、
録
音
テ
ー
ブ
の
整
理

報
告
書
作
成

昭
和
六
ニ
年
九
月
一
一
日
丨
昭
和
六
三
年
三
月
三
一
日
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第一章熊本県民謡緊急調査の概要

別丧⑷ 採録記録!

熊
本
県
民

总
明

贿本県民结緊急脚査

収«地点

A
B

叹錄年月日

収録者

録音描名

別表(3> 収録記録票
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一、

民
謡
の
分
布
と
特
色

は
じ
め
に

民
謡
の
分
類
の
仕
方
に
つ
い
て
は、
現
在
諸
説
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
今
日 

ま
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
は、
そ
の
民
謡
と
い
う
名
称
と
と
も
に 

——

そ
れ
以
前
に
は
小
唄
.

風
俗
歌
•

俚
謡
.

俚
歌
•

俗
謡
.

巷
謡
.

地
唄
.

在 

郷
唄
•

田
舎
唄
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
——

民
俗
に
関
す
る
研
究
が、
初
め
て
学 

問
の
対
照
と
な
っ
た
明
治
の
中
期、
柳
田
国
男
の
民
俗
学
的
立
場
か
ら
す
る
「平 

民
み
ず
か
ら
作
り、
み
ず
か
ら
歌
っ
て
い
る
歌
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
行
わ 

れ
た
も
の
で
あ
る。
元
来、
⑴
農
作
業
や
林
•

水
産
業
に
伴
い、
ま
た
土
木
の
仕 

事
の
音
頭
を
と
っ
た
労
作
歌、
そ
し
て、
⑵
各
地
に
伝
わ
る
伝
統
的
行
事
や
祭、 

祝
い
事
の
た
め
の
宴
席
に
ふ
さ
わ
し
い
歌、
さ
ら
に、
⑶
子
守
唄、
⑷
わ
ら
べ
う 

た
(

遊
戯
歌
)

に
と
自
然
に
分
類
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る。

次
に、
そ
の
分
類
法
に
よ
る
本
県
全
体
に
お
け
る
民
謡
の
分
布
を
概
観
す
る
が、 

ニ
ニ
六
一
曲
中、
五
四
三
曲
と
三
九
.

九
%
が
「座
興
歌
」
を
中
心
と
す
る
祭
り
. 

祝
い
の
歌
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く。
そ
の
こ
と
は、
も
は
や
民
謡
が
か
つ 

て
の
よ
う
に、
労
働
を
直
接
支
え
る
生
き
た
労
作
歌
と
し
て
で
は
な
く、
過
去
に

あ
つ
た
労
働
や、
神
や
人
間
の
あ
そ
び
を
伝
え
る
文
化
遗
産
と
し
て
の
存
在
と 

な
つ
て
き
て
い
る
こ
と、
そ
し
て、
歌
ぅ
こ
と
自
体
を
娯
楽
と
し
て、
あ
る
い
は、 

酒
席
の
座
興
と
し
て
の
意
義
を
高
め
て
き
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る 

ま
い
か
——

。
そ
の
こ
と
が、
即、
緊
急
に
そ
れ
ら
を
保
存
す
べ
く
行
な
わ
れ
た 

調
査
の
必
要
性
を
遵
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る。

ま
ず、
収
集
曲
を
五
グ
ル
ー
プ
に
大
別
し
て
み
た。

労
作
歌
(

三
六
七
曲
)、

祭
り
•

祝
い
(

五
四
三
曲
)、

語
り
.

祝
福
(

七
曲
)、 

子
守
歌
(

九
七
曲
)、

わ
ら
べ
歌
(

三
四
七
曲
)

で
あ
る。

労
作
歌
(㈧

田
歌
-

庭
歌
ゝ
⑻
山
歌
ゝ
⑵
海
歌

㈣ゝ
業
歌
ゝ
⑻
道
歌
ー
の
中
で、 

や
は
り
田
植
歌
や
田
の
草
取
り
を
は
じ
め
と
す
る㈧
が
最
も
多
く
ニ
五
の
曲
) 

四
1

%、
次
に
(0)
業
歌
で、
三
八
%、
収
集
さ
れ
て
い
な
い
の
が、
(0)
海
歌
で
あ
り、 

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
天
草
が
あ
り
な
が
ら、
全
く
意
外
な
結
果
が
出
て
い
る。

次
に、
祭
り
•

祝
い
(㈤

祭
り
ゝ
^
祝
儀
ゝ
⑻
行
事
ゝ
⑴
踊
り
^
舞
歌
ゝ
⑴
座 

興
歌
)

に
つ
い
て
は、
座
興
歌
5
が
ニ
五
三
曲
で
最
高
で
あ
り、
そ
れ
に
次
ぐ
の 

が
行
事
歌
(H)

の
ニ
ニ
六
曲、
内
容
的
に
(H)

に
近
い
の
で
あ
る
が、
踊
り
.

舞
歌
⑴ 

の
八
五
曲
と
い
ぅ
順
で
あ
る。

残
る
叫
語
り、
3
祝
福
芸、
1
子
守
歌、
2
遊
戯
歌、
(0)
唱
え
ご
と
——

に
関 

し
て
は、
_
が
圧
倒
的
に
三
四
七
曲
で、
全
て
の
ジ
ャ
ン
ル
を
通
し
て
第
ー
位
を 

占
め
る。
つ
い
で
座
興
歌
5
の
ニ
五
三
曲
で
あ
り、
結
果
を
通
観
す
る
と、
叫
遊

7



戯
歌
ニ
五
%、
5
座
興
歌
一
八
%、
§
田
歌
.

庭
歌
|

ー%、
§
行
事
歌
一
〇
％、 

(D)
業
歌
一
〇
%、
(M)

子
守
歌
七
%、
⑴
踊
り
•

舞
歌
六
%
と
い
う
こ
と
に
な
り、 

最
も
少
な
い
の
は
5
祝
福
芸
で、
ニ
曲
で
あ
る。
又、
海
歌、
唱
え
ご
と
は
収
録 

さ
れ
な
か
っ
た。

以
上、
収
集
さ
れ
た
労
作
歌
お
よ
び
祭
り
や
祝
い、
そ
し
て、
子
守
歌、
わ
ら 

ベ
う
た
に
至
る
全
体
的
な
傾
向
を
概
観
し
た
が、
以
下
に
そ
の
分
布
の
仕
方
お
よ 

び、
分
類
ご
と
の
特
徴
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
が、
最
初
に
断
っ 

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は、
調
査
結
果
に
お
け
る
実
数
が
そ
の
ま
ま
そ
の 

地
域
の
民
謡
の
実
数
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て、
各
地
区 

に
お
い
て
収
集
さ
れ
た
曲
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
者
が
歌
え
る
も
の
を
あ
る
程
度
恣 

意
的
に
録
音
し
た
も
の
で
あ
り、
演
者
に
よ
っ
て
微
細
な
歌
い
ま
わ
し
の
相
違
に 

あ
っ
て
も、
歌
詞
お
よ
び
旋
律
が
明
ら
か
に
同
一
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り、 

ま
た
逆
に、
ま
っ
た
く
忘
れ
ら
れ、
あ
る
い
は
偶
然
網
に
か
か
ら
な
か
っ
た
も
の 

も
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
は、
充
分
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る。
勿
論、
同
一 

曲
が
地
区
を
異
に
し
て
あ
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
多
い。

し
か
し、
山
を
多
く
も
つ
球
磨
地
区
に
お
い
て、
圧
倒
的
に
多
数
の
民
謡
が
収 

集
さ
れ
て
い
る
こ
と、
あ
る
い
は
鹿
本
地
区
に
お
け
る
座
興
歌
^)
、
そ
し
て、
わ 

ら
べ
う
た
1
の
数
の
豊
富
さ、
ま
た、
直
接
干
拓
地
を
も
つ
宇
城
地
区
な
ど、
先 

に
述
べ
た
よ
う
に、
労
働
を
直
接
支
え
た
で
あ
ろ
う
田
植
歌
や
搗
臼
歌、
木
お
ろ 

し
歌
が、
や
は
り
水
田
や
山
村
の
焼
畑
地
帯
に、
あ
る
い
は
干
拓
事
業
を
伴
う
地 

域
に
地
搗
歌
や
新
地
節
が
多
く
分
布
し、
同
時
に
四
季
の
天
候
に
多
く
依
存
し、 

そ
れ
を
神
に
願
い、
収
穫
を
祝
っ
た
り
し
て
き
た
四
季
の
歌、
あ
る
い
は
年
中
行 

事、
祭
礼、
盆
踊
り
な
ど
の
行
な
わ
れ
た
頻
度
に
比
例
し
て
い
る
こ
と
も
当
然
の 

こ
と
と
い
え
よ
う。
そ
し
て、
生
産
に
直
接
参
加
し
た
田
歌、
山
歌、
海
歌
等
が、 

そ
れ
ら
の
仕
事
が
機
械
化
さ
れ、
必
要
で
な
く
な
つ
た
今、
酒
席
な
ど
で
の
座
興 

歌
5
と
し
て、
ぁ
る
ぃ
は
盆
踊
り
5
な
ど
に
歌
ゎ
れ
て
き
て
ぃ
る
こ
と
ゃ、
土
嫩 

搗
歌
や
潟
切
り
歌
が
都
市
区
に
お
い
て、
数
多
く
収
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
の
で
あ
る。

そ
の
他、
遊
戯
歌
§
が
全
体
の
四
分
の
一
と
い
う
高
比
率
を
占
め
て
い
る
が、 

演
者
の
幼
児
期
に
お
け
る
記
憶
力
の
強
さ
と
と
も
に、
わ
ら
べ
う
た
と
し
て
の
旋 

律
構
造
の
簡
単
さ
に
よ
っ
て、
各
地
の
古
老
達
に
よ
く
記
憶
さ
れ
て
き
て
い
る
こ 

と
と、
児
童
の
遊
び
歌
と
し
て
現
在、
あ
る
い
は
最
近
ま
で、
生
き
て
歌
い
続
け 

ら
れ
て
き
て
い
る
故
と
も
い
え、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る。
ま
た、
そ
の
性
格 

に
お
い
て、
わ
ら
べ
う
た
と
民
謡
の
境
に
あ
っ
て、
こ
れ
も
現
在
生
き
て
い
る
と 

も
い
え
る
子
守
歌1

が
各
地
に
お
い
て、I

〇
~
ニ
〇
%
を
占
め
て
い
る
こ
と
も 

心
強
ぃ。

し
か
し、
何
と
い
っ
て
も
祭
り
•

祝
い
に
関
す
る
歌、
伝
承
行
事
と
し
て
受
け 

継
が
れ
て
き
て
い
る
各
地
の
祭
礼
で
の
そ
れ
を
含
め
て、
盆
踊
り
や
酒
席
で
の
座 

興
歌
が、
全
体
の
四
〇
%
を
占
め
て
い
る
こ
と
が、
現
在
の
民
謡
の
存
在
を
象
徴 

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る。
と
い
う
の
は、
労
働
の
苦
し
さ
を
歌
に
よ
つ
て
ま
ぎ 

ら
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
と
と
も
に、
一
方、
こ
れ
も
や
は
り、
音
楽
の
発
生
当 

初
よ
り
存
在
し
た
超
自
然
的
な
も
の
へ
の
信
仰
を
表
す
手
段
と
し
て
の
歌
舞
と
い 

う
役
割
が、
依
然
と
し
て
残
り、
生
き
続
け
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
の
で
は 

あ
る
ま
い
か。

⑴
労働歌

水
田
地
帯、
あ
る
い
は
焼
畑
農
業
を
も
含
め
た
耕
作
の
為
の
田
歌
•

庭
歌、
そ 

し
て、
搗
臼
歌
が
多
い
が、
意
外
と
い
っ
て
も
よ
い
程
多
か
っ
た
の
が、
各
地
区 

に
お
い
て
即
興
的
で
機
智
に
富
ん
だ
歌
詞
を
も
つ、
土
撇
搗
歌
を
中
心
と
す
る
仕 

事
歌
で
あ
る。
田㈧
草
と
り
歌
に
対
す
る、
田
植
歌
は、
八
代
(

五
曲、
四
曲
)、 

宇
城
(

五
曲、
九
典
阿
蘇
(

〇
曲、
ニ
曲
)

の
地
区
に
多
く、
人
吉
•

球
磨 

に
お
い
て
は
(

一
八
曲、
〇
曲
)、

つ
ま
り
阿
蘇
で
は、
田
植
歌
の
み
で、
草
取 

り
歌
が
な
く、
球
磨
で
は
草
取
り
歌
の
み
で、
田
植
歌
が
収
集
さ
れ
な
か
っ
た
と 

い
う
現
象
も
あ
る。
し
か
し、
そ
の
代
わ
り
と
い
っ
て
よ
い
か
ど
う
か、
そ
の
他 

の
農
作
業
に
関
わ
る
歌
と
し
て、
阿
蘇
に
は、
唐
き
び
摺
歌、
靱
摺
歌、
宇
城
地
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区
に
見
ら
れ
る
け
し
ね
搗
き
歌
(

七
曲
)、

八
代
地
区
の
麦
し
の
歌
(

三
曲
)

麦 

搗
歌
ニ
曲
)、

そ
の
他
の
地
区
に
お
い
て
も
田
植
歌
が
熊
飽
地
区
を
は
じ
め、 

各
地
区
に
点
在
し
て
い
る
が、
球
磨
地
区
は
〇
で
あ
る。
し
か
し、
球
磨
か
ら
は 

「よ
し
ん
ぼ
」
な
ど
と
い
う
バ
ラ
ー
ド
に
よ
つ
て、
草
取
り
の
苦
し
さ
を
忘
れ
よ 

う
と
す
る
歌
が
多
く
み
ら
れ、
他
に
粗
す
り
歌、
米
ふ
み
歌、
ひ
え
搗
節
な
ど
が 

収
集
さ
れ
て
い
る。

す
な
わ
ち、
水
稲
に
よ
る
農
業
に
限
ら
ず、
そ
の
他
の
雑
穀
に
よ
る
農
作
業
に 

は、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
麦、
稗、
粟
な
ど
の
加
工
の
為
の
歌
が
あ
る
窖
で
あ
る。

次
に、
作
業
歌
の
中
で、
田
植
歌
に
つ
い
で
各
地
に
多
く
採
取
さ
れ
た
の
が、 

通
称
地
搗
歌
と
い
わ
れ
る
地
固
め
作
業
の
歌
で
あ
る
が、
人
吉
.

球
磨
地
方
の
三 

六
曲
を
筆
頭
と
し
て、
阿
蘇、
天
草
地
区
の
各
一
一
曲、
宇
城
地
区
に
は、
土
搗 

歌
の
ほ
か、
干
拓
に
従
事
し
た
仕
事
歌
と
し
て
潟
切
り
歌
お
よ
び、
干
拓
に
き
た 

人
夫
と
親
方
と
の
悲
恋
物
語
「お
ざ
や
節
」
(

八
曲
)

あ
る
い
は、
新
地
節
ニ
曲
) 

が
あ
る。
土
搗
歌
お
よ
び
潟
切
り
歌、
お
ざ
や
節
に
関
し
て
は、
■

ほ
ぼ
全
県
下
各 

地
で
数
多
く
収
集
さ
れ
て
い
る。

し
か
し、
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は、
労
働
歌
中、
木
挽
歌、
木
お
ろ
し
歌 

な
ど
の
山
歌
が
意
外
と
少
な
く、
人
吉
•

球
磨
地
区
に
の
み
前
者
が
ニ
七
曲
)、 

後
者
が
(

三
曲
)、

八
代
地
区
に
各
(

一
曲)
と
偏
在
し
て
お
り、
海
歌
に
至
っ 

て
は
皆
無
で
あ
る。

一
方、
同
じ
山
歌
で
も
道
歌
即
ち
道
中
歌
と
い
う
部
類
は、
人
吉
•

球
磨
地
区 

に
限
ら
れ、
新
婚
後
初
の
お
礼
参
り
を
す
る
と
い
う
「お
嶽
ま
い
り
」
(

一
二
曲
) 

だ
け
を
さ
す。

⑵
祭
り
•

祝
い
歌

祭
り
や
祝
儀
な
ど、
数
々
の
行
事、
そ
し
て
踊
り
や
舞
の
た
め
の
民
謡
は、
そ 

の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
お
い
て、
や
は
り
高
い
数
値
を
示
し、
今
回
の
全
収
集
曲 

数
の
三
九
•

九
％
を
占
め
て
い
る。
中
で
も
収
集
全
曲
数
ニ
九
曲
と、
あ
ま
り
多 

く
な
か
っ
た
芦
北
地
区
の
そ
れ
は、
ほ
と
ん
ど
が
県
南
部
に
多
い
臼
太
鼓
踊
り
(

ニ

曲
)、

そ
し
て
棒
踊
り
(

七
曲
)、

俵
踊
り
(

一一曲)、
槍
踊
り
(

一
曲)
等
々
に
よ
っ 

て
占
め
ら
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
は、
八
代
地
区
に
お
い
て
も
棒
踊
り
(

五
曲
)

の
ほ
か、
久
連
子
古
代 

踊
り、
宇
城
地
区
の
太
鼓
踊
り
(

三
曲
)、

棒
踊
り
(

ニ
曲
)、

天
草
地
区
棒
踊
り 

(

五
曲
)、

特
に、
球
磨
地
区
に
お
い
て
は
棒
踊
り( I

一
曲)、
太
鼓
踊
り
(

八 

曲
)

が
あ
る。

こ
れ
ら
棒
踊
り、
太
鼓
踊
り
は
旱
魃
時
に
雨
乞
い
と
し
て、
神
を
祀
り、
ま
た 

自
衛
す
る
武
器
の
代
わ
り
と
し
て、
江
戸
時
代
か
ら
継
が
れ
て
き
て
い
た
と
い
わ 

れ
る
諸
行
事
と
関
わ
る
歌
が
多
い。

ま
た、
最
も
祭
り
ら
し
い
そ
れ
と
し
て、
阿
蘇
地
区
の
荻
の
草
の
瓢
箪
つ
き、 

国
造
神
社
の
御
田
植
歌、
三
の
宮
神
社
神
幸
歌
ほ
か、
眠
流
歌
な
ど
が
あ
り、
そ 

の
他
の
祝
儀
や
行
事
の
歌
と
し
て、
嫁
入
り
歌、
お
か
げ
ま
い
り
な
ど
が
あ
る。 

さ
ら
に
行
事
の
歌
と
し
て、
も
ぐ
ら
ぅ
ち、
相
撲
甚
句、
七
夕
の
祝
い
歌
な
ど
季 

節
的
な
そ
れ
と
と
も
に、
地
域
ご
と
の
伝
統
的
な
行
事
で
あ
る
盆
踊
り、
ま
た、 

盆
口
説
き
が
あ
る。

そ
し
て、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
最
も
多
く
収
集
さ
れ
て
い
る
の
が
座
興
歌
(

一一 

五
三
曲
)

で
あ
る
が、
球
磨
の
六
調
子
(

二
八
曲
)

を
筆
頭
と
し
て
「高
い
山
か 

ら
」、
「ど
っ
こ
い
せ
節
」、
「磯
節
」
な
ど、
〜
節、
丨
甚
句
と
い
ぅ
名
の
お
座
敷 

歌
が、
他
県
の
民
謡
を
も
含
め
て、
あ
ら
ゆ
る
酒
席
で
の
民
謡
を
網
羅
し
て
い
る。 

特
に、
熊
飽
地
区
に
は、
「お
て
も
や
ん
」
を
は
じ
め
と
し
て、
「キ
ン
キ
ラ
キ
ン
」 

「ボ
ン
ポ
コ
ニ
ャ
」
な
ど、
熊
本
を
代
表
す
る
座
興
歌
が
根
強
い
人
気
を
保
っ
て 

い
る。
ま
た
一
方、
他
県
の
民
謡
が
電
波
や
映
像
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ、
今
や
全 

国
の
民
謡
が
相
互
に
入
り
混
っ
て、
カ
ラ
オ
ケ
よ
ろ
し
く
登
場
し
て
い
る
こ
と
も 

否
め
な
い
事
実
で
は
あ
る。
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⑶
子守歌

わ
ら
べ
う
た
と
民
謡
の
間
に
あ
っ
て、
そ
の
両
方
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
い 

わ
れ
る
子
守
歌
に
は、
特
に、
本
場
に
は
全
国
的
に
名
高
い
「五
木
の
子
守
歌
」 

が
あ
る。
そ
し
て、
最
近
そ
の
正
調
が
ど
れ
か
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
つ
て
い
る 

よ
う
に、
民
謡
に
お
け
る
正
調
に
つ
い
て
の
理
解
の
緒
と
し
て
好
材
料
と
考
え
ら 

れ
る。
即
ち、
教
科
書
的
に
示
さ
れ
た
「五
木
の
子
守
歌
」
と
い
う
民
謡
が、
現 

地
で
実
際
に
歌
わ
れ
た
場
合
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ぬ
こ
と、
ま
た
同
じ
土
地
で
も 

歌
わ
れ
る
個
人
に
よ
っ
て
相
互
に
異
な
る
こ
と、
つ
ま
り
民
謡
に
お
け
る
正
調
が 

必
ず
し
も
一
つ
で
な
い
こ
と
が、
実
に
典
型
的
に
わ
か
り
よ
く
示
さ
れ
る
と
い
っ 

て
よ
い。
「五
木
の
子
守
歌
」
は、
民
謡
や
わ
ら
べ
う
た
が、
こ
れ
を
歌
う
個
体 

に
よ
っ
て
異
な
る
癖、
あ
る
い
は
即
興
的
な
変
奏
に
よ
っ
て、
常
に
ゆ
れ
動
い
て 

い
る
実
際
の
姿
を
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る。

即
ち
' 

今
回
の
収
集
に
お
い
て
も、
球
磨
の
六
人
の
個
性
に
よ
る
六
通
り
の
歌 

わ
れ
方
が、
日
本
人
の
誰
も
が
共
通
し
て
教
科
書
的
な
三
拍
子
の
そ
れ
を
知
っ
て 

い
る
だ
け
に、
実
際
の
歌
い
方
が
必
ず
し
も
三
拍
子
で
は
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ 

る
と
と
も
に、
他
の
民
謡
に
お
け
る
歌
い
ま
わ
し
が、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
に
よ
っ
て 

異
な
り、
そ
れ
ぞ
れ
正
調
で
あ
る
と
い
っ
て
る
よ
う
に、
常
に
微
妙
に
違
っ
た
(

個 

性
的
で
創
造
的
な
)

美
し
い
歌
い
ま
わ
し
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で 

あ
る。

全
県
か
ら
収
集
し
た
九
〇
例
の
子
守
歌
の
中
に
は、
江
戸
子
守
歌
の
節
に
よ
る 

も
の、r

才
ロ
ロ
ン
オ
ロ
ロ
ン
」
と
い
う
節
で
は
じ
ま
る
も
の、
「ま
ん
ま
い
さ
ん
」 

と
い
っ
た
言
葉
に
よ
っ
て
い
る
が、
オ
ロ
ロ
ン
調
の
も
の
と
そ
の
数
は
多
い。
ま 

た
一
方、
「ね
ん
ね
こ
•
•
•

」
「オ
ロ
ロ
ン
」
で
始
ま
り、
七
五
七
五
で
終
っ
て 

し
ま
う
わ
ら
べ
う
た
風
に
断
片
的
な
も
の
も
非
常
に
多
く、
今
回
収
集
さ
れ
た
全 

民
謡
の
七
%
は
子
守
歌
で
あ
り、
鹿
本
地
区
で
は
ニ
六
曲、
宇
城
地
区一

五
曲、 

球
磨
地
区
一
九
曲、
天
草
地
区
八
曲
の
収
集
と
な
っ
て
い
る
が、
そ
の
中
で
中
間 

的
曲
数
で
あ
る
天
草
の
場
合
を、
次
に
考
察
し
た
い。

⑵
大
江
の
子
守
歌
(

ネ
ン
ネ
ヵ
ン
ポ
せ
ろ
)、

⑷
お
れ
ろ
ば
ん
ご
(

姫
戸
町、 

お
れ
ろ
ば
ん
ご
ば
ん
ご
)、5

親
が
な
ん
ぎ
で
(

姫
戸
町、
親
が
な
ん
ぎ
でI

三 

の
年
)、
3
新
合
の
子
守
歌
(

お
ど
ま
ば
か
ば
か
)、

闭
魚
貫
崎
の
子
守
歌
(

ね
ん 

ね
し
た
子
の
か
わ
い
さ
み
ぞ
さ
)、§

 
(

新
和
町、
ね
ん
ね
し
な
さ
れ
ま
だ
夜
は 

夜
中
)、

闹
福
連
木
の
子
守
歌
(

ね
ん
ね
こ
ば
っ
ち
こ
ゆ
う
て
)、
^)
大
浦
の
子
守 

歌{

オロロンオロロンオロロン

)
以上
八
曲
を、
よ
り
素
朴
と
思
え
る
も
の 

か
ら
並
べ
て
み
た
が、
最
も
短
い
も
の
と
し
て
£
は
「ね
ん
ね
ヵ
ン
ボ
せ
ろ
——
 

な
く
や
つ
は
沖
に
沈
ま
せ
て
鱔
の，•••

」

と
い
っ
た
男
声
の
演
者
で
あ
る 

こ
と
も
加
え
て、
や
や
ぶ
つ
ぎ
り
的
に
聞
こ
え
る
程、
実
に
子
守
歌
の
原
型
と
も 

い、っ
べ
き、
ま
だ
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な
フ
レ
ー
ズ
を
な
さ
ぬ
つ
ぶ
や
き
に
近
い
も 

の
で
あ
る
が、
続
く
姫
戸
町
の
ニ
つ
の
子
守
歌
£、
£
に
な
る
と、
も
は
や
七
七 

七
五
と
い
う
詞
に
な
り、
や
や
直
線
的
で
あ
り、
ま
だ
つ
ぶ
や
き
に
近
い
が、
歌 

ら
し
さ
を
帯
び
て
く
る。
歌
詞
に
も
あ
る
よ
う
に
奉
公
先
で、
守
を
し
な
が
ら
歌 

う
わ
ら
べ
う
た
で
も
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る。

3
：

に
な
る
と
旋
律
の
抑
揚
は、
ま
だ
平
担
で
は
あ
る
が、
う
た
い
ま
わ
し
の
リ 

ズ
ム
は、
ほ
と
ん
ど
「五
木
の
子
守
歌
」
の
そ
れ
に
等
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と 

い
っ
て
よ
い。
闭
そ
し
て
(*)
で
は、
歌
い
ま
わ
し
に
ー
層
の
余
裕
が
で
て、
特
に、 

㈩
は
七
七
七
五
の
ニ
節
目
の
七
を
や
や
詠
嘆
的
に
高
揚
さ
せ
る
と
こ
ろ
な
ど、
沖 

縄
的
色
彩
を
も
感
じ
さ
せ
る
が、
歌
詞
内
容
は
い
ぜ
ん
奉
公
の
つ
ら
さ
を
切
々
と 

訴
え、
た
し
か
に
大
人
の
そ
れ
と
な
っ
て
き
て
い
る。
演
者
達
の
説
明
に
よ
れ
ば、 

長
じ
て
か
ら
奉
公
の
つ
ら
さ
を
し
の
ん
で
歌
っ
た
と
も
い
っ
て
い
る。

闲
は
ま
っ
た
く
別
系
統
の
旋
律
(

五
木
の
子
守
歌
に
く
ら
べ
て
)

と
い
っ
て
よ 

い
お
だ
や
か
な
旋
法
(

陽
旋
法
)

で
あ
り、
七
七
七
五
の
三
節
め
の
七
を
前
後
に 

分
け
る
フ
レ
ー
ズ
が
特
徴
で
あ
り、
「五
木
の
子
守
歌
」
と
好
一
対
と
も
い
う
べ 

き
安
定
し
た
型
と、
以
前
か
ら
の
名
士
产
を
も
っ
て
い
る。

⑵
は
島
原
の
子
守
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
な、
ォ
ロ 
ロ
ン
ォ
ロ 
ロ
ン
に
よ
る
前
奏 

と
後
奏
を
も
ち、
長
さ
と
風
格
に
お
い
て
「五
木
の
子
守
歌
」
に
ひ
け
を
と
ら
な
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い。
特
に、
曲
後
に
は
や
し
こ
と
ば
が
つ
き、
「あ
ら
み
ぞ
さ
が
み
ぞ
さ
が
し
ょ
 

う
け
い
っ
ぴ
ゃ
」
と
呼
び
か
け
る
と
こ
ろ
が、
そ
の
前
の
父
や
母
が
農
作
業
に
出 

て
い
る
淋
し
さ
か
ら、
帰
っ
て
き
て
あ
や
す
気
持
ち
に、
愛
情
が
こ
も
り
ユ
ニ
ー 

ク
で
あ
る。

こ
の
ょ
う
に、
天
草
地
区
に
お
け
る
子
守
歌
を
一
例
に
あ
げ
た
が、
長
崎
(

島 

原
)、

あ
る
い
は
沖
縄
と
の
関
わ
り
を
垣
間
見
る
と
同
時
に、
都
会
か
ら
離
れ
て 

い
る
程、
素
朴
な
こ
と
ば
を
つ
ぶ
や
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り、
次
第
に
そ
の
歌
が 

知
ら
れ
は
じ
め、
多
く
の
演
者
が
加
わ
る
に
つ
れ、
人
に
聞
か
せ
る
「歌
」
と
し 

て
完
成
さ
れ
た
も
の
に
発
達
し
て
い
く
過
程
が
見
ら
れ
る。
他
地
区
に
お
い
て
も 

子
守
歌
に
限
ら
ず、
そ
の
作
業
の
種
類
に
従
っ
て、
そ
れ
ぞ
れ
原
初
的
な
も
の
か 

ら、
そ
れ
な
り
に
実
践
さ
れ
た
も
の
へ
の
発
達
の
過
程
で
分
布
し
て
い
る
で
あ
ろ 

う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る。

⑷
わ
ら
べ
う
た

わ
ら
べ
う
た
を
民
謡
に
含
め
る
か
否
か
は、
異
論
も
あ
る
と
こ
ろ
か
も
知
れ
な 

い
が、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は、
多
く
の
地
区
に
お
い
て
収
集
さ
れ、
特
に
鹿 

本
地
区、
菊
池
地
区
に
お
い
て
は
と
も
に
収
集
曲
の
六
〇
%
近
く、
半
数
以
上
に 

の
ぼ
り、
宇
城
地
区
三
五
％、
天
草
地
区
二
八
%
と
一
曲
一
曲
は、
短
い
歌
詞
で 

あ
る
が
曲
数
は
多
く、
各
地
区
に
お
け
る
全
体
的
比
率
と
し
て
も
ニ
五
%
以
上
を 

占
め
て
い
る
程
で
あ
る。

わ
ら
べ
う
た
は
そ
の
構
造
が
簡
単
で
あ
る
為、
そ
の
地
方
の
方
言
の
ア
ク
セ
ン 

ト
や、
日
本
の
旋
法
の
最
も
基
本
的
な
段
階
に
お
け
る
研
究
に
欠
く
こ
と
の
で
き 

な
い
素
材
で
あ
り、
ま
た、
近
年
民
俗
音
楽
的
研
究
や、
音
楽
教
育
的
視
野
か
ら 

も
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り、
興
味
深
い
収
集
で
あ
る。
し
か
も、
わ 

ら
ベ
う
た
は、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
遊
戯
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
つ
て、
遊
戯 

歌
と
同
義
語
と
い
わ
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い。
従
っ
て、
分
類
の
仕
方
も
遊
戯 

の
種
類
に
従
い、
最
も
多
く
収
集
さ
れ
て
き
た
手
ま
り
歌、
お
じ
や
め
(

お
手
玉
) 

歌、
ま
り
つ
き、
な
わ
と
び、
せ
っ
せ
つ
せ、
は
ね
つ
き
数
え
歌、
人
あ
て
遊
び、

鬼
き
め、
お
し
く
ら
ま
ん
じ
や
う、
し
り
と
り
こ
と
ば
な
ど
に
よ
つ
て
い
る。

し
か
し、
そ
れ
だ
け
に
今
回
の
調
査
に
参
加
さ
れ
た
演
唱
者
の
方
々
が、
子
ど 

も
の
頃
に
遊
び
と
と
も
に
歌
い
継
い
で
こ
ら
れ
た
わ
ら
べ
う
た
の
中
に
は、
日
本 

語
の
抑
揚
と
結
び
つ
い
た。
即
ち、
日
本
旋
法
に
よ
っ
た
歌
で
は
な
く、
明
治
の 

学
制
発
布
以
後、
西
洋
音
楽
を
も
包
含
し
た
音
感
覚
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
歌
も 

少
な
く
な
い。
子
ど
も
達
は、
そ
こ
に
歌
さ
え
あ
れ
ば、
そ
れ
が
日
本
古
来
の
旋 

法
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
頓
着
せ
ず、
遊
び
に
取
り
入
れ
て
き
た。
つ
ま
り、 

現
在
も
わ
ら
べ
う
た
は
——

十
年
前
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
少
な
く
な
っ
た
が 

——

遊
び
に
伴
な
っ
て
変
化
し、
創
ら
れ、
生
き
て
動
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て、 

そ
れ
ぞ
れ
定
ま
っ
た
旋
律
と
し
て
固
定
し
て
い
る
こ
と
は、
あ
り
得
な
い
と
い
う 

の
が
現
代
の
わ
ら
べ
う
た
論
で
も
あ
る。

し
た
が
っ
て、
今
回
は
わ
ら
べ
う
た
に
関
し
て
は、
そ
れ
に
つ
い
て
長
年
研
究 

を
進
め
て
来
ら
れ
た
方
々
と
も
共
同
し
て
後
日、
詳
細
な
検
討
を
す
る
べ
く
別
の 

時
に
よ
り
徹
底
し
て
行
な
い
た
い
と
思
う。

お
わ
り
に

以
上、
今
回
の
民
謡
緊
急
調
査
に
よ
っ
て、
収
集
さ
れ
た
歌
の
各
地
区
に
お
け 

る
分
布
状
況、
お
よ
び
各
グ
ル
ー
プ
別
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た。 

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
と
お
し
て
い
え
る
こ
と
は、
実
際
に
農
作
業
や、
林
♦
漁 

業
に
た
ず
さ
わ
る
人
が、
な
ん
ら
か
の
意
味
で
仕
事
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
発 

生
さ
せ
て
き
た
民
謡
で
あ
っ
た。
だ
が
現
在
そ
の
労
働
の
方
式
が
か
わ
り、
作
業 

が
な
く
て
歌
だ
け
が
残
り、
従
来
か
ら
あ
っ
た
祭
り
や
祝
い
の
行
事
に
お
け
る
歌 

と
と
も
に、
さ
ら
に
酒
席
に
お
け
る
座
興
歌
と
と
も
に、
あ
る
い
は
座
興
歌
と
し 

て
の
み
残
さ
れ
て
き
て
い
る
面
も
多
々
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
し
か
も、
従 

来
か
ら
あ
る
わ
が
国
独
特
の
旋
法
に
よ
る
歌
で
あ
り、
我
わ
れ
日
本
人
の
感
性
に 

適
合
し、
あ
る
い
は
感
性
と
何
の
矛
盾
も
な
く
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
旋
律
で 

あ
り
な
が
ら、
よ
り
異
質
な
楽
器
や
音
組
織
に
よ
っ
て
す
る
外
来
音
楽
に
よ
っ
て 

隅
に
や
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
実
も
あ
る。
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し
か
し、
調
査
を
進
め
る
に
従
つ
て、
往
時
の
仕
事
ぶ
り
や、
人
間
の
様
々
な 

営
み
と
そ
れ
に
よ
つ
て
起
こ
る
感
情
を
知
る
に
つ
け、
こ
れ
ら
の
民
謡
が
単
に
滅 

び
ゆ
く
美
と
し
て、
ま
た、
郷
愁
と
し
て
の
み
と
ら
え
る
の
で
な
く、
現
代
な
お 

そ
の
根
元
に
あ
る
庶
民
性
の
本
質
の
よ
ぅ
な
も
の
を、
再
生
産
す
る
こ
と
を
考
え 

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い。 
(

渡
辺
学
)

地
勢
•

風
土

熊
本
県
は、
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し、
東
南
北
の
三
方
が
他
県
と
接
し
西 

は、
有
明
海、
八
代
海
に
面
し
て
い
る。
総
面
積
は、
七
四
〇
七
1«1!
で
全
国
ー
五 

位
に
あ
た
る。
又、
総
人
口
は、
現
在
約
一
八
四
万
人
で
あ
る。
熊
本
県
は、
古 

く
は
「火
の
国
」
ま
た
は
「肥
の
国
」
と
呼
ば
れ、
江
戸
期
に
は、
細
川
藩、
相 

良
藩、
天
草
天
領
に
分
か
れ
て
い
た。

地
勢
北
は
、
筑
肥
山
地
で
福
岡
県
と、
東
は、
九
州
山
地
で
大
分
*

呂
崎
両 

県
と、
南
は、
国
見
山
地
で
鹿
児
島
と
画
し、
西
は
遠
浅
の
有
明
海、
不
知
火
の 

八
代
海
に
面
し
て
い
る。

九
州
の
背
骨
•

九
州
山
地
が
県
東
を
北
か
ら
南
へ
走
り、
海
抜一

五
〇
〇
m
を 

超
え
る
山
が
い
く
つ
も
連
な
っ
て
い
る。
北
か
ら、
涌
蓋
山
ニ
五
〇
〇
m
)、 

小
川
岳
ニ
五
四
ニ
£
)、

向
坂
山
ニ
六
八
四
£
)、

高
岳
ニ
五
六
三
01
)、 

国
見
岳
(

一
七
三
九
£
}、

五
勇
山
(

一
六
四
四
£
)、

鳥
帽
子
岳
ニ
六
九
ニ
£
)、 

江
代
山
ニ
六
〇
七
£
)、

市
房
山
ニ
七
ニ
ニ
111
)

な
ど
の
山
が
あ
る。

県
の
北
東
部
に
は、
世
界
第
一
の
カ
ル
デ
ラ
を
も
つ
火
の
山
阿
蘇
山
が
あ
り、 

陥
没
カ
ル
デ
ラ
は、
東
西
一
八
.
§、
南
北
ニ
四
|011
に
及
び、
ほ
ぼ
楕
円
形
を
し
て 

い
る。
カ
ル
デ
ラ
内
を
「谷
内
」
と
呼
び、
中
央
火
口
丘
を
挾
ん
で
北
側
を
阿
蘇 

谷、
南
側
を
南
郷
谷
と
呼
ん
で
い
る。
中
央
火
口
丘
に
は、
五
岳
が
あ
り、
そ
の

ぅ
ち
の
中
岳
ニ
五
〇
〇
m
)

だ
け
が
噴
煙
を
あ
げ、
現
在
も
活
発
に
火
山
活
動 

を
し
て
い
る。
ま
た、
カ
ル
デ
ラ
を
囲
む
よ
ぅ
に
外
輪
山
が
あ
り、
俵
山
な
ど
を 

は
じ
め
と
し
て
高
峰
が
点
在
す
る。

カ
ル
デ
ラ
内
に
は、
白
川
の
源
流
で
あ
る
黒
川
.

白
川
が
あ
り、
西
側
外
輪
山 

に
は、
菊
池
川
が
源
を
発
し
て
い
る。
南
に
は、
九
州
山
地
を
源
と
し
て
緑
川
. 

球
磨
川
が
西
下
し
て
い
る。

城
北
の
榖
會
地
帯
を
流
れ
る
菊
池
川
は、
菊
鹿
盆
地、
玉
名
平
野
を
貫
流
し
て 

有
明
海
へ
と
注
い
で
い
る。
こ
の
流
域
は、
古
く
か
ら
文
化
が
栄
え、
有
名
な
江 

田
船
山
古
噴
を
は
じ
め
数
多
く
の
遗
跡
や
史
跡
が
あ
る。

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
内
よ
り
流
れ
出
た
白
川
は、
熊
本
平
野
を
貫
流
し、
有
明
海
へ 

注
い
で
い
る。
中
流
付
近
で
は、
段
丘
が
発
達
し、
河
口
は、
デ
ル
タ
地
帯
を
な 

し、
〒
拓
地
が
広
大
に
展
開
し
て
い
る。
ま
た、
河
ロ
付
近
に
は、
国
指
定
史
跡 

の
千
金
甲
古
墳
群
が
あ
り、
装
飾
古
墳
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る。

緑
川
は、
九
州
山
地
に
源
流
を
も
ち、
上
流
で
は
深
い
渓
谷
を
形
成
し
つ
つ
西 

下
し、
嘉
島
町
で
御
船
川
と
合
流
す
る。
ま
た、
上
流
に
は、
県
下
有
数
の
緑
川 

ダ
ム
が
あ
り、
広
大
な
湖
水
面
を
有
し
て
い
る。
本
川
は、
熊
本
平
野
の
南
側
を 

貫
流
し、
有
明
海
へ
と
注
い
で
い
る。
白
川
と
と
も
に
河
口
に
は、
広
大
な
デ
ル 

タ
地
帯
を
形
成
し、
一
大
干
拓
地
を
な
し
て
い
る。
中
.

下
流
域
に
は、
縄
文
. 

弥
生
時
代
の
貝
塚
•

古
墳
等
の
史
跡
が
あ
る。

本
県
南
部
に
は、
日
本
三
急
流
の
一
つ
球
磨
川
が、
川
辺
川、
万
江
川
な
ど
三 

十
余
の
支
流
を
集
め
八
代
海
を
目
指
し
て
西
下
し
て
い
る。
ま
た、
八
代
海
河
口 

付
近
で
は、
大
野
川、
砂
川、
水
川
な
ど
が、
複
合
三
角
州
を
形
成
し、
江
戸
時 

代
か
ら
大
小
の
干
拓
も
行
な
わ
れ、
広
大
な
八
代
平
野
を
形
成
し
て
い
る。
上
. 

中
流
域
の
人
吉
盆
地
に
は、
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂、
青
井
阿
蘇
神
社
を
は
じ
め、
国、 

県
の
重
要
文
化
財
が
数
多
く
あ
る。

天
草
諸
島
は、
県
南
西
部
に
あ
り、
天
草
-51
、
島
原
湾、
八
代
海
に
囲
ま
れ
大 

矢
野
島、
上
.

下
島
の
ほ
か、
御
所
浦
島、
維
和
島
な
ど
約I

ニ
〇
の
島
々
か
ら

—12 —
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肥後国の祖調庸（延官•式巻26)

区分 rn'i Yi 数 M

机

正 税 稲 400.000柬

公 庵 々 400.000ク

|i|分寺料 々47.887ク

m 2,593疋

綿 轴 25"

It 37端

Ai 120ク

耽雜：m 3911

热海以 232斤14W

蝴 腊 332斤 8

乾 m 166/T13

雑热S& 403斤

m余輪綿•米

Mr
布 80端

fi余榆綿•米

中リj 
作物

木綿•麻•熟麻
K外18品

備考

公廨は 
4£は棟5 
にあたる

な
っ
て
い
る。
全
島
が
低
山
性
の
山
地
で、
大
河
も
な
く
平
地
に
乏
し
い。
高
峰 

で
は
な
い
が、
竜
ヶ
岳
を
は
じ
め
県
下
の
名
勝
三
山
が
集
中
し
て
い
る。

気
候
熊
本
県
の
特
性
と
し
て、
夏
冬
の
寒
暖
の
差
が
大
き
い
こ
と
が
挙
げ
ら 

れ、
ま
た、
天
草
灘
方
面
か
ら
流
れ
込
む
高
温
多
湿
の
南
西
気
流
は、
六
月
七
月 

の
梅
雨
期
に
集
中
的
に
豪
雨
を
降
ら
せ
る。

本
県
は、
地
形
に
よ
っ
て、
内
陸
型
.

西
海
型
•

山
地
型
の
三
つ
に
気
象
区
分

さ
れ
る
。

内
陸
型
の
熊
本
•

八
代
平
野
は、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
風
が
弱
い。
夏
期
一
八 

時
か
ら
ニ
一
時
に
か
け
て、
風
が
ビ
タ
リ
と
止
ま
る
「肥
後
の
夕
風
」
が
あ
り、 

暑
さ
に
一
段
と
悩
ま
さ
れ
る
の
も、
こ
の
地
方
の
特
徴
と
い
え
る。
年
平
均
気
温、 

一

五~
1

六
度、
年
降
水
量
は、
一
八
〇
〇,
前
後
で
比
較
的
に
少
な
い。
米
の 

大
生
産
地
で
あ
り、
八
代
平
野
で
は、
ビ
ニ
ル
ハ
ゥ
ス
の
栽
培
が
さ
か
ん
で
あ
る。

西
海
型
の
天
草
•

芦
北
地
方
は、
海
の
影
響
を
ぅ
け
寒
暖
の
差
が
小
さ
く、
年 

平
均
気
温、
一
六~

 I

七
度、
年
降
水
量
は、
一
八
〇
〇
—
二
〇
〇
〇，
で
あ
る。 

夏
の
降
水
量
は
多
く、
冬
も
比
較
的
温
暖
で
あ
る
た
め
に、
米
の
早
期
栽
培
が
多 

く、
所
に
よ
っ
て
は
ニ
期
作
も
あ
り、
園
芸
農
業
が
発
達
し
て
い
る
地
域
も
あ
る。

山
地
型
の
阿
蘇
.

球
磨
地
方
は、
年
平
均
気
温、

一

五
度
以
下、
年
降
水
量
は、 

ニ
〇
〇
〇
,5

以
上
で、
特
に
阿
蘇
山
で
は、
年
降
水
量
が
三
〇
〇
〇
,5

を
超
え
る。 

又、
こ
の
地
方
は、
霧
の
発
生
が
多
く、
人
吉
盆
地
で
は、
年
一
二
〇
日
を
超
え、 

良
質
の
茶
の
産
地
に
な
っ
て
い
る。 
(

磯
野
雄
ニ
)

三
、

産
業
と
交
通
の
変
遷

産
業
の
変
遷

肥
後
国
は
上
古
に
は
「火
の
国
」
と
い
わ
れ
「火
の
君
」
の
名
も
見
え
る。
「火 

の
国
」
は
八
代
郡
氷
川
流
域
か
ら
起
っ
た
と
い
ぅ。
水
川
•

菊
池
川
.

緑
川
.

球 

磨
川
等
の
諸
流
域
や
阿
蘇
地
方
に
は
古
墳
や
遺
跡
も
多
く
政
治
的
集
団
が
あ
っ
た 

も
の
と
思
わ
れ
る。
中
に
は
大
陸
と
の
交
流
も
ぅ
か
が
え
る。
六
世
紀
の
初
め
に 

は
次
第
に
大
和
朝
廷
の
支
配
下
に
入
り、
熊
本
平
野
に
は
屯
倉
も
置
か
れ
部
も
置 

か
れ
た。
し
か
し、
六
世
紀
後
期
に
盛
行
し
た
と
思
わ
れ
る
装
飾
古
墳
は
当
時
の 

豪
族
達
が
筑
紫
文
化
圏
と
接
触
し
つ
つ
独
自
の
文
化
を
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ 

る。
大
化
改
新
後
火
の
国
は
肥
前
と
肥
後
に
分
か
れ、
肥
後
は
九
州
唯
一
の
大
国 

で
十
三
郡
が
あ
り、
国
府
は
始
益
城
.

八
世
紀
中
頃
に
託
麻
.

九
世
紀
始
に
は
飽 

田
国
府
に
移
っ
た
と
い
う。
国
司
に
は
道
君
首
名
が
見
え
農
業
技
術
の
指
導
や
灌 

漑
用
水
を
設
置
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る。
当
時
の
産
業
を
伝
え
る
資
料
は
な
い 

が
延
喜
式
に
よ
り
租
税
を
知
る
こ
と
が
出
来
る。
租
の
正
税
公
廨
を
九
州
の
他
国

稲
升



と
比
較
し
て
み
る
と、
稲
は
二
倍
の
量
で
農
業
が
最
も
発
達
し、
調
の
絹
は
九
州 

で
は
肥
後
だ
け
で、
し
か
も
量
も
多
く、
蚕
養
と
駅
名
が
呼
ば
れ
る
程
養
蚕
の
盛 

ん
な
所
で
あ
り、
絹
布
綿
布
等
手
工
業
も
発
達
し
海
産
物
も
豊
富
で
大
国
に
ふ
さ 

わ
し
い
豊
か
な
国
で
あ
っ
た。
こ
ぅ
し
た
租
税
は
郡
倉
に
貯
蔵
さ
れ、
官
道
を
通 

り
太
宰
府
に
送
ら
れ
た。
九
州
管
内
は
遠
の
朝
廷
で
あ
つ
た
大
宰
府
庁
に
統
治
さ 

れ
官
道
は
す
べ
て
大
宰
府
に
向
っ
て
整
備
さ
れ、
延
喜
式
に
ょ
っ
て
駅
名
を
見
る 

と、
筑
後
を
南
下
し
て
狩
道
駅
ょ
り
肥
後
路
に
入
り
十
六
駅
で
凡
そ
左
の
ょ
ぅ
で 

あ
つ
た。

駅
間
は
三
十
里
薛
)

で
現
在
の
三
号
線
と
五
七
号
線
に
相
等
し
い、
植̂
<

——

南 

関
•

城
南
——

八
代
間
は
九
州
自
動
車
道
に
近
い
位
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。 

こ
の
官
道
は
大
水
湯
町( I)
鞠
智
城
蚕
養
の
道
も
あ
っ
た
。
律
令
制
が
動 

揺
し
始
め
る
と
諸
国
に
莊
園
が
成
立
し
土
着
の
豪
族
が
出
現
す
る。
阿
蘇
氏
は
阿 

蘇
火
口
の
鎮
災
祈
禱
す
る
宮
司
で
あ
っ
た
が、
鎮
災
を
理
由
に
社
領
を
拡
張
し
十 

一
世
紀
末
に
は
皇
室
——

村
上
源
氏
に
寄
進
し
て
莊
園
を
成
立
さ
せ、
下
司
と 

な
っ
て
社
領
を
支
配
し、
大
宮
司
と
な
っ
て
司
祭
し
十
二
世
紀
の
始
に
は
熊
本
平 

野
に
進
出
し
て
甲
佐
•

健
軍
.

郡
浦
の
三
社
を
末
社
と
し
社
領
を
も
併
合
し、
そ 

の
過
程
の
中
で
宗
教
的
集
団
の
首
長
と
武
士
団
の
首
長
を
兼
備
し
た
大
領
主
に
成 

長
し
て
ゆ
く。
ま
た
菊
池
平
野
に
は
大
宰
小
贰
で
あ
つ
た
藤
原
隆
家
の
郎
党
藤
原 

政
則
は
菊
池
地
方
に
勢
力
を
伸
し、
十
二
世
紀
隆
直
の
時
に
は
玉
名
.

山
鹿
•

託 

麻
.

合
志
郡
を
支
配
し
て
大
武
士
団
を
形
成
し、
鎌
會
時
代
の
始
に
は
益
城
.

八 

(

駅
名
•

延
喜
式
)

「坂
本
韓
丄
一
重
»-
*

丨
蚊
藁
^
1
痤後ー
垂駅

慈

|_
韶

7
麗
木
丨
昏
霞

-̂
球
蠢

£
敲
ロ
片
默
〒

杼
ig

代
市
肜
臀
—
杉
擬

i
薩
靡
市
来
駅
广
長
崎
神
土
甘

〜̂
—
肥
前
烏
原—
駅 

——C
U

A
i

大
隅
大
水
駅

代
に
進
出
し
て
お
り
や
が
て
守
護
職
に
任
じ
ら
れ
て
い
る。
球
磨
に
は
郡
司
領
を 

含
む
王
家
領
莊
園
が
成
立
し
て
い
た
が、
平
家
没
落
後
蓮
花
王
院
領
人
吉
莊
を
中 

心
に
将
軍
家
領
公
田
等
に
再
編
さ
れ
元
久
ニ
年
鎌
會
御
家
人
相
良
長
頼
が
人
吉
莊 

の
地
頭
職
に
任
命
さ
れ
て
い
る。
一
方
十
世
紀
頃
よ
り
公
領
地
も
次
第
に
莊
園
化 

し
玉
名
.

合
志
•

赤
星
莊
十
一
世
紀
に
は
鹿
子
木
莊
.

山
鹿
莊
が
成
立
し、
公
領 

地
も
次
第
に
莊
園
化
し
そ
の
発
達
に
つ
れ
武
士
層
も
次
第
に
台
頭
し、
総
領
制
の 

も
と
に
周
辺
地
域
を
開
発
し、
ま
た
莊
園
を
侵
犯
し
て
武
士
団
を
拡
大
し
て
行
つ 

た。
熊
本
平
野
に
も
小
豪
族
が
い
た
が
両
度
の
元
寇
の
役
に
活
躍
し
た
竹
崎
季
長 

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る。
南
北
朝
の
動
乱
に
は、
こ
れ
ら
の
諸
豪
族
に
筑
前
の
少 

威
豊
後
の
大
友
の
諸
氏
も
入
り
乱
れ
て
離
合
を
繰
り
返
し、
菊
池
氏、
阿
蘇
氏
の
も 

と
に
肥
後
は
南
朝
の
中
心
と
な
り
懐
良
親
王
の
西
征
府
が
置
か
れ、
菊
池
武
光
等 

が
北
朝
を
破
っ
て
太
宰
府
に
進
出
し
て、
暫
ら
く
は
九
州
を
南
朝
方
の
勢
力
下
に 

お
く
こ
と
が
出
来
た。
南
北
朝
講
和
後
も
菊
池
氏
は
肥
後
の
守
護
職
を
保
っ
て
い 

た
が、
室
町
末
期
か
ら
戦
国
期
に
な
る
と
豊
後
か
ら
進
出
し
て
き
た
大
友
氏
の
勢 

力
に
お
さ
れ
て
内
部
分
裂
を
来
た
し、
永
正
六
年
政
隆
の
死
に
よ
り
総
領
家
の
正 

統
は
断
絶
し
た。
そ
し
て、
阿
蘇
•

相
良
氏
も
そ
の
勢
力
圏
に
入
り
更
に
肥
前
か
ら 

南
下
し
て
き
た
龍
造
寺
氏、
薩
摩
か
ら
北
上
し
て
き
た
島
津
氏
と
周
辺
の
強
豪
に 

制
圧
さ
れ
る
こ
と
が
続
い
た。
天
正
十
五
年
豊
臣
秀
吉
の
九
州
平
定
に
よ
り、
佐
 々

成
政
を
肥
後
の
国
主
と
定
め
天
草
は
五
人
衆
に
球
磨
は
相
良
氏
に
安
堵
し
た。

中
世
の
封
建
社
会
の
経
済
の
基
盤
は
農
業
で
あ
り、
農
業
の
基
本
的
様
式
や
生 

産
力
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
の
は
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ 

り、
次
に
発
展
す
る
の
は
江
戸
中
期
十
七
世
紀
以
降
の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
る。 

即
ち
麦
作
の
奨
励
に
よ
り
陸
田
.

水
田
の
二
毛
作
•

ソ
バ
.

稗
•

大
小
豆
.

粟
. 

胡
麻
•

漆
の
栽
培
が
広
く
行
な
わ
れ、
農
具
の
改
良
•

牛
馬
の
使
用
•

水
車
の
利 

用
も
盛
ん
に
な
り、
刈
敷
.

灰
•

牛
馬
の
廐
肥
.

人
糞
な
ど
が
用
い
ら
れ、
生
産 

手
段
や
技
術
も
発
達
し
て
生
産
力
は
上
昇
し
た。
名
田
経
営
も
多
く
の
下
人
•

奴 

婢
等
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
豪
農
も
出
現
し、
長
者
伝
説
を
産
む
よ
ぅ
に
な
っ

―14 ―
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た。
十
三
世
紀
の
人
吉
莊
(

四
六
三
町
十
九
名
)

は
球
磨
川
流
域
や
山
間
地
に
開 

発
さ
れ
て
い
る
が
一
名
に
は
五
—
七
の
在
家
が
あ
り、
神
蔵
莊
(
|

鞣
)

の
鳥
栖
名 

(
£
3
に
屋
敷
五
力
所
(

1¢
)

が
あ
り、
鹿
子
木
東
莊
山
室
名
(
|

雜
)

五
町
に
三
人
の 

百
姓
が
見
え
る
の
で、
一
名
は
三
—
五
人
の
農
民
で
構
成
さ
れ
約
ニ
町
歩
を
経
営 

し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る。
生
産
品
は
人
吉
莊
で
は
米
•

桑
•

苧
•

綿、
阿
蘇
莊 

で
は
米
•

絹
•

絹
織
物
で
あ
り、
養
蚕
や
綿
.

絹
の
手
工
業
も
あ
り
新
田
開
発
も 

進
ん
で
い
る。
南
北
朝
期
に
は
二
毛
作
や
粟
.

大
豆
.

菜
種
も
多
く
栽
培
さ
れ、 

現
物
納
か
ら
代
銭
納
に
替
っ
た
も
の
も
あ
り、
天
草
か
ら
塩
も
送
ら
れ
て
い
た。 

農
産
物
の
増
加
と
手
工
業
の
発
達
は
商
品
化
の
た
め
市
場
を
必
要
と
し、
貨
幣
流 

通
を
浸
透
さ
せ
た。
十
四
世
紀
末
に
は
定
期
市
九
日
市
が
立
て
ら
れ
市
屋
敷
三
十 

三
力
所
が
設
置
さ
れ、
十
五
世
紀
に
は
南
郷
や
近
見
に
又、
三
日
市
六
日
市
等
も 

出
来
た。
こ
う
し
た
市
場
の
開
設
は
農
貝
や
日
用
雑
貨
ば
か
り
で
な
く
武
器
武
貝 

も
供
給
す
る
ょ
う
に
な
つ
た。
一
方
莊
園
年
貢
を
上
方
に
輸
送
す
る
た
め
高
瀬
• 

伊
倉
•

川
尻
•

八
代
等
の
河
口
港
が
活
発
化
し、
上
方
商
人
も
地
元
商
人
と
結
び 

つ
く
ょ
う
に
な
る。
京
都
大
山
崎
離
宮
八
幡
の
油
商
人
は
肥
後
の
荏
胡
麻
を
独
占 

的
に
購
入
し
た。
又、
海
外
貿
易
も
盛
ん
に
な
り
八
代.
天
草
(

河
浦
町
)
•

本 

渡
•

軍
ヶ
浦
(

天
草
町
大
江
)
•

川
尻
•

高
瀬
(

玉
名
市
)

等
が
重
用
な
港
で、 

相
等
な
取
引
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
戦
国
期
に
は、
守
護
菊
池
氏
も
勢
力 

を
失
い
国
人
衆
隈
部
•

甲
斐
氏
等
が
領
主
権
を
確
立
し、
城
下
町
体
制
を
形
成
し 

熊
本
市
の
原
形
を
つ
く
り、
相
良
氏
は
八
代
城
を
増
築
し
工
匠
や
商
人
町
を
形
成 

し
徳
淵
港
を
築
い
て
貿
易
港
と
し
た。

佐
々
成
政
を
肥
後
の
国
主
と
定
め
ら
れ
た
が、
旧
来
の
国
人
衆
五
十
二
人
の
所 

領
は
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
た
の
で、
幾
許
も
な
く
成
政
と
衝
突
が
起
り
秀
吉
は
一 

挙
に
旧
来
の
勢
力
を
一
掃
し、
新
た
に
加
藤
清
正
を
隈
本
に
小
西
行
長
を
宇
土
に 

配
し、
や
が
て
天
草
も
小
西
の
支
配
す
る
所
と
な
っ
た。
文
禄
の
役
に
出
征
し
紙 

ェ
陶
工
瓦
ェ
を
連
れ
帰
り
す
ぐ
れ
た
技
を
育
成
し
て
い
る。
慶
長
五
年
関
が
原
の 

合
戦
に
小
西
は
石
田
方
に
組
し
て
破
れ
た
た
め
清
正
は、
そ
の
領
地
を
併
せ
五
十

ニ
万
石
(g
I?
)

の
大
名
と
な
つ
た。
検
地
を
実
施
し
て
領
内
の
生
産
体
系
を
確
立 

し、
隈
本
城
を
改
修
し
て
熊
本
城
に
改
め
町
人
職
人
を
上
方
よ
り
集
め
て
軍
需
品 

の
増
産
を
計
り
城
下
町
を
整
備
し
た。
又、
河
川
の
改
修、
新
田
開
発( gsi

詰
 ̂

tBT
fl
+
に
よ
り
約
十
万
石
を
増
産、
天
草
を
返
上
し
て
豊
後
鶴
崎
港
地
方
と
交
換 

し
豊
後
路
を
改
修
し
て
熊
本
と
鶴
崎
港
を
結
び
瀬
戸
内
海
へ
の
玄
関
ロ
を
作
る
等 

後
々
に
ま
で
神
君
清
正
公
と
敬
慕
さ
れ
る
程
の
治
績
を
あ
げ
た。
し
か
る
に
徳
川 

幕
府
は
太
閤
恩
顧
の
大
名
取
潰
し
を
計
り
清
正
死
後
さ
細
な
こ
と
に
か
こ
つ
け 

て、
ニ
代
忠
広
を
出
羽
由
内
一
万
石
に
配
流
し、
宽
永
九
年
豊
前
小
倉
の
城
主
細 

川
忠
利
を
熊
本
城
に
父
忠
興
を
八
代
城
に
配
し
た。
十
年
人
畜
改
め
十
三
年
に
総 

検
地
を
実
施
し
手
永
制
を
組
織
し
て
支
配
体
勢
を
確
立
し
た。
年
貢
は
熊
本
.

川 

尻
•

高
瀬
.

八
代
•

大
津
瀬
田
の
御
蔵
に
運
ば
れ
御
用
船
に
よ
つ
て
大
阪
市
場
に 

運
ば
れ
|1;
詳
龄
*)

肥
後
米
と
し
て
高
相
場
で
取
引
さ
れ
た。
城
下
は
町
奉
行
に
統 

制
さ
れ
八
ニ
町、
文
政
十
年
に
は
家
数
三
八
八
五
軒
(
^
•

ぇ§1
;
/
1,

ー11
)

と
報
告 

I 

さ
れ、
五
町
制
と
し
て
熊
本.
川
尻
.

高
橋
•

高
瀬
•

八
代
町
は
商
業
上
の
制
約
15
 

を
受
け
な
い
地
方
中
核
の
町
に
な
つ
た。
藩
財
政
の
悪
化
に
伴
い
「は
ぜ
ろ、っ」 

I

 

と
養
蚕
の
専
売
化
が
奨
励
さ
れ
高
橋.
水
前
寺
•

鍋
田
に
製
蠟
所
が
設
け
ら
れ 

た。
又、
干
拓
新
田
と
井
手
開
発
は
藩
費
や
士
族
開
発
が
多
く、
ニ
四、
〇
〇
〇 

町
歩
に
及
び
八
代
沿
岸
はI

ニ
七
九
町
三
九
新
地
で
あ
る。
一
方
農
村
は、
由
屋 

が
主
体
に
な
つ
て
菊
池
郡
の
永
原.
兵
藤
井
手、
八
代
郡
の
麓
川
井
手、
上
益
城 

郡
の
嘉
永
新
井
手
を
開
発
し、
通
潤
橋
は
サ
ィ
フ
ォ
ン
式
眼
鏡
橋
と
し
て
有
名
で 

あ
る。又、

球
磨
に
安
堵
さ
れ
た
相
良
氏
は、
関
ガ
原
の
戦
で
は
初
め
は
石
田
方
に
組 

し
た
が、
途
中
徳
川
方
に
寝
返
っ
て
巧
み
に
切
り
ぬ
け、
旧
領
を
維
持
し
人
吉
城 

を
本
拠
と
し
た。
元
和
五
年
幕
命
で
椎
葉
山
争
乱
を
鎮
圧
し、
や
が
て
椎
葉
山
米 

良
谷
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る。
こ
の
間
清
兵
衛
事
件
を
解
決
し
て
い
る。
寛
文 

四
年
に
は
林
正
盛
に
よ
っ
て
八
代
迠
船
道
を
開
鑿
し
船
運
の
便
を
開
き、
宝
永
ニ 

年
百
太
郎
溝
•

幸
野
溝
を
完
成
し
て、
十
一
村
水
田
ニ
六
〇
〇
町
歩
の
安
定
と
増
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田

m
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枭
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馬
野
阐
刈
馬
木
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链
松
国
梅
財
江

5
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朿
水
惠
田

1||
冇
長
倉
费
冇
鈴

収
を
計
つ
た
こ
と
は
大
き
な
功
績
で
あ
る。
米
良
谷
は
肥
後
の
守
護
菊
池
能
運
の 

遗
子
重
為
の
隠
棲
し
た
と
い
ぅ
伝
承
を
持
ち、
湯
前
ょ
り
横
谷
峠
を
越
え
る
米
良 

往
還
は
塩
の
道
で
あ
り、
椎
葉
山
は
五
家
莊
と
共
に
平
家
隠
棲
の
地
と
し
て
九
州 

山
脈
を
越
え
て
交
流
が
あ
り、
「山
の
神
信
仰
」
を
持
ち
「焼
畑
農
業
」
を
営
み
「木 

お
ろ
し
唄
」
や
「木
や
り
嗔
」
を
持
ち、
両
地
方
は
球
磨
と
現
在
も
交
流
が
続
い 

て
い
る。
一
方
天
草
は
清
正
に
ょ
っ
て
豊
後
鶴
崎
港
周
辺
と
交
換
さ
れ
唐
津
の
寺 

沢
領
と
な
り、
富
岡
城
を
築
い
て
松
會
氏
を
配
し
た
が、
圧
政
の
た
め
宽
永
十
四 

年
島
原
の
乱
を
ひ
き
起
し、
島
民
一
万
四
千
人
が
参
加
し
て
全
滅
し
た。
そ
の
後 

天
領
と
な
り
幕
末
に
至
つ
て
い
る。
維
新
後
行
政
区
画
は、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
り 

明
治
六
年
一
月
白
川
県
と
な
つ
て
原
形
が
と
と
の
い、
明
治
九
年
二
月
熊
本
県
と 

な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
ぃ
る。
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明
治
維
新
は
封
建
社
会
の
終
末
で
あ
り
資
本
主
義
帝
国
主
義
へ
の
出
発
点
と 

な
っ
た
の
で
す。
し
た
が
っ
て、
多
く
の
士
族
を
失
業
さ
せ、
明
治
九
年
八
月
に 

金
禄
公
債
を
支
給
し
て
士
族
の
秩
禄
を
処
理
し
た
の
で
す。
一
方
地
祖
改
正
と
土 

地
官
民
有
区
分
を
断
行
し
た。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
政
府
に
対
し
不
平
不
満
は
神
風 

連
や
農
民
騒
動
•

西
南
の
役
と
な
っ
て
爆
発
す
る
の
で
す。
そ
こ
に
考
え
ら
れ
た 

の
が
士
族
授
産
の
政
策
で
あ
っ
た。
政
府
の
方
針
の
主
な
も
の
は、㈠
開
墾
と
移 

住
の
奨
励、㈡
産
業
資
金
の
貸
付
等
で
あ
っ
た。
A

表
は㈠
に
対
応
し、
B

表
は 

㈡
に
対
応
す
る
も
の
で
す
が
.、
A

表
三
社
も
ぅ
ま
く
い
か
ず
何
れ
も
成
果
を
あ
げ 

ず
に
終
り
ま
し
た。
8
表
は
製
糸
四
.

綿
織
一
.

製
蠟
一
.

海
運
一
.

養
蚕
三
. 

牛
乳 
一
•

製
茶
ニ
•

雑
一
等
で
あ
り、
緑
川
製
糸
は
機
械
に
よ
る
近
代
設
備
で
好 

況
で
輸
出
し
て
い
た
が、
松
方
デ
フ
レ
政
策
に
よ
り
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り、 

第
一
段
階
の
工
業
化
は
成
功
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た。
熊
本
の
農
家
は、
米
の 

生
産
と
蚕
の
生
産
で
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
が、
繭
の
生
産
に
比
し
製
糸
工
場 

が
追
い
つ
か
ず
坐
繰
製
糸
が
盛
ん
に
な
り、
工
業
化
す
る
の
は
大
手
の
片
倉.
郡 

是
•

鐘
紡
•

若
林
等
の
進
出
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た。
一
般
に
農
業
は
自
給 

農
業
よ
り
商
品
生
産
に
進
ん
で
行
く
の
で
あ
る
が、
そ
れ
に
は
技
術
革
新
と
病
害 

虫
の
览
除
が
必
要
で
あ
り、
八
代
水
田
地
帯
で
は
裏
作
の
疎
菜
•

玉
葱
•

キ
ュ
ゥ 

リ
•

南
瓜
•

藺
草
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
り、
畠
に
は
ミ
ヵ
ン
栽
培
が
八
代
•

河
内 

と
拡
大
し
て
行
く
の
で
あ
る。

交
通
の
変
遷

先
に
示
し
た
延
喜
式
の
官
道
は、
太
宰
府
と
国
府
を
結
ぶ
も
の
で
あ
り、
郡
衛 

と
国
府
を
結
ぶ
道
も
塩
の
道
も
あ
っ
た
答
で
あ
り、
現
代
に
生
か
さ
れ
て
い
る
も 

の
も
あ
ろ
ぅ。
後
代
に
な
つ
て
も
主
要
幹
線
は
こ
の
官
道
を
主
軸
と
し
て
お
り、 

道
路
工
法
の
進
歩
と
政
治
経
済
等
の
事
由
に
よ
り
部
分
的
に
は
大
き
く
変
更
し
た 

の
は
当
然
で、
三
号
線
の
熊
本
八
代
間
は
干
拓
地
を
通
り
官
道
は
山
際
の
九
州
自 

動
車
道
に
近
い
所
で
あ
っ
た。
中
世
の
城
は
戦
略
上
山
に
あ
つ
た
が、
戦
国
時
代 

を
過
ぎ
る
と、
城
は
山
か
ら
下
り
て
天
主
閣
を
築
き
城
下
町
を
つ
く
り、
政
治
.

行
政
•

経
済
の
中
心
的
機
能
を
持
つ
よ
ぅ
に
な
る。
関
が
原
戦
後、
清
正
は
熊
本 

城
を
築
き
肥
後
五
十
四
万
石
の
中
心
と
し、
球
磨
の
相
良
氏
は
人
吉
城
を
中
心
と 

し
た。
そ
ぅ
な
る
と
城
下
町
を
中
心
に
交
通
路
は
放
射
状
に
整
備
さ
れ、
川
も
整 

え
ら
れ
港
も
築
か
れ、
鉄
道
開
通
迄
は
陸
上
交
通
は
四
街
道
を
中
心
と
す
る
も
の 

で
あ
っ
た。

豊
前
街
道
——

熊
'^
か
ら
北
上
し
て
豊
前
小
食
に
至
る
も
の
で
三
号
線
に
相
当
す 

る。
熊f
鹿
子
个
味
取
丨
山
鹿
—
江
田
—
肥
-̂

西
南
—
瀬
高
三
号
線 

に
は
山
鹿
よ
り
小
栗
峠
を
越
え
て
八
女
市
に
至
る
小
倉
街
道
で
あ
る。

三
池
街
道
丨
植
木
高
瀬
ロ
よ
り
分
岐
し
て
田
原
—
高
瀬
—
筑
後
三
池
に
至
る
も
の 

で、
途
中
田
原
坂
の
隘
路
は
西
南
役
の
激
戦
地
で
俗
謡
「田
原
坂
」
の
名
曲 

を
産
ん
だ。
ニ
〇
八
号
線。

薩
摩
街
道
—
熊
本
を
南
下
し
て
八
代
に
出
て、
「三
太
郎
の
嶮」
と
い
わ
れ
た
赤 

松
•

佐
敷
.

津
奈
木
の
峠
を
越
え
る
困
難
な
道
で、
袋
か
ら
国
境
を
越
え
て 

鹿
児
島
に
至
る
も
の
で、
現
在
の
三
号
線
に
あ
た
る。
荷
物
は
三
角
•

八
代 

港
よ
り
米
の
津
(
3
や
鹿
児
島
等
へ
船
便
で
あ
っ
た。

豊
後
街
道
—
熊
本
ホ
ら
東
に
向
い、
三
里T
大iir-

二
重
崎
—
内
牧
—
笹
倉
よ 

り
国
境
を
越
え
て
鶴
崎
港
に
至
る
も
の
で、
清
正
に
よ
っ
て
大
改
修
さ
れ
瀬 

戸
内
海
へ
の
玄
関
ロ
を
開
き、
清
正
公
道
と
も
い
わ
れ、熊

#—

大
津
間
に 

は
杉
並
木
も
現
存
し、
道
巾
も
広
く、
そ
の
間
を
五
七
号
線
と
抒
豊
肥
線
が 

平
行
し
て
走
っ
て
い
る
所
も
あ
る
広
大
な
計
画
で
あ
っ
た。
細
川
藩
の
参
覲 

交
代
道
路
と
な
り
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た。
こ
の
街
道
は
二
重
峠
越
え
で
不 

便
な
た
め、
立
野
経
由
に
変
更
し
明
治
十
八
年
に
完
成
し
て
県
道
と
な
り
' 

後
長
崎
市
を
起
点
と
し
て
島
原
よ
り
三
角
に
上
陸
し
て
宇
土
半
島
を
通
り、 

熊
本
で
豊
後
街
道
と
結
び
五
七
号
線
と
な
っ
た。

日
向
街
道
丨
熊
本
か
ら
南
東
に
向
い
熊
^—
御
船
—
矢
部
—
浜
町
—
馬
見
！

で̂ 

国
境
を
越
え
三
田
井
丨
延
岡
に
出
る
も
の
で、
現
在
の
四
四
五
号
線
と
ニ
ー 

八
号
線
が
結
ば
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る。
又、
鞍
岡
か
ら
国
見
峠
を
越
え
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て
椎
葉
村
へ
も
通
じ
て
い
る。

日
向
西
街
道
—
熊
^—
白
水
—
高
森
—
日
向
河
内
に
出
る
も
の
で
三
ニ
五
号
線 

と
し
て
高
千
穂
に
通
じ
て
い
る。

小
倉
街
道
—
熊T
植T
山
鹿
—
小
栗
峠
を
越
え
る
も
の
で、
現
在
三
号
線 

に
あ
た
る。
熊
本
—
山
鹿
間
は
豊
前
街
道
で
あ
る。

人
吉
街
道
—
薩
摩
街
道
佐
敷
よ
り
岐
れ
立
石
畴
丨
告
坂
を
越
え
て
球
磨
川
沿
岸
に 

出、
大
阪
間一

-=

<

吉
で、
人
吉
は
相
良
氏
の
城
下
町
で
あ
り、
札
の
辻
を
中 

心
に
し
て
放
射
状
に
伸
び
て
い
る。

湯
前
往
還
—
米
良
往
還
と
な
り
現
在
の
ニ
一
九
号
線
で
あ
る。
人
吉
丨
赤
池
— 

一
武—
免
田
—
多
良H4-
湯
前、
こ
れ
が
湯
前
往
還
で、
こ
れ
よ
り
米
良
往 

還
で、
横
谷
峠
を
越
え
て
米
良
に
入
り
妻
(
3
に
出
る。
古
代
の
塩
の
道
で 

早
く
か
ら
開
け、
相
良
氏
も
何
回
か
参
覲
交
代
に
通
っ
て
い
る。

加
久
藤
越
—
人
吉
丨
大
畑
—
加
久
藤
峠
を
越
え
て
飯
野
丨
小
林
に
出
る
も
の 

で、
中
世
に
は
軍
用
道
と
し
て
整
備
し
た。
交
易
路
で
も
あ
っ
た。
現
在
ニ 

一
二
号
線
の
ル
ー
プ
橋
で
谷
を
渡
り、
ト
ン
ネ
ル
で
え
び
の
市
に
出
る
新
名 

所
に
な
っ
て
い
る。

田
野
越I
-
<

吉
盆
地
は
大
隅
.

薩
摩
と
の
交
流
が
古
く
軍
用
道
で
も
あ
っ
た。 

人士ロ—
西
間
—
田
野
—
久
七
峙
丨
大
口
で、
現
在
の
ニ
六
七
号
線
で
あ
る。

天
草
路
丨
天
草
は
離
島
で
あ
り、
島
原
の
乱
後
は
天
領
の
期
間
が
長
く
政
治
行
政 

の
中
心
は
富
岡
で、
産
業
は
水
産
業
と
畑
作
農
業
で
あ
り
そ
の
商
品
化
に 

よ
っ
て
島
内
の
交
通
網
が
発
達
し
た
と
い
つ
て
よ
く、
陸
路
よ
り
海
上
交
通 

が
発
達
し
た。
そ
し
て、
富
岡
は
長
崎、
土
島
と
下
島
の
有
明
海
沿
岸
は
肥 

後、
下
島
は
牛
深
を
中
心
に
薩
摩
と
の
交
流
が
あ
り、
そ
れ
等
の
文
化
が
混 

然
と
し
て
い
る
の
が
天
草
の
文
化
で
あ
る。
又、
天
草
路
と
も
天
草
街
道
と 

も
い
う
通
称
は
な
い
が、
薩
摩
街
道
の
宇
土
本
町
よ
り
岐
れ
て
網
引
—
網
田 

丨
郡
浦
—
三
角
—
大
矢
野
島
—
松
島
—
大
浦
—
上
津
浦
—
本
渡
—
御
領
— 

ニ
江
—
富
岡
と
陸
路
は
続
い
て
い
る
が、
陸
路
の
み
で
交
流
す
る
こ
と
は
な

く
海
路
と
陸
路
を
適
宜
結
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る。

こ
れ
等
の
主
要
道
路
は、
各
々
に
記
し
た
如
く
国
道
と
な
り
幹
線
と
な
っ
て
い 

る
が、
薩
摩
街
道
で
さ
え
日
奈
久
よ
り
先
は
三
太
郎
の
険
に
は
ば
ま
れ
て、
馬
車 

は
通
行
困
難
で
あ
り、
日
向
.

豊
後
街
道
も
九
州
山
脈
に
妨
げ
ら
れ
明
治
中
頃
ま 

で
は
人
の
背
か
駄
馬
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た。
こ
ぅ
し
た
峠
越
の
諸
道
は
付 

替
え
ら
れ、
部
分
的
に
は
街
道
か
ら
は
ず
さ
れ
た
所
も
あ
っ
た
が
大
筋
で
は
変
っ 

て
い
な
い。
明
治
以
後
交
通
事
情
の
変
化
は、
鉄
道
の
敷
設
と
海
上
交
通
の
発
達 

で
あ
る。
九
州
鉄
道
は
門
司
港
—
熊
本( lr)—

八
代( in

丨
人
吉
(

$?
)

丨
ル
ー 

プ
線
吉
松
(

5?
}

に
開
通
し
鹿
児
島
迄
縦
貫
鉄
道
が
完
成
し、
球
磨
川
水
運
が
宽
文 

五
年
林
正
盛
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ
て
以
来
画
期
的
な
も
の
と
な
り、
沿
線
産
業
発 

展
の
基
盤
を
作
つ
た。
八
代
か
ら
海
岸
ぞ
い
の
鹿
児
島
本
線
と
な
る
の
は
昭
和
ニ 

年
で
あ
る。
豊
肥
線
は
明
治
二
八
年
東
肥
鉄
道
が
計
画
し
た
が、
経
済
的
に
難
航 

し
大
津
(

雜
)

丨
宫
地
(

雜
)

に、
昭
和
三
年
に
は
大
分
迄
開
通
し
て
横
断
鉄
道
も 
一 

完
成
し
た。
そ
の
間
貿
易
港
と
し
て
建
設
し
た
三
角
—
宇
土
間
は
明
治
三
ニ
年、

18 

湯
前
線i
+
)

高
森
線
§
2
と
比
較
的
早
く
現
在
の
路
線
網
が
完
成
し
て
い
る。 

I 

こ
の
外
熊
本
軽
便
鉄
道
は
市
電
に
変
り、
菊
池
軌
道
(

結
53
は
熊
本
電
鉄
に
変
り、

熊
延
鉄
道
•

鹿
本
鉄
道
•

熊
本
軌
道
は
大
役
を
果
し
て
廃
止
さ
れ
た。

水
上
交
通
や
運
搬
は、
莊
園
年
貢
を
上
方
に
運
搬
す
る
よ
ぅ
に
な
る
と
高
瀬
.

伊
會
•

川
尻
•

八
代f

で
活
発
化
し、
又、
菊
池
氏
の
対
明
貿
易
も
盛
ん
に
な
り 

天
草
(I
J5
.

本
渡
•

軍
が
浦
(
1
)

等
天
草
島
の
港
や
川
尻
八
代
等
も
盛
ん 

で、
後
に
は
小
川
に
も
明
の
船
が
つ
け
ら
れ
た。
こ
れ
等
の
港
は、
河
川
を
利
用 

し
て
物
资
を
集
散
し
た。
熊
本
に
は
坪
井
川
の
河
港
と
し
て
高
橋
町
に
陸
揚
げ
さ 

れ、
後
に
は
百
貫
港
が
栄
え
た。
緑
川
で
は
浜
町
•

甲
佐
町
•

御
船
町
に
集
め
ら 

れ
た
山
産
物
や
米
を
川
尻
町
に
運
び
熊
本
に
搬
入
し、
細
川
藩
の
二
十
万
俵
の
御 

蔵
米
も
こ
れ
等
の
港
か
ら
大
阪
に
積
み
出
し
肥
後
米
と
し
て
名
声
を
高
め
た。
菊 

池
川
は
隈
府
•

来
民
に
集
め
ら
れ
た
米
•

菜
種
•

大
豆
等
の
農
産
物、
阿
蘇
地
方 

の
山
産
物
は
高
瀬
に
集
め
ら
れ
廻
船
問
屋
に
よ
っ
て
上
方
に
送
ら
れ
後
に
は
大
浜
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が
こ
れ
に
替
り、
上
方
か
ら
は
鯨
油
が
入
り
物
資
流
通
の
重
要
な
港
で
あ
っ 

た。
小
川
町
は
球
磨
.

八
代
•

下
益
城
郡
の
山
産
物
と
天
草
の
海
産
物
の
集
散
地 

で
長
崎
港
に
進
出
し
て
南
蛮
貿
易
を
し、
又、
明
船
も
入
っ
た
が、
後
に
は、
干 

拓
の
た
め
船
が
入
ら
な
く
な
り、
城
下
町
八
代
港
に
変
っ
た。
球
磨
川
は、
椎
葉

•  

米
良
山、
上
中
球
磨
の
産
物
は
湯
前

.
多
良
木
.

免
田
に
集
め
ら
れ
て
入
吉
に
運 

ば
れ、
宽
文
五
年
林
正
盛
に
ょ
っ
て
球
磨
川
が
開
削
さ
れ
る
と
八
代
植
柳
ま
で 

「ひ
ら
た
船」
で
運
ば
れ
た。
下
り
一
日
上
り
は
曳
き
船
で
四
日
を
要
し
た。
下 

り
荷
は
米
.

小
豆
.

椎
茸
.

木
炭
•

麻
等
上
げ
荷
は
日
用
品
.

塩
鮮
魚
等
で
客
船 

も
毎
日
十
隻
を
下
る
こ
と
は
な
か
っ
た。
こ
ぅ
し
た
川
舟
は
鉄
道
開
通
迄
は
輸
送 

の
主
役
で
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た。 
(

佐
藤
光
昭
)

四
、

歌
と
民
俗

民
謡
は
そ
の
土
地
に
住
む
人
々
が
古 

い
時
代
か
ら
歌
い
つ
が
れ
て
き
た
唄 

で、
そ
の
人
々
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
音 

楽
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
し
た 

が
っ
て、
地
勢
風
土
と
歴
史、
交
通
産 

業、
民
俗
や
伝
承
を
背
景
に
し
て
生
ま 

れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ。
そ
の
分
類
に
し 

た
が
っ
て
そ
の
背
景
を
さ
ぐ
つ
て
み
た

N
* 
o 

し㈧
田
歌
—
と
は
申
す
迄
も
な
く
水
田
の 

事
で
あ
り、
米
は
日
本
農
業
の
基
幹
作 

物
で
あ
る。
米
作
に
は
苗
代
を
作
っ
て

種
を
蒔
き、
水
田
を
耕
し
て
元
肥
を
施
し
て
田
植
を
し、
常
に
水
を
満
し
て
田
の 

草
を
取
り
育
成
し
て
病
害
虫
を
駆
除
し
て、
風
災
を
耐
え
る
よ
ぅ
工
夫
し
て、
収 

獲
の
実
り
の
秋
を
迎
え
て
稲
を
刈
り
取
り
陽
で
乾
燥
し、
千
歯
脱
穀
し
て
籾
に
し、 

こ
れ
を
臼
で
ひ
い
た
り
搗
い
た
り
し
て
原
米
と
し、
更
に
搗
い
て
白
米
に
し
て、 

初
め
て
食
品
と
し
て
の
米
と
な
る
の
で、
農
民
は
全
く
自
分
の
体
を
酷
使
し
て
生 

産
し
て
き
た
の
で
す。
中
で
も
田
植
は
稲
作
で、
最
も
重
要
な
作
業
で
あ
っ
た
か 

ら、
さ
ま
ざ
ま
な
習
俗
が
生
ま
れ
て
き
た。
大
田
植
や
花
田
植
が
そ
れ

_

で
あ
り、 

現
在
は
芸
能
化
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る。県
下
で
は
阿
蘇
郡
小
国
町
江
古
尾
の
「江 

古
尾
サ
ナ
ボ
リ
」
の
「お
座
敷
田
植」
で、
全
戸
の
田
植
が
終
了
し
た
五
月
下
旬 

か
ら
六
月
初
め
に
行
な
わ
れ
る。
正
月
二
日
の
鍬
入
れ
に
田
に
下
り

{

サ
オ
リ
) 

農
事
を
見
守
っ
て
き
た
田
の
神
が
山
に
昇
ら
れ
る

(

サ
ノ
ボ
リ
)

の
を
感
謝
の
気 

持
で
お
送
り
し、
秋
の
豊
作
を
願
ぅ
大
切
な
日
と
さ
れ
て
い
る。
江
古
尾
地
区
で 

は、
座
元
の
家
の
お
座
敷
で、
田
植
ま
で
の
全
過
程
の
作
業
が
演
技
さ
れ
る
の
で 

あ
る。
水
の
具
合
を
見
る
水
見
の
し
ぐ
さ
で
始
り、
仮
装
し
た
牛
を
あ
や
つ
り
な 

が
ら
入
場
し、
現
物
の
鋤
を
使
っ
て
荒
起
し、
代
掘
り
を
し
て、
こ
ん
ど
は

|

人 

で
手
桶
か
ら
白
い
紙
片
を
ま
い
て
肥
料
ふ
り
の
し
ぐ
さ、
鍬
で
な
ら
す
鍬
代
の
作 

業
が
す
む
と、
い
よ
い
よ
田
植
で
あ
る。
苗
か
た
が
苗
籠
を
か
つ
ぎ、
本
物
の
苗 

で
置
敷
を
田
と
み
な
し
て
ほ
ぅ
り
投
げ
て
苗
く
ば
り
を
す
る。
そ
れ
を
参
会
の
女 

性
た
ち
が
早
乙
女
に
な
り
田
植
綱
に
合
わ
せ
て
植
え
て
ゆ
く。
全
作
業
が
終
っ
た 

と
こ
ろ
で
畦
道
に
尻
を
下
ろ
し
て
こ
び
る
を
す

る。

(

三
時
の
お
や
つ
で
に
ぎ
り 

飯
や
酒
を
出
す
)

こ
の
間
牛
使
い
や
牛
は
面
白
い
仕
草
で
皆
を
笑
わ
せ
田
植
唄
が 

歌
わ
れ
る。
な
お、
酒
宴
は
夜
の
八
時
頃
ま
で
続
け
ら
れ
る。
一
方
芦
北
町
百
木 

の
「早
苗
振
り
」
も
し
ぐ
さ
は
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が、
午
前
十
一
時
半
頃、
区 

長
と
座
元
等
部
落
代
表
数
名
が、
斉
藤
神
社
に
参
り
「早
苗
振
り
」
の
神
事
が
あ 

り、
簡
単
な
直
会
が
あ
る。
一
方
部
落
の
人
々
は、
重
箱
と
酒
を
持
つ
て
公
民
館 

(

以
前
は
公
民
館
前
の
阿
弥
陀
堂

)
に
集
ま
り、
神
社
か
ら
帰
え
っ
て
く
る
の
を 

待
っ
て
い
る。
帰
り
つ
く
と
早
速
「早
苗
振
り
祝

I

が
始
ま
り
酒
宴
と
な
る。
一
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時
間
も
す
ぎ
て
大
抵
メ
ー
ト
ル
も
上
っ
た
頃、
阿
弥
陀
の
前
庭
に
蓑
笠
姿
の
男
が 

立
ち
は
だ
か
つ
て、
手
に
下
げ
た
鉦
を
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
と
け
た
た
ま
し
く
叩
き
だ 

す。
す
る
と
前
庭
で
は
田
植
のI

番
作
業
で
あ
る
田
起、
ゴ
ザ
を
か
ぶ
っ
た
牛
を 

あ
や
つ
り
な
が
ら
鋤
使
い
が
境
内
せ
ま
し
と
す
き
ま
わ
る。
次
に、
代
か
き
代
押 

し
を
し
て、
田
植
準
備
が
完
了
す
る
と
早
苗
が
投
げ
ら
れ
る。
早，〇

女
に
な
っ
た 

主
婦
達
が
田
と
み
な
し
た
一
方
に
一
列
に
な
ら
び、
男
の
綱
引
き
の
指
図
で
苗
は 

植
え
ら
れ
て
ゆ
く、
一
方
の
一
団
は
の
ど
か
な
節
廻
し
で
田
植
唄
を
歌
い
な
が
ら、 

こ
の
雰
囲
気
を
も
り
上
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る。
そ
し
て、
シ
ョ
テ
鉦
を
打
っ
て
終 

る
の
で
あ
る。
江
古
尾
と
違
ぅ
所
は
こ
の
鉦
を
打
つ
こ
と
で
あ
る。
百
木
で
は、 

田
植
期
間
中
「鉦
叩
き
」
役
が
き
め
ら
れ
て
お
り、
今
も
十
一
時
半
の
ヒ
ア
ガ
リ 

ガ
ネ
(

昼
食
の
鉦
)、

一
時
の
デ
ガ
ネ
(

仕
事
始
め
)、

六
時
の
シ
ョ
テ
ガ
ネ
(

世 

带=

夕
食
準
備
)

が
打
た
れ
て
い
る。
田
植
や
田
の
草
と
り
は、
水
田
に
尻
を
あ 

げ
て
か
が
ん
で
の
手
の
作
業
で
あ
る
か
ら、
腰
の
痛
さ
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な 

か
っ
た。

田
植
唄
(

県
下
一
円
)

~\
腰
の
い
た
さ
よ
こ
の
田
の
長
さ
四
月
五
月
の
日
の
長
さ
 

靱
す
り
唄
(

矢
部
町
黒
川
)

~\
ハ
ー
唐
臼
の
中
に
も
名
所
が
ご
ざ
る
入
れ
て
ま
わ
せ
ば
米
が
で
る 

と
ぅ
き
び
ひ
き
唄
{

阿
蘇
高
森
町
尾
下
)

A
わ
し
が
思
い
は
あ
の
阿
蘇
山
の
朝
の
霧
よ
り
ゃ
ま
だ
深
い 

マ
ー
ク
し
た
娘
の
家
に
は
青
年
は
糨
す
り
加
勢
に
出
か
け、
自
分
を
売
り
こ
む 

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た。
県
下
の
山
つ
き
の
村
は
茶
の
産
地
が
多
い。
球
磨
•

阿 

蘇
•

矢
部
♦
鹿
本
地
方
は
銘
茶
の
産
地
で
茶
山
唄
(

茶
摘
み
•

茶
も
み
)

が
多
い。 

茶
山
と
は
九
州
で
は
茶
畑
の
こ
と
で
あ
る
が
茶
工
場
に
も
使
っ
て
い
る。

(B)
山

-̂
山
行
き
唄
は
山
師
や
焼
畑
に
関
す
る
唄
で
あ
る。
山
に
は
山
の
神
が
お 

り
山
を
支
配
し
木
を
育
生
し、
又、
我
々
の
先
祖
も
山
に
帰
っ
て
水
が
足
り
な
け 

れ
ば
雨
を
降
ら
せ
て
く
れ
る
し、
常
に
我
々
を
見
守
っ
て
ぃ
て
く
れ
る。
山
は
神

聖
な
所
で
あ
る
か
ら、
山
を
荒
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た。
九
州
脊 

梁
山
地
の
阿
蘇
•

益
城
•

八
代
.

球
磨
地
方
で
は、
山
師
の
活
動
も
盛
ん
で
あ
っ 

た
し、
球
磨
•

八
代
の
山
地
は、
宮
崎
県
の
椎
葉
.

米
良
地
方
と
交
流
が
あ
り、 

山
の
神
を
信
仰
し
「山
師
」
「焼
畑
農
業
」
「狩
撖
」
等
が
盛
ん
で
あ
っ
た。
山
師 

と
は、
山
林
労
働
者
の
総
称
で、
生
産
す
る
製
品
名
を
冠
し
て
呼
ぶ。
材
木
山
師
. 

木
炭
山
師
•

竹
山
師
等
で
あ
る。
材
木
山
師
は
分
業
組
織
で、
立
木
を
伐
採
し
て 

技
打
し
玉
切
り
し
て
丸
太
粗
材
に
す
る
人
達
を
木
挽
.

元
山
師、
そ
れ
を
板
に
挽 

く
の
も
木
挽
•

そ
の
丸
太
を
谷
尻
に
集
積
す
る
人
達
は
出
山
師
•

そ
れ
を
木
馬
で 

運
搬
す
る
人
達
を
木
馬
山
師
•

川
を
流
送
し
た
り、
筏
で
流
し
た
り
す
る
人
達
を 

流
山
師
•

筏
山
師
と
い
う
。
各
組
の
作
業
現
場
を
丁
場、
頭
を
杣
頭
従
業
員
を 

山
子
と
い
う。
正
.

五
•

九
月
の
十
六
日
に
山
の
神
祭
り
を
し、
女
神
で
あ
る
と 

信
じ
ら
れ、
猿
は
そ
の
使
い
だ
と
い
う。
山
師
は
材
木
の
多
い
所
を
渡
っ
て
歩
る 

く
こ
と
が
多
く
こ
の
人
達
を
「渡
り
山
師
」、
居
住
し
て
い
る
村
の
人
を
「地
山
師
」 

と
呼
ん
で
い
る。
「木
挽
唄
」
は、
何
処
が
本
場
か
分
か
ら
な
い
が
九
州
で
は
共 

通
で
あ
る。
「木
や
り
」
は
大
勢
で
大
き
な
丸
太
に
綱
を
か
け
て
運
搬
す
る
時、 

杣
頭
がA

尸
を
は
り
あ
げ
て
力
を
揃
え
て、
す
べ
る
よ
う
に
運
材
す
る。
「こ
ば
ず 

り
唄
」
は、
土
場
に
積
み
上
げ
た
り
す
る
時、
何
ト
ン
も
あ
る
丸
太
を
ト
ビ
や
ツ 

ル
を
巧
み
に
あ
や
つ
り、
十
人
の
力
を
瞬
時
に
合
一
さ
せ
て
積
み
上
げ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い。
そ
こ
で
杣
頭
は
大̂

一
一

尸
を
は
り
あ
げ
て
「ョ
ー
イ
ト
コ
ー
リ
ヤ
」
外
の 

山
師
達
が
唱
和
し
て、
夫
々
の
ツ
ル
を
グ
イ
と
こ
ね
る
と
一
寸
き
ざ
み
に
木
が
動 

く。
「同
じ
蛇
の
目
の
」
「カ
ラ
カ
サ
さ
し
て
」
「あ
し
た
は
雨
だ
よ
」
「で
か
け
て 

ゆ
く
ぞ
」
「ョ
ー
イ
ト
コ
ー
リ
ヤ
」
「姉
が
さ
す
な
ら
」
「妹
も
さ
せ
に
や
」
「ョ
ー 

イ
ト
コ
—
リ
ヤJ

と
あ
の
大
き
な
木
も
積
み
上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る。
一
定 

の
リ
ズ
ム
は
あ
る
が
一
定
の
歌
詞
が
な
く、
艷
気
そ
の
ま
ま
の
即
興
歌
詞
も
飛
び 

出
し
て
一
瞬
の
緊
張
を
や
わ
ら
げ、
仕
事
は
加
速
さ
れ
て
ゆ
く、
何
処
の
谷
間
に 

も
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
勇
壮
な
一
幅
の
絵
で
あ
っ
た。

五
木
や
五
家
莊
で
は、
田
や
畑
が
少
な
く
山
の
立
木
を
伐
っ
て
こ
れ
を
焼
き、
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そ
の
跡
に
ソ
バ
.

稗
.

粟
等
を
ま
い
て
畑
と
す
る。
即
ち
焼
畑
で
あ
る。
焼
畑
は 

コ
バ、
又
は
ヤ
ブ
.

ヤ
ボ
と
い
う。
焼
畑
に
す
る
山
地
を
タ
テ
コ
バ

.
コ
バ
チ
と 

い
っ
て
い
る。
焼
畑
に
す
る
た
め
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
っ
た。
即
ち
ヤ
ブ
伐
り 

と
木
お
ろ
し
で
あ
る。
ヤ
ブ

(

ヤ
ボ
)

伐
り
は
立
木
畑
(

休
耕
地
)

の
三
十
年
以 

下
の
立
木
を
鉈
.

鋸
.

山
鎌
で
根
倒
し
す
る
や
り
方
と、
奥
地
の
锻
蒼
と
し
た
大 

木
に
上
っ
て
枝
打
ち
し
て
裸
木
に
す
る
や
り
方
で、
こ
れ
を
木
お
ろ
し
と
い
う。 

前
者
の
焼
畑
を
ヤ
ブ
(

ヤ
ボ
)、

後
者
を
木
畑
と
い
っ
た。
近
年
は
こ
の
区
別
が 

な
く
な
り
コ
バ
と
も
ヤ
ブ

•
ヤ
ボ
と
い
っ
て
い
る。
木
お
ろ
し
す
る
木
は
大
木
で 

四、
五
〇
度
の
斜
面
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら、
四、
五
〇
米
も
あ
り、
こ 

れ
に
上
っ
て
の
枝
打
ち
作
業
は
命
が
け
の
仕
事
で、
誰
で
も
出
来
る
と
い
う
も
の 

で
は
な
く、
身
心
を
清
浄
に
し
作
業
に
出
か
け
る
の
で
あ
る。
現
場
に
つ
く
と
山 

の
神
と
定
め
た
大
木
の
下
草
を
払
い、
場
を
作
っ
て
お
神
酒
を
捧
げ
一
同
拝
礼
し 

て
一
杯
の
御
神
酒
を
い
た
だ
く。
作
主
が
一
番
最
初
に
上
る
木
に
ヵ
ギ
竿

(

長
五、 

六
米
径
一
〇
榧
.

末
ロ
に
一
米
位
の
麻
紐
を
つ
け
元
ロ
に
強
い
木
の
枝
を
し
つ
か 

と
結
び
つ
け
た
も
の

)
を
か
け
た
時
「朝
の
唄
」
を
歌
い
だ
す。
こ
れ
は
民
謡
と 

い
う
ょ
り
も
安
全
祈
願
の
「祈
り
の
歌」
で
あ
る。
歌
い
終
わ
る
と
ヵ
ギ
竿
を
挺 

に
し
て
木
に
上
り、
下
か
ら
上
へ
と
枝
を
切
り
落
と
し
東
向
の
芯
を
一
本
残
す。 

こ
れ
を
セ
ビ
又
は、
シ
ン
ポ
コ
と
い
い
山
の
神
の
眺
め
る
所
だ
と
い
う。
依
代
で 

あ
る。
こ
れ
か
ら
作
業
に
な
る。
お
ろ
し
た
枝
は
更
に
小
刻
に
す
る
の
で
下
と
上 

で
歌
い
な
が
ら、
下
か
ら
は
上
の
人

(

木
お
ろ
し
す
る
人
)

に
耐
え
ず
元
気
を
つ 

け
て
安
全
に
気
配
り
を
す
る。
木
お
ろ
し
す
る
人
は
一
本
お
ろ
し
終
え
れ
ば

' 
次 

の
大
木
に
ヵ
ギ
竿
を
渡
し
て、
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
の
如
く
ス
ル
ス
ル
と
木
移
り
す 

る。
こ
れ
を
「竿
ス
ミ
」
と
い
い
危
険
な
作
業
で
あ
る
か
ら
「木、っ
つ
り」
の
唄 

を
歌
っ
て
安
全
を
祈
り
渡
っ
て
行
く。
木
お
ろ
し
す
る
人
は
昼
食
も
お
や
つ
も
樹 

上
で
食
べ
一
日
中
地
上
に
お
り
る
こ
と
は
な
か
つ
た
と
い
う。
一
日
の
作
業
が
す 

むと

「夕
の
唄
」
を
歌
い、
今
日
一
日
仕
事
が
無
事
に
す
ん
だ
こ
と
を
感
謝
す
る 

の
で
あ
る。
「木
お
ろ
し
は
大
抵

I

日
で
す
むよう

人
数
も
集
め
ら
れ、
そ
の
晚

に
作
主
は
豆
腐
コン

ニ
ャ
ク
の
煮
/

で

「ぅ
ち
あ
げ」
を
す
る
の
で
あ
る。
ぅ

_

ち
あ
げ
は
「山
の
神
祭
り
」
で
あ
る。

岬

「山
の
神」
は
農
民

•
山
師
.

狩
師
は

北
各
異
っ
た
伝
承
を
持
ち
祭
日
も
異
な

る。
こ
の
「木
お
ろ
し
唄
」
は
久
連
子

.

推
原
に
あ
っ
た
が、
推
原
の
岩
田
佐
一

氏
が
亡
く
な
り
歌
え
る
人
が
な
く
な
っ

た。
五
木
に
は
作
業
唄
だ
け
が
残
っ
て 

祭
、

鎖しる地

(0)
海
歌
—
熊
本
県
は
天
草
島
を
始
め
有 

明
.

八
代
海
に
面
し
て
海
岸
線
も
長
く 

漁
業
や
海
運
も
発
達
し
て
い
る
の
に
採

取
さ
れ
て
い
な
い
。

(D)
業
唄
—
地
つ
き
唄
は
各
地
区
に
あ
っ
て
最
も
多
く、
次
が
干
拓
や
新
地
関
係
の 

も
の
が
多
い。
地
つ
き
•

土
つ
き
と
い
い、
新
築
す
る
時
柱
や
土
台
を
据
え
る
地 

を
つ
き
か
た
め
る
作
業
で
あ
る。
径
四
〇
楣
長
さ、
三
〜
四
米
の
松
丸
太
の
木
に 

金
輪
を
つ
け
て
何
本
も
の
引
綱
を
つ
け、
金
輪
に
三
本
の
柱
で
さ
さ
え
の
枠
を
組 

み、
こ
の
金
輪
の
先
に
松
丸
太
を
通
し
て
土
台
の
上
に
据
え、
一
米
以
上
も
持
ち 

上
げ
て
勢
よ
く
ド
ス
ー
ン
と
落
と
し
て
土
台
を
固
め
る
の
で
あ
る。
松
丸
太
は
一 

屯
余
も
あ
る
重
い
も
の
で、
多
人
数
で
引
き
綱
や
万
力
の
綱
を
引
い
て
持
ち
上
げ 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
そ
し
て、
力
を
合
わ
せ
る
た
め
の
音
頭
と
り
が
い
る。
元 

取
り
は
音
頭
に
合
わ
せ
て
器
用
に
丸
太
を
搗
く
位
置
に
誘
溥
す
る。
め
で
た
い
新 

築
の
作
業
で
あ
る
か
ら
松
丸
太
に
は
御
幣
や
松
竹
梅
を
飾
っ
た
り、
音
頭
取
り
は 

赤
い
ネ
デ
リ
鉢
巻
に
日
の
丸
扇
を
も
っ
て
差
し
上
げ
な
が
ら、

A
エ
丨ヨ
ナ
丨

 
エ
ィヨ
ナ
丨

 
エ丨ヨナ丨

蝶
々
け
ま
ん
じ
や
食
わ
し
や

ナ
ー
ナ
ー
ナ
ー
ド
ッ
コ
ィ
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菜
種
の
コ
ラ
実
食
わ
し
ゅ
や
が
て
大
根
葉
の
コ
ラ
 

実
食
わ
し
ゅ
ョ
ィ
シ
ョ

ガ
エ
ー

勿
論
焼
酎
も
出
て
い
る
の
で
音
頭
取
り
の
声
も
冴
え、
ド
ス
ン
•

ド
ス
ン
と
は
ず 

み
が
つ
い
て、
お
祝
の
歌
が
出
た
か
と
思
う
と、
色
気
た
っ
ぷ
り
の
即
興
詞
で
ド
ッ 

ト
笑
わ
せ
賑
や
か
で
あ
る。
大
抵
隣
近
所
は
勿
論、
交
友
縁
者
の
加
勢
に
よ
る
事 

が
多
く、
適
当
な
音
頭
取
り
が
い
な
い
と
雇
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う。
各
地
区 

に
は
特
色
あ
る
「音
頭
」
「く
ど
き
」
等
も
多
く
採
取
さ
れ
て
い
る。 

熊
本
県
の
有
明
海
.

不
知
火
の
海
岸
線
は、
干
拓
に
よ
っ
て
出
来
て
い
る
と
い
っ 

て
も
よ
い
程
で、
加
藤
清
正
に
始
り
細
川
時
代
•

明
治
大
正
を
経
て
も
営
々
と
続 

け
ら
れ、
横
島
干
拓
は
国
営
に
よ
り
六
四
ニ
ha
(

三
十
九
番
開
き
)

の
完
工
に
よ
っ 

て
終
止
符
が
打
た
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
よ
う。
又、
内
陸
部
に
於
て
も
河
川 

の
改
修
•

築
堤
•

井
溝
の
新
設
に
よ
り
新
地
が
造
成
さ
れ、
農
業
県
の
基
盤
を 

作
0
た
と
い
っ
て
よ
い。
そ
の
た
め
に、
機
械
カ
の
な
か
0
た
時
代
に
は、
す
べ 

て
人
力
で
あ
り
多
く
の
農
民
が
人
夫
と
し
て
動
員
さ
れ
た。
男
は
潟
を
切
り
女
は 

天
秤
の
両
端
に
つ
り
下
げ
た
竹
籠
(

プ
リ
)

に、
次
か
ら
次
に
入
れ
て
や
る。
ズ 

シ
リ
と
肩
に
く
い
込
む
重
さ
に
耐
え
な
が
ら
堤
防
ま
で
運
ぶ
の
で
あ
る。
毎
日
が 

こ
の
繰
り
返
し
で
大
部
分
の
人
夫
は
出
稼
の
小
屋
住
い
で
あ
り、
ど
ん
な
思
い
を 

胸
に
秘
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
か。
大
鞘
節
は、
八
代
名
所
と
も
大
鞘
名
所
と
も
い 

わ
れ、
鏡
町
と
千
丁
町
境
に
大
鞘
樋
門
が
あ
り、
そ
の
空
地
は、
文
政
四
年
「七 

〇
〇
町
開
」
の
人
夫
長
屋
の
跡
で
あ
り、
鏡
町
•

千
丁
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て 

計
画
さ
れ
た
「大
鞘
節
発
祥
地
」
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る。
こ
の
歌
の
中 

に
は
人
夫
頭
の
ダ
ィ
バ
利
兵
衛
と
阿
村
(

松
島
町
)

の
人
夫
お
菊
の
恋
が
唄
い
込 

ま
れ
て
い
る。
辛
い
毎
日
の
労
働
で
あ
っ
た
の
で
す
か
ら、
明
る
い
可
憐
な
お
菊 

の
愛
嬌
の
よ
さ
は
多
く
の
人
夫
達
の
心
を
慰
め
た
も
の
で
あ
ろ
う。
ダ
イ
バ
ど
ん 

は
既
婚
者
で
あ
っ
た
の
で、
や
つ
か
み
も
あ
り、
同
情
も
哀
れ
み
も
あ
っ
た
ろ
う。 

横
島
の
潟
い
な
い
節
•

熊
本
の
新
地
節
•

球
磨
の
百
太
郎
溝
工
事
歌
.

本
渡
の
堀 

切
り
祝
い
歌
も
新
地
開
拓
の
歌
で
あ
る。
大
抵
踊
が
あ
り、
囉
子
も
軽
快
で
調
子

よ
く
明
る
い
雰
囲
気
で
歌
わ
れ
て
い
る。

肥
後
国
は
古
代
か
ら
養
蚕
の
盛
ん
な
所
で
あ
り
絹
織
物
も
産
出
し
た。
大
正
—
昭 

和
初
期
の
不
況
期
に
は
農
家
は
養
蚕
を
し、
自
ら
荒
絹
を
作
っ
て
き
た
し
製
糸
エ 

場
も
多
く、
糸
く
り
唄
も
歌
わ
れ
た
答
な
の
に
荒
尾
の
「蚕
と
ろ
と
ろ
」
と
人
吉 

の
「糸
引
き
唄
」
だ
け
で
あ
り、
銘
酒
や
球
磨
焼
酎
の
産
地
で
あ
る
の
に
「杜
氏
」 

の
歌
は
全
く
採
取
さ
れ
て
い
な
い。

(E)
道
歌
—
鉄
道
が
荷
物
輸
送
の
主
役
に
な
る
以
前
は、
川
船
と
駄
馬
と
馬
車
で 

あ
っ
た。
鉄
道
は
限
ら
れ
た
地
区
だ
け
で、
そ
の
駅
と
産
地
は、
広
い
道
で
は
馬 

車
で、
狭
い
山
や
峠
道
は
駄
馬
で
あ
り、
「駄
賃
っ
け
」
は
県
下
至
る
所
で
主
役 

で
あ
っ
た。
し
た
が
っ
て
馬
子
唄
は
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
の
に
採
取
さ
れ
た
の
は 

天
草
の
三
曲
の
み
で
あ
る。
船
歌
も
「球
磨
川
下
り
船
頭
歌
」
一
曲
で
あ
る。 

お
嶽
詣
り
—
球
磨
盆
地
の
東
に
そ
び
え
る
市
房
山
は
球
磨
第
一
の
霊
山
「お
嶽
さ 

ん」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
民
俗
の
山
で
あ
る。
旧
三
月
十
六
日
は
岩
野
生
善 

院
猫
寺
の
お
祭
で
あ
る。
球
磨
の
男
女
は
こ
の
日
「お
嶽
さ
ん
」
に
参
っ
て
頂
上 

を
き
わ
め
て
一
人
前
に
な
る
こ
と
が
出
来
た。
男
女
各
一
団
と
な
っ
て
多
良
木
街 

道
を
北
上
し、
そ
の
夜
は
湯
山
に
宿
を
取
る
も
あ
り、
裾
野
の
草
原
で
焼
酎
を
飲 

み
月
を
仰
い
で
夜
を
明
か
す
も
あ
り、
神
社
の
境
内
で、
岩
陰
で、
参
道
で、
木 

陰
で
焚
火
を
し
焼
酎
を
酌
み
交
し、
又、
夜
道
を
登
る
者
も
皆
頂
上
を
き
わ
め、 

帰
路
に
は
猫
寺
に
参
詣
し
て
家
路
に
つ
く
の
で
あ
る。
こ
の
「お
嶽
御
参
詣
」
の 

途
中
で
歌
わ
れ
た
の
が
こ
の
唄
で、
路
傍
の
家
で
は
見
立
焼
酎
で
一
杯
気
嫌
で
振 

舞
ぅ
も
あ
り、
チ
ョ
ク
を
片
手
に
ド
ッ
コ
ィ
と
調
子
を
合
わ
せ
て
踊
る
も
あ
り、 

こ
の
祭
り
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
無
礼
講
の
風
景
が
展
開
す
る。
こ
の
祭
り
に 

多
く
の
娘
が
女
に
な
っ
た
と
い
わ
れ、
縁
結
び
の
神
と
信
仰
さ
れ、
若
い
男
女
に 

解
放
さ
れ、、
許
さ
れ
.^
」、日
が、
如
何
に
楽
し
み
で
あ
っ
た
か
歌
詞
は
物
語
っ 

て
い
る。
こ
れ
亦
嫌
磨
耀
歌
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
「常
陸
風
土
記
」
や
萬
葉 

集
で
筑
波
山
の
孀
歌
は
有
名
で
あ
る
が、
阿
蘇
山
に
も
大
隅
の
国
見
岳
.

黒
園 

岳
•

日
向
の
狗
留
孫
山
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
色
々
な
民
俗
伝
承
等
か
ら
推
定
さ
れ
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第二章熊本県の民謡概観

る
の
で
あ
る。

(F)
祭
り
に
関
す
る
も
の
ー
阿
蘇
神
社
は
農
耕
神
と
し
て
古
い
式
内
社
で
肥
後
一
の 

宮
で
あ
り、
祭
事
は
昭
和
五
七
年
一
月
に
「阿
蘇
の
農
耕
祭
事
」
と
し
て
重
文
に 

指
定
さ
れ
て
い
る。

正
月
十
三
日
御
田
植
歌
の
謡
い
初 

二
月
節
分 
節
分
祭

三
月
上
卯
の
日
ょ
り
次
の
卯
の
日
迄
十
三
日
間 

阿
蘇
大
神
の
肥
後
に
封
ぜ
ら
れ
た
日
で、
国
土
を
拓
き
農
を 

奨
め、
年
祢
の
神
1
霜
の
神
を
祭
り、
五
穀
農
穣
を
祈
り
昔 

は
下
野
で
狩
り
を
し
贄
を
献
じ
た。

三
月
上
已
の
日
ょ
り
亥
日
迄
六
夜
七
日
ィ、
横
筵
神
事 

ロ、
御
前
迎
神
事
ハ
、
田
作
神
事
等
が
行
な
わ
れ
る。 

旧
四
月
四
日
暴
風
.

長
雨
.

洪
水
•

旱
魃
等
の
防
除
祈
願

一、
踏
歌
節
会 

ニ、
節
分
祭 

三、
卯
の
祭

四、
田
作
祭

五、
 風

鎮
祭

六、
 雷

除
祭

 
六
月
五
日 
落
雷
.

悪
病
よ
け

十
五

一

七、
 御

田
植
祭
七
月
二
八
日
神

幸
式

八、
 柄

漏
流
神
事
八
月
六
日
御

田
植
歌
の
謡
い
納

九、
 田

実
神
事
(

放
生
会
)

秋
祭
九

月
ニ
五
日
ニ
六
日 

新
穀
献
上
の
感
謝 

. 
祭
で
神
幸
が
あ
る。 

邀
(-
ー0、
茱
萸
の
会
祭
十
月
十
五
日
 

歌 
グ
ミ
の
枝
を
立
て 

神
覧
に
供
す

ニ、
紅
葉
祭
 

十
一
月
十
四
日
. 

紅
葉
を
神
前
に
立
て
祭
を
行
う

阿
蘇
神
社
の
祭
事
の
圧
巻
は、
卯
の
祭

•
田
作
祭
.

御
田
植
祭
で
あ
る。
国
造
神 

社
霜
宮
等
は
一
連
の
神
々
で
あ
る。
御
幸
歌
や
御
田
植
歌
は
歌
う
区
間、
歌
う
場 

所
を
き
め
ら
れ
て
お
り、
御
田
植
は
ニ
ー
節
ニ
六
四
句
か
ら
な
つ
て
い
る。
阿
蘇 

谷
各
社
の
御
幸
歌
等
は
左
の
通
り
で
あ
る。

一、
国
造
神
社
田
植
歌
.

眠
流
歌

ニ、
打
越
神
社
神
幸
歌
三
、
こ
姫
神
社
神
幸
歌
四
、
久
木
野
神
社
神
幸
歌 

五、
三
の
宮
神
社
神
幸
歌
六、
年
弥
神
社
み
こ
し
歌
七、
長
野
神
社
み 

こ
し
歌
八
、
高
森
阿
蘇
神
社
み
こ
し
歌
九、
八
坂
神
社
み
こ
し
歌

10
、

.

西
湯
浦
八
幡
宮
神
幸
歌

11

、
群
塚
神
社
み
こ
し
歌
等
が
あ
る。

(G)
祝
儀
—
御
祝
の
歌
は
説
明
す
る
迄
も
な
く
人
生
の
祭
事
と
し
て
結
婚
式
で
あ 

る。
昔
は
本
人
達
の
意
志
よ
り
そ
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
が
優
先
さ
れ、
仲
人 

に
よ
り
家
と
家
の
間
で
き
め
ら
れ
た。
式
は
嫁
を
迎
え
る
婿
の
家
で
行
う
の
が
普 

通
で
あ
り、
披
露
宴
も
同
様
で
あ
っ
た。
正
式
に
は
夜
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が、 

距
離
に
も
よ
る
が
花
嫁
行
列
は
夕
方
出
発
す
る
の
が
多
か
っ
た
と
い
う。
夜
に
な 

る
と
参
加
者
が
帰
る
の
で
夜
中
に
な
る
か
ら
で、
そ
れ
で
も
夜
明
け
に
な
る
こ
と 

が
た
び
た
び
だ
っ
た
と
い
う。
行
列
の
順
序
は
一
番
先
が
二
人
の
提
灯
持、
次
が 

祝
歌
二
人
(

上
手
な
人
を
雇
う
こ
と
が
多
い

)、
次
が
紋
付
袴
に
日
の
丸
扇
子
を 

持
っ
た
宰
領
(

そ
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
村
の
顔
役
を
依
頼
す
る

)、
次
が
熨
斗
で 

飾
っ
た
角
樽
(

途
中
の
振
舞
酒
と
は
別
)、

次
に
持
参
の
嫁
入
道
具
.

簞
笥
.

長 

持
.

ハ
サ
ミ
箱
.

鏡
台
.

下
駄
箱
等
で
定
紋
染
ぬ
き
の
油
単
で
包
ま
れ
て
い
る。

(

金
具
に
熨
斗
飾
り
の
椿
の
棒
を
通
し
て
二
人
で
担
ぐ。

I

棹
か
ニ
掉
か
は
家
格 

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
花
嫁
が
評
価
さ
れ
る。
簞
笥

は
よ 

い
着
物、
長
持
は
布
团
類、
ハ
サ
ミ
箱
は
裁
縫
道
具
で
当
時
の
教
養
を
示
し
た
も 

の
)、

次
が
近
縁
者
.

両
親
.

仲
人、
次
が
正
装
し
た
花
嫁
(

人
力
車
や
馬
に
乘 

る
こ
と
も
あ
っ
た
}、

お
わ
り
に
花
嫁
の
友
人
と
な
る。
総
勢
三
十
人
以
上
に
な
り、 

簞
笥
担
ぎ
等
雇
人
に
は
定
紋
付
の
伴
纏
に
鉢
巻
を
し
め、
一
杯
入
っ
て
い
る
の
で 

す
か
ら
元
気
が
よ
い。
又、
嫁
入
道
具
は
先
に
届
け
て
お
く
事
も
あ
り、
隣
村
な
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ど
遠
い
所
に
嫁
ぐ
時
は
嫁
入
先
に
近
い
所
に
中
宿
を
借
り、
そ
こ
で
正
装
し
て
行 

列
を
練
る
こ
と
も
あ
っ
た。
そ
れ
で
は
ど
の
場
で
ど
ん
な
唄
を
歌
っ
た
の
で
し
よ 

う
か。
先
づ
実
家
を
出
発
す
る
時
お
別
れ
の
祝
宴
が
開
か
れ
る。
花
嫁
姿
の
娘
を 

中
心
に
座
が
設
け
ら
れ、
娘
は
仏
壇
に
参
拝
し
て
報
告
を
終
る
と
両
親
に
感
謝
の 

挨
拶
を
し
て
別
れ
の
盃
を
し、
家
族
や
列
席
し
た
縁
者
や
村
の
人
々
に
挨
拶
し
て 

簡
単
な
食
事
を
す
ま
せ
る。
両
親
は
こ
こ
で
仲
人
に
挨
拶
し
て、
娘
を
花
嫁
と
し 

て
預
け
る
の
で
あ
る。そ
の
時
「お
立
ち
酒
」
の
唄
が
歌
い
出
さ
れ
花
嫁
は
目
礼
し 

て
座
を
た
ち
正
面
玄
関
か
ら
出
た
つ
の
で
あ
る。
又
「出
た
ち
」
「御
祝
唄
」
が
歌 

わ
れ
列
を
整
え
練
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る。
そ
し
て
「箪
笥
長
持
唄
」
や
「お
祝 

唄」
が
謡
人
や
担
ぎ
人
に
よ
っ
て
絶
え
ず
歌
わ
れ
て
い
る。
こ
の
行
列
を
練
っ
て 

行
く
こ
と
は
村
の
人
々
に
嫁
入
る
こ
と
を
披
露
す
る
こ
と
で
あ
り、
人
々
は
沿
道 

に
出
て
見
送
っ
た
の
で
あ
る。
宰
領
は
行
列
を
整
え
た
り、
沿
道
の
人
の
多
い
所 

で
は
立
止
ま
ら
せ
花
嫁
を
見
せ
酒
を
振
舞
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う。
「嫁
入
唄
」 

等
が
歌
わ
れ、
沿
道
の
人
々
か
ら
「お
祝
唄」
で
見
送
ら
れ
る
こ
と
も
た
び
た
び

あ
っ
た。
い
よ
い
よ
婚
家
に
つ
く
と、 

一
段
と
声
は
り
上
げ
て
歌
っ
て、
花
嫁 

の
到
着
を
知
ら
せ
る
と
花
婿
家
の
正
装 

g

し
た
迎
え
の
人
々
が
出
て
来
る。
代
表 

I

は
宰
領
に
「遠
路
御
苦
労」
の
挨
拶
が 

{
す
む
と
嫁
方
は
「箪
笥
引
渡
の
唄
」
を 

歌
う
と、
婿
方
は
「受
取
の
唄
」
で
品
 々

1
'

を
受
け
取
り、
式
場
の
縁
に
並
べ
る。 

■
一
方
花
嫁
は、
仲
人
に
案
内
さ
れ
て
勝 

腺
手
口
よ
り
初
め
て
こ
の
家
に
入
り、
一 

_
間
に
小
休
止
を
し
正
装
に
再
び
整
え
ら 

れ
る。
一
方
座
敷
の
正
座
に
花
婿
左
側 

に
仲
人
(

男
性
)

両
親
.

親
類
•

恩
師
•

友
人
(

代
表
一
人
)

右
側
に
は
花
嫁
.

仲
人
(

女
性
.

こ
の
時
迄
花
嫁
仲
人
空
席
)

両
親
.

親
類
等
行
列
の
人
々
が
着
座
す
る。
そ
こ
に
仲
人
に
手
を
引
か
れ
た
花
嫁 

が
静
々
と
入
り
着
席
し
て
軽
る
く
一
礼
す
る。
仲
人

(

男
性
)

は
「三
々
九
度
の 

式
を
行
い
ま
す
」
と
宣
す
る
と
花
婿
花
嫁
の
前
に
朱
塗
り
の
三
宝
の
三
つ
組
の
朱 

盃
と
酒
器
が
据
え
ら
れ、
雄
蝶
女
蝶
に
扮
し
た
稚
児
が
坐
る。

す
る
と
音
頭
朗
々
と
謡
曲
「高
砂
」
が
謡
わ
れ
る
の
で
あ
る。
す
る
と
直
に
仲
人 

の
指
示
に
よ
り
雄
蝶
は
花
婿
に
盃
を
献
し
女
蝶
は
酒
を
つ
ぎ、
次
に
花
嫁
へ
と
三 

度
く
り
返
え
さ
れ
る。
こ
れ
を
「三
々
九
度
の
盃
」
「夫
婦
の
盃
」
と
い
い
高
砂 

の
謡
い
終
る
ま
で
終
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る。
そ
こ
で
仲
人
は
「角
か
く
し」
を 

取
る。
す
る
と
花
嫁
は
婿
方
の
両
親
の
前
に
坐
し
て、
父
へ
母
へ
と
盃
を
献
ず
る。 

こ
れ
を
「親
子
の
盃
」
と
い
い、
こ
れ
を
以
っ
て
式
は
終
了
す
る。
こ
れ
か
ら
が 

祝
宴
で
あ
る。
祝
膳
が
裾
え
ら
れ
る
と
仲
人
に
よ
っ
て
良
縁
が
成
立
し
た
祝
辞
が 

あ
り、
両
家
並
に
若
夫
婦
の
経
歴
等
の
紹
介
が
あ
る。
終
っ
て
婿
方
の
代
表
に
よ

 

一  

り
列
席
者
の
紹
介、
花
嫁
方
は
宰
領
に
依
っ
て
紹
介
が
終
る
と
各
々
酒
が
つ
が
れ
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先
づ
「祝
い
め
で
た」
の
「ョ
ィ
ヤ
ナ
節」
等
が
歌
わ
れ
た
と
い
う。
長
洲
地
方

 

I 

の
海
岸
地
帯
で
は
「長
洲
の
嫁
入
唄
」
が
歌
わ
れ
た
と
い
う。
江
戸
時
代
に
生
ま 

れ
た
こ
の
唄
は、
娘
の
不
安
な
気
持
や
姑
の
冷
た
い
仕
打
ち
を
歌
っ
た
こ
の
唄
が 

ど
う
し
て
嫁
入
唄
に
な
っ
た
の
か、
嫁
に
覚
悟
を
う
な
が
し
た
の
で
あ
ろ
う
か。

球
磨
で
は
披
露
宴
の
最
中
に
頰
か
ぶ
り
し
地
元
の
青
年
が
座
敷
に
石
の
地
蔵
さ
ん 

を
担
ぎ
込
み
据
え
る
所
が
あ
る。
「地
蔵
力
ツ
ギ
」
と
い
っ
て
い
る。
花
嫁
は
地 

蔵
さ
ん
の
よ
う
に
ド
ン
と
坐
つ
て
落
ち
つ
い
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
事
で
あ
る。

翌
早
朝
元
の
場
所
を
探
し
て
二
人
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る。

行
列
の
順
序
や
式
次
第
は
地
方
地
方
の
習
俗
が
あ
り
一
様
で
は
な
い。
行
列
は
昼 

で
も
高
張
提
灯
を
使
う
の
は
嫁
入
は
夜
の
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ 

ろ
う。
戦
後
は
生
活
の
合
理
化

.
人
権
尊
重
.

男
女
平
等
が
基
本
と
な
り、
民
俗 

も
変
化
し
式
も
式
場
で
行
な
う
の
が
一
般
化
し、
ど
ん
な
唄
が
ど
ん
な
時
に
歌
わ 

れ
た
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る。
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(H)
行
事
に
関
す
る
も
の
—
年
中
行
事
は
多
い
が
唄
を
伴
う
も
の
は
少
な
い。 

も
ぐ
ら
打
ち
ー
正
月
十
四
日
晚
子
供
達
が
竹
に
ワ
ラ
ヅ
ト
を
巻
い
た
打
棒
で
唱
え 

ご
と
を
唄
い
な
が
ら
家
の
回
り
を
打
つ
て
あ
る
く。
「シ
リ
タ
タ
キ
」
と
同
類
の 

行
事
で、
獣
害
を
追
放
し
果
樹
豊
作
の
呪
法
で
あ
っ
た
ろ
う
か。

綱
引
き
唄
—
網
ひ
き
は
名
月
の
晚
に
行
な
わ
れ
る
行
事
で、
名
月
は
芋
名
月
と
も 

い
い
旧
八
月
十
五
日、
満
月
に
里
芋
と
ス
ス
キ
を
そ
え
箕
に
入
れ
て
供
え
る
収 

穫
儀
礼
で、
稲
作
以
前
の
行
事
で
あ
ろ
う。
そ
れ
が
稲
作
に
結
び
つ
い
て、
村 

が
上
組
下
組
に
別
れ
て
綱
を
引
き
き
あ
い、
勝
っ
た
方
が
豊
作
と
か
豊
漁
と
す 

る
呪
法
行
事
に
な
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
綱
ひ
き
は
正
月
や
盆
の
所
も
あ
る。 

亥
の
子
祭
の
嗔
丨
旧
十
日
の
初
亥
の
日
に
新
米
で
餅
を
つ
き
析
に
入
れ
て
供
え
る 

所
も
あ
る
が、
天
草
で
は
縄
に
石
を
つ
け
て
地
を
た
た
き
家
を
廻
る。
そ
し
て、 

餅
を
五
個
子
供
達
が
も
ら
う。
そ
の
時
唄
を
歌
う
の
が
こ
の
唄
で
県
下
で
は
外 

に
例
を
知
ら
な
い。

相
撲
丨
県
下
の
相
撲
は
神
事
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
神
社
の
祭
の
余
興
と
し
て 

の
宮
相
撲
で、
膜
楽
の
少
な
い
村
民
に
取
っ
て
力
自
慢
の
唯
一
の
チ
ャ
ン
ス
で 

も
あ
り、
人
気
の
中
心
で
八
代
地
方
で
は
女
相
撲
が
行
な
わ
れ
て
い
た。
そ
の 

余
興
に
唄
わ
れ
た
の
が
「相
撲
甚
句
•

口
説
•

唄
」
で
「盆
く
ど
き
.

名
所
甚 

句
」
な
ど
も
歌
わ
れ
た
と
い
う。

⑴
踊
り
歌
•

舞

-̂
一
般
に
酒
宴
は
「唄
や
踊
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
大
抵
の
座 

興
歌
に
は
踊
が
あ
り、
本
人
の
得
手
■
不
得
手
に
よ
り、
又、
座
の
雰
囲
気
や
目 

的
に
よ
り
踊
る
か
踊
ら
な
い
か
が
き
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
し
か
し、
踊
り 

が
あ
っ
て
成
立
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い。

神

-̂
神
楽
は
祈
願
法
楽
の
た
め
神
前
に
舞
わ
れ
る
も
の
と、
そ
れ
が
更
に
芸
能 

化
し
た
も
の
が
あ
る。
県
下
で
は、
祭
礼
の
行
事
と
し
て
舞
わ
れ、
芸
能
と
し 

て
舞
わ
れ
る
も
の
は
虎
舞
な
ど
が
あ
る。
前
者
に
は
伊
勢
神
楽
岩
戸
神
楽
等 

夫
々
の
系
統
が
あ
り、
国
の
選
択
無
形
文
化
財
に
中
江
.

吉
原
•

球
磨
神
楽
が 

指
定
さ
れ
研
究
さ
れ
て
い
る。
其
の
他
肥
後
神
楽
は
多
い。

盆
踊
—
盆
踊
は
孟
蘭
盆
会
に
寺
の
境
内
や
町
の
広
場
な
ど
で、
死
者
の
霊
を
な
ぐ 

さ
め
供
養
し
再
び
送
る
た
め
老
若
男
女
が
踊
っ
た
踊
り
と
さ
れ
て
い
る
が、
村 

の
共
同
娯
楽
と
し
て、
又、
豊
年
の
祈
り
も
こ
め
ら
れ
て
踊
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
な
っ 

た。
多
く
は
音
頭
櫓
を
中
心
に
輪
が
画
か
れ
る
こ
と
が
多
い。
県
下
で
も
各
地
に 

あ
っ
た
箬
だ
が、
山
鹿
.

熊
本
.

八
代
市
の
外、
阿
蘇
.

宇
城
地
区
の
み
で
庶
民 

文
化
と
し
て
の
盆
踊
は
商
業
べ
ー
ス
の
盆
踊
に
変
っ
た
と
い
っ
て
ょ
い。
山
鹿 

の
ョ
へ
ホ
節
で
踊
ら
れ
る
「山
鹿
灯
籠
千
人
踊
」
は
山
鹿
の
歴
史
的
町
民
文
化 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
凝
固
し
て、
現
代
に
開
花
し
た
新
ら
し
い
盆
踊
と
い
え
ょ
ぅ。

太
鼓
踊
—
太
鼓
又
は
羯
鼓
を
前
に
つ
け
花
笠
を
か
ぶ
り
御
幣
を
背
に
つ
け
て
鉦
打 

と
共
に
組
に
な
っ
て
踊
る
も
の
で、
球
磨
.

芦
北
♦
八
代
地
方
で
踊
ら
れ、
久 

連
子
の
「古
代
踊
」
は
国
の
選
択
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る。
何
れ
も
念
仏 

踊
が
田
楽
な
ど
と
習
合
し
て
風
流
化
し、
太
鼓
踊
と
な
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て 

い
る
が、
二
つ
の
系
統
が
あ
る。
久
連
子
の
「古
代
踊
」
は
原
名r

久
連
子
の 

太
鼓
踊
」
で
古
く
は
川
辺
川
上
流
で
踊
ら
れ
た
も
の
で、
五
木
村
に
も
七
地
区 

(

現
在
三
地
区
)

に
あ
っ
た。
久
連
子
に
は、
念
仏
踊
が
あ
り
昔
は
七
夕
.

盆
. 

八
朔
•

秋
の
彼
岸
の
サ
メ
の
四
回
で
あ
っ
た。
七
夕
踊
は
慰
霊
の
踊
で
旦
那
家 

の
庭
で
臼
太
鼓
踊
を、
盆
の
十
四
日
は
旦
那
家
の
庭
で、
'

十
五
日
は
慰
霊
の
た 

め
家
々
を
廻
る
念
仏
踊
で
特
に
新
盆
の
家
で
は
入
念
に
し
接
待
も
受
け
た。
十 

七
日
精
霊
送
り
で
旦
那
の
家
か
ら
地
蔵
堂
の
庭
で
臼
太
鼓
踊
を
踊
っ
た。
八
朔 

踊
は
五
穀
豊
穣
の
祈
願
の
踊
で
午
前
中
神
社P

臼
太
鼓
踊
午
后
は
旦
那
家
の
庭 

で
念
仏
踊
を
踊
っ
た。
秋
の
彼
岸
の
サ
メ
は
願
解
き
の
踊
と
い
わ
れ
臼
太
鼓
を 

旦
那
の
庭
で
踊
り
納
め
た。
現
在
七
夕
の
踊
は
な
く
年
三
回
で
秋
は
紅
葉
祭
り 

と
合
せ
て
踊
っ
て
い
る。
最
も、
特
長
は、
「念
仏
踊
」
が
残
っ
て
い
る
事、 

花
笠
に
久
連
子
鶏
(

天
然
記
念
物
指
定
)

の
黒
色
の
尾
羽
を
放
射
状
に
取
り
つ 

け
て
い
る
こ
と
で、
全
部
自
家
製
で
あ
る。
服
装
は
白
狩
衣
に
エ
ビ
茶
の
挎
. 

白
足
袋
に
ヮ
ラ
ジ
.

紺
の
手
甲
に
花
笠
(

シ
ャ
グ
マ
)

を
か
ぶ
る。

一

庭
の
踊

_ ——
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は
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
「新
楽

•
入
は
ウ
ケ
バ
ィ
.

ヒ
キ
マ
ワ
シ
•

ウ 

夕
.

ヒ
キ
マ
ワ
シ
.

ヒ
キ
ノ
ウ
タ
•

ヒ
キ
オ
ド
リ
」
の
ナ
ナ
シ
キ
リ
で
構
成
さ 

れ、
こ
の
順
序
で
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る。

人
吉
地
方
の
臼
太
鼓
踊
—
犬
童
氏
蔵
の
由
来
書

(

年
月
な
く
幕
末
作
)

に
ょ
れ
ば、 

西
藍
田
村
千
日
院
法
印
元
昌
が
日
向
臼
杵
で
こ
の
踊
を
見
て
感
じ、
習
い
覚
え 

て
伝
え
た
も
の
で、
臼
太
鼓
は
臼
杵
太
鼓
だ
と
い
ぅ。
元
昌
は
正
保
四
年
寂
と 

見
え
る
の
で、
人
吉
に
は
寛
永
頃
に
は
入
つ
た
こ
と
に
な
る。
そ
の
後
こ
の
勇 

壮
さ
を
見
て
相
良
氏
は
陣
立
の
鼓
舞
に
取
り
入
れ
た
と
の
伝
承
も
あ
り、
又、 

薩
藩
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で、
そ
の
影
響
で
か
花
笠
も
兜
型
に
変
つ 

た
も
の
と
思
わ
れ
る。
球
磨

.
芦
北
地
方
の
も
の
は
こ
の
系
統
で
久
連
子
と
は 

別
系
統
で
あ
ろ
ぅ。

棒
踊
—
鹿
児
島
の
太
鼓
踊
と
棒
踊
は
男
の
集
団
芸
能
の
双
壁
で、
ど
こ
の
部
落
で 

も
踊
ら
れ
た
も
の
で、
従
っ
て
県
下
の
棒
踊
も
薩
藩
と
の
交
流
に
よ
り
導
入
さ 

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。
同
地
の
伝
承
に
は
島
津
公
が
藩
民
の
士
気
を
鼓
舞
し
た 

り、
万
一
に
備
へ
た
と
か、
朝
鮮
役
の
凱
戦
祝
に
踊
っ
た
と
か
種
々
な
説
も
あ 

る
が、
「倭
文
麻
環
」
に
よ
れ
ば、
伊
勢
神
官
の
御
田
植
の
時
の
田
植
踊
に
由

来
す
る
と
い
う。
つ
ま
り、
田
植
の
早
乙
女
を
慰
め
た
り、
五
穀
豊
穣
を
祈
願 

し
て
演
ぜ
ら
れ
た
歌
舞
に
由
来
す
る
と
い
う。
現
在
も
そ
れ
が
伝
承
さ
れ
棒
踊 

の
こ
と
を
「お
田
植
」
「お
田
植
踊
」
と
い
っ
て
い
る
所
も
あ
り、
旧
二
月
の 

打
植
祭
や
旧
五
月
の
お
田
植
祭
に
奉
納
さ
れ
る
の
が
普
通
だ
と
調
査
報
告
書
ニ 

四
集
に
見
え
る。
県
下
で
は
村
祭

•
文
化
祭
.

雨
乞
な
ど
に
踊
ら
れ
て
い
る
が 

き
め
ら
れ
た
日
は
な
い
よ
う
で
あ
る。

雨
乞
—
農
耕
に
と
っ
て
降
雨
の
量
は
収
穫
を
左
右
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
り、
中 

で
も
旱
魃
に
は
雨
乞
以
外
に
方
法
は
な
く、
農
民
は
真
剣
に
雨
乞
を
し
た
も
の 

で
あ
ろ
う。
そ
の
た
め
に、
神
楽
や
踊
で
降
雨
を
祈
願
し
た
も
の
で
あ
る。
雨 

乞
踊
は
そ
の
た
め
の
踊
が
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く、
多
く
は
祭
礼
な
ど
に
踊
ら 

れ
る
太
鼓
踊
や
風
流
楽
が
転
用
さ
れ、
歌
詞
の
み
独
自
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
も 

の
が
多
い。
楽
器
に
は
太
鼓
や
鉦
が
用
い
ら
れ
る
の
は、
雷
鳴
に
似
て
い
る
所 

か
ら
類
感
呪
術
の
効
果
を
期
待
し
た
も
の
だ
と
い
う。
場
所
は
神
社
の
広
場

. 

I 

山
頂
•

用
水
池
.

沼
等
が
多
い。
山
鹿
市
の
「な
れ
な
れ
茄
子

.
宗
方
万
行
」
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は
扮
装
も
踊
も
古
い
様
式
を
持
っ
て
お
り、
歴
史
も
古
い。
念
仏
踊
が
風
流
化

 

I 

し
た
も
の
だ
と
い
う。

ハ
イ
ヤ
節
—
熊
本
県
下
の
民
謡
で
全
国
を
制
覇
し
た
も
の
は
「牛
深
ハ
イ
ヤ
節」

と
「五
木
の
子
守
唄
」
で
あ
ろ
う。
五
木
の
子
守
唄
は
電
波
時
代
に
な
っ
た
現 

代
の
こ
と
で
あ
り、
誰
で
も
う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
る
が、
牛
深
ハ
イ
ヤ
節
は 

江
戸
時
代
の
船
に
よ
っ
て
運
ば
れ、
そ
の
地
方
地
方
の
風
土
の
中
に
と
け
こ
ん 

で
再
生
開
花
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る。
歌
詞
そ
の
も
の
は
す
ぐ
れ
た
も
の
と 

は
思
え
な
い
が、
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
で
明
る
く
て
南
国
的
な
軽
快
な
リ
ズ
ム
と
独 

特
な
節
回
し
に
マ
ッ
チ
し
て、
当
時
の
船
乘
達
の
生
活
と
気
概
を
浮
き
ぼ
り
に 

し
た
と
こ
ろ
が、
受
け
入
れ
ら
れ
て
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。
先
づ
牛
深
よ 

り
鹿
児
島
に
運
ば
れ
て
「ハ
ン
ヤ
節」
と
な
り、
こ
こ
か
ら
上
り
下
り
船
で
下 

関
よ
り
瀬
戸
海
を
廻
り
「三
原
ヤ
ッ
サ
節」
「阿
波
踊」、
下
関
よ
り
北
前
船
に 

乗
っ
て
島
根
県
の
「浜
田
節
」
新
潟
の
「佐
渡
お
け
さ」
更
に
秋
田
の
「大
正
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寺
ォ
ケ
サ
」
又、
「津
軽
ァ
イ
ャ
節
」
と
な
り、
酒
田
港
ょ
り
東
回
り
船
は
太
平 

洋
岸
を
南
下
し
て
「南
部
ア
イ
ヤ
節

.
塩
釜
甚
句
.

来
潮
甚
句
」
と
変
身
し
て 

東
京
湾
に
入
り
「下
田
節」
に
な
っ
た
と
い
う。
天
草
島
の

一

漁
港
に
生
ま
れ 

た
こ
の
民
謡
の
壮
大
な
旅
を
思
う
と、
民
謡
と
は
何
ぞ
や
と
我
々
の
ロ
マ
ン
を 

か
き
た
て
て
く
れ
る
の
で
す。
ち
な
み
に
こ
の
民
謡
は、
も
と
の
歌
詞
に
当
時 

熊
本
を
中
心
に
唄
わ
れ
て
い
た
ニ
上
り
甚
句
で
味
付
け
を
し、
独
特
の
節
回
し 

を
つ
け
て
「牛
深
ハ
イ
ヤ
節
」
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
い
う。
踊
は
後
に
つ
く
ら 

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

⑶
座
興
歌
—
座
興
唄
は
最
も
多
く
八
七
編
ニ
五
三
曲
採
取
さ
れ
て
い
る。
民
謡
は 

純
粋
に
作
詞
作
曲
さ
れ
た
も
の
も
あ
ろ
う
が、
他
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
を
そ
の 

地
方
の
風
土
に
合
わ
せ
て
変
曲
し
て
い
く
の
も
一
特
色
で
あ
ろ
う
か
ら、
そ
う
し 

た
意
味
を
含
め
て
「熊
本
の
唄
」
と
思
わ
れ
る
唄
が
ニ
四
編
中
甚
句
等
に
替
唄
し 

た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
八
編、
大
鞘
節
は
業
唄
で
あ
る
の
に
干
拓
の
な
か
っ
た
地 

方
で
は
座
興
唄
と
し
て
座
を
賑
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う。

一

編
含
ま
れ
て
い
る。
以 

上
の
こ
と
か
ら
「熊
本
の
唄
」
に
つ
い
て
見
て
み
た
い。

田
原
坂
—
明
治
十
年
維
新
政
府
の
政
策
に
反
対
す
る
不
満
武
士
は、
野
に
下
っ
た 

西
郷
を
担
ぎ
出
し
反
軍
を
結
成
し
て
熊
本
鎮
台
を
攻
撃
し
た。
熊
本
の
士

も
こ 

れ
に
参
加
し
て
城
を
攻
め
た。
城
は
天
主
閣
が
炎
上
し
た
が
難
攻
不
落
で
孤
立 

し
て
対
峙
し
た。
政
府
軍
は
征
討
軍
団
を
組
織
し
て
久
留
米
方
面
ょ
り
南
下
し 

た。
こ
れ
を
要
衝
田
原
坂
に
迎
え
死
闘
を
展
開
し、
三
月
四
日
に
火
ぶ
た
を
切 

り、
必
死
の
攻
防
戦
は
二
十
日
迄
続
き
一
日
三
ニ
万
発
の
弾
丸
が
飛
び
か
い、 

白
兵
戦
の
後
西
郷
軍
は
敗
退
し
た。
西
南
戦
争
は
封
建
制
へ
の
最
後
の
決
別
で 

あ
り、
前
近
代
の
終
り
で
あ
り
「田
原
坂」
は
そ
の
挽
歌
で
あ
っ
た。
長
い
間 

つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
過
去
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
が
こ
の

メ
ロ
デ
ー
に
流
れ
' 

全 

国
的
に
共
鳴
を
呼
び
愛
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
と
平
山
謙
ニ
郎
は
書
い
て
い 

る。
作
者
に
つ
い
て
は
色
々
な
説
は
あ
る
が、
明
治
二
十
年
代
に
済
々
贺
の
岡 

本
教
諭
が
田
原
坂
を
訪
れ
た
時
即
興
で
作
っ
た
「雨
は
降
る
降
る
人
馬
は
進
む
」

が
元
歌
と
な
つ
た
と
す
る
も
の、
明

治
三
十
七
.

八
年
頃
九
州
日
日
の
入

n 
江
記
者
の
作
だ
と
も
い
い
定
説
が
な 

田 
、

〇

 

和
し

(S
お
て
も
や
ん
—
も
っ
と
も
庶
民
的
で
気 

ど
ら
な
い
あ
け
つ
び
ろ
げ
た
明
る
さ 

が
こ
の
唄
の
魅
力
で
あ
り、
熊
本
弁 

丸
出
し
の
泥
く
さ
さ
が
誰
に
で
も
親 

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り、
ど
こ
か
と 

ぼ
け
た
ユ
ー
モ
ア
と
風
刺
が
こ
の
メ 

U
ロ
デ
イ
ー
に
合
致
し
て、
そ
こ
で
庶 

民
の
唄
と
な
っ
た
所
以
で
あ
ろ
う。

幕
末
頃
か
ら
の
唄
だ
と
い
い
由
来
は

 

|  

い
ろ
い
ろ
と
語
ら
れ
て
い
る
が、
そ
れ
を
越
え
て
こ
の
唄
は
庶
民
の
唄
に
な
り
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き
っ
た
も
の
で
あ
る。 
一 

球
磨
の
六
調
子
—
球
磨
地
方
で
は
御
祝
と
い
わ
ず
す
べ
て
焼
酎
で
始
る
と
い
っ
て 

よ
い。
焼
酎
は
球
磨
の
銘
酒
で
酒
の
譲
造
所
は
な
い
の
で
す。
焼
酎
が
ま
わ
れ 

ば
第
一
に
出
る
の
が
こ
の
「六
調
子
」
で 

~\
球
磨
で
名
所
は
青
井
さ
ん
の
御
門

(

前
は
前
は
)

A
前
は
蓮
池
桜
馬
場
ョ
イ
ヤ
サ
ー

雨
も
降
ら
ん
の
に
山
田
川
に
ご
る

(

ホ
イ
サ
ツ
サ
ホ
イ
サ
ツ
サ

)

A
山
田
女
子
の
化
粧
の
水
ョ
イ
ヤ
サ
ー

(

ホ
イ
サ
ツ
サ
ホ
イ
サ
ツ
サ

)

A
田
舎
庄
屋
ド
ン
城
下
見
物
見
や
れ

A
麻
の
袴
を
後
低
う
前
高
う
ひ
っ
つ
り
ひ
っ
ぱ
り
ひ
っ
か
ら
げ
て 

牛
蒡
苞
や
ら
山
芋
苞
や
ら
い
な
わ
せ
て
か
ら
わ
せ
て
相
良
城
下 

を
あ
つ
ち
や
びつ
く
り
こ
つ
ち
や
びつ
く
り
し
や
し
や
め
く
と
こ 

ろを



A
あ
ら
ま
あ
笑
止
や
虎
毛
の
犬
が

(

庄
屋
ド
ン
庄
屋
ド
ン

)

A
庄
屋
ド
ン
打
か
も
ち
ゆ
て
ほ
え
ま
わ
る
ョ
ィ
サ
ー
 

こ
う
し
て
「本
唄
」
を
歌
い
な
が
ら
呼
吸
よ
ろ
し
く 
(

相
の
手
)

を
入
れ
て
後 

を
う
な
が
し
盛
り
上
っ
た
所
に
『田
舎
庄
屋
ド
ン
』
名
文
句
を
入
れ
て
ヤ
ン
ヤ 

と
わ
か
せ
る
こ
の
呼
吸、
実
に
美
事
で
六
調
子
の
傑
作
で
あ
ろ
う。
酒
盛
唄
に 

も
祝
唄
に
も
夫
々
歌
詞
が
あ
っ
て
唄
い
踊
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が、
相
良
七 

〇
〇
年
の
歴
史
を
持
ち
な
が
ら
ニ
万
ニ
千
石
の
小
藩
に
す
ぎ
な
か
っ
た
相
良
藩 

士
の
肩
身
の
狭
さ
を、
憂
さ
晴
ら
し
に
庄
屋
ド
ン
に
か
こ
つ
け
て
歌
っ
た
の
で 

は
な
い
か
と、
ひ
そ
か
に
思
っ
て
い
た
の
で
す。
明
る
く
軽
や
か
な
調
子
は
南 

方
系
か
と
思
っ
て
い
た
が、
大
分
地
方
に
広
ま
っ
て
い
た
「ョ
ィ
ヤ
ナ
」
が
南 

下
し
て
味
付
け
さ
れ
球
磨
に
定
着
し、
薩
摩
に
更
に
海
路
奄
美
に
広
ま
っ
て 

行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
諸
説
が
あ
る。

⑷
語
り
物
—
古
浄
瑠
璃
の
伝
統、
肥
後
琵
琶
が
あ
る。
盲
僧
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て 

き
た
も
の
で、
後
継
者
難
か
ら
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に 

か
け
て
は
琵
琶
に
よ
る
地
神
経
•

荒
神
祓
い
•

ヮ
タ
マ
シ
神
事
が
盛
ん
で
あ
り、 

チ
ャ
リ
と
い
わ
れ
た
「語
り
も
の
」
は
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
当
時
は
農
村
か
ら
歓 

迎
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う。
演
目
は
ー
人
三
十
以
上
持
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら、 

重
複
も
あ
る
が
相
等
量
に
な
り、
「菊
池
く
ず
れ
」
「小
野
小
町
」
「|
の
谷
軍
記
」 

「大
江
山
」
等
が
山
鹿
師
の
得
意
で
あ
っ
た。
今
回
は
老
令
で
全
く
採
取
さ
れ
て 

い
な
い
が
以
上
の
事
を
記
し
て
お
く。
ち
な
み
に
三
角
町
の
「土
捣
唄
牡
丹
長
 

者
く
ど
き
」
が
あ
る。
こ
れ
は
肥
後
琵
琶
の
「都
合
戦
筑
紫
く
だ
り
」
「玉
依
姫 

一
代
記」
と
い
わ
れ
る
も
の
と
内
容
は
全
く
同
じ
も
の
だ
と
い
う。
肥
後
琵
琶
以 

外
に
は
「仙
台
萩
」
等
四
目
が
採
取
さ
れ
て
い
る。

㈦
祝
福
芸
—

「万
歳
」
は
正
月
に
各
家
家
を
訪
問
し
て
祝
言
を
唱
え
る
祝
福
芸
能 

で
あ
る
が、
年
の
改
ま
る
時
季
に
神
が
来
臨
し
祝
福
す
る
と
い
う
古
代
の
信
仰
か 

ら
起
っ
た
も
の
だ
と
い
う。
表
襖
に
折
鳥
帽
子
姿
の
万
歳
と
オ
蔵
が
恵
比
須
.

大 

黒
(

福
の
神
)

の
姿
に
粉
し
て
「一
で
俵
を
踏
ん
ま
え
て
ニ
で
ニ
ッ
コ
リ
笑
う

て
三
で
盃
い
た
だ
い
て
四
で
世
の
中
よ
い
よ
う
に
五
つ
で
…
…
」
ポ
ン
ボ 

ン
鼓
を
打
ち
な
が
ら
曲
舞
を
舞
っ
て
門
付
け
し
て
福
を
呼
び
入
れ
た
も
の
で、
唱 

門
師
と
も
三
河
万
蔵
と
も
い
っ
た。
こ
う
し
た
も
の
は
全
く
採
取
さ
れ
て
い
な
い。 

阿
蘇
地
方
の
新
築
祝
の
「壁
ぬ
り
唄
」
が
あ
り、
又r

永
草
の
牛
舞
唄
」
は
田
植 

唄
か
と
思
わ
れ
る。

(M)
子
守
眼
—
民
俗
学
で
は
子
守
唄
を
「眠
ら
せ
唄
」
と
「遊
ば
せ
唄
」
に
分
類
し 

て
い
る
が、
多
く
は
親
や
子
守
達
が
乳
飲
児
を
か
ら
o

て
手
を
後
に
ま
わ
し
て
軽 

く
尻
を
た
た
き
な
が
ら、
眠
ら
せ
た
り
遊
ば
せ
た
り
す
る
も
の
で
唄
い
分
け
た
も 

の
で
は
あ
る
ま
い。
又、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
子
守
唄
の
如
く
作
詞
作
曲
さ
れ
た
も 

の
で
は
な
く、
安
ら
か
に
眠
ら
せ
よ
う
と
す
る
母
親
達
の
愛
が
動
作
に
合
わ
せ
て 

自
然
に
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ、
詞
も
生
ま
れ
て
口
ず
さ
ま
れ
た
も
の
で、
背
中
の 

子
供
え
の
民
間
信
仰
か
ら
の
除
災
祝
福
の
話
し
か
け
が
多
く、
大
声
で
歌
っ
た
も 

の
で
は
な
か
ろ
う。
詞
も
わ
ら
べ
唄
の
流
用
や
転
用
流
行
歌
の
替
唄
等
さ
ま
ざ
ま 

で
あ
る。

五
木
の
子
守
唄
—
数
多
い
民
謡
中
の
傑
作
だ
と
詩
人
北
原
白
秋
が
激
賞
し
た
と
い 

わ
れ
る
「五
木
の
子
守
唄
」
は
昭
和
ニ
五
年
：2£
1
3
:
^

が
夜
毎
お
や
す
み
番
組
の 

電
波
に
の
せ
た
こ
と
に
よ
o

て
全
国
に
知
れ
わ
た
っ
た。
古
関
裕
而
編
曲、
ハ 

モ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン
で
奏
さ
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
切
々
た
る
哀
愁
は、
戦
後
の
す 

さ
ん
だ
心
に
し
み
こ
ん
で
全
国
に
伝
え
ら
れ、
地
元
で
も
知
ら
な
い
中
に
民
謡 

中
の
花
形
と
な
り、
日
本
の
代
表
的
子
守
唄
と
な
っ
た
の
で
あ
る。
こ
の
子
守 

唄
の
歌
詞
は
眠
ら
せ
唄
で
も
遊
ば
せ
唄
で
も
な
く、
子
守
娘
自
身
の
境
遇
や
心 

境
を
歌
っ
た
「子
守
の
悲
歌
」
で
あ
る。
球
磨
盆
地
は
肥
後
の
南
端
薩
摩
と
日 

向
に
境
す
る
九
州
山
脈
の
中
の
小
盆
地
で、
鎌
倉
時
代
の
始
め
よ
り
七
〇
〇
年 

の
長
い
間
相
良
氏
に
統
治
さ
れ
た
肥
•

薩
の
大
藩
に
は
さ
ま
れ
た
小
藩
で、
五 

木
村
は
そ
の
山
中
の一

寒
村
で、
村
は
源
氏
の
末
流
と
格
式
を
誇
る
地
頭
の
知 

行
地
で、
村
民
は
旦
那
と
崇
め、
田
は
な
く
山
を
焼
畑
と
す
る
名
子
に
等
し
い 

小
作
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た。
旦
那
家
に
は
村
中
よ
り
下
男
下
女
各
一
名
を
交
互
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に
奉
公
さ
せ
る
し
き
た
り
で
あ
っ
た
し、
こ
う
し
た
娘
達
は
子
守
が
主
な
仕
事
で 

あ
っ
た。
人
吉
や
上
球
磨
又
小
川
等
に
ロ
べ
ら
し
の
た
め
の
年
季
奉
公
に
も
出 

さ
れ
た。
五
木
村
に
限
ら
ず
農
民
は
い
つ
も
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
し
か
で
き
な 

か
っ
た
の
で
あ
る。

「食
わ
し
て
し
や
あ
も
ら
え
ば.
着
せ
て
し
や
も
ら
え
ば

そ
れ
で
も
よ
ご
ざ
ん
も
す 
よ
ろ
し
ゅ
頼
ん
も
す
」

親
に
つ
れ
ら
れ
た
娘
は
城
下
町
の
主
家
で
親
の
挨
拶
を
聞
か
さ
れ
て
小
さ
な
風 

呂
敷
包I
つ
さ
げ
て
運
命
の
生
活
に
入
る
の
で
あ
っ
た
が、
こ
れ
が
相
良
城
下 

で
見
ら
れ
る
普
通
の
事
で
あ
っ
た。

子
守
は
親
の
話
が
き
ま
る
と、
「ネ
ー
ド
ン
」
と
よ
ば
れ
台
所
の
下
屋
と
い
う 

蒲
暗
い
小
部
屋
に
つ
れ
て
い
か
れ、
年
季
奉
公
が
始
る
の
で
あ
る。
年
端
も
い 

か
な
い
娘
に
と
っ
て
は、
覚
悟
は
し
て
い
て
も
涙
で
あ
か
す
一
夜
も
あ
っ
た
で 

あ
ろ
う。

A
つ
ら
い
も
ん
ば
い
他
人
の
飯
は
煮
え
ち
や
お
れ
ど
も
の
ど
こ
さ
ぐ 

A
お
ど
ま
馬
鹿
ば
か
馬
鹿
ん
も
っ
た
子
ぢ
や
っ
て 

よ
ろ
し
頼
ん
も
す
じ
こ
か
人 

ま
た
中
に
は
七
.

八
歳
の
娘
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

A
お
ど
ま
親
な
し
七
つ
の
年
で
他
人
の
守
子
で
苦
労
す
る 

子
守
に
と
っ
て
は
泣
き
や
ま
ぬ
子
に
は
ど、っ
し
よ
う
も
な
か
っ
た。
守
が
悪
い 

か
ら
だ
と
叱
ら
れ
石
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

A
お
ど
ま
い
や
い
や
泣
く
子
の
守
に
や
泣
く
と
い
わ
れ
て
憎
ま
れ
る 

A
こ
ん
子
に
く
ら
し
お
ど
ん
が
だ
け
ば
な
ん
も
せ
ん
の
に
す
ぐ
に
な
く 

A
ね
ん
ね
し
た
子
の
可
愛
ら
っ
さ
む
ぞ
さ
お
き
て
泣
く
子
の
面
に
く
さ 

泣
き
や
ま
ぬ
子
は
も
て
あ
ま
し
憎
ら
し
い
こ
と
も
あ
つ
た。
守
も
一
緒
に
泣
い 

て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

A
ね
ん
ね
し
た
子
に
米
の
飯
く
わ
し
ゆ
黄
粉
あ
れ
に
し
て
砂
糖
つ
け
て 

A
ね
ん
ね
し
な
さ
れ
朝
お
き
な
さ
れ
朝
は
お
寺
の
鐘
が
な
る

子
守
に
と
っ
て
米
飯
に
黄
粉
を
つ
け
て
食
べ
る
の
は
最
高
の
御
馳
走
だ
っ
た
の 

で
あ
る。
お
と
な
し
い
子
供
の
め
ざ
め
は、
子
守
に
は
祈
り
た
い
気
持
で
あ
っ 

た
の
で
あ
ろ
う。
さ
わ
や
か
な
朝
の
.

目
ざ
め
を
祈
っ
て
い
る。
又、
あ
る
時
は 

子
供
に
ば
か
り
餅
を
食
べ
さ
し
て
い
る
の
を
見
る
と、
よ
だ
れ
が
出
る
ほ
ど
羨 

ま
し
か
つ
た。 
- 

A
子
ど
ん
が
可
愛
け
り
ゃ
守
に
餅
く
わ
せ
守
が
転
く
れ
ば
子
も
こ
く
る 

武
家
と
百
姓
•

旦
那
と
名
子
•

商
家
と
子
守、
封
建
の
絆
に
が
っ
ち
り
し
ば
ら 

れ
た
し
き
た
り
は、
自
分
の
運
命
を
あ
き
ら
め
る
よ
り
な
す
す
べ
も
な
か
っ
た。 

し
か
し、
そ
の
娘
心
に
は
う
ら
や
ま
し
さ
も
妬
み
心
も
湧
い
て
く
る。

•A
お
ど
ま
か
ん
じ
ん
勧
進
あ
ん
人
達
ぁ
よ
か
衆
よ
か
衆
よ
か
帯
よ
か
着
物 

~\
お
ど
ま
勧
進
勧
進
ガ
ン
ガ
ラ
打
っ
て
さ
る
く
チ
ヨ
力
で
飯
炊
て
堂
に
泊
る 

~\
子
持
よ
い
も
の
子
に
名
を
つ
け
て
添
寝
す
る
と
て
ら
く
寝
す
る 

こ
う
し
た
幼
い
子
守
娘
も
年
頃
に
な
れ
ば、
町
の
ニ
シ
ャ
ど
ん
(

若
い
者
)

の 

う
わ
さ
と
な
り、
よ
ば
い
(

婚
)

の
対
象
と
も
な
つ
た
ろ
う。
「よ
う
し、
お 

ど
ん
が
よ
び
ゃ
あ
を
、
し
か
き
ゆ
う
た
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り、
「と
う 

と
う
あ
す
こ
ん
ニ
シ
ャ
ド
ン
と
あ
す
こ
ん
メ
ロ
ド
ン
な
ひ
っ
つ
か
い
た
げ 

な
た
い
」
と、
う
る
さ
屋
の
噂
に
も
な
り、
花
も
散
り
実
を
結
ぶ
こ
と
も
あ
っ 

た
ろ
う。
又、
若
い
衆
の
間
の
も
め
ご
と
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た。

A
お
ど
ん
が
こ
の
村
にI

年
と
お
れ
ば
丸
木
柱
に
角
が
た
つ 

A
丸
木
柱
に
角
た
つ
よ
り
は
は
や
く
い
と
ま
が
出
れ
ば
よ
い 

へ
お
ど
ん
が
お
れ
ば
こ
そ
こ
ん
村
も
め
る
士
七
ん
が
い
た
あ
と
花
が
咲
く 

~\
花
が
咲
い
て
も
ど
く
な
花
さ
か
ん
手
足
引
搔
じ
る
刺
の
花 

忍
従
の
末
に
娘
ら
し
い
憧
れ
を
芽
生
え
さ
せ、
小
さ
な
胸
を
い
た
め
て
も
娘

一  

人
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い。
こ
う
し
た
時
に
若
い
娘
は
死
に
憧
れ
る。 

死
え
の
憧
れ
は
人
の
心
を
昇
華
す
る。
娘
に
と
っ
て
死
は
夢
で
あ
り
憧
れ
で
も 

あ
っ
た
の
で
ろ
う。

A
お
ど
ん
が
死
ん
だ
ち
ゆ
う
て
誰
が
泣
い
て
く
り
ゆ
か
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ま
つ
や
み
あ 
せ
み

裏
ん
松
山
蝉
が
な
く

~\
蟬
ぢ
ゃ
ご
ざ
ら
ぬ
妹
で
ご
ざ
る
妹
な
く
な
よ
気
に
か
か
る 

A
お
ど
ん
が
打
つ
死
ん
つ
ろ
ば
道
端
い
け
ろ
通
る
人
毎
花
あ
ぎ
ゆ 

A
花
は
何
の
花
つ
ん
つ
ん
椿
水
は
天
か
ら
も
ら
い
水 

し
か
し、
何
と
し
て
も
父
母
が
恋
し
い、
今
頃
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か。

-A
お
ど
ん
が
父
様
達
ぁ
あ
の
山
お
ら
す
お
ら
す
と
思
え
ば
逄
う
ご
た
る 

A
お
ど
ま
盆
ぎ
り
盆
ぎ
り
盆
か
ら
先
あ
お
ら
ん
と 

盆
が
早
よ
く
り
ゃ
早
よ
も
ど
る

時
は
移
り
時
代
は
変
っ
て
も
何
故
こ
の
子
守
唄
は、
我
々
に
共
感
を
呼
び
多
く 

の
人
々
に
愛
唱
さ
れ
る
の
で
し
よ
う
か。

二
つ
の
疑
問

こ
の
子
守
唄
は
諸
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
歌
詞
は
「子
守
の
歌
」
で
あ
る。 

子
守
自
身
の
宿
命
的
環
境
を
あ
き
ら
め
な
が
ら、
自
分
を
は
か
な
み
自
分
を
な 

ぐ
さ
め
た
歌
が
多
い。
ど
れ
が
元
歌
で
あ
る
か
分
ら
な
い
が、
方
言
の
七
.

七
. 

七
•

五
調
で
誰
に
も
作
詞
し
易
く、
百
以
上
あ
る
所
を
見
る
と
即
興
的
に
作
詞 

さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。
球
磨
は
封
建
色
が
強
く
大
正
の
中
頃
ま
で
は 

ロ
べ
ら
し
の
た
め
に、
年
季
奉
公
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら、
こ
の 

様
に
階
級
意
識
に
目
覚
め
自
覚
し
た
娘
達
が
自
ら
な
ぐ
さ
め
た
と
は
い
え、
主 

家
の
子
守
を
し
な
が
ら
声
に
出
し
て
歌
え
た
の
で
あ
ら
う
か。

~\
お
ど
ま
か
ん
じ
ん
勧
進
あ
ん
人
達
ぁ
よ
か
衆 

よ
か
し
よ
か
带
よ
か
着
物

と
誰
に
は
ば
か
る
こ
と
な
く
歌
え
る
自
由
が
あ
っ
た
ろ
う
か。
む
し
ろ
子
守
に
は 

こ
う
し
た
歌
を
ロ
に
出
す
こ
と
す
ら
出
来
な
い
き
び
し
い
世
間
で
あ
つ
た
ろ
う
。 

五
木
の
年
寄
達
に
聞
け
ば
歌
っ
た
と
い
う。
五
木
の
歌
手
堂
坂
は、
旦
那
家
の
出 

で
あ
り
母
か
ら
聞
い
て
覚
え
た
と
い
う。
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
誰
も
が
無
自
覚
に 

歌
つ
て
い
た
こ
と
に
な
り、
特
別
な
関
心
が
な
か
つ
た
こ
と
に
な
る。
と
い
う
こ

と
は
地
の
歌
で
は
な
く
一
種
の
流
行
歌、
他
所
か
ら
流
れ
て
き
た
歌
と
し
て
関
心 

が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

A
お
ど
ま
盆
ぎ
り
盆
ぎ
り
盆
か
ら
先
あ
お
ら
ん
と 

盆
が
早
よ
く
り
ゃ
は
よ
も
ど
る

「私
は
盆
ま
で
の
約
束
だ
か
ら
盆
か
ら
先
は
お
り
ま
せ
ん
よ
盆
が
早
よ
く
れ
ば 

早
く
家
に
帰
え
る
ん
だ
盆
よ
早
く
こ
い
早
く
こ
い」

 
帰
る
日
を
指
折
り 

数
え
て
い
る
所
作
が
見
え
る
よ
う
で、
実
に
素
直
で
い
い
歌
で
す。
こ
の
子
守
は 

盆
が
交
替
期
に
な
っ
て
い
る。
七
月
十
五
日
は
薮
入
り
で
親
に
げ
ん
ぞ
う
(

見
参
) 

に
帰
え
る
の
は、
最
大
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
が、
交
替
す
る
習
慣
は
な
か
っ
た。 

五
木
で
も
球
磨
で
も
交
替
期
は
正
月
で
あ
る。
こ
の
慣
習
は
何
所
に
あ
っ
た
か
分 

ら
な
い
が、
商
業
都
市
の
惯
習
の
よ
う
に
思
わ
れ
る。
高
田
素
次
は
こ
の
一
連
を

「球
磨
の
か
く
れ
門
徒
の
ぬ
け
参
り
の
歌
だ
と
い
う。
私
は
子
守
歌
と
し
て
素
直 

に
解
し
た
い。
そ
し
て、
こ
の
子
守
唄
が
他
所
か
ら
流
入
さ
れ
た
も
の
に
し
て
も、 

球
磨
の
人
々
の
共
感
を
呼
び
定
着
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る。
天
草
の
福
連
木
の
子 

守
唄
も
五
木
の
子
守
唄
と
非
常
に
似
て
い
お
り、
今
回
の
調
査
で
阿
蘇
に
も
御
船 

に
も
類
似
の
唄
が
あ
る
こ
と
が
分
っ
た。
こ
れ
は
当
然
で
こ
の
事
に
つ
い
て
は
改 

め
て
論
じ
た
い。

(N)
遊
戯
^
^
目
題
を
見
る
と
約
三
〇
で
あ
る
が
内
容
が
豊
富
で、
子
供
達
の
創
意 

工
夫
で、
戸
外
で
自
由
闊
達
に
元
気
あ
ふ
れ
て
楽
し
く
遊
ん
で
い
た
こ
と
が
よ
く 

分
る。
調
査
対
象
者
に
女
性
が
多
か
っ
た
せ
い
か
女
子
の
遊
戯
唄
が
多
く、
中
で 

も
「ま
り
つ
き
唄
」
「お
手
玉
唄
」
「手
遊
び
」
が
群
を
ぬ
き、
男
子
は
荒
っ
ぽ
い 

遊
び
が
多
く、
例
え
ば
「チ
ョ
ン
ヵ
ケ
独
楽
」
「メ
ン
コ
遊
び」
等
の
唄
は
な
か
っ 

た
の
で
あ
ろ
う。
主
な
歌
を
あ
げ
る
と
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る。
子
供
に
は
子 

供
の
四
季
が
あ
り、
年
中
行
事
が
あ
り、
そ
の
折
々
に
遊
び
が
あ
る
の
で
す。
そ 

う
し
た
関
連
の
中
で
解
明
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
よ
う。
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四 =ニ六ー 
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宇 宇宇 
城歲城

全

県

I 球球 
磨磨

地

域

表頓分

(0)
唱
え
ご
と
ー
採
取
さ
れ
て
い
な
い。 
(

佐
藤
光
昭
)

五
、

民
謡
の
録
音
資
料
に
つ
い
て

古
い
民
謡
の
録
音
は、
放
送
と
密
接
な
関
係
が
あ
る。
特
に
戦
前
の
熊
本
の
録 

音
資
料
は、
：2:
;
£
1
:
;
^

の
ラ
ジ
ォ
番
組
を
録
音
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る。

昭
和
三
年
六
月、
九
州
最
初
の
放
送
局
と
し
て
N
H
K
熊
本
放
送
局
が
開
局
し 

た。
地
方
か
ら
全
国
に
向
け
て
放
送
で
き
る
も
の
は、
当
時
か
ら
限
ら
れ
て
お
り 

「娯
楽
」
の
分
野
で
は
「民
謡
」
が
大
き
な
ゥ
ェ
ィ
ト
を
占
て
い
た。

民
謡
は
自
ら
が
歌
つ
て
楽
し
む
も
の
で
あ
り、
本
来
歌
い
手
と
き
き
手
は、
分 

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
つ
た。
そ
れ
が
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ、
放
送
さ
れ
る
こ
と 

に
よ
り、
い
わ
ゆ
る
「商
品
化
」
が
行
な
わ
れ
た。

放
送
す
る
た
め
に
「卑
猥
」
な
歌
詞
が
削
ら
れ、
放
送
時
間
に
合
わ
せ
て
長
さ 

が
き
め
ら
れ、
そ
し
て
歌
う
の
は、
地
方
で
の
プ
ロ
の
歌
手
で
あ
る
芸
妓
を
起
用 

し
た。昭

和
十
年
代
「お
て
も
や
ん
」
「キ
ン
キ
ラ
キ
ン
」
「ボ
ン
ポ
コ
ニ
ヤ
」
「キ
ン
ニ
ヨ 

ム
節」
「田
原
坂
」
な
ど
が
放
送
さ
れ
た。

一
方
で、
長
洲
町
の
「ノ
ン
シ
コ
ラ
」、
山
鹿
市
の
「ョ
へ
ホ
節
」、
人
吉
市
の 

「十
五
夜
綱
引
唄
」、
そ
し
て
「五
木
の
子
守
頃
」
が
地
元
の
有
志
や
女
学
校
の 

生
徒
と
い
う、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
っ
て
放
送
さ
れ
て
い
る。

放
送
局
の
ス
タ
ジ
オ
の
中
と
い
う、
最
も
人
工
的
な
空
間
で、
ど
れ
ほ
ど
民
謡 

の
も
つ
味
わ
い
が
表
現
さ
れ、
伝
え
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が、
放
送
さ
れ 

た
民
謡
は、
東
京
で
好
事
家
に
よ
っ
て
録
音
さ
れ、
研
究
資
料
と
し
て
今
に
残
さ 

れ
て
い
る。

と
こ
ろ
で、
レ
コ
ー
ド
の
方
は
明
治
ニ
五
年、
こ
れ
も
九
州
で
最
も
早
く、
熊 

本
に
伝
わ
っ
て
い
る
が、
地
元
の
唄
は
ほ
と
ん
ど
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
な
か
っ
た。 

し
た
が
っ
て、
「商
品
化
」
さ
れ
て
売
り
出
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
が、
あ
と
に
な
っ
て、 

本
来
の
民
謡
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
現
象
は、
戦
前
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ 

る。 
(

戦
後
「お
て
も
や
ん
」
や
「五
木
の
子
守
唄
」
で、
こ
の
よ
う
な
逆
転 

現
象
が
み
ら
れ
た
)

戦
後
も、
民
謡
の
録
音
に
は、
放
送
局
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る。
そ
の
頃
円 

盤
録
音
に
代
わ
っ
て、
テ
ー
プ
録
音
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
o

た。
と
く
に、 

昭
和一

一
六
年
ご
ろ
に、
可
搬
型
の
録
音
機
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は、 

放
送
局
の
ス
タ
ジ
オ
で
は
な
く、
公
民
館
や
神
社
の
境
内
な
ど、
歌
い
手
に
と
っ 

て
は、
な
じ
み
の
あ
る
場
所
で
の
録
音
が
可
能
に
な
っ
た。
そ
う
し
て
録
音
さ
れ 

た
数
々
の
民
謡
が、
町
田
佳
聲
氏
ら
の
「日
本
民
謡
大
観
」
の
基
礎
資
料
と
な
っ 

て
い
る。
そ
の
よ
う
に
し
て、
昭
和
三
五
年
ご
ろ
ま
で
に
録
音
さ
れ
た
民
謡
百
曲 

あ
ま
り
が
残
さ
れ
て
い
る。
実
際
に
は、
も
っ
と
多
く
録
音
さ
れ
た
の
で
あ
る
が、 

昭
和
三
八
年
N
H
K
熊
本
放
送
局
が、
移
転
し
た
際
に
整
理
さ
れ
た
も
の
と
推
定 

さ
れ
る。

現
在、
熊
本
局
が
保
存
し
て
い
る
最
も
古
い
テ
ー
プ
は、
昭
和
ニ
七
年一

一

月 

三
日
の
「熊
本
県
農
事
祭、
郷
土
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
録
音
し
た
も
の
で
あ
る。 

場
所
は
不
明
で
あ
る
が、
ど
こ
か
の
公
民
館
ら
し
く、
菊
池
市
玉
祥
寺
の
「こ
の 

み
や
踊
り
」
と
八
代
郡
の
「大
鞘
節
」
の
ニ
曲
が、
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
演
奏

番
号三四五六七八九

1

〇

曲

名

ま
り
つ
き
眼 

お
手
玉
唄

手
あ
そ
び
せ
っ
せ 

I

ぶく天ぶく 

な
わ
と
び
唄 

鬼
ぎ
め
唄 

は
ね
つ
き

ギッチョンバッチ 

石
け
り
石
と
り
類 

指アソ匕
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さ
れ
て
い
る。

他
に
こ
の
年
代
に
録
音
さ
れ
て
い
る
の
は、
人
吉
市
藍
田
町
の
「棒
踊
」、
阿 

蘇
一
の
宮
町
の
「出
雲
流
神
楽
」、
山
鹿
市
の
「な
れ
な
れ
な
す
び
踊
歌
」
「山
鹿 

灯
籠
踊
」、
天
草
竜
ヶ
岳
町
の
「肥
後
琵
琶
」、
菊
池
市
の
「松
囉
子
」、
牛
深
市 

の
「ハ
イ
ヤ
節」
「網
引
き
嗅
」r

艙
ば
や
し
」
な
ど
が
あ
る。

昭
和
三
三
年
二
月
テ
レ
ビ
の
放
送
が
始
ま
っ
た。
ラ
ジ
オ
の
放
送
が
始
ま
っ
た 

時
と
同
様
に、
テ
レ
ビ
で
も
郷
土
芸
能
や
民
謡
が
放
送
番
組
の
中
で
大
き
な
ゥ
エ 

イ
ト
を
占
め
て
い
た。
山
鹿
市
の
「宗
方
万
行
」、
阿
蘇
小
国
町
の
「江
古
尾
の 

盆
踊
」、
人
吉
市
の
「臼
大
鼓
踊
」、
八
代
郡
泉
村
の
「五
家
莊
久
連
子
踊
」、
阿 

蘇
一
の
宮
町
の
「御
田
植
神
事
」
が
放
送
さ
れ、
そ
れ
が
フ
ィ
ル
ム
で
保
存
さ
れ 

て
い
る。
熊
本
の
民
謡
の
大
き
な
特
長
で
あ
る。
ユ
ニ
ー
ク
な
踊
り
が
映
像
化
さ 

れ
て
い
る。
今
回
の
調
査
で
も、
ビ
デ
オ
で
映
像
と
し
て
記
録
し
た
い
と
思
わ
れ 

る
も
の
が
相
当
数
あ
っ
た。

そ
の
後
小
型
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
普
及
に
よ
り、
各
市
町
村
が
こ
ぞ
っ
て
民 

謡
を
録
音
し、
資
料
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た。
現
在
N
H
K
に
は、
各
市
町
村
か 

ら
寄
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
を
含
め
て、
昭
和
三
五
年
か
ら
四
五
年
ま
で
録
音
さ
れ 

た
民
謡
が
三
百
曲
ほ
ど
保
存
さ
れ
て
い
る。
今
回
の
調
査
で
除
外
さ
れ
た
「新
民 

謡
」
も
か
な
り
の
数
が
入
っ
て
い
る。

昭
和
四
五
年
以
後
は、
民
謡
の
番
組
が
少
な
く
な
っ
た
の
を
反
映
し
て、
新
た 

に、
現
地
の
有
志
に
よ
っ
て
録
音
さ
れ
た
テ
ー
プ
は
ほ
と
ん
ど
な
い。

N
 

H
 

K
の
他
に
図
書
館
や
各
市
町
村
に
も、
か
な
り
の
民
謡
の
録
音
が
残
さ
れ 

て
い
る
が、
こ
れ
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
例
を
ま
っ
た
く
聞
か
な 

い。
資
料
の
た
め
の
資
料
と
な
っ
て
い
る。
な
ぜ
活
用
さ
れ
な
い
か
と
い
う
検
討 

も
ふ
く
め
て、
今
回
の
調
査
を
契
機
に
再
整
理
の
必
要
が
あ
る。
(

猪
股
英
紀
)
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I

、
記
載
民
謡
は、
全
収
集
ニ
ニ
六
一
曲
か
ら
各
調
査
委
員
が、
担
当
地
区
ご
と
に
代
表
的
曲
目
を
五
十 

〜
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
選
出
し、
そ
れ
を
調
査
指
導
委
員
渡
辺
学
が
全
県
的
立
場
か
ら
検
討
し
決
定
し 

た
も
の
で
あ
る。

ニ、
歌
詞
記
載
の
し
か
た
は
次
の
と
お
り
と
し
た。

㈠
歌
は、
曲
名、
テ
ー
プ
番
号、
伝
承
地、
伝
承
者
名、
歌
詞
の
順
に
記
載
し
た。 

㈡
歌
詞
は
一
節
毎
に
飞
を
つ
け
た。

㈢
歌
詞
の
表
記
は
漢
字
.

平
仮
名
ま
じ
り
と
し、
囉
子
は
片
仮
名
と
し
た。

㈣
囉
子
は
第
一
節
の
み
に
付
け、
第
二
節
以
下
は
省
略
し
た。

㈤
類
以
し
た
歌
は、
歌
詞
の
一
部
を
省
略
し
た。

㈥
注
は
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
極
め
て
簡
単
に
付
し
た。
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ー、
農
耕
に
関
す
る
も
の

3

蚕
と
ろ
と
ろ 
玉—
113

伝
承
地
荒
尾
市
野
原 

伝
承
者
吉
田
司
大
正

3
年
生男 

A
蚕
と
ろ
と
ろ
絹
と
ろ
と
ろ
と 

治
平
ど
ん
な
な
ん
と
し
よ
ー 

石
に
け
ま
つ
れ
て

#
ちた 

そ
の
時
の
顔
み
れ
ば
ハ
渕
さ
ん
に
似
っ
ち
よ
る 

似
つ
ち
よ
る
ま
し
た
か
ね
ー

越
す
り
歌 
玉
—
1
丨
⑴

伝
承
地
荒
尾
市
野
原

伝
承
者
平
橋
フ
サ
明
治

33
年
生
女

A
し
ん
ず
が
坂
ン 

新
導
が
坂
ン
つ
つ
じ
よ 

樺
と
府
本
を
咲
し
わ
け
る
ア

コラコラ 

A
来
い
と
い
わ
れ
て
行
く
そ
の
晚
な
よ

足
の
軽
さ
よ
ナ
ー

気
を
勇
む
ア
ド
ッコイドッコイ 

へ
向
こ
ぅ
は
は
げ
山
立
つ
た
る
木
が
な
い 

気がない男
にや

石焼ァてかませろアドッコイドッコイ

雨
乞
い
歌 
玉
！

丨
⑴

伝
承
地
荒
尾
市
府
本

伝承者前田モモキ大正

2
年
生
女
他 

A
鰌どぅじよぬつかがほい 

鰌がおらねばばつじやせほい 

A
鰌どぅじよぬつかがほい 

鰌がおらねばはつてけほい

御
田
植
歌 
玉—
113

伝
承
地
荒
尾
市
野
原

伝承者上田夏子大正

9
年
生
女
他 

A
ハ
ァ
ー
揃
ろ
た
揃
ろ
た
よ
早
こ
女
が
揃
ろ
た 

秋
の
出
穂
よ
り
や
ま
だ
揃
ろ
た
ア
ラ
ド
ッ

コ
イ

ドッコ
イ

―33 ―



へ
ハ
ァ
ー
四
月
五
月
は
寝
て
さ
え
ね
む
い 

さ
ぞ
や
ね
む
か
ろ
花
嫁
御 

A
ハ
ァ
ー
焼
酎
飲
ま
せ
に
ゃ
膜
田
ば
植
ゆ
る 

腰
田
植
ゆ
れ
ば
実
は
な
ら
ぬ 

A
ハ
ァ
ー
唄
い
な
さ
れ
よ
お
唄
い
な
さ
れ 

歌
で
ご
き
り
ょ
ぅ
は
さ
が
り
ゃ
せ
ぬ 

r"

ハ
ァ
ー
や
め
て
く
だ
さ
れ
博
打
と
酒
は 

わし
も
や
め
ま
す
ま
男
は 

A
ハ
ァ
ー
今
日
は
日
も
良
く 
天
気
も
良
く
て 

楽
し
い
田
植
え
も
す
み
ま
し
た 

A
ハ
ァ
ー
下
関
か
ら
来
い
と
の
手
紙
い
か
に
ゃ
な
る
ま
い 

泣
く
な
く
も

へ
ハ
ァ
ー
焼
酎
の
ま
せ
て
酔
わ
せ
て
寝
せ
て 

苦
舌
言
わ
せ
て
き
く
も
よ
か 

A
ハ
ァ
ー
此
処
と
島
原
ゃ
な
ぜ
橋
や
ら
ぬ 

汐
が
横
汐
で
橋
な
ら
ぬ 

®

腰
田=

苗
を
曲
げ
て
植
え
る

籾
す
り
歌 
玉
—
5
—
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
天
水
町
小
天 

伝
承
者
畑
岡
文
平
明
治

38
年
生
男 

へ
さ
ま
がて
ぬ
ぐい
や山
がたやの
じ 

ど
こ
の
紺
屋
が
染
め
た
や
ら 

A
裏
の
さ
ま
か
ら
こ
ん
に
や
く
ば
な
げ
た 

今
夜
く
るとの

知
ら
せ
か
や

雨
乞
い
踊
り
歌 
玉
—
9
—
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
南
関
町
関
村 

伝
承
者
橋
本
健一

明
治
35
年
生
男
 

A
で
ー
ら
い
た
で
ー
ら
い
た

中
山
だ
ん
か
ら
で
ー
ら
い
た
ョ
ィ
ヤ
サ
ッ
サ
サ
ッ
サ 

A
ひ
ゆう
たん
年
かい
米
どし
かい 

ひ
ゆ
う
た
ん
年
な
ら
米
取
ろ
だ
い 

飞
どん
电
釣っ
た
亀釣っ
た 

中
山
だ
ん
か
ら
釣り
上げ
た

梅
田
の
雨
乞
い
歌 
玉
—
10
丨
5

伝承
地
玉
名郡
長
洲
町
梅田 

伝承者會岡貞他保存会 

A
雨
ば
買
う
な
ら
げ
ん
じ
よ
さ
ん
に
頼
め
な
ァ 

げ
ん
じ
よ
雨
買
う
な
ら
に
わ
か
暴
ら
せ
雨
が
降
る
な
ァ 

ソ
ーラ
ィ
ま
た
げ
ん
じ
よ
さ
ん
じ
や
げ
ん
じ
よ
さ
ん
が
は
ま
り
込
ん
だ 

へ
ゆ
う
べ
来
た
の
は
姉
さ
ん
猫
で
は
な
い
か
な
ァ 

猫
が
白
足
袋
蛇の
目
傘
ニ
つ
巴
の
提
灯
と
も
し
て 

茶
屋
下
駄
な
ん
ど
で
く
る
も
の
か
な
ァ 

A
わ
し
に
忍
ぶ
な
ら
み
の
着
て
笠
着
て
裏
の
藪
か
ら
忍
べ
な 

人
が
ト
ン
ト
ン
と
が
め
た
な
ら
ば 

二
十
四
考
の
筍
掘
り
じ
ゃ
と
言
う
て
の
け
し
ゃ
ん
せ
な 

A
験
者
さ
ん
か
ら
三
度
暇
も
ろ
う
て
な 

今
さ
らい
や
とは
何の
気の
ま
よい
か 

こ
の
子
は
ど
う
す
る
験
者
さ
ん
な
あ 

A
は
ん
や
こ
ろ
こ
ろ
日
本
橋
か
ら
お
と
ず
り
や 

馬
よ
な
あ
明
日
は
小田
原
大
機
ど
まり
箱
根
八
里
は
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馬
で
も
か
ご
で
も
の
ほ
ん
ほ
え
は
つ
と
言
う
て
の
け
し
や
ん
せ
な 

A
ま
た
も
忍
ぶ
な
ら
ま
の
裸
で
手
ぬ
ぐ
い
く
わ
え
て
金
玉
に
ぎ
つ
て 

裏の
戸
か
ら
忍
べな
あ
人
が
ト
ン
ト
ン
と
が
め
た
な
ら
ば 

風
呂
は
ど
こ
か
と
い
う
て
の
け
し
や
ん
せ
な

ご
ん
べ
が
種
ま
き
や
JS
丨
1
丨
(2
 

伝
承
地
山
鹿
市
津
留 

伝承
者深
浦親
士男 

A
向
う
の
小
山
の
小
松
の
小
か
げ
に 

十
八
島
田
が
一
寸
出
て
一
寸
ま
ね
く

な
に
か
は
さ
て
お
き
行
か
ず
ば
な
る
まい
ズン
ベ
ラ
^̂
^̂
^̂ 

A
向
う
の
小
山
の
小
松
の
小
か
げ
に 

十
八
島
田
が
一
寸
出
て
一
寸
ま
ね
く 

な
に
か
は
さ
て
お
き
行
か
ず
ば
な
る
ま
い

田
植
え
歌 
鹿
—
5
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
千田 

伝承者木村ハナコ女他 

A
腰
の
痛
さ
よこ
の
田
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ 

A
三
時
の
休
み
の
待
ち
長
さ 

ま
だま
だ皆
ん
なで
が
ん
ばる
よ

粗
す
り
歌 
鹿
丨

6
丨

⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
植
木
町
米
塚 

伝承者平山マスエ大正

3
年
生
女 

A
ゴンピツピゴンピツビ

ゆ
んベ
か
らすり
よる
ばって
ん 

ま
だ
は
げ
ん
ば
い 

庄
屋
ど
ん
の
糨
す
り
ゃ 

まだはげんばい

は
げ
た
ら
か
よ
ち
や
ん
に
ひ
っ
か
ま
し
ゅ

唐
き
び
摺
り
歌 
阿
—
2
丨
⑴

伝承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
竹原 

伝承者佐藤シゲモ明治

32
年
生
女 

A
今
夜
唐
き
びす
り
かせす
る
人
は 

神
か
仏
か
親
様
か 

A
唐
き
び
す
る
な
ら
す
ら
せ
て
お
く
れ 

わ
た
し
も
こ
れ
ま
で
す
り
に
き
た 

A
す
り
に
来
た
な
ら
す
ら
せ
て
や
る
が 

後の
寝
泊り
や
わ
し
や
し
ら
ぬ 

"\
あ
と
の
戸
じ
ま
り
や
忘
れ
て
お
く
れ 

そ
れ
を
楽
し
み
や
れ
木
引
ィ 

A
と
ぅ
き
び
や
す
ら
せ
ら
れ
戸
は
つ
め
ら
れ
て 

こ
ん
な
ア
ホ
ら
し
こ
と
は
な
い 

A
と
ぅ
き
び
す
り
と
は
承
知
で
き
た
が 

な
じみ
も
ち
とはつ
ゆ
し
ら
ぬ 

A
唐
き
びす
り
には見
物
はい
ら
ぬ 

早
く
ね
む
れ
ば
朝
の
た
め
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田
植
え
歌 
阿
—
3
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
南
小
国
町
中
原 

伝承者松本義近大正元年生男 

A
田
植
え
田
植
え
と
楽
し
ゆ
う
て
来
た
ら
様
は
ハ
イ
ハ
イ 

代
搔
わ
し
ゃ
田
植
え

ヤンサレわしゃ田植え様はハイハイ 

代
搔
わ
し
ゃ
田
植
え

A
様の
三
度
笠こ
き
や
げて
か
ぶれ
少
し 

お
顔
が
見
と
ご
ざ
る 

ヤ
ン
サ
レ
見
と
ご
ざ
る
少
し 

お
顔
が
見
と
ご
ざ
る 

A
笠
を
買
う
な
ら
メ
緒
は
買
う
な
笠
の 

メ
緒
に
わ
し
が
な
る 

ア
ー
サ
レ
わ
し
が
な
る
笠
の 

メ
緒
に
わ
し
が
な
る

~\
様
を
待
つ
な
ら
二
十
ニ
か
三
ん
を
十
九 

二
十
は
う
わ
の
空 

アー
サ
ン
ヤレ
う
わ
の
空
十
九 

二
十
は
う
わ
の
空

A
私
の
様
ち
ゃ
ん
な
ど
こ
で
も
分
か
る
藁
で 

髮
ゆ
う
て
鼻
た
れ
て 

ア
ー
サ
ン
ヤ
レ
鼻
た
れ
て
藁
で 

髮
ゆ
う
て
袅
た
れ
て 

A
声
は
す
れ
ど
も
姿
は
見
え
ぬ
様
は 

深
野
の
ほ
と
と
ぎ
す 

ア
ー
サ
ン
ヤ
レ
ほ
と
と
ぎ
す
様
は 

深
野
の
ほ
と
と
ぎ
す

お
座
敷
田
植
え
歌 
阿
丨
4
丨
U

伝承
地阿
蘇郡
小国
町
上田
江
古尾 

伝承者長谷部林男他江古尾組 

A
ハア
ー腰の
痛さ
よこの田の
長
さ 

四
月
五
月
の
ひ
の
長
さ 

A
田
植
小
咄
や
田
主
が
き
ら
う 

歌って
植
え
ま
し
よう
し
なや
か
に 

A
ハ
ァ
ー
わ
し
が
こ
の
田
を
植
え
お
く
程
に 

あ
と
で
嗶
を
し
て
お
く
れ 

A
ハ
ァ
ー
庭
の
山
椒
の
木
や
親
よ
り
大
事 

忍
び
男
の
影
か
く
す

A
ハ
ァ
ー
様
が
死
ん
だ
と
て
墓
場
に
ゃ
や
ら
ぬ 

焼
い
て
粉
に
し
て
白
湯
で
吞
む 

A
ハ
ァ
ー
伊
勢
に
ゃ
七
度
熊
野
三
度 

お
多
賀
様
に
は
日
参
り 

A
ハ
ァ
ー
私
が
唄
う
た
ら
誰
か
さ
ん
が
笑
う
た 

誰
か
さ
ん
の
声
の
良
さ 

A
ハ
ァ
ー
わ
し
に
来
る
な
ら
裏
か
ら
お
い
で 

前
は
車
戸
で
音
が
す
る 

略

田
植
え
歌 
阿
—
4
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
小
国
町
北
里 

伝承者山本浅吉大正

7
年
生男 

A
ハ
ァ
ー
一
つ
出
し
ま
し
よ
う
簌
か
ら
笹
を
つ
け
て
ハ
イ
ハ
イ 

下
さ
い
短
冊
を

ア
ー
ヤ
レ
ホ
ン
ト
に短
冊
をつ
け
て
ハ
イ
ハ
イ下
さ
い
短
冊
を

―3b ―
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A
ハ
ァ
ー
腰
の
痛

さ
よ

こ
の
田
の
長
さ
四
月
ハ
イ
ハ
イ 

五月
の
陽
の
長
さ

ア
ー
ヤ
レ
ホ
ン
トに
陽
の
長
さ
四
月
ハ
イ
ハ
イ
五
月
の
陽
の
長
さ 

A
ハ
ァ
ー
伊
勢
に
ゃ
七
度
熊
野
に
三
度
ハ
イ
ハ
イ 

お
多
賀
様
に
は
月
参
り

ア
ー
ヤ
レ
ホ
ン
ト
に月
参り
お
多
賀
ハ
イ
ハ
イ
様
に
は
月
参り

田
植
え
歌 
阿
—
5
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
産
山
村
片
俣 

伝
承
者
合
使
影
喜
明
治

38
年
生
男 

A
今
日
の
田
植
え
ヨ
イ
ヨ
イ
ど
な
た
も
ご
く
ろ
う
ソ
ラ
イ
ナ

.

•A
こ
れ
に
こ
り
ず
と
ヨ
イ
ヨ
イ
よ
い
さ
ま
よ
ろ
し
ゆ
う
え
ソ
ラ
イ
ナ 

A
五
月
三
十
日
ヨ
イ
ヨ
イ
や
や
ほ
し
ゆ
ご
ざ
る
え
ソ
ラ
イ
ナ 

A
あ
ぜ
に
腰
か
け
ヨ
イ
ヨ
イ
そ
ら
乳
を
飲
ま
す
え
ソ
ラ
イ
ナ

波
野
の
唐
き
び
措
り
歌 
阿—
6
—
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
波
野 

伝
承
者
市
原
敬
子
大
正

6
年
生
女
他 

~\
と、つ
き
び
す
り
な
ら
す
ら
せ
て
お
く
れ 

ニ
升
と
三
升
す
り
ゃ

五
升
と
な
る
ア
ーヨ
イショヨ
イショ 

~\
こ
ゆ
さ
と
う
き
び

す
り
ゃ
ど
な
た
も
ご
く
ろ
う 

こ
れ
に
こ
り
ず

と

又
よ
ろ
し
ゆ
う 

へさ
ま
は
よ
う
き
た
この
暗
や
み
に 

灯
り
と
も
さ
で
と
ぼ
と
ぼ
と 

~\
歌
で
や
ん
な
さ
れ
こ
の
く
ら
い
な
仕
事 

歌
は
良
い
も
の
気
が
は
れ
る

田
植
え
歌 
阿
—

^-
I

⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
馬
見
原 

伝承
者
藤
川
ミ
ツ
エ
明
治

38
年
生
女 

A
そ
ろ
た
そ
ろ
た
ょ
植
手
が

ィ
ヤ
そ
ろ
た 

稲
の
出
穂
ょ
り

ヨ
ィ
ヤ
セ
な
をそ
ろ
たサ
セサ
セ 

*A
恋
と
言
わ
れ
ず
手
じ
ゃ

ィ
ヤ
ま
ね
か
れ
ず 

歌
の
文
句
で

ヨ
ィ
ヤ
セさとらんせ 

A
旦
那
大
黒
奥
さ
ん
は

ィ
ヤ
恵
比
寿 

合
わ
せ
た
心
が

ヨ
ィ
ヤ
セ
福
の
神 

A
わ
し
が
ぅ
と
ぅ
た
ら
向
え
か
ら

ィ
ヤ
わろ
た 

歌
じ
ゃ
飯
し
ゃ
食
わ
ぬ

ヨ
ィ
ヤ
セ
ご
ぜ
じ
ゃない 

A
今
年
し
ゃ
豊
年
穂
に
穂
が

ィ
ヤ
咲いて 

道
の
小
草
に

ヨ
ィ
ヤ
セ米がなる

田
植
え
歌 
阿

⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
管
尾 

伝
承
者
小
崎
末
広
大
正

6
年
生
男 

A
腰
の
痛
さ
や
此
の
田
の
長
さ 

四月
五月のヨ
ィガセ日の長さ 

A
五
月
三
十
日
乳
飲
子
が
欲
し
い 

あ
ぜにの
ぼりてヨ
ィガセ腰休め 

A
今
日
の
田
植
え
は
親
方
な
し
で 

も
は
や
止
め
頃
ヨ
ィ
ガ
セ
戻
り
頃

―37 ―



御
田
植
え
歌 
阿
丨
7
丨
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
高
畑 

伝
承
者
後
藤
末
人
大
正

15
年
生
男 

へ
さ
て
も
み
ご
と
な
前田
の
わ
せ
よ 

や
が
て
穂
に
で
て
よ
ね
と
な
る 

A
こ
と
し
や
豊
年
穂
に
穂
が
さ
い
て 

み
ち
の
こ
ぐ
さ
も
こ
め
と
な
る 

A
いわレめてたやわ

力
ま
つ
さ
ま
よ 

え
だ
も
さ
か
え
て
は
も
し
げ
る 

~\
腰
の
痛
さ
よ
せ
ま
ち
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ

阿
蘇
唐
き
び
ひ
き
歌 
阿—
8
—
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
高
森
町
尾
下 

伝
承
者
熊
谷
乾
明
治

45
年
生
男 

へ
阿
蘇
の
谷
内
廻
れ
ば
七
里

浦は七浦七尾羽根ゴンゴンシッシィゴンゴンシッシィ 

A
わ
し
が
お
も
い
は
あ
の
阿
蘇
山
の 

朝
の
霧
よ
り
ゃ
ま
だ
深
い 

A
阿
蘇
の
御
岳
さ
ん
な
夏
て
ち
ゃ
寒
か 

あ
わ
せ
あ
げ
ま
し
ょ
足
袋
そ
え
て 

A
竹
に
雀
が
品
よ
く
と
ま
る 

と
め
て
と
ま
ら
ぬ
わ
が
お
もい 

A
ア
ー
レ
見
り
や
ん
せ
う
す
石

さ
え
も 

い
れ
て
廻
せ
ば
粉
がで
け
る 

A
で
け
た
あ
の
粉
で
だ
ん
ご
だ
ん
ご
こ
さ
え 

熊
本
鎮
台
さ
ん
に
お
く
り
ま
し
よ

A
臼
に
ゃ
ほ
れ
ね
ど
臼
元
さ
まの 

い
れ
る
手
品
に

わ
し
ゃほれ
た 

A
南
郷
谷
に
は
嫁
に
は
や
る
な 

南
郷
七
谷
七尾
羽
根

田
植
え
歌 
阿
丨
8
—
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
高
森
町
高
森 

伝
承
者
本
田
く
に
明
治

36
年
生
女 

A
腰
の
痛
さ
や
こ
の
田
の
ィ

^-

 —

長
さナ
ー 

四
月
五月
の
 m

ィ
ガ
セ
日
の
長
さナ
ー 

飞
四
月
五
月
は
ね
て
さ
え
ィ

^-
1
ねむい 

さ
ぞ
や
妻
持
ち
ゃ

ョ
ィ
ガ
セ
ね

む
た
か
ろ
ナー 

A
西
が
暗
い
が
雨
で
は
ィ
ヤ
ー
な
い
か 

雨
じ
ゃ
ご
ざ
ら
ぬ

ョ
ィ
ガ
セ
よ
な
ぐ
もり
ナ
ー 

A
松
に
な
り
た
や
峠
の
ィ
ヤ
ー
松
に
ナ
ー 

上
り
下
り
の

ョ
ィ
ガ
セ
便り
待つ
ナ
ー 

A
わ
し
と
あ
な
た
は
羽
織
の
ィ

^-
丨
紐よ 

胸
と
胸
と
で

ョ
ィ
ガ
セ
結
びあ
ぅ
ナ
ー

田
植
え
歌 
阿—
9
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
白
水
村
吉
田 

伝
承
者
梅
田
学
大
正
元
年
生
男 

A
西
が
暗
い
が
雨
で
は
な
い
か 

雨
じ
ゃ
ご
ざ
ら
ぬ
ョ
ィ
ガ
セ
よ
な
曇
り
な 

A
今
日
の
田
植
え
は
親
方
な
し
か 

最
早
や
や
め
頃
ョ
ィ
ガ
セ
上
り
頃
な

―38 ―
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久
木
野
田
植
え
歌 
阿—
忉
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
久
木
野
村
河
陰 

伝承
者
浅尾
ツ
ヮ
大正

8
年
生
女
他 

A
腰
の
痛
さ
よ
こ
の
田
の
ア
ラ
長
さ 

四
月
五
月
の
ョ
ィ
ガ
セ
日
の
長
さ
ナ
ー 

A
西
が
暗
い
が
雨
で
は
ア
ラ
な
い
か 

雨
じ
や
ご
ざ
ら
ぬ
ョ
ィ
ガ
セ
よ
な
ぐ
も
り
ナ
ー 

A
四
月
五
月
の
日
の
ア
ラ
長
さ 

さ
ぞ
や
妻
持
ち
や
ョ
ィ
ガ
セ
眠
む
ご
ざ
ろ
ナ
ー 

A
姉
が
さ
す
な
ら
妹
もア
ラ
さ
さ
じ
や 

同
じ
蛇
の
目
の
ョ
ィ
ガ
セ
か
ら
か
さ
を
ナ
ー

栖
高
の
籾
摺
歌
阿
—
12
—
s

伝
承
地
阿
蘇
郡
西
原
村
河
原 

伝
承
者
森
井
橘
蔵
明
治

44
年
生
男
 

A
栖
高
の
糅
摺
り
や

ヤ
ツ
ピ
ン
ゴツ
ピ
ン 

ハ
ァ
安
さ
ん
亀
さ
ん 

千さん勘さん 

そらいけそらいけ 

ヤツ
ピン
ゴツ
ピン
ヤツ
ピン
ゴツ
ピン

田
植
え
歌 
熊—
1
—
3

伝
承
地
熊
本
市
城
山
半
田 

伝
承
者
野
ロ
次
男
大
正

10
年
生
他
民
謡
会 

A
ハ
ア
様
が
手
拭
や
山
形
や
の
字

どこ
の
染
屋
が
染
め
た
や
ら 

A
ハ
ア
五
月
田
植
え
が
二
度
あ
る
な
ら
ば

好
き
な
様
女
と
夜
苗
と
ろ 

A
ハ
ア
様
が
三
度
笠
お
し
や
げ
て
か
ぶ
り 

さ
ぞ
や
お
顔
が見
と
ご
ざ
る 

へ
ハ
ア
植
え
は
植
え
た
が
こ
の
田
の
稲
は 

誰
が
刈
る
や
ら
に
な
う
や
ら 

A
ハ
ア
焼
酎
飲
ま
せ
に
ゃ
腰
田
ば
植
ゆ
る
ぞ 

腰
田
植
ゆ
れ
ば
実
に
ゃ
な
ら
ぬ

田
植
え
歌 
熊—
5
—
⑴

伝
承
地
飽
託
郡
天
明
町
奥
古
閑 

伝
承
者
本
田
キ
ョ
子
明
治

44
年
生
女 

A
ア—

苗
は
植
え
た
か
こ
の
田
の

ア
苗
は
誰
が
か
ら
う
や
ら
い
なう
や
ら 

A
ア
ー
様
が
三
度
笠
横
つ
ち
ょ
に

ア
か
ぶ
れ
な
少
し
ゃ
お
顔
が
み
え
る
よ
に 

A
ア
ー
焼
酎
ば
飲
ま
せ
に
ゃ
腰
田
ば 

ア
曲
げ
る
な
腰
田
曲
ぐ
れ
ば
実
に
ゃ
な
ら
ぬ

貫
た
節 
熊—
5
 

—
⑴

伝
承
地
飽
託
郡
天
明
町
川
口

伝
承
者
牛
島
ツ
タ
エ
明
治

40
年
生
女

A
江戸の
ヤ
レ 

ニ丁目のヤレ 

糸屋のアラ娘 

A
姉がヤレ 

二十三ヤレ 

妹
が
ア
ラ
二
十
オ

―69 ―



r
妹
ヤ
レ 

ほしさにヤレ 

ごり
よ願
ばア
ラ
たて
た

け
し
ね
つ
き
歌 
熊
—
5
丨
⑴

伝
承
地
飽
託
郡
天
明
町
川
口

伝
承
者
牛
島
ッ
タ
エ
明
治

40
年
生
女

A
何
米
搗
か
す 

明
日
は
様
女
の
出
立
ち
米
よ

ア
ー 
ヘッチョン

 
ヘッチョン

A
出
立
ち
米
な
ら
白
搗
け
む
か
せ 

向
か
い
小
山
の
雪
の
よ
ぅ
に
な 

A
抱
い
て
寝
も
せ
ぬ
い
と
間
も
や
ら
ぬ 

つ
な
ぎ
船
と
は
わ
し
の

ことよ 

A
か
わ
い
が
ら
れ
て
寝
た
夜
も
ご
ざ
る 

泣
い
て
明
か
し
た
夜
も
ご
ざ
る

米
搞
歌

伝
承
地
上
益
城
郡
甲
佐
町
安
平 

伝
承
者
山
本
弘
大
正

2
年
生
男 

A
ハ
ア
ー
な
ん
ぼ
搗
い
て
も
こ
の
米
む
け
ぬ

高
瀬
お
會の
底の
米ア
ラ
ホ
ン
ニ
底の
米 

お
倉の
高
瀬

高
瀬
お
倉の
底の
ア
ラ
ホ
ン
ニ
底の
米 

A
ハ
ア
ー
今
夜
け
し
ね
し
て
加
勢
さ
す
人
は

お
茶
を
飲
ま
せ
て
抱
い
て
ね
る
ア
ラ
ホ
ン
ニ
抱
い
て
ね
る 

飲
ま
せ
て
お
茶
を

お
茶
を
飲
ま
せ
て
抱
い
て

アラ
ホンニ抱いてねる

田
植
唄 
上—
5
丨
⑴

伝
承
地
上
益
城
郡
矢
部
町
御
所 

伝
承
者
藤
山
八
重
明
治

45
年
生
女 

A
腰
の
痛
さ
や
こ
の
田
の
ハ
ーア
ー
長
さ 

四月
五月のヨ
ィガサ日の長さな 

オヤユビガマダセコシコラエ 

チャンポンチャンポン 

A
四
月
五
月
は
ね
て
さ
え
ハ
—
ア
ー
眠
い 

さ
ぞ
や
妻
も
ち
ゃ
ヨ
ィ
ガ
サ
眠
む
ご
ざ
ろ
な 

~\
さ
ま
が
三
度
笠
お
し
上
げ
て
ハ
ー
ア
か
ぶ
れ 

少
し
ゃ
お顔
がヨ
ィ
ガサ
見
とぅ
ござ
る
な 

A
今
日
の
田
植
え
は
親
方
ハ
ー
ア
な
し
で 

も
早
止
め
頃
ヨ
ィ
ガ
サ
あ
がり
頃
ょ

糊
措
歌 
上
丨
51
⑴

伝
承
地
上
益
城
郡
矢
部
町
黒
川 

伝
承
者
中
村
隆
明
治

34
年
生
男 

A
ハー
ア
I

唐
臼
の
中
に
も
名
所
が
ア
ー
ご
ざ
る
ヨ—

入
れ
て
ヨ
ー
廻
せ
ば
ア
ー
エ
ー
米
が
出
る
ヨ
丨 

A
ハー
ア
ー
私
し
ゃ
備
前の
岡
山
育
ちヨ
ー

米
の
ナ
ー
な
る
木
は
ア
ー
エ
ー
ま
だ
知
ら
ぬ
ヨ
ー 

~\
ハ
ーア
ー歌
い
な
ぐ
さ
め
若
さ
は
ア
ー

一度ヨー

二
度
と
ヨ
ー
枯
木
に
ア
ー
エ
ー
と
り
で
ヨ
ー 

へ
ハ
ー
ア
ー
歌
い
た
け
れ
ど
ひ
ょ
子
の
ア
ー
エ
ー
と
り
で
ヨ
ー

声
が
まわり
ゃ
に
ゃ
ア
ー
エ
ー

チ
ヨ
チ
ヨ
ィ
ト
ヨ
ー
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コノモミ

ヤア
サ
カラス

リヨ
ル
バッテ
ン 

ムケンムケンモオィットキモオィットキ 

ガン
バ
レ
ガン
バ
レナ
ヤマ
ス
ナ
ヤマ
ス

田
植
え
歌 
上—
6
丨
⑴

伝
承
地
上
益
城
郡
清
和
村
鶴
ヶ
田 

伝
承
者
兼
瀬
ハ
ル
明
治

42
年
生
女 

飞
腰
の
痛
さ
や
こ
の
田
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ
な 

A
四
月
五
月
は
ね
て
さ
え
眠
い 

さ
ぞ
や
妻
も
ち
ね
む
ご
ざ
ろ 

A
今
日
の
田
植
え
は
親
方
な
し
で 

も
は
や
や
め頃
あ
がり
頃 

A
雨
の
ざ
ん
ざ
ぶ
り
ゃ
一
度
は
や
む
が 

わ
し
が
思
い
は
や
め
は
せ
ぬ 

A
咲
い
た
桜
に
な
ぜ
小
馬
つ
な
ぐ 

小
馬
が
い
さ
め
ば
花
が
散
る 

A
今
年
し
ゃ
豊
年
穂
に
穂
が
咲
い
て 

道
の
小
草
も
米
が
な
る

雨
乞
い
歌 
宇
—
1
—
⑴

伝
承
地
宇
土
市
岩
古
曽 

伝
承
者
那
須
ヮ
ヵ
ィ
明
治

41
年生女他 

A
お
前
さ
ん
待
ち
待
ち
蚊
帳
の
外

蚊
に
く
わ
れア
ーコリャコリャ

七つ
の
鐘の
鳴
る
まで

 
ノィバアサン

七つの鐘の鳴るまでチリガンチリガントツチリガン

~\
お
前
さ
ん
と
な
ら
ば
何
処
ま
で
も 

阿
蘇山
の
 

f

-
丨コリャコリャ 

燃
え
立つ
煙の
中
まで 

燃
え
立つ
煙の
中
まで 

A
ぼ
ん
さ
ん
し
の
びは
闇
が
よい 

月
夜
に
は
ア

— n

リヤ
 

コリヤ 

頭
が
ぶ
ら
り
し
や
ら
り
と 

頭
が
ぶ
ら
り
し
や
ら
り
と

け
し
ね
つ
き
歌 
宇—
2
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
三
角
町
波
多 

伝承
者
中田
オ
タ
エ
大
正

2
年
生
女
他 

A
ド
ッ
コ
イ
セ
ド
ッ
コ
イ
セ
は
田
舎の
す
も
よ
へ 

こ
け
つ
こ
ろ
び
つ
又
も
ド
ッ
コ
イ
セ 

ド
ッ
コ
イ
セ
の
せ
ん
だ
川
横
流
れ 

な
ぜたて
さ
に
や
流
れ
と
か
い 

A
ド
ッ
コ
イ
セ
歌
た
ら
二
階
か
ら
笑
ぅ
た
よ 

歌
じ
やめしや食わぬごぜ

じ
やなし 

ド
ッ
コ
イ
セ
の
千
助
ど
ん
な万
助
も
た
い
た 

名
は
し
よ
た
し
よ
た
お
れ
ろ
れ
ろ 

A
味
じ
や
良
か
ろ
そ
ば
や
の
に
だ
し
に 

か
つ
お
へ
ん
ず
り
こ
ん
で
味
じ

や
よ
かろ 

A
話
し
や
や
め
に
し
て
歌
お
じ
や
な
い
か
よ 

歌
は
良
い
もの
気
が
は
れ
て 

~\
こ
ちの
座
敷
は
め
で
た
い
座
敷
よ 

鶴
と
亀
と
が
舞
い
あ
そ
ぶ
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け
し
ね
つ
き
歌 
宇—
2
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
三
角
町
波
多 

伝
承
者
中
田
ォ
タ
エ
大
正

2
年
生
女
他 

A
ハアーゴッツリ
ゴッツリ
ゴッツリ
ゴッツリ

あ
ね
さ
夜
な
べ
に
何
米
搗
か
す 

明
日
は
様
女
の
な
ア
ー
出
立
ち
米
よ

ハアーゴッツリ
ゴッツリ
ゴッツリ
ゴッツリ 

A
出
立
ち
米
な
ら
白
つ
い
て
お
く
れ

つ
も
る
お
山
の
な
ア
ー
雪
の
よ
に
な
ア
ー 

A
今
年
け
し
ね
つ
い
て
か
せ
さ
い
た
人
に
や 

お
茶
を
の
ま
せ
て
抱
い
て
ね
る
よ 

A
様
と
定
む
り
や
あ
ば
た
も
え
く
ぼ 

よ
そ
の
よ
か
様
な
あ
ー
目
に
や
つ
か
ぬ
よ
ー 

A
恋
し
い
小
川
の
鵜
の
鳥
思
わ
ば 

愛
を
く
わ
え
て
な
あ
ー
瀬
を
の
ぼ
る
よ 

A
あ
ゆ
は
せ
に
す
む
鳥
り
や
木
に
と
ま
る 

人
は
情
の
な
ア
ー
上
に
す
む
よ 

A
な
み
だ
な
が
ら
に
火
を
た
く
嫁
女 

け
む
り
ば
か
り
じ
や
な
ア
ー
な
さ
そ
ぅ
な
ア
ー

田
草
唄 
宇—
3
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
大
見 

伝
承
者
木
村
弥
助
明
治

39
年
生
男 

A
ハ
ア
ー
今
年
は
豊
年
穂
に
穂
が
ハ
ア
ー
さ
い
た
よ 

道
の
ハ
ア
ー
小
草
も
米
が
な
る 

ハ
ア
ー
五
月
田
植
え
て
田
草
取
れ
ば
よ 

田
に
し
や
喜
ぶ
びきや

(

蛙
)

踊る

田
植
歌 
宇—
3
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
永
尾 

伝
承
者
丸
目
ゃ
す
明
治

44
年
生
男 

A
腰
の
痛
さ
よ
此
の
田
の
長
さ
四
月
コ
ラ
サ
イ 

五月
の
日
の
長
さ
よ

A
四
月、
五
月
は
ね
て
さ
え
ね
む
い
さ
ぞ
や
コ
ラ
サ
イ 

妻
持
も
ち
ゃ
ね
む
ご
ざ
ろ

A
今
に
田
植
え
が
も
一
度
来
れ
ば
好
い
た
コ
ラ
サ
イ 

お
方
と
う
ら
む
こ
に

A
私しゃあ
んたに
七惚れ八惚れここでコラサイ 

偬るれば人が知る

A
歌い
なはれ
よお歌い
なはれ
歌
じゃコラ
サイ 

御
きり
よ
に
ゃ
さ
わり
ゃ
せ
ぬ

永
尾
の
雨
乞
い
唄

 
宇—
3
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
永
尾 

伝
承
者
山
下
政
子
大
正

14
年
生
女
他 

•A
も
ろ
た
も
ろ
う
た

ば
な
雨
の
た
ね
も
ろ
う
た
ア
ーア
ー
アー 

降
れ
ば
お
手
永
の
オ
サ
サ
く
す
り
雨

ナ
イ
シヨ 

A
こ
ん
ど
え
い
の
魚
の
お
手
永
を

ま
わ
る
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー 

ま
わ
り
し
ま
え
ば
オ
サ
サ
雨
が
降
る

ナ
イ
シヨ 

A
ひ
ら
き
お
す
え
じ
よ
は

た
き
も
の
ば
し
じ
ゃ
も
ね
エ
ーエ
ーエ
ー 

ば
ん
な
柴
小
屋
に
オ
サ
サ
さ
ん
こ
づみ

ナ
イ
シヨ 

略
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け
し
ね
つ
き
歌

 
宇—
5
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
富
合
町
菰
江 

伝
承
者
永
溝
征
紀
明
治

38
年
生
男 

•A
せ
っ
ち
よ
ん
せ
っ
ち
よ
ん
せ
っ
ち
よ
ん
な
に
米
つ
か
す 

明
日
の
様
女の
出
立
米
よ 

様
女の
明
日
の 

明
日
の
様
女の
出
立
米
よ 

-A
出
立
米
な
ら
色
白
つ
け
や 

向
こ
う
の
小
山
の
雪
の
よ
う
に
よ
う 

小
山
の
向
こ
う
の

向
こ
う
の
小
山
の
雪
の
よ
う
に
よ
う

田
植
歌 
宇
—
5
—
(1

伝
承
地
下
益
城
郡
富
合
町
援
津 

伝
承
者
紫
垣
タ
ッ
女 

-A
江
戸
の
ヤ
レ
ニ
丁
目
の
ヤ
レ
糸
屋
の
娘 

姉
が
ヤ
レ
二
十

一

ヤレ妹が二十オ 

妹ヤレほしさにヤレ 

ごり
よう
が
さ
あ
て
ー 

いせにゃヤレ七た

び
ヤ
レ
 

く
ま
の
さあど

はた小屋でさまにヤレまい月参る

田
ん
草
取
り
歌 
宇
丨
6
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
曲
野 

伝
承
者
森
下
末
子
大
正

2
年
生
女 

A
腰
の
痛
さ
や
こ
の
田
の
長
さ

四
月
五
月
の
日
の
長
さ 

A
四
月
五
月
は
寝
て

さ
え
眠い 

さ
ぞ
や
様
も
ち
ゃ
眠
た
か
ろ 

A
う
ち
の
親
方
馬
鹿
で
は
な
い
か 

日
が
暮
れ
て
も
あ
が
り
み
ち
ゃ
知
ら
ん 

@
あ
がり
み
ちゃ

=

帰ること

け
し
ね
搗
き
歌

 
宇—
6
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
南
豊
崎 

伝
承
者
藤
本
シ
ヅ
エ
明
治

33
年
生
女

A
ア
ー
ス
ッ
チョス
ッ
チョ 

何
米
つ
か
る
明
日
の
出
立
ち
の
米
つ
か
る 

出
立
ち
米
な
ら
色
白
つ
け
よ
色
が
白
け
り
ゃ
人
が
す
ー
く

田
の
草
取
り
歌 
宇161
(1

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
南
豊
崎 

伝承
者
藤
本
シ
ヅ
エ
明
治

33
年
生
女 

へ
う
た
で
気
の
は
る
や
ー
た
ば
こ
で
わ
す
り
ゅ
う 

と
か
く
た
ば
こ
は
わ
す
れ
草

ハ
ア
ー 
ヨ
ィ
ヨ
ィ

田
の
草
取
り
歌 
宇
丨
7

-
(1

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
南
小
川 

伝
承
者
吉
田
エ
モ
明
治

30
年生女他 

A
日
向
に
ゆ
き
ゃ
る
な
ら 

わ
し
に
ゃ
ひ
ま
お
く
り
や
れ 

ア
ー
ヤ
レ
ヤ
レ
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日
向
は
ア
ラ
名
所
の
じ
ょ
う
ホ
ィ
ど
こ
ろ

ア
ー
ヤ
レ
き
た日
向
え

ア̂―
名
所の
じ
よ
ろ
ホ
ィ
とこ
ろ

田
の
草
取
り
歌

 
宇—
^

-
U

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
北
小
野 

伝
承
者
吉
田
シ
キ
エ
大
正

12
年
生
女 

A
四
月
五
月
の
日
に
や
あ
か
ね
ど
も 

今
の
様
女
な
あ
あ
き
は
て
た 

A
雨
は
し
ゅ
ん
し
ゅ
ん
ぶり
な
あ 

ボ
ン
ボ
ン
鳥
う
め
く 

も
は
や
止
め
ご
ろ
上り
ご
ろ 

A
四
月
五
月
に
や
な
あ
ー 

泣
く
子
が
ほ
し
い 

あ
ぜ
に
腰
か
け
乳
の
ま
そ
う 

A
お
腹
す
い
た
よ
昼
飯
は
ま
だ
か 

や
や
の
そ
い
ね
で
飯
し
や
で
き
ぬ

田
植
ぇ
歌
 

宇It~

⑵

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
南
小
川 

伝
承
者
高
橋
セ
ッ
明
治

28
年
生
女 

へ
ハ
ア
こ
こ
は
ソ
ラ
ソ
ラ
大
事
な
ホ
ン
ナ
コ
テ 

お
も
田
で
こ
ざ
る
よ
ね
ソ
ラ
ホ
ン
ナ
コ
テ 

お
も
田
で
こ
ざ
る

A
ハ
ア
苗
を
こ
ま
か
に
ソ
ラ
こ
ま
さ
し
よ
せ
て 

ホ
ン
ナ
コ
テ
も
と
さ
し
よせて 

A
ハ
ア
酒
を
の
ま
せ
に
や
腰
田
を
お
わ
す

腰
田
お
わ
せ
ば
実
は
な
ら
ぬ

米
す
り
歌
 

宇

-I
⑶

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
南
小
川 

伝
承
者
高
橋
セ
ツ
明
治

28
年
生
女 

A
う
す
は
歌
好
き
歌
わ
に
ゃ
ー
な
ら
ぬ 

歌
で
な
あ
と
の
ご
ば
よ
—

も
ち
ま
あ
し
た
よ
ー

と
の
ご
と
ば
う
た
で
う
た
で
な
ー

と
の
ー
ご
ば
よ
ー
あ
し
た
よ
ー

き
し
ね
つ
き
歌

 

t

-I
⑶

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
南
小
川 

伝
承
者
高
橋
セ
ツ
明
治

28
年
生
女 

A
お
ど
ん
が
け
し
ね
つ
い
て
か
せ
せ
ぬ
も
の
に
ゃ 

お
茶
も
飲
ま
せ
に
ゃ
抱
い
て
ね
ぬ

チヨイチヨイ 

お
茶
は
飲
ま
せ
て
抱
い
て
ね
る
と
は 

そ
ら
う
そ
よ

き
ね
ば
か
る
わ
せ
て
お
い
も
どす
チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ

田
の
草
取
り
歌

 

{if

^

丨
8
丨
Q
.

伝
承
地
下
益
城
郡
豊
野
村
上
郷 

伝
承
者
岩
本
梅
香
大
正

4
年
生
女 

A
腰
の
痛
さ
や
な
あ
こ
の
田
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ
四
月
五
月
は

よ
う
お
う 

日
に
ゃ
あ
か
ね
ど
も
内
の
様
女
に
ゃ
あ
き
は
て
た 

A
歌
も
歌
わ
ず
な
あ
あ
ん
じ
て
ば
か
り
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何
が
心
に
か
か
る
や
ら
あ 

何
が
心
に
な
あ
心
に
何
が 

歌
は
良
か
ば
な
気の
は
れ
て 

A
箱
根
八
里
は
あ
よ
う
お
馬
で
も
越
す
が 

越
す
に
こ
さ
れ
ぬ
大
井
川 

越
す
に
こ
さ
れ
ぬ
大
井
川 

A
雨
の
降
る
時
は
よ、っ
向への
山
は 

松
の
緑
が
そ
よそ
よ
と 

松
の
緑
が
な
あ
緑
が 

松
の
緑
が
そ
よ
そ
よ
と 

A
色の
黒
い
の
が
き
ら
い
な
ら
お
よ
し 

私
し
ゃ
百
姓
の
子
で
ご
ざ
る 

私
し
ゃ
百
姓
の
な
あ
百
姓
の
私
し
ゃ 

私
し
ゃ
百
姓
の
子
で
ご
ざ
る

麦
し
の
歌
 

八
丨
1
1
⑴

伝
承
地
八
代
市
高
小
原
町

伝承者林ユキエ明治

40
年生女他

A
ハ
ー
ア
ー 
コリャコリャ

お
ま
れ
て
な
ら
ぬ
つ
よ
に
ゃ
ど
う
も
な
ら
ぬ 

こ
の
田
植
え
て
も
か
る
か
も
し
ら
ぬ 

誰
が
刈
る
や
ら
い
な
う
や
ら

アー 
コリャコリャ

A
歌
え
歌
え
と
せ
め
か
け
ら
れ
て 

歌
い
か
ゆ
う
か
よ
こ
の
座
で
も 

歌
ば
う
と
て
ぼ
つ
ぼ
つ
や
ろ
や 

歌
は
よ
か
ば
ね
気
が
晴
れ
て

田
の
草
取
り
歌

 
八11
—
(1

伝
承
地
八
代
市
高
小
原
町 

伝承
者
本
田
キ
ク
エ
明
治

36
年生女他 

A
ここはおっなの
おもい田で
ござる 

歌
を
う
た
わ
に
や
虫
が
入
る 

A
歌
ばう
とうて
ぼつ
ぼつ
やろや 

気
か
ら
病
い
が
お
き
ぬ
よ
う
に 

-A
腰
の
痛
さ
よ
こ
の
田
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ

び
や
じ
の
(

麦
し
の
歌
) 

八—
1
丨
⑴

伝
承
地
八
代
市
植
柳
下
町

伝
承
者
野
崎
キ
ミ
エ
大
正

14
年
生
女

A
生
ま
れ
ち
や
な
ら
ぬ

ヨ 

強
に
や
う
ま
れ
ち
や
ど
も
な
ら
ぬ 

A
垣の
外
か
ら
橙
投
げ
た 

今
夜
く
る
と
の
知
ら
せ
か
な 

A
今
夜
く
る
ばョ

ど
の
間
に
寝
る
か
東
納
戸
の
次
の
間
に 

A
東
納
戸
の
次
の
間
に
や 

寝
る
な
朝
寝
し
て
か
ら
出
先
や
な
か

田
植
歌
 

八—
1
—
⑵

伝
承
地
八
代
市
植
柳
下
町

伝
承
者
野
崎
キ
ミ
エ
大
正

14
年
生
女

A
そろたそろたョ 

植
手
が
ァ
ー

t

-
丨
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ア
ソ
ラ
ィ
そ
ろ
た
ーヨ 

白
い
す
げ
笠

赤
腰
ア
ソ
ラ
ィ
ナ
ー
卷で 

A
手
甲
脚
は
ん
に 

かす
り
の
着
物
よ 

植
え
た
早
苗の 

い
きの
よさ 

A
1
穂
稔れ
ば 

千石
稔
る

米
は
お
国
の
神
酒
と
な
る

八
代
麦
篠
節 
八—
1
1
⑵

伝
承
地
八
代
市
古
閑
中
町 

伝承者増田平大正

5
年生男 

A
麦
の
穂
波
は
娘
子
じ
や
な
い
か
よ 

か
ら
の
内
か
ら
気
を
も
め
る 

A
来
い
よ
こ
い
よ
と
麦
笛
吹
け
ば 

あの
娘今夜は
会

ひに
来る 

A
麦
が
色
づ
き
や
あ
の
娘
も
ぅ
れ
る 

泣
い
て
飛
び
立
つ

ひ
ば
り
の
子 

A
主は
参
宮
さ
す
木
庭
の
麦
や
ぅ
れ
る 

誰
の
力
で
麦
や
刈
ろ
か 

A
想
い
出
し
て
は
写
真
を
眺
め
よ 

眺
め
写
真
は
もの
言
わ
ぬ 

-A
俺
も
お
前
も
八
代
生
ま
れ 

燃
えて
火
とな
るハ
ゼもみ
じ

麦
し
の
節 
八—
115

伝
承
地
八
代
市
古
閑
上
町 

伝
承
者
上
村

ス
エ
ノ

大正
2
年
生
女 

A
様
は
参
宮
さ
す
こ
ば
麦
や
ぅ
れ
る 

ソレサツサ

何
の
力
で
麦
や
刈
ろ
か 

ソレサツサ 

段
々
畑の
さ
や
豆
は 

コ
ラ
ー
さ
や
走
れ
ば
み
な
走
る 

私
し
や
お
前
さ
ん
に
つ
い
て
走
る 

ソ
レ
サ
ツ
サ
ー

A
様
と
別
れ
て
松
原
行
け
ば

ソレサツサ

松の露やら涙やら

ソレサツサ

あ
っ
ち
やあ
たり
こ
っ
ち
やあ
たり 

悪
い
根
性
な

コ
ラ
に
く
か
ろ
ば
手
で
あ
た
ん
な 

ソレサツサ

'
麦
は
色
づ
く
西
空
は
く
も
る 

ソレサツサ

木戸
ロ
ちん
ば馬
かけ
通っ
た 

コラ様女じやないか出てみんかい 

お
ど
ん
が
様
ど
ま
ち
ん
ば
ど
ま
別
か
れ
ん 

A
私
は
八
代、
球
磨
川
育
ちヨ 

ソレサツサ

ひ
ょ
ぅ
た
ん
ば
か
り
が
浮
く
も
の
か
い
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コ
ラ
私の
心
も
浮
い
て
き
た 

ソレサツサ

A
な
い
て
く
れ
る
な
山
ほ
と
と
ぎ
す
ヨ 

ソレサツサ

そ
く
行
く
嫁
さ
ん
品
の
よ
さ 

コ
ラ
嫁
さ
ん
ぶ
り
が
よ
く
似
合
ぅ 

ソレサツサ

へ
今
年
や
こ
れ
っ
き
り
ま
た
来
年
は
ヨ
ー

ソレサツサ

山
の
野
原
に
麦
を
打
つ 

ソレサツサ

サツサの

声
聞
い
て
飛
ぼ
ご
と
な
い 

飛
ぼ
ご
た
あ
れ
ど
も
雀
の
裸
っ
子
で 

お
羽
根
が
こ
ざ
ら
ん 

アソレサツサソレサツサ

田
植
え
歌 
八—
3
—
⑴

伝
承
地
八
代
郡
千
丁
町
古
閑
出 

伝
承
者
植
田
タ
ツ
エ
明
治

42
年
生
女 

A
日
向
の
コ
ラ
ー
那
須
山
に

三
年
ほ
ど
エ
ー
ア
ー
ソ
ウ
ラ
イ
ネ
か
よ
た

ー
エ
ー
ヤ
レナ
1 

角
あ
る
エ
ー
石
が
丸
く
エ
ー
ソ
ウ
ラ
イ
ネ
ー
な
る 

角
あ
る
ェ
ー

石
が
丸
く
ェ
ー

ソ
ウ
ラ
イ、̂
—
な
る

田
植
え
歌 
八—
3
丨
⑴

伝
承
地
八
代
郡
千
丁
町
古
閑
出 

伝
承
者
植
田
タ
ッ
エ
明
治

42
年
生
女 

A
思
ぅ
て
な
に
し
ゅ
に
あ
の
や
せ
男 

破
れ
障
子
の
骨
ば
か
り 

A
破
れ
障
子
は
安
気
な
も
の
よ 

様
が
寝
姿
見
て
と
お
る 

A
様
が
寝
姿
狭
間
か
ら
見
れ
ば 

一人
丸
疲の
袖
まく
ら

田
の
草
取
り
歌 
八I
4
丨
U

伝
承
地
八
代
郡
鏡
町
平
島 

伝
承
者
宮
崎
タ
ッ
子
大
正

5
年
生
女 

A
腰
の
痛
さ
よ
ナ
こ
の
田
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ 

A
四月五月のョ日
にゃあかね
ども 

今
の
様
じ
よ
に
ゃ
あ
き
は
て
た 

A
様
が
こ
ん
と
い
ぅ
て
ョ
枕
ば
な
げ
た 

な
げ
た
枕
に
ゃ
と
が
も
な
い 

A
わ
た
し
ゃ
有
佐
の
ナ
ゴ
ザ
打
娘 

朝
も
早
よ
か
ら
ゴ
ザ
や
ゴ
ザ

田
の
草
取
り 
八—
5

丨

Q

伝
承
地
八
代
郡
竜
北
町
鹿
島 

伝
承
者
福
田
ア
キ
エ
大
正
元
年
生
女
他 

~\
腰
の
痛
さ
や
ナ
ー
こ
の
田
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ
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四
月
五
月
の
ナ
ー
日
に
や
あ
か
ね
ど
も 

今
日
の
様
女
に
や
あ
き
は
て
た 

A
雨
は
し
ゅ
ん
し
ゅ
ん
降
り

ナ
ー
ポン
ポ
ン
鳥り
や
お
め
く 

も
は
や
や
め
頃
上り
頃 

上
り
頃
に
は

ナ
ー
もう
少
し
や早
い 

そ
こ
で
お
つ
な
の
笑
い
顔 

A
こ
こ
の
お
つ
な
は
ナ
ー
馬
鹿
そ
う
じ
や
な
い
が 

上り
下
り
の
時
き
や
知
ら
ぬ 

今
夜
き
な
さ
れ

ナ
ー
ば
ば
様
一
人 

耳
も
遠
け
り
や
目
も
う
す
い

田
ん
草
取
り
歌

 
八
丨

6
丨

⑴

伝
承
地
八
代
郡
宮
原
町
今 

伝
承
者
伊
藤
ハ
ス
明
治

33
年
生
女
他 

A
あ
が
り
こ
ろ
に
は
ョ
ー
ま
だ
ま
だ
早
い 

そ
こ
で
お
つ
な
が
笑
い
顔 

A
わ
し
と
あ
な
た
は
ョ
ー
戸
板
の
め
く
り 

う
て
ど
た
た
け
ど
は
ま
り
や
せ
ぬ 

A
あ
ん
た
百
ま
で
私
し
や
九
十
九
ま
で 

と
も
に
白
髪の
は
え
る
まで

麦
搗
き
歌

伝
承
地
八
代
郡
宮
原
町
今 

伝
承
者
有
田
ス
ョ
明
治

39
年
生
女
他 

A
ゴッ
リ
ゴッ
リ
ゴツ
ゴリ 

何
米
搗
き
や
る
明
日
は
様
女
の
出
立
米 

出
立
米
な
ら
色
白
搗
き
や
れ

千
里
奥
山
の
雪
の
ご
と 

麦
に
水
入
れ
糠
ぶ
く
と
き
は 

娘
仕
立て
て
や
る
気
持
ち

田
植
え
歌

伝
承
地
八
代
郡
東
陽
村
北

伝
承
者
中
野
マ
ッ
エ
明
治

31
年
生
女

A
ヤア
ー

こ
こ
は
大
事
な
お
も田
で
ご
ざ
る 

苗
を
こ
ま
か
に
も
と
さ
せ
よ
せ
て

(

右
を
く
り
返
し
歌
つ
て
い
た

)

作
業
歌
 

八—
8
—
⑴

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
栗
木 

伝
承
者
吉
村
務
大
正

11
年
生
男 

A
腰
の
痛
さ
よ
こ
の
田
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ 

A
四
月
五
月
は
寝
て
さ
え
ね
む
い 

さ
ぞ
や
様
持
ち
ゃ
ね
む
か
ろ
ぅ 

A
四
月
五
月
の
日
に
ゃ
あ
か
ね
ど
も 

今
の
様
女
に
ゃ
あ
き
は
て
た 

A
今
夜
く
る
ば
な
ど
の
間
に
寝
や
る 

東
納
戸
の
次
の
間
に 

A
東
納
戸
の
次
の
間
に
寝
る
な 

夜
が
明
け
て
も
出
ざ
き
ゃ
な
い 

A
朝
寝
し
た
と
て、七配す
るな
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着
て
る
着
物
で
巻
い
て
で
る 

A
私
し
ゃ
歌
ず
き
歌
わ
に
ゃ
の
さ
ん 

歌で
ご
器
量
が下
り
ゃ
せ
ぬ 

A
様
女
こ
の
草
切
ろ
ぅ
で
は
な
い
か 

鎌の
切
れ
ぬ
時
き
ゃ
替
え
て
切
る

田
草
取
り
歌 
芦I
1I
⑴

伝
承
地
水
俣
市
久
木
野 

伝
承
者
小
島
嘉
太
男
大
正

2
年
生
男 

A
四
月
五
月
は
寝
て
さ
え
ね
む
い
ハ
ー
ナ
ヨ 

よ
そ
に
様
も
ち
よ
な
お
ね
む
い 

A
あ
な
た
百
ま
で
わ
し
ゃ
九
十
九
ま
で
ハ
ー
ナ
ヨ 

と
も
に
白
髪の
は
ゆ
る
まで 

A
腰
の
痛
さ
よ
せ
ま
ち
の
長
さ
ハ
ー
ナ
ヨ 

四
月
五
月
の

日
の
長さ

オ
木
ひ
よ
ろ
搞
歌 
芦
—
3
1
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
芦
北
町
天
月 

伝
承
者
才
藤
勝
喜
明
治

43
年
生
男
他 

A
月
は
冴
ゆ
れ
ば
思
わ
れ
て
な
ら
ぬ
ナ 

後
が
ナ
ハ
ラ
イ
ナ
思
わ
れ
て
ど
も
な
ら
ぬ

.

.

.

ア
ラ
キ
タ
ロ
バヨ
ラ
シ
ヤ
イ
ミ
チ
バ
タ
ジ
ヤ
ル
ケ
ン 

チ
ヤワ
キ
ヤテ
マ
ッ
ト
ル
チ
ヤ
ジ
ョ
ケ
ニ
ヤ
ウ
メ
ボ
シ 

n

ラシヨイシヨイ

A
今
夜
ひ
よ
ろ
搗
ど
な
た
に
頼
む

ナ 

お
ま
ず
ナ
ハ
ラ
イ
ナ
お
く
せ
ず
や
ら
や
ら
と

.
•

•

ア
ラ
ダ
ン
ダン
バ
タ
ケ
ノ
サ
ヤ
マ
メ
ガコ
リ
ヤ

ヒト
サ
ヤ
ハ
シ
レ
バミ
ナ
ハ
シ
ルワ
タ
シ
ャ
ア
ン
タ
ニ 

ツイテハシルコラシヨイシヨイ

A
今
夜
ひ
ょ
ろ
搗
加
勢
さ
し
た
人
に
ゃ
ナ 

お
茶
ば
な
ハ
ラ
イ
ナ
の
ま
せ
て
だ
い
て
ね
る 

アラ才マエサンバ力リガクラモチカイコリャ 

ワ
タ
シ
モ
モ
ッ
ト
ル

 
マタクラモットル 

コラシヨイシヨイ略
籾
摺
歌
 

芦
1
3
1

⑴

伝
承
地
芦
北
郡
芦
北
町
天
月 

伝
承
者
才
藤
勝
喜
明
治

43
年
生
男

A
唐
臼
よ
ま
え
ま
え 

天
気
も
良
か
れ 

明
日
は
前田
の
粗
を
摺
る 

天
気
よ
け
れ
ば
細
川
さ
ま
の 

お
城
の
太
鼓の
音の
よ
さ

物
搗
き
歌
 

芦—
3
丨
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
芦
北
町
内
野 

伝
承
者
村
上
キ
ク
ノ
女 

A
声
は
す
れ
ど
も
姿
は
み
え
ぬ 

声
は
深
山
の
ほ
と
と
ぎす 

~\
思
い
込
んで
沈
ん
だ 

情
か
く
れ
ば
浮
き
上
が
る 

A
な
ん
ぼ
く
よ
く
よ
川
端
柳 

水
の
流
れ
を
見
て
暮
ら
す
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へ
お
ど
ん
が
若

か
と
き
ゃ吉野に通た 

吉
野
ス
ス
キ
ば
な
び
か
せ
た 

A
今
夜
く
る
ば
な
ど
の
間
に
ね

と
る 

東
納
戸
の
次
の
間
に 

A
東
納
戸
の
次
の
間
ね
て
も 

同
じ
だ
い
どこ
い
の
さ
ま
の
下 

@
だい
どこい=

台所

田
植
え
歌
 

芦—
3
1
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
芦
北
町
大
川
内 

伝
承
者
村
上
キ
ク
ノ
女 

A
寺
に
ゃ
子
が
泣
く
赤
子
が
な
く
よ 

た
ち
よ
り
き
け
ば
お
経
の
御
声 

A
田
で
は
田
の
神
鬼
山
の
神 

う
ち
に
は
恵
比
寿
福
や
大
黒

よし
ん
ぼ
 
^—

1
丨
⑴

伝
承
地
人
吉
市
願
成
寺
町 

伝承
者
銀
杏田
ォ
ス
ミ
大
正

7
年
生
女 

A
よ
し
ん
ぼ
こ
ろ
も
に
な 

も
み
の
う
ら
つ
け
て 

にどたあきるまいな 

よ
い
や
あ
ら
わ
れ
た
ョ
ー
サ
ー
よし
ん
ぼ 

A
く
も
ん
じ
お
寺
に
ゃ
な 

おて
ぼう
き
ゃ
い
ら
ぬ 

鶴女千亀女の
な

よ
い
や
す
そ
ば
わ
き
ヨ
ー
サ

^~

よし
ん
ぼ

田
の
草
取
り
唄

 
球
—
1
1
(6)

伝
承
地
人
吉
市
下
原
田
町 

伝
承
者
荒
毛
ソ
ヲ
明
治

38
年
生
女 

A
腰
の
痛
さ
や
せ
ま
ち
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ 

四月
五月
は渡て
さえねむか 

ほかに様もちゃなおねむい

米
ふ
み
歌
 

球
—
1
1
(6)

伝
承
地
人
吉
市
下
原
田
町 

伝
承
者
荒
毛
ソ
ヲ
明
治

38
年
生
女

A
今夜米ふんで 

か
せ
し
た
人
に
ゃ 

お
茶
をの
ま
せて 

だい
て
ね
る

ひ
えつ
き
く
ず
し

 
^―

1
丨
(8

伝
承
地
人
吉
市
下
原
田
町 

伝
承
者
荒
毛
ソ
ヲ
明
治

38
年
生
女 

へ
青
い
月
夜
に
今
鳴
る
鈴
が 

あ
れ
は
恋
し
大
八
様
よ 

人
目
し
の
ん
で
お
も
て
へ
出
れ
ば 

庭
の
山
し
ょ
ぅ
の
木
に
ゃ
ョ
ー
ホ
ィ 

風
ば
か
り

風
ばかり
よ 

A
む
し
ん
ば
な
ろ
し
て
い
な
な
く
あ
お
よ 

せめて
ひ
と節ひ
えつ
きく
ずし 

受
け
て
き
ら
め
く
し
ば
の
星
は
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花
の
つ
る
と
み
ョ
ー
ホ
イ 

な
く
涙
な
く
涙
よ 

A
固
い
ち
ぎ
り
も
一
夜
の
夢
か 

ま
ま
に
な
ら
な
い
け
ん
ぺ
い
し
ぐ
れ 

ま
た
も
夜
中
よ
み
れ
ん
の
娘
心
の
ョ
ー
ホ
イ 

な
く
涙
な
く
涙
よ

粒
す
り
歌 #―
2

丨

⑴

伝
承
地
球
磨
郡
錦
町
木
上 

伝
承
者
早
田
守
雄
明
治

44
年
生
男 

~\
今
夜
粗
す
り
か
せ
し
た
も
の
は 

お
茶
を
の
ま
せ
て
だ
い
て
ね
る 

-A
か
き
の
外
か
ら
こ
ん
に
ゃ
く
投
げ
た 

今
夜
来
る
と
の
知
ら
せ
か
よ 

A
様
と
わ
か
れ
て
松
原
ゆ
け
ば 

松のつゆやら涙やら 

へ
様
と
わ
か
れ
て
い
つ
あ
い
ま
し
ょ
ぅ
か 

あ
け
て
三
月
茶
つ
み
ご
ろ

よ
し
ん
ぼ #―

2
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
錦
町
木
上 

伝
承
者
早
田
守
雄
明
治
44
年
生
男
 

A
よ
し
ん
ぼ
こ
ろ
む
り
な
コ
ラ
イ 

も
み
の
ぅ
ちつ
き
て 

な
に
と
つ
つ
め
ど
な
ー
コ
ラ
イ 

そ
れ
は
い
ろ
に
で
る
よ
さ
よ
し
ん
ぼ 

A
よしん
ぼよしん
ぼとなコラ
イ

なゆうちやならぬ 

今年し

や
よ
し
ん
ぼの
なコ

ラ
イ 

そ
れ
は
七
年
忌
よ
さ
よ
し
ん
ぼ 

A
こしのいたさにやなコ

ラ
イ 

せ
ま
ちの
長
さ 

四
月
五
月
の
な

ー

コ
ラ
イ 

そ
れ
は
日
の
長
さ
よ
さ
よ
し
ん
ぼ 

A
あきのいなががなコ

ラ
イ 

そ
よ
そ
よ
そ
の
が 

ま
ま
に
な
る
の
が
な

ー

コ
ラ
イ 

そ
れ
は
ま
ち
な
が
さ
よ
さ
よ
し
ん
ぼ

よ
し
ん
ぼ 
球
—
2
1

⑴

伝
承
地
球
磨
郡
錦
町
木
上 

伝
承
者
尾
藤
国
幸明
治

45
年
生
男
 

A
よ
し
ん
ぼ
こ
ろ
も
に
な
—

 
コライ 

も
み
の
う
ら
つ
け
て
な
ん
ど
つ
つ
め
ど
な
ー 

そ
れ
は
い
ろ
に
で
る
オ
ー
サ
よ
し
ん
ぼ 

A
普
門
寺
お
に
わ
に
や
な
ー 

竹
ぼ
う
き
は
い
ら
ぬ
鶴
が
千
亀
女
の
な 

そ
れ
は
す
そ
は
わ
き
オ
ー
サ
よ
し
ん
ぼ 

A
腰
の
痛
さ
よ
な—

 
せ
ま
ちの
長
さ 

四
月
五
月
の
な—

そ
れ
は
日
の
長
さ 

オ
ー
サ
よ
し
ん
ぼ

一 51―



籾
摺
歌
 
T
3
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
小
田
勝
男
明
治

41
年
生
男 

A
あ
あ
今
夜
も
み
す
り
か
せ
し
た
人
に
や 

お
茶
を
の
ま
せ
て
だ
い
て
寝
る 

ア
ア
ごろす
い
ごろす
い 

A
今
年
や
豊
年
穂
に
ほ
が
咲
い
て 

道
の
こ
ぐ
さ
に
米
が
な
る 

ア
ア
ごろす
い
ごろす
い 

A
わ
し
が
ぅ
と
た
い
ば
む
か
い
か
ら 

わ
る
に
歌
じ
や
め
し
や
く
わ
ん
ご
ぜ
じ
や
な
し 

ア
ア
ごろす
い
ごろす
い 

へ
歌
の
上
手
一
に
ん
ょ
り
も

へ
た
の
つ
れ
ぶ
し
や
お
も
し
ろ
や 

ア
ア
ごろす
い
ごろす
い 

A
今
夜
こ
れ
ま
で
も
ぅ
こ
れ
か
ら
は 

好
い
た
様
女
と
寝
る
ば
か
り 

ア
ア
ごろす
い
ごろす
い

田
の
草
取
り
歌 
^—

3I
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上

伝承者椎葉育大正

5
年生他

へ
シ
ヨ
ン
ガァ
ー
バ
バ
達
や
メ
ン
ザ
ン 

好
きで
こ
らい
ー
夕
べ九ツ
今
朝
今
朝
七ツ

ドッコイシヨー
シヨンガエ

1

A
夕
べ
の
九
ツ
に
食
シ
ヨ
ワ
ー
せ
ぬ
が 

今
朝
の
七
ツ
に
食
食
し
よ
し
た

ドッコィシヨー
シヨンガエ一

よ
し
ん
ぼ 
^―

3
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
黒
木
笠
置
明
治

36
年
生 

A
よ
し
ん
ぼ
こ
ろ
も
う
り
の
こ
ら
い 

も
み
の
う
ら
つ
け
て
な
に
と
つ
つ 

め
ど
な
こ
ら
い
そ
れ
は
い
ろ
に
で
る 

オサヨ
よしんぼ

A
よ
し
ん
ぼ
よ
し
ん
ぼ
と
な
あ
こ
ら
い 

な
ゆ
ち
ょ
た
も
な
今
年
し
や 

よ
し
ん
ぼ
の
な
あ
こ
ら
い
そ
れ
は
七
年
忌 

オサヨ
よしんぼ 

-A
ふ
も
ん
寺
お
寺
に
ゃ 

おてぼきやいらぬっるよ 

せ
が
め
じ
ょ
う
が
な
ぁ
こ
ろ
い 

そ
れ
は
す
そ
ば
わ
き 

ォサヨ
よしんぼ

田
草
取
歌 

T
3
丨
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
山
田
フ
デ
明
治

45
年
生
女 

A
よ
し
ん
ぼ
か
ら
も
み
の
も
み
の
裏
つ
け
て 

何
ん
とつ
け
ね
ど
な
あ
ー 

よい
や
色
にで
る 

ォサ
よしんぼ

A
腰
の
痛
さ
よ
な
あ
せ
ま
ち
の
長
さ
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す
かん男
となあ
よいや寝た長さ 

オサ
よし
ん
ぼ

田
の
草
取
り
歌 
^—

4
—

Q
.

伝
承
地
球
磨
郡
免
田
町
永
オ 

伝承者友田重明治

41
年生男他 

A
よ
し
ん
ぼ
衣
に
粗
の
裏
つ
け
て 

二
度
と
着
る
ま
い
あ
ら
わ
れ
た 

オ
サ
ー

よし
ん
ぼ

へ
よ
し
ん
ぼ
よ
し
ん
ぼ
と
名
は
言
ぅ
ち
ゃ
な
ら
ぬ 

今
年
ゃ
よ
し
ん
ぼ
の
七
年
忌 

オ
サ
ー
よ
し
ん
ぼ 

•A
普
門
寺
寺
か
ら
本
町
見
れ
ば 

鶴
女
千
亀
が
出
て
招
く 

ォ
サ
ー
よ
し
ん
ぼ

A
普
門
寺
お
寺
に
ゃ
座
掃
木
は
い
ら
ぬ 

鶴
女
千
亀の
裾
掃
き 

オ
サ
ー
よ
し
ん
ぼ

救
す
り
歌 
^
4̂
—

U

伝
承
地
球
磨
郡
免
田
町
永
オ 

伝
承
者
山
ロ
政
喜
明
治

41
年生男他 

A
月
は
山
辺
に
三
ッ
星
し
ゃ
西
に 

わ
し
と
あ
な
た
は
そ
の
合
い
に 

アラ
ピットコサ

イ
ト

ピ
ッ
ト
コ
サ

イト 

へ
月
の
出
し
ぉ
を
夜
明
け
と
思
っ
て 

様
を
帰
し
て
気
に
か
か
る

A
西
に
様
も
ち
東
に
お
れ
ば 

日
ぐれ日
ぐれ
にゃ思い
出す 

r

お
月
様
の
よ
な
ま
る
様
も
て
ば 

だ
い
て
ね
よ
か
ろ
だ
き
よ
か
ろ

米
ふ
み
歌 #

4
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
免
田
町
黒
田 

伝
承
者
山
ロ
政
喜
明
治

41
年
生
男 

A
思
て
き
た
か
よ
思
わ
で
き
た
か 

わ
た
し
や
ぅ
ら
か
ら
お
も
て
き
た

ヒヨンゴ
 

ヒヨン

n

A
心
か
く
す
な
よ
に
様
も
っ
て 

わ
し
が
の
ぼ
っ
て
く
だ
る
ま
で

ヒヨンコヒヨン

n

A
今夜米ふみさんじよくぼみくぼ 

さ
ん
じ
よ
か
や
せ
ば

さまと
でる

ヒヨン

n

 
ヒヨン！一

籾
摺
歌 
f
 

5
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
宮
原 

伝
承
者
土
肥
吉
雄
大
正
元
年
生
男 

A
赤
い
た
す
き
に
あ
ね
さ
ん
か
ぶ
り
ョ
ー 

今
朝
も
早
よ
か
ら

E
をす
るナ
ー 

A
糠
さ
す
る
な
ら
お
米
に
な
っ
た
ョ
ー 

お
や
じ
は
喜
び
恵
比
寿
顔
ナ
ー 

A
内
じ
ゃ
子
が
泣
く
粗
す
り
ゃ
せ
ん
ば
ョ
ー 

明
日
の
未
掛
け
ま
っ
て
い
る
ナ
ー
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田
の
草
取
り
歌

 
球
—
5

丨

(1

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
宮
原 

伝
承
者
中
神
九
州
男
大
正

3
年
生
男 

A
シ
ヨ
ン
ガ
畑の
ま
ん
中
頃
で 

せ
き
だ
く
ろ
ち
ゅ
て
だ
ま
さ
れ
た

ド
ッ
コ
イ
シヨ
シヨ
ン
ガエ
ー

A
腰
の
い
た
さ
や
献
町
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ 

A
歌
の
上
手
に
踊
り
子
が
そ
ろ
た 

今
年
豊
年
祈
り
ま
す

草
取
り
よ
し
ん
ぼ

 
球
丨
5
—
(2

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
岡
本 

伝承者福屋賢大正

5
年生男 

A
よ
し
ん
ぼ
よ
し
ん
ぼ
う
で
な
あ 

日
傘
み
の
き
て
草
を
と
る 

A
よ
し
ん
ぼ
よ
し
ん
ぼ
う
で
な
あ 

出
来
が
良
い
ば
な
ほ
ん
に
よ
か 

A
よ
し
ん
ぼ
よ
し
ん
ぼ
う
で
な
あ 

あ
と
は
穂
の
出
を
ま
つ
ば
か
り 

A
よ
し
ん
ぼ
ー
よ
し
ん
ぼ
う
で
な
あ 

今
年
し
ゃ
豊
年
た
の
み
ま
す

田
の
草
取
り
歌

 
球
丨
6

丨

U

伝
承
地
球
磨
郡
多
良
木
町
久
米 

伝
承
者
源
島
豊
記
明
治

31
年
生
男 

A
し
よ
ん
が
畑
の
ま
ん
中
ご
ろ
で

せ
き
だ
く
り
ゆ
ち
ゆ
ぅ
て
だ
ま
さ
れ
た 

A
よん
べよびゃあ
どんが猫踏み殺れた 

娘
は
か
せ
ど
も
猫
は
も
ど
せ 

へ
シ
ヨ
ン
ガ
ば
あ
さ
ん
は
め
い
ざ
ん
も
ち
好
き
で 

よん
べここのつ
今朝またななつ 

へ
よ
ん
べの
こ
こ
の
つ
に
や
し
ょ
く
し
ょ
は
せ
ね
ど 

今
朝
の
な
な
つ
に
し
ょ
く
し
ょ
し
た

シ
ヨ
ン
ガ
節

 
T
6
丨
⑴

伝
承
地
球
麽
郡
多
良
木
町
奥
野 

伝
承
者
築
紫
辰
己
大
正

5
年
生
男 

A
腰
の
痛
さ
よ
せ
ま
ち
の
長
さ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ 

アラドッ

コイ
セシヨンガエ

I 

A
四
月
五
月
は
ね
て
さ
え
ね
む
い 

さ
ぞ
や
ね
む
か
ろ
サ
ー
妻
も
ち
は 

A
お
前
百
ま
で
わ
し
ゃ
九
十
九
ま
で 

共
に
し
ら
がの
は
え
る
まで 

A
シヨンガ畑の真ん中ごろで 

せ
き
だ
く
り
ゆ
ち
ゆ
ぅ
て
だ
ま
さ
れ
た 

A
せきだちやらちやら小唄で
かえる 

ど
こ
の
忍
び
の
か
え
り
や
ら

よ
し
ん
ぼ
が
かり

 
球
丨
7

—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
湯
前
町
下
里 

伝
承
者
中
嶋
清
ニ
男 

A
普
門
寺
が
け
か
ら
元
本
を
見
れ
ば
ー
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鶴
女
千
亀
女
が
出
て
招
く 

ヨ
サ
ノ
ー
よし
ん
ぼ

A
普
門
寺
庭
に
は
高
ぼ
う
き
や
い
ら
ぬ
ー 

鶴
女
千
龜
女
が
な
ー
す
そ
ば
わ
き
ー 

ヨ
サ
ー
よし
ん
ぼ

A
よ
し
ん
ぼ
よ
し
ん
ぼ
と
名
は
言
う
ち
や
く
れ
な
ー 

や
か
て
よ
し
ん
ぼ
う
も
役
上
り
ー 

ヨ
サ
ー
よ
し
ん
ぼう

稗
摘
き
節 
T
8I
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
水
上
村
湯
山 

伝
承
者
岡
本
ナ
カ
エ
大
正

15
年
生
女 

へ
庭
の
山
し
ょ
の
木
な
る
鈴
か
け
て
よ—
ほ
ー
ホ
イ 

鈴
の
な
る
と
き
や
出
て
お
じ

や
れ
よ

I 

コラ
イサ
ー
 

ノサツサ 

A
那
須
の
大
八
鶴
富
お
い
て
よ
ー
ホ
イ 

椎
葉
た
つ
と
き
や
ー
目
に
涙
だ
よ 

A
あ
と
に
の
こ
り
し
鶴
富
姫
は
よ
ー
ホ
イ 

月
を
な
が
め
て
し
の
び
な
き
よ
ー

ウスヨシキネヨシアイテモナオヨシムケンデナルカイ

スツトン

 
スツトン

 
スツトン

 
スツトン

田
の
草
取
り
歌 
^~

8
丨

U

伝
承
地
球
磨
郡
水
上
村
湯
山

伝
承
者
黒
木
ツ
ル
エ
大
正

9
年
生
女

A
こ
しの
痛
さ
や 

せ
ま
ちの
な
が
さ

四
月
五
月
の
日
の
な
が
さ 

n

ラ
イn

ライ 

A
シ
ョ
ン
ば
ば
た
ち
や 

や
き
も
ち
好
きで 

よ
ん
べ
九
つ
け
さ
ま
た
七
つ 

~\
お
ど
ん
が
若
い
と
き
は 

そで
までひかれ 

今
じ
や
孫
か
ら
手
を
ひ
か
れ

親
す
り
歌 
^-
9
—

U

伝
承
地
球
磨
郡
須
恵
村
平
山 

伝
承
者
平
野
美
代
土
明
治

37
年
生
男 

~\
今
夜
も
み
す
り
音
聞
い
て
き
や
れ 

音
の
せ
ん
と
き
や
入
れ
る
と
き 

A
姉
の
茶
碗
は
投
げ
て
も
割
れ
ぬ 

妹
茶
碗
は
寝
て
割
れ
た

よ
し
ん
ぼ 
-̂

11
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
相
良
村
川
辺 

伝
承
者
永
田
熊
記
明
治

38
年
生
男 

A
あ
き
の
お
な
ご
に
な
な
く
し
ん
く
る
ろ
ど
り 

い
な
ばま
き
よせ
なこ
れ
はす
を
かけ
た 

ヨサヨシンボ

A
こしやくてるおごいななかそめわけて 

さまにさんざわしやにしやく 

ヨサヨシンボ

―〇5 ―



籾
つ
き
歌
 

天—
2
—
⑴

伝
承
地
牛
深
市
深
海
町
下
平 

伝
承
者
村
崎
為
之
明
治

34
年
生
男
他 

A
も
ん
ばつ
い
て
加
勢
さ
い
た
人
に
ゃ 

豆
の
出
た
か
ら
さ
や
な
が
ら 

A
思
い
出
し
ゃ
ど
う
や
ら
ど
う
や
ら 

心の
あ
じ
き
な
や 

A
思
い
が
け
な
や
ま
た
文
も
ろ
た 

わし
ぞ
や
ろ
こ
て
あ
な
た
か
ら 

A
裏
の
ザ
ボ
ン
の
木
鈴
か
け
置
い
て 

鈴
が
鳴
る
時
ゃ
出
て
ご
ざ
れ 

A
思
う
て
き
た

もね
門
つ
め
ら
れ
た 

門
の
つ
め
ょ
が
早
ょ
ご
ざ
る 

A
門
の
外
か
ら
九
年
母
投
げて 

九
年
待
て
と
の
知
ら
せ
か
な 

A
様
は
山
野
の
三
日
月
さ
ん
に 

宵
に
ち
ら
り
と
見
た
ば
か
り 

A
お
月
様
さえ
夜
歩
き
な
さ
る 

様
が
夜
歩
き
ゃ
無
理
は

な
い 

中
略

A
今
度
の
く
ぼ
は
仕
舞
い
の
く
ぼ 

臼
も
休
ま
り
ゆ
身
も
休
む

田
端
の
田
植
歌

伝
承
地
天
草
郡
大
矢
野
町
上 

伝
承
者
坂
田
初
太
郎
昭
和

4
年
生
男
他 

A
ハ
ー
ひ
と
つ
歌
い
ま
し
よ
は
ば
か
り

は
ば
か
り
な
が
ら
よ
歌
の 

ヤレー
も
ん
と
は
知
ら
ね
ど
も 

A
ハ
ー
こ
こ
は
お
お
か
ん
端
お
つ
な
の 

主
田
で
ご
ざ
る
よ
株
を 

ヤ
レ
ー
撤
え
て
た
の
み
ま
す 

A
ハ
ー
か
わ
い
そ
う
だ
よ
白
歯で 

白
歯
で
身
も
ち
よ
笹
に 

ヤレ—
積
む
雪
や
歯
を
か
く
す 

A
ハ
ー
年
は
と
ら
ね
どま
さ
かの 

ま
さ
か
の
時
は
よ
貴
方 

ヤ
レ—
お
顔
は
よ
ごし
ゃ
せ
ぬ 

A
ハ
ー
さ
ま
が
三
度
笠押
し
あ
げて 

押
し
上
げ
て
か
ぶ
れ
少
し
ゃ 

ヤレー
お
顔
が
見
と
う
ご
ざ
る 

略
江
後
雨
乞い
踊
り

伝
承
地
天
草
郡
大
矢
野
町
中 

伝
承
者
小
幡
茂
明
治

43
年
生
男
他 

A
雨
乞
い
の
じ
ゃ
振
り
息
子
も
た
ん
か
ど
め 

A
雨
降
れ
ふ
れ
に
ゃ
雨
が
降
つ
た
ら
満
作
じ
ゃ 

A
西ゃ雨かけた東ゃダンチョダンチョネ 

A
島
原
ん
子
供
の
言
う
こ
と
に
ゃ
ち
い
に
米
く
わ
ん
ち
ん
米
く
わ
ん
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田
の
草
取
り
歌 
天—
11
—

U

伝
承
地
天
草
郡
新
和
町
小
宮
地 

伝
承
者
渡
辺
セ
ョ
明
治

43
年
生
女 

へ
好
い
た
様
女
に
取
ら
せ
る
草
は 

ご
ばし
い
も
草
ほ
とけ
草 

-̂

丨
力
ド
ーカ 

A
好
か
ん
様
女
に
取
ら
せ
る
草
は 

い
がや
まるす
げとんの
し
た 

A
様
は
三
十
六
わ
た
し
ゃ
十
六 

よ
け
に
ゃ
違
わ
ぬ
二
十
違
ぅ 

A
思
い
な
さ
る
な
あ
の
や
せ
男 

破
れ
こ
し
ょ
ぅ
じ
の
骨
ば
か
り 

~\
様
を
見
る
ち
ゅ
て
の
ば
で
目
ば
つ
い
た 

様
は
目
の
毒
気
に
ゃ
薬

田
の
草
取
り
歌 
天
丨
14
丨
⑴

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
高
浜 

伝
承
者
笠
ミ
ョ
エ
明
治

41
年
生
女 

A
腰
の
い
た
さ
よ
せ
ま
つ
の
広
さ
よ 

四
月
五
月
の
日
の
長
さ
よ

アドッコィドッコィ

A
私
し
ゃ
山
鳥
よ
子
が
あ
る
ゆ
え
に
よ 

出
る
に
出
ら
れ
ぬ
こ
の
森
を
よ 

r

い
い
ち
ゃ
盆
の
来
て
よ
麦
米
ま
ぜ
て
よ 

あ
い
に
や
さ
さ
げ
ば
ふ
り
ま
ぜ
て
よ 

@

いいちや=

いつか 

@
あい
にや=

間には

田
の
草
取
り
歌 
天
—
15
—
m

伝
承
地
天
草
郡
河
浦
町
一
町
田 

伝
承
者
林
マ
ッ
ノ
大
正

4
年
生
女 

A
四月
五月
はねて
さえねむか 

いくら
様
も
ち
の
ね
む
か
ろ
よ 

m

 I
 vm

 v

~\
あ
な
た
三
十
六
わ
し
ゃ
た
だ
し
十
六 

よ
け
い
に
ゃ
違
わ
ぬ
二
十
違
ぅ 

A
おどみゃおらんばなこの家にゃおらぬ 

お
つ
て
な
に
し
ゅ
か
に
く
ま
れ
て 

A
あなた百まで
わしゃ九十九まで 

と
も
に
白
髪
の
は
え
る
ま
で 

A
仕
事
苦
に
し
て
泣
く
よ
り
も 

歌
で
や
ん
な
さ
れ
こ
ん
く
ら
い
の
仕
事

ニ
、

山
樵
に
関
す
る
も
の
⑻

木
挽
歌 
阿—
2
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
竹
原 

伝
承
者
佐
藤
シ
ゲ
モ
明
治

32
年
生
女 

A
山
で
子
が
泣
く
山
師
の
子
じ
ゃ
ろ 

ど
こ
で
育
ち
ゅ
か
山
小
屋
で 

A
木
挽
女
房
に
ゃ
な
る
な
よ
娘 

仲
の
良
い
木
を
引
き
わ
け
る 

A
木
挽
女
房
に
ゃ
な
れ
な
れ
妹 

米
の
ま
ま
く
て
昼
寝す
る 

へ
木
挽
女
房
に
ゃ
な
る
な
よ
妹
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妹
だ
ま
し
て
姉
が
な
る

木
挽
き
歌 

■ W'—

1
丨
⑴

伝
承
地
宇
土
市
岩
古
曽
町
上
古
閑 

伝
承
者
那
須
わ
か
い
明
治

41
年
生
他 

~\
ア
ー
山
に
泣
く
子
は
木
挽
き
の
子
じ
や
ろ
ア
ラ
シ
ヨ
ィ 

木
挽
き
や
子
は
な
い
鋸
の
声 

ア
ー 
ヒ
ート
ケ
 

バ
ー
ト
ゲ 

へ
ア
ー
木
挽
き
さ
ん
達
ぁ
大
名
の
位
ア
ラ
シ
ヨ
ィ 

高
い
所
に
陣
を
と
る

A
大
工
さ
ん
よ
り
木
挽
き
さ
ん
が
に
く
い

ア
ラ
シ
ヨ
ィ 

仲
の
よ
い
木
を
ひ
き
わ
け
る

木
挽
歌 

■ W'―

^

—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
小
川 

伝
承
者
吉
田
エ
モ
明
治

30
年生女他 

A
山
で
泣
く
子
は
山
師
の
コ
ラ
子
だ
ろ 

山
師
や
子
は
な
い
の
こ
の
音 

ハ
ー
サ
ッ
サ
ィ
ヤ
ッ
サ
ィ 

A
思
い
出
す
ば
な
日
に
や
二
度
三
度 

月
に
や百
ど
も
二
百
ど
も

木
挽
歌 
宇一

8I
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
豊
野
村
中
間 

伝
承
者
前
田
義
勝
明
治

44
年
生
男 

A
ハア
ー
山
師
さ
ん
達
や
山
か
ら
山
へ 

こ
ら
え
こ
ら
え
て
渡
り
や
ん
せ
え
ー

こ
ら
え
こ
ら
えて

 
こ
らえて 

こ
ら
え
こ
ら
え
て
渡
り
や
ん
せ
え
ー 

A
は
あ
大
工
さ
ん
より
こ
び
き
さ
ん
が
に
く
い 

か
た
い
な
か
を
ば
ひ
き
わ
け
る 

ア
1
3
シヨ
シ

A
ハ
ア
ー
佐
會
そ
う
ご
ろ
う
は
誰
よ
り
も 

さ
ま
に
わ
た
り
が
つ
ろ
う
ご
ざ
る 

ア
ー
ヨ
シヨ
シ

木
挽
き
歌 
八—
1
—
⑵

伝
承
地
八
代
市
古
閑
上
町 

伝
承
者
上
村ス
エ
ノ
大
正

2
年
生
女 

へ
ヤ
ー
レ
木
挽
き
さ
ん
達
は
山
か
ら
山
へ 

竹の柱にかやの屋根

ア
ジ

ー

ト

コ

バ
ー

ト
コ

-̂

丨
レ
山
で
切
る
木
は
た
く
さ
ん
あ
れ
ど 

思
い
切
る
気
は
さ
ら
に
な
い 

A
ヤ
ー
レ
一
山
ニ
山
三
山
越
え
り
や 

向
こ
う
の
山
か
ら
手
を
招
く 

AJf
-

丨
レ
山
で
泣
く
子
は
木
び
き
さ
ん
の
子
じ
や
ろ 

木
び
き
は
子
は
な
い
の
こ
の
音 

へ
ヤ
ー
レ
大
工
さ
ん
よ
り
や
木
び
き
さ
ん
が
に
く
い 

仲
の
良
い
木
を
ひ
き
わ
け
る
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木
お
ろ
し
歌

 
八—
8
—
⑴

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
久
連
子 

伝
承
者
嶽
本
重
信
明
治

37
年
生
男
他

(

朝
の
祈
り
の
歌
)

~\
今
朝
の
や
朝
日
さ
ま
白
銀
黄
金
の
お
ん
み
に
ま
し
ま
す 

お
ん
か
み
様
な
れ
ば
み
だ
の
お
ん
こ
う
で
ほ
う
も
き
ら
わ
ぬ 

—

レ木おろしの
木おろしの
み
ちはあさの
み
ちは 

の
ぼ
る
が
み
ち
よ

オ
ー
オ
わ
が
宿
も
と
ま
で
も
て
を
と
り
教
え
下
さ
る 

お
ん
か
み
さ
ま
な
れ
ば 

わ
が
お
ん
か
み
さ
ま
と
お
ん
た
て
ま
つ
る 

略

(

作
業
の
歌
)

春
の
力
す
み
は
み
る
ま
い
も
の
よ 

み
れ
ば
目
の
ど
く
た
し
ょ
う
の
妻
こ
い
し 

(

枝
か
ら
枝
へ
う
つ
る
時
の
歌

)

こ
の
道
は
神
様
よ
り
教
え
く
だ
さ
り
ま
し
た 

道
の
こ
と
な
ら
ば
道
に
し
さ
い
は
あ
る
ま
い
よ

木
挽
き
歌
 

芦—
1
1
{1

伝
承
地
水
俣
市
久
木
野 

伝
承
者
小
島
嘉
太
男
大
正

2
年
生
男 

A
木
挽
さ
ん
た
ち
ゃ
山
か
ら
山
に 

花の都にや縁がない 

A
山
で
児
が
な
く
山
師
の
児
じ
や
ろ 

ほ
か
に
泣
く
児
が
あ
る
じ
や
な
し 

へ
の
こ
と
や
す
り
と
流
れ
て
く
だ
る

どこ
の
木
挽
さ
ん
が死
ん
だ
や
ら 

A
大
工
さ
ん
よ
り
木
挽
さ
ん
が
に
く
い 

仲
の
よ
い
木
を
ひ
き
わ
け
る 

アーヤレノコサガレチンセンナアガレ 

ゴシゴシ 
©
チン
セン=

賃銭

肥
後
の
木
挽
き
唄

 
f
1
—
⑴

伝
承
地
人
吉
市
願
成
寺
町 

伝承
者
銀
杏田
ォス
ミ
大
正

7
年
生
女 

A
ハ
ア
ー
木
挽
女
房
に
ゃ
な
る
な
よ
娘 

花
の
さ
か
り
も
山
小
屋
に

ハ
ア
ニ
ィ—

^
コ

パ
ートコ

•A
ハ
ア
ー
色
が
黒
く
て
な
す
び
の
よ
ぅ
で
も 

白
い
ま
ん
ま
の
は
な
に
そ
ぅ 

-A
ハ
ア
ー
木
挽
さ
ん
と
は
し
ら
ず
に
ほ
れ
た 

仲
の
よ
い
の
を
ひ
き
わ
け
る

木
挽
き
歌
 

球
1
3
—
Q
.

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
山
本
ユ
キ
モ
明
治

44
年
生
女 

"\
大
工
さ
ん
よ
り
こ
び
き
さ
ん
が
に
く
い 

仲
の
良
い
の
を
ひ
き
さ
け
る 

チ
ートコ
 

パ—

コ

へ
木
挽
さ
ん
た
ち
ゃ
山
か
ら
山
へ 

花
の
都
に
ゃ
縁
が
な
い

チッコイドッコイ
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A
山
で
子
が
泣
く
山
師
の
子
じ
や
ろ 

山
師
や
男
じ
や
つ
で
子
は
も
た
ぬ 

チ
丨トコ

 
パ—
トコラ

山
行
き
歌 
^~

4
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
免
田
町
永
オ 

伝
承
者
山
ロ
政
喜
明
治

41
年
生
男 

へアラ山にどま行かんきやよい

山
に
行
く
ち
ゅ
て
茶
の
子
す
る
よ
い 

A
アラ山師や木のかげ主しやかやのかげよい 

わ
し
と
あ
な
た
は
そ
の
あ
い
に
よ
い 

A
ア
ラ
山
で
切
る
木
は
か
ず
か
ず
あ
れ
ど
よ
い 

思
い
切
る
き
は
さ
ら
に
な
い

山
行
き
歌 
^
^
5
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
岡
本 

伝承者福屋賢大正

5
年生男 

A
お
前
山
ど
ま
行
か
ん
か
よ
ー 

お
ど
ま
今
朝
ど
ま
四
時
お
き
た
ヨ
ー 

A
山
で
昼
寝
す
る
時
木
の
根
が
枕
よ
ー 

木
の
根
は
ず
せ
ば
石
ま
く
ら
ョ
ー 

A
き
れ
た
む
く
ら
が
何
坪
と
ら
に
よ
ー 

今
年
し
や
と
る
気
で
が
ん
ば
ろ
ヨ
ー

木
挽
き
歌 
-̂
6
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
多
良
木
町
久
米 

伝
承
者
源
島
豊
記
明
治

31
年
生
男 

"\
木
挽
き
木
挽
き
と
み
か
ぎ
り
や
す
る
な 

あ
す
は
天下
の
ご
ようの
板 

A
山
で
切
る
木
は
た
く
さ
ん
あ
れ
ど 

思
い
き
る
木
は
さ
ら
に
な
い 

A
山
で
子
が
泣
く
山
師
の
子
じ
や
ろ 

山
師
や
男
で
子
は
も
た
ん 

A
山
師
や
八
丁
目
の
板
小
屋
に
お
れ
ど 

小
判
な
ら
ベ
て
女
郎
か
う

木
挽
き
歌 
#
-
8
-

⑴

伝
承
地
球
磨
郡
水
上
村
湯
山 

伝
承
者
那
須
菊
松
大
正

11
年
生
男 

A
ヤ
ア
ー
レ
谷
間
谷
間
に
こ
だ
ま
は
か
え
る 

あ
れ
は
日
向
の
こ
び
き
さ
ん
よ 

ア
ー
チ
ィ
ト
コ
パ
ートコ

A
ヤ
ア
ー
レ
山
師
さ
ん
た
ち
や
山
か
ら
山
へ

山
師ややもめで
子は
もたぬ 

A
ヤ
ア
ー
レ
ゆ
ん
ベ
み
た
ゆ
め
も
う
一
度
み
た
い 

里で
妻
子
の
待つ
ゆ
め
を

木
挽
き
歌 
#
-
9
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
須
恵
村
平
山 

伝
承
者
平
野
美
代
土
明
治

37
年
生
男 

へ
ハ
ア
ー
山
に
や
お
れ

ど
も
る
し
ま
の
こ
び
き

―6〇 一
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小
判
な
ら
ベ
て
女
郎
か
ぅ 

ア丨ドキヨイドキヨイ 

A
ハ
ア
ー
こ
び
き
さ
ん
た
ち
ゃ
山
か
ら
山
に 

花
の
み
や
こ
に
ゃ
え
ん
が
な
し 

姉
が
さ
す
な
ら
妹
も
さ
さ
に
ゃ 

同
じ
じ
や
の
目
の
か
ら
か
さ
を 

へ
ハ
ア
ー
思
い
出
し
て
は
写
真
を
な
が
め 

な
が
め
写
真
が
.

もの
言
わ
ぬ 

あ
な
た
百
ま
で
私
し
ゃ
九
十
九
ま
で 

髪
に
白
髪の
は
え
る
ま
で

木
挽
き
歌
 #~

11
I
(2

伝
承
地
球
磨
郡
相
良
村
深
水 

伝承者平野学大正元年生男 

A
ヤ
ー
レ
イ
山
で
子
が
泣
く
山
師
の
子
じ
ゃ
ろ 

他
に
な
く
子
が
え
あ
る
じ
ゃ
な
し

ノ
ー

チ
ート

n

 
パ
ー
トn

 

A
ハ
ア
ー
山
で
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
す
り
ゃ
ね 

木
の
根
が
ま
く
ら 

木
の
根
は
ず
せ
ば
石
ま
く
ら

ハ―

ヤレヒケソレヒケ 

ドツキユウドツキユウ

木
挽
き
歌
 
T

12
丨
⑸

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
小
鶴 

伝
承
者
三
浦
一
雄
昭
和

3
年
生
男 

へ
ヤ
ア
レ
木
挽
き
す
る
な
ら
五
木
に
来
や
れ

は
ちり
ま
ふう
の
山の
中 

アサンブンサカレバ 

ジョウノコジョウノコ 

~\
ヤア
レ
い
つ
か
い
に
か
い
さ
ん
か
い 

白いとで
まねく 

姉
ごま
ね
く
な銭
が
ない 

アーゴッシンゴッシン 

へヤアレ山で子が泣く木挽の子かい

木挽きゃやまもめ子はもたぬ 

アー
 

ノ
コ

サガライサガライ

木
場
ずり
歌

 
-̂

12
—
(5)

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
小
鶴 

伝
承
者
三
浦

I

雄昭和

3
年生男 

A
つ
ま
れ
こ
ずれ
お
や
じの
た
い
どで 

ヨ
イ
ヤ
ラ nv

へ
オ
丨
イ
これから始まる山師の立日楽 

ョイヤラコイ

~\
エ
昔
ゃ
名
も
あ
る
さ
む
ら
い
な
れ
ど 

今じゃ世にうすれしさんかい 

ヨ
イ
ヤ
ラ n

—

イ

A
ョーイこいやれこいしこ
がね 

うの
鳥見やんせ 

鮎
を
く
わ
え
て
あ
ら
瀬
ば
の
ぼ
る 

m

イ
ヤ
ラ n

丨
イ

―〇1―



木
お
ろ
し
歌

 
-̂

12
|

(5)

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
小
鶴 

伝
承
者
三
浦
一
雄
昭
和

3
年
生
男 

A
今
日
は
朝
か
ら
天
気
は
よ
い
が
よ 

き
の
う
の
し
め
り
で
足
も
と
す
ベ
る 

だれ
も
どな
た
も用
心なされ 

ヤ
ィ

-

-̂
丨

A
向
こ
う
の
松
山
で
な
ば
と
る
娘
よ 

こ
ず
ま
か
ら
げ
て
し
お
ら
し
さ 

おら
がかかとは
だんちがい 

A
枝
は
切
れ
て
も
用
心
な
さ
れ
よ 

わ
か
れ
か
ず
ら
の
も
ど
り
が
こ
わ
い 

山
の
神
さ
ま
お
守
り
頼
む 

A
お
れ
は
木
お
ろ
し
山
の
神
の
け
ら
い
よ 

天
狗
ど
ん
な
ら
ご
ろ
し
か
ぎ
や
い
や
ん
が 

か
ぎ
を
頼
り
に
今
日
の
日
も
く
れ
た 

A
今
日
も
御
無
事
で
木
お
ろ
し
や
す
ん
だ
よ 

うちじやかかさが世話して
待つ
よ 

ど
れ
も
ど
な
た
も
そ
う
じ
や

ま
た
あ
し
た

木
挽
き
歌
 

〒

12
丨
(5)

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
甲 

伝
承
者
西
村
キ
ク
エ
大
正

3
年
生
女 

A
ヤ
ー
レ
ー
山
は
吹
雪
よ
の
こ
と

ぐ
音
も 

木
こ
り
木
こ
り
と
音
が
す
る 

-A
ヤ
ー
レ
ー
娘
や
る
な
よ
木
挽
き
の
嫁
に

や 

花
の
さ
か
り
を
山
暮
ら
し

A
ヤ
ー
レ
ー
山
で
子
が
泣
く
山
師
の
子
じ
ゃ
ろ 

ほ
か
に
泣
く
子
が
あ
る
じ
ゃ
な
し

木
や
り
歌
 
f

12
l

(6)

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
内
谷 

伝承者吉松保昭和

2
年生男 

~\
こ
こ
は
く
ぼ
山
と
が
松
も
み
か 

朝
か
ら
晚
ま
で
調
子
を
合
せ
て 

3
丨
ン
ト

 n

リ
ャ

へ
ひ
か
ぬ
や
つ
な
ら
こ
し
が
さ
高
い
ぞ 

A
おかから土場まで
な
びけな
びけ 

•A
正
月
仏で
花
も
ちあ
げ
ろ 

若
い
衆
そ
こ
ひ
け
つ
る
が
死
ん
だ
ぞ 

若い衆頼むぞ頼むぞ若い衆 

A
か
ま
し
集
ま
れ
お
や
じ
の
大
病
だ 

A
山
か
ら
谷
ま
で
調
子
を
合
せ
て 

AI
寸
ず
つ
で
も
十
や
り
に
ゃ
尺
だ
よ 

A
若い衆そこひけそこひきゃかわいぞ 

A
大
き
な
材
に
は
大
き
な
声
し
て 

A
こいつはしぶといぞ 

A
つ
るこ
ひ
とつ
が
頼
み
の
船頭
か
い

木
お
ろ
し
歌

 
#
-

12
丨
(7)

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
下
梶
原 

伝
承
者
石
田
末
記
大
正

8
年
生
男 

~\
朝
の
し
で
お
り
ゃ
お
り
よ
が
ご
ざ
る 

三ふし
五もんにおれ
ばよい
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A
今
日
は
日
も
よ
し
く
も
ら
ず
て
ら
ず 

あ
け
た
よ
の
ご
と
お
だ
や
か
れ 

A
声
は
す
れ
ど
も
姿
は
見
え
ぬ 

あ
れ
は
ふ
か
の
の
き
じ
の
鳥 

A
こぎりゃおじがする若いしよがおろす 

若
い
し
よ
た
の
ま
に
ゃ
こ
の
こ
ば
ん
し
よ
は
お
ち
ぬ 

A
か
え
れ
か
え
れ
山
の
神
か
え
れ 

も
と
の
え
づ
く
へ
は
や
ひ
き
か
え
れ

木
お
ろ
し
歌

 
#
-

13
丨
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
山
江
村
万
江 

伝
承
者
橋
本
功
大
正

14
年
生
男 

A
今
日
は
日
も
よ
し
彼
岸
の
ち
ゆ
ぅ
に
ち 

お
ろ
し
下
さ
れ
イ
ヤ

 |

の
枝 

A
一の枝より
ィヤニの
枝より
も 

三の
小枝がィヤ邪
魔
をす
る 

A
今
日
は
終
り
か
ら
あ
し
た
は
どこ
や 

あすのてす
どイヤくちしだい 

A
さ
ま
に
も
ろ
た
よ
イ
ヤ
や
つ
お
の
せ
き
だ 

ふめばなのへるイヤふまねばくさる

木
場
ずり
歌

 
f

13
丨
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
山
江
村
万
江 

伝
承
者
橋
本
功
大
正

14
年
生
男

A
ヨ
イ
ト
コ
リ
ャ 
ヨイヤサ丨ノ 

n

イn

イ
ダ

ソ n

イ
トn

丨リャ 

ひ
き
出
せ
ヨ
イ
ト
コ

~
リヤ

こ
の
一
番
の
大
材
木
だ

ヨ
ィ
ヤ
コ
リ
ャ 
ヨ
ィ
ヤ
サ
—
ノ 
ヨ
ィ
ヤ
コ
—
リ
ャ

A
出せ出せおせ 

こ
の
山
一
番
の
こ
の
お
ぅ
どこ
え
た 

A
こ
の
坂
越
え
た
峠
の
茶
屋
じ
や 

何
の
茶
屋
じ
や
お
茶
屋
じ
や
な
い
か
よ 

娘
の
色
は
赤
く
て
こ
ま
る

浦
野
の
木
挽
き
歌

 
-̂

14
丨
⑷

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
渡 

伝承者浦野岬大正

2
年生男 

A
ヤレ木挽さん達やいつ
きて見て
も 

仲
の
良
い
木
を
引
き
分
け
る 

A
ヤレ山
師さん達や山から山で 

里の祭にや縁がない 

A
ヤレ山で
泣く子は山師の子じやろ 

ほ
か
に
泣
く
子
が
あ
る
じ
や
な
し

魚
貫
草
別
り
歌

 
天—
21
(1

伝
承
地
牛
深
市
魚
貫
町
池
田 

伝承
者
池田
ハ
ル
ノ
明
治

37
年
生
女 

A
ア
ア
ー
麦
は
穂
が
で
る
ボ
ラ
舟
は
帰
る 

何
を
楽
し
み
麦
か
ろ
か 

A
ア
ア
ー
草
は
刈
り
刈
り
長
山
び
ら
で 

沖の波見りや思い出す 

A
ァ
ァ
ー
前
の
赤
島
荒
波
た
と
ぅ
が 

みさおかえない浜の松

―〇3 ―



A
ア
ア
ー
魚
貫
崎
に
は
白
波
は
た
え
ぬ 

わ
し
が
む
ね
に
は
せ
は
た
た
ぬ 

A
ア
ア
ー
沖
の
瀬
中
ん
瀬
の
せ
に
ぅ
つ
波
は 

か
わ
い
あ
な
た
の
度
胸
さ
だ
め

三、
諸
職
に
関
す
る
も
の
§

十
九
文
屋
 

玉—
1
丨
⑴

伝
承
地
荒
尾
市
野
原 

伝承者吉田司大正

3
年生男 

A
ハァ
ー
十
九
文
屋
の
品
物
は

選って取って見て取って
好い
た品
から十九文 

チョコチョンチョコチョン 

~\
ハ
ァ
ー

ち
よ
い
ち
よ
い
ま
げ
さ
ん
ち
よ
い
ま
げ
さ
ん

ち
よ
っ
と
寄
っ
て
見
た
て
ち
ゃ
よ
か
そ
な
も
ん 

見
たて
ち
ゃ
お
金は
い
り
ま
せ
ん 

A
ハ
ァ
ー
じ
い
さ
ま
は
さ
ま
の
お
み
や
げ
に
ゃ 

濃
い
茶
に
念
仏
数
珠
買
っ
て
お
出
で 

へ
ハ
ァ
ー
江
戸
は
八
百
八
町
幡
随
院
の
長
兵
衛

様
が
は
や
り
か
し
た
竹
の
さ
し
で
も
十
九
文 

~\
ハ
ァ
ー
天
保
三
枚
持

0
て
お
出
で
小
野
小
町
の 

穴
な
し
五
厘
銭
ば
お
釣
り
に
あ
げ
ま
す
る 

A
ハ
ァ
ー
高
瀬
の
鍛
冶
屋
さ
ん
と
胴
田
貫
の
鍛
冶
屋
さ
ん
と 

と
つ
ち
ん
か
ら
り
ん
ち
ん
か
ら
り
ん
と 

、つ
つ
た
た
き
ぬベ
た
る 

土
び
ん
の
吊
り
で
ん
が
十
九
文

俵
積
み
出
し
歌

伝
承
地
玉
名
市
高
瀬

A
肥
後の
高
瀬
の
な
あ 

お
蔵
の
米
を
黒
船
帆
船
で
沖
へ
積
む 

サ
イ
ジ
ョ
ド
ン
ド
ン
サ
イ
ジ
ョ
ド
ン
ド
ン 

サ
イ
ジ
ョ
ド

~
ンドン 

サ
サ
サ
イ
ジ
ョ
ド
ン
ド
ン

横
島
潟
い
な
い
節

 
玉—
4
—
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
横
島
町
横
島 

伝
承
者
横
島
町
青
年
団

A
今
年
は
じ
め
て
潟
い
な
い
に
出
た
り
ゃ

ア
ラ
ヨ
ナ
ー 

潟
の
い
な
い
み
ち
ゃ
ま
だ
知
ら
ぬ 

ツンコツンツンおぶかろぶつ
だせ

ど
っ
ち
も
日
傭
り
親
方
金
持 

A
潟の担いみち知らずばおしゆアラヨナー 

腰
を
か
が
め
て
唄
で
た
つ 

ツンコツンツンおぶかろぶつだせ 

ど
っ
ち
も
日
傭
り
親
方
金
持 

A
新
地
開
き
は
清
正
公
様
ょ 

海の横島陸つ
づき 

ツンコツンツンおぶかろぶつだせ

ど
っ
ち
も
日
傭
り
親
方
金
持
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地
搗
歌

伝
承
地
玉
名
郡
岱
明
町
浜
田 

伝
承
者
正
木
正
行
大
正

13
年
生
男 

A
今
日
は
日
も
良
し
正
木
家
の
地
つ
き

ァ
ー
ヨ
ィ
ヨ
ィ 

どう
か
皆
さ
ん
や
ん
で
良
く
頼
む 

そ
う
た
い
ぼ
ん
木
と
申
す
る
ね
エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

帝
釈
天
と
申
し
ま
す
エ

^—

ン
ヤ
ン
サ
^—

梵
天
持
っ
た
る
そ
の
人
は
エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

ア
ー
天
帝
釈
と
申
し
ま
す
エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

四
方
八
方
の
固
ま
る
エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
—

四
方
八
方
の
鬼
神
さ
ん

エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

四
方
八
方
の
根
取
り
衆
は

エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

四
十
八
山
の
鬼
神
さ
ん

エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

ア
ー
下
に
つ
く
そ
の
石
は

エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

ア
ー
白
金
御
石
と
申
し
ま
す

エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

上
か
ら
鶴
が
千
年
舞
い
下
る

エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

下
か
ら
亀
が
万
年
舞
い
遊
ぶ

エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

そ
う
た
い
地
搗
と
言
う
も
の
は

ア
ー
エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

い
ぬ
い
の
角
か
ら
つ
き
始
め

エ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

四
方
八
方
を
つ
き
ま
わ
り

ェ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー 

大
黒
柱
で
つ
き
終
り

ェ
ー
ン
ヤ
ン
サ
ー

牡
丹
に
唐
獅
子 
玉
丨
7

-
U

伝
承
地
玉
名
郡
菊
水
町
高
野 

伝
承
者
松
葉
幸
枝
明
治

33
年
生
女
他 

A
ぼ
た
ん
に
唐
獅
子
竹
に
虎 

虎ううて
走るがまとう
ない 

ま
と
う
な
い
が
息
子
は
知
恵
ん
な
か 

A
知
恵の
中
山
清
願
寺

清
願
寺
の
お
し
よ
さ
ん
な
す
こ
た
こ
り
ん 

す
こ
た
こ
な
ま
こ
に
や
ち
ん
の
魚 

A
ち
ん
の
魚
に
は
え
い
が
ん
ち
よ 

え
い
が
ん
ち
よ
の
掛
目
は
一
貫
三
百
匁 

おどめにややらでにやようかよか

地
搗
歌
(

エ
ィ
ト
節
) 

鹿—
2
—

U

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
多
久 

伝
承
者
古
川
哲
弥
大
正

8
年
生
男

神
と
君
との
道
直
ぐ
み 

治
む
る
君
は
地
福
を
い
だ
き 

さ
つ
か
い
の
波
に
は
悪
魔
を
払
い 

さ
て
万
世
の
お
に
衣
も 

こ
れ
ぞ
現
在の
楽の
ま
え 

千
秋
楽
に
は
民
を
な
で 

万
才
楽
に
は
命
を
延
ぶ 

相
に
相
生の
松
の
か
げ 

さ
つ
さ
つ
の
声
ぞ
た
の
し
む

——6d——



鹿
北
茶
山
歌 
鹿
1
2
1

⑵

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
北
町
岳
間 

伝
承
者
深
牧
智
富
大
正

13
年生男他

(

茶
山
の
ぼ
り
歌
)

A
ハ
ァ
ー
茶
山
の
ぼ
り
は
菅
の
笠
ど
れ
が
姉

や
ら
妹
や
ら 

A
縁
が
な
い
な
ら
茶
山
に
ご
ざ
れ
縁
は
茶
の
木
の
葉
で
結
ぶ 

A
茶
山
茶
山
と
楽
し
ゅ
で
来
た
が
何
の
よ
か
ろ
か
坂
ば
か
り 

A
去
年
見
そ
め
た
茶
山
の
娘
今
年
は
お
る

や
ら
お
ら
ぬ
や
ら 

A
茶
山
も
ど
り
は
五
十
匁
の
雪
駄
様
に
は
か
せ
て
わ
し
ゃ
は
だ
し 

A
今
年
別
れ
て
ま
た
来
年
の
八
十
八
夜
の
お
茶
で
会
お
ぅ 

(
つ
み
歌
も
み
歌
)

A
ヤ
ー
レ

肥
後
の
殿
様
お
召
し
の
銘
茶
茜
た
す
き
の
手
も
は
ず
む 

ア
ー
ツ
マ
シ
ャ
レ
ツ
マ
シ
ャ
レ 

A
声
は
す
れ
ど
も
姿
は
見
え
ぬ
主
は
深
山
の
ほ
と
と
ぎ
す 

~\
茶
摘
み
は
し
ま
わ
る
茶
摘
衆
は
帰
る
後
に
残
る
は
テ
ボ
円
座 

A
お
茶
は
も
め
も
め
も
み
さ
え
す
れ
ば
ど
ん
な
柴
茶
も
香
茶
と
な
る 

ア
ー
モ
マ
シ
ャ
レ
モ
マ
シ
ャ
レ

A
お
茶
は
も
め
た
か
釜
の
上
ま
だ
か
早
く
こ
き
上
げ
て
も
む
が
よ
い 

A
お
茶
は
も
ま
ん
で
も
時
さ
え
来
れ
ば
栗
め
し
だ
ん
ご
汁
腕
ま
く
り 

(

仕
上
げ
歌
)

A
ホ
イ
ナ
ー
ホ
イ
揃
ぅ
た
揃
い
ま
し
た
宾
先
が
そ
ろ
た 

ホ
イ
ナ
ー
ホ
イ
秋
の
出
徳
よ
り
ゃ
ま
だ
そ
ろ
た
ホ
イ
ナ
—

^
イ 

A
ホ
イ
ナ
ー
ホ
イ
の
ん
で
み
た
か
よ
鹿
北
の
お
茶
ば 

ホ
イ
ナ
ー
ホ
イ
味
も
香
り
も
日
本
一

 
ホ
イ
ナ
ー
ホ
イ 

略

地
搗
歌
鹿
丨

4
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
横
田
ト
マ
ル
女 

A
ア
ー
尾
の
上
の
松
か
ら
搗
き
た
て
ろ

ヨ
イ
ヨ
イ 

あ
あ
や
る
ぞ
そ
ら
や
る
ぞ 

ア
ラ
ヨイヨイヨイ

ト
ナ 

アラニヤコラニヤアラ

ヨ
イ
ヤ
サ 

A
ア
ー
や
ぐ
ら
の
上
に
は
鶴
が
舞
い
踊
る

ヨ
イ
ヨ
イ 

下
に
は
亀
が
は
い
ま
わ
る

A
ア
ー
た
の
み
ま
す
ぞ
え
綱
引
き
様
よ
ヨ
イ
ヨ
イ 

か
け
声
な
し
に
は
歌
は
で
ぬ

~\
ア
ー
飛
驊
の
た
く
み
の
建
て
さ
す
御
家
ヨ
イ
ヨ
イ 

ま
ず
一
番
に
空
方
定
め

A
ア~

四
角
四
面
に
水
縄
は
っ
て

ヨ
イ
ヨ
イ 

地
所
を
定
め
て
石
杖
な
さ
る 

A
ア
ー
角
に
角
や
に
柱
を
た
て
て

ヨ
イ
ヨ
イ 

中
に
目
出
度
大
黒
柱

A
ア
ー今日
は
私の
そ
らの
役ヨ

イ
ヨ
イ

し
や
ば
に
あ
る
こ
と
な
い
こ
と
申
し
ま
す

地搗歌

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
小
林 

伝
承
者
栗
原
ヵ
チ
明
治

34
年
生
女 

A
ハ
ァ
ー|
番
柱
は
大
黒
天
よ

ヨ
イ
ヨ
イ

二番の柱はニニギノミコトヨイヨイ 

三番の
柱は三方荒神ヨ
イヨ
イ 

四
本
の
柱
は
わ
か
お
じ
し
ん
に
よ
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ヨ
ー
イ
3
丨
イ
 
3
丨
イ
卜
ナ 

ナツコラ
ナツコラヨ
ーイトナ 

A
ハ
ァ
ー
五
本
の
柱
は
五
条
天
皇
よ

ヨ
イ
ヨ
イ 

六
番
の
柱
は
六
体
地
蔵
よ 

へ
ハ
ァ
ー
七
本
の
柱
は
七
福
神
よ

ヨ
イ
ヨ
イ 

八
本
の
柱
は
箱
根
の
権
現 

A
ハ
ァ
ー
九
本
の
柱
は
熊
野
の
権
現

ヨ
イ
ヨ
イ 

十本の柱は十羅刹女

A
ハ
ァ
ー
十
一
本
の
柱
は
十
一
面
の

ヨ
イ
ヨ
イ 

観
世
音
と
も
た
と
え
し
柱

A
ハ
ァ
ー
十
二
本
の
柱
は
十
二
の
薬
師

ヨ
イ
ヨ
イ 

薬
師
如
来
の
お
し
え
の
さ
い
れ 

A
ハ
ア
ー
ろ
く
と
く
す
お
り
の
も
り
わ
き
や
な
ら
ぬ 

そ
れ
で
は
一
本
た
の
む
ぞ 

ヨ
イ
サ
ヨ
イ
サ
で
や
っ
て
く
れ 

ヨイサ
 

ヨ
イサ
....

地
搗
歌 
菊—
6
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
上
庄

伝
承
者
木
永
ア
サ
エ
明
治

39
年
生
女

A
ハ
ア
ー
エ 
エ
イ
ト
エ
イ
ト

よ
う
こ
ら
今
日
ち
や
吉
上
吉
日
で
家
の
え
の
す
み
か
ら
つ
き
始
め 

A
や
れ
き
さ
ら
ぎ
の
や
れ
き
さ
ら
ぎ
の
木
さ
ら
ぎ
山
の
木
を
き
り
て 

A
お
か
し
う
や
と
う
て
板
わ
い
て

一の戸前にや金銀つんでニの戸前にや

ア
ラ
福の
神

ヨ
ウ
イ
ヨ
ウ
イ
ヨ
ウ
イ
ト
ナ

ア
ラ
ナ
コラ
ナ
コ
ラ
ヨ
イ
ト
ナ
ヨ
イヨ
イ

地
搗
歌 
阿—
1
1
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
一
の
宮
町
中
通 

伝承者丹覚

 
男 

A
これがこの家の大黒柱 

ど
な
た
様
に
も
お
願
い
ょ
ろ
し
ゅ 

A
娘
割
れ
た
か
割
れ
た
か
娘 

娘
割れ
た
か
杉
焼
き下
駄
か 

A
娘
し
た
か
ろ
娘
し
た
か
ろ 

娘したかろもすの带 

A
西は熊本東は別府 

仲
を
と
り
も
つ

阿
蘇
の
山

地
搞
歌 
阿—
2
1
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
西
湯
浦 

伝
承
者
松
本
認
大
正

4
年
生
男 

•A
日
の
出
迎
え
り
や
あ
き
方はいらぬハーヨ

イ
ヨ
イ 

日
の
出
迎
え
り
や
あ
き
方
は
い
ら
ぬ

コ
ラ
コ
ラ
.
^

--

コ̂
セ~

 

ノ 
ヨ
イ
ヨ
ナ

I

ア
レ
ハ
伊
勢
コ
レ
ハ
伊
勢
サ
サ
ナ
ン

デ
ー
エ
モ
シ
ヨ 

ヨ
イ
サ
ー
 

ヨ
イ
サ
ー
 

ヨ
イ
サ
ー 

A
こ
れ
が
こ
の
家
のI

番柱ハーヨイヨイ 

I

番柱は聖徳太子 

A
今
日
は
め
で
た
い
こ
の
家
の
地
搗
き 

祝
い
め
で
た
い
若
松
様
ょ 

枝
も
栄
ゅ
り
や
葉
も
茂
る

I
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天
下
泰
平
世
は
静
ま
り
て 

今
日
は
日
も
よ
し
日
が
た
も
よ
い
で 

日
が
た
よ
い
と
て
地
固
め
な
さ
る 

略
地
搞
歌
 

阿—
3
—
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
南
小
国
町
中
原 

伝
承
者
松
本
義
近
大
正
元
年
生
男
他 

A
今
日
は
日
も
よ
し、
石
搗
な
さ
れ
ハ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ 

明日
は天
社で
ヤン
サ万
よし

-̂
丨
ト
コ
セ
ノ 
ヨイトナアレワイセコレワイセ 

サ
サ
ナ
ン
デ
モ
セ
 

ヨ
イ
サ
ヨ
イ
サ
ヨ
イ
サ
ヨ
イ
サ 

へ
千
秋
万
歳
納
ま
る
時
は 

琵琶は袋に刃は鞘に 

納めます
ばなヤンサ床の間
に

地
搞
歌
 

阿—
6
丨
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
新
波
野 

伝
承
者
市
原
偉
久
大
正

6
年
生
男
他 

A
こ
れ
が
こ
の
家
の
一
番
柱 

どぅ
ぞ
どなたも
よろしく頼む

コ
ラ
コ
ラ
-
^

-̂
コ
セ
ー
ノ 
ヨ
イ
ヤ
ナ

アレワイセコレワイセ 

ササナンデ
モ
セーヨ
イシヨ

 
ヨ
イ
シ
ヨ 

A
ここの座敷は祝いの座敷 

鶴
と
亀
と
が
舞
い
ま
わ
る 

A
雨
の
降
る
日
は
お
天
気
わ
る
い

犬
が
西
む
き
ゃ
尾
は
東

酒
造
り
.

米
洗
い
歌
 

阿—
7
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
馬
見
原 

伝承者甲斐実明治

41
年生男 

A
ハ
ァ
ー
踏
ん
で
踏
ん
で
踏
み
上
げ
米
が 

ハ
ア
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

末
は
清
酒
の
蘇
陽
錦
ョ
ー 

ハ
ア
ー
ホ
ン
ト
ニ

蘇
陽
錦
ア
ラ
サ
ツ
サ 

A
ハア
ー酒屋男は花ならつ
ぼみ 

ハ
ア
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

今
日
も
酒
々
明
日
も
酒
ョ
ー 

ハアーホントニそぅでござるアラサツサ 

A
ハ
ア
ー
文
は
も
ろ
て
も
一
字
も
読
め
ん 

ハ
ア
ー
ヨ
イ
ヨ
イ 

人
に
読
ま
せ
て
き
く
つ

ら
さ
ヨ 

ハ
ア—

 *

^
ントニ
きくつ

ら
さ
ア

ラサツサ

も
と
つ
き
歌 
阿
丨

t-

'
•

丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
馬
見
原 

伝承者甲斐実明治

41
年生男

A
ャ
レ
エ
ー

朝
の
も
と
つ
き
夜
明
け
の
こ
し
き

ハアヨイショ

 
ヨ
イ
シ
ョ

明
日
は
ナ
ー
御
酒
の
も
と
に
な
る 

ハアーコラサノ

 
サツサ 

A
ヤ
レ
エ
—
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わしもな歌いましょしをからこえで 

ハアヨイショ

 
ヨ
イ
シ
ョ 

声の悪いのは皆ごめん 

ハアコラサノ

 
サッサ 

A
ャ
レ
エ
ー

水
が
上り
流
れ
る
な
ら
ば

ハア

1
ヨイショ

 
ヨ
イ
シ
ョ

すいた様女に文ながす

ハ
ア
ー
コ
ラ
サ
ノ

 
サッサ

ハ
ー
イナ
力
ケン
ギョ
サンノ

 
ムラマワリ

サ
ン
ネン
マ
ワ
ッテ
マ
ワ
リ
シ
メ

 
マワリマワッテマタウセ夕

ナカノ
 

シンキニオシタテテ

ヨカロジャ

 
ナカロカ
 

ヨ
イ
ヨ
イ
ノ
ヨ
イ

熊
本
新
地
節 
熊—
1
—
⑴

伝
承
地
熊
本
市
城
山
半
田
町 

伝
承
者
野
ロ
次
男
大
正

10
年
生
男
他 

A
今
年
はじめて御

新
地
に
出ショイショイたりゃ

ア
ラ

ヨナ 

潟
の
シ
ョ
イ
シ
ョ
イ
ア
ラ
い
な
い
み
ち
ま
だ
知
ら
ぬ 

アラドウシテシンチニキタロレロンタイナンギノ 

ツラサニキタロレロンタイコラシヨイシヨイコラシヨイ 

r

土
手
は
固
る
ぶ
方
は
いショイショイ勇む

ア
ラ

ヨナ 

花
の
ショイショイアラお

役
人
は
な
お
勇
む 

アラドッコイサノ

 
サ
ンノ
ジ
ヤミ
ツ
イノ
カン
バン 

ミ
ツ
イ
ハ
オ
エ
ド
ジ
ャ
カ
ネ
力
シ
ャ
オ
ヤ
ブン 

カサ
レン
ゼニナラ
オドン
モ
モッ
トル 

コラ
シヨ
イシヨ
イコラ
シヨ
イ

地
搗
き
音
頭
 

熊—
1
1
⑵

伝
承
地
熊
本
市
画
図
町
下
無
田 

伝
承
者
南
ト
モ
子
大
正

13
年
生
女
他 

A
サテ
東西の今日はイヤ目出度事をば申しましょう 

イ
ヤ
座
敷
を
広
め
て
家
を
建
て 

家
の
ぐ
る
り
に
松
植
え
て 

アラそのまた松が栄ゆるがない 

イヤ一の
枝には
金がなるばい

ニ
の
ま
た
枝
に
は
銀
が
な
る
ば
い 

三の
また四の
また五の
枝にや 

今
の
は
や
り
の
円
札
が 

アラ
 

アッチャ
 

ブラ
リ
ト
ヤ
タ
ラ
ナ
リ

地
搗
き
歌 
熊
丨
1
丨
⑶

伝
承
地
熊
本
市
御
幸
笛
田
町 

伝承
者
宮
村
フ
ジ
エ
西
岡
ア
サ
子
他 

エ
イト
祝う
ぞ
ょホラ
エ
イト
祝
われ
た 

ホラ今日ちやこなたの地固めで 

ホラ
 

エイト
 

エイト 

ホラ
家
敷
ば広めて
家たてて

ホ
ラ 
エ
イ
ト
エ
イ
ト 

ホ
ラ
こ
う
い
、つ
め
で
た
い
事
は
な
か

地
搗
音
頭 
熊—
2
1
⑴

伝
承
地
飽
託
郡
北
部
町
改
寄 

伝承
者
小
佐
井
範
雄
大
正

4
年
生
男
他 

さて今日のめでたさはエイトエイト
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い
ず
こ
の
国
々
尋
ね
て
も
エ
イ
ト
エ
イ
ト 

こ
ぅ
い
ぅ
め
で
た
い
こ
と
は
な
い
エ
イ
ト
エ
イ
ト

鶴
は
千
年
亀万
年
エ
イ
ト
エ
イ
ト 

法蔵菩薩は八千年エイトエイト 

浦島さんは八千年エイトエイト 

北部の町は千代ょろずエイトエイト

地
搞
歌 
熊—
4
—
⑴

伝
承
地
飽
託
郡
飽
田
町
白
石 

伝
承
者
境
謙
蔵
明
治

44
年
生
男
他 

エ
ー
イ
ヤ
ン
サ
の
ア
レ
ワ
イ
サ
の
受
声
ぞ 

エ
ー
イ
ヤ
ン
サ
の
ア
レ
ワ
イ
サ
の
エ
ー 

イ
-̂

丨
今
日
こ
な
た
の
地
搗
に
は 

数
多
大
勢
押
し
寄
せ
て 

喧
嘩
も
な
け
れ
ば
怪
我
も
な
し 

こ
な
た
旦
那
さ
ん
も
お
喜
び
だ
ぞ 

世
話
役
方
々
も
な
お
の
こ
と 

大
工
の
棟
梁
さ
ん
も
お
喜
び
だ
ぞ
エ
ー 

祝
い
ま
す
そ
エ
ー
高
砂
の 

神
と
君
と
の
道
す
く
に 

千秋楽には民をなで 

万歳楽には命を延ぶ

新
地
節 
熊—
5
1
⑴

伝
承
地
飽
託
郡
天
明
町
川
口 

伝
承
者
牛
島
ツ
タ
エ
明
治

40
年
生
女 

A
新
地
土
手
か
ら
大
鞘
ば
見
れ
ば

アラヨナオザヤシヨイシヨイ 

名
所
な
水
が
な
い

アラドウシテシンチニヤキタロレロンタイ 

ナンギノツラサニ

 
キタロレロンタイ 

コラシヨイシヨイコラシヨイ

~\
新地お役人なこの
しろ
ぶえんアラヨナ
なごは 

も
た
ぬ
夏
の
魚

アラ
オン
ガエキナ
ハリア
シナカフ
ンデ
モ 

セ
キ
ダ
ノ
ネ
ノ
ス
ル

コラシヨイシヨイコラシヨイ

地
搗
歌( H

イ
ト
節
) 

熊
丨
5
丨
⑴

伝
承
地
飽
託
郡
天
明
町
銭
塘 

伝
承
者
林
田
正
治
大
正

11
年
生
男 

荒木
佳
貴昭
和

2
年
生
男

エ
イ
ト
ソ
ラ
願
う
ぞ
ょ 

アラ
 

エイト
 

エイト

願うは
 

一
生の
うけ
ごい
ぞアラ
エ
イトエ
イト 

まず今日の地固めは

 
ク 

思
い
た
つ
た
が
吉
日
で 
ク 

そ
ら
目
出
度

 
一
番
祝
い
ま
し
ょ 
ク 

祝う門には福神の

 
ク 

稲
荷
昆
沙
門
び
財
天

 
ク 

あ
ま
た
の
神
々
う
ち
寄
り
て 
ク 

大
黒
天
と
祝
い
ま
し
ょ 
ク 

大

黒

天

と

い

う

神

は

//

我町日本の人でなし

 
ク
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我町日本にわたる時

 
ク 

ゆ
き
ん
な
便
船
な
き
ゆ
え
に 
ク 

小
判
と
わ
ら
に
う
ち
乗
り
て 
ク 

こ
な
た
の
じ
ぎ
ょ
う
と
走
り
こ
ん
だ
ぞ

 
ク 

増々
御家は繁盛だ

 
ク 

お
恵
比
寿
さ
ん
と
い
う
神
は 
ク 

女波男波の中からも

 
ク 

金の釣竿振りあげて

 
ク 

目
出
度
抱い
て
走り
こ
む

 
ク 

増々
御家は繁盛じゃ

 
ゥ 

決
ま
れ
ば
調
子
を
か
え
る
ぞ
ょ 
ク

ど
ろ
だ
ら
け

伝
承
地
上
益
城
郡
御
船
町
御
船 

土
用
の
晩
に
火
事
が
あ
っ
て 

井
手
せ
き
と
め
て
水
く
り
か
け
た 

火事は消えたが夜明けに見
たりゃ 

と
っ
つ
あ
ん
の
金
た
ま
ど
ろ
だ
ら
け 

ど
じ
ょ
う
も
な
ま
ず
も
泥
だ
ら

-tt

晶
島
の
地
搗
歌 
上—
2
丨
⑴

伝
承
地
上
益
城
郡
嘉
島
町
下
六
嘉 

伝
承
者
野
村
保
男
大
正

14
年
生
男
他

エ
イ
ト
エ
イ
ト
で
頼
み
ま
す

 
エ
イ
ト 
エ
イ
ト 

さて今月の今日は

 
ク 

今
日
は
ど
な
た
も
ご
苦
労
だ
が

 
ク 

ご
苦
労
つ
い
で
に
頼
み
ま
す 
ク

ひ
き
あ
げ
て
う
け
ご
い
頼
み
ま
す

 
ク 

ひ
き
あ
げ
て
落
し
こ
む
は
穴
の
中

 
ク 

い
ま
な
る
調
子
で
い
つ
た
な
ら
ば

 
ク 

上
は
天
笠
天
ま
で
も

 
ク 

下は奈落の底までも

 
ク 

朝
日
が
登
る
よ
う
に 
ク 

略

益
城
の
地
搗
歌 
上—
3
丨
⑴
⑵

伝
承
地
上
益
城
郡
益
城
町
安
永 

伝承
者野田
繁
雄
松野
國
策 

ハ
ア
エ
ー
イ
ト
願
い
ま
し
し
よ
う
ア

ラ
エ
ー
イ
ト
エ
イ
ト 

今
日
は
天
赦
の
万
良
し 

V,

目
出
度
い
御
家
の
地
固
め
ぞ 
ク 

目
出
度
い
事
か
ら
始
め
ま
し
よ
う

 
ク 

先
づ
一
番
の
此
の
柱 
ク 

大
黒
天
と
祝
い
ま
し
よ
う 
ク 

二
番
の
柱
と
申
す
る
は 
ク 

仁
天
王
と
祝
い
ま
し
よ
う 
ク 

三
番
の
柱
と
申
す
る
は 
ク 

三
千
菩
薩
と
祝
い
ま
し
よ
う 
ク 

四
番
の
柱
と
申
す
る
は 
ク 

四
天
王
と
祝
い
ま
し
よ
う 
ク 

五
番
の
柱
と
申
す
る
は 
ク 

御
家
繁
昌
と
祝
い
ま
し
よ
う 
ク 

略
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土
搗
音
頭
(

後
生
口
説
) 

上—
*—

⑴

伝
承
地
上
益
城
郡
甲
佐
町
船
津 

伝
承
者
仲
原
勘
次
大
正

12
年
生
男

A
国
は
豊
後
の
鶴
崎
に 

昔しや禅寺まず会は

ま
た 

ぜ
ん
を
か
た
ど
る
禅
宗
寺 

寺
の
近
所
に
基
左
と
い
う
て 

甚
左
女
房
お
未
と
い
う
て 

年は若年花なら蕾 

き
り
よ
う
の
良
い
こ
た
卵
に
目
岛 

年
は
と
ら
ね

ど
後
生
を
願
う 

寺
の
近
所
の
か
く
さ
ん
達
は 

寺
に
や
参
ら
で
人
ご
と
ば
か
り 

そ
こ
に
よ
り
て
は
お
末
が
こ
と
を 

こ
こ
に
よ
り
て
は
お
末
が
話 

こ
の
こ
と
甚
左
に
そ
に
ん
を
つ
く
す 

そ
な
た
の
女
房
の
お
末
ど
の
は 

寺
に
や
参
れ
ど
後
生
に
や
な
ら
ぬ 

そ
な
た
の
女
房
の
お
末
ど
の
は 

寺
の
住
持
に
心
が
ご
ざ
る 

そ
こ
で
甚
左
が
お
お
腹
を
立
て 

今
よ
ば
か
り
は
見
届
け
せ
ん
と 

一
つ
橋
へ
と
待
ぶ
せ
い
た
す 

あ
ま
た
参
詣
衆
は
つ
ら
つ
ら
通
る 

ま
て
ど
暮
せ
ど
お
末
は
見
え
ず 

は
る
か
後
か
ら
高
念
仏
で 

こ
れ
が
お
末
に
違
い
は
せ
ぬ
と

守
り
刀
を
す
ら
り
と
抜
い
て 

声
も
か
け
ず
に
大
げ
さ
切
り
に 

切
つ
て
し
も
う
て
我
家
と
も
ど
る 

家
へ
も
ど
り
か
の
甚
左
ど
の 

ふ
す
ま
障
子
を
の
ぞ
い
て
見
れ
ば 

中
に
ゃ
木
綿
の
引
き
音
が
す
る 

そ
こ
で
甚
左
は
お
ど
ろ
き
給
う

地
搞
歌 
上—
5
—
⑴

伝
承
地
上
益
城
郡
矢
部
町
黒
川 

伝
承
者
大
林ス
ミ
ノ
明
治

25
年
生
女 

~\
ハ
ー
ア
ー
今
日
は
日
も
よ
し
そ
の
福
日
よ

 m

イ
ヨ
イ 

金のどうずき小金の櫓

3
—
イ 
3
1
イ 
ヨ
ー
イ
卜
ナ 

ア
リ
ヤ
ナ
ー
コ
リ
ヤ
ナ
ー
ト
セ
ー 

A
ハ
ー
ア
ー
綾
と
綿
の
染
め
わ
け
手
づ
な

ヨ
イ
ヨ
イ 

み
ん
な
引
く
人
七
福
神
よ

A
ハ
ー
？-
丨
飲
め
や
お
お
い
に
歌
え
や
え
び
す
ヨ
イ
ヨ
イ 

五
間
半
ば
り
七
間
の
中
に

•~\
ハ
ー
ア
ー
な
か
に
ゃ
ニ
間
の
金
蔵
と
り
で

ヨ
イ
ヨ
イ 

角
の
門
口
 

松
お
ば
う
え
る 

A
ハ
ー
ア— I

の
枝
に
は
小
金
が
な
る

ヨ
イ
ヨ
イ 

ニの枝にはお米がなる 

A
ハ
ー
ア
ー
三
の
枝
に
は
円
札
す
だ
れ

 m

イ
ヨ
イ 

鶴
と
龜
と
の

祝
.
：*

の
松
よ 

A
ハ
ー
ア
ー
鶴
と
亀
と
の
三
酒
盛
は

ヨ
イ
ヨ
イ 

鶴が飲んでは亀にさす
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A
ハ
ー
ア
ー
亀
が
飲
ん
で
は
あ
の
鶴
に
さ
す

ヨ
イ
ヨ
イ 

鶴
が
飲
ん
で
は
こ
な
た
の
亭
主 

A
ハ
ー
ア
ー
長
者
長
者
と
世
に
多
い
け
れ
ど

ヨ
イ
ヨ
イ 

こ
な
た
の
長
者
は
末
代
長
者

地
搗
歌
(

ぼ
た
ん
長
者
) 

上—
5
—
⑴

伝
承
地
上
益
城
郡
矢
部
町
黒
川 

伝
承
者
中
村
隆
明
治

34
年
生
男 

へ
ハ
ー
ア
ー
筑
紫
郡
で
は
お
ん
長
者
祷

ハ
ー
ア
— 
ヨ
イ
ヨ
イ

ぼ
た
ん
長
者
と
言
わ
れ
た
人
は

ノ

一
ア

ー 
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
ト
ナ 

アリヤナ
 

コリヤナ
.―

ト
セ

■~

A
ハ
ー
ア
ー
金
の
倉
お
ば
十

|
建て
て 

宝
倉
お
ば
十
三
建
て
る 

A
ハ
ーア
ー
二
十四
つ
の
倉
建て
並
べ

庭
に
や
泉
水
築
山
つ
く
り 

A
ハ
ーァ
ー
金魚
銀
魚の
鯉
ふ
な
浮
べ

ぅ
か
し
眺
め
る
長
者
の
威
勢 

略

地
搗
歌 
上—
6
—
⑴

伝
承
地
上
益
城
郡
清
和
村
鶴
ヶ
田 

伝承者兼瀬ハル明治

42
年生女 

A
アー
わ
し
が
ど
ん
は
が
い
ど
で
ご
ざ
る 

ぅ
そ
は
半
分
誠
は
少
し

ヨ
イ
ヨ
イ 

ア
リ
ヤ 
ヨ
1
イ
ヨ
1
イ 
ヨ
1
イ
ト
ナ

ア
リ
ャ
リ
ャ 
コ
リ
ャ
リ
ャ
ト
セ
ー

A
う
そ
を
言
た
と
き
ゃ
何
ど
と
笑
え 

今
日
の
石
突
き
ゃ
に
あ
う

も
の

よ
 

A
富
士
の
白
雪
き
ゃ
朝
日
に
と
け
る 

夫
婦
げ
ん
か
は
夜
に
ゃ
とけ
る 

~\
夫
婦
げ
ん
か
と
三
日
月
さ
ん
な 

一
夜
七
夜
に
あ
り
ゃ
な
る
こ
な
る 

A
わ
し
と
あ
ん
た
は
す
ず
り
の
水
よ 

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
あ
り
ゃ
こ
ゆ
く
な
る 

A
あ
ん
た
百
ま
で
わ
し
ゃ
九
十
九
ま
で 

共
に
白
髪の
あり
ゃ
は
え
る
まで

土
搞
歌 
宇
11
1
(2

伝
承
地
宇
土
市
岩
古
曽
町 

伝
承
者
岡
村
ト
シ
子
大
正

12
年
生
女

ド
ー
ソ
ラ
ヤ
ル
ゾ 
ソラ
 

エ
イ
ト 
エ
イ
ト 
^
—

お
も
し
ろ
い
話
が
ち
よ
つ
と
で
き
た
ソ
ラ
エ
イ
ト
エ
イ
ト

 
^—

 

お
る
が
え
の
隣
り
の
そ
の
と
な
り 
ク 

そ
の
ま
た
隣
り
の
そ
の
と
な
り 
ク 

豆
腐
屋
さ
ん
ち
ゃ
お
ら
す
げ
な
た
い 
ク 

お
父
ち
ゃ
ん
な
何
も
知
ら
ど
う
ふ 
ク 

お
母
ち
ゃ
ん
な
世
話
の
や
き
ど
う
ふ 
ク 

娘
は
若
い
衆
よ
せ
ど
う
ふ 
ク 

そ
つ
こ
で
お
豆
腐
が
よ
う
売
れ
る 
ク 

略
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茶
山
旦
那
さ
ん 
宇
丨
3
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
大
見 

伝
承
者
木
村
弥
助
明
治

39
年
生
男 

A
茶
山
旦
那
さ
ん
と
な

コリヤ 

ね
ん
ご
ろ
に
す
れ
ば
な

コリヤコリヤー 

定
め
た
給
金
よ
り
や
袖
の
下 

ちっと
も
か
ま
わ
ん
な
ん
の
な
ん
の 

A
あ
れ
に
み
ゆ
る
は
茶
つ
み
じ
や
な
い
か

コリヤコリヤ 

赤
い
た
す
き
の
す
げ
の
傘 

ちっと
も
か
ま
わ
ん
なんの
なんの 

へ
茶
山
茶
所
な

コリヤ 

茶
は
縁
所
な

コリヤコリヤ 

縁
は
茶
山
の
葉で
結
ぶ 

は
あ
よ
い
し

よコリヤコリヤ 

ちっと
も
か
ま
わ
ん
な
ん
の
な
ん
の

新
地
節 
宇—
5
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
富
合
町
志
々
水 

伝
承
者
高
田
ユ
キ
明
治

31
年
生
女 

A
ハ
ア
ー
名
所
名
所
お
ざ
や
が
名
所 

お
ざ
や
名
所
に
や
水
が
な
い 

ド
ウシテ
シン
チニ
ヤ
キタモ
ネロ
ン 

ナンギノツラサニヤキタモネロン 

A
ハ
ア—
お
菊
は
純
な
奴
ほ
れ
て
ダ
イ
パ
な 

ダ
イ
バ
子
も

おる
妻
も
おる 

おどん
が
お
菊
な
ら
わ
ら
ぞ
う
り
ど
ま
は
かぬ 

あ
た
の
ダ
イ
バ
買
わ
せ
て
雪
駄
は
く

オドンガエキテミヤ夕カヤシキ 

アジナカフンテモセッタノネガスル

払
川
茶
摘
み
歌

 
宇—
9
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
中
央
町
払
川 

伝
承
者
山
下
ミ
ッ
ミ
大
正

15
年
生
女
他 

~\
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜 

野
に
も
山
に
も
花
が
咲
く 

A
払川茶所茶は縁所 

娘
や
り
た
や
む
こ
ほ
し
や 

-~\
御
茶
の
新
芽
と
二
八
の
娘 

男
に
も
ま
れ
て
色
が
出
る 

A
好
き
な
男
に
も
ま
せ
る
御
茶
は 

中
の
新
芽
を
三
葉
か
け
た 

A
御
茶
の
で
ん
ぐ
り
も
み
ゃ
甲
手
が
い
た
い 

も
ま
せ
た
く
な
い
わ
が
妻
に 

A
形
ゃ
細
川
香
気
は
山
よ 

色
は
千
島の
海の
色 

A
御
茶
は
刈
り
込
め
梨
木
ゃ
曲
げ
ろ 

人
の
心
は
す
ぐ
に
せ
よ 

A
茶
摘
み
帰
り
の
皆
す
げ
の
か
さ 

ど
れ
が
姉
やら
妹
やら 

A
御
茶
を
し
ま
え
ば
御
前
をつ
れ
て 

花
の
都
に
衣
装
買
い
に
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地
搗
音
頭
(

石
棒
描
き
) 

宇
—
10
—
m

伝
承
地
下
益
城
郡
砥
用
町
洞
岳

伝承者田上孝大正

8
年
生男
他

(

前
語
り
)

ほ
ぅ
ら
い
山
か
ら
鶴
が
来
た

 
エイトエイト 

ヒ
ヨ

コが三匹親ニつ

 
ク 

扇
子
を
く
わ
え
て
舞
遊
ぶ 々
 

一つ
の
扇
子
を
落
と
し
お
き

 
ク 

開
い
て
み
れ
ば
高
砂
の 
ク 

御
の
え
の
松
が
書
い
て
あ
る

 
ク 

こ
れ
よ
り
目出度事はない

 
ク 

と
こ
調
子
を
変
え
ま
す
が
っ
て
ん
か

 
ク 

が
つ
て
ん
な
ら
ば
さ
か
え
ま
し
ょ
か

 
ク 

ト
コ 
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
卜
ナ 

アラニヤ

 
コラニヤトセー

地
搗
音
頭 
宇—
忉
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
砥
用
町
洞
岳 

伝
承
者
新
納
学
大
正

13
年
生
男

トコ
 

エ
イ
ト
サ
ー
エ
イ
ト

エ
イ
ト
で
し
ば
ら
く
頼
み
ま
す

ほ
ぅ
来
山
か
ら
鶴
が
出
て
ヒ
ヨ
コ
が
三
匹
親
ニ
つ

扇
子
を
く
わ
え
て
舞
遊
び

開
い
て
見
れ
ば
高
砂
の
尾
上
の
松
と
書
い
て
あ
る。

こ
ん
な
目
出
度
い
こ
と
は
な
い 

中
略

あ
まり
長
い
と
時
間
が足
ら
ぬ

こ
の
辺
で
一
本
切
り
ま
し
ょ
ぅ

地
搗
音
頭
(

お
つ
ね
口
説
) 

宇
丨
川—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
砥
用
町
洞
岳 

伝
承
者
石
坂
民
男
昭
和

2
年
生
男 

男
と
女
が
寄
っ
た
な
ら
持
物
の
話
が
直
ぐ
出
る
た
い 

月の八日はお薬師参り
薬師参り
に見初めたおつ
ね 

あ
れ
に
や
一
筆
送
ら
に
や
な
ら
ぬ 

硯引き出し墨すり
ながす
鹿の
巻き筆早
紙絞り 

書
い
て
し
た
た
め
お
つ
ね
に
送
る 

や
れ
ど
送
れ
ど
そ
の
返
事
な
い 

返
事
な
い
な
ら
忍
ば
に
や
な
ら
ぬ 

略

大
鞘
節 
八
—
3
丨
⑴

伝
承
地
八
代
郡
千
丁
町
古
閑
出 

伝
承
者
松
永
照
子
明
治

41
年生女他

~\
ハ
ア
ー

名
所
名
所
と
お
ざ
や
が
名
所

名
所
な
ァ
お
ざ
や

コ
リ
ヤ
シ
ョ
イ
シ
ョ
イ

名
所
に
ゃ
水
が
ない 

ヨ
イナ
ガ
 

ヨ
イナ
ガ

ド
ツ
チ
モ
ヒユ
ト
リ
ヨ
ン
ニヨ
ハ
イ
ルン
ナ 

イレタラブッダセ 

n

ラシヨイシヨイコラシヨイ

中
略

A
ハアー

お
菊
見
た
い
な
ら
お
ざ
や
に
ご
ざ
れ
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お菊なァお菊はおざやの長小屋に 

ア
ン
タ
カドウシテワ
タカコ
ダロ
ケン 

ツ
レソ
ウワ
タシモ
ウカウカス
ッ
タ
イ

石
づき
歌
 

八—
3
—
⑴

伝
承
地
八
代
郡
千
丁
町
古
閑
出 

伝
承
者
坂
田
キ
ク
エ
明
治

38
年
生
女 

A
アー
今
日
は
日
も
良
し石
づき
な

さる 

こ
な
た
の

ヨ
イ
ヨ
イ 

主人は大福の
神 

ア
リ
ャ
ヨ
イ
ヨ
イ 
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ 

ハラニヤ

 
ハラニヤ

ア
ー
ト
セ 

ア
ラ
ヤ
'―

ヨ
ー
ホ
イ 

金
銀
宝
が
舞
い
込
む
ぞ
エ
ン
ヤ
ン
サ

ソレソレエンヤンサンドッ

コ
イ 

ワ
ン
サ
ノ
サ
ン
サ
ン
エ
1
^
^

丨
ホ
イ，；̂-
丨
ホ
イ 

A
ア
ー
一

の
柱
は
七
福
神
の
第
二
の
ヨ
イ
ヨ
イ 

柱
は
観
音
菩
薩

ア
リ
ャ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
—
イ

ヤ
ナ

ハラニャ

 
ハラ
ニ
ャ
ア
ー

ト
セ
ア
ラ
ヤ
ー
ヨ
'―

ホイ 

ア
ー
こ
ん
日
今
日
は 
ヨ
イ
ヨ
イ 

若い衆や頼みますぞエンヤンサ 

A
ァ
ー
祝
い
目
出
度
の
若
松
様
ょ 

枝
も
3V

ヨ
イ 

栄
え
て
葉
も
し
げ
る

ア
リ
ャ
ヨ
イ
ヨ
イ 
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ

ハラニヤ
 

ハ
ラ
ニ
ヤ
ア
ー
ト
セ
ア
ラ
ヤ
ー
ヨ
ー
ホ
イ

ア
ー

と
ど
け
と
ど
け
末
と
ど
け

ヨ
イ
ヨ

イ 

末
は
鶴
亀
五
葉
の
松
エ
ン
ヤ
ン
サ 

ソ
レ
引
け
ソ
レ
引
け
引
か
ん
も
ん
は
知
れ
と
る 

ソ
レ
引
け
ソ
レ
引
け

大
鞘
名
所 
八—
4—
U

伝
承
地
八
代
郡
鏡
町
貝
州 

伝
承
者
松
岡
建
昭
昭
和

21
年
生
男
他

ア
一
ヨ
イ
ナ
ガ

ヨ
イ
ナ
ガ

コラ
シヨ
イシヨ
イコラ
シヨ
イ

A
名所名所と大鞘が名所名所ナ大鞘

n

ラシヨイシヨイ

名
所
に
や
水
が
な
い

ヨイナガヨイナガ 

ドツチモヒユ

ト

リ

ヨンニヨハ入ルンナ 

入レ夕タブツダセ 

コラシヨイシヨイコラシヨイ 

~\
こ
と
し
は
じ
め
て
ご
新
地
に
出
た
り
や
名
所
ナ
ぶ
り
の 

コラシヨイシヨイ

いないみちやまだ知らぬヨイナガヨイナガ 

道バタ
力ラ
イモ
クジラ
ニ
ヤヌス
カ
イ 

クジツ
タ
カラ
イモ
カマデ
ニ
ヤヌス
カイ 

A
ぶりの
いないみ
ち知らずばおそゆ名所ナ腰
ば

n

ラシヨイシヨイ

かがめて唄で
立つヨィナガヨイナガ 

オドンガエ来テミヤ高屋敷 

足ナカハイテモセキダノネガスル 

A
お菊はどんなやつ
だいばどんにほれて
名所ナだいば

コラシヨイシヨイ
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子
も
お
る
妻
も
あ
る

ヨイ
ナ
ガ
ヨイ
ナガ 

道
バ
タ
ダ
ル
ケ
ン
茶
沸
キ
ャ
テ
待
ツ
ト
ル 

茶オケハ何カイ梅ボシ大根 

A
お菊は
大鞘にだい
ばどんな小屋
に名所ナ
晚の

コ
ラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ

出合いは井樋のそでヨイナガヨイナガ 

磯バタ石タイカヤセバガネタイ 

ガ
ネ
ノ
ナ
マ
焼
キ
ャ
食
傷
ノ
モ
ト
タ
イ

土
突
音
頭 
八—
8
丨
⑴

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
栗
木

伝
承
者
野
田
森
義
大
正

9
年
生
男

エイトエイト今日
きょぅは

 
エイト 

エ
イ
ト
ば
か
り
じ
や
石
し
や
入
ら
ぬ
エ
イ
ト
エ
イ
ト 

さ
て
音
頭
に
変
え
ま
す
ば
つ
て
ん
か
エ
イ
ト
エ
イ
ト 

さ
て
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イトナハラ

リ
ヤ 
ハラ
リ
ヤ
ハラ
リ
ヤ 

今
日
の
ょ
き
日
に
土
づ
き
を
な
さ
る

ヨ
イ
ヨ
イ 

老
い
も
若
き
も
皆
集
ま
り
て

 m

イ
ヨ
イ

ヨ
イ
トナ 

金
の
土
突
黄
金
の
や
ぐ
ら

ヨ
イ
ヨ
イ 

綾
と
錦
の
手
綱
を
付
け
て

ヨイヨイヨ

イ
ト
ナ 

略

塩
売り
 

八—
8
—
⑴

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
久
連
子 

伝
承
者
嶽
本
重
信
明
治

37
年
生
男
他 

A
塩を
売
り
や
れ
ば

い
ろ
し
て
売
り
やれ 

は
か
り
よ
う
す
り
や
う
き
な
た
る

よう
す
り
や
 

は
かり
 

ョ
イ
ョ
イ 

よ
う
す
り
や
う
き
な
た
る 

あ
れ
も
じ
ょ
う
か
こ
れ
も
じ
ょ
う
か 

さ
ん
ま
よ
な
し
ん
じ
つ 

A
塩
の
て
が
け
に
な
る
な
よ
娘 

す
え
は
ち
や
の
か
す
す
て
ら
れ
る 

ち
や
の
か
す
す
え
は

ョ
イ
ョ
イ 

ち
や
の
か
す
す
て
ら
れ
る 

あ
れ
も
じ
ょ
う
か
こ
れ
も
じ
ょ
う
か 

さ
ん
ま
よ
な
し
ん
じ
つ

春
の
か
す
み 
八—
8
丨
⑴

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
久
連
子 

伝
承
者
嶽
本
広
幸
昭
和

7
年
生
男

春の
や
け
の
に

カ
ラ
ス
が
お
り
た

ど
こ
へ
お
り
た
か
め
に
つ
か
ぬ

春
の
か
す
み
は
み
る
ま
い
も
の
よ

見
れ
ば
目
の
ど
く

よそ
の
妻
こ
い
し

お
日
と
一
度
に
出
る
と
き
や
で
た
が 

お日
は山
ばにわしやここ
に

土
搞
音
頭 
芦—
2
—
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
田
浦
町
田
浦 

伝
承
者
宮
本
宇
一
郎
明
治

33
年
生
男
他 

東
の
角
か
ら

 
エンセイ西の角から

 
エンセイ
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搗
い
て
廻
れ
ば

 
エンセイ搗いて廻れば

 
エン
セイ 

大黒
柱の 
エンセイ石棒の上に

 
エン
セイ 

鶴
と
亀
と
が

 
エンセイ舞い競ぅ

 
エン
セイ 

鶴
が
は
や
せ
ば

 
エ
ン
セ
イ
亀
が
舞
ぅ
そ

 
エン
セイ 

孫
子
の
末
まで

 
エンセイこの家は栄えるエンセイ 

略

地
搗
歌
〒

1
—
3

伝
承
地
人
吉
市
願
成
寺
町

伝承
者
銀
杏田
ォ
ス
ミ
大
正

7
年
生
女
他

A
エ
イ
ヨ
ナ
丨

 
エ
イ
ヨ
ナ
丨

 
エ
丨
イ
ヨ
ナ
丨 

ち
ゆ
ち
ゆ
け
ま
ん
じ
ゆ
か
し
ゆ
な
ー
な
ー
な
ー
な
ー
ド
ッ
コ
イ 

r

"
な
たねの
コラ
み
く
わし
ゆ 

や
が
て
大
根
葉
の

コラ
み
をくわしゆヨ
イショ
ガエー 

ハアヤレコレツッコメ

 
ヤ
レ
コ
レ
シ
ヨ 

アラヨイヨイヨイヨイ 

A
お
台所の
な
ー
な
ー
な
ー
な
ー

ド
ッ
コ
イ 

大黒コリャ柱

石
の
土
台
の

コラ
 

く
さ
る

ま
で
ヨ
イ
シ
ョ

ガ
エ
ー 

ア
ラ
ヤ
レ
コ
レ
ヤ
レ
コ
レ
シ
ヨ

 
アラヨイヨイヨイヨイ 

A
い
わ
い
め
で
た
の

な
ー
な
ー
な
ー
な
ー

ド
ッ
コ
イ 

わ
か
ま
つ
コ
ラ

さ
ま
よ

え
だ
も
栄
え
て
コ
リ
ヤ
は
も
し
げ
る
ヨ

イ
シ
ヨ
ガエ
I

土搗歌
#-

11
⑷

伝
承
地
人
吉
市
温
泉
町 

伝
承
者
湯
本
キ
ク
明
治

41
年
生
女 

A
ア
山田のナ山田のナ
たい 

山
田
の
や
す
け
が
ま
ら
み
た
き
ゃ 

ァ
長
さ
が
八
尺
横
五尺 

麦わらさんまで
まきたて
た 

ア 
ョ
イ 
ョ
イナ
 

ョ
イ
トナ 
ョ
—
イ
トナ 

{

ぉ
と
ど
め
さ
せ
ぼ
ん
ナ
ー
ナ
ー
ナ
ー
ド
ッ

コ
イ 

は
ん
ずの
ごとコラ
は
れ
る 

はれて
 

く
されて
コラ
な
ばは
え
る 

コ
ラ
ョ

イ
シ
ョ
ガエー 

コ
ラ
や
れ
こ
れつ
っ
こ
め
さ
し
こ
め 

ハ

3
イ
3
イ
3
—
イ
 m

v

岩
に
穴
掘
り
歌 
f
 

3
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
黒
木
笠
置
明
治

36
年
生
男 

A
ヤ
ー
レ

こ
こ
も
旅
じ
やとう 

ま
た
ゆ
く
先
も
重
ね
が
さ
ね
の
旅
の
空 

A
ヤーレ
 

土
方
さ
ん
た
ち
や
山
か
ら
山
へ 

花の
都
に
ゃ
縁
が
な
い 

A
ヤ
ー
レ

土
方
雲
助
は
ん
て
ん
育
ち 

長い着物にゃ縁がない 

へ
ヤ
ー
レ
土
方
さ
ん
に
は
ど
こ
見
て
ほ
れ
た 

帳
場
帰
り
の
千
鳥足 

A
ヤ
ー
レ

土
方
女
房
に
ゃ
は
よ
な
れ
妹
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米
の
ま
ま
く
て
朝
寝
し
て

土
搞
歌
 
T
5I
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
宮
原 

伝
承
者
久
保
田
繁
大
正

6
年
生
男 

-A
アー 
一
丁
や
り
ま
せ
ぅ
は
ば
か
り
な
が
ら

ヨ
イ
ヨ
イ 

唄
の
文
句
は
よ
ぅ
知
ら
ね
ど
も

ヨ
ー
イ
ヨ
—
イ
ヨ
イ
ト
ナ
ア
ラ
ニ
ャ
コ
ラ
ニ
ャ
ト
セ
ー

中
略

A
ア

1
雨に
も
ら
さ

じ
ひ
な
ん
に
の
が
れ

ヨ
イ
ヨ
イ 

風
に
な
び
か
ず 

ぬす
人入
ら
ず

~\
ァ
ー
天
神
七
代
地
神
に
ゃ
五
代

ヨ
イ
ヨ
イ
 

此
の
家
ご
家
は
末
代
ま
で
も

百
太
郎
溝
工
事
歌
^
5̂
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
宮
原 

伝
承
者
上
原
狩
男
明
治

37
年
生
男

A
ア
ー
エ
イ
ト
モ 
エ
イ
ト
モ 
エ
イ
ト
モ
ナ
ー 

か
ら
す
の
横
と
び
ゃ
ー
エ
イ
ト
モ
ナ
ー

ア
—
東のは

てからエイト

モナ
ー 
エ
イ
ト
モ
ナ
ー

エ
イ
ト
モナ— 

ア
ー
西のは

て
ま
で 
ク

ク

ク

 

ア
'―

し
ま
つ
た
思
い
た 
ク

ウ

々

 

ア
ー
こ
こ
ら
で
止
め
ま
し
よ
々 
ク

ク

土
搗
き
音
頭
(

数
え
唄
) 
^
6
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
多
良
木
町
久
米 

伝承者尾方透大正

8
年生男 

さ
れ
ば
柱の
か
ず
か
ず
祝
ふ 

一番の柱は大黒柱 

二
番
の
柱
は
日
光
の
御
前
に
ま
つ
る 

三
番
の
柱
は
三
世
の
諸
仏 

四
番
の
柱
は
よ
く
身
を
守
る 

五
番
の
柱
は
御
家
の
繁
盛 

六
番
の
柱
は
六
難
払
ぅ 

七
番
の
柱
は
七
福
ま
ね
く 

柱はしげたかもいやた

る
き 

木
々
の
す
み
木
に
す
み
ひ
く
人
は 

飛
驊
の
た
く
み
か
武
田
の
ば
ん
じ
ょ 

た
て
さ
せ
た
も
ぅ
が
か
の
ご
い
え
も
り

茶
も
み
歌
 
-̂

12
|

(5)

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
小
鶴 

伝
承
者
三
浦

I

雄昭和

3
年生男

A
も
め
た
も
め
た
よ 

こば
茶
が
もめた 

もめばこば

茶
も 

ヤソリャこちやとなる

ア
1
ヤ
ッ
シ
ノ 
コイコイ

A
声
は
す
れ
ど
も
姿
は
見
え
ぬ 

あれはみ山の 

ヤ
ソ
レ
ほ
と
と
ぎ
す
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ァ
ー
も
む
っ
ど
が
も
む
っ
ど
が 

A
歌
の
だ
ん
か
い
茶
も
み
の
た
ん
か 

花ははかしよへ 

ソ
リ
ヤ

おし
ら
れ
た 

ア丨ヤッシノ

 
コイコイ

も
む
っ
ど
が
も
む
っ
ど
が

茶
も
み
歌
 
f

12
—
(6)

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
内
谷

. 
伝承者吉松保昭和

2
年生男 

A
もめたもめたと柴茶がもめた 

も
め
ば
柴
茶
も
ヤ
ソ
ラ
ー
小
茶
と
な
る 

A
子もちゃよかばな子にかこつけて 

早
よ
ね
早
よ
ね
と
ヤ
ソ
ラ
ー
楽
ねす
る 

A
茶
つ
み
も
ど
ら
に
ゃ
み
な
す
げ
の
笠 

どれ
が姉やらヤソラ
ー妹やら 

A
お
茶
を
つ
ん
で
か
ら
ぬ
し
さ
ん
と
二
人 

花の
都
にゃソラ
ー見
物
に

土
搞
歌
 
T

13
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
山
江
村
万
江 

伝
承
者
橋
本
功
大
正

14
年
生
男 

A
今
日
は

日
も良し石
づきな

さ
るヨ
ィヨ
ィ 

金
の
た
ず
な
に
こ
が
ね
の
土
搗
き 

下
につ
く石
ゃ
大
判
小
判 

ア
リ
ヤ
リ
ヤ

 
コ
リ
ヤ
リ
ヤ
ト
セ 

ア
リ
ヤ
リ
ヤ

 
コ
リ
ヤ
リ
ヤ
ト
セ

ア
リ
ヤ
リ
ヤ

 
コ
リ
ヤ
リ
ヤ
ト
セ 

A
家
は
三
階
四
つ
む
ね
づ
く
り 

後
ろ
に
や
泉
水
つ
き
山
建
て
て 

そ
れ
を
な
が
む
る
長
者
の
家
は 

A
大
工
の
は
じ
ま
り
や
聖
徳
太
師 

ひ
だ
の
た
く
み
が
建
て
る
家
は 

風
に
な
び
か
ず
ぬ
す
人
い
ら
ず 

水
に
流
れ
ず
か
な
ん
に
あ
わ
ぬ

石
の
み
唄
 
-̂

14
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
大
瀬 

伝
承
者
大
瀬
義
丸
大
正

15

年
生
男 

ヤ
ア
レ
ー

なんぼたたいても 

この石やほれぬ 

石
が
か
た
い
か
手
の
わ
ざ
か 

ハアチンカンチンカン
球
磨
川
下
り
船
頭
唄

 
T

14
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
大
瀬 

伝
承
者
大
瀬
義
丸
大
正

15
年
生
男 

A
西
は
し
ゅ
ぅ
と
お
と
し
で

よ西は関所よ 

こ
だに山
か
ら
よヤ
レサ
お目
が出
る
よ 

A
舟は
ちやんからで
もよすみ
まきや乗せ
るよ 

乗
せ
て
下
る
は
よ
客
荷
を
さ
け
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茶
も
み
唄

 
f

14
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
高
沢
高
森
大
正

9
年
生
男

A
もめたもめたよ 

茶山
が
も
め
たホ
ィ
ナ
ホ
ィ 

今
年ゃ
茶山
が二
度
も
め
た 

A
姉
と妹
に
むろ
さ
き
着せて 

ど
れ
が
姉
や
ら
妹
や
ら

氷
売
り
の
歌

 
^~
14
丨
(3

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
高
沢
彰
大
正

9
年
生
男 

え水水水が

一

銭水が一銭 

こ
う
い
う
水
を
食
う
て
み
ろ 

は
よ
く
て
は
よ
く
や
は

よ
う
ま

か 

おそ
くて
おそ
く
や
おそ
う

ま
い 

こ
おい
う
水
を
食う
た
なら 

三
年
三
月
は
長
生
き
る 

そ
れ
よ
り
早
く
死
ん
だ
時
ゃ 

二
一
年
三
月
の
は
や
死
に
だ 

はいこおたはいこおた 

あ
安
か
っ
た
ー
で
ま
た
売
れ
た 

今の
ぼつ
ちゃんあり
がとさん 

あ
な
た
の
親
切
忘
れ
ま
せ
ん 

忘れ
た
時
に
は
又
おい
で 

お
い
で
た
時
に
は
知
ら
ぬ
顔 

は
い
こ
ぅ
た
安
か
っ
た

安
か
っ
た
ー
で

ま
た
売れ
た 

赤
い
の
ー
が
い
ち
ご
で 

き
ー
な
い
の
が
バ
ナ
ナ
じ
ゃ 

バ
ナ
ナ
と
い
ち
ごの
か
け
合
い
で 

こ
う
ゆ
う
水
を
食
う
た
な
ら 

学
校
の
成
績
ゃ
優
等で 

運
動
会
に
は
三
等
賞 

あ
ら
ま
ち

ごう
た
一等賞

土
搞
歌
 
^—

14
丨
⑷

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
一
勝
地 

伝
承
者
犬
童
か
と
ぇ
明
治

44
年
生
女 

A
オ
ー
ィ
ヤ
レ
わ
た
し
が
な
わ
た
し
が
な 

ま
わ
り
き

た
なら
 

く
ど
き
ま
し
ゆ 

今
日
は
い
か
な
る
吉
日
か 

金
の
土
搗
な
さ
る
げ
な 

-A
オ丨ィヤレ黄金のかなはすげこんで 

下
に
し
く
石
し
ら
が
ね
の 

A
オ
ー
ィ
ヤ
レ
そ
れ
を
引
く
つ
な
な
が
む
れ
ば 

五
色
の
糸
を
つ
な
と
し
て 

そ
れ
を
引
く
人
七
福
の 

上
の
か
ざ
り
を
な
が
む
れ
ば 

略
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楠
浦の
掘
切
り
歌

 
天—
1
1
⑴

伝
承
地
本
渡
市
楠
浦
町
久
保 

伝
承
者
飽
田
富
雄
大
正

12
年
生
男
他 

A
さ
て
も
珍
ら
し
楠
浦
普
請 

長
さ
五
丁
に
底
五
丈
上
で
二
十
と
一
間
に 

高
さ
九
丈
の
岩
山
を
鑽
や
小
鎚
や 

玄
翁
や
金挺子山
錐雁
爪の 

細
工
は
日
々
鍛
冶
五
人 

六
歳
の
末
にて
よ
う
よう
に 

い
ま
で
は
白
帆
が
は
し
り
い
る 

~\
そ
れ
で
田
畑
も
倍
ひ
ろ
ま
り
て 

焚
木
積
み
だ
し
肥
と
り
も
船
で
門
ま
で
積
入
る 

田
畑作物稔り
増し百姓次第に 

便
利
よ
く
肴
は
堀
切
り
川
筋
の 

新
規
の
白
魚
青
海
苔
や 

そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
添
え
ま
し
て 

朝
か
ら
晚
ま
で
呑
み
暮
ら
す 

A
春
は
堀
切
両
山
岸
へ 

桜
品
々
咲
く
こ
ろ
は
吉
野
初
瀬
や
嵐
山 

こ
こ
に
来
し
か
と
思
わ
れ
て 

高き卑しきおしな
べて
船や磯辺や 

山
々
に
朝
間
夕
間
の
さ
か
い
な
く 

遠
く
近
く
花
見
に
来
る
人
は 

つ
ぼ
み
の
う
ち
よ
り
絶
間
な
し 

A
秋
は
川
土
手
も
み
じ
を
な
く
し 

龍
田
の
な
が
め
そ
の
ま
ま
に 

風
に
散
る
葉
の
堀
切
り
に

流
れ
落
ち
あ、っ
錦
川
ぅ
づ
ま
く
水
に 

悠
々
と
波
の
間
に
ま
に
ま
た
浮
か
び
出
で 

四
方
の
も
み
じ
も
色そ
えて 

景
色い
や
ま
す
長
堤 

む
か
し
に
ま
さ
る
楠
の
浦

江
後
の
土
搞
歌
(

牡
丹
長
者
口
説
) 

天—
3
丨
⑴

伝
承
地
天
草
郡
大
矢
野
町
中 

伝
承
者
小
幡
光
男
大
正
元
年
生
男
他 

長
者
長
者
と
世
に
多
け
れ
ど 

末
代
伝
わ
る
長
者
の
由
来 

な
る
か
な
ら
ぬ
か
歌
っ
て
み
ま
し
ょ
ぅ 

豊
後
の
国
に

てまず

お
わ
し
ます 

家は八方八棟作り 

表門に

やます

型と
りて 

庭にや泉水築山
づくり 

豊
後
の
国
に

て

先
ず
お
わ
し

ます 

朝
日
長
者
の

まず
ひ
とり
姫 

お
ん
年
つ
もりて

二
十
と
一で 

お
ん
名
あ
ら
た
め
初
花
ご
前 

中
嫁
さ
ん
の
在
所
を
聞
け
ば 

国
は
同
郡
豊
後
の
国
で 

略
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潟
切
り
踊
り

 
天—
4
1
⑴

伝
承
地
天
草
郡
松
島
町
阿
村 

伝
承
者
池
田
久
間
大
正

14
年
生
男
他 

A
今
年
は
じ
め
て
御
新
地
に
出
た
ら
ホ
ン
ニ
ナ 

ぶり
の
コ
ラ

シヨイシヨイ

荷
な
い
道
ま
だ
知
ら
ぬ 

来
た
時
ゃ
寄
れ
の
い
道
端
じ
ゃ
る
け
ん 

茶
沸
き
や
て
待
っ
と
る

n

ラ
シヨ
イ
シヨ
イ

コラ
シヨイ 

-A
ぶり
の
荷
な
い
道
知
ら
ず
ば
教
ゆ
ホ
ン
ニ
ナ 

腰
を
コラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ
か
が
めて
唄
で
まつ 

高
舞
登山
か
ら
梨
投
げ
た 

そ
っ
と
れ
こ
っ
と
れ
よ
か
と
の
え
り
取
り 

A
長
い
土
を
ば
な
お
ざ
や
の
土
手
は
ホ
ン
ニ
ナ 

流
れ
コラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ
千
間
五
十
五
間 

雲
仙
山
か
ら
後
と
び
や
す
る
と
も 

お
前
さ
ん
に
や
暇
と
り
や
や
り
も
せ
に
や
と
り
も
せ
ぬ 

A
新
地
役
人
な
こ
の
し
ろ
ぶ
え
ん
ホ
ン
ニ
ナ 

焼
か
に
ゃ
コラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ
も
た
れ
ぬ
夏
の
魚 

下
津
浦
上
津
浦
楠
甫
の
中
津
浦
棚
底 

い
な
ま
き
や
裏

こりき 

A
阿
村
お
菊
を
花
だ
ん
に
す
え
て
ホ
ン
ニ
ナ 

花
と
コラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ
見
比
べて
見
と
ぅ
ご
ざ
る 

よ
ん
に
ゆ
ぅ
は
い
る
ん
な
どっ
ち
も
日
傭
と
り 

日
傭
とり
や
ごた
がい

A
阿
村
沖
に
は
か
か
り
と
は
な
い
が
ホ
ン
ニ
ナ 

お
菊
コ
ラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ
見
た
さ
に
汐
が
か
り 

そ
こ
行
く
姉
ち
や
ん
尻
が
ち
よつ
と
は
ね

とる

は
ね
と
る
と
こ
ろ
の
ひ
ん
と
よ
さ 

A
大
場
ど
ん
な
も
の
お
菊
に
ほ
れ
て
ホ
ン
ニ
ナ 

大
場
コラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ
子
も
あ
り

や妻
もあ
る 

お
む
か
ば
な
お
む
か
ば
な
お
む
か
時
ゃ
は
ね
の
け 

~\
汐
の
満
つ
時
や
え
ご
え
ご
ま
わ
る
ホ
ン
ニ
ナ 

皆
コラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ
日
傭

とりや
裘
ま
わ
る 

だ
ん
だ
ら
畠の
さ
や
ま
め
は 

ひ
と
さ
や
走
れ
ば
皆
走
る 

A
千
秋
万
年
治
ま
る
御
代
は
ホ
ン
ニ
ナ 

末
は
コラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ
鶴
亀
五
代の
松 

一町田
後家
女の
初田
植 

荒
も
み
三
合
に
ゃ
米

一

合 

A
こ
れ
で
止
め
ま
す
ど
な
た
も
サ
ヨ
ナ
ホ
ン
ニ
ナ 

長
く 
コラ
シ
ヨ
イ
シ
ヨ
イ
お
手
間
を

と
り
ま
し
た 

行
く
ば
な
行
く
ば
な
と
め
て
は
な
い
か
な 

行
く
先
や
花
だ
よ
好
い
た
も
ん
な
つ
い
て
こ
い

土
捣
歌
 

天—
6
—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
ニ
間
戸 

伝承
者松崎則義他青年団
一同 

A
今
日
は
日
も
良
し
石
搗
な
ら
す 

ど
な
た
様
に
も
御
苦
労
に
お
わ
す

ハ
ア
ー

ヨ
オ
ー
イ 
ヨ
オ
ー
イ 
ヨ
ー
イ
ト
ナ

アラリヤコラニヤ

 
コ
ノ
ヨ
才
— 
才
—
イ
ト
ナ
ー
ヤ
ァ
1
才
\
-

I
ヤ 

A
金の土搗黄金の
金輪 

綾
と
錦
の
より
分
け
手
綱 

A
大
判
小
判
の
栗
石
つ
か
せ
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そ
れ
を
引
く
の
が
七
福
神
よ 

略
牟
田
土
突
き
節 
天
—
6
丨
⑵

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
姫
浦 

伝
承
者
川
畑
義
国

(

故人
)

ハ丨ヨ
'~

ホ
イ
ヨ
'~

ホイ
 

ヨ
丨
イ
ト
ニヤ
 

ハ
ラ
ニヤ
コ
ラ
ニ
ヤ
コ
ノ
ヨ
—
オ
イ
ト
ニヤ

ヤ
ー
ホ
イ 
ヤ
ー
ホ
イ 

今日
は
めで
たい
ハ
ーヨ

イ
ヨ
イ 

こ
の
家
の
土
突
き
ハ
ー
サ
ッ
サ 

柱
柱
に
ゃ
ヨ
イ
ヨ
イ 

神
々
や
ど
る

ヤ
ー
ホ
イ 
^

-
ホ
イ

一
番
柱
に
ゃ
ハ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ 

伊
勢
天
照
皇
さ
ま
よ
ハ
ー
サ
ッ
サ 

二番柱にゃヨイヨイ

 

出
雲
の
神
よ 

略
地
雷
火
節

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
姐
浦 

伝
承
者
永
森
吉
松
男

 

A
お
ま
れ
ち
や
お
ま
れ
ち
や 

お
ま
れ
ち
や
な
ら
の
よ 

A
わ
し
が
お
もい
は
老
岳
山
の
よ 

山
の
木
の
葉
の
数
ま
さ
る

A
見
え
た
見
え
た
よ
天
草
富
士
が
よ 

さ
ま
の
おもいが晴れたよに

 

A
名
所
名
所
は
築
島
が
名
所
よ 

名
所
ど
こ
ろ
に
ゃ
水
が
な
し
よ 

A
赤
い
手
甲
に
裳
裾
の
紅
は 

ぬ
し
に
捧
げ
る
わ
が
想
い
よ

土
搗
歌 
天—
8
—
3

伝
承
地
天
草
郡
御
所
浦
町
嵐
ロ 

伝承
者
脇
上宇
喜則
大正

2
年
生
男
 

今
日
は
日
も
よ
し
地
搗
き
を
な
さ
る 

あ
ま
た
の
神
々
お
な
わ
り
な
さ
い 

祝
い
め
で
た
い
若
松
様
よ 

枝
も
盛
え
る
葉
も
茂
る 

千
秋
万
世
つ
き
お
さ
め
ま
す 

末は鶴龜御用の松

土
づ
き
歌 
天
—
9
—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
會
岳
町
宮
田 

伝
承
者
金子
三
郎
大
正

7
年
生
男
 

A
今
日
は
日
も
よ
し
石
突
き
な
さ
れ

ア
ー
ヨ
イ
ヨ
イ 

石のかどづきゃ大黒柱

ア
ラ 
ヨ
1
イ
ヨ
1
イ 
ヨ
イ
ト
ナ 
ア
リ
ャ
リ
ャ
コ
リ
ャ
リ
ャ 

コノ 
ヨ—
イ
ト
ナ
ヨ
イ
ヤ
ヤ
ヨ
イ
ヤ
ヤ
ヨ
イ
ヤ
ヤ 

へ
こ
こ
の
座
敷
は
祝
い
の
座
敷
ァ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ 

鶴
と
亀
と
が
舞
い
遊
ぶ

A
伊
勢
は
津
で
も
つ
律
は
伊
勢
で
も
つ
ァ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

―84 ―



第三章熊本県の民謡

尾
張
名
古
屋
は
あ
の
城
で
も
つ

土
摘
き
歌 
天—
1113

伝
承
地
天
草
郡
新
和
町
小
宫
地 

伝
承
者
渡
辺
セ
ョ
明
治
43
年
生
女
 

へここの
座
敷は祝いの
座
敷アラヨ
ーイヨ
ーイ

 

鶴
と
亀
と
が
舞
い
遊
ぶ

ア
ラ 
ヨ
'―

イ 
ヨ
'―

イ 
ヨ
ー
イ
ト
ナ 
アラニヤコラニヤ 

サノ
 

ヨ
オ
イ
ト
ナ
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
ウ
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
ウ 

ソ
ラ
ヒ
ケ
ヤ
レ
ヒ
ケ

A
歌
え
鈴
虫
声
張
り
上
げ
て 

ここは道ばた人が聞く

 

へ
祝
い
め
で
た
は
若
松
様
ょ 

枝
も
栄
え
て
葉
も
し
げ
る 

A
伊
勢
は
津
で
も
つ
津
は
伊
勢
で
も
つ 

尾
張
名
古
屋
は
城
で
も
つ

新
地
節 
天—
1118

伝
承
地
天
草
郡
新
和
町
小
宮
地 

伝
承
者
渡
辺
セ
ョ
明
治
43
年
生
女
 

A
新
地
土
手
か
ら
お
ざ
や
ば
見
れ
ば
ア
ラ
イ
ナ 

なぐれお春ががたいなう

 

ア
ラ
ヨイガナヨイガナ

 

A
が
た
を
い
な
う
ょ
り
や
わ
が
身
を
か
ざ
れ
ア
ラ
イ
ナ 

わ
が
身
か
ざ
れ
ば
金
も
ら
う

コリヤヨンニユワイルンナドチラモヒユトリ 

ココデシテヤレアドッコイドッコイ

ィツチョ力テトケアドツコィドツコィ

へ
長
い
土
手
ば
な
小
宮
地
の
土
手
は
ア
ラ
ィ
ナ 

石
じ
ゃ
つ
け
ね
ど
金
の
土
手

コ
リ
ヤ
キ
タ
ト
キ
ヤヨ
レノ
ィ
ミ
チ
バ
タ
ジ
ヤ
ケン 

オマケニヤコマミソテンクボギンナリ 

ア
ラ
ド
ツ
コ
ィ
ド
ツ
コ
ィ

A
新
地
ご
ざ
れ
ば
潮
止
ご
ざ
れ
アラ
ィ
ナ 

お
ち
の
女
ど
ん
が
が
た
い
な
ぅ 

へ
新
地
ご
ざ
れ
ば
潮
止
ご
ざ
れ
アラ
ィ
ナ 

沖の島々
見てござれ

 

A
沖の島々
まわれば七里

 

浦
が
七
浦
アラ
七
え
び
す

地
突
歌 
天
丨
12
—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
鬼
池 

伝
承
者
林
サ
ン
明
治

34
年
生
女
 

A
今
日
は
日
も
良
し 
ヨ
ィ
ヨ
ィ 

家
固
め
を
し
ま
し
よ
ハ
ア
ヨ
ィ
ヨ
ィ 

よろ
し
ゆ
頼み
ます
コ
レモ
皆
様に 

ソレー
 

ヨ—

hr

ィ
ヨ
'~

オ
ィ 
ヨ

I
ィ
ト
ナ
ー 

アリヤナァ丨

 
コ
リ
ヤ
ナ
一 

サ
ア
—
ヨ 
1

イ
ト
—
ナ
ァ~

アア
 

ォ
セ̂
—
 

ォ
セ
*
^

—

•~\
こ
こ
の
屋
敷
に
ヨ
ィ
ヨ
ィ

み
よ
ろ
が
と
ふ
き
と
ハ
ア
ヨ
ィ
ヨ
ィ 

み
よ
ろ
が
さ
か
え
る
コ
レ
モ
ふ
き
つ
け
る 

A
弓
は
袋
に
ヨ
ィ
ヨ
ィ
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剣はさやにハアヨイヨイ

 

納めまするぞコレモ八幡宮

御
領
地
搗
歌 
天
丨
12
丨
⑴

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
御
領 

伝
承
者
山
田
秀
敏
昭
和

16
年生男他

 

~\
こ
こ
の
座
敷
は
コリ
ャ
サ
ッ
サ
祝
い
の
座
敷
ハ
ッ
ヨ
ー
イ
ヨ
イ 

鶴と龟とがヤレサー舞い遊ぶ

ハ
'―

ヨ
丨
イ 
ヨ
一
イ 
ヨ
丨
イ
ヤナ
 

ア
リ
ャナ
 

コ
リ
ャナ
 

ヨ
—
1
^

イ
ヤナオッセンヤーオッセンヤー

 

飞
鶴
と
窀
と
は
コ
リ
ャサッサ何と言ぅて遊ぶハッヨ

ー
イ
ヨ
イ 

末
は
御
繁
昌
と
ヤ
レ
サ
ー
言
ぅ
て
遊
ぶ 

略

蛸
揚
胴
搞
歌
天
—
12
—
m

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
鬼
池 

伝
承
者
森
木
実
枝
大
正

11
年
生
女
 

A
ホ
ー
ラ
ン
エ
ー
こ
こ
の

屋
敷
は
ヤ
ッ

ハ
ン
エ
ー 

ア
ラ

ヤ
ス
ト
コ
セ
ー
 m

オ
ー
イ
ト
ナ 

ア
ラ

祝
い
の
屋
敷
ヨ
オ
ー
イ
ト
ナ
ー 

ア
ー
レ
モ
 

ア
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ
ン 

サ
ノ
ヨ
—
イ
ト
コ 
ヨ
1

イ
ト
コ
セ
1 

A
ホ
ー
ラ
ン
エ
^―

 
鶴
と
亀
と
が

ヤ
ッ
ハ
ン
エ
ー 

ア
ラ

舞
い
遊
ぶ
ヨ
ー
イ
ト
ナ 

へ
ホ
ー
ラ
ン
エ
ー

薩摩
並びの
ヤッ

ハ
ン
エ
ー 

ア
ラ

飯
の
島
は
ヨ
ー
イ
ト
ナ
ー 

A
ホ
ー
ラ
ン
ェ
ー

地から生えたかヤツ

ハ
ン
ェ
ー

ア
ラ
浮
島
か
ョ
ー
ィ
ト
ナ
ー

茶
山
節 
天
—
13
—
3

伝
承
地
天
草
郡
苓
北
町
坂
瀬
川 

伝
承
者
江
崎
福
龍明
治

30
年
生
男
 

A
茶
山
登
る
時
や
連
れ
の
ん
で
登
る 

離
れ
ば
な
れ
は
辛
ぅ
ご
ざ
る 

A
茶
山
茶
所
茶
は
縁
ど
こ
ろ 

縁
な
茶
の
木
の
根
で
結
ぶ

ア
ラ
チ
ヤ
ヤ
マ
ニ
ヤ
ナ
ニ
シ
ニ

キ
タ
ロ
レ

ロン 

ム
スメ
サモラ
ィニキタ

ロレロン 

ィマデハソウィウコトハデキンバナ

A
お
前
さ
ん
と
な
ら
わ
し
や
何
処
ま
で
も 

肥
後
や
肥
前
の
果
て
ま
で
も

富
岡
地
つ
き
歌 
天
|

13
丨
5

伝
承
地
天
草
郡
苓
北
町
富
岡 

伝
承
者
平
松
蔴
造明
治

41
年
生
男
 

A
祝
い
目
出
度
い
若
松
様
よハ
エ
ン
ヤラ
ヤ
ッ
サ

 

枝
も
栄
えて
葉
も
繁
る
ハ
オ
シ
ャ
ジ
オ
シ
ャ
ジ
オ
シ
ャ
ジ

 

エンヤラヤエンヤラヤ

 

ヤレコノ
 

エエノエ

へ
若
い
衆
き
ば
れ
飲
ま
す
る
て 

酒でないばな煙草ばな

 

A
こ
こ
の
小
庭
に
井
戸
掘
り
す
え
て 

水も湧く湧く
金も湧く
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地
搞
歌
天
—

14
丨
3

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
下
田
南 

伝
承
者
白
石
ミ
エ
子
大
正

4
年
生
女
他 

A
こ
こ
の
屋
敷
に
井
戸
掘
り
す
え
て

エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ッ
サ 

水
は
湧
か
ず
に
金
が
湧
く 

ア
ラ 
エ
ン
ヤ
ラ
サ

I
ノ 
ヤ
ツ
サ
ー
ノ
サ
ー
 

ア
ー
エ
ー

ア
ー
ホ
ッ
シ
ン
ヤ
ジ
ャ
—

 
ホ
ッ
シ
ン
ヤ
ー
ジ
ャ
ー 

A
音
頭
と
る
子
が
橋
か
ら
こ
け
て 

橋
の
下
か
ら
音
頭
と
る

A
こ
こ
の
ち
ゃ
に
ん
じ
ゃ
に
ゃ
だ
が
き
て
す
わ
る 

嫁
子
さ
ん
が
す
わ
ら
ん
じ
ゃ
ろ
だ
が
き
て
す
わ
る

高
浜
の
地
搞
歌
 

天—
14
—
3

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
高
浜 

伝
承
者
脇
田
キ
ョ
明
治

37
年
生
女
他 

-
1
レ
ン 
一
番
柱
の
搗
き
は
じ
め
ア
ー
エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ッ
サ 

悪
病
災
難
搗
き
は
ら
い

ァ
ー
エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ッ
サ 

子
孫
繁
栄
と
搗
い
て
給
え

ア
ー
エ
ン
ヤ
ラ
サ
ー

 
ア
ア
ー
エ
ン
ヤ
ラ
サ
 

ア
ー
ノ
ヤ
ッ
サ
ガ
サ
ア
ー
ノ

 
エ
ー

ホシンヤジャホシンヤジャホシンヤジャヤンサノホイ 

r

■

ヤ
ー
レ
ン
若
い
衆
や
り
ま
す
よ
ア
—
エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ッ
サ 

カ
ト
リ
持
ち
は
カ
ト
リ
に
気
を
付
け
て
ァ

ー
エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ッ
サ 

若
い
者
は
ど
ん
ど
こ
ど
ん
と
搗
い
て
お
く
れ
な 

中
略

へ̂
—
レ
ン
若
い
衆
や
り
ま
す
ぞ 

お
ま
え
百
ま
で
わ
し
や
九
十
九
ま
で

と
も
に
白
髪
の
は
え
る
ま
で

今
富
地
捣
歌
 

天—
15
—

s

伝
承
地
天
草
郡
河
浦
町
今
富 

伝
承
者
高
岡
多
喜
蔵
昭
和

6
年
生
男
他 

へ祝いめで
たの
若松様よソーラエンヤラヤッサ 

枝
も
栄
え
て
葉
も
繁
る

ア
ー

エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ー
 

エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ー
ノ
ヤ

レ
コ
ノ
サ
ァ
ー
ノ
エ
ー
 

A
こ
こ
の
座
敷
は
祝
い
の
屋
敷 

鶴
と
亀
と
が
舞
い
遊
ぶ 

A
正
月
二
日
の
初
夢
は 

一
富
士ニ
腐
三
前
子 

A
庭
じ
や
餅
つ
き
お
前
じ
や
ち
ぎ
る 

座
敷
に
並
べ
る
五
万
石 

A
こ
こ
の
お
庭
に
井
戸
掘
り
す
え
て 

水
が
わ
か
ん
し
よ
な
金
が
わ
く 

~\
こ
こ
の
お
庭
に
桐
の
木
植
え
て 

花
が
咲
く
ば
な
金
花
が 

-A
今
日
は
日
も
よ
い
地
づ
き
の
は
じ
め 

悪
事
災
難
打
ち
払
え 

A
神
州
万
世
治
ま
る
御
代
に 

蔵
に
や
金
箱
数
ま
さ
る

―87 ―



四、
交
通
運
搬
に
_
す
る
も
の
@

お
嶽
參
り
の
唄 
#
-
1
丨
⑴

伝
承
地
人
吉
市
願
成
寺
町 

伝承
者
銀
杏田
ォス
ミ
大
正

7
年
生
女 

'
おたけ
ごさんけ
とドッコ
イ 

今
度
が
は
つ
よ

ご縁あるならまたまいるなヨイ 

A
お
た
け
山
か
ら
ド
ッ
コ
イ 

湯
山
を
見
れ
ば

湯
山
お
な
ご
が
で
て
ま
ね
く
な
ヨ
イ 

A
か
さ
を
忘
れ
た
ド
ッ
コ
イ 

免
田
の
茶
屋
で

そ
ら
が
く
も
れ
ば
お
も
い
出
す
な
ヨ
イ 

へ
い
ま
ま
た
ば
あ
さ
ん
は
や
か
つ
た 

ち
ゃ
や
ろ
か
ゆ
や
ろ
か
水
や
ろ
かヨ
イ

道
三
味
線 
f
115

伝
承
地
人
吉
市
温
泉
町 

伝
承
者
花
田
ハ
ナ
子
大
正

13
年
生
女 

ぼ
ん
ち
か
わ
い
や
ね
ん
ね
し
な 

球
磨
川
女
郎
衆
は
十
文
匁 

十
文
匁
の
鉄
砲
玉 

玉
や
が
か
わ
い 

す
つ
ぽ
ん
？
ん

お
親
ま
い
り 
■̂
1
2
—

(1

伝
承
地
球
磨
郡
錦
町
木
上 

伝
承
者
早
田
守
雄
明
治

44
年
生
男
 

へ
おたけ
ごさんけはドッコイ 

今度がはつまいり

ご
縁
が
あ
る
な
ら
ま
た
ま
い
る
なヨ
イ 

A
お
た
け
山
か
ら
ド
ッ
コ
イ 

湯
山
を
み
れ
ば

湯
山
お
な
ご
が
で
て
ま
ね
く
な

ヨイ 

~\
免
田
の
茶
屋
で
ド
ッ

コイ 

か
さ
を
忘
れ
た
な
 m

イ 

空
が
く
も
れ
ば
思
い
出
す
な

ヨイ 

~\
お
た
け
ご
さ
ん
け
と
ド
ッ

コイ 

う
ち
や
ゆ
う
て
出
た
が 

お
た
き
や
な
ず
け
て
気
な
ぐ
さ
み
な

ヨイ 

ジ
イ
サ
ン

バア
サンイマイマ

免
田
の
茶
屋
の
歌 
1
^
3
1
3

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
小
田
勝
男
明
治

41
年
生
男 

~\
免
田
の
茶
屋
で
ド
ッ

コイ 
'  

かさ
忘れ
たドッ

コイ 

免
田
の
茶
屋
で
空
が
く
も
れ
ば 

思
い
出
す
な
い
ょ
え
ー 

A
お
た
け
ご
さ
ん
け
い
と

ド
ッ
コイ 

う
ち
や

ゆ
て
で
た
が
お
た
き
や
な
ず
けて 

き
な
ぐ
さ
み
で
な
い
ょ
え
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中
略

A
か
さ
を
手
に
持
ち
ド
ッ
コ
イ 

ど
な
た
も
さ
ら
ば
ド
ッ
コ
イ 

な
がの
お
世
話
さ
に
や 

な
り
ま
し
た
な
い
よ
え
ー

ババイマィマ御
岳
さ
ん
参
り 
^—

5丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
宮
原 

伝
承
者
土
肥
吉
雄
大
正
元
年
生
男 

へ
お
岳
さ
ん
に
は
ド
ッ
コ
イ 

今
度
が
初
め
御
縁
有
つ
た
ら 

ま
た
参
る
ナ
ア
ヨ
エ 

A
お
岳
ご
参
詣
と
ド
ッ
コ
イ

内
ち
や
言
ぅ
て
出
た
が 

お岳名付で
気なぐさめナアョエ 

へ
お
岳
さ
ん
か
ら
ド
ッ

コイ 

湯
山
ば
見
れ
ば
湯
山
お
な
ご
の 

雪の肌ナァョエ 

A
様
は
は
つ
て

き
や
る
ド
ッ

コイ 

茶の葉は芽立つ 

な
ん
の
力
で
茶
ば
つ
も
か
ナ
ァ
ョ
エ

お
級
参
け
い
の
歌 
#-8丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
水
上
村
湯
山 

伝
承
者
大
谷
ハ
マ
大
正

6
年
生
女 

A
お
嶽
さ
ん
け
ー
ド
ツ
コ
イ

う
ち
ゃ
ゆ
う
て
で
た
が
ー 

お
嶽
き
ゃ
名
付
け
て 

気
な
ぐ
さ
み
ナ
ー
ョ
エ
ド
ッ
コ
イ 

A
か
さ
を
忘
れ
た
ド
ッ
コ
イ 

免
田
の
茶
屋
で
—

空
が
く
も
れ
ば
ー 

思
い
だ
す

A
お嶽山からドッコイ 

湯
山
を
見
れ
ば
ー 

湯
山
お
な
ご
が 

出
て
ま
ね
く

馬
子
唄 
天—
12
—

m

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
ニ
江 

伝
承
者
江
上
徳
光
昭
和

4
年
生
男
他 

祝
い
め
で
た
い
若
松
様
よ 

枝
も
栄
え
る
葉
も
し
げ
る

さ
て
も
や
さ
し
き

氏
神
さ
ま
よ氏子
育つり
や
村

しげる 

こ
こ
の
亭
主
は
福
よ
な
亭
主
潮
の
満
つ
ご
と
ふ
き
つ
け
る 

西
の
で
き
れ
い
権
現
様
よ

わ
し
が
為には
守り
神 

駒
よ
嘆
く
な
江
戸
ま
で
行
か
ぬ 

久
留
米
三
十
五
里
ゃ
日
に
戻
る

七
つ
八
つ
か
ら
馬
方
す
れ
ば
つ
け
た
そ
の
荷
の
品
の
良
さ 

い
わ
し
や
と
れ
と
れ|

万
五
千
と
ら
に
や
な
る
ま
い

こ
の
い
わし 

さ
ら
し
手
ぬ
ぐ
い
中
染
め
わ
け
て
明
日
は
遠
賀
の
ど
い

っきに 

笹
に
雀
が
品
よ
く
と
ま
る
止
め
て
止
ま
ら
ぬ
色
の
道 

鶴
と
亀
と
が
何
し
て
遊
ぶ
末
は
繁
盛
と
い
う
て
遊
ぶ
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升
は
金
銀
と
か
げ
は
こ
が
ね
金
の
俵
に
は
か
り
こ
む 

槍
は
袋
に
刀
は
鞘
に
お
さ
め
お
さ
め
ま
す
こ
の
宮
に 

千
秋
万
世
納
ま
る
御
世
に
倉
の
金
箔
数
ま
さ
る

納
め
ま
す
ば
な
こ
の
宮
に 

A
七
つ
八
つ
か
ら
駒
方
す
れ
ば 

つ
け
た
そ
の
荷
の
品
の
良
さ

馬
子
唄 
天—
13
—

m

伝
承
地
天
草
郡
苓
北
町
富
岡 

伝
承
者
稲
尾
米
市
明
治

43
年
生
男
他 

A
今
日
の
ょ
き
日
に
祝
い
の
駒
ょ 

心静めての
めやあ
し
ゃ
んせ 

ホイサホイサ 

A
三
が
唄
え
ば
空
と
ぶ
鳥
も 

羽
根
を
休
め
て
唄
を
聞
く 

A
亭
主
万
才
に
お
さ
ま
る
御
代
に 

家
の
金
箱
敷
き
ま
さ
る 

へ
こ
こ
の
お
庭
に
井
戸
掘
り
す
え
て 

水
も
湧
く
湧
く
金
も
わ
く 

へ
こ
こ
は
打
ど
め
氏
神
様
の 

千
代
八
千
代
こ
の
玉
を
ば
奉
る

馬
子
唄 
天—
13
1
3

伝
承
地
天
草
郡
苓
北
町
坂
瀬
川 

伝
承
者
田
尻
邦
夫
大
正

4
年
生
男 

A
花
の
馬
子
ぅ
ま
笹
振
り
上
げ
て 

お
乗
り
下
さ
れ
こ
の
馬
に 

A
さ
ん
に
唄
え
ば
空
飛
ぶ
鳥
も 

翼
休
め
て
唄
を
き
く 

へ
槍
は
袋
に
刀
は
鞘
に

馬
子
唄 
天—
14
—

m

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
福
連
木 

伝
承
者
富
江
又
平

(

故人
)

A
咲
い
た
桜
に
ゃ
だ
が
駒
つ
に
ゃ
だ
が 

駒
が
い
さ
め
ば
花
が
散
る 

A
駒
よ
越
せ
こ
せ
こ
の
坂
越
せ
ば
よ 

先の
茶屋で
は
荷
は
おろす 

A
向
こ
ぅ
下
れ
ば
半
河
内
下
り 

本
渡
町
を
目
の
前
よ

五、
祭
に
関
す
る
も
の

£

警

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
豊
岡 

伝
承
者
田
代
房
男
男

A
ハ
ア
ー

ョ
ィ
ト
ナ
ー

コ
ウ
リ
ャ 

3
ィ

3
ィ 
ヨ
オ
丨
ィ 

A
相
の
手
で
ナ
ァ
ー
コ
ウ
リ
ャ 

mv
 mv

 m

オ
IV 

A
押
し
か
け
て
ナ
ー
コ
ウ
リ
ャ 

ヨ
イ 
ヨ
イ 
ヨ
オ
丨
イ
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荻
の
草
の
和
箪
つ
き 
阿—
1
—
3

伝
承
地
阿
蘇
郡
一
の
宮
町
荻
の
草 

伝
承
者
荻
の
草
瓢
箪
つ
き
保
存
会 

A
天
の
岩
戸
の
神
か
ぐ
ら
月
に
六
度
の
神
楽
よ
り 

千
世
や
萬
世
の
神
楽
よ
り
お
伊
勢
お
ど
り
を 

お
ど
り
で
な
ぐ
さ
む
れ
ば 

国
も
豊
か
に
千
代
も
栄
ゆ
る 

め
で
た
さ
や
お
伊
勢
お
ど
り
は
面
白
や 

A
東
は
関
東
奥
ま
で
も
老
若
男
女
に
至
る
ま
で 

参
る
下
向
の
め
で
た
さ
や 

お
伊
勢
お
ど
り
を
お
ど
り
お
ど
り
て 

な
ぐ
さ
む
れ
ば
国
も
豊
か
に 

千
代
も
栄
ゆ
る
め
で
た
さ
や 

お
伊
勢
お
ど
り
は
面
白
や 

A
南
は
紀
州
三
熊
野
異
国
は
唐
に
い
た
る
ま
で 

参
る
下
向
の
め
で
た
さ
や 

お
伊
勢
お
ど
り
を
お
ど
り
お
ど
り
て 

な
ぐ
さ
む
れ
ば
国
も
豊
か
に 

千
代
も
栄
ゆ
る
め
で
た
さ
や 

A
西
は
住
吉
天
王
寺
四
国
筑
紫
の
人
ま
で
も 

参
る
下
向
の
め
で
た
さ
や 

お
伊
勢
お
ど
り
を
お
ど
り
お
ど
り
て 

な
ぐ
さ
む
れ
ば
国
も
豊
か
に 

千
代
も
栄
ゆ
る
め
で
た
さ
や 

A
北
は
越
前
能
登
加
賀
や
信
濃
越
後
の
人
ま
で
も 

参
る
下
向
の
め
で
た
さ
や 

お
伊
勢
お
ど
り
を
お
ど
り
お
ど
り
て

な
ぐ
さ
む
れ
ば
国
も
豊
か
に 

千
代
も
栄
ゆ
る
め
で
た
さ
や 

お
伊
勢
お
ど
り
は
面
白
や

国
造
神
社
御
田
植
え
歌 
阿—
1
丨
⑵
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
一
の
宮
町
手
野 

伝
承
者
山
部
道
雄
男
他
保
存
会 

一
つ
謠
い
て
此
所
の
田
の
神
も
参
ら
せ
ふ 

神
も
叙
ら
ん
田
主
ど
の
も
殖
え
て
歓
ぶ 

吹
け
や
浜
風
靡
け
や
小
竹
の
若
立 

小
竹
の
若
立
枝
繁
栄
え
て
雑
々
め
く 

稀
の
寄
1
ひ
何
哉
阿
女
ヶ
懸
ヶ
逢
ふ 

阿
女
ヶ
懸
る
に
带
社
能
巣
長
ふ
し
て 

急
げ
小
間
物
売り
博
多
は
八
里
日
は
末 

略

眠
流
歌 
阿—
1
1
(5)

伝
承
地
阿
蘇
郡
一
の
宮
町
手
野 

伝
承
者
山
部
道
雄
男
他
保
存
会

七
ツ
ユ
リ
マ
レ
ナ
ユ
リ
ア
ィ
ナ
ニ
ガ
ナ
ナ
サ
ケ
カ
ケ
ア
ウ 

ナ
サ
ケ
カ
ケ
ル
ハ
ヲ
ビ
ホ
ド
ナ
ゴ
ウ
カ
ケ
ア
ウ 

ウナリ 
ア
サ
ギ
リ
ノ
ヒ
クヨ
ワ
ソ
リ
ヤ
ナ
ニ
ロ 

ク
モ
モ
ヤ
ソ
ミ
モ
ヤ
ツ
ナ
デ
シ
コ
ノ
ハ 

クマノ 
キ
ジ
ガ
ホ
ロ
ロ
ウ
チ
ソ
ル
ケ
ケ
ン
ホ
ロ
ロ
ウ
チ
ソ
ル

ナ
ニ
ヲ
コ
カ
ゲ
ニ
ウ
チ
ソ
ル
ナ
ヲ
ォ
コ
カ
ゲ
ニ
ウ
チ
ソ
ル 

奉
へ
ン
ヤ
ア
ハ
ハ
ノ
ミ
ネ
ニ
モ
タ
ツ
コ
ウ
ホ
ノ
ミ
ネ
ニ
モ
タ
ツ 

オ
ン
ド
リ
バ
ニ
モ
タ
ツ

 
メ
ン
ド
リ
バニ
モ
タ
ツ
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キ
ジn

ソ
タ
ツ
オ
チ
ヨ
ド
コ
ロ
エ 

送リ 
ナ
ゲ
モ
ナ
ゲ
タ
ヨ
ミ
モ
タ
ヨ
ダヨ
ト
ナ
ゲ
タ
ヨ 

クマノ 
カ
マ
ク
ラ
ノ
コ
ウ
ジ
才
モ
シ
ロ
イ
コ
ウ
ジ 

三ツヘイ夕テコウジヨココウジ 

奉へンヤタテメニエヨ
n

メニエ 

ウナ
リ 
カ
マ
ク
ラ
ワ
ミ
タ
レ

ド
モ 
マ
チワ
マ
ダミヌ 

ケ
イ
セ
イ
ワ
ミ
タ
レ

ド
モ
ダイテ
ネテ
ミヌ 

ケ
イ
セ
イ
ト
ト
ノ
バ
ラ
ト
ダ
キ
ア
ワ
セ 

ワシノハトタカノハトハギアワセ 

ア
ー節 
ケ
イ
セ\

■■一
-

郎
ロ
ー
コ
イ
ダ
ス
コ
ロ
ク
バ
ン
ド
ウ
チ
イ
夕 

何
ヲ
カ
ケ
テ
打
イ
タ
刀
ヲ
カ
ケ
テ
打
イ
タ 

何
ヲ
百
ゾ
ウ
打
イ
タ

一
貫
銭
ヲ
打
ダイタ

三
の
宮
神
社
神
幸
歌 
阿—21525

伝
承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
今
町 

伝承者橋本勇男他

(

小
切
)

A
稀
な
ょ
り
や
い
何
か
な
ホ
—
一
^
へ
ー
エ
ン
ヘ
イ
ホ
ー
ホ
へ
ー
エ
ン
ヘ
イ 

惰
か
け
ょ
う

A
惰
か
く
る
も
带
ほ
ど 
ホ
ー
ホ
へ
ー
エ
ン
ヘ
イ
ホ
ー
ホ
へ
ー
エ
ン
ヘ
イ 

長
う
寄
り
逢
う 

(

長
唄
)

へ
早
乙
女
御
前
の
紗
衣

 
ホ
ー
ホ
へ
ー
エ
ン
ヘ
イ
ホ
ー
ホ
へ
ー
エ
ン
ベ
イ 

抜
ぎ
や
千
や
の
紗
衣

へ
南
表
の
広
え
ん 
ホ
ー
ホ
へ
ー
エ
ン
ヘ
イ
ホ
ー
ホ
へ
ー
エ
ン
ベ
イ 

さ
を
め
に
千
や
紗
衣 

(

あ
節
)

あ
っ
も
し
も
時
雨
の
し
よ
う
時
は
あ
っ
お
経
箱
を
た
た
め 

あ
っ
お
経
箱
に
何
や
ろ
あ
っ
墨
硯
り
筆
や
ろ 

あ
っ
筆
の
軸
に
何
や
ろ
あ
っ
法
華
経
の
梵
字
や
ろ 

奉
幣
歌
何
を
書
き
そ
う
奉
幣
歌
文
を
書
き
そ
う 

奉
幣
歌
書
い
た
る
稚
児
も
や
つ
奉
幣
歌
読
ん
だ
る
稚
児
も
や
つ 

奉
幣
歌
つ
づ
ら
に
そ
る
奉
幣
歌
か
け
ご
に
そ
る 

略

西
湯
浦
八
幡
宮
神
幸
歌

伝
承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
西
湯
浦 

伝承
者
松本認
大正

4
年
生
男
他 

A
一
つ
歌
い
て
こ
の
田
の
神
に
参
ら
せ
う 

神
の
え
い
ら
ん
田
主
も
植
え
て
よ
ろ
こ
ぶ 

A
吹
け
や
浜
風
な
び
け
や
竹
の
若
立
ち 

う
なり
の
めそ
はそり
ゃ
何桜 

ほ
う
へ
い
ば
ん
ど
に
ゆ
り
上
げ
て
酒
は
と
め
ゆ
る 

いいびつも八つかいは九つ 

も
ろ
て
も
よ
し
く
ば
る
手
も
よ
し 

め
す
ど
の
の
 

く
ち
も
とは

ホ
ー
ヘ
ン
ヤ
あ
ぎ
あ
が
つ
く
り
が
ホ
ー
ヘ
ン
ヤ
ひ
き
や
つ
く
り
も 

ホ
—
ヘ
ン
ヤ
ゆ
う
も
れ
ホ
ー
ヘ
ン
ヤ
そ
な
え
と
ろ
え 

A
松
は
銭
ば
な
お
ざ
き
に
よ
ね
が
な
り
そ
ろ
う 

早
こ
女
御
前
の
し
や
ご
ん
抜
け
や
干
し
や
し
や
ご
ん 

南
お
も
て
の
広
え
ん
さ
お
め
に
干
し
や
し
や
ご
ん 

略
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乙
姫
神
社
の
社
幸
歌

伝
承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
こ
姫 

伝
承
者
田
添
袈
裟
秋
大
正

13
年
生
男
他

(

田
の
神
)

A
一
つ
歌
い
て
こ
の
田
の
神
に
参
ら
せ
う 

神
も
え
い
ら
ん
田
主
も
植
え
て
喜
ぶ 

(

袴
裁
ち
)

A
今
日
保
々
の
田
主
徳
に
妙
し
袴
裁
つ
も
よ
し 

長
う
裁
つ
も
よ
し
肩
か
ら
端
縫
へ
裾
か
ら
端
縫
へ 

ホ
ー
ヘ
ン
ヤ
何
を
も
っ
て
縫
う 

ホ
ー
ヘ
ン
ヤ
エ
べ
ッ
綾
縫
袴
生
糸
袴 

ホ
—
ヘ
ン
ヤ
深
い
川
へ
ホ
ー
ヘ
ン
ヤ
か
ら
げ
ぬ
よ
う
に 

(

楽
納
)

A
阿
蘇
に
お
れ
た
や
坊
中
越
え
て
こ
姫
に 

こ
姫
名
所
の
お
宮
に
楽
は
絶
え
せ
ぬ

群
塚
神
社
お
み
こ
し
歌

 
阿—
91

⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
白
水
村
吉
田 

伝承者梅田学大正元年生男

(

朝
霧
)

A
朝
霧
の
曳
く
代
は
空
な
に
色

A
雲
やつ
み
も
やつ
撫子の
葉

A
雉
子
が
ホ
ロ
ロ
ト
ゥ
チ
ソ
ル

A
キ
ケ
ン
ホ
ロ
 

ロ
ト
ウ
チ
ソ
ル

A
何
木
陰
に
ウ
チ
ソ
ル 

(

家
造
)

A
家
主
殿
ノ
祝
言

A
ハッ
棟
造ノ
祝
言 

A
ハリト柱ハクヮノ木 

A
サストナガキハカヤノ木

西
の
宮
神
社
の
御
祭
の
歌

 
阿—
11
—

s

伝
承
地
阿
蘇
郡
長
陽
村
河
陽 

伝
承
者
荒
牧
嘉
三
大
正

3
年
生
男

(

立
つ
は
高
森
)

タツハタカモリタタヌハホーヘンヤ 

ヤ
べノ
シ
モ
イ
チ

ツ
キ
ニ
ロ
ク
サ
イ
タ
タ
セ
テ
ミ
タ
ヤ
ホ
ー
ヘ
ン
ヤ 

ヤ
べノ
シ
モ
マ
チ

(

楽
納
)

アソニスミタヤサカナシホーヘンコ

n

エ
テ
ミ
ヤノ

デ

ミ
ヤ
デ
メイショヤオミヤニホーヘン力 

ガ
ク
ハ
タ
エ
セス

若
宮
神
幸
通
し
物
 

上—
1
—
3

伝
承
地
上
益
城
郡
御
船
町
御
船 

伝承
者佐川
春江
道山
弘
人 

A
田
の
茂
の
今
日
の

 
賑
い
は 

神
を
諷
め
て 
身
は
船
に 

焦
れ
焦
る
る 
袖
袂 

浮
か
れ
浮
か
れ
て

 
来
た
わ
い
な 

A
千
歳
を
松
の 
色
ょ
り
も 

匂
に
愛
で
て 
驚
の 

谷
の
石
巣
の 
梅
怠
を
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忘
れ
て
梅
に 

~\
由
な
き
恋
に 

妾
は
沢
辺
の 

S
-

な
枕
に 

想
い
焦
れ
て 

へ
雨
は
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ 

数
々
渡
る 

穂
に
穂
の
咲
い
た 

越
路
を
す
て
て 

A
愛
の
土
山 

鈴
か
け
馬
の 

振
捨
山
の 

急
き
に
急
か
れ
て 

A
花
は
折
り
た
し 

折
ら
せ
ま
い
で
は 

今
は
つ
ぼ
み
で 

咲
い
て
の
後
は 

A
遍
く
ひ
ろ
き 

皆
白
雜
の 

己
が
身
を
振
る 

世
々
の
貢
と 

A
夢
に
見
し
ま
の 

登
り
下
り
の 

飛
脚
の
丈
も 

存
じ
参
ら
せ

来
た
わ
い
な 

身
を
焦
す 

螢
か
や 

夜
も
す
が
ら 

来
た
わ
い
な 

宵
の
空 

雁
音
の 

国
ぢ
や
と
て 

来
た
わ
い
な 

雨
の
日
も 

往
き
戻
り 

そ
の
中
を 

来
た
わ
い
な 

木
は
若
か
し 

な
け
れ
ど
も 

恥
し
や 

幾
重
に
も 

野
も
山
も 

羽
風
ょ
り 

幸
な
れ
ば 

な
る
わ
い
な 

箱
根
山 

恋
の
坂 

神
奈
川 

候
か
し
こ

お
か
げ
ま
い
り
 

宇—
3
丨
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
大
見 

伝
承
者
北
園
ジ
ネ
大
正

2
年
生
女 

A
お
か
げ
ま
い
り
で
こ
の
子
が
で
き
た
じ
や
な
い
か
い
な 

さ
て
も
な
あ
ヨ
イ
ヨ
イ

よ
い
む
す
こ 

お名は
何とつ
きゅいせ
松と 

お
か
げ
と
せ
え
ま
い
た
と
せ 

A
品
ち
や
ん
に
ひ
や
水
く
ん
で

い
そ
え
て
誰
に
の
ま
し
ょ
ぅ
か

ヨ
イ
ヨ
イ 

君
様
に
こ
れ
は
お
寺
の
後
生
の
水 

お
か
げ
と
せ
ま
い
っ
た
と
せ

鄉
子
踊
り
歌
 
^—

11
丨
(1

伝
承
地
球
磨
郡
相
良
村
川
辺 

伝承
者
永田
熊
記
明
治

38
年
生
男

宝
の
山
に

鳴
く
獅
子
の
声

寒
さ
に
鳴
く
の
か

妻
子
を
呼
ぶ
か

あ
す
は
御
前
の
か
り
と
聞
く

よ
い
と
ん
ご 
天—
8
丨
⑴

伝
承
地
天
草
郡
御
所
浦
町
本
郷 

伝承者花里昌直男他

r
*

■

ヨ
イ
ト
ン
ゴ
 m

イ
ト
ン
ゴ 

ヨイトンゴ石はからげて 

大
黒
さ
ん
と
い
ぅ
人
は
こ
の
世
の
人
な
れ
ど
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一
で
俵
ふ
ま
せ
て 
ニ
で
ニ
ッ
コ
リ
笑
わ
せ
て 

三
で
盃
も
ら
わ
せ
て 
四
で
世
の
中
広
め
た 

五
で
い
つ
も
の
如
く
な
り

 
六
で
無
病
息
災 

七
で
何
ご
と
な
い
よ
ぅ
に

 
八
で
屋
敷
を
広
め
た 

九
で
そ
の
前
倉
を
た
て

 
十
で
と
ぅ
と
ぅ
お
ぅ
さ
め
た 

い
わ
い
ま
し
よ
う
い
わ
い
ま
し
よ
う 

A
こ
こ
の
御
主
人
よ
く
よ
く
見
れ
ば 

え
びす
か
大
黒
福
の
神 

来年は
倉三つ 

再来年は會四つ 

銭
も
金
も
わ
丨
く
わ
く

庵
の
お
尚
さ
ん 
天—
9
丨
⑴

伝
承
地
天
草
郡
倉
岳
町
宮
田 

伝
承
者
金
子
三
郎
大
正

7
年
生
男 

千
岸
寺
の
お
尚
さ
ん
は
す
こ
た
こ
で 

す
こ
たこ
なまこ
は
チンの
魚 

チンの
魚掛け目
一貫
三百
匁 

一
か
ん
ニ
か
ん
の
梅
の
花 

朝
々
し
ぼ
ん
で
昼
開
く 

門
に
立
つ
た
る
千
松
が 

千
松
が
親
父
は
長
吉
で 

ち
よ
き
ち
よきあ
わあ
わす
まて
んて
ん 

て
んて
んて
ん
まの
裸
もり 

ゆ
こ
か
も
ど
ろ
か
住
吉
の 

住
吉
浜
辺
の
高
燈
籠 

ど
う
ど
う
吉
原
二
階
か
ら

ま
ね
か
ら
れ
し
う
れ
し
さ
は 

牡
丹
に
唐
獅
子
鹿
に
虎 

虎
う
っ
て
走
る
が
ま
っ
と
な
い 

ま
っ
と
な
い
が
生
ん
だ
子
は
智
恵
が
な
い 

智
恵
が
な
い
か
ら
千
岸
寺

立
笠
台
笠
の
は
や
し
言
葉 
天—
扣—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
栖
本
町
馬
場 

伝
承
者
渡
辺
洋
雄
昭
和

15
年
生
男
他 

A
お
さ
き
は
加
賀
様
薩
摩
様 

道
中
は
き
ん
ご
で
ふ
り
こ
め
さ 

コ
レ
ハ
サ
ィ
ゴ
ラ
サ
ド
コ
ィ
サ
ィ
ゴ
ラ
サ 

~\
お
さ
き
に
も
っ
た
る
は
さ
ん
ば
こ 

たて
がさだい
がさもっ
たて
た 

A
こ
れ
か
ら
お江戸
は
三百
里 

近
道
と
お
れ
ば
六
百
里 

A
つ
が
ね
ど
の
つ
が
ね
ど
の 

あ
す
は
き
た
の
に
の
ぼ
ろ
う
や 

い
や
な
こ
と
い
や
な
こ
と 

去
年
の
こ
ろ
ご
ろ
の
ぼ
り
た
り
ゃ 

と
び
と
か
ら
す
の
つ
く
り
ゆ
う
ど
り 

そ
こ
は
つ
く
じ
り
こ
こ
ほ
た
り 

あ
め
さ
よ
ふ
れ
ば
そ
の
き
ず
が 

ず
く
り
ゆ
う
ず
く
り
ゆ、
っ

と
、
っ
ず
き
ま
す
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御
領
神
社
祭
礼
の
道
中
歌 
天—
12
—

s

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
御
領 

伝
承
者
永
田
五
男
大
正

10
年
生
男
 

山
田
秀
敏昭
和

16
年
生
男

~\
今
日
は
御
領
の
お
祭
じ
ゃ
じ
い
さ
ん
も
ば
あ
さ
ん
も
皆
ま
い
れ 

神
の
恵
み
を
深
く
し
て
家
内
安
全
無
事
息
災 

コ
リ

ャーサイ
ゴラサドコイサイ
ゴラサ 

A
今日
は
御領の
お祭
じゃ
台かさ
立がさ
大
鳥毛 

は
さ
み
箱
に
は
お
し
し
ま
い 

A
だ
ん
だ
ん
畑
の
さ
や
豆
は

一

さ
や
走
れ
ば
皆
は
し
る 

わ
た
し
ゃ
あ
ん
た
に
つ
い
て
走
る 

A
お
先
に
立
っ
た
る
よ
か
女
子
私
の
言
う

こ
と
聞
い
て
く
れ 

い
や
な
こ
と
い
や
な
こ
と
去
年
も
そ
う
言
っ
て
だ
ま
さ
れ
た 

A
親
の
意
見
と
な
す
び
の
花
は 

千
に
一
つ
の
あ
だ
も
な
い 

A
こ
こ
か
ら
お
江
戸
は
三
百
里 

近
道
と
お
れ
ば
六
百
里 

A
ガネ
殿
ガネ
殿
ッ
ガネ
殿 

明
日
は
北
野
へ
登
ろ
う
か 

去
年
の
三
月
登
っ
た
ら 

ト
ビ
と
カ
ラ
ス
に
つ
つ
か
れ
て 

雨
さ
へ
降
れ
ば
そ
の
傷
が 

ゥ
ン
ゾ
ク
ゥ
ン
ズ
ク
と
ぅ
ず
き
出
す

祭
り
歌

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
鬼
池 

伝承者平野進男 

A
今
日
は
鬼
池
の
お
祭
り
で 

老
い
も
若
き
も
宫
参
り 

家
内
安
全
無
事
息
災

コ
リ

ャ
サ
イ
ゴ
ラ
サ 

ドッコイサイゴラサー 

A
向
ぅ
に見
え
た
る
良
か
女子 

私
し
や
あ
ん
た
に
七
ほ
れ
八
ほ
れ 

九
な
ほ
れ
し
て
と
ぼ
け
づ
ら

道
中
踊
り
(

ほ
つ
く
り
飴
) 

天
丨
13
丨
⑴ 

伝
承
地
天
草
郡
苓
北
町
富
岡 

伝承者稲尾重高男他 

A
お江戸下りの
飴屋さんサヨイヨイ 

飴は
売ら
ずに唄
ばかり
ホラ 

ホックリ飴どめやヨゴザンショ

ペコペンペコペン

ヤア
ーサホックリ
餘じやハー 

腰から腰からヤマオコ

 
ノ
ン
ド
ル 

A
今
年初
めて
飴
売り
なろぅて
サヨ
イヨ
イ 

飴の
売り
道ま
だ知ら
ぬホラ 

ホックリ飴どめやヨゴザン

シ
ョ

ペコペン

 t

コペン

A
竹にス
ズメが品よく止まるサヨイヨイ 

と
め
て
と
ま
ら
ぬ
色
の
道
ホ
ラ
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世の中ヨイヨイ素適にヨイ

ペコペンペコペン

A
今
年
や
豊
年穂
に
穂
が
咲いて
サヨ
イヨ
イ 

道
の
小
草
に
米
が
な
る
ホ
ラ 

世
の
中
 m

イヨイ素適にヨイ

ペコペンペコペン
六、
祝
儀
に
関
す
る
も
の

§

ど
つ
こ
い
せ
 

玉—
9
—
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
南
関
町
小
原 

伝
承
者
永
松
富
蔵
大
正

4
年
生
男 

へ
こ
ち
ら
の
座
敷
は
祝
の
座
敷
エ 

鶴
と
亀
と
が
舞
い
遊
ぶ 

A
鶴
と
%
と
は
何
と
言
ぅ
て
遊
ぶ
よ 

お
家
繁
盛
と
言
ぅ
て
遊
ぶ 

A
め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ 

枝
も
栄
え
る
葉
も
し
げ
る 

A
どっこいせどっこいせは 

田
舎
の
相
撲
よ

投
げつ
なん
ぎゃ
れて
ま
た
も

ど
っ
こ
い
せ 

A
味
ゃ
よ
か
ろ、
っ
味
ゃ
よ
か
ろ、
っは 

そ
ば
や
の
に
だ
し
エ 

か
つ
お
に
だ
し
て
味
じ
や
よ
か
ろ
う 

A
今
夜この
場で
歌
わ
ぬ人は 

胸
に
よ
く
よ
く
世
話
が
あ
る 

A
わたしや歌好き歌の数は知らぬェ

大
根
畑
の
く
れ
返
し

長
洲
の
嫁
入
り
唄 
玉
丨
忉
丨
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
長
洲
町
長
洲 

伝
承
者
中
辺
豊
の
昭
和

13
年
生
女
他

~\
親
は
ど
ん
な
も
の 

芝
茶
に
ま
よて

 
ノ
ン
シコラ 

知
ら
ぬ
他
村
に
嫁
に
や
る 

アラ
ヨ
カ
 

ノンシ
 

ノンシ 

ホッホヨカヨ力

ユウナ力バッテンドウシュウカイ 

カンネンサイカンネンサイ 

A
親
と
親
と
の 

約
束
な
ら
ば
 

ノ
ン
シ
コ
ラ 

行
か
に
ゃ
な
る
ま
い
泣
く
泣
く
も 

A
い
や
と
言
ぅ
た
て
ち
ゃ 

出
雲
の
神
の
 

ノンシコラ 

結
び
給
ひ
し
縁
じ
ゃ
も
の 

A
船
は
出
て
行
く 

帆
か
け
て
走
る
 

ノンシコラ 

茶
屋
の
娘
が
出
て
ま
ね
く 

A
親
に
か
く
し
た 

白
歯
を
そ
め
て
 

ノンシコラ 

笹
に
降
る
雪
歯
を
か
く
す 

略

―97——



縁
結
び
の
歌 
鹿—
5
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
合
里 

伝
承
者
杉
村
澄
男
大
正

13
年
生
男
他 

A
縁の初めは出雲の社 

と
し
は
さ
ん
ご
の
乱
髪 

そ
ょ
と
吹
き
く
る
神
風
は 

こり
ゃ又
どぅし
た縁じゃい
な 

A
御
子
孫
も
繁
昌
御
寿
命
も
永
く 

ィ
ィ
キ
の
松
の
千
代
か
け
て 

御
喜
び
の
御
酒
を
い
ざ
や
す
す
め
ん

嫁
入
り
唄 
菊—
4
丨
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
杉
水 

伝
承
者
渡
辺
ヮ
キ
明
治

32
年
生
女 

A
娘
ょ
ぅ
聞
け
今
度
の
嫁
入
り
ゃ
ョ
ー 

た
ん
す
に
長
持
十
二
さ
お 

こ
れ
ほ
ど
持
た
し
て
や
る
か
ら
は 

必
ず
帚
ろ
と
田
3

ぅ
な
ョ 

ととさんかかさんそり
ゃ
ご無理 

言
い
訳
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど 

東が暗いは風とやら 

西が暗いは雨とやら 

千
石
積
ん
だ
る
船
さ
え
も 

風
が
変
わ
れ
ば
ヨ
ー
ホ
ホ
イ 

ェ
ー
吹
き
も
ど
す
ヨ
ー

福よし

 
菊—
6
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
栄 

伝
承
者
坂
本
清
也
大
正

8
年
生
男 

福
よし
ー年の
始めには
わかい
さ
んの
わ
かい

まち 

千
の
歳
し
や
ー
千
の
蔵
万
の
歳
し
や
ー
万
の
蔵 

ざらり
ざつ
と白木白がねの
御門
に福の
とまり

ヨ
ィ
ヤ
ナ
節
 

阿
丨
4
—
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
小
国
町
北
里 

伝
承
者
山
本
マ
サ
エ
明
治

33
年
生
女 

A
祝
い
め
で
た
の
若
松
さ
ま
よ 

枝も栄ゆり
やョ
ヤ
葉
も茂
る 

枝
も
栄
ゆ
り
や
葉
も
茂
る
ョ
ィ
ヤ
ナ 

A
梅
の
木
枝
に
小
鳥
が
一
羽 

何
と
ふ
け
る
か
立
寄
り
聞
け
ば 

お
家
御
繁
盛
と
ゆ
ぅ
て
ふ
け
る
ョ
ィ
ヤ
ナ 

A
上
か
ら
下
る
鲇
の
魚
下
か
ら
上
る
鯉
の
魚 

鮎
と
鯉
と
を

と
り
ま
ぜ
て 

こ
れ
を
肴
と
あ
が
り
ましょヨィ

ヤ
ナ

祝
い
数
え
歌
 

阿
丨
4
丨
U

伝
承
地
阿
蘇
郡
小
国
町
北
里 

伝
承
者
山
本
マ
サ
エ
明
治

33
年
生
女 

A
1
た
び
此
処
に
来
て
み
れ
ば 

此処は柷言祝いごと 

A
ニ
た
び
此
処
に
来
て
み
れ
ば 

ニ
た
親
様
の
お
喜
び

―98 ―



第三章熊本県の民謡

A
三
つ
見
事
に
出
来
ま
し
た 

A
四
つ
嫁
様
の
御
き
り
ょ
ぅ
は 

牡
丹
し
ゃ
く
や
く
百
合
の
花 

A
五
つ
出
雲
の
神
様
が 

結
び
合
わ
せ
た
縁
じ
ゃ
も
の 

A
六
つ
む
こ
殿
に
な
る
か
ら
は 

A
七
つ
何
事
な
い
ょ
ぅ
に 

A
八
つ
柔
ら
か
に
あ
た
ら
ん
せ 

A
九
つ
こ
こ
に
嫁
て
か
ら
は 

A
十
十
御
縁
と
居
り
な
さ
れ
ョ
ィ
ヤ
ナ

高
砂
や 
阿
—
，：̂
⑵

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
今 

伝
承
者
今
村
五
男
明
治

39
年
生
男 

この座敷に祝するたるしまだいは 

松
竹
梅
も
ろ
と
も
に 

松
が
繁
り
て
森
と
な
る 

梅
が
繁
り
て
森
と
な
る 

竹
が
し
こ
り
て
人
と
な
る 

此
の
山
に
ひ
と
こ
し
お
り
て
御
礼
申
さ
ん 

略

嫁
入
り
歌 
熊
！

丨
⑶

伝承地熊本市田
迎町御幸笛田町 

伝
承
者
ふ
る
さ
と
会
御
幸
笛
田
町
保
存
会 

A
千
秋
万
代
願
い
ご
と
か
の
た 

末
は
鶴
亀
五
葉
の
松
よ

A
ゴ
ツ
ン
ゴ
ツ
ン
と
何
米
搗
か
す 

あす
は
様
女の
出
た
ち米
よ 

A
出たち米なら白搗け良く搗け 

あ
し
た
様
女
が
食て
い
かす

松
山
花
棒
踊
り 
宇
—
1
1
⑴

伝
承
地
宇
土
市
松
山
町 

伝
承
者
園
田
常
人
明
治

45
年生男他

(

道
分
け
)

遠
い
祖
先
の
民
謡
よ
り
栄
え
栄
え
る
花
棒
踊
り 

若
き
か
い
な
に
郷
土
を
背
負
ぅ
五
色
松
山
青
年
男
女 

締
め
る
鉢
巻
遗
業
を
継
い
で
選
り
上
げ
た
る
六
尺
三
分 

略

(

大
刀
)

錄倉の御所のお庭に

コ
ラ

十
三
小
女
郎
が
酌
に
出
た

コ
ノ
エ
ー
ソ
ー
ラ
ー
ハ
ィ 

酌
よ
り
も
肴
よ
り
も

コ
ラ
十
三
小
女
郎
が
目
に
つ
い
た 

n

ノ
エ̂~

 
ソ
'~

ラー

(

鎌
の
部
)

松
山
し
ま
ま
つ
は
サ
ノ
サ
ッ
サ
ノ
サ
ッ
ホ
ィ
サ
ノ
サ 

松山
1
れ
松
山

1
あふろふろは 

い
や
ー
そ
れ
は
よ
し
ほ
っ
ほ
ー
れ 

こ
ら
つ
な
ま
ー
は
つ
は 

い
や
こ
ー
が
は
っ
は
ー
ね
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御
所
の
お
庭
 

宇—
3
1
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
大
見 

伝
承
者
北
園
ジ
ネ
大
正

2
年
生
女 

A
御所の
お庭に右近の
橘左近の 

サ
ー
サ
ー
サ
サ
フ
ク
ー
フクダラダーラホイ 

チリチリチイチチリコシヤンシヤンホイ 

A
右
大臣
左
大臣
サ
ツ
サ
ー
火の
は
か
ま
を 

は
い
た
は
い
て
官
女
官
女
た
ち
た
ち

ホイ 

A
雪は
ちらちら
大人こ
しけ
る 

子
供
は
喜
ぶ
犬
の
目
は
い
上
が
る

ホイ

ど
っ
こ
せ
節
 

宇—
3
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
永
尾 

伝
承
者
丸
目
や
す
明
治

44
年
生
女 

A
ど
っ
こ
い
せ
歌
た
り
や
二
階
か
ら
笑
た
え 

歌
じ
や飯しや食わぬごぜ

じ
や
な
し
ドツコイセドツコイセ 

A
こ
こ
の
座
敷
は
祝
の
座
敷
え 

鶴
と
龟
と
が
ま
い
遊
ぶ 

A
祝
い
目
出
度
の
若
松
参
様
よ
な 

枝
も
栄
え
て
葉
も
し
げ
る 

A
丸
い
玉
子
も
切
り
よ
い
じ
や
四
角 

物
も
言
わ
れ
様
じ
や
角
が
た
つ 

A
1
つ
歌
い
ま
し
よ
は
ば
か
り
な
が
ら
え 

歌
の
文
句
は
知
ら
ね
ど
も

ハドツコイセノ

 
センダイガワヨコナガレナン 

タテサニヤナガレントカイ

朝
顔
の
歌 
宇—
3
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
柏
原 

伝
承
者
成
松
つ
る
明
治

28
年
生
女 

A
朝
顔
や
垣
根
に
も
た
れ
て
思
案
顔 

露にぬれつつ
世
もす
がら今日
も咲け
咲け 

明日
もま
た花
がジャツ
ポン
ポン見
たく
じゃ
ない
かい
な 

A
いもせ山おはんはせなにちようへもん 

肩
に
か
け
た
る
振
袖
の
も
は
や
七
月
岩
田
帯 

しめたがジャツボンボン見たくはないかいな 

A
世
の
中
が
見
ま
ま
気
ま
ま
に
な
る
な
ら
ば 

金
の
な
る
木
を
庭
に
植
え
好
い
た
お
方
と 

差し向かい世間ジャツポンポン知らずに暮らしたい

ど
こ
い
せ
節
 
{

丁
5
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
富
合
町
志
々
水 

伝承者高田ユキ明治

31
年生女 

A
ど
こ
い
せ
ど
こ
い
せ
は
田
舎
の
相
撲
よ 

こ
け
つ
ま
ろ
び
つ

ま
た
も
どっ
こ
い
し
よ 

ど
こ
い
せ
の
川
内
川
横
な
が
れ 

な
ぜ縦さんにゃ流れんとかい 

A
歌え歌えと三十

ま
じ
ゃ
歌
え
よ 

三
十
越
ゆ
れ
ば
子
が
歌
う 

ご
ぜ
と
に
わ
と
り
ゃ
死
ぬ

る
まで
歌
う
よ 

死
ん
で
歌
う
の
は
ほ
ら
の
貝 

ア
どっ
こ
い
せ
の
背
中
に
ゃ

やい
と
だ
ら
け
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祝
い
め
で
た 
八—
1
丨
(2)

伝
承
地
八
代
市
古
閑
上
町 

伝
承
者
上
村

ス
エ
ノ
大正
2
年
生
女 

A
い
わ
い
め
で
た
の
若
松
さ
ま
よ 

枝
も
栄える葉

も
し
げ
る 

A
舟は入り
舟い
かり
をおろせ 

つ
な
ぎ
止
め
た
が
縁
の
つ
な 

A
とどけとどけと末まで
とどけ 

末
は
鶴

%
五葉の松

君
様
節 
八—
1
—
⑵

伝
承
地
八
代
市
古
閑
上
町 

伝
承
者
上
村
ス
エ
ノ
大
正

2
年
生
女 

A
め
で
た
さ
や
あ
な
た
の
御
家
の
御
座
敷
に 

白
い
ね
ず
み
を
三
つ
つ
ろ
て 

また三つつ
ろて
三つつ
ろて 

金
を
く
わ
え
て
ぜ
ん
運
び 

A
西
東
北
や
南
に
蔵
を
立
て 

泉
の
酒
が
湧
く
ぞ
ぅ
れ
し
や 

A
君
様の
舟の
やぐらに松植えて 

松
の
嵐
で
舟
の
は
や
さ
よ

嫁
入
り
歌 
八
丨
1
—
⑵

伝
承
地
八
代
市
古
閑
上
町 

伝
承
者
上
村
ス
エ
ノ
大
正

2
年
生
女 

A
娘
や
る
ば
な
婿
さ
ん
に
頼
む 

長くあなたの世話になるヨイヤナ

A
こ
よ
い
こ
の
座
に
も
ろ
た
る
娘 

人
に
ゃ
そ
わ
せ
ぬ
思
い
も
さ
せ
ぬ 

花
は
こ
の
家
に
咲
か
せ
ます
ョ
ィ
ヤ
ナ 

A
私
や
十
六
良
い
嫁
盛
り 

親
の
結
ん
だ
こ
の
帯
や
解
か
ぬ 

様
が
御
意
な
ら
帯
と
い
て 

枕
小
び
ょ
う
ぶ
に
帯
か
け
て 

恋
の
話
は
限
り
な
し
ョ
ィ
ヤ
ナ

ばあ
さ
ん

 
八—
8
—
⑴

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
栗
木 

伝
承
者
吉
村
務
大
正

11
年
生
男 

A
お江戸
には
や
るは
朱子の
带 

今ここ
にはやるは紺の
前だれ 

ばあさんはやるは紺の
前だれ 

A
お
前
さ
ん
な
ど
こ
の
誰
が
娘 

私かな七夕さんのおい娘 

ば
あ
さ
ん
七
夕
さ
ん
の
お
い
娘

祝
い
う
た
 

芦—
2
—
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
田
浦
町
田
浦 

伝
承
者
岡
田
幸
男
大
正

13
年
生
男
他 

祝
い
目
出
度
の
若
松
様
よ
枝
も
栄
え
る
葉
も
し
げ
る 

此処の
座敷は祝いの
座敷黄
金花咲す
千代の
松 

飲めや
大黒
歌えや
恵比須中の
お酌は福の
神 

つ
も
り
際
に
は
織
部
盃
い
や
よ
お
ー
べ
思
え
ば
う
す
ご
ざ
る 

届
け
届
け
と
末
ま
で
届
け
末
は
鶴
亀
五
葉
の
松
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で
た
て 
-̂
1
1
(5)

伝
承
地
人
吉
市
鬼
木
町 

伝
承
者
園
田
レ
イ
大
正

4
年
生
女 

き
よ
ぅ
は
日
よ
し
と
門
出
し
て 

波も静かによつの海

祝
い
歌 
-̂
1
1
(5)

伝
承
地
人
吉
市
鬼
木
町 

伝
承
者
園
田
レ
イ
大
正

4
年
生
女 

ぅ
れ
し
めでたのわかよのさ

まよ 

鶴
が
御
門
に
巣
を
か
け
た 

御門に巣をかけた

人
吉の
高
砂
歌

^̂

1
(5)

伝
承
地
人
吉
市
鬼
木
町 

伝
承
者
園
田
レ
イ
大
正

4
年
生
女 

高砂のじいとばばとの 

むつの
木かげでいろごとす
るの
を 

鶴
亀が
上下
からの
ぞいて
みて 

若い衆なにをする

セッセコリャコリャ 

セッセコリャコリャ

祝
い
歌 
-̂
1
(6)

伝
承
地
人
吉
市
下
原
田
町 

伝承者荒毛ソヲ明治

38
年生女 

鶴が舞い舞い千年の空

亀は遊べ遊べ万年の池 

人は一代名は末代 

と
も
に
白
髪
の
は
え
る
まで

祝
い
め
で
た 
球—
14
—

s

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
横
井
戸
吉
大
正

2
年
生
男 

A
祝いめでたの若松様ょ 

枝
も
な
栄
ゆ
る
葉
も
繁
る 

A
これの座敷は祝いの座敷 

黄
金
花
咲
く
銭
が
ァ
ー
な
る

天
附
松
阪 
天—
2
—
⑴

伝
承
地
牛
深
市
牛
深
町
天
附 

伝
承
者
田
中
ミ
エ
ノ
明
治

35
年
生
女
他 

A
か
の
ぅ
た
か
の
た
ょ
思、つ
こ
と
か
の
た 

末じや鶴亀五葉の松 

飞
胸
に
や
千
把
の
萱
た
く
と
て
も 

煙出さなきや人知らぬ 

A
松
が
栄
え
て
お
顔
が
見
え
ぬ 

き
つ
て
た
も
れ
ょ

一の
枝 

A
あ
り
は
地
に
住
む
鳥
は
木
に
と
ま
る 

人は情の下にすむ 

A
松
さ
か
越
え
て
坂
こ
え
て 

坂
ど
も
越ゆれば浄土町 

浄
土
町
越
ゆ
れ
ば
茶
屋
が
あ
る 

A
そ
の
茶
屋
に
腰
か
け
て
眺
む
れ
ば
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向
ぅ
の
山
か
ら
鹿
が
鳴
く 

A
寒
さ
で
な
く
か
妻
ょ
ぶ
か 

寒
さ
で
泣
か
ず
妻
ょ
ば
ず 

明
日
で
も
狩
人
が
狩
り
に
く
り
ゃ 

た
の
み
ま
す
ぞ
や
山
の
神

松
阪 
天—
14
1
5

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
大
江 

伝承
者川野
美野
太明
治

32
生
男 

A
茶
屋
に
腰
か
け
な
が
む
れ
ば 

淋むして
なくの
か妻呼
ぶか 

明日
はこの山
狩人が来るかと 

な
く
わ
い
な
ヨウ丨ヨウ

丨 

A
尾の上松に年ふりて 

尾
の
上
の
松
に
ウ
ス
を
つ
く 

そ
の
枝
々
に
キ
ネ
を
つ
く 

祝
い
の
も
ち
つ
く
音
ど
が
高
砂
や 

鶴は千年亀万
年浦島太郎は八千年 

お
れ
と
お
前
は
共
に
白
髪
が
生
え
る
ま
で 

A
蝶
や
花
や
と
育
て
た
娘 

し
ま
り
ゃ
他
人
の
手
に
渡
る 

娘これ
だけしくんで
やるからは 

必
ず
あ
と
に
帰
る
な
や 

ととさんかかさんよう聞かしやんせ 

千
石
積
ん
だ
る
舟
さ
え
も 

西
が
曇
れ
ば
風
と
な
る 

東
が
暴
れ
ば
雨
と
な
る

嵐がない時ゃ元の港に入るじゃないかいな

七、
行
事
に
関
す
る
も
の

(«

奴
地
歌

伝
承
地
玉
名
郡
岱
明
町
大
野
下 

伝
承
者
野
村
岩
雄
明
治

39
年
生
男 

A
奴
出
立
ち
は
世
界
の
花
よ 

鼻
で
の
ん
だ
ら
ま
だ
る
い
こ
と
よ 

腕
を
つ
い
た
る
血
酒
を
の
ま
せ 

雲
に
懸
橋
な
る
こ
と
な
ら
ば 

天
に
昇
り
て
大
六
天
を 

取
り
て
こ
な
し
き
つ
き
と
言
わ
せ 

そ
れ
が
否
な
ら
大
雨
降
ら
せ 

降
り
に
降
っ
た
る
降
り
て
の
奴 

A
上
宇
宙
天
下
な
ら
く 

一

百
三
十
六
地
獄 

響
き
渡
大
雨
を 

降
ら
せ
ん
な
ら
ば
龍
神
を 

一
千

一

千
次
第
に
引
つ
か
み 

そ
れ
を
高
瀬
の
大
川
に 

真
逆
様
に
放
り
込
め
ば 

降
ろ
ぅ
降
ろ
ぅ
と
極
ま
っ
て 

A
照
神
や
日
の
本
な
ら
ば
照
る
を
實
め 

又
ふ
る
と
て
も
天
が
下 

堂
を
流
す
大
雨
を 

畑
が
海
に
為
す
が
山
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八
大
龍
の
い
か
の
船 

稲
の
ほ
ば
し
ら
押
立
て
て 

丸
に
や
の
字
の
帆
が
見
え
る

小
天
の
相
播
甚
句 
玉—
5
—
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
天
水
町
小
天 

伝
承
者
畑
岡
文
平
明
治

38
年
生
男

ハーア
ー
 

アエー

故
郷
小
天
を
甚
句
で
よ
め
ば
ョ
ー 

熊
本
城
を
後
に
し
て
北
へ
お
も
む
く
六
里
半 

橘かおるその町は 

東
に
金
峰
三
の
岳
西
に
雲
仙
有
明
海 

加
藤
清
正
築
い
た
る
崩
れ
も
知
ら
ぬ
堤
防
は 

幾
百
年
の
今
も
尚
内
に
豊
な
田
を
育
て 

略

江
栗
の
相
撲
甚
句 
玉

⑴

伝
承
地
玉
名
郡
菊
水
町
江
栗 

伝承
者
内田
功
大正

5
年生男 

花
を
集
め
て
甚
句
に
と
け
ば
よ
ー 

正
月
咲
く
花
福
寿
草
二
月
咲
く
の
が
梅
の
花 

三月
桜
や四
月
藤
五月
あ
や
め
に
か
きつ
ばた 

六
月
牡
丹
に
舞
ぅ
蝶
々
七
月
野
山
咲
く
萩
の 

八
月
お
盆
で
蓮
の
花
吉
梗
か
る
か
や
お
み
な
え
し 

は
水
仙
玉
椿
あ
ま
た
名
花
の
あ
る
中
で 

自
慢
で
か
か
え
た
太
鼓
腹

シ
ュ
ス
の
締
込
み
バ
レ
ン
付 

雲
州
た
ば
ね
の
櫓
髪
清
め
の
塩
や
化
粧
水

四
肢
踏
み
な
ら
す
土
俵
上
四
つ
に
組
み
た
る
雄
々
し
さ
は

ト
コ
ド
ス
コ
ィ
ド
ス
コィ

七
夕
の
祝
い
唄
 

玉—
10
—

m

伝
承
地
玉
名
郡
長
洲
町
長
洲 

伝
承
者
塩
山
ハ
ッ
エ
明
治

31
年生女他 

一つで
は
父には
なれて 

二つ
で
は
母
に
は
な
れ
た 

三つ
で
は
姉
に
負
わ
れて 

四つで
世の
中にさらされ
た 

五
つ
で
は
糸
の
よ
り
ぞ
め 

六つで
小く
だの
巻きは
じめ 

七
つ
で
は
綾
を
織
ら
せ
て 

八
つ
で
き
ん
ら
ん
た
て
ら
い
た 

九つ
で
筆
どり
は
じ
めて 

十で天笠のぼらいた 

天
笠
天
の
姉
の
肩
か
ら 

木
綿
三
反
も
ら
わ
い
た 

く
よ
く
よ
く
よ
花 

染
め
も
ん
な
や
す
い
も
ん
で 

な
ん
の
模
様
を
つ
け
て
や
ろ 

片
袖
は
鶴
龟
は
わ
せ
て 

又片袖はてんて
箱 

て
ん
て
箱
あ
け
て
見
た
れ
ば 

え
ん
か
い
七
夕
見
て
ご
ざ
る 

え
ん
か
い
さ
ん
七
夕
さ
ん 

蟬
の
羽
根
ん
ご
て
つ
が
せ
て
織
ら
せ
て
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く
れ
な
は
る
た
の
ん
ま
っ
し
ゅ 

七
夕
は
年
に
一
度
の
七
夕

ど
っ
こ
い
せ
節 
鹿—
1
—
⑵

伝
承
地
山
鹿
市
津
留 

伝承者有働ツヤ女

A
ドツコイセドッコイセは田舎の相撲よな 

こけつまろびつ又もドツコイセ 

どこいせのせいすけさんな川ながれ 

ひ
よ
こ
ひ
よ
こ
や
っ
て
行
き
よ
ら
す 

歌はう
たい出しその数知らぬよ 

大
根
ば
た
け
の
く
れ
が
や
し

ド
ッ
コ
イ
セ
ド
ッ
コ
イ
セ 

A
う
た
い
な
さ
れ
よ
お
う
た
い
な
さ
れ 

う
た
で
ご
き
り
ょ
が
下
り
ゃ
せ
ぬ 

ド
ッ
コ
イ
セ
ド
ッ
コ
イ
セ 

ど
っ
こ
い
せ
の
せ
ん
だ
い
川
横
な
が
れ

ぐ
ら
う
ち 
鹿

-
-

2
--

(1
.

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
北
町
四
丁
仲
間 

伝承者古川マサ子女 

ねんだいこんだい十四日のもぐらうち 

ねんだいこんだい十四日のもぐらうち

相
撲
取
歌 
鹿—
5
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
岩
原 

伝承
者
米
加田
美
也子
女

エエー

A
山
鹿
郡
の
広
町
相
撲
興
行
大
賑
ゃ 

朝
か
ら
梵
天
た
ち
並
び 

櫓
太
鼓
が
山
響
き
勧
進
元
な
る
辰
三
郎 

長
い
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

エエー

A
ま
た
の
御
縁
が
あ
ろ
ぅ
な
ら 

広
町
を
指
し
て
参
じ
ま
す 

よ
ろ
し
ゅ
ぅ
頼
み
ま
す 

ョホホエエ別れかよね

ド
スn

イ

ド
ス
コイ

も
ぐ
ら
打
ち
歌

 
菊—
6
丨
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
栄 

伝承
者坂
本

清
也大正

8
年生男 

ペ
も
ぐ
ら
打
ち
も
ぐ
ら
打
ち 

去
年
の
も
ぐ
ら
打
ち 

去
年
の
も
ぐ
ら
は

田
端

行
け 

へ
も
ぐ
ら
打
ち
も
ぐ
ら
打
ち 

十
三
日
の
も
ぐ
ら
打
ち 

十
三
日
の
も
ぐ
ら
は

田
端

行
け

-105-



梅
干
の
歌 
菊—
81

⑴

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
黒
石 

伝
承
者
角
田
き
く
よ
女

二
月
三
月
花
ざ
か
り 

ぅ
ぐ
い
す
鳴
い
た
春
の
日
も 

楽
し
い
時
も
ゆ
め
の
ぅ
ち 

五月六月実がなれば 

枝
か
ら
ふ
る
い
落
と
さ
れ
て 

近所の町へ持ち出され 

な
ん
升
な
ん
合
は
か
り
売
り 

も
と
よ
り
す
っ
ぱ
い
こ
の
か
ら
だ 

塩
に
つ
か
っ
て
か
ら
く
な
り 

し
そ
に
つ
か
っ
て
赤
く
な
り 

七月八月あついころ 

三
日
三
晩
の
土
用
ぼ
し 

思
え
ば
つ
ら
い
こ
と
ば
か
り 

し
わ
は
よ
っ
て
も
若
い
気
で 

小
さ
い
君
ら
の
仲
間
入
り 

運動会にもついていく 

ま
し
て
戦
の
そ
の
時
は 

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
の
私

二
百
十
日
の
歌 
菊—
8
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
黒
石 

伝承者角田きくよ女他 

二
百
十
日
もことなく

す
ん
で 

村
の
祭
り
の
太
鼓
が
ひ
び
く

稲は
実
がい
る日
和
がつ
づく 

刈ってひろげて日にかわかして 

米
にこ
なして
俵
につ
めて 

家
内
そ
ろ
っ
て
笑
顔
に
笑
顔 

松
を
火
に
た
く
 

い
ろ
り
の
そ
ば
で 

夜
も
ょ
も
や
ま
話
が
は
ず
む 

母
がて
ぎわの
だいこ
んなます 

た
な
の
も
ち
ひ
く
ね
ず
み
の
音
も 

ふ
け
て
の
き
ば
に
雪
ふ
り
つ
も
る

相
撲
ぅ
た
(

月
づ
く
し
)

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
須
屋

伝
承
者
後
藤
サ
ダ
メ
明
治

29
年
生
女 

一
月
は
ど
こ
の
家
に
も
松
が
た
つ 

二
月
は
初
午
お
稲
荷
さ
ん
に
と
女
郎
が
た
つ 

三
月
は
節
句
で
雛
が
立
つ 

四
月
は
八
日
で
釈
迦
が
た
つ 

五
月
は
節
句
で
幟
が
た
つ 

六
月
は
祇
園
さ
ん
に
と
ほ
こ
が
た
つ 

立て
ば立つほ
ど 

ョ
ー
ホ
ホ
ホ
イ 

エ
ー
エ
腹
が
た
つ
ョ
ー

ド
ス
コ
イ

ド
ス
コイ
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相
撲
う
た

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
須
屋 

伝承者坂ロマッエ女

(

故人
) 

エーイこ
ん
どにがで
けて
な

アー
ドッコイドッコイ

船
が
三
艘
す
べ
り
こ
む 

先
な
る
船
の
荷
物
は 

金
銀
小
判
を
積
ん
で
お
る 

中
な
る
舟
の
荷
物
は 

か
く
れ
み
の
に
は
か
く
れ
が
さ 

綾
と
錦
を
積
ん
で
お
る 

あ
と
な
る
舟
の
荷
物
は 

打
出
の
小
槌
に
星
の
玉 

七
福
神
が
の
り
こ
ん
で 

え
べ
つ
さ
ん
が
竿
を
さ
す 

大
黒
さ
ん
が
後
を
お
す 

サ
ー
サ
押
せ
押
せ
床
の
間
へ 

床
の
間
に
と
い
く
な
れ
ば 

上
か
ら
鶴
が
舞
い
く
だ
り 

下
か
ら
亀
が
は
い
の
ぼ
る 

鶴
と
龟
と
の
み
さ
か
ず
き 

中に酌する弁財天 

舞
え
や
歌
え
や
も
ろ
と
も
に 

こ
う
い
う
目
出
度
い 

ョーホ
 

ホ 
ホイ 

エーイ
事
は
な
い
ョー

トコドツコイドツコイシヨ

ど
つ
こ
い
せ
節
 

阿—
12
—

m

伝
承
地
阿
蘇
郡
西
原
村
河
原 

伝
承
者
津
留
ヵ
ヅ
コ
大
正

3
年
生
女

A
ハア—
ドッコイセドッコイセハ

田
舎
の
相
撲
よ

こ
け
て
ま
る
め
て
ま
た
も

ド
ッ
コ
イ
セ 

コ
リ
ャ
ド
ッ
コ
イ
セ

ド
ッ
コ
イ
セ 

A
ハ
ア
ー
こ
な
た
お
座
敷
は 

お
祝
い
の
座
敷 

鶴
と
亀
と
が
舞
い
あ
そ
ぶ 

A
ハア
ー
ド
ッ

コ
イ
セ
の
せ
ど
や
に
ゃ 

ほ
お
か
む
り

ちよいと出てみれ来とらす
ばい

正
月
ど
ん
の
こ
ら
す
ば
い

 

―

1
丨
(2
 

伝
承
地
宇
土
市
石
小
路
町 

伝
承
者
荒
木
仁
子
昭
和

4
年
生
女 

A
正月
どんのこらす
ばい半弓花弓 

腰にさしてこらすばい 

A
泣くもんにゃ紙袋に 

屁へりこんでこらすばい

盆
の
ち
よ
う
ち
ん
と
ぼ
し
た 
丨
⑵

伝
承
地
宇
土
市
石
小
路
町 

伝
承
者
荒
木
仁
子
昭
和

4
年
生
女 

ぼ
ー
ん
の
ち
よ
う
ち
ん
と
ん
ぼ
れ
た
と
ん
ぼ
れ
た 

ほ
ー
づ
き
ち
よ
う
ち
ん
と
ぼ
し
た
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と
ぼ
し
た
と
ぼ
し
た
 

き
つ
ね
の
嫁
入
り
い
た
ち
の
仲
人 

サ
ツ
サ
ラ
ホ
ー
サ
ツ
サ
ラ
ホ
ー

舞
鳴
棒
踊
り 
{

下
-
^-I
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
東
海
東 

伝
承
者
藤
本
一
隆
昭
和

4
年
生
男

(

神
前
礼
拝
)

立て
た
ヤ
レ
七織り
立て
た
お
さの
目の
数

エ
ィ
エ
ノ
 

サ
ツ
サ
ノ
コ
ィ

(

じ
げ
ん
地
)

お
せ
ろ
は
山
で
前
は
大川 

(

じ
げ
ん
地
返
し
)

あ
ざ
め
の
花
よ
取
れ
ば
手
に
さ
す 

略

臼
太
鼓
踊
り 
ft-I

⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
北
新
田 

伝
承
者
平
田
一
行
大
正

3
年生男他 

いーたに
ぶぎよして門
建てて 

門
の
ぐ
る
り
ー
に
杉
さ
い
ー
て 

杉
の
み
ど
り
に
鳴
く
鳥
は 

が
ー
ん
か
ず
い
ち
よ
か
ぅ
の
と
り
か 

鵜
の
じ
や
ご
ざ
ら
ぬ
御
所
の
と
り 

御
所
の
と
り
ほ
I

と
ご
ぜ
ん
で
ー

南
新
田
太
鼓
踊
り

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
南
新
田 

伝
承
者
南
新
田
太
鼓
踊
り
保
存
会 

小
川
の
川
は
し
ょ
ぅ
け
川
で 

雨
さ
え
降
れ
ば

卜
ン
卜n

 
卜
ン
卜
コ

卜
ン
卜

n

卜
ン

中
片
町
女
相
撲 
八

I
1

I
U

伝承地八代市中片町

伝
承
者
村
上
ョ
シ
大
正

3
年生女他

(

前
歌
)

エ
ー
わ
し
が
生
ま
れ
は
田
舎
で
ご
ー
さ
る
よ

ー 

田
舎
も
田
舎
三
軒
屋
猪
や
狸
の
出
る
と
こ
ろ 

野
越
え
山
越
え
て
里
に
出
て
に
わ
か
相
撲
ど
ん
引
き
つ
れ
て 

こ
ん
な
立
派
な
お
座
敷
に
音
頭
と
る
と
は
は
ば
か
り
な 

ご
め
ん
下
さ
れ
よ
ー

ホ
ホ
イ
エ
ー
お
客
様
よ
ー

アア丨ドスコイドスコイ

盆
口
説
き
歌 
八
丨
2—
U

伝
承
地
八
代
郡
坂
本
村
西
部 

伝
承
者
鬼
塚
友
義
明
治

37
年
生
男
他 

ハ
ー
ハ
ー
ハ
花
の
お
江
戸
の
そ
の
か
た
は
ら
に 

さ
て
も
め
ず
ら
し
い
心
中
話

ハ
丨
ハ
丨
ハ
所
四
ッ
屋
の
新
宿
町
よ
こ
ん
の

の
れ
ん
に
橋
本
屋
と
て

あ
ま
た
女
郎
衆
の
あ
る
そ
の
中
に
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お
職
女
郎
衆
の
白
糸
こ
そ
は 

年は
十
九で
とう
せ
い
育
ち 

あ
い
き
よ
う
良
け
れ
ば
皆
ひ
と
さ
ん
が 

我
も
我
も
と
名
ざ
し
て
上
る 

わ
け
て
お
客
は
ど
な
た
と
聞
け
ば 

春
は
花
咲
く
青
山
へ
ん
の 

鈴
木
主
水
と
言
ふ
侍
よ 

略

盆
口
説

伝
承
地
八
代
郡
千
丁
町
太
牟
田

伝
承
者
福
嶋
ト
ジ
ュ
明
治

33
年
生
女
他 

ァ
ー
わ
し
が
口
説
は
師
匠
な
い
口
説 

う
そ
が
半
分
ま
こ
と
が
少
し 

う
そ
ば
や
る
と
き
ゃ
ど
ん
ど
ん
笑
え 

ほ
ん
ば
や
る
と
き
ゃ
か
け
声
た
の
む 

ァ
ー
盆
の
十
四
日
に
お
ば
.

や
ん
方
い
た
り
ゃ 

ナス
ビナンバンフロナの
にしめ 

ア
ー
お
ど
れ
お
ど
れ
と
三
十
ま
で
お
ど
れ 

三十こゆれ
ばこの
子
がおどる 

そ
ろ
た
そ
ろ
た
と
お
ど
り
子
が
そ
ろ
た 

秋
の
出
穂
よ
り
ゃ
ま
だ
よ
く
そ
ろ
た 

お
ど
ん
が
様
ど
ま
村
一
番
の 

男
美
男
の
ち
よ
い
と
は
た
が
し
ら 

さ
れ
ば
こ
れ
か
ら
文
句
に
か
か
ろ 

さ
れ
ば
こ
れ
か
ら
文
句
に
か
か
ろ

盆
口
説 
八
丨
3

丨

⑴

伝
承
地
八
代
郡
千
丁
町
古
閑
出 

伝
承
者
深
田
篤
大
正

10
年
生
男 

わ
し
が
こ
れ
か
ら
口
説
に
か
か
る 

う
そ
が
半
分
ま
こ
と
が
少
し 

う
そ
ば
や
る
時
ゃ
ど
ん
ど

と
ど
め
き 

誠
や
る
と
き
ゃ
か
け
声
た
の
む 

聞
く
も
あ
わ
れ
な
心
中
話 

鈴
木
主
水
と
い
う
さ
む
ら
い
は 

女
房
も
ち
に
て
子
が
二
人 

略

女
相
撲
甚
句 
八—
3
—
⑴

伝
承
地
八
代
郡
千
丁
町
古
閑
出 

伝
承
者
砘
野
ヤ
エ
明
治

45
年
生
女

A
ハァ丨エ丨トコドスコイドスコイ

わ
し
が
相
撲
取
り
ア
ー
お
や
じ
さ
ん
が
き
ら
う
よ 

お
や
じ
き
ら
う
な
わ
け
が
あ
る 

相
撲
取
り
さ
ん
と
言
う
人
は
米
の
飯
食
う
て
鯛
の
魚 

油
の
様
な
る
酒
を
飲
み
た
ぬ
き
の
毛
の
よ
う
な
煙
草
吸
い 

行
先
ゃ
我
が
家
で

ョ
ゥ
ォ
ー
ホ
イ
ァ
ー
ァ
女
郎
が
妻
よ

盆
口
説 
八—

6
—

⑴

伝
承
地
八
代
郡
宮
原
町
今 

伝承者菊池シズエ明治

41
年生女他 

A
ハ
ア
ー
そ
ろ
た
そ
ろ
た
よ
踊
り
子
が
そ
ろ
た
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シッチヨイチヨイチヨイ

秋
の
稲
穂
の
出
穂
よ
り
ゃ
そ
ろ
た 

ヨ
イ
ヤ
ラ
サ
ヨ
イ
ヤ
ラ
サ 

A
ハ
ア
ー
踊
り
ま
し
よ
ぅ
よ
み
な
様
方
よ 

腰
を
か
が
め
て
し
な
よ
く
踊
る 

A
わし
が踊
れ
ばお月
様踊
る 

山
の
墓
地
か
ら
せ
が
れ
が
歌
ぅ

盆
口
説 
八
丨

6
丨

⑴

伝
承
地
八
代
郡
宮
原
町
今 

伝
承
者
秋
山
シ
ゲ
ノ
明
治

41
年生女他 

A
や
ー
ま
出たなさて
皆様
どなたで
もねキタ

丨
シヨイ 

し
ばら
く
は
よーい
がさやつこら声はしゃんと 

ソ
ラ
ー

ヨ
イ
ト
ヤ
イ
ヤ
マ
ッ
カ

ド
ッ

コ
イ
サ
ノ
セ
ー
 

A
兄は二十

一

その名はモンテ 

妹
十
九で
そ
の
名
は
お
清 

兄のモンテが妹に惚れて 

恋
が
元
よ
り
病
と
な
れ
る 

A
そ
こ
で
両
親
見
舞
い
に
上
が
り 

惚
れ
た
モ
ン
テ
よ
病
気
は
い
か
が 

医
者
を
呼
ぼ
う
か
介
抱
も
し
よ
う
か 

医
者
も
い
ら
ね
ば
介
抱
も
い
ら
ぬ 

略

人
吉
鬼
木
町
臼
太
鼓
踊
り
(

唄
ん
地
) 
#
-
1
丨
⑴

伝
承
地
人
吉
市
鬼
木
町 

伝
承
者
犬
童
等
一
臼
太
鼓
踊
り
保
存
会 

オー
みやまのけいを見てやれば 

ォ
ー
夜
明
け
方
の
横
雲

十
四
日
の
も
ぐ
ら
打
ち 
丨
⑶

伝
承
地
人
吉
市
温
泉
町 

伝
承
者
花
田
ハ
ナ
子
大
正

13
年
生
女 

十
四
日
の
も
ぐ
ら
ぅ
ち
餅
い
つ
ち
ょ

 
く
い
や
い
ょ 

あわん餅ゃいらんばい米ん餅くいやいょ 

さ
え
ん
畑
の
も
ぐ
ら
ぅ
ち 

も
ぐ
ら
の
し
つ
ぽ
き
る
る
ま
で 

花
田
さ
ん
に
た
の
も
ん
す

十
五
夜
の
網
引
き
明

 
^
^
1
丨
(4

伝
承
地
人
吉
市
鬼
木
町 

伝
承
者
園
田
レ
イ
大
正

4
年
生
女 

A
十五夜の晩に綱引かんものはチョイ 

さ
き
の
世
じ
ゃ
鬼
が
き
ね
で
つ
く 

き
ね
で
つ
く
い
や
き
ね
で
つ
く 

~\
観
音
山
で
い
な
も
の
み
た
が
な
い
チ
ョ
イ 

あ
ま
が
さ
な
り
の
け
ぼ
ぼ
見
た 

けぼぼ見たいやけぼぼ見た
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相
撲
甚
句

-̂
1
1
(6)

伝
承
地
人
吉
市
下
原
田
町 

伝承者荒毛ソヲ明治

38
年生女

ア

1
トコドスコイドスコイ

わしが相撲とればおやじがしかるな

お
や
じ
し
か
る
に
や

わ
け
が
あ
る

せ
き
と
り
さ
ん
と
い
う

人
は

ず
し
ょ
う
の
よ
う
な
お
米
く
て

い
た
じ
の
毛
の
よ
う
な
た
ば
こ
す
て

あ
ぶ
ら
よ
う
な
お
酒
飲
み

芸者舞子は左右

行
き
先
ゃ
我
が家で
女郎の
妻

ア
ー
や
め
ら
り
ょ
か
な
ー

ど
う
し
て

お
す
もさんばのホイ

ア
ー
や
め
ら
り
ょ
か
な
ー

ア
ラ
子
ど
も
は
あ
と
先

と
し
より
や
ま
ん
中

か
ろ
た
弁
当
箱

飛
ん
で
い
っ
た

トコドスコイドスコイ

太
鼓
踊
り
の
歌 
^—
3
1
3

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
黒
木
笠
置
明
治

36
年
生 

お
お
み
ま
や
の
け
い
を
見
て
や
れ
ば 

お
お

七匹
み
ま
や
にこ
ま
たて
て 

お
おなかに
立て
たる真の
黒

おおふみがまい
ると板を踏む 

おおこれほどめで
たの
ごかめいは 

おおひいて
ものの
夜明けには 

お
お
夜
明
け
が
た
の
横
雲

う
た
ん
じ

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
宮
原 

伝
承
者
土
肥
吉
雄
大
正
元
年
生
男

豊
後
の
国
の
兼
平
様
よ 

八万余騎で御立やる 

立
花
殿
を
御
攻
や
る 

立
花
勢
は
少
し
の
武
士
で 

大
刀
と
鎗
と
で
手
向
め
せ
ど 

多
勢
に
無
勢
で
手
も
あ
い
め
さ
ぬ 

攻
め
お
と
さ
れ
て
御
い
と
し
様
よ

棒
踊
り
歌 ̂
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
湯
前
町
浅
鹿
野 

伝承者右田
義人

 
棒
踊
り
保
存
会

(

太
刀
棒
揃
)

さ
ら
ば
こ
れ
か
ら
 

口
説
い
て
み
ま
し
よ 

急
げ
急
げ
と
気
を
も
む
ほ
ど
に 

急
ぎ
や
ほ
ど
な
く
 

オクメ

の
館 

夜
の
こ
と
な
ら
門
せ
き
つ
め
て 

門
が
せ
か
れ
ば
ヶ
ツ
メ
も
立
た
ぬ 

そ
こ
で
貞
七
利
発
な
人
よ 

裏
に
ま
わ
り
て
へ
い
が
き
越
え
て
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下
女
を
頼
ん
で
ひ
と
間
を
忍
ぶ 

ひ
と
間
忍
べ
ば
次
の
間
忍
ぶ 

次
の
間
忍
べ
ば
中
の
間
忍
ぶ 

中
の
間
忍
べ
ば
奥
の
間
忍
ぶ 

奥
の
間
忍
べ
ば
ヤ
ョ
の
間
忍
ぶ 

ヤ
ョ
の
間
忍
べ
ば
障
子
が
ご
ざ
る 

障
子
ひ
と
え
を
す
か
し
て
見
れ
ば 

さ
て
も
き
び
し
や
オクメ

の
寝
間
よ

春
節 
-̂
8
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
水
上
村
湯
山 

伝
承
者
岡
本
ナ
ヵ
エ
大
正

15¥
砠
女 

A
春
に
な
れ
ば
ぅ
ぐ
い
す
ど
り
も
ー 

や
ま
を
み
た
て
て
み
を
ふ
け
る
よ
ー 

~\
む
ぞ
な
言
葉
な
か
ず
ね
ほ
り
 
-

丨
も 

む
ぞ
な
や
ま
を
み
た
て
て 

み
を
ふ
け
る
よ
ー

棒
踊
り
付
歌 
^
-̂
9
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
須
恵
村
石
坂 

伝承
者
松山
求昭
和

7
年生男

(

入
り
の
段
)

A
さ
ら
ば
こ
れ
か
ら
 

口
説
い
て
み
ま
し
ょ
ぅ 

知
ら
ぬ
処
は
教
え
て
た
も
れ 

A
肥
後
の
熊
本
勧
進
元
よ 

念
の
い
り
た
る
お
角
力
の
し
ば
や 

A
七十
五間
に
もがい
が結えて

も
が
い
ぅ
ち
に
は
さ
じ
き
が
つ
い
て 

A
さ
じ
き
お
前
に
お
土
俵
が
つ
い
て 

三
十
土
台
の
丸
間
の
か
た
や 

A
四
方
の
角
に
は
柱
を
立
て
て 

柱
ま
き
も
の
白
も
ん
め
ん
で 

A
上
に
張
り
た
る
き
ん
ら
ん
ど
ん
す 

と
ん
す
水
弓
ひ
の
さ
や
ま
で
も 

A
何
か
そ
ろ
え
て
見
事
で
ご
ざ
る 

こ
こ
で
切
り
ましょ

か 

あ
の
竹
の
つ
え略

棒
踊
り 
f
lo
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
深
田
村
草
津
山 

伝
承
者
中
村
好
農
夫
大
正

6
年
生
男 

お城は山で前は大川 

鎌
倉
の
御
所
の
身
内
に 

そら十
七小女郎がな酌に出たな 

く
ど
き
ゃ
知
ら
ね
ど
く
ど
い
て
見
ま
し
ょ 

知
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
御
了
見
な
さ
れ

槍
踊
り 
^―

10
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
深
田
村
庄
屋 

伝承
者西
貞
行
大正

3
年
生
男
他 

A
高
い
岡
か
ら
谷
底
見
れ
ば 

瓜
や
茄
子
の
花
盛
り 

後
山
か
ら
御
館
を
見
れ
ば
の
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御
館
女
中
衆
が
か
の
な
づ
る 

笠
の
ろ
く
ろ
に
蜂
が
巣
を
か
け
た
の 

雨
の
降
る
時
ゃ
出
て
さし
や
る
な
ァ 

揃
う
た
摘
う
た
と
踊
り
子
が
揃
う
た 

稲
の
出
穂
よ
り
ゃ
ま
だ

揃
う
た 

A
御
代
は
花
咲
く
世
は
豊
な
る 

秋
の
月
暴
ら
ぬ
御
代
は
夕
方
の 

お
う
て
ま
し
ま
す

増
鏡
姿
み
よ
み
よ 

合
点
じ
ゃ
合
点
じ
ゃ
オ
ー
イ 

粋
な
男
の
小
捿
か
い
か
ら
げ
て 

い
ざ
つ
れ
ざ
し
き

あ
な
た
に
ざ
ら
り
こ
な
た
に
ざ
ら
り 

ざ
ん
ざ
ら
め
か
し
て
袖
引
く
ド
ッ

コイ 

棲
ひ
く
君
と 

わ
し
と
は
他
生
の
縁

雄
商
り 
^~

10I⑴
伝
承
地
球
磨
郡
深
田
村
庄
屋 

伝
承
者
白
柿
辰
己
明
治

36
年生男他

ア
I

才丨イ

ゲン
ジョ見ル目ハ糸

ヨリヤ細イナー 

ソウリヤチンジョサンナ

I
ド

.—

カイ 

又モ見ル目ハ糸ヨリャ細イナー 

ソウリヤデンジョ

サ
ン
ナ
ー

ド
ー
カ
イ 

親父見ル目ハコリヤサルマアソオユナ丨 

ソウリヤデンジヨ

サ
ン
ナ
ー
ド
ー
カ
イ

略

獅
子
踊
り 
-̂

10
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
深
田
村
北 

伝
承
者
丸
山
澄
明
治

39
年
生
男 

A
雨
乞
い
踊
り
の
踊
り
子
見
や
れ 

十
七、
八
の
花
盛
り 

A
向
ふ
の
山
に
鳴
く
鈴
虫
は 

暑
さ
に
鳴
く
か
寒
さ
に
鳴
く
か 

朝
草
き
り
の
目
を
さ
ま
す 

A
土
佐
よ
り
船
は
さ
ん
ず
や
の
ぼ
る 

先
の
は
銭
よ
中
の
は
金
よ 

後
の
は
土
佐
の
わ
さ
米
よ 

後
の
は
土
佐
の
わ
さ
米
よ

虎
路
り 

~

11
丨Q
.

伝
承
地
球
磨
郡
相
良
村
川
辺 

伝承
者西
義弘
大正

6
年生男 

とらは千里のやぶさえこがす 

こ
す
に
こ
さ
れ
ぬ
大
井
川
ご
ざ
る
え

田
ロ
の
太
鼓
踊
り 
-̂

12
丨
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
頭
地

伝
承
者
平
田
正
晴
田
ロ
太
鼓
踊
り
保
存
会

{

ぅ
ぐ
い
す
)

ィヤ梅のこ
ずえに巣をかけて 

ィ
ヤ
花
ふ
み
ち
ら
さ
で 

ァ
ー
そ
れ
ぅ
ぐ
い
す 

ィ
ヤ
花
ふ
み
ち
ら
さ
で
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ア
ー
そ
れ
う
ぐ
い
す 

(

う
ぐ
い
す
う
ら
)

もは
や
く
るぞ
よく
だる
よぞ 

ィヤつ
がつ
まさ
きく
だるぞ
よ 

ィヤつ
がの
やまさきくだるぞよ 

(

さ
ん
こ
や
ま
)

あの
やまはヤさんこやまかよ 

さつ
つ
じの
は
な
がめにつ
く 

さつ
つ
じの
は
な
がめにつ
く 

(

さ
ん
こ
や
ま
う
ら
)

や
ま
で
ら
ち
ご
の
に
ん
に
く
す
が
た 

し
よ
う
と
く
か
ら
か
と
き
う
し
か
ら
か 

し
よ
う
と
く
か
み
の
ゆ
い
か
ら
か 

(

と
う
か
だ
ん
)

おもてひちけん 

うらはちけんよ 

ィ
ヤ
な
か
の
ま
に
ね
た 

な
か
の
ま
に
ね
た 

いよじよがそばに 

ィ
ヤ
か
た
な
わ
す
れ
た 

わ
す
れ
た
れ
ど
も
し
の
ん
で
た
も
れ 

ィ
ヤ
花
の
ち
よ
じ
よ
よ

高
野
棒
踊
り 
T

12
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
高
野 

伝
承
者
高
野
棒
踊
り
保
存
会

(

庭
入
り
)

おしろはやまで 

や
ま
で
ヤ
ー
レ 

おしろはやまで 

ヤそれはよでナーサマ 

や
ま
で 
ハ
ー
エ
ー
 

エ
ン
ヨ
ー
エノ

(

じ
げ
ん
じ
)

と
き
し
ょ
の
松
よ
ヤ
松
よ
ヤ
ー
レ

だ
き
し
ょ
の
松
よ

ヤ
ー
ソ
レ
ハ
ヨ
ー
デ

ササママヤエイマ

タ
丨
ノ

エ
ン
ヨ
ェ
ー

オ
イ
ヨ
ー
マ

(

さ
ん
さ
)

お
の
の
ま
つ
よ

さ
ん
さ
ふ
れ
ふ
れ
に
た
や
に
ゃ
ア
ー
ダ
ー
エ 

ふらにゃいたや 

アララ
ーこの
ざにさんさ
を 

た
ち
が
み
が
ま
た 

あ
ら
た
け
エ
ー
ナ
ー
ノ
サ
ー 

わ
れて
い
く
も
ほ
ね
ナ
ー 

レつやよすさんさを 

(

か
ま
く
ら
)

かまくらの
ごしょのみうちにゃ 

おさじゆしちこ
じようがさくにゃ 

あ
で
た
な

アーラエイソウラ

(

う
ち
わ
け
)

こ
の
ま
つ
よ
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さらばこれからくどいてみましよう 

は
な
の
熊
本
御
前
の
相
撲
よ 

念
を
入
れ
た
る
相
撲
の
し
ば
い 

ひ
ち
じ
ゅ
ご
け
ん
や
ら
い
を
ゆ
う
て

瀬
目
棒
踊
り 
T

12
—
⑶

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
瀨
目

伝承者竹下義範昭和

6
年
生
男
他

(

庭
入
り
)

おせ
ろの
ろあ
ま
よや
まで

^

-
やまで
 
^

--
ヤレ

お
せ
ろ
は
や
ま
ン
サ
ーヨ 

アソレ
ハ
ヨ
'―

ヨ
ン
'~

ヨ 

な
さ
ま 
ア
ン
ア
ー 

ま
え
は
よせ

 
エン
エ
ー
ノ 

よ
う
だ
ン
ハ
ー 

ア
だ
ん
は
エエーノ 

エ
ン
エ
ー 
エ
ノ
サ
ー 

アンサ
ース 

(

か
ま
く
ら
)

{

た
か
ま
く
ら
の
ご
じ
よ
の
み
う
ち
に 

じゅうしちこじよろがしゃくにでたれソ 

A
さ
け
よ
り
も
さ
か
ず
き
も 

じゆうしちこ
じよろがめについた 

(

く
ど
き
)

い
ま
ま
つ
の

さ
ら
ば
こ
れ
か
ら
く
ど
い
て
み
ま
し
よ

おんおくめをわしやばさつまのくにを 

ところもぅ

さばいずみのよだよ 

(

な
た
か
ま
)

梅の
花
よやや
がめヤーヤレ 

は
が
ね
の
ほ
ほ
ナ
あ
る
が
よ 

ヤそれはよおんご

ソ
'~

 
エ
ン
エ 
エン
エ
ー
ノ 

エ
ン
エ
ー
力

さ
ん
が
つ

山
田
の
も
ぐ
ら
打
ち

 
-̂

13
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
山
江
村
山
田

伝承
者
中
竹
ミ
チ
子
大
正

9
年
生
女

十
四
日
の
も
ぐ
ら
打
ち 

も
ぐ
ら
打
ち
が
始
ま
っ
た 

さ
え
ん
畑
の
も
ぐ
ら
打
ち 

も
ぐ
ら
の
耳
聞
こ
え
た
か 

聞こんばまだ打つぞ 

あわんもちゃいらんばい 

米もちくいやいよ

伊
勢
音
頭 
-̂

13
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
山
江
村
万
江 

伝承
者
橋本功
大正

14
生
男 

A
ョイサ—
いせがななたび 

ア
ラ 
ヨ
イ
ヨ
イ

し
な
の
や
さ
ん
ど

ア

ラ

ヨ
イ
セ
ソ
ー
セ
 

あ
た
ご
な
 

く
ら
ま
に
や
 

ソ
ー
レ
サ

―11d ——



つ
きまいり
イヤソ
レソ
レ 

ヤ
ー
ト
コ
セ
ー
ノ

 
ヨ
イ 
ヨ
ー
ナ

ホイ 

アレワイセコレワイセ 

サ
ー
サ
ナ
ン
デ
モ
セ 

A
ヨイサーいせのみやがわにゃよ 

ハアラ
 

ヨ
イ
ヨ
イ

な
ぜ
橋
ゃ
か
け
ぬ
ア
ラ
ヨ
ー
イ
ヤ
ソ
ー
コ
ー
セ 

お
客
な
ご
ち
そ
う
に
ソ
ーレサ 

ふ
な
わ
た
し

大
瀬
の
棒
踊
り
唄 
T

14
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
大
瀬 

伝
承
者
大
瀬
義
丸
大
正

15
年
生
男

S
入り
)

A
さあさこれからくどいてみましよ 

わ
し
が
 

く
ど
き
は
し
し
よ
う
な
い 
く
ど
き 

サノササノ

 
サッサ 

A
国は大阪道とん堀の才力チユ 

むす
めの
そ
の
名
は
おく
め 

サノササノ

 
サッサ 

A
月の
夜中におやくしまいるまいる 

道
中
で
お
く
め
を
見
そ
め 

見そめあいそめちぇっとないそめて 

ふみをやるやるひちじゆうやごへん 

サノサ
 

サノ
 

サツサ

球
磨
村
太
鼓
踊
り 
T

14
丨
⑶

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
一
勝
地 

伝
承
者
松
舟
辰
男
大
正

11
年
生
男
他

(

臼
太
鼓
)

A
こ
ん
馬
屋
に
こ
ま
た
て
て 

中
に
立
ち
た
る
し
ん
の
く
ろ 

こ
まがまい
るといーたをふむ 

ひ
ちひ
き馬屋
にこ
またてて 

中
に
立
ち
た
る
し
ん
の
く
ろ 

で
きやみ
ゆ
る
とい
たふ
む 

おひ
ょくまの
けい
を見
れ
ば 

ひ
き
き
や
ゅ
そ
ろ
おて
ど

おかぶと

A
お
ふ
み
馬
屋
の
け
い
を
見
れ
ば 

お
こ
え
お
ど
ぅ

の
ごかれえいは 

ひ
ち
け
ん
み
山
に

こ
お
ぅ
ま建てて 

中
に
立
ち
た
る
し
ん
の
黒 

ひ
き
て
の
門
の
夜
明
け
に
は 

夜
明
け
が
た
の
ょ
こ
ぐ
も

岳
本
の
棒
踊
り
歌 
TUI

⑶

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
一
勝
地 

伝承者嶽本光雄大正

6
年
生
男
他

(

庭
入
り
)

A
ヤたてたエンヨエヤレ 

ョ
ナ
ー
ナ
は
た
たて
た

ヤおさのエ

 
エ
ン
エ
ー
ノ m

メ 
メ
ー
ノ
ー 

お
か
ず 
-̂

丨リエイエイエイァ丨コイサ
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A
ヤ春のエエンヨエヤレ 

ヨ武蔵の春の

ヤかやのエ

 
エン

エ
ー
ノ

 
ヨ
メ

 
メ
ー
ノ
ー
 

おかず
 
-̂

丨リエイエイエイア
丨コ
イサ 

A
おせろ
ノ
ー
サ
エ
サ
ー
サ
ー
サ
ッ 

さ山ではエヤレ 

イ
ヨ
ぅ
し
ろ
は
山
で 

ヨソレはよーエエナサホホ 

ヤまえはエ

 
エン

エ
ー
ノ

 
ヨ
ー
ダ
ダ

■—

イ
か
わ 

エ
ラ
エ
ー
アエ
 

エ
ン
ヨ
ー
エ
 

ヤ
レ 

い
よ
と
く
よ
が
て
ら

やばたんヱエンエーノ

 
オ
ヨ
シ
ャ 

タシアーアクヤク

岡
の
棒
踊
り
歌 
T

14
—
⑷

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
渡

伝承者岡光熊昭和

4
年生男他

(

道
拍
子
)

A
やはなよえヤレ 

あ
ざ
み
の
花
ょ
や 

通れば入れんエノ 

さ
よ
だ
だ
ん
は
ー
エ
エ
ー
ヵ

ア
ー
ア
 

A
よとるエヤレ 

今こそ取
るや 

神
に
エ
ヘ
ン
ー
エ
へ
ー
ノ 

さ
よだもんほの
オ
ーまいり

球
磨
村
太
鼓
踊
り 
T

14
丨
⑷

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
一
勝
地

伝承者日隠安男大正

7
年
生
男
他

(

小
臼
太
鼓
)

A
あ
れ
見
よ
千
代
女
こ
れ
見
よ
千
代
女 

み
う
ち
に
舟
が
五
艘
ま
い
る 

み
う
ち
に
舟
が
五
艘
ま
い
る 

A
先
に
三
艘
は
せ
き
よ
り
い
ず
る 

後
よ
り
ニ
艘
は
わ
か
さ
舟 

後
よ
り
ニ
艘
は
わ
か
さ
舟 

A
わ
か
さ
の
舟
の
か
じ
と
る
殿
は 

し
り
ほ
そ
ほ
そ
と
け
や
う
ち
そ
え
て 

あ
ら
美
し
や
か
み
ぐ
ろ
や 

あ
ら
美
し
や
か
ね
ぐ
ろ
や

大
瀬
の
十
五
夜
つ
な
ね
り
歌 
-̂

14
丨
⑸

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
大
瀬 

伝
承
者
大
瀬
義
丸
大
正

15
年
生
男 

A
十五夜お月さん丸くて丸いチヨイ 

丸
く
ま
ん
ま
る
し
て
か
ど
が
な
い
ー
よ 

か
ど
が
な
い

飞十五夜の晚にうそつくやつはチヨイ 

光
の
よ
で
お
に
が
き
ね
で
つ
く
ー
い
よ 

き
ね
で
つ
く

A
月
は
ま
んまるで
て
お
じやれ
どもチヨ
イ 

わ
し
が
心
は
い
つ
丸
く
な
る
ー
い
よ 

丸
く
な
る
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網
引
き
歌

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
渡 

伝承
者
浦野
岬
大正

2
年生男 

~\
秋
の
真
中
十
五
夜
様
よ

チヨ
ィ 

ヨ
ィ
ヤ
サ
で
引
け
ば
音
が
切
れ
る 

音が切
れ
るヒヨ
ィ音が切れ
る 

A
月
は
ま
ん
ま
る

十
五
夜
様よチヨィ 

み
ん
な
弓
き
ま
し
よ
網
弓
き
を 

綱
引
き
をヒヨ
ィ
綱
引
き
を

阿
村
棒
踊
り
歌 
天—
4
—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
松
島
町
阿
村 

伝承者山田フクエ山田ナミエ他 

さ
ら
ば
こ
れ
か
ら
 

口
説
い
て
み
ま
し
よ
う 

わ
し
の
口
説
は
し
し
よ
う
な
い
口
説 

所
々
に
ゃ
茶
屋
ず
ま
い
す
る 

そ
ん
な
所
は
ご
り
よ
う
け
ん
な
さ
れ 

浜
の
ご
ろ
う
べ
じ
よ
う
は
こ
ま
め
な
人
よ 

磯にちよい
とでて
ご石
ばよせて 

砂
で
み
が
い
て
と
く
さ
を
か
け
て 

紙
に
つ
つ
ん
で
た
も
と
に
い
れ
て 

た
も
と
下
か
ら
お
さ
ん
じ
よ
に
わ
た
す 

略

姫
戸
念
珠
棒
踊
り 
天—
6
—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
ニ
間
戸 

伝承
者松崎則義他青年団
一同 

さ
あ
こ
れ
か
ら
読
み
立
て
ま
つ
る 

わ
し
が
口
説
き
は
師
匠
な
い
口
説
き 

嘘
が
半
分
誠
が
少
し 

知
ら
ぬ
処
は
落
し
て
く
ど
く 

そ
こ
の
処
は
御
諒
見
な
さ
れ 

さ
ら
ば
こ
れ
か
ら
 

く
ど
い
て
み
ま
す 

国
を
申
さ
ば
薩
摩
の
国
よ 

処申さば出水の野刃よ 

野
刃
と
麓
は
な
ら
び
は
な
い
が 

伊
予
の
国
で
は
半
九
郎
長
者 

一人娘のその
名は
お千代 

年は十七今咲く花よ 略

大
道
棒
踊
り
歌 
天

⑴

伝
承
地
天
草
郡
龍
ヶ
岳
町
大
道 

伝
承
者
山
崎
盛
正
大
正

15
年
生
男
他

(

ゆ
り
こ
み
)

さ
あ
さ
あ
こ
れ
か
ら
口
説
い
て
み
ま
し
よ
ぅ

わ
し
が
口
説
き
は
師
匠
な
し
口
説

嘘が半分誠が少し

知
ら
ぬ
所
は
落
と
し
て
口
説
く

そ
こ
の
所
は
御
了
見
な
さ
れ

さ
ら
ば
こ
れ
か
ら
 

口
説
い
て
み
ま
し
よ
ぅ
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国
を
申
さ
ば
出
水
の
野
田
よ 

野
田
と
麓
は
並
び
じ
ゃ
な
い
か 

伊
代
の
国
で
は
は
ん
く
ろ
長
者 

一
人
娘
の
そ
の
名
は
お
ち
よ 

年は十六今さす花よ 
略

(

お
せ
ろ
)

後は山で前は大河 

や
あ
立
て
た
よ
七
旗
立
て
た
矢
お
さ
め
の
数 

(

く
ど
き
)

と
く
よ
が
寺
の
牡
丹
芍
薬 

焼け野の雲雀ひ
よ子にたずねる 

(

か
え
り
)

さ
ん
さ
ふ
れ
ふ
れ
六
尺
袖
が 

袖が六尺
身は五尺

曙
の
棒
踊
り

天—
9
—

U

伝
承
地
天
草
郡
倉
岳
町
棚
底 

伝承
者
竹林
聖昭
和

13
年
生
女
他 

A
浜
の
ご
ん
げ
じ
ょ
は
こ
ま
め
な
人
よ 

浜
に
ち
ょ
い
と
出
て
小
石
を
拾
て 

拾
て
研
い
て
と
ぐ
さ
に
か
け
て 

紙
に
包
ん
で
た
も
と
に
入
れ
て 

た
も
と
下
よ
り
お
さ
ん
に
渡
し
や 

お
さ
ん
心
も
ち
や
金
か
と
思
て 

こ
こ
で
き
り
ま
し
よ
う

よ 

わ
た
の
ま
つ

A
のはやまでおせろは 

のはやまでややまでやれ 

おせろはやまでそれはょほほほれ 

ま
え
は
だ
ア
ーハンアーエ 

ダ̂~

ハ
ン
ダ
ーハン 

花
の
お
江
戸
の
そ
の
方
は 

誰
と
も
め
ず
ら
し
し
ん
じ
ゆ
や
話 

こ
こ
で
き
り
ま
し
よ
う
よ 

わ
た
の
ま
つ

相
撲
甚
句

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
鬼
池 

伝承者西崎栄男

A
ア—
ア
^
^
ア
#

—
ア

一
か
ら
十
ま
で
甚
句
で
説
け
ば
エ
ー 

力
の
強
い
が
一
と
言
う
た 

肩
に
か
つ
ぐ
は
ニ
と
言
う
た 

女
の
大
厄
三
と
言
う
た

子
供
を
か
か
え
て
小
便
さ
す
の
を
四
と
言
う
た

白
黒
打
つ
の
が
五
と
言
う
た

福の花形六と言うた

着
物
を
や
っ
て
お
金
借
り
る
が
七
と
言
う
た

ブンブン刺すのが八と言うた

辛
苦
艱
難
九
と
言
う
た

猫
が
あ
っ

ネズミを取りゃコラショ

あ..
十
と
言
う
た

こ
れ
で
も
歌
か
い
泣
く
よ
り
ま
し
た
い
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略

角
力
甚
句 
天—
13
—

m

伝
承
地
天
草
郡
苓
北
町
坂
瀬
川 

伝
承
者
錦
戸
春
義
明
治

45
年
生
男
他 

A
今度此の町に豆腐屋
が出来たょ 

そ
の
又
豆
腐
が
言
う
こ
と
に
ゃ 

わ
し
程
因
果
な
者
は
な
い 

朝
は早
う
か
ら
おこ
されて 

水
攻
め
火
攻
め
に
あ
わ
さ
れ
て 

水
攻
め
火
攻
め
は
い
と
わ
ね
ど 

近
所
の
町
へ
と
持
ち
出
さ
れ 

I

 

丁
ニ
丁
の
切
売
り
で 

後
に
残
り
し

お
か
ら
ま
で 

一

銭ニ銭のつまみ売り 

そ
の
又
元
は
と
問
う
た
な
ら 

今
じ
ゃ
皇
で
ヨ
^—

ホ
ホ
イ
エ
ー
豆
で
い
る
ょ

トコ
ド
ス
コ
イ

ド
ス
コイ

雲
仙
小
山
の
山
椒
の
木 

ぶらりと下れば藤の花

トコ
ド
ス
コ
イ

ド
ス
コイ

A
豆
腐
の
角
に
け
ま
づ
い
て

こ
ん
に
ゃ
く
の
小
玉
が
の
ど
に
た
つ 

薬
は
な
い
か
と
問
う
た
れ
ば 

く
す
り
も
様
々
あ
る
け
れ
ど 

夏
降
る
雪
に
冬
茄
子 

水
の
黒
焼
火
で
と
い
て

飲
ん
で
ご
ら
ん
よ
す
ぐ
な
お
る

ア
ド
ス
コ
ィ

ド
ス
コィ

天
草
名
所
甚
句 
天—
14
I
(1

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
大
江 

伝
承
者
川
野
美
野
太
明
治

32
年
生
男 

本渡どんの町はぽんとほげた 

下れば福連木しいたけ名物で 

下に下れ
ば下田温泉目がさめた 

小田
床
小
部
落石
垣名物で 

下れ
ば高浜白砂で目
がさめて 

大
江
密
柑
今
富
ご
ん
ぼ
ー
小
島
人
参
名
物
で 

崎津に下ればシンギッドンのこもかぶり 

下に下れば牛深の 

助
七
ど
ん
の
家
造
り
は 

海の中までやつ出して 

日
に日
に酒
盛たへ
ま
なし 

牛深前とぶカラスの言いよぅじゃ 

金は
もた
づに

 
「カオ
カ
オ」
と

八
、

踊
り
歌
•

舞
歌
に
か
ん
す
る
も
の

U

風
流
楽
歌 
玉
丨
1
丨
⑴

伝承地荒尾市川登

伝
承
者
上
島
茂
次
大
正

12
年
生
男
他 

榊
葉
の
霜
は
あ
や
た
び
の
色
そ
え
て 

霜
は
あ
や
た
び
の
色
そ
え
て
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月
影
清
き
小夜
神
楽小夜
神
楽 

太
刀
も
袖
も
ふ
り
は
え
て 

見
る
や
さ
な
が
ら
天
人
の
天
人
の 

奏
で
は
変
わ
ら
ざ
り
け
り 

奏
で
は
変
わ
ら
ざ
り
け
り

風
流
楽
歌 
玉—
1
—
⑴

伝承地荒尾市菰屋

伝
承
者
大
倉
鉄
蔵
明
治

38
年生男他 

君
が代は
な
ずとも月の
華衣 

なずとも月の華衣 

はなやかなりし影に住む影に住む 

民
の
か
ま
ど
も
に
ぎ
わ
ひ
て 

今
静
か
なり
冬
ざり
の 

菊の
盃
とり
どり
にとり
どり
に 

め
ぐ
る
や
た
め
し
な
る
ら
む 

め
ぐ
る
や
た
め
し
な
る
ら
む

風
流
楽
歌 
玉—
1I
⑴

伝承地荒尾市野原

伝
承
者
宮
本
保
則
大
正

12
年
生
男
他 

榊
葉
の
霜
は
あ
や
た
び
の
色
そ
え
て 

霜
は
あ
や
た
び
の
色
そ
え
て 

月
影清
き小夜神
楽小夜神
楽 

太
刀
も
袖
も
ふ
り
は
え
て 

見
る
や
さ
な
が
ら
天
人
の
天
人
の 

奏
で
は
変
わ
ら
ざ
り
け
り

奏
で
は
変
わ
ら
ざ
り
け
り

伊
勢
音
頭 
玉
丨
2
 

—
⑴

伝承地玉名市築地 

伝承者萩尾トミ子女他 

A
伊
勢
に
や
あ
ー
な
あ
ー
七
度 

熊
野
に
や
あ
—

三
度
ャ
ッ
ト
サ
イ
サ
イ 

あ
た
ご
な
ー
さ
ん
に
や
あ
ー

ヤ
レ
サ
ン
ノ
月
参り

コ
リ
ャ
コ
リ
ャ
ヤ
ッ
ト
コ
セ
ー 

エ
イ
オ
ヨ
イ
ヨ
ウ
オ
ナ
ア
ー 

ア
I

リ
ャリ
ャン
 

コレワ
イセェ 

サ
ー
サ
サ
ヤア
レ
サ
ン

 
ノ
ーセー 

お
祝
い
は
ん
じ
よ
ぅ
お
祝
い
は
ん
じ
よ
ぅ 

略

築
山
花
棒
踊
り 
玉—
2
—
⑴

伝
承
地
玉
名
市
築
地 

伝承者萩尾トミ子女他 

A
そ
ろ
た
そ
ろ
た
よ
踊
り
子
が
そ
ろ
た

サノ
エ
イ
 

エイ 
エイ 
エイ 
エイサノササノエイ 

秋の
出穂
より
や品
よくそろ
た

サノ
エ
イ
 

エイ 
エイ 
エイエイサノササノエイ

A
今年しや豊年穂に穂が咲いて 

路
の
小
草
も
そ
ろ
い
米
が
な
る 

"\
咲
け
ば
万
の
花
の
雲 

操
れ
ば
秋
水
日
本
刀 

A
築
山
よ
い
と
こ
手
に
手
を
とつ
て
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明
日の
栄
え
をそ
ろい
はけ
もう
よ

折
地
の
カ
ィ
カ
ィ
人
形
唄 
玉
丨
忉
丨
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
長
洲
町
折
崎 

伝
承
者
松尾
竜
人
大
正

11
年
生
男
他 

A
お
や
か
な
な
ん
と
し
ょ
ぞ
え 

あ
あ
い
た
か
っ
た
膝
頭
を
す
り
む
い
て 

憎
い
と
び
入
り
あ
ぶ
ら
げ
さ
れ
ま
ひ
よ 

泣
く
な
良
い
子
に
ゃ
こ
ん
な
物
や
ろ
ぞ 

ツンツルツンテン

 
ツンツルツンテン 

ツテツテ
シャン

A
お
月
さ
ん
な
い
く
つ
十
三、
七つ 

ま
だ
年
ゃ
い
か
ぬ
や
ま
だ
ち
に 

r

色
が
白
く
て
顔
が
円
く
て 

気がきく
なら
ば

横丁
の
こ
も
ん
通り
ゃ野
暮で
な
し 

A
私
し
ゃ
どうで
もこ
うで
もあの
人
ばかり
は 

あ
き
ら
め
ら
れ
ね
よ
じ
ゃ
に
よ
っ
て 

讃
岐の
金比羅
さ
ん
に
ご願で
も
かけ
ま
し
ょ
か 

A
あ
だ
ロ
に
花
さ
え
咲
か
ぬ
生
娘
を 

枝
な
り
ふ
り
を
ぶ
っ
切
ら
れ
花
を
ち
ら
せ
て 

が
た
が
た
さ
れ
て

ガッ
ク
リ
そ
っ
く
り
と 

み
どり
子
を
おろして 

こ
れ
か
ら
は
あ
や
子
片
手
に
子
守
唄

宗
方万
行
 

鹿—
1
—
8

伝
承
地
山
鹿
市
宗
方

伝
承
者
森
憲
助
大
正

13
年
生
男
他

A
サ
イ
サ
イ
サ
イ

ョ
イ
ト
コ

ニャ
丨 

宗
方
万
行
今
出
た
ば
い 

モ
ッ
サ
イ
サ
イ
モ
ッ
サ
イ
サ
イ 

A
サ
イ
サ
イ
サ
イ

ョ
イ
ト
コ
ニ
ャ
丨 

宗方瓢箪今出たばい 

何
時
も戻り
に
ゃ濡
れ
瓢
箪

モ
ッ
サ
イ
サ
イ

ヒ
ー

エヒエ
 

ヒ
ー

エヒエ 

A
姆房
ら
ばさで
房
らい 

後
に
や
十八
き
やあ
呼
ぶたぅ 

A
あ
ん
まり
よか
時や
どぅす
るかい 

ほ
ほ
げ
たく
わ
えて
息やほつ
ほ

小坂
雨
乞い
踊り

 
鹿—
1
—
⑴

伝
承
地
山
鹿
市
小
坂 

伝
承
者
池
部
美
照
大
正
元
年
生
男
他 

瓢箪年かい雨年かい 

瓢
簞
年
な
ら
米
取
ろ
ば
い 

雨
年
な
ら
粟
取
ろ
ば
い 

さ
あ
お
い
さ
あ
お
い
さつ
さ 

(

この
繰り
返しで
あ
る

)
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な
れ
な
れ
555
子 
鹿
1
1
1U

伝
承
地
山
鹿
市
長
坂

伝
承
者
江
藤
竹
男
な
れ
な
れ
茄
子
踊
保
存
会 

A
みんみら三つ
よさイヨサ 

な
れ
な
れ
茄
子
の
ん
ヤ
ア
コ
レ
ナ 

瀬
戸
の
合
の
や
茄
子
な
ら
ね
ば
よ
め
の
ん
ヤ
ア
コ
レ
ナ 

嫁
の
名
の
た
つ
の
ん
ヤ
ア
コ
レ
ナ 

~\
こ
れ
か
ら
み
れ
ば
の
ん
ヤ
ア
コ
レ
ナ 

近江がみゆる笠かふてたもれんヤアコレナ 

近江すげ笠のんヤアコレナ

なりがよふてきよふてしめをが長ふてんヤアコレナ 

~\
これからここはのんヤアコレナ 

鎌倉海道銭もてござれんヤアコレナ 

ほ
ほ
引
き
や
し
ま
し
ょ
い
の
ん
ヤ
ア
コ
レ
ナ 

宝
引
き
や
ば
し
ま
し
ょ
い
の
ん
ヤ
ア
コ
レ
ナ 

宝
引
き
や
ば
く
ち
あ
げ
く
に
や
ご
ま
の
ん
ヤ
ア
コ
レ
ナ 

ご
ま
の
し
め
か
ら
し
ん
ヤ
ア
コ
レ
ナ 

A
ここは石原や小石小石原のふエイイキソレナ 

踊躍らばヤアこしをこしをふれのエイイキソレナ 

A
長い刀をヤアからでからでさすのエイイキソレナ 

きそん十七ヤア寅の寅の年のエイイキソレナ 

A
松の葉越からヤア月み月みれば 

し
ばし
やく
もりて
ヤア 

まあたまたさへるエイイキソレナ 

~\
か
か
よ
な
い
と
せ
ま
ま
こ
を
ふ
よ
ヤ
レ 

あ
み
そ
へ
て
は
ら
の
ほ
ん
ぐ
る
程 

ま
ま
く
ふ
て
遊
ぼ
た
ん
だ

エ
ツ

シエッシ

椎
持
神
社
神
楽
歌 
鹿—
2
—
⑵

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
北
町
椎
持 

伝
承
者
深
牧
智
富
大
正

13
年
生
男
他 

た
ん
な
ん
た
い
ら
の
か
み
だ
な
に

ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー 

か
お
よ
き
に
お
い
た
ち
お
わ
し
ま
す
ウ
ーウ
ー
ウ
ー 

お
と
は
た
れ
よ
と
と
い
た
れ
ば

ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー 

ま
つ
の
う
ら
な
る
と
み
お
の
こ

ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー 

お
さ
な
き
ち
こ
た
ち
み
や
し
ろ
に
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー 

が
く
も
ん
せ
よ
と
あ
げ
た
れ
ど

ウ
ー
ゥ
ー
ゥ
ー 

う
め
と
さ
く
ら
に
た
わ
む
れ
て
ウ
ーウ
ーウ
ー 

いつわのまつにぞなりたまうウ

'~

ウ
I

ウ
1

相
良
歌
神
楽 
鹿—
3
丨
⑵

伝
承
地
鹿
本
郡
菊
鹿
町
相
良 

伝承者平島久大正

11
年
生男
他 

A
た
ん
な
ん
た
り
ら
の
神
棚
に 

か
し
こ
き
神
た
ち
お
わ
し
ま
す 

A
梅
と
榊
に
ち
ぎ
り
つ
つ 

千
歳
の
松
と
ぞ
栄
え
つ
る 

A
お
と
わ
誰
ぞ
と
問
い
た
れ
ば 

松の
末
葉の
富男の
子 

A
此
の
と
の
の
庭
の
お
り
め
は 

七おりめ

A
八
重
の
折
目
に
黄
金
花
さ
く 

ヨウアレヤ 

A
油殿
に酒はつ
くりつ 

百
はしや
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A
ち
は
ら
の
油
こ
そ
神
は 

め
づ
ら
ん
ヨ
ウア
レ
ヤ 

A
油
殿
に
雨
の
ふ
れ
し
が 

さ
ら
さ
ら
と 

A
風
は
吹
か
ね
ど 

さ
さ
ら
浪
立
つ 

ヨ
ウア
レ
ヤ

神
撰
歌 
菊—
3
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
旭
志
村
麓 

伝承
者
郷
光長
明
治

35
年
生
男
他 

A
あめつ
ちと未だ別れずめをあかずや 

ま
る
が
れ
た
る
か
鳥
の
子
の
如
し
や 

A
あ
め
つ
ち
の
は
じ
ま
る
時
に
も
の
一
つ
や 

き
ょ
な
か
に
な
れ
り
か
た
ち
な
る
ら
ん
や 

A
か
ぐ
山
の
金
を
と
り
も
ち
み
ほ
こ
つ
く
る
や 

か
た
ち
あ
し
か
い
神
も
な
る
ら
ん
や 

A
国つねに立つやあしはらのをのころ嶋や 

其
の
地
を
名
づ
け
大
和
と
言
う
や 

略

片
俣
盆
踊
り
歌
 

阿—
5
—
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
産
山
村
片
俣 

伝
承
者
合
使
影
喜
明
治

38
年生男他 

ご
免
く
だ
さ
れ
こ
の
屋
の
亭
主

 
ヨ
イ
ヤ
ナ
ヨ
イ
ヤ
ナ 

き
け
ば
こ
な
た
は
は
つ
じ
ょ
ろ
様
で
ア
ラ

ヨイヨイヨイヨヤ 

そ
ろ
たそ
ろ
た踊り
子
がそ
ろ
た

 
ヨイ
ヤ
ナ

ヨイ
ヤナ

秋の
出穂
より
ゃ又
よくそ
ろ
た

 
ア
ラm

イヨイヨイヨ

ヤ

赤
仁
田
盆
踊
り
 

阿—
6
—
⑴
⑵

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
赤
仁
田 

伝承者渡辺強昭和

9
年生男他 

へ
五
免
く
だ
さ
れ
此
の
家
の
亭
主

 
ヨヤナヨヤナ 

聞
け
ば
こ
な
た
は
若
生
霊
様
で

 
サ
マ
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ 

村
の
若
い
衆
が
手
踊
り
な
さ
る

 
ヨヤナヨ

ヤ
ナ 

暫
し
間
の
お
邪
魔
を
願
ぅ 
サ
マ
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ 

出
来
た
出
来
た
よ
大
輪
が
出
来
た

 
ヨヤナヨ

ヤ
ナ 

出
来
た
大
輪
は
 

く
ず
さ
ぬ
よ
ぅ
に

 
サ
マ
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ 

踊
り
や
ゆ
る
ゆ
る
手
に
実
を
入
れ
て

 
ヨヤナヨヤナ 

品の
好い
よう
に踊らにやならぬサ

マ
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ 

略

横
掘
岩
戸
神
楽
 

阿—
6
丨
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
波
野 

伝
承
者
岩
瀬
顕
智
大
正

14
年
生
他
保
存
会 

A
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ご
え
の 

八
重
垣
作
る
そ
の

八
重
垣
を 

A
伊
勢
の
神
熊
野
の
神
の
親
な
れ
ば 

伊
勢
こ
そ
神
の
初
め
な
り
け
り 

A
千
早
振
る
神
の
忌
垣
に
袖
か
け
て 

舞えば戸開く天の岩戸 

A
千
早
振
る
神
に
御
神
楽
な
か
り
し
ば 

天
の
岩
戸
は
開
か
ざ
り
け
り
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遊
雀
盆
踊
り 
阿—
6
—
⑶
⑷

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
波
野 

伝承者岩下政高昭和

7
年
生
男
他 

A
花
の
熊
本
川
尻
町
で

ア
ラ
イ
セ
ー
コラ
イ
セ 

町
で
名
高
い
桝
屋
と
ご
ざ
る 

サ
マヤレトコ

ナ
ン
サ
の
ヨ
イ
ヤ
サ
の
サ 

'
树
屋
娘
の
名
は
お
き
よ
と
て

ア
ラ
イ
セ
ー

コラ
イ
セ 

こ
ま
い
時
か
ら
信
心
な
者

~\
阿
蘇
の
御
山
に
大
願
立
て
て
ア
ラ
イ
セ
ー
コ
ラ
イ
セ 

参ろまいろと日
に日
によだつ 

A
今日
は日
も良し
まい
ろ
じや
ない
かア
ラ
イ
セ

I 
コ
ラ
イ
セ 

と
ぎもさそ
え
ば
七人
ござる 

略

中
江
岩
戸
神
楽

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
中
江 

伝承者久保田信敏昭和

9
年
生
男
他 

A
千
早
振
る
神
の
忌
垣
に
袖
か
け
て 

舞
え
ば
開
く
天
の
岩
戸 

A
千
早
振
る
神
に
御
神
楽
な
か
り
し
は 

天
の
岩
戸
は
開
か
ざ
り
け
り 

A
榊
葉
に
威
風
志
で
即
け
て
誰
が
世
に 

神
の
社
と
祝
い
染
め
け
ん 

A
あれ迄は京都しるして
綾映えて 

錦ぞ映えて
神ぞ

ま
し
ま
す 

A
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ご
み
に 

八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を

A
千
早
振
る
こ
こ
も
高
天
の
原
な
れ
ば 

集り給え世もの神々
 

A
伊
勢
の
神
熊
野
の
神
の
親
な
れ
ば 

伊
勢
こ
そ
神
の
は
じ
め
な
り 

A
千
早
振
る
神
の
忌
垣
に
袖
か
け
て 

舞
え
ば
ぞ
開
く
天
の
岩
戸

長
崎
三
皇
神
社
神
楽

 
阿It
^
1
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
長
崎 

伝
承
者
坂
本
繁
秋
大
正

13
年
生
男
他 

A
新
玉
の
年
の
始
め
に
筆
と
り
て 

萬
代
の
宝
我
ぞ
書
き
と
る 

A
し
め
ひ
け
ば
こ
こ
も
高
天
の
原
に
た
だ 

集り
給へ萬代世の神 

A
此の処良き森どころとぢをほめて 

大
地
も
立
て
て
神
も
生
ず
る 

A
榊
葉
の
伊
津
の
と
き
日
に
生
へ
育
ち 

今
は
岩
戸
の
榊
葉
と
な
る 

略

今
村
神
楽 
阿—

^
⑵

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
今 

伝
承
者
今
村
五
雄
明
治

39
年
生
男
他 

そ
も
そ
も
日
本
の
縁
起
を
説
き
給
ふ
時 

オー番に日神と言つぱ今伊勢天照皇大神殿 

こ
れ
なり

オ二番に月夜見の尊と言つ
ぱ今西の宮

一12〇 ——



恵
比
須
三
郎
殿
こ
れ
な
り

オ三番にひ
るこ
と言つ
ぱ今日の
向の国
鵜戸
権権 

こ
れ
な
り

矛四
素戔鳴尊と言つ
ぱ今出雲の
国の
大社の
宮 

こ
れ
な
り

略

ニ
瀬
本
神
社
神
楽 
阿
1
C—

⑵

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
ニ
瀬
本 

伝
承
者
飯
干
一
男
昭
和

5
年
生
男
他 

A
注
連
縄
引
け
ば
此
処
も
高
天
の
原
ょ
た
つ
集
り
給
え 

四
方
の
神
々

A
千
早
が
る
神
の
い
垣
に
押
し
か
け
て 

天
ま
で
開
く
天
の
岩
戸
を 

A
万
代
の
天
の
岩
戸
の
神
か
ぐ
ら 

面
白
か
り
し
末
は
め
で
た
し 

A
君
が
代
の
久
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
は 

か
ね
て
ぞ
植
え
し
住
吉
の
松 

A
谷が八ッ峰が九ッ戸がーッ 

鬼の
住
む家はあ
ら
ら
ぎの
里 

略

団
七
踊
り 
阿Î
-
(2
(3

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
橘

伝承者江藤励大正

7
年生男他

父
の
敵
を
娘
が
う
つ
は

こ
れは
まれにて
世
に珍らしや

国はい
づこ
と尋
ねて
聞け
ば 

国は奥州仙台の国 

頃
は
寛
永十四
年
にて
国の
城
主正
宗
公
ょ 

家老方會小十郎様はこれは天下の
付家老なるが 

さ
が
と
村
と
や
申
す
る
所
わ
ず
か
田
地
は
十
二
石
高 

作る百姓名は与太郎と娘二人をもちおかれしが 

母
はそ
の
頃
病
気
にし
かれ 

母の病気で田の草取りがおくれているに 

あ
る日
与太郎は
仕事の
く
ばり 

略

年
祢
神
社
神
楽
(

み
こ
し
歌
) 

阿—
7
丨
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
高
畑 

伝承
者
寺崎
哲
太
郎
木
実
治男
他
保
存
会 

A
こ
よいおはまにおたちで
ござる 

ご
も
ん
ひ
ら
い
て
どう
ち
ゅ
う
しの
ぶ 

A
と
ろ
り
と
ろ
り
と

駒
追
い
た
て
て 

は
るは
ごされ
と伊
勢さ
まに 

A
もうは
お濱におつ
きで
ござる 

宮
は
黄
金の
や
き
が
わ
ら 

A
もうはおはまとおたちで
ござる 

ちん
じは
な
よねす
ぎの
もり 

~\
レ
わ
レ
め
て
た
の
わ
力
ま
つ
さ
ま
よ 

枝
も
さ
か
ゆ
る
葉
も
し
げ
る
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峯
の
宿
ば
ん
ば
踊
り 
阿—
8
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
高
森
町
中 

伝
承
者
ニ
子
石
高
大
正

11
年
生
男
他 

へ
御
免
下
さ
い
こ
の
家
の
亭
主
ハ
ア
ヨ
イ
ヤ
セ
ー
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
ー 

護
法
じ
や
な
け
れ
ど
暫
く
御
免
サ
マ
ヨ
ー
ホ
イ
ヨ
ー
ホ
イ
ヤ
セ
ー 

聞
け
ば
こ
な
た
の
御
主
人
様
の
ハ
ア
ヨ
イ
ヤ
セ
—
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
ー 

お
は
て
な
さ
れ
し
其
の
初
盆
で
サ
マ
ヨ
ー
ホ
イ
ヨ
ー
ホ
イ
ヤ
セ
ー 

死
ん
で
な
る
か
な
そ
の
初
盆
で
ハ
ア
ヨ
イ
ヤ
セ
ー
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
ー 

墓
に
そ
と
ば
が
立
て
ら
り
ゆ
か
サ
マ
ヨ
ー
ホ
イ
ヨ
ー
ホ
イ
ヤ
セ
ー 

死
ん
で
野
辺
ま
で
供
ひ
き
つ
れ
て
ハ
ア
ヨ
イ
ヤ
セ
ー
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
ー 

野
辺
で
別
れ
り
や
そ
り
や
先
一
人
サ
マ
ヨ
ー
ホ
イ
ヨ
ー
ホ
イ
ヤ
セ
ー 

略

半
田
盆
踊
り
歌 
熊—
113

伝
承
地
熊
本
市
城
山
半
田
町 

伝
承
者
野
ロ
次
男
大
正

10
年
生
男
他 

A
祝
い
目
出
度
の
若
松
さ
ま
ょ
枝
も
栄
ゆ
り
や
葉
も
茂
る 

A
揃
ろ
た
揃
ろ
た
踊
り
子
が
揃
ろ
た
稲
の
出
穂
ょ
り
な
お
揃
ろ
た 

A
今夜踊らん者ンな明日の晚なかてぬ盆の十五にやなおかてぬ 

A
下
関
か
ら
鳴
い
く
る
鳥
金
は
持
た
ぬ
に
買
お
買
お
と 

A
お
ど
ん
が
死
ん
だ
な
ら
だ
る
が
泣
や
て
来
り
ゆ
か
裏
の
せ
ん
だ
ん
の
木 

せ
み
が
鳴
く

A
お
ど
ん
が
男
な
ら
銀
杏
の
木
登
る
お
ど
ま
女
子
だ
け
ん
そ
り
や
出
来
ぬ 

略

盆
踊
り
歌 
熊—
1
丨
⑶

伝
承
地
熊
本
市
御
幸
笛
田
町 

伝承者ふるさと会御幸笛田町保存会 

A
揃
ろ
た
揃
ろ
た
よ
踊
り
子
が
揃
ろ
た 

秋
の
出
穂
よ
り
や
ま
だ
揃
ろ
た 

A
女
は
て
か
す
子
供
は
な
げ
く 

子
供
な
げ
く
な
あ
し
た
ろ
だ 

A
天
の
星
の
数
か
ぞ
え
て
み
れ
ば 

い
く
万
百
と
に
百
七
つ

野
出
盆
踊
り
歌 
熊—
31

⑴

伝
承
地
飽
託
郡
河
内
町
野
出 

伝承者高野春吉男

A
野
出
高
盛
面
木
や
窪
や

花の
岩戸はオッソレ御所
どころシヨン
ガへ
ー 

へ
様
は
三
夜
の
三
ケ
月
様
よ

宵にちらり
と才ッソレ出たばかり
シヨン
ガへー 

A
踊
れ
踊
れ
と
三
十
ま
じ
や
踊
れ 

三十過
ぎれ
ばオッソレ子が踊るシヨン
ガへー 

略

岳
盆
踊
り
歌 
熊—
3
1
⑴

伝
承
地
飽
託
郡
河
内
町
岳 

伝
承
者
西
村
不
二
男
男 

A
ハ！ア盆のこらしたばな 

う
れ
し
う
ど
う
ま
な
い
か
う
れ
し
ゆ
ご
ざ
い
ま
す
星
の
数 

A
ハ—
ア
天
の
星
の
数
か
ぞ
え
て
見
た
ら
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九万千百百七つアオッソレアオッソレ 

A
ハ—
ア
盆
の
十
五
日
に
踊
ら
ぬ
者
は 

又
の
十
六
日
に
ゃ
な
ほ
か
て
ぬ 

A
ハ
ー
ア
揃
ろ
た
揃
ろ
た
よ
踊
り
子
が
揃
ろ
た 

秋
の
出
稼
よ
り
よ
く
撤
ろ
た 

略

木
山
神
宮
大
神
楽
の
神
撰
歌
(

上
段
) 

上—
3
—
⑷

伝
承
地
上
益
城
郡
益
城
町
木
山 

伝承
者
有田
義
光
福
永
義
隆 

A
天
地
と
未
だ
別
れ
ず
芽
を
分
た
ず
や 

久
蟲
る
う
ち
に
蒔
ざ
し
含
め
る
や 

A
天
地
乃
初
め
の
時
物
一
つ
や 

円
が
連
た
る
が
鳥
能
子
乃
如
し 

A
国
常
に
立
屋
芦
原
の
於
の
古
露
し
ま
や 

霊
祥
な
る
此
地
を
名
づ
け
て
大
和
と
言
う
や 

A
か
ぐ
山
能
金
を
と
り
も
ち
鋅
作
る
や 

星
を
名
付
希
て
広
鉢
と
云
う
や 

A
国
常
に
高
天
ガ
原
に
荒
連
満
し
て
屋 

八
百
万
能
神
集
ま
り
ま
し
ま
春
と
云
う
や 

~\
真
摘
を
手
に
取
も
ち
神
の
御
前
や

木
山
神
宮
大
神
楽
の
国
津
舞
(

神
主
乃
の
い
わ
く
) 

上—
3
—
⑷ 

伝
承
地
上
益
城
郡
益
城
町
木
山 

伝承
者
有田
義
光
福
永
義
隆 

A
天
地
乃
開
び
や
く
ハ
如
何 

A
吾
生
レ
シ
モ
開
び
や
く
也

A
陽
天
乃
尊
神
ハ 

~\
国
常
立
乃
命 

A
和
国
の
退
元
ハ 

A
雲
分
ヶ
テ
天
降
リ
座
ス 

~\
八
洲
ノ
上
帝
ハ

曲
野
の
銭
太
鼓
 

宇—
61

⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
曲
野 

伝
承
者
森
下
末
子
大
正

2
年
生
女 

A
揃
い
ま
し
た
よ
曲
野
の
に
わ
か 

稲
の
出
穂
よ
り
ま
だ
插
ろ
た 

A
わ
た
し
ゃ
熊
本
三
角
育
ち 

朝
も
早
か
ら
ど
じ
よ
う
ど
じ
よ
う

盆
踊
り
歌 
宇Î
-

⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
南
海
東 

伝
承
者
守
立
キ
ク
ノ
明
治

44
年
生
女 

ヘ
ア
ー
盆
に
踊
る
時
ゃ
品
よ
く
踊
れ
チ
ョ
チ
ョ
チ
イ 

品の良いのはこなたの娘ごエンヤラサーエンヤラサー 

ア
ー
ア
ー
わ
た
し
ゃ
そ
う
た
い
音
頭
衆
じ
ゃ
な
い
が
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ 

お
墓
参
り
の
そ
の
帰
り
が
け 

エ
ン
ヤ
ラ
サ
ー
エ
ン
ヤ
ラ
サ
ー 

A
ア
ー
一
寸
と
立
ち
寄
り
の
ぞ
い
て
見
れ
ば
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ 

あ
ま
り

お
ん
ど
り
し
ゅ
う
が
さ
み
し
さ
ゆ
え
に 

エ
ン
ヤ
ラ
サ
ー
 

エ
ン
ヤ
ラ
サ
ー 

ア
ー
ア
ー
や
な
し
大
根
は
ば
か
り
な
が
ら 

チョイチョイこれから
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サ
ー
サ
ー
く
と
い
て
み
ま
し
よ
う 

エ
ン
ヤ
ラ
サ
ー
 

エ
ン
ヤ
ラ
サ
ー

略

北
新
田
の
盆
踊
り 
宇It
-I

⑵

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
北
新
田 

伝承者松本吉郎大正

5
年
生
男
他 

A
ハ
ー
ア
揃
う
た
揃
う
た
よ
踊
り
子
が
揃
う
た 

シ
ッ
チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ
秋
の
出
穂
よ
り
ま
だ
よ
く
揃
う
た 

エンヤラサエンヤラサ

A
ハ—
ア
盆
の
十
三
日
に
伯
母
ん
方
ゃ
行
っ
た
り
ゃ

シ
ッ
チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ
茄
子
ゃ
切
り
こ
や
て
フ
ロ
な
の
よ
ご
し 

A
ハ
ー
ア
盆
な
は
っ
て
か
す
子
供
し
ゃ
泣
か
す 

シ
ッ
チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ
な
ん
の
泣
こ
か
な
あ
す
の
晚
も
来
ら
す 

r

■
ハ
ー
ア
お
つ
よ
七
つ
で
遊
び
に
出
た
り
ゃ 

シ
ツ
チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ
チ
ヨ
イ
と
と
さ
ん
も
た
も
ん
な 

ま
ま
ご
に
ゃ
か
て
ん 

エ
ン
ヤ
ラ
サ
エ
ン
ヤ
ラ
サ 

そ
こ
で
お
つ
よ
は
涙
を
こ
ぼ
す

坊
さ
ん
し
の
び
の
歌 
宇—
8
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
豊
野
村
中
間 

伝
承
者
前
田
義
勝
明
治

44
年
生
男 

~\
十
七、
八
は
ね
む
い
頃
梅
の
木
の
下
が
り
し
小
枝
を
ま
く
ら
に 

の
い
さ
が
り
し
小
枝
を

ま
く
ら
に 

A
貴方はまちまちかやの外かにくわり 

わ
く
の
か
ね
の
な
る
ま
で
七
つ
か
ね
の
な
る
ま
で

A
貴方は
どこの
誰が娘わたしかなコリヤコリヤ 

天
笠
の
七
夕
さ
ん
の
お
妹
子
の
い
ば
ー
さ
ん 

A
貴方とならばどこまでも親もすてコリヤコリヤ 

子もすててこの世がやみになるともコチヤコチヤ 

A
坊さんしのびはやみがよい月夜にはコリヤコリヤ 

頭
が
ぶ
ら
り
し
や
あ
ら
り
と
の
い
ば
あ
さ
ん 

A
頭
が
ぶ
ら
り
は
良
い
け
れ
ど
も
ま
た
く
ら
の
ど
ん
べ
が 

ぶらりとしやらりと 

ど
ん
べ
が
ぶ
ら
り
し
や
ら
り
と

陰
州
因
幡 
宇
丨
8
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
豊
野
村
中
間 

伝
承
者
前
田
義
勝
明
治

44
年
生
男

A
陰
州
因
幡
の
お
と
め
に

女
が
三
人
出
会
い
し
て
し
か
も
大
道
の
真
ん
中
で 

初
な
る
女
が
言、っ
事
に
ゃ 

初
め
て
と
の
ご
さ
ん
と
ね
た
よ
さ
は 

あ
さ
く
ら
ざ
ん
し
よ
を
食
べ
る
よ
に 

ひ
り
り
や
ひ
り
り
と

よ
う
ご
ざ
る 

へ
中
な
る
女
が
言
う
こ
と
に
や
し
か
も
大
道
の
真
ん
中
で 

初
め
て
と
の
ご
さ
ん
と
ね
た
よ
さ
は 

み
つ
め
が
ぎ
り
り
を
い
ぎ
い
る
よ
う
に 

き
り
り
や
き
り
り
と

よ
う
ご
ざ
る 

A
あ
と
な
る
女
が
い、っ
事
に
や
し
か
も
大
道
の
真
ん
中
で 

初
め
て
と
の
ご
さ
ん
と
ね
た
よ
さ
は 

む
ぎ
ま
ま
と
ろ
ろ
を

た
べ
る
よ
う
に 

と
ろ
り
や
と
ろ
り
と

よ
、
っ
ご
ざ
る
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後
生
ぅ
た 
宇
丨
9
丨
U

伝
承
地
下
益
城
郡
中
央
町
白
石
野 

伝
承
者
上
村
ス
ミ
子
大
正

4
年
生
女 

花
の
都
に
至
る
に
は
み
法
り
一
つ
の
菊
の
花 

聞
け
ば
信
心
ウ
リ
の
花
得
れ
ば
摂
取
の
だ
き
ボ
タ
ン 

た
の
め
ば
弥
陀
は
な
で
し
こ
の 

色
に
も
見
え
た
山
吹
き
の 

香
り
も
高
き
梅
の
花 

さ
が
り
て
嬉
し
く
藤
の
花 

まょいの花は桐の花 

罪と障りはケシの花 

疑い一つは梨の花 

報謝の称名はツゲの花 

月
日
も
早
く
橘
で 

年も積ればコケの花 

無常の風に花散らば 

す
ぐ
に
浄
土
の
蓮
の
花

植
柳
盆
踊
り 
八
！
—
⑴

伝
承
地
八
代
市
植
柳
下
町

伝
承
者
野
崎
キ
ミ
エ
大
正

14
年
生
女
他

A
ハ
ア
ー
ア
ー

肥
後
八
代
植
柳
村
の

チヨイチヨイ 

盆
の
踊
り
の
由
来
を
聞
く
に

ヨイ
ヤ
サ
ー
ヨイ
ヤ
サ
ー 

A
神
功
皇
后
の
三
韓
攻
め
に

チヨイチヨイ 

勝
ち
い
く
さ
に
て
御
帰
還
な
さ
る

ヨイ
ヤ
サ
ー
ヨイ
ヤ
サ
ー 

A
五
殻
豊
穣
民
安
全
と

御
代
祝
う
て
老
若
男
女

A
手
弓
き
袖
弓
き
皆
打
ち

#
う
て 

我
を
か
ざ
す
や
扇
の
音
頭

A
さ
ら
ば
こ
れ
か
ら
音
頭
変
え
ま
す
る 

誰
も
ど
な
た
も
ョ
ィ
ヤ
サ
を
頼
む 

略

薛
牟
田
町
棒
踊
り 
八—
118

伝
承
地
八
代
市
葭
牟
田
町

伝
承
者
楠
本
松
義
大
正

4
年
生
男

吉川モモエ大正

3
年
生
女
他

(

揺
り
込
み
)

A
いち京都の大日如来は 

に
か
たの
わ
かみ
や
さ
ま
よオ
ーサ
ィサ
ー 

さんで
讃岐の
金比羅
さ
ま
よ 

し
で
は
信
濃
の
ぜ
んこ
う
じ
如
来
ォ
ー
サ
ィ
サ
ー 

(

下
馬
)

A
おしろはやまでややまで 

へんよえなさま 

やまえはえようよりや 

よほよほでなさま 

ぇはぇへいよぇ 

さ
よ
う
だ
う
ん
だ 

へはえへはえ 

(

示
源
じ
)

A
さ
ら
ば
こ
れ
か
ら
口
説
い
て
み
ま
し
ょ
う 

弟ば馬方になして
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さてもめずらしいおとずれ駒よ 

いい
駒に
 

くらおきからしまのふとん 

(

鎌
倉
)

A
鎌
倉
の
御
所
の
み
ぅ
ち
に

アラ 

十
七
こ
じゆ、っ
郎
が
し
や
く
に
出
た

ア
ラ
エ
ィ
ソ
ーラ
ー 

酒よりも魚よりも

十
七
こ
じ
ゆ
ぅ
郎
が
目
に
つ
い
た
ア
ラ
エ
ィ
ソ
ー
ラ
ー

棒
踊
り
歌 
八—
2
丨
⑴

伝
承
地
八
代
郡
坂
本
村
久
多
良
木 

伝
承
者
岩
本
定
男
明
治

35
年
生
男

(

花
棒
踊
り
歌
)

へ
土
手
よ
土
手
よ
と
获
原
の
土
手
よ 

流れ千間五十五間 

土
手
の
切
れ
た
は
五
百
五
十
五
間 

ヨ
ナ
じ
ゃ
あ
れ
ど
も

金
の
土
手 

土
手
は
か
た
ま
る
お
小
屋
は
い
さ
む 

手永百姓はなおいさむ

A
向
い
通
る
は
お
品
女
じ
ゃ
な
い
か 

アア白い菅笠竹の杖 

白
い
菅
笠
お
品
女
で
あ
れ
ば 

ア
ア
お
伊
勢
参
り
は
皆
お
品 

と
どけ
と
ど
け
と
末
ま
で
と
ど
け 

末は鶴亀五葉の
松 

(

鎌
倉
の
歌
)

A
鎌
倉
の
御
所
の
御
内
に
や 

十
七
小
女
郎
が
酌
に
出
た

略

(

自
源
流
)

A
や
ー
立
て
た
七
機
立
て
た 

お
さ
の
目
の
数

や
ー
鎌
の
柄
が
鎌
の
柄
が
折
れ
た 

三
把
お
く
れ
た

-̂

丨
焼
野
の
ひ
ば
り
焼
野
の
ひ
ば
り 

古
巣
た
ず
ね
る

や
ー
武
蔵
野
原
の
武
蔵
野
原
の 

か
や
の
目
の
数 

(

お
さ
ん
口
説
き
)

A
花の熊本鍋屋のおさん 

あ
ん
な
お
さ
ん
な
利
発
な
者
ょ 

七
つ
八
つ
か
ら
二
士
一、
三
ま
で 

お
伊
勢
参
り
を
心
に
か
け
て 

昼
の
仕
事
は
男
に
ま
さ
り 

夜
の
仕
事
に
足
袋
な
ど
さ
い
て 

略
芝
ロ
棒
踊
り 
八—
4
—
⑴

伝承地八代郡鏡町芝ロ 

伝
承
者
田
ロ
孝
幸
昭
和

29
年
生
男 

A
祝い目出たの若松様ょ 

枝もさかゆり
や枝葉もしげる

A
 

^
—
マ
ー

タ

丨

ロ 
ハーハーハーハッ

ハ
ガ
ネ
ー
テ
ー
ヤ
レ
ヤ
マ
タ
ロ
ガ
ハ
ー
ネ
ー
テ 

ソ
レワ
ヨ
ー
ネ
エ
ナ
サ
コ
ー
ネ

 
ナ
ーニ
ーィノ
エ
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エ
イ■"

へ
-"

ノ
コ
ョ
-"

サ
-"

ハ 
ウ
ン
セ
ー
ス
ー
ム

略
那
須
の
与
市
 

八—
4
—
⑴

伝
承
地
八
代
郡
鏡
町
北
新
地 

伝
承
者
立
川
正
勝
大
正

10
年
生
男 

A
ハ
ァ
ー
其
の
名
ふ
れ
た
る
下
野
の
国 

那
須
の
与
市
が
誉
の
次
第 

性
は
小
兵
で
御
座
候
ぇ
ど 

積
る
御
年
十
九
オ
な
り 

矢
を
ば
一
手
に
名
を
萬
天
に 

上げし給いし処は何処 

A
四
国
さ
ぬ
き
の
屋
島
が
磯
で 

源氏平家の御戦に 

平
家
方
な
る
沖
な
る
船
に 

的
に
扇
を
立
て
た
る
時
に 

九郎判官この由御寬 

那
須
の
与
市
を
御
前
に
召
さ
れ 

与
市
御
前
に
相
つ
め
け
れ
ば 

時
に
判
官
の
給
ぅ
様
に 

A
沖
に
立
て
た
る
か
の
扇
を
ば 

矢
ご
と
遠
く
と
射
落
と
す
な
ら
ば 

敵
や
味
方
に
見
物
さ
せ
る 

か
し
こ
ま

o
た
と
御
受
け
を
申
す 

御
前
お
そ
ば
を
ぬ
し
立
ち
に
け
り 

与
市
そ
の
日
の
入
出
立
ち
み
れ
ば 

勝
に
赤
字
の
錦
を
召
さ
れ

白
糸
お
ど
し
の
よ
ろ
い
を
着
す

坂
よ
り
上
棒
踊
り
の
歌

 
八It
-I

⑴

伝
承
地
八
代
郡
東
陽
村
河
俣 

伝承者橋永政七明治

40
年生男他 

A
じ
ゆ
う
け
ん
じ
ゆ
の
あ
げ 

お城は山で 

(
ゆ
り

)

や
や
ま
で
お
し
ろ
は
山
で 

や
そ
れ
は
よ
お
で
な
さ
ま
は
ん
は 

や
ま
え
わ
え
へ
ん
よ
う
だ 

ん
だ
は
ん
は
ん
へ
か
は
え
は
ん
わ 

A
太
刀
の
あ
げ 

き
り
し
ま
松
の 

®
り

)

や松のえきいしま松の 

やこがねのへん花 

んなはんんなはん 

は
え
は
え
へ
ん
か
花
咲
く

こ
ら
い
な
こ
ら
い
な

 
八
丨

-
-
-
(1

伝
承
地
八
代
郡
東
陽
村
小
浦 

伝
承
者
小
林
フ
ィ
明
治

44
年
生
女
他 

A
そ
も
そ
も
俄
の
初
ま
り
は
コ
リ
ャ 

牡丹に唐獅子竹に寅 

寅
追
う
て
走
る
は
わ
と
お
な
い 

わとないが息子は知恵なしでコリャ
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知
恵
の
中
山
せ
ん
ば
ん
寺 

せ
ん
ば
ん
寺
の
和
尚
さ
ん
は
す
こ
た
こ
で 

す
こ
た
こ
生
こ
に
ゃ
ち
ん
の
魚

コ
リ
ャ 

ち
んの
魚掛目
は
一貫
三百
匁 

略
花
の
し
み
つ
嬢
 

八—
81

⑴

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
久
連
子 

伝
承
者
嶽
本
重
信
明
治

37
年
生
男
他 

A
は
な
の
し
み
つ
じ
ょ
ぅ
に
ソ
リ
ャ

ー 

や
り
た
い
も
の
は
エ
ー 

A
き
ん
の
こまくらにソリャ 

な
が
さ
き
か
も
じ
ョ
オ
ー 

A
い
れ
て
ゆ
わ
せ
て
あ
と
か
ら
み
れ
ば 

た
て
ば
し
ゃ
く
や
く 

すわればぼたん 

あ
ゆ
む
す
が
た
は
ゆ
り
の
は
な

淀
の
川
瀬 
八—
8
—
⑴

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
久
連
子 

伝
承
者
嶽
本
重
信
明
治

37
年
生
男
他 

へ
ょ
ど
の
か
わ
せ
の
み
ず
ぐ
る
ま
ソ
レ
ワ
ィ
サ
—

だ
れ
を
まつ
や
ら

 
く
る
く
る
と

エ
ン
ヤ
サ
テ
ナ

ー 

ノ
ォ
ー

く
る
く
る
と

サ
マ
チ
リ
テ
ン
ツ
ニ
ャ
ホ
ィ 

ィヤトッチンチリテンツトニャ 

トッチンチリテンツトニャ 

チンツテンツトニヤホイ

へ
で
ふ
ね
み
か
け
て

き
る
た
ば
こ

ソ
レ
ワ
イサー 

なみだしめりでひがつかぬエンヤサテナー 

ノォー
ひがつかぬサマチリテンッニャホイ 

A
こ
い
し
お
が
わ
の
水
く
め
ば

ソ
レ
ワ
イサ
ー 

たごはもらねどそでしぼるエンヤサテナー 

ノ
ォ
！ 
そでしぼるサマチリテン

ツ
ニ
ャ
ホ
イ

せ
ん
ま
嬢 
八—
8
丨
⑴

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
久
連
子 

伝
承
者
嶽
本
重
信
明
治

37
年
生
男
他 

A
せ
ん
ま
じ
よ
う

か
た
び
ら
は 

た
ち
よ
う
が
ご
ざ
る

たては三じゃくみは五しゃく 

A
せ
ん
ま
じ
よ
う

か
た
び
ら
は 

あ
ら
い
よ
う

が
ご
ざ
る 

き
ど
で
な
な
ふ
り
せ
で
や
ふ
り 

~\
せ
ん
ま
じ
よ
う

か
た
び
ら
は 

ほ
し
よ
う
が
ご
ざ
る

さ
お
に
ゃ
ほ
さ
れ
ぬ
さ
お
め
が
ご
ざ
る 

む
か
い
お
や
ま
の
つ
つ
じ
に
ほ
し
ゃ
れ 

A
せ
ん
ま
じ
よ
う

し
ん
だ
ら 

た
か
ね
に
お
き
ゃ
れ 

たかいところでみだたのむ 

み
だ
を
た
の
め
ば
お
や
さ
ま
た
の
め 

お
や
に
ま
し
ま
す
み
だ
は
な
い
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久
連
子
古
代
踊
り 
八
丨
8
丨U

伝
承
地
八
代
郡
泉
村
久
連
子 

伝
承
者
仲
川
時
弘
大
正

13
年
生
男
他

(

高
き
山
)

A
高
き
山
ょ
り
思
ひ
を
か
き
う
や
れ 

思
ひ
を
か
き
う
や
れ
川
な
み
の
か
ず 

A
思
は
ば
し
ゆ
め
て
夢
見
を
見
せ
て 

連
れ
な
る
君
に
お
も
か
け
ょ 

A
し
の
ぶ
し
ゆ
ぢ
に
柳
を
う
え
て 

い
と
ど
心
に
み
だ
る
る
に

宝
川
内
臼
太
鼓
踊
り 
芦
—
1
丨
⑴

伝
承
地
水
俣
市
宝
川
内 

伝承者吉本正利男他

(

庭
入
り
)

A
く
も
ら
ば
く
も
れ
箱
根
山
ヨ

イ
ヨ
イ
ヨ
イ 

晴
れ
た
と
て
ヨ
イヨ
イヨ
イ 

お
江
戸
が
見
え
る
で
も
な
し
 

ノ
イ
コ
ッ
ジ
ャ 

お
江
戸
が
見
え
る
で
も
な
し

ア
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ 

~\
私
と
あ
な
た
は
が
ん
の
と
り 

と
ぶ
時
は

い
ち
ど
に
と
ん
で
止
ま
ろ
う
や 

A
お
前
さ
ん
は
ど
こ
の
だ
い
が
娘 

天
じ
く
の

七
夕
さ
ん
の
一
人
娘 

(

せ
き
の
歌
)

A
今年の年はいろこの年よ

百
に
は
米
が
五
斗
五
升
よ 

あ
ら
百
に
は
米
が
五
斗
五
升
よ

ィ
ン
ョ
ー
サ 

A
し
ら
か
ね
の
ベ
て
た
す
き
に
か
け
て 

こ
が
ね
の
ま
す
で
米
は
か
る 

あ
ら
こ
が
ね
の
ま
す
で
米
は
か
る 

A
は
か
り
手
は
だ
れ
か
は
か
た
の
町
の 

は
か
た
の
町
の
米
ま
す
女 

あ
ら
は
か
た
の
町
の
米
ま
す
女

志
賀
段
七
踊
り 
芦11
丨
(1

伝
承
地
水
俣
市
宝
川
内 

伝
承
者
吉
海
ィ
ッ
子
女 

A
そ
も
そ
も
こ
へ
い
十
七
年

コ
リ

ャ
サ
ノ
サ 

志
賀
段
七
の
仇
討
ち

ソレソレ

ヤ
ッ
ト
ヤ
ン
サ
ノ
サ 

へ
もとの

おこりは妹から 

七
十
五
間
の
や
ら
い
が
で
き
て 

A
矢
来
の
前
に
は
陣
幕
ぅ
た
せ 

矢
来
の
中
に
は
桟
敷
か
け
て 

A
あ
れ
は
天
下
の
大
ざ
し
き 

な
ら
び
に
か
か
り
し
さ
ん
し
き
は 

~\
ち
よ
か
ち
よ
か
役
人
大
ざ
し
き 

いよいよ始まる仇討ち 

A
姉
の
み
や
ぎ
の
も
た
せ
た
る 

く
さ
り

じんがましゆるけんを 

A
妹
の
し
の
ぶ
に
も
た
せ
た
る 

石
ず
き
白
木
の
な
ぎ
な
た
を 

A
姉
妹
む
す
め
は
後
や
先
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中
に
は
段
七
た
だ
一
人 

こ
ま
.>

 

も
の
と
て
み
こ
な
し
や
す
る
な 

こ
ま
い
針
と
て
の
ま
れ
る
も
の
か 

の
ん
で
み
な
さ
れ
の
ど
に
た
つ

酒
屋
の
お
き
ん
女
 

芦
丨
1
丨
U

伝
承
地
水
俣
市
山
手
町 

伝承者千場セキ大正元年生女他 

へ
酒
屋
ヨ
イ
ソ
ラ
ー

お
き
ん
女は 

酒
屋
お
き
ん
女
は
な
ぜ
髪
結
わ
ぬ 

A
樹
が
ヨ
イ
ソ
ラ
ー

な
い
か
い
な 

櫛がないか油がないか 

A
櫛もヨイソラー油も

摘も油も白元
結も

ござる 

A
お
江
戸
ヨ
イ
ソ
ラ
ー土産に 

お
江
戸
土
産
に
シ
ュ
ス
の
带
贳
う
た 

A
帯
に
や
ヨ
イ
ソ
ラ

ー

短
し 

夕
ス
キ
に
や
長
し 

A
親にやヨ

イ
ソ
ラ
ー
おく
れ
る 

親
に
や
お
く
れ
る

弥
七
さ
ん
は
上
る 

A
なんのヨ

イ
ソ
ラ
ー
う
れ
し
さ
に 

な
ん
の
う
れ
し
さ
に
私
が
髮
結
お
う

頭
石
臼
太
鼓
踊
り
{

お
ど
り
の
歌
) 

芦—
1
—
3 

伝承地水俣市湯出

伝
承
者
柏
木
嗣
夫
大
正

11
年
生
男
他 

A
吾
れ
は
い
く
戦
さ
に
行
く
が

弓
も
強
か
れ
矢
も
走
れ 

国
も
ま
る
めてござれ

待
と
う

n

リ
ャ
 n

リ
ャ

ま
る
め
て
国
を

国
を
ま
る
め
て
ご
ざ
れ
待
と
う

水
俣
の
棒
踊
り

 
芦
丨
1
—
⑵

伝承地水俣市袋

伝承者山田斉大正

2
年生男他

(

入
場
)

ヤ
ア
ー
通
る
え
今
こ
そ
通
る
神
の
目
の
前 

(

道
う
た
)

ヤ
ア
ー
春
の
え
武
蔵
の
原
の
原
の
か
や
の
根
の
か
ず 

ヤ
ア
ー
浜
の
え
千
里
ヶ
丘
の
砂
の
目
の
か
ず 

ヤア—
折たえ鎌のえが折れた三んぼおれた 

ヤ
ア~

が
ね
は
え
や
ま
た
ろ
が
ね
は
川
の
瀬
に
そ
う 

ヤ
ア
ー
牛
が
え
三
才
牛
の
胸
な
の
毛
の
か
ず 

(

片
刃
)

ヤア
ー
松の
え
霧
島
松
に
黄
金花
さす 

ヤア
ー
山
で
は
え
後
は
山
で
前
は
大川 

(

三
次
棒
)

肥
後
の
熊
本
白
川
端
ょ 

願
い
あ
げ
た
る
こ
の
武
士
お
ど
り 

七
十
五
間
の
矢
来
を
ゆ
わ
せ 

矢
来
の
中
に
て
は
げ
ん
で
あ
げ
る 

ホ
ー
ホ
セ
ロ
ー
ホ
ホ
ワ
ァ
ー

^
—
マ
ー
デ
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棒
踊
り 
芦—
2
—
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
田
浦
町
田
浦 

伝
承
者
早
稲
田
慶
一
昭
和

25
年
生
男
他 

国
を
申
さ
ば
筑
紫
の
国
は
牡
丹
長
者
の
由
緒
を
き
け
ば 

家
は
三
階
八
棟
造
り
前
は
高
塀
ぅ
し
ろ
は
山
で 

裏
は
泉
水
築
山
つ
い
て 

金
魚
銀
角
經
甜
浮
ヵ
し

そ
れ
に
一
度
に
嫁
と
り
揃
え
一
の
兄
嫁
出
里
を
き
け
ば 

朝
日
長
者
の
御
姫
君
で
二
番
中
嫁
出
里
を
き
け
ば 

夕
日
長
者
の
御
姫
君
を
三
に
下
っ
て
後
家
さ
ん
は 

嶋
の
大
夫
の
捨
児
な
れ
ど
先
を
や
る
の
は
い
と
易
け
れ
ど 

こ
こ
が
文
句
の
切
り
切
で
ご
ざ
る

こ
こ
で
切
り
ま
し
ょ
か
若
の
松

古
代
俵
踊
り
 

芦
丨
2I
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
田
浦
町
田
浦

伝
承
者
寺
本
元
雄
大
正

2
年
生他保
存会

(

道
拍
子
の
歌
)

~\
親
の
仰
せ
は
風
に
な
び
く
初
音 

静
が
締
め
て
打
音
の
鼓
打
た
れ
て
空
の
忠
信
が 

は
あ
し
や
来たわいな来たわいな 

A
君
は
短
冊
私
は
ほ
ん
の
笹
鏈
れ
つ
槎
れ
つ 

風
ま
つ
空
に
仰
せ
は
前
の
文
の
月 

は
あ
し
や
来たわいな来たわいな 

A
金殼なら城も倉もいらぬ女郎衆は 

そ
ば
に
水
夫
を
呼
ん
で

一

取
ろ
ニ
取
ろ
日
に
積
ん
で 

は
あ
し
や
来たわいな来たわいな

槍
踊
り 
芦—
2
—
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
田
浦
町
田
浦

伝
承
者
寺
本
元
雄
大
正

2
年
生他保存会

エイトコセイトコセイトコトッテヮサハルヮサ 

エ
イト
エ
イ
 

エ
イトエ
イ 

ハァマッカショサハルワサ 

エ
イト
エ
イ
 

エ
イトエ
イ

ハ
ァ
振
レ
ザ降
リ
出
ス
茶碗酒

エ
イト
エ
イ
 

エ
イト
エ
イ

お鍋がかいもちゃねれたらもって来いこい

エ
イト
エ
イ
 

エ
イト
エ
イ

こ
こ
か
ら

お
江
戸
は
三
百
里
往
復
ス
レ
ザ
六
百
里

エ
イト
エ
イ
 

エ
イトエ
イ

略

オ
木
棒
踊
り
 

芦—
3
—
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
芦
北
町
天
月 

伝
承
者
才
藤
勝
喜
明
治

43
年
生他保存会

(

道
行
き
)

ヤ
ー
立
て
た
ヤ
レ
七
旗
立
て
た 

や
お
さ
の
エ
ヘ
ン
エ
へ
ー
の
さ
よ
ー
メ

 

ーンへ 

ン
メ
ー
エ
ヘ
ン
へ
の
ー
お
ー
か
ー
あ
ー
ず
め
の
か
ー
ず 

ヤ
レ
め
の
か
ず
を
ー
さ
ー
あ
の 

ヤ
オ
サ
ー
の
エ
ヘ
ン
エ

^~

の
さ
よめンへ 

(

庭
入
り
)

一
に
木
の
戸
の
大
日
如
来
ニ
で
は
新
渴
の
八
幡
さ
ま
よ 

三
で
讃
岐
の
琴
平
さ
ま
よ
四
で
は
信
濃
の
善
光
寺
さ
ま
よ
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五
つ
出
雲
の
お
社
さ
ま
よ
六
つ
昔
の
観
音
さ
ま
よ 

七
つ
長
崎
詉
訪
大
明
神
八
つ
八
幡
の
八
幡
様
よ 

九
で
は
熊
野
の
権
現
さ
ま
よ
十
を
所
の
氏
神
様
よ 

(

三
派
流
)

霧
島
松
は
国
を
申
さ
ば
お
江
戸
の
国
よ 

江
戸
の
吉
原
呉
服
屋
が
息
子
息
子
ニ
男
の
定
七
殿
よ 

取
り
て
定
七
ゃ
十
八
が
者
よ
な
に
に
取
り
て
も
不
足
は
な
い
が 

不
足
な
い
け
り
ゃ
余
に
世
話
ご
ざ
る 

略

宮
浦
棒
踊
り 
芦—
3
—
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
芦
北
町
宮
浦

伝
承
者
竹
本
和
明
宮
浦
棒
踊
り
保
存
会

{

鎌
倉
}

御
所
の
御
内
に
十
七
小
女
郎
が
酌
に
で
た 

酒
よ
り
も
肴
よ
り
も
十
七
小
女
郎
が
目
に
つ
い
た 

目
に
つ
か
ば
つ
れ
て
ゆ
か
の
せ 

そ
ら
行
く
旅
の
果
て
ま
で
も
旅
の
果
て
ま
で
も 

滝
滝
の
岩
の
清
水
の
で
る
こ
た
で
た
が 

用
に
ゃ
た
た
ぬ
あ
さ
ま
し
や 

女
心
じ
ゃ
用
に
ゃ
た
た
ぬ

伏
木
氏
棒
踊
り
歌 
芦—
3
—
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
芦
北
町
伏
木
氏 

伝
承
者
平
松
信
次
明
治
42

年生男他

{

道
ぅ
た
)

A
寺
よ
徳
よ
が
寺
よ
ぼ
た
ん
し
や
く
や
く

A
花
よ
あ
ざ
み
の
花
よ
取
れ
ば
手
に
さ
す

~\
ま
だ
で
山
桃
は
ま
だ
で
ひ
わ
と
筍 

S
始
)

A
山
で
ぅ
し
ろ
は
山
で
前
は
大
川

A
た
て
た
七
機
た
て
た
お
さ
の
目
の
数 

が
ね
よ
山
太
郎
が
ね
よ
川
の
瀬
に
す
む 

(

六
人
打
ち
)

A
肥
後
の
熊
本
御
前
の
相
撲
よ 

願
い
上
げ
た
は
七
十
と
五
間 

三
十
五
間
に
も
が
い
を
結
わ
せ 

も
が
い
内
に
は
桟
敷
を
掛
け
て 

中
に
つ
く
の
が
丸
々
型
屋 

四
方
に
立
つ
の
が
四
本
の
柱 

柱
巻
物
白
ち
り
め
ん
で 

(

新
般
)

A
勇
み
ゃ
唐
金
で
く
つ
わ
は
黄
金 

金
の
手
綱
に
銀
の
く
ら 

ま
す
は
白
銀
で
と
か
き
は
黄
金 

金
の
俵
に
計
り
込
む 

@
が
ね=

かに

染
竹
地
区
棒
踊
り 
芦—
4
丨
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
津
奈
木
町
岩
城 

伝
承
者
松
田
豊
太
郎
明
治

44
年
生
男
他

(

道
楽
)

A
揃
ろ
た
揃
ろ
た
と

踊
り
子
が
揃
ろ
た 

秋
の
出
稳
よ
り
ゃ
ま
た
摘
ろ

ー

た
さ
ん
さ
お
—
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ハルワエ丨ィハルワエ丨ィ

A
さ
ん
さ
ふ
れ
ふ
れ
六
尺
袖
を 

袖
が
六
尺
身
が
五
尺
さ
ん
さ
お
ー 

~\
名
護
じ
や
お
し
な
じ
よ
阿
久
根
じ
や
け
さ
じ
よ 

ど
ち
も
器
1:
よ
し
心
よ
し
さ
ん
さ
お
ー 

A
器
量
の
よ
さ
よ
さ
心
の
悪
さ 

器
量
と
心
と
か
え
た
な
ら
さ
ん
さ
お
ー 

£
羽
)

A
哀
れ
な
る
か
よ
石
童
丸
は 

父
を
尋
ね
て
高
野
に
の
ぼ
る

エ
イ
ト
エ
イ
 

エ
イトエ
イソラ
イ

A
九
万
九
千
の
お
ん
寺
々
を 

尋
ね
ま
わ
れ
ど
行
方
は
知
れ
ず 

A
母
は
麓
の
五
屋
が
茶
屋
に 

預
け
置
か
れ
し
あ
ら
懐
か
し
や 

(

本
踊
り
)

A
お
せ
ろ
は
山
で
前
は
大
河 

A
か
せ
の
の
寺
は
牡
丹
花
咲
く 

A
霧
島
松
は
黄
金
花
が
咲
く

浜
崎
儀
踊
り 
芦—
4
—
⑴

伝
承
地
芦
北
郡
津
奈
木
町
岩
城 

伝
承
者
大
園
ー
馬
明
治

43
年
生
男
他 

A
御
代
は
芽
出
た
い
な
ア
ー
ド
ッ
コ
イ 

殿の
お
倉に
連
べ米い 

A
こ
の
新
米
俵
を
な
ら
べ
て
さ
ア
ー
エ
イ 

な
ら
ー
べ
て
な
ら
ベ
て

づ
ん
と
見
事
な
米
俵
こ
の
御
前
か
か
り
わ
力
持 

へ
そ
こ
ひ
つ
く
り
か
え
し
て
片
手
ざ
し
ア
ー
エ
イ 

う
I

け
1
て
な
1 
ア
1
ド
ッ
コイ 

うけ
えて聞いて
ソッ
チヤネ 

どう
こ
い
コ
ッ
チ
ヤ
ネ
どう
こ
い 

A
俵
か
さ
ね
て
ホ
イ
米
の
お
山 

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
チ
ヤ 

や
オ
イ
御
代
は
益
々
御
繁
生 

千
代
に
八
千
代
に
民
も
栄
ゆ
る
千
石 

万
石
万
万
石
の
は
ハ
イ
ヤ
オ
イ 

~\
御
會
に
と
ん
と
納
め
た 

天
が下い
たは
おだやかに 

ア
ー
ソ
レ
ソ
レ
ポ
ン
ポ
コ
チ
ヤ
ン

-̂
^

ポ
ン
チ
ヤ
ン
-̂
^

井
ノ
口
の
虎
踊
り 
f
1
丨
⑵

伝承
地
人吉
市
井ノ
ロ 

伝
承
者
久
本
栄
大
正

10
年
生
男
他 

S
ニ
場
虎
退
治
の
せ
り
ふ
)

⑷
へ
私
し
や
な
近
所
の
者
な
れ
ど
ア
ー
ド
ッ
コ
イ
ナ
ー

初
め
て
お
庭
を
踏
み
荒
ら
す
ア
ー
ヤ
ッ
ト
セ
ヤ
ッ
ト
セ 

草
場
の
陰
と
は
お
も
え
ど
も
ア
ー
ド
ッ
コ
イ
ナ 

イ
チ
イ
チ
そ
な
た
が
言
う
通
り 

㈧
飞
な
ん
と
ゴ
ン
ベ
世
の
中
に
は
恐
ろ
し
い 

ケ
ダ
モ
ノ
が
お
れ
ば
お
る
も
ん
だ
な
ー 

(A)
~\
さ
れ
ば
さ
の
ご
と
貴
様
も
見
た
か 

(A)
A

見
た
だ
ん
で
は
な
い
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(ABI
A

あ
い
つ
が
あ
い
つ
で
人
取
り
で
も
し
よ
う

も
の
な
ら 

世
界
中
の
人
種
が
つ
き
よ
う
わ
い
つ
き
よ
う
わ
い 

⑻A
白
い
手
拭
い
春
駒
げ
た
で
ぇ
ー 

帯
は
貝
の
ロ
横
結
び 

ド
ド
イ
ツ
ド
ン
ド
ン 

ゴ
ヶ
は
ゴ
ケ
でも

八
百
ハ
ゴ
ヶ
エ
ー 

と
て
も
セ
ン

ゴ
ケ
ち
や
言
い
は
し
ま
い 

ド
ド
イ
ツ
ド
ン
ド
ン

(A)
~\
こ
れ
こ
れ
コ
ナ
サ
ン
は
ど
こ
へ
行
か
し
や
ん
す
の
か 

⑻A
は、
わ
し
し
か
い
わ
し
や
諸
国
修
行
と
で
か
け
た
さ 

(A)
A

何
修
行
し
や
す
の
か 

⑻
A

占
い
修
行
を
致
す
の
じ
や 

(A)
A
そ
れ
は
良
い
と
こ
ろ
ち
よ
つ

と
考
え
て
下
さ
れ 

0
2
"\
は
百
姓、
(6)
~\
は
易
者

謡
の
陣 
T
6
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
多
良
木
町
久
米 

伝
承
者
宮
崎
安
喜
明
治

43
年生男他 

'
お
馬
屋
に
駒
立
て
て
中
に
立
ち
た
る
真
の
黒 

駒
が
参
る
と
板
を
踏
む
七
匹
馬
屋
に
駒
立
て
て 

中
に
立
ち
た
る
真
の
黒
敵
が
見
ゆ
る
と
板
を
踏
む 

A
大
広
間
の
景
を
見
て
や
れ
ば
弓
矢
揃
う
て
胴
兜 

大
ふ
み
馬
屋
の
景
を
見
て
や
れ
ば 

お
お
こ
れ
程
の
御
嘉
例
は

七
間
み
ま
や
に
駒
立
て
て
中
に
立
ち
た
る
真
の
黒 

ひ
き
手
の
門
の
夜
明
け
に
は
夜
明
け
方
の
横
雲

大
久
保
棒
踊
り
歌 
#
^
6
—
3

伝
承
地
球
磨
郡
多
良
木
町
黒
肥
地 

伝
承
者
瀬
本
義
雄
大
久
保
棒
踊
り
保
存
会

A
と
く
よ
が
寺
で
立
て
た
い
や
れ
あ
ざ
み
の
花
は
よ 

取
れ
ば
え
ー
え
手
に
た
つ
ん
で
え
え

.•

.

へ
き
ゆ
だ

A
お
城
は
山
で
立
て
た
い
や
れ
七
旗
た
て
た 

松
よ
え
や
ー
れ
霧
島
松
よ
や
そ
ー
ら
よ
お••

•

ほ
ん
ゆ
だ

A
さ
ん
さ
降
れ
ふ
れ
板
屋
に
篏 

降
ら
に
ゃ
板
屋
が
も
の
寂
し
い 

さ
ん
さ
お

A
さ
ん
さ
振
れ
ふ
れ
六尺
袖
を 

袖
が
六尺
身
が
五尺 

さ
ん
さ
お

A
鎌
倉
の
御
所
の
身
内
に 

あ
ら
十
七
小
十
郎
が
酌
に
で
た
ね 

酒
よ
り
も
肴
よ
り
も 

あ
ら
十
七
小
十
郎
が
目
に
つ
い
た

A
目
に
つ
か
ば
連
れ
て
行
か
ん
せ 

あ
ら
神
戸
の
果
ま
で
も
ね 

滝
々
の
岩
の
清
水
も
世
が
世
で
移
る
と
も 

身
は
た
た
ん
ね
あ
ら
え
そ
ら
え
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久
米
棒
踊
り 
#
-
6
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
多
良
木
町
久
米 

伝
承
者
早
川
久
六
久
米
棒
踊
り
保
存
会

(

鎌
倉
の
棒
揃
え
)

-
丨
ま
で
や
れ
サ
ノ
サ
サ
後
は
山
イ
ヤ
ソ
イ
ソ
イ 

で
や
ま
え
は
絵
の
様
な
イ
ヤ
ソ
イ
ソ
イ
大
川 

(

鎌
倉
の
踊
り
う
た
)

A
鎌
會
の
サ
ノ
サ
サ
御
所
の
幸
に 

ハ
ラ
十
七
小
女
郎
が
酌
に
出
た

ハラエ
 

エイソ
ウラ

A
酒
よ
り
も
サ
ノ
サ
サ
肴
よ
り
も 

ハ
ラ
十
七
小
女
郎
が
目
に
付
い
た 

A
目
に
つ
か
ば
サ
ノ
サ
サ
連
れ
て
行
か
の
せ 

バラ
わ
し
も
行
く
野
辺
の
果
て
ま
で
も 

A
滝
々
の
サ
ノ
サ
サ
岩
の
清
水
も 

世
が
世
で
落
れ
ど
名
た
ぬ 

(

自
玄
寺
棒
揃
へ
う
た

)

A
ヤ
ア
立
て
た
や
れ
七
旗
立
て
た
イ
ヤ
ソ
イ
ソ
イ 

嫁
の
名
イ
ヤ
ソ
イ
ソ
イ
名
が
立
つ 

(

太
刀
棒
揃
へ
う
た
)

A
ヤ
ア
立
て
た
や
れ
七
旗
立
て
た
イ
ヤ
ソ
イ
ソ
イ 

お
さ
の
目
イ
ヤ
ソ
イ
ソ
イ
目
の
数

川
内
平
家
踊
り
の
歌 
-̂
8
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
水
上
村
岩
野

伝
承
者
中
川
相
司
川
内
平
家
踊
り
保
存
会

A
オ
1
才

御
所
の
お
庭の
せ
ん
の
木
に
ー 

A
オ
ー
オ

は
や
ぶ
さ
どり
が
巣
を
め
し
て
ー 

~\
オ
ー
オ

こ
う
た
か
丸
殿
が
巣
を
こ
う
て
ー 

f

オ丨才
こ
れ
ほ
ど
の
ご
か
ね
ん
に
ー 

f

オ
1
才

御
所
の
み
う
ち
を
み
て
や
れ
ば
ー 

A
オ
 —

 *

T

御 j 所
の
み
う
ち
も
栄
え
た
り 

f

 

才
'

—
T

ひ
い
て
も
ど
る
夜
明
け
に
は
ー 

f

才丨才
夜
明
け
が
た
の
よ
う
こ
ぐ
も
ー

神
楽
舞
の
歌 
-̂
8
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
水
上
村
湯
山 

伝
承
者
大
谷
ハ
マ
大
正

6
年
生
女 

A
か
ぐ
ら
だ
せ
だ
せ
か
ぐ
ら
だ
せ

か
ぐ
ら
だ
さ
な
き
ゃ

よ
め
じ
よ

だせ 

A
や
た
て
か
せ
原
お
か
ぬ
き
お
や
ぼ

花
の
大
川
内
た
に
の
そ
こ
よ

ヨウマウマウニャ

ア
カ
ギ
レ

オ
シ

ニ
シ
ロ
タ
ビ
ケ
ッ

コンデ

ヨウマウマウニャ
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牛
深
ハ
イ
ヤ
節 
天
丨
2I
⑴

伝
承
地
牛
深
市
牛
深
町 

伝
承
者
牛
深
市
民
謡
保
存
会

r
ハ
イ
ヤ
エ
ー
ハ
イ
ヤ
ハ
イ
ヤ
で
今
朝
出
し
た
船
は
エ
ー 

ど
こ
の
港
へ
サ
ー
マ
入
れ
た 

エ
ー
サ
牛
深
三
度
行
き
ゃ
三
度
裸 

鍋
釜
売
っ
て
も
酒
盛
り
ゃ
し
て
来
い 

戻
り
ゃ
本
渡
ん
瀬
戸
か
ら
渡
り 

A
ハ
イ
ヤ
エ
ー
き
た
か
と
思
え
ば
ま
た
南
風
の
風
ョ
ー 

風
さ
え
恋
路
の
サ
ー
マ
じ
ゃ
ま
を
す
る
エ
ー 

エ
ー
サ
黒
島
沖
か
ら
や
っ
て
来
た 

新
造
か
白
帆
か
し
ら
さ
ぎ
か 

よ
く
よ
く
見
た
れ
ば
わ
が
つ
ま
さ
ま
だ
ョ
ー 

A
ハ
イ
ヤ
エ
ー
と
っ
ち
ゃ
投
げ
と
っ
ち
ゃ
投
げ
三
十
四、
五
投
げ
た
エ
ー 

投
げ
た
枕
に
ゃ
サ
ー
マ
と
が
は
な
い
エ
ー 

エ
ー
サ
権
現
山
か
ら
後
飛
び
ゃ
す
る
と
も 

お
前
さ
ん
も
ひ
ま
女
は
や
い
も
せ
ん
ば
取
い
も
せ
ん 

'
ハ
イ
ヤ
エ
ー
ハ
イ
ヤ
ハ
イ
ヤ
は
ど
こ
で
も
や
る
が
エ
ー 

牛
深
ハ
イ
ヤ
が
サ
ー
マ
元
ハ
イ
ヤ
エ
ー 

エ
ー
サ
川
端
石
だ
い
お
こ
せ
ば
が
ね
だ
い 

食
し
よ
が
ね
な
ら
い
ぅ
な
し
が
ね
だ
い 

A
ハ
イ
ヤ
エ
ー
船
は
出
て
ゆ
く
帆
か
け
て
走
る
エ
ー 

茶
屋
の
娘
が
サ
ー
マ
出
て
ま
ね
く
エ
ー 

エ
ー
サ
オ
ー
サ
や
っ
た
と
ん 

届
い
た
かい
届
いて
煮て
吸
って
舌
焼
い
た 

サ
イ
サ
イ

略

蔵
々
盆
踊
り
歌 
天—
13
—

g

伝
承
地
天
草
郡
大
矢
野
町
維
和 

伝
承
者
池
田
幸
義
大
正

9
年
生
男
他 

A
ハ
ア
ー
揃
ろ
た
揃
ろ
た
よ
踊
り
子
が
揃
ぅ
た

シッチヨイチヨイチヨイ

秋
の
稲
穂
の
出
穂
よ
り
揃
ろ
た 

ヨ
イ
ヤ
ラ
サ
ヨ
イ
ヤ
ラ
サ 

A
わ
し
の
口
説
は
師
匠
な
い

く
ど
き 

嘘
が
半分
誠
が
少
し 

A
墟
を
や
る
と
き
ゃ
ど
ん
ど
と
ど
め
き 

誠
や
る
と
き
ゃ
掛
声
し
ゃんと 

A
盆
の
十
三
日
に
お
ば
ん
か
ち
ゃ

行
た
ら 

茄
子
ゃ
切
か
た
して
ふ
る
菜の
よ
ごし 

~\
盆
の
十
四
日
に
饅
頭
食
ぅ
て
水
飲
ん
で 

腹
が
痛
い
の
で
さ
っ
さ
と
下
す 

略

曙
盆
踊
り 
天—
9
1
⑴

伝
承
地
天
草
郡
倉
岳
町
棚
底 

伝
承
者
竹
林
聖
昭
和

13
年
生
女
他 

A
ア
ー
い
や
踊
り
子
さ
ん 

さ
て
皆
様
ど
な
た
で
も
ね 

一
杯
飲
んで
は

し
っ
か
り
と
の
っ
こ
ら
か
え
お
え
た 

A
ア
ー
私
は
で
た
こ
た
で
ま
し
た
け
れ
ど 

歌
も
知
ら
な
き
ゃ
文
句
も
し
ら
ぬ 

知
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
教
え
て
く
れ
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あ
わ
な
い
と
こ
ろ
は
あ
わ
せ
て
お
く
れ 

A
ァ
ー
あ
え
ば
義
経
千
本
桜 

あ
わ
な
き
や
坊
や
の
石
童
丸 

背
う
ち
名
の
ら
ぬ
巡
礼
お
鶴 

そ
れ
で
あ
わ
な
き
や
踊
り
子
さ
ん
に
頼
む 

r

ア
ー
く
ろ
と
か
け
て
何
と
と
く
十
八
娘
と
と
く
わ
い
な 

よ
う
と
き
や
し
や
ん
し
と
そ
な
た
の
心 

色
づ
き
や
わ
れ
る
じ
や
の
う
か
い
な 

A
アー
ま
だ
ま
だ
お
先
は
とり
た
い
け
れ
ど 

下
手
で
長
い
の
は
お
客
さ
ん
に
無
礼 

私
の
枯
れ
声
こ
こ
ら
で
止
め
て 

A
ア
ー
後
な
る
御
先
生
は
細
谷
川
の
篤
み
た
い
な 

声
で
る
お
か
た
後
な
る
お
方
が
出
ら
れ
た
な
ら
ば 

お
踊
子
さ
ん
に
は
か
け
声
し
つ
か
り
し
や
ん
と
頼
む

九
ゝ
座
興
歌
に
関
す
る
も
の

⑴

大
*貝

殻
節 
玉—
1
—
⑴

伝
承
地
荒
尾
市
大
島

伝
承
者
島
田
信

一

大正
10
年
生
男
他 

A
大
島
ば貝
殼
町
て
に
や
誰
が
言
ふ
た
か
い 

西
は
海
東
は
三
丁
の
流
れ
川 

の
い
婆
さ
ん
東
は
三
丁
の
流
れ
川 

ド
ン
ド
ン
チ
ン
チ
ン
ド
ン
ド
ン
チ
ン
チ
ン
笛
太
鼓 

ペ
あ
の
山
見
れ
ば
腹
が
立
つ 

小
松
の
木
陰
で
わ
ら
わ
れ
た 

の
い
婆
さ
ん
小
松
の
木
陰
で
わ
ら
わ
れ
た

A
万
田
ン
山
ン
横
つ
ち
よ
に
穴
が
あ
る 

そ
の
穴
は
誰
つ
て
ろ
さ
ん
と
誰
つ
て
ろ
さ
ん
の
も
や
の
穴 

の
い
婆
さ
ん
誰
つ
て
ろ
さ
ん
と
誰
つ
て
ろ
さ
ん
の
も
や
の
穴

高
瀬
商
人
の
歌

伝
承
地
玉
名
市
高
瀬 

高
瀬
名
物
つ
ァ
寄
ら
は
い
来
ら
は
い 

上がつていかはいタバコ
一服のまはい 

そ
ん
な
ら
ま
た
来
ら
は
い 

お
り
や
ん
こ
り
や
ん
こ
り
ゅ
う
げ
が
な
い 

高瀬名物つァ
きん屋のソ
バ切り 

大
屋
の
元
日
べ
つ
甲
屋
の
白
玉
ビ
ン
付
け 

庄
ョ
ム
さ
ん
の
あ
ん
こ
菜
子 

お
り
や
ん
こ
り
や
ん
こ
り
ゅ
う
げ
が
な
い

す
つ
と
ん
と
ん
節
 

玉—
5

丨

U

伝
承
地
玉
名
郡
天
水
町
小
天 

伝
承
者
福
島
秋
雄
明
治

41

年
生男 

•A
初
め
て
会
う
た
が
裏
門
で 

抱いて
寝
たの
が島原
や 

も
は
や
お
腹
も
七、
八月 

ど
う
し
て
な
さ
る
主
さ
ん
よ 

す
つ
と
ん
と
ん

A、七
配
な
さ
る
な
主
さ
ん
よ 

男
の
子
な
ら
海軍で 

女
の
子
な
ら
看
護
婦
で 

ど
ち
ら
が
で
け
て
も
国
の
た
め
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す
つ
と
ん
と
ん

坊
さ
ん
し
の
ぶ

 
î
-
U

伝
承
地
玉
名
郡
菊
水
町
寺
山 

伝
承
者
宫
川
千
俊
大
正
元
年
生
男
他 

へ
坊
さ
ん
しの
ぶは
暗
が
よい
月
夜で
は
ハ
ァ

コリ
ヤコリ
ヤ 

頭
が
ぶう
ら
り
し
や
ら
り
と

 
ノ
イ
バア
サン 

頭
が
ぶ
う
ら
り
し
や
ら

-
^
と
ヤ
ァ
コリ
ヤコリ
ヤ 

ド
ン
ド
ン
チ
ン
チ
ン
ド
ン
チ
ン
サ
ア
才
ソ
コ 

ハ
ア
よ
か
の
い

ヨ
カノ
イ

A
坊
主
と
山
伏
し
や
わ
し
や
き
ら
い
色
白
の
ヤ
ア
コ
リ
ヤ
コ
リ
ヤ 

前
髪
さ
ん
な
ら
も
う
一
度

 
ノイバアサン 

前
髪
さ
ん
な
ら
も
う
一
度 

略

ォ
ケ
ン
ケ
ケ

 
玉
11

-
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
菊
水
町
岩
尻 

伝承
者
松
村
強明
治

40

年生男他 

A
川
端
ァ
通
る
薪
売
り
見
れ
ば、
ハレシヨ
イ 

気
も
行
き
や
ぁ
下
も
行
く

 
サ
テ
ォ
ケ
ン
ケ
ケ
ン

マッチヨ
 

オ
ケ
ン
ケ
ケ
ン
オ
ケ
ン
ケ
ケ
ン 

オ
ケ
ン
ケ
ケノ
シ
タ
ツ
力
シ
ヤ
ン
セ

ア
ラ
ソn

 
へソチユタイテ

ガ
マ
ワ
ラ
ン
ボ
ウ
モ
ッ
テ
コ
イ 

ノ
ス
カ
イ
カ
オ

1

A
長
い
もあ
れ
ば短
い
も見
れ
ばハ
レ
シヨ
イ 

お侍の
ォ

ー

腰の
ものサテ 

A
割
れ
た
も
ん
も
あ
れ
ば
割
れ
ん
も
ん
も
ハ
レ
シ
ヨ
イ

茶
碗
屋
の
ォ
ー
縁
の
下
サ
テ 

A
往
還
端
で
は
り
は
た
げ
見
れ
ば
ハ
レ
シ
ョ
ィ 

ニ
文
の
ォ
ー
金
も
ら
う
サ
テ

自
転
車
節
 

玉—
9
—
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
南
関
町
肥
猪 

伝
承
者
松
本
サ
ィ
明
治

32

年
生
女 

チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
出て
く
る
は 

自
転
車
乗
り
の
時
間
割 

曲
乗
り
上
手
と
な
ま
い
き
な 

両
手
は
な
し
た
し
や
れ
男 

あつ
ちいつ
ちやあ
ぶない
よ 

こつ
ちいつ
ちやあ
ぶない
よ 

あ
ぶ
な
い
よ
と
言
つ
て
い
る
間
に 

そ
ら
こ
け
た

坊
さ
ん
し
の
ぶ

Iffi

丨
1
丨
(1

伝
承
地
山
鹿
市
小
坂 

伝
承
者
古
江
計
男 

A
ぼ
ん
さ
ん
し
の
ぶ
は
間
が
よ
い 

月
夜
で
は
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ 

頭
が
ぶ
う
ら
り
し
や
ぁ
ら
り
と 

の
い
婆さん

頭
が
ぶ
う
ら
り
し
や
ぁ
ら
り
と 

A
頭
の
ぶ
ら
り
は
よ
け
れ
ど
も
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ 

股
倉
の
ど
ん
べ
ん
さ
ん
が
ぶ
う
ら
り 

し
や
ぁ
ら
り
と
の
い
婆
さ
ん
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ど
ん
べ
ん
さ
ん
が
ぶ

ぅ
ら
り 

し
や
あ
ら
り
と

飞
権
現
さ
ん
の
横
つ
腹り
ゃ
毛
が
生
え
た 

横
い
な
は
ん
な
エ
ー 

あ
ん
た
さ
ん
に
引
か
す
る
毛
じ
や
な
し 

の
い
婆
さ
ん

あ
ん
た
さ
ん
に
引
か
す
る
毛
じ
や
な
し

山
鹿
湯
祭
り
の
唄 
鹿—
1
—
⑴

伝
承
地
山
鹿
市
大
宮
町

伝
承
者
宇
野
忠
三
郎
昭
和

4
年
生
男
他

(

い
ら
ん
せ
)

~\
い
ら
ん
せ
い
ら
ん
せ
は
い
ら
ん
せ 

名
高
い
松
の
湯
桜
湯
紅
葉
の
湯 

洗
わ
ん
せ
み
が
か
ん
せ 

お
年
寄
な
ら
腰
が
伸
ぶ 

お
歯
が
な
い
な
ら
歯
が
生
え
る 

白
髪
も
真
黒
黒
く
な
る
の
が 

ほ
ん
ま
に
キ
ン
妙
だ

A
行
か
ん
せ
行
か
ん
せ
行
か
し
ゃ
ん
せ 

唐
天
竺
や
ォ
ロ
シ
ャ
の
果
て
ま
で
も 

沙
波
の
あ
る
か
ぎ
り
あ
る
か
ぎ
り 

対
の
浴
衣
に
す
げ
の
笠 

連
れ
て
行
か
ん
せ
行
か
し
や
ん
せ 

奈
落
の
そ
こ
ま
で
手
に
手
を
つ
な
い
で 

行
か
し
や
ん
せ 

{

す
り
や
さ
ん
せ
)

A
す
り
や
さ
ん
せ
す
り
や
さ
ん
せ 

摺
鉢
や
わ
れ
て
も
い
と
や
せ
ぬ 

ス
リ
コ
ホ
折
れ
て
も
か
も
や
せ
ぬ 

惣
体
全
体
な
ま
す
の
味
噌
な
ら 

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ウ
メ
ィ
ゾ
ウ
メ
ィ
ヅ 

何
ん
ぼ
も
食
べ
た
い
胡
瓜
も
み 

(

出
た
げ
な
た
ん
)

A
出
た
げ
な
た
ん
出
た
げ
な
た
ん 

出
た
と
は
何
か
い
何
が
出
た
か
い 

コ
ッ
ク
狸
の
大
化
物
そ
の
ま
た
狸
が
ど
う
し
た
か
ん 

ど
う
し
た
こ
し
た
は
知
ら
ね
ど
も

頭
が
り
や
ん
こ
で
目
が
四
ツ
ど
う
か
し
た
に
は
チ
ゲ
—
ネ
ー 

略

深
倉
忠
よ
む
ど
ん 
鹿
丨
1

—

U

伝
承
地
山
鹿
市
大
宮
町 

伝
承
者
宇
野
忠
三
郎
昭
和

4
年
生
男 

A
と、っ
ざ
ん
ど
ん
の
立
鳥
帽
子 

ま
た
塗
り
直
せ
ば
ま
た
は
げ
る 

深
倉
忠
よ
む
ど
ん
鰯
や
買
わ
ん
か
い 

ど
う
か
ま
た
買
い
ば
し
き
る
ご
つ 

何
て
ち
言
わ
る
か
に
や
—

ヒユヒユラヒユヒユラ 

ヒユヒユラヒユヒユラヒユヒユ

A
一
軒
先の
紋
ちり
茂
右門
どん 

女
房
が
三
人
有
る
中
に 

中
の
嫁
女
が
な
三
味
線
を
引
く

-144-



第三章熊本県の民謡

と
う
か
ま
た
弓
き
ば
し
き
る
こ
つ 

何
て
ち
言
わ
る
か
ニ
ヤ

I 

'
裏
の
み
ゆ
と
も
ん
が
け
ん
か
す
る 

よ
く
も
毎
晩
さ
れ
た
こ
つ 

そ
こ
で
家
主
が
と
め
に
い
く 

どう
か
ま
た
と
め
ば
し
き
る
ごつ 

何て
ち
言
わ
る
か
ニ
ヤ
ー 

r

斜
め
向
か
い
の
お
と
じ
ろ
娘
は 

み
れ
ば
み
る
ほ
ど
い
と
し
む
ぞ
ら
し
か 

そ
ぎ
ゃ
ん
す
き
な
ら
ほ
れ
な
は
り 

ど
う
か
ま
た
ほ
れ
ば
し
き
る
ご
つ 

何て
ち
言
わ
る
か
ニ
ヤ
ー

す
て
て
こ

 
鹿
丨
1

丨
(2

伝
承
地
山
鹿
市
津
留 

伝
承
者
有
働
ッ
ヤ
女 

向
う
横
丁
の
お
い
な
り
さ
ん
に 

一
銭
な
げ
て
ざ
っ
と
お
が
ん
で 

お
せ
ん
が
茶
屋
に
腰
を
か
け
た
ら 

し
ぶ茶
を
出
し
た

し
ぶ
茶
よ
く
よ
く

 
横
目
で
見
たり
ゃ 

粟
の
だ
ん
ご
か
ひ
え
の
だ
ん
ご
か 

だ
ん
ご
だ
ん
ご
で
そ
ん
な
こ
っ
ぢ
ゃ
ぃ
け
ね 

す
て
て
こ
な
ん
ま
い
だ

宮
迫
ボ
ン
ボn

ニャ 
鹿—
2
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
北
町
四
丁
仲
間 

伝
承
者
古
川
マ
サ
子
女 

花
の
宮
迫
賴
尖
山
か
ら
眺
む
れ
ば 

下
は
権
三
郎
で
ぉ
旗
門 

少
し
下
れ
ば
ほ
ん
ま
に

 
く
る
ま
の 

おそもさんオヤボンボコニャ

ギ
ツ
チ
ヨ
ン
チ
ヨ
ン
節

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
木
庭
武
大
正

2
年
生
男 

A
悪
い
こ
とす
り
や
巡
査
さ
ん
が
し
ば
る 

ギ
ツ
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
ギ
ツ
チョン
チョン 

赤
い
ベ
べ
着
て
縄
を
な
う

オ
ヤ
マ
力
ド
ツ

コイ
ド
ツ

コ
イ
ヨ
—
イ
ヤ
ナ

ア 

ギ
ツ
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
ギ
ツ
チョ
ン
チョン 

A
山
鹿
新
町
う
ち
わ
の
名
所 

ギ
ツ
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
ギ
ツ
チョン
チョン

刀
質
置
き
夜
逃
げ
す
る 

A
山
鹿
兵
児
町
ど
ぶ
蚊
の
名
所

ギ
ツ
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
ギ
ツ
チョン
チョン 

阿
呆
団
扇
で
追
い
払
う

オ
ケ
ン
ケ
 

鹿
1
4
—
U

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
横
田
ト
マ
ル
女 

A
川
端
通
る
カ
ヶ
ギ
売
り
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下
も
木
の
行
き
や
上
も
ゆ
く

サアサオケンケ

オ
ケ
ン
ケ
ケ
の
下
つ
か
し
や
ん
せ

ソ
コ
ア
へ
そ
ち
ゅ
う
た
い
手
が
ま
わ
ら
ん

棒
持
っ
て
来
い
こ
い

み
か
ん
買
お
ょ
う
か
ん
買
お

さ
つ
こ
ら
さ
の
さ 
鹿
-
4
-
(1
.

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
横
田
ト
マ
ル
女 

A
肥
後
の
刀
の
サ
ッ
コ
ラ
サ
ノ
サ 

提
げ
紐
の
長
さ
ノ
ー
チ
ョ
サ
ン 

ま
さ
か
違
え
ば
玉
だ
す
き
サ
ィ
ノ 

A
咲
い
た
桜
に
サ
ッ
コ
ラ
サ
ノ
サ 

駒
つ
な
ぐ
ノ
ー
チ
ョ
サ
ン 

駒が勇
め
ば花
が散
るサ
ィノ

チ
ヤ
ツ
ボ
ン
ポ
ン
節

 
鹿
丨
5
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
岩
原 

伝承
者
米
加
田
美
也子
女 

A
床
の
間
に
い
け
し
花
を
ば
ご
ら
ん
じ
や
り 

た
と
ォ
ォ
え

根
本
は
切
ら
れ
て
も 

互
い
の
ォ
水
さ
え
通
う
な
ら 

花
ア
ア
ア

がチヤッポンポン 

聞
く
じ
や
ア
ア

な
い
か
い
な
ー 

A
有
明
けH

ェ
に灯す
油は 

菜
種
か
ら
昔
想
え
ば深
い
仲

花
の
伸
ば
に
止
め
ま
し
て 

甘
味
ィ
ィ
を
吸
わ
せ
た
ァ
節
も
あ
る

相
撲
と
り
歌 
菊一

4
1
(1

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
杉
水 

伝
承
者
渡
辺
ヮ
キ
明
治

32

年
生
女 

A
エ
ー
わ
し
が
相
撲
と
り
ゃ
お
や
じ
が
き
ら
う
よ
ー 

お
や
じ
き
ら
う
な
相
撲
とり
は 

す
も
と
り
さ
ん
と
い
う

人は 

雪
よ
り
白
い
ま
ま
を
食
べ
油
の
よ
う
な
酒
の
ん
で 

い
た
ち
の
毛
の
よ
う
な
た
ば
こ
す
う
て 

青
空天
井
の
せ
か
ぃ
か
べ 

い
た
さ
き
ゃ
わ
が
家
で

ョ
ー
ホ
ホ
イ 

エ
ー

じ
よ
ろ
が
妻
よ
ー

ひ
と
す
じ

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
杉
水 

伝
承
者
西
本
み
よ
子
大
正

13
年
生
女 

~\
朝
が
お
の
垣
に
も
た
れ
し
思
案
顔 

つ
ゆ
に
ぬ
れ
つ
つ
よ
も
す
が
ら 

今
日
も
咲
け
咲
け
明
日
も
ま
た 

花
が
見
た
く
じ
ゃ
ナ
イ
力
イ
ナ 

お
月
さ
ん
ち
よ
っ
と
出
て
松
の
か
げ 

わ
し
ゃ
お
が
ん
で
い
る
わ
い
な 

A
ホタル
虫昼は草葉に身をやつし 

夜
は
小
路
に
灯
を
と
も
す 

し
の
び男
の
月
と
な
る
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さ
て
も
や
さ
し
き
虫
じ
ゃ
い
な 

お月さんちょつと出て松の

か
げ 

わ
し
ゃ
お
が
ん
で
い
る
わ
い
な

月
は
重
な
り 
菊—
4
—
(2

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
杉
水 

伝
承
者
西
本
み
ょ
子
大
正

13
年
生
女 

A
月
は
重
な
る
お
腹
は
ふ
と
る 

ド
シ
ヨ
ゾ
イナドシヨ

ゾ
イナ 

と
り
あ
げ
バ
バ
で
も
ょ
ん
で
こ
か 

ホホヨサシテコケホットケホットケ 

A
で
け
た
そ
の
子
が 

お
た
ふ
く
な
ら
ば 

ドシヨ

ゾ
イナドシヨ

ゾ
イナ 

ど
こ
か
■

長
者
の
か
ど
ぐ
ち
に 

ホホヨサシテコケホットケホットケ

茶
山
節
 

阿
1
3
1

⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
南
小
田
町
赤
馬
場 

伝
承
者
佐
藤
覚
明
治

34
年
生
男 

A
ヤ
ア
レ
茶
山
も
ど
り
は
皆
菅
の
笠 

ど
ち
ら
が
姉
や
ら
妹
や
ら 

コラ
サ
イサ
イ

~\
ヤ
ア
レ
歌
を
う
た
う
な
ら
地
声
で
し
や
ん
と 

こ
こ
は
道
端
皆
が
き
く 

コラ
サ
イサ
イ

A
ヤ
ア
レ
茶
山
旦
那
さ
ん
と
ね
ん
ご
ろ
す
れ
ば

決
め
た
給
金
ょ
り
ゃ
袖
の
下 

コラ
サ
イサ
イ

御
所
の
庭
 

阿—
3
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
南
小
国
町 

伝承
者
城
塚
イ
ツ
エ
明
治

36

年
生
女 

A
御
所
の
庭
に
右
近
の
橘
左
近
の
サ
サ
サ
サ 

ふ
く
ふ
く
だ
ら
だ
ら
ホ
イ 

-A
右大臣
左大臣
なさつ
さ緋の
袴をはいて
はいて 

官
女
官
女
を
た
ち
た
ちホ
イ 

A
雪
は
ち
ら
ち
ら
子
供
は
喜
ぶ
大
人
は
こ
じ
け
る 

犬の
目
は
吠
えあ
が
るホ
イ 

A
そ
の
雪
を
丸
め
て
箒
で
掃
く
や
ら 

屋
根
の
雪
ゃ
竿
で
さ
す
ホ
イ 

A
渡
辺
の
綱
の
兜
を
一
つ
構
え
て
立
ち
上
が
る 

太刀
引き抜きかい
な切
るホイ

小
国
名
物
(

い
たこ
出
島
) 
H

—
3

—

m

伝
承
地
阿
蘇
郡
南
小
国
町
中
原 

伝
承
者
河
津
庄
造
明
治

39
年
生
男

へ
小国
名
物
数
々
ご
ざ
る 

先
づ
一
番
は
北
の
里
黒
木
の
御
所
に
大
社 

鏡
が
池
に
両
神
社
黒
川
地
獄
に
屏
風 

す
こ
し
さ
が
り
し
満
願
寺
鬼
の
継
石
奥
の
院 

城
村
白
滝
鋅
の
宫
高
野
ケ
谷
に
土
田
滝 

牛
首
城
に
大
銀
杏
身
の
毛
も
ょ
だ
つ
崩
の
渕 

竜頭
泉
や
滝の
ロ
仰
げ
ば高
し
霊
山
の
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喉
も
乾
か
ぬ
湯
見
嶽

菅
尾
小
明 
阿
11

—
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
菅
尾

伝
承
者
小
崎
シ
ズ
エ
明
治

43
年
生
女

A
菅尾
名
所
は

あ
な
ざ
こ
稲
荷
に
天
神
ま
つ
り 

春
山
築
山
桜
に
つ
つ
じ 

夜
は
桜
馬
場 

寺
も
な
い
の
に 

土
仏ヶ
腹
ょ
ー

栖
高
の
歌 
阿
丨
12
|

3

伝
承
地
阿
蘇
郡
西
原
村
河
原 

伝
承
者
今
村
チ
ョ
子
昭
和

2
年
生
女
他 

A
栖
高
は
名
所
て
ち
ゃ
誰
が
言
ぅ
た
か 

前は無田コラコラ 

後
は
七
つ
長
あ
薮 

の
い
婆さん後は
七つ
長あ
藪 

ト
ン
ト
ン
チ
ン
チ
ン
ト
ン
ト
ン
チ
ン
チ
ン 

笹小舟
坊
さ
ん
し
の
び 
阿—
12
—

m

伝
承
地
阿
蘇
郡
西
原
村
河
原 

伝
承
者
津
留
ヵ
ヅ
コ
大
正

3
年
生
女
他 

A
坊
さ
ん
忍
び
は
間
が
ょ
い 

どつこい月夜では

ア
ー
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ

頭
が
ぶ
う
ら
り
し
や
—
らり
ー
と 

の
い
婆
さ
ん

頭
が
ぶ
う
ら
り
し
や
ー
ら
ー
り

^~

と 

アソレソレ
A

あ
な
た
ば
待
ち
待
ち
蚊
帳
の
外 

ど
っ
こ
い
蚊
に
食
わ
れ

ア
ー
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ

七つ
の
鏡の
鳴
る
まで 

の
い
婆
さ
ん

七つ
の
鐘
の
鳴
る
ま
ーで 

アソレソレ
高
い
山
か
ら

 
阿
丨
じ
丨
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
西
原
村
河
原 

伝
承
者
廣
島
長
蔵
明
治

38

年生男他 

A
高
い
山
か
ら
谷
底
見
れ
ば

ノィ 

瓜
や
なす
びの 

花
ざ
か
り
花
ざ
か
り 

A
高
い
山
か
ら
握
り
飯
こ
き
や
た

ノィ 

烏ぁよろこび 

お
ら
ど
う
し
ゆうか 

ノ
ィ
ばあ
さ
ん
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自
転
車
節
 

熊

1
—
3

伝
承
地
熊
本
市
城
山
半
田
町 

伝
承
者
野
ロ
次
男
清
田
栄
子
他 

A
会
い
た
か
ば
っ
て
ん
会
わ
れ
ん
た
い 

た
っ
た
一
目
で
よ
か
ば
っ
て
ん 

あの山いっ
ちよ越す
としや
が 

彦
し
や
ん
の
お
ら
す
村
ば
っ
て
ん 

今
朝
も
今
朝
と
て
田
の
く
ろ
で 

好
か
ん
男
に
く
ど
か
れ
て 

ほ
ん
に
彦
し
や
ん
の
お
ら
す
な
ら 

こ
ぎ
や
ん
腹
も
た
つ
み
や
あ
ば
っ
て
ん 

千
代
八
千
代

ハアコリャコリャ

ど
ぅ
し
た
縁
じ
ぁ
ろ
か
い 

略

ど
っ
こ
い
せ
節

 
熊
1
1
1
⑴

伝
承
地
熊
本
市
城
山
半
田
町 

伝
承
者
野
ロ
久
子
野
ロ
次
男
他 

A
ど
っ
こ
い
せ
ど
っ
こ
い
せ
は 

田
舎
の
相
撲
よ
ハ
ー
ド
ッ
コ
ィ 

こ
け
つ
ま
る
め
つ
ま
た
も
ど
っ
こ
い
せ 

ど
っ
こ
い
せ
の
清
よ
む
さ
ん
の
足
の
長
さ 

と
こ
と
こ
や
つ
て
行
き
よ
ら
す 

A
今
夜
この
座で歌わぬ者は

ハ
ー
ド
ッ
コ
イ

胸
に
よ
く
よ
く
世
話
が
有
る

ど
っ
こ
い
せ
の
洗
馬
川
横
流
れ 

裟
婆
裟
婆
ち
ゅ
て
浮
世
か
な 

A
思
ふ
て
通
え
ば
千
里
も
一
里
ハ
ー
ド
ッ
コ
イ 

会
は
で
帰
れ
ば又
千
里

あ
ん
た
だ
け
ん
さ
す
る
ば
な
の
ん
ぼ
り
く
ん
だ
り
ば 

今
度
会
う
日
の
待
ち
長
さ

A
丸
い
た
ま
こ
も
切
り
よ
う
で
四
角
ハ
ー
ド
ッ
コ
イ 

もの
も
い
い
よう
で
角
が
立つ 

ハ丨ドッ

n

イ
セ
ド
ッ
コ
イ
セ

おて
も
や
ん

 
熊！

⑴

伝承
地
熊本市

伝承
者
大山み
どり
藤本
忠寿 

A
お
て
も
や
ん
あ
ん
た
こ
の
頃
嫁
入
り
し
た
で
は
な
い
か
い
な 

嫁
入
り
し
た
こ
た
あ
し
た
ば
っ
て
ん
御
亭
ど
ん
が
ぐ
じ
や
っ
べ
だ
—
けん 

ま
ァ
だ
盃
ァ
せ
ん
だ
っ
た
村
役
靡
役
肝
入
り
ど
ん 

あ
ん
人
達
の
お
ら
す
け
んで

あ
と
は
ど
う
な
と
キ
ヤ
ア
な
ろ
た
い
川
端
ま
っ
つ
あ
ん
き
や
あ
め
ぐ
ろ 

春
日
ぼ
う
ぶ
ら
ど
ん
た
ち
や
し
り
ひ
っ
ぴ
や
ー
で
花
盛
り
花
盛
り 

ピ
ー
チ
ク
バ
ー
チ
ク
雲
雀
の
子
ゲ
ン
パ
ク
茄
子
の
イ
ガ
イ
ガ
ド
ン 

A
I

つ
山
越
え
も
一
つ
山
越
え
あ
の
山
越
え
て 

私
し
や
あ
ん
た
に
惚
れ
と
る
ば
い

惚
れ
と
る
バ
ッ
テ
ン
云
わ
れ
ん
た
い
追
々
彼
岸
も
近
ま
れ
ば 

若
も
ん
衆
も
よ
ら
ん
す
け
ん
熊
本
の
夜
聴
聞
詣
り
に 

ゆ
る
ゆ
る
話
も
キ
ヤ
ア
し
ゅ
う
た
い
男
ぶ
り
に
は
惚
れ
ん
ば
な 

煙
草
入
れ
の
銀
金具
が
そ
れ
が
因
縁
た
い 

アカチヤ力べツチヤカチヤ力チヤ力チヤ
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飞
一
つ
世
の
中
か
ん
難
辛
苦
の
荒
波
越
え
て
男
度
胸
で
お
い
で
な
さ
い 

く
よ
く
よ
し
た
と
て
し
よ
う
が
な
い
い
つ
か
は
芽
も
出
る
花
も
咲
く 

移
り
気
な
浮
世
の
な
ら
い
に
と
り
こ
し
苦
労
は
お
や
め
な
さ
い 

悩
み
な
ん
ぞ
は
こ
ち
ゃ
知
ら
ぬ
意
地
と
張
り
の
心
が 

そ
れ
が
ごし
よ
ら
く
た
い 

ア
カ
チ
ヤ
力
べッ
チ
ヤ
カ
チ
ヤ
力
チ
ヤ
力
チ
ヤ

キ
ン
キ
ラ
キ
ン

 
熊

1
—
⑴

伝承
地
熊本市

伝
承
者
田
中
祥
子
藤
本
忠
寿
他 

A
稚
児
の
刀
の
堤
緒
の
長
さ
長
さ
バ
イ
ソ
ラ
キ
ン
キ
ラ
キ
ン 

ま
さ
か
違
え
ば
玉
禅
そ
れ
も
そ
う
か
い
キ
ン
キ
ラ
キ
ン 

キ
ン
キ
ラ
キ
ン
の
ガ
ネ
マ
サ
ド
ン 

ガ
ネ
マ
サ
ド
ン
の
横
バ
イ
バ
イ 

A
お
ら
が
稚
児
さ
ん
は
こ
な
さ
ば
こ
な
せ
こ
な
せ
バ
イ 

ソラキンキラキン

腰
の
朱
鞘
は
伊
達
じ
ゃ
な
い
そ
れ
も
そ
う
か
い
キ
ン
キ
ラ
キ
ン 

A
し
ん
と
ん
と
ろ
り
と
見
と
れ
る
殿
御
殿
御
バ
イ 

ソラキンキラキン

殿は伊達者で
よい男それもそうかいキンキラ
キン 

A
肥
後
の
熊
本
キ
ン
キ
ラ
キ
ン
の
御
法
度
御
法
度
バ
イ 

ソラ
キン
キラ
キ
ン 

キ
ン
キ
ラ
キ
ン
う
た
え
ば
首
が
無
い 

そ
れ
も
そ
う
か
い
キ
ン
キ
ラ
キ
ン

キン
ニ
ヨ
ム
ニ
ヨ

 
熊

1
丨
⑴

伝承
地
熊本市

伝
承
者
元
山
和
子
藤
本
忠
寿
他 

A
肥後の駒下駄キンニョムニョ血だるま大川 

加藤清正キンニョムニョ毒饅頭キクラ
力チャカボコ 

チョ
イ
ト
キナ
ヨ

~\
片
山
こ
か
げ
に
キ
ン
ニ
ョ
ム
ニ
ョ
身
は
ほ
と
と
ぎ
す 

こ
が
れ
て
啼
く
声
キ
ン
ニ
ョ
ム
ニ
ョ 

き
か
せ
た
い
キ
ク
ラ
力
チ
ャ
カ
ポ
コ 

チョ
イ
ト
キナ
ヨ

~\
雨
の
夕
べ
は
キ
ン
ニ
ョ
ム
ニ
ョ
降
ら
れ
て
帰
る 

今宵月夜にキンニョムニョ 

照
ら
さ
れ
た
キ
ク
ラ
力
チ
ャ
カ
ボ
コ 

チョ
イ
ト
キナ
ヨ

ポン
ポコ
ニ
ャ

 
胄
丨
1
—
(1

伝承
地
熊本市

伝
承
者
大
山
み
どり
藤
本
忠
寿
他 

A
花の
熊本涼みがて
らに眺むれ
ば 

オヤボンポコニャ

清
水
湧
き
出
る
水
前
寺 

少し下れ
ばオヤ画図
湖の
舟遊び 

オ
オ
サ
ボン
ポ

n

 
ボン
ボコ
ニ
ャ 

A
花の
熊本長
六橋から眺むれ
ば 

下
は
白
川
両
芝
居

少
し
下
れ
ば
オ
ヤ

本
山
渡
し
舟 

へ
花
の
熊
本
銀
杏
城
か
ら
眺
む
れ
ば

——150——



第三章熊本県の民謡

下
は
清
正
公
菩
提
所

少
し
下
れ
ば
ナ

オ
ヤ

横
手の
五
郎
さ
ん 

A
花
の
京
町
中
坂
越
ゆ
れ
ば
金
剛
寺 

楊
弓
ガ
ッ
チ
リ
信
濃
の
善
光
寺 

少
し
下
れ
ば
ナ
オ
ヤ
ほ
ん
ま
の
二
十
四
輩

お
影
ま
い
り 
熊

1
—
3

伝承
地
熊本
市

伝
承
者
元
山
和
子
藤
本
忠
寿
他 

A
お
影
ま
い
り
は
胸
つ
き
雁
木
に
桜
馬
場 

石
の
玉
垣
手
水
鉢
名
高
は
な
め
し
の
田
楽
や 

オ
ヤ
お
か
げ
と
セ
ー
叶、ったとサー 

願
い
通り
にヤ
レ
めで
たー 

A
今
朝
も
早
よ
か
ら
長
結
っ
て
し
も
ぅ
て
紅
つ
け
て 

顔
に
ほ
ん
の
り
薄
化
粧
こ
れ
か
ら
殿
御
さ
ん
を
待
つ
ば
か
り 

A
お
前
百
ま
で
わ
し
ゃ
九
十
九
ま
で
辛
抱
し
て 

共
に
白
髪
の
生
え
る
ま
で
赤
鞘
の
杖
つ
い
て
お
寺
ま
い
り

相
撲
甚
句 
熊—
1
—
⑵

伝
承
地
熊
本
市
画
図
町 

伝
承
者
南
ト
モ
子
大
正

13
年
生
女
他

A
ハアドス

コ
イ

ド
ス
コ
イ

当
地
興
業
も
本
日
限
り
ド
ス
コ
イ
ド
ス
コ
イ 

勧
進
帳
や
世
話
人
衆
御
見
物
な
る
皆
様
よ 

お
見
か
け
通
り
全
員
が
横
綱
姿
の
あ
で
姿 

三
役
ぞ
ろ
い
の
力
士
達 

女
だて
ら
に
弓
取
っ
て

今
日
の
土
俵
を
納
め
ま
す

ど
ぅ
か
ご
ひ
い
き
に
ョ
ー
ホ
ホ
イ
エ
—

願
い
ま
す
ょ

ド
ス
コ
イ

ド
ス
コ
イ 

略

四
季
の
唄 
熊
丨
1
丨
⑵

伝
承
地
熊
本
市
画
図
町 

伝
承
者
南
ト
モ
子
大
正

13
年
生
女 

A
春
の
日
長
に
ぶ
ら
ぶ
ら
と 

し
っ
ぽ
り
ぬ
れ
る
の
き
の
雨 

ぬれてほころぶ初桜 

花
屋
が
取
り
も
つ
縁
か
い
な
ー 

A
夏の涼みは雪国の 

出船入船屋形船 

登
る
流
星
星
下
る 

玉
屋
が
取
り
持
つ
縁
か
い
な
ー 

~\
秋の
夜
長
に
し
ん
し
ん
と 

好
い
た
同
志の
さ
し
む
か
い 

晴
れ
て
さ
し
込
む
ガラ
ス
窓 

月
が
とり
もつ
縁
か
い
な
ー 

A
冬の
寒
さ
に
置
コ
タ
ツ 

フ
ト
ン
が
恋の
仲
だ
ちで 

つ
も
る
話
も
寝て
とけ
る 

雪
が
取
り
もつ
縁
か
い
な
ー
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相
撲
甚
句 
熊
1
—
⑶

伝
承
地
熊
本
市
御
幸
笛
田
町 

伝
承
者
ふ
る
さ
と
会
御
幸
笛
田
町
保
存
会 

A
あ
あ
娘
よ
ー
き
け
今
夜
の
夜
よ 

箪笥長持挟箱 

こ
れ
程
持
た
せ
て
や
る
か
ら
わ 

必
ず
帰
る
と
思
う
な
よ 

父
さ
ん母
さ
んそ
れ
は
無理 

西
が
曇
れ
ば
雨
と
や
ら 

東
が
！！一一れば風とやら 

に
ご
と
気
に
な
る
舟で
さ
え 

天
気
が
悪
い
日
に
や
よ
吹
き
凌
す

ド
ス
コ
ィ

ド
ス
コ
ィ

新
藤
ジ
ョ
モ
ン
サ
ン 
上—
5
1

⑴

伝
承
地
上
益
城
郡
矢
部
町
新
小 

伝承
者
林
駿
一
大正

5
年
生
男
他 

A
新
藤
ジ
ョ
モ
ン
達
酒
こ
ち
や
あ
わ
ぬ
ョ
ー 

酒
を
た
べ
よ
て
横
手
う
つ 

A
酒
は
飲
み
た
し
さ
か
て
は
も
た
ぬ
ョ
ー 

は
なの
笠月
見
て
と
お
る 

A
新
藤
ジ
ョ
モ
ン
達
ぼ
ん
の
う
え
卵 

腹
が
ふ
と
い
と
こ
け
ま
わ
る 

A
こ
け
ち
や
小
原
ば
っ
て
ん
い
き
な
こ
つ
あ
田
吉
ョ
ー 

新
藤
白
藤
じ
や
こ
け
ん
ば
な 

ド
ッ
コ
イ

セ
ヨ
イ
ト

ナ丨

郡
浦
名
所

伝
承
地
宇
土
郡
三
角
町
中
村 

伝
承
者
坂
田
弘
明
治

37
年
生
男 

A
郡
浦名所は
一で
涼島郡
浦神社 

昼は中の堂柳松 

夜は
金桁松もないの
に涼み
松

大
見
村
さ
の
さ
節 
3
丨
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
大
見 

伝
承
者
木
村
弥
助
明
治

39
年
生
男

r

ハァー
一番名所が石畳 

少し下れ
ば梅林 

春
は
三
た
び
の
桜
花 

夏
は
足
を
ひ
く
俵
石 

さの
さ長

崎
名
所
 

■ W'
■—

3
丨
⑵

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
長
崎 

伝
承
者
対
田
サ
ト
明
治

33
年
生
女 

A
長
崎
名
所
は
柴
尾
山
か
ら
長
谷
川
七
つ 

十
三
渡
し
の
白
水
川
よ

城
は
な
け
れ
ど
城
は
な
け
れ
ど
白
水
川
よ 

A
松
崎
名
所
は
永
代
橋
に
と
大
塚
神
社 

春は岡
岳山
停
車
場
どおり 

夜は浜町
寺もないの
に円
能寺 

A
宇
土で
名所は
森の
水
五
色山
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西
は
不
知
火
よ
い
へ
桂
原 

梅の
生
木
の
緑
柱

A
熊
本
名
所
は、
第
六
師
団
藤
崎
ま
つ
り 

春
は
花
岡
山
立
田
の
も
み
じ 

夜はニ
本木寺もないの
に水前寺

は
か
り
米

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
長
崎 

伝
承
者
対
田
サ
ト
明
治

33
年
生
女 

A
は
か
り
米
々
今
年
の
米
は
よ
う
で
き
ま
し
た 

赤
玉
な
し
で
白
玉
ば
か
り 

|

番
目
の
一
助
ど
ん
は
か
ら
る
る
余
米
は 

一万一
千

一

百石
は 

一
十
斗の
一
斗の
一升の
一そ
う
まで 

は
か
り
お
さ
め
て
二
番
目
に
渡
し
た 

A
二
番
目
の
ニ
助
ど
ん
は
か
ら
る
る
余
米
は 

ニ万
ニ
千
二
百
石
は 

二
十
斗
の
ニ
斗
の
ニ
升
の
ニ
そ
う
まで 

は
か
り
お
さ
め
て
三
番
目
に
渡
し
た 

略

雨
乞
い
に
わ
か
唄 
宇—
4
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
塚
原 

伝
承
者
高
崎
み
ね
子
大
正

12
年
生
女 

A
椰
子
の
木
や
茂
る
土
人
は
恋
を
す
る 

妾一人じや淋しいわ 

帰
ろ
帰
ろ

チヤンチヤンチヤラ

リ
コ
チヤンチヤン 

チヤンチヤンチヤラ

リ
コ
チヤン 

A
親
が
ゆ
る
し
た
枕
は
い
や
よ 

は
だ
か
で
も
良
い
好
い
た
方 

惚れたいさせたい 

A
お
お
す
そ
し
て

く
れ
と
酒
迄
よ
ばれ 

言
ぅ
て
く
れ
る
な
と
金
迄
も
ら
い 

お
お
き
い
さ
ん
き
ゆ

自
転
車
節 
T
6
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
松
橋 

伝
承
者
富
屋
登
美
明
治

35
年
生
女 

A
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
出て
く
る
わ 

自
転
車
乗り
の
時
間
借
り 

曲
乗り
上
手
と
生
意
気
な 

両
手
離
し
た
酒
落
男 

あ
つ
ち
行
つ
て
は
あ
ぶ
な
い
よ 

こ
つ
ち
行
つ
て
は
あ
ぶ
な
い
よ 

あ
ぶ
な
い
と
言
つ
て
い
る
間
に 

そらさでこけた 

チリ
ン
チ
リ
ン
チ
リ
ン

高
い
山 
宇—
6
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
大
野 

伝
承
者
古
川
ィ
チ
大
正

2
年
生
女 

A
高
い
山
か
ら
谷
底
見
れ
ば
の
い 

瓜
や
な
す
び
の
花
ざ
か
り
よ

—153 —



アッチモヨサドンドン 

コッチモヨサドンドン 

A
高
い
山
か
ら
に
ぎ
り
飯
こ
き
や
た
な
い 

カ
ラ
ス
喜
ぶ
わ
し
や
ど
ぅ
し
よ
ぅ
か
な
い

ち
よ
ぼ
く
れ
さ
ん 
宇
丨
6
丨

Q
.

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
大
野 

伝
承
者
古
川
ィ
チ
大
正

2
年
生
女 

~\
い
つ
け
ん
来
な
さ
れ
ち
よ
ぼ
く
れ
さ
ん 

蛇
の
目
の
唐
傘
三
代
き 

ス
ク
レ
ッ
ポ
デ
ゴ
ー
サ
イ
サ
イ 

m

 m

イ
ノ

ドン

お
か
げ
節
 

宇—
6
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
西
下
郷 

伝承
者
奥田
貢
大正

3
年生男 

ぺ宇土で
名所は森の
水五
色山 

松
合
不
知
火
ァ
ヨ
ィ
ヨ
ィ
桂
原 

梅
の
生
き
木
の
緑
柱 

お
か
げ
と
さ
あ
い
た
と
さ 

ツ
イト
ツ
ンテ
ン

A
あ
な
た
百
ま
で
わ
し
や
九
十
九
ま
で
長
々
と 

髪にや白髪のアヨイヨイ生えるまで 

あ
か
ざ
の
杖
を
つ
い
て
お
寺
ま
い
り 

お
か
げ
と
さ
あ
い
た
と
さ

相
撲
甚
句 
宇—
6
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
南
豊
崎

伝
承
者
藤
本
シ
ヅ
エ
明
治

33
年
生
女
他

r

ハ
ァ
ー

よ
ん
べ
夢
み
た
大
き
な
夢
は

ハア

1
ドス
コ
イ

ド
ス
コ
イ

奈
良
の
大
仏
腰
に
さ
げ
ー 

千石
砂
お
ばげたにさし
ハイ 

奈
良
の
大
仏
腰
に
さ
げ
ー 

富
士の
山
おば越しまし
たハイ 

な
ん
だ
か
喉
が
か
わ
く
の
で
ー 

近江の
湖
飲み
ほ
して
ハ
イ 

な
ん
だ
か
喉
に
か
か
る
や
ら
ー 

エ
ヘ
ン

エ
ヘ
ン
と

え
ず
い
た
ら
ー
ア
'―

瀬
田
の
か
ら
橋
し
ゃ

ョ
ホ
ー
ホ
イ
ー
エ
ー 

ひ
よ
ろ
り

イ
ー
ね
た
よ
ー

ア
丨

ド
ス
コ
イ

ド
ス
コ
イ 

A
ハァー

わ
し
が
相
撲
と
り
ゃ
お
や
じ
が
き
ら
う
よ

ア
丨

ド
ス
コ
イ

ド
ス
コ
イ

お
や
じ
き

ら
う
な
わ
て
が
相
撲
さ
ん
と
言
う
人
は 

米
の
ま
ま
く
て

觸の
シ
シ 

油
の
よ
う
な
酒
飲
ん
で
ハ
イ 

イ
タ
チ
の
毛
の
よ
う
な
た
ば
こ
す
い 

行たさ
きゃ我家で
よーい
ハイ 

ぇ
^
郎̂
か
妻
よ
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さ
ん
か
い
節 

{一
}'

^
^-
U

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
南
小
川 

伝
承
者
吉
田
エ
モ
明
治

30

年
生
女 

A
時
間
き
た
の
に
芸
者
は
帰
る 

後
に
残
る
は
誰
と
誰

風
の
音
ヨ
ィ
シ
ョ
コ
シ
ョ 

か
ん
ざ
ま
し
の
酒

A
船
を
ま
き
あ
げ
て
船
頭
衆
は
帰
る 

後
に
残
る
は
誰
と
誰

風
の
音
ヨ
ィ
シ
ョ
コ
シ
ョ

浜
の
松
風高

い
山
か
ら 

{ if
*

0̂.

-
U

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
北
小
野 

伝
承
者
吉
田
シ
キ
エ
大
正

12
年
生
女 

A
高
い
山
か
ら
谷
底
み
れ
ば
の
ー
い 

瓜がしゃみひく 

なす
びが歌ぅ 

あ
い
に
ゃ
か
ぼ
ち
ゃ
ど
ん
が 

手
を
た
た
く
わ
い
な 

ア
ッ
チ
モ
ヨ

力ヨカヨメゴ 

n

ッチ
モ
ヨ
力ヨカヨメゴ 

ナ
ン
デ
モ
セ
ー
カ
ン
デ
モ
セ
ー 

~\
とんと

た
たい
て 

ね
や
の
戸
を
あ
け
て
よ 

戸
の
す
き
ま
よ
り
さ
し
の
ぞ
く 

知
ら
ぬ
顔す
り
や

なおかわいわいな 

A
島
に
流
さ
れ
た
し
ん
が
ん
様
よ
ー 

お
ー
い
そ
の
船
か
え
せ 

お
ー
い
そ
の
船
か
え
せ 

よ
べ
ど
さ
け
べ
ど 

か
え
し
ゃ
せ
ぬ
わ
い
な
ぁ

恋
歌 
宇—
^

—
⑶

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
南
小
川 

伝
承
者
高
橋
セ
ッ
明
治

28

年
生
女 

A
思
い
出
す
昨
年
の
春
の
桜
ご
ろ 

恋
し
き
人
と
手
に
手
を
と
り
か
わ
す 

楽
し
く
し
た
の
も
今
が
夢 

や
っ
て
き
な
や
っ
て
き
な 

や
っ
て
き
な
や
っ
た
ね 

す
て
ら
れて

何
の
あ
な
た
ば
う
ら
み
ま
し
ょ
う 

い
た
ら
ぬ
私
の
身
ば
う
ら
む
身
ば
う
ら
む 

時
と
時
節
が
来
た
な
ら
ば 

じ
し
ゆ
う
つ
な
み
は
ま
た
か
え
る 

チョ
イ
ト
ネ

相
撲
甚
句
 

宇—
t

^
1
⑶

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
南
小
川 

伝
承
者
高
橋
セ
ッ
明
治

28

年
生
女

A
ハァー

か
ん
ぺ
ん
さ
ん
は
蓑
着
て
笠
着
て
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鉄
砲
か
つ
い
で
お
し
し
が
り
ー 

I
山
越
え
て
も
し
し

や
お
ら
ぬ 

ニ
山
越
え
て
も
し
し

や
お
ら
ぬ 

三
山
の
す
み
の
岩
か
げ
に
ハ
ア
ー 

し
し
か
と
思
っ
て
ニ
つ
玉 

し
し
か
七
思
っ
て
行
っ
て
み
れ
ば 

コ
リ
ャ
コ
リ
ャ

な
み
さ
ん
コリャしもた

と 

し
し
で
は
な
い
か
と
ほ
と
く
ら
を
ハ
ア
ー 

さ
ぐ
れ
ば
大
判
小
判
が
四、
五十両 

死
んだあ
んたにやいらぬ
金 

こ
の
金
か
し
て
く
だ
さ
れ
ヨ
ホ
ー
ホ
イ
エ
ー
エ
ー 

旅
の
人
よ
トコ
ド
ス
コ
イ

ド
ス
コ
イ

ハ
ーア

略

熊
本
さ
の
さ 

―

8
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
豊
野
村
中
間 

伝
承
者
前
田
義
勝
明
治

44
年
生
男 

A
花
づく
し
さ
ざ
ん
か
さ
く
ら
か
す
い
せ
ん
か 

寒
に
咲
くの
は
梅の
花 

牡丹芍薬百合の花 

お
も
と
の
事
な
ら
南
天
菊
の
花 

さ
の
さ

A
あ
の
花
は
い
き
な
花
だ
よア
ラ
よそ
の
花 

あ
の
花
野
山
に
あ
る
な
ら
ば 

一枝おいてぬ床の
前へ 

花
の
散
る
ま
で
な
が
め
た
い 

さ
の
さ

A
盃
の
台
の
ま
わ
り
に
菊
ぅ
え
て 

根
も
菊
葉
も
菊
か
ら
も
菊 

時
々
き
ゃ
あ
な
た
の
ね
え
事
も
き
く
な
一 

さ
の
さ

A
熊
本
の
安
世
橋
か
ら
文
取
り
こ
き
ゃ
た 

"
r

文
は
流
れ
る
恋
路
は
し
づ
む 

と
る
に
と
ら
れ
ぬ
川
船
ぞ
お
ー
な
い
し

j

 

な
さ
け
な
い
事
ね

し
て
も
ろ
た
二
人
の
恋
路
は
川
に
流
れ
こ
む 

さ
の
さ

A
牢
ご
く
の
水
ぜ
め
火
ぜ
め
は 

い
と
わ
ね
どし
げ
た
だ
様
お
な
さ
け
で 

い
かなるあこ
や
もね 

白
状す
るい
か
な
るあ
こ
や
も
白
状す
る 

さ
の
さ

€)
r j

は
詩
吟

す
つ
と
ん
と
ん 

―

8
丨

U

伝
承
地
下
益
城
郡
豊
野
村
中
間 

伝
承
者
前
田
義
勝
明
治

44
年
生
男 

A
す
つ
と
ん
と
ん
す
つ
と
ん
と
ん
と
戸
ば
た
た
く 

で
て
み
り
ゃ
姿
も
か
げ
も
な
し 

そ
ら
ふ
く
夜
風
に
だ
ま
さ
れ
て 

お月
さ
ん
に
見
ら
れ
て
は
ず
か
し
や 

A
き
り
よ
ぅ
よ
い
と
て
高
ぶ
る
な 

あ
の
奥
山
の
岩
つ
つ
じ 

な
ん
ぼ
色
よ
く
咲
い
た
と
て
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さ
ま
ち
や
ん
が通わにや 

た
だ
の
花
す
つ
と
ん
と
ん 

略

芋
浄
瑠
璃 
10
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
砥
用
町
畝
野 

伝
承
者
岩
本
生
吉
大
正

6
年
生
男 

A
益
城
砥
用
の
芋
ど
の
は
段
々
畑
に
陣
屋
を
構
え 

七、
八
月
に
な
り
ぬ
れ
ば
青
い
旗
を
ば 

押
し
た
て
押
し
た
て 

風
さ
え
吹け
ば

 

r

ギ
ヤ、
ギ
ヤ」

雨
さ
え
降
れ
ば
「バラ、
バラ」

十
月
頃
に
な
り
ぬ
れ
ば
白
髪
の
お
や
じ
が
鍬
ひ
っ
下
げ

芋
の
陣
屋
に
忍
び入
り

ひ
と
鍬
打
っ
て
は

 

r

ギ
ユ
ッ」
と
引
き

ふ
た
鍬
打
っ
て
は
「ド
サ
ッ」
と
投
げつ
け

鎌
の
次
郎
が
駆
け
寄
っ
て

芋
の
青
首
水
も
漏
ら
さ
ず
切
り
落
と
せ
ば

竿
ど
の
は
も
ぅ
た
ま
ら
じ
と

子
ご
の
中
に
逃
げ
込
め
ば

我
が
家
を
指
し
て
持
ち
帰
る

我
が
家
に
帰
れ
ば
白
髪
の
ば
ば
あ

だ
ぐ
れ
じ
ょ
ぅ
け
に
移
し
入
れ

庭の小川に持運び

上
に
下
に
踏
み
返
せ
ば、
あ
あ
な
つ
か
し
や

子
は
親
よ
り
も
先
に
白
装
束

白
髪
の
ば
ば
あ
は
観
音
じ
よ
う
け
に
移
し
入
れ

我
が
家
指
し
て
持
ち
帰
り 

包
丁
の
三
郎
が
駆
け
寄
っ
て 

尻
く
ち
取
っ
て
投
げ
込
め
ば 

火
は

「ド
ン、
ド
ン
」
と
燃
え
上
が
る 

も
は
や
煮
え
ん
と
思
う
頃 

白
髪
の
ば
ば
あ
箸
を
取
り 

芋
の
横
腹
「ズ
ッ
ク」
と
突
込
み

三
日
月
な
り
に
嚙
み
付
い
て
「ギ
ョ

ロ
リ、
ギ
ョ
ロリ」
と 

呑
み
込
め
ば

こ
こ
が
喉
の
せ
ば
道
か
と 

裏
門
指
し
て
落
ち
に
け
り

相
撲
甚
句
の
花
づ
く
し 
八—
1
丨
⑵

伝
承
地
八
代
市
植
柳
下
町 

伝
承
者
野
崎
キ
ミ
エ
大
正

14
年
生
女 

へ
花
を
集
め
て
甚
句
に
読
め
ば
ョ

ド
ス
コ
ィ
ド
ス
コィ

正月寿福寿草 

二
月
に
咲
く
の
が
梅
の
花 

三月桜や四月藤 

五月
あ
や
め
に
か
きつ
ばた 

六月牡丹
にとまるち

ょうや 

七
月
野
山
に
咲
く
萩
か 

八
月
お
盆
で
蓮
の
花 

き
き
ょ
う
か
る
か
や
お
み
な
え
し 

冬
は
水
仙
た
ま
つ
ば
き 

数
多
名
花
の
そ
の
中
に
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自慢で
かかえ
たたいこ
腹 

し
ゅ
す
の
黒
髮
ば
れ
ん
ず
け 

ば
ん
じ
ゅ
束
ね
の

や
ぐ
ら
びん 

清
め
の
塩
や
化
粧
髪 

四
こ
踏
み
な
ら
す
土
俵
上 

四
こ
組
ん
だ
る
落
と
し
座
は 

そ
れ
ぞ
誠
の
国
の
花

ち
よ
ぼ
く
れ 
芦—
1
—
3

伝承
地
水
俣
市
久木野 

伝
承
者
鶴
田
エ
キ
大
正

5
年生 

A
ア
ー
ラ
ト
サ
カ
ヨ
ィ
ヤ
サ 

ト
サ
カ
ヨ
ィ
ヤ
サ
ト
サ
カ
ヨ
ィ
ヤ
サ 

む
こ
ぅ
横
丁
の
お
稲
荷
さ
ん
に 

ー銭あ
げて
ざつ
と拝んで
おせ
ん
が茶屋
に 

腰
を
か
け
た
ら
し
ぶ
茶
を
出
し
た 

し
ぶ
茶
ヨコヨコ

横
目
で
見
れ
ば 

米
の
だ
ん
ご
か
粟
の
だ
ん
ご
か 

だ
ん
ご
だ
ん
ご
で
そ
ん
な
も
ん
な
い
け
な
い 

略

高
い
山 
芦
丨
1
丨
⑵

伝承
地
水
俣
市
湯
出町 

伝
承
者
柏
木
サ
カ
明
治

37
年
生
女 

A
高い山
から
谷底見
れ
ば 

ウリや

ナ
ス
ビ
の
花
ざ
か
り 

A
紺
の
前
か
け
松
葉
の
ち
ら
し

ま
つ
に
こ
ん
と
が
気
に
か
か
る 

A
こ
よ
い
忍
ぶ
な
ら
裏
か
ら
お
い
で 

お
も
て
来
る
な
ら 

ア
ー
ガ
ラ
ガ
ラ
ビ
ッ
シ
ャ
リ 

ア
ー
音
が
す
る
わ
い
な 

A
裏の
小池にじやが出るじやげな 

じ
や
こ
た
じ
や
あ
け
ど
ぅ
そ
じ
や
げ
な

K
ンn

節 
芦
丨
1
丨
(2

伝承
地
水俣
市湯
出町 

伝
承
者
柏
木
サ
ヵ
明
治

37
年
生
女 

A
前のキンチクヤ
ゴからドンコがで
たでた 

た
た
け
ば
は
ら
か
く
じ
や
に
よ
っ
て
さ
の
き
よ 

金
比
羅
さ
ん
に
ち
よ
い
と
番
を
た
て
ま
つ
る 

ア
丨
ヨ
イ
シ
ヨ
ヨ
イ
シ
ヨ 

ヨ
イ
シ
ヨ
ヨ
イ
シ
ヨ

A
前
の
じ
く
田
ん
ぼ
に
ビ
キ
が
す
も
ぅ

と
る 

コ
ビ
キ
の
す
も
と
る

ビ
キ
す
も
と
れ

小ビキ小ず

も
と
れ 

A
前
の
だ
ん
だ
ん
畑
に
嫁
が
大
根
ひ
い
て 

小
嫁
も
大
根
ひ
く
こ
こ
嫁
小
大
根
ひ
け

球
磨
の
六
調
子 
T
1
—
⑴

伝
承
地
人
吉
市
願
成
寺
町 

伝
承
者
銀
杏
田
ォ
ス
ミ
大
正

7
年
生
女 

A
球
磨
で
名
所
は
青
井
さ
ん
の
御
門 

前
は
蓮
池
桜
馬
場
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ヨ
イヤサ
ー
 

コ
イ
サ
ツ
サ
コ
イ
サ
ツ
サ 

サコユコタジヨジョナイ 

コラジヨジヨアツテドウスルカイ 

コイサツサコイサツサ

A
桜
馬
場
か
ら
薩
摩
瀬
見
れ
ば 

殿
の
御
殿
に
鶴
が
舞
う

ヨ
イ
ヤ
—
 

コイサツサコイサツサ 

へ
こ
こ
は
西
町
こ
ゆ
れ
ば
祖
町 

出
町
こ
ゆ
れ
ば
桜
馬
場
ヨ
イ
ヤ
ー
サ
ー

お
ま
え
さ
ん
の
ご
た
つ
と
コ
ラ
た
ん
す
に
も
つ
た
ら
い
き
や
よ
か
ろ 

た
ん
す
ど
こ
ろ
か
よ
め
ご
に
も
っ
た
ら
ま
だ
よ
か
ろ 

コイサツサコイサツサ 

A
球
磨
の
こ
と
ばで
鲇
か
け
み
や
れ 

ハア
きもんのすそ
をばハア 

ハ
ア
あ
ゆ
を
ば
か
き
ゆ
う
ち
ゆ
て 

ひ
ゆ
う
を
ばう
っ
た
く
っ
て 

ハ
ァ
せ
っ
か
く
か
か
っ
た
鮎
ま
で 

ナンチュ
 

ナンチュ 

略

ね
た
こ
ひ
つ
か
ら
げて 

の
め
く
つ
て
つ
つ
こ
け
て

は
つ
て
き
や
して

は
く
と
ざ
ん

A
は
く
と
み
ま
や
に 

つ
もり
し雪
は 

とけて
流れて

——

1
——

3

伝
承
地
人
吉
市
温
泉
町 

伝
承
者
湯
本
チ
ク
明
治

41

年
生
女 

て
んつ
る
し
や
ん

あ
り
が
れ
の
ア
ー

かわいてんつるしやん

乙
女
の
化
粧の
水 

A
一
人
息
子
を
て
ん
つ
る
し
ゃ
ん 

戦
地
に
出
し
て

今
日
も
 

く
る
く
る
糸
ぐ
る
ま

 
ア
ー 

い
く
つ
て
ん
つ
る
し
ゃ
ん 

まレたら帰るやら 

ア
も
ひ
とつ
か
さ
ね
て 

て
んつ
る
し
ゃ
ん 

A
一
人
娘
を
て
ん
つ
る
し
ゃ
ん 

芸
者
に
出
し
て

今
日
も
く
る
く
る
は
げ
ち
ゃ
び
ん
ァ
ー 

い
くつ
て
んつ
る
し
ゃ
ん 

さ
せ
た
ら
帰
る
や
ら 

ア
ラ
て
ん
つ
る
し
ゃ
ん 

も
ひ
と
つ
か
さ
ね
て
て
ん
つ
る
し
ゃ
ん 

A
泣
く
な
な
げ
く
な
て
ん
つ
る
し
ゃ
ん 

か
な
ら
ず
帰
る

き
り
の
こ
ば
こ
に
錦
着
て
ァ
ー 

あ
い
に
て
ん
つ
る
し
ゃ
ん 

来
て
く
れ
く
だ
ん
坂 

ア
ラ
て
んつ
る
し
ゃ
ん

ち
よ
ぼ
く
れ
坊
ず 
^―

1
1
(6

伝
承
地
人
吉
市
下
原
田
町 

伝
承
者
荒
毛
ソ
ヲ
明
治

38

年
生
女

A
ち
ょ
ぼ
く
れ
坊
ず

ち
よ
ぼ
く
れ
坊
ず
喋
ら
に
ゃ
め
し
ゃ
く
わ
ん
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う
ち
の
隣
り
の
そ
の
ま
た
と
な
り

ど
う
ら
く
男
が
し
も
つ
け
み
っ
か
ん
ば
に

ち
よ
い
と
こ
け
死
ん
だ

そ
っ
げ
ど
が
地
獄
さ
み
ゃ

た
ぐ
り
も
っ
て
う
し
て
た

地
獄
の
様
子
を
ち
よ
こ
ら
と
聞
け
ば

こ
の
ご
り
ゃ
地
獄
に
ゃ
ば
く
ち
が
始
ま
り

え
ん
ま
が
ど
う
と
り

お
し
ゃ
か
が

金
も
う
け

し
や
く
ど
も
こ
ろ
も
も
は
り
こ
う
で
し
も
た

う
ち
に
帰
り
て

か
か
の
を
ふ
と
ん
と
お
も
て 

か
ぶ
っ
て
ね
た
れ
ば
の
み
が
食
う
や
ら 

し
ら
み
が
く
う
や
ら
お
な
さ
け
で 

こ
ろ
の
に
お
い
が
ぷ
う
ー
と
す
る
や
ら 

ち
よ
ぼ
く
れ
坊
ず
は
喋
ら
に
ゃ
め
し
ゃ
く
わ
ん 

あ
ち
よ
ぼく
れ
ち
よ
ぼく
れ

忍
びう
た
 
^—

2
1

⑴

伝
承
地
球
磨
郡
錦
町
木
上 

伝
承
者
尾
藤
国
幸
明
治

45
年
生
男
 

A
しの
び男の
夜は
なん
どきか 

し
の
ぶ
九
つ
世
は

な
さ
け 

A
夜
の
夜
中
に
ニ
声
三
声 

あ
と
の
一
声
さ
ま
の
声 

A
し
き
どちよろちよろ 

小
唄
で
通
る

ど
こ
の
忍
び
の
も
ど
り
や
ら

や
つ
さ
節 
^—
2
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
錦
町
木
上 

伝
承
者
尾
藤
国
幸
明
治

45
年
生
男 

'
や
つ
さ
節
な
ら
し
り
ゃ
た
こ
つ
ぶ
れ 

前のむただがさまこしかかる 

アドシタドシタドシタトシ夕 

A
お
ま
え
さ
ん
さ
よ
そ
の
き
で
あ
れ
ば 

わ
た
し
ゃ
そ
の
気
の
さ
ま
え
だ
と
な
る 

A
お
ま
ぁ
や
ぁ
ど
つ
か
ら
か
よ
み
た
ぁ
こ
た
ぁ
な
か
が 

かおもみしらぬサマなもしらぬ

桶
や
さ
ん 
^—

3
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
犬
童
サ
ダ
明
治

29
年
生
女 

桶
や
さ
ん
ち
り
り
ば
ら
り
と
な
つ
た
る
板
を
ヨ
イ
シ
ヨ 

足
で
集
め
て
手
で
し
め
て
ヨ
イ
シ
ヨ 

水
ま
た
も
ら
ん
よ
ぅ
に
し
て
お
く
れ 

チヨイチヨイ追
分 
-̂
-
3
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
山
口
数
義
大
正

7
年
生
男 

~\
西
は
お
い
わ
け
東
は
関
所 

あ
さ
ま
れ
か
ら
あ
あ
ー 

ま
あ
お
日が
出る

——160——



第三章熊本県の民謡

忍
び
歌 

T
4
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
免
田
町
黒
田 

伝
承
者
山
ロ
政
喜
明
治

41

年
生
男 

A
し
の
び
男
の
夜
は
何
時
か 

しの
びゃ
九つ
夜
は
七つ 

~\
西
に
様
も
ち
東
に
お
れ
ば 

日
暮日
暮
に
ゃ
思
い
出す 

A
あ
な
た
一
人
と
定
め
て
か
ら
は 

ほ
か
に
心
は
な
し
の
花

球
磨
の
六
調
子

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
宮
原 

伝
承
者
中
神
九
州
男
大
正

3
年
生
男 

A
球
磨
で
名
所
は
青
井
さ
ん
の
御
門 

前
は
蓮
池
桜
場
ょい
や
さ 

言
い
な
ん
な
が
い
や
る
ば
い
し
っ
た
こ
た 

ご
さ
ん
さ
ん
い
っ
ぺ
ん
に
ん
ど
ど
ぎ
ゃ
あ
ろ
き
ゃ 

み
あ
げ
竹
ん
ば
ち
ぅ
め
ぼ
し
だ
っ
き
ょ 

ぼつぼつ
登らんせ

 

-  

A
田
舎
庄
屋
殿
の
城
下
見
物 

見
や
れ
麻
の
は
か
ま
を 

後
た
こ
前
ひ
く
ひ
っ
つ
り
ひ
っ
ぱ
り 

ひ
っ
か
ら
げ
て
ゴ
ン
ボ
づ
と
や
ら 

山
芋
づ
と
や
ら
い
な
わ
せ
て
か
る
わ
せ
て 

相
良
成
下
を
あ
つ
ち
や
びつ
く
り

こ
っ
ち
や
び
っ
く
り
し
や
し
や
め
く
所
を 

あ
ら
ま
し
よ
う
し
な
虎
毛
の
犬
が
庄
屋
殿 

かもちゆうてほえ廻るよつ
やさ

か
ん
の
ん
さ
ん
の
歌 
^—

9
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
須
恵
村
平
山 

伝
承
者
坂
本
永
年
大
正

8
年
生
男 

A
し
よ
ん
が
ば
ば
さ
ん
め
い
ざ
ん
す
き
で
ご
ざ
る 

よ
ん
べこ
こ
の
つ
け
ー
け
さ
な
なつ

ド
ッ
コ
イ
シ
ヨ
ー
シ
ヨ
ン
ガ
エ
ー 

フライ
 

フライ 

A
よ
ん
べ
の
こ
こ
の
つ
に
や
—

し
よ
く
し

よ
は
せ
ね

ど

け
さ
の
な
な
つ
に
や
ー
し
よ
く
し
よ
し
た

ド
ッ
コ
イ
シ
ヨ
ー
シ
ヨ
ン
ガ
エ
ー 

フライ
 n

ライ

球
磨
の
六
調
子 
-̂

11
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
相
良
村
川
辺 

伝
承
者
永
田
熊
記
明
治

38

年
生
男 

A
し
の
び
男
の
よ
は
な
ん
ど
き
か 

し
の
び
や
こ
こ
の
つ
よ
は
な
な
つ

ヨ
イ

ヤサー

n

イ
シ
ヨ
ツ
シ
ヨ

 
コ
イ
シ
ヨ
ツ
シ
ヨ 

コユ
コ
タ

ア
ジ
ヨ
ジ
ヨ
ナ
イ 

A
し
の
び
も
ど
り
の
は
な
び
ら
よ
き
は 

ど
て
の
ま
た
う
す
ぎ
で 

か
え
ら
れ
ぬ
ヨ
ィ
ヤ
サ
ー
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コ
イ
シ
ヨ
ッ
シ
ヨ

 
コ
イ
シ
ヨ
ッ
シ
ヨ

A
こんやくるばよどの
まにねるか 

ひがしなんどの
次の
まにヨ
イヤサ

I 

ひ
が
し
な
ん
ど
の
次
の
ま
に
ゃ
ね
る
な 

朝
ね
し
た
と
き
ゃ
で
は
な
ら
ぬ

ヨ
イ

ヤサー

す
つ
と
ん
と
ん
節

 
—̂
11
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
相
良
村
柳
瀬 

伝
承
者
小
村
サ
ッ
キ
大
正

14
年
生
女
他 

A
イ
ザ
ォ
め
ん
か
ら
な
が
む
れ
ば 

ア
にしむらへさ
じよが真正面 

前
は
球
磨
川
ほ
か
け
舟 

いきなべっ
ぴんさんが汽車を待つ 

ス
ッ
ト
ン
ト
ン

 
ス
ッ
ト
ン
ト
ン 

~\
あ
て
の
は
ら
み
た
い
な
イ
ザ
ォ
で
も 

古
きせ
ん
ばは
ない
け
れ
ど 

好
き
な
かの
女が
おれ
ばこそ 

い
や
な
百
姓
も
せ
に
ゃ
な
ら
ぬ

ス
ッ
ト
ン
ト
ン

 
ス
ッ
ト
ン
ト
ン

A
アちよいと出たお月さんは松のかげ 

わ
た
し
と
お
ま
え
さ
ん
は
小
屋
の
中 

の
み
が
く
ら
お
と
蚊
が
さ
そ
と 

ア
し
か
け
た
こ
と
な
ら
や
め
ら
り
よ
か

ス
ツ
ト
ン
ト
ン

 
ス
ツ
ト
ン
ト
ン

ち
よう
し
村
の
七
段
目

 
1
^

11
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
相
良
村
川
辺 

伝
承
者
永
田
熊
記
明
治

38

年
生
男

ヤァヤァかんべぃぞ

お
の
が
主
人
な
え
ん
な
は
ん
が
ん
た
か
さ
だ
わ 

おらがだんなの
もろのうさまに

な
に
か
で
ん
ち
ゅ
う
で
あ
っ
ち
の
ほ
う
で
は
ぼ
っ
ち
ゃ
く
ち
ゃ 

こ
っ
ち
の
ほ
う
で
は
ぼ
っ
ち
ゃ
く
ち
ゃ 

ぼ
っ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ

 
い、
っ、
っちに 

小
さ
な
刀
を
ち
よ
い
と
ぬ
い
で
ち
よ
い
と
切
っ
て 

と
が
に
よ
っ
て
や
し
き
は
閉
門 

あ
み
の
り
か
ご
に
し
は
え
さ 

は
え
さ
さ
と
ぼ
っ
か
り
し
て
し
も
う
た 

略

球
磨
の
六
調
子 
Tn

—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
相
良
村
川
辺 

伝承
者西
義弘
大正

6
年
生
男
他 

A
おまや
な
ん
とい
う
たは
じめ
は
ん
に
ゃ 

こ
こ
ろ
が
わ
し
は
せ
ぬ
と
い
う
た

ョ
ィ

ヤ
サ—

A
あ
な
た
ひ
と
り
が
つ
れ
し
よ
は
な
い
か

つ
れ
し
よ

あ
と
か
ら
か
ご
う
る

ョ
ィ

ヤサー 

A
あ
な
た
百
ま
で
わ
し
ゃ
九
十
九
ま
で 

と
も
に
白
髪
の
は
ゆ
る
ま
で

ョ
ィ

ヤサー 

A
こ
え
が
た
た
ん
と
き
ゃ
う
し
の
け
つ
な
め
る 

か
さ
ね
が
さ
ね
の
声
が
で
る

ョ
ィ

ヤサー 

A
い
っ
た
ん
畑の
さ
や
豆
は
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ひ
と
さ
や
走
れ
ば
み
な
は
し
る 

わ
た
し
ゃ
お
ま
え
さ
ん
に
つ
い
て
走
る 

コ
イサッサコ
イサッサ
力

どこ
い
せ
節

 
f
ll

丨
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
相
良
村
川
辺 

伝承
者西
ハッ
キ
大正

11
年
生
女
他 

A
どこ
い
せ
どこ
い
せ
は
夜
中の
す
もうヨ
イ 

ふ
れ
つ
も
つ
れ
つ

ま
た
も
ド
ッ

コ
イ
セ 

ド
ッ
コ
イ
セ
ノ
セ
ー
ア
ジ
ャ
ヨ
カ
ロ 

ク
チ
ャ
ミ
ン
ケンデア
ジャワ
カラ
ンサイ 

サイバサイバ

A
丸
い
玉
子
も
み
よ
う
じ
四
角
へ 

も
の
も
い
わ
れ
よ
う
じ
ゃ
か
ど
が
た
つ 

A
む
す
め
し
た
が
る
親
た
ち
ま
で
も
エ
ー 

さ
せ
て
み
た
が
る
ゆ
す
の
り 

A
あ
な
た
ひ
と
り
か
つ
れ
し
よ
ん
は
な
い
か
エ 

つ
れ
し
よ
あ
と
か
ら
か
ごで

く
る

球
磨
ゲ
ン
数
え
歌

 
-̂

12

15

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
小
鶴 

伝
承
者
三
浦
一
雄
昭
和

3
年
生
男 

A
じゃいなのいっけんど 

さんだんかけて
じゅんかけて 

しいひ
きでっ
ぽで
ごさいさい

ニ
上り
 

〒

12
—
(6)

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
内
谷 

伝
承
者
内
山
重
信
大
正

3
年
生
男 

A
行
こ
か
ま
い
ら
ん
し
よ
う
か 

よ
ね
山
の
やくし 

ひ
とつ
あ
み
の
た
め
サ
サ 

ぬ
し
の
た
め
ぬ
し
の
た
め

忍
び唄
 

球—

13
—
m

伝
承
地
球
磨
郡
山
江
村
山
田 

伝承
者西
川
実
大正

9
年生男 

~\
入
れ
て
下
さ
れ
か
ゆ
く
て
な
ら
ぬ 

キユツキユキユキユツキユキユ 

わ
た
し|

人
が蚊帳の
外 

ブ
ン
ガ
チ
ヤツ

チヤブンガチャ

ツ
チャ 

A
思
い
出
し
て
は
写
真
を
な
が
め 

な
が
め
写
真
は
も
ー
な
ゆ
わ
ぬ 

'
お
れ
と
お
前
は
す
ずり
の
水
よ 

す
れ
ばす
る
ほ
どこ
ゆ
く
な
る 

A
どうせ

や
る
な
らで
っ
か
い
事
な
さ
れ 

富
土
の
山
お
ば
へ
で
飛
ば
せ 

A
こ
う
ゆ
御
縁
が
も
う
一
度
あ
ら
ば 

神
の
守
り
か
あ
り
が
た
や 

A
こ
ん
夜
来
る
ば
よ
ど
の
間
に
ね
る
か 

東
な
ん
ど
の
次
の
間
に 

A
東
な
ん
ど
の
次
の
間
に
や
ね
る
な 

朝
ね
し
た
と
き
や
出
わ
な
ら
ぬ

——lbd ―



万
江
節
 
f

13
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
山
江
村
万
江 

伝
承
者
橋
本
功
大
正

14
年
生
男 

~\
万
江
と
山
田
が
地
続
き
な
ら
ば 

か
よ
て
よ
は
な
し
ゃ 

や
す
ご
ざ
る

ソ
リ
ヤエ 
ソ
リ
ヤエ 

A
万
江
の
み
ず
は
し
ら
に 

あ
わ
と
き
び
や
ま
く
な 

あわで
かえれば 

き
びはあ
るえ 

A
み
ん
な
歌
お
や 

おて
す
ぼ
き
ゃ
く
も 

今の
は
やり
の

万
江
節をソリヤエソリヤエ

い
つ
そ
ぅ
節

 
f

14
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
大
規
武
男
明
治

43
年
生
男 

A
万
江
と
山
田
と
地
続
き
な
ら
ば 

かよて
よばなしゃやす
ござる

や
つ
し
節 

f
14
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
横
井
戸
吉
大
正

2
年
生
男 

A
破
れ
菅
笠
糸
切
れ
は
て
て
ェ
ー 

さ
ら
に
見
も
せ
ず
ナ
ー 

サ
ー

す
て
も
せ
ぬ
ヨー

A
や
つ
れ
は
て
た
よ
鏡
の
面
エ
ー 

見
れ
ば
ナ
ー

昔
が
ナ
ー 

サ
ー

思
わ
る
る
ョ
ー 

A
白
い
浴
衣
に
六
字
を
書
い
て
エ
ー 

や
が
て
ゆ
く
も
の

ナ
ー 

サ
ー
ご
く
ら
く
に
ユ
ク
ー

ち
よ
ぼ
く
れ

 
天—
玢—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
荟
北
町
坂
瀬
川 

伝
承
者
宮
崎
マ
ッ
ミ
明
治

41

年
生
女 

A
セ
コ
セ
ン
セ
コ
セ
ン
セ

n

セ 

江
後
ん
川
か
ら
掬、っかね 

折
山
ん
川
か
ら
掬
う
か
ね 

は
ぜどん
ぱぁ
どまおらんかね 

居
っ
た
居
っ
た
居
っ
た 

は
よは
よて
ご持って
来い 

A
ち
よ
ぼ
く
れ
坊
主
が
そ
こ
で
一
文 

隣
り
で
ニ
文
貫
い
集
め
て
三
十
文 

三
十
文
で
酒
買
う
て
す
っ
か
ら
か
ん
の 

つん鍋で
ぐんぐつ
とひん飲んで 

一
杯
飲
ん
だ
心
持
ち
ゃ
此
の
世
の
極
楽

どつ
こ
い
せ
節

 
天
丨
13
|

3

伝
承
地
天
草
郡
答
北
町
坂
瀨
川 

伝
承
者
錦
戸
春
義
明
治

45
年
生
男
他 

A
どつ
こ
い
せ
ばう
と
う
た
ら 

米
ば三
升
も
ろ
た
よ
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ま
三
升
も
ら
へ
ば
五
升
に
な
る 

どっこいせどっこいせ 

A
ど
っ
こ
い
せ
ど
っ
こ
い
せ
は 

田
舎の
角
力
よ
え

よれつもつれつ 

またもどっこいせ 

どっこいせどっこいせ

十、
語
り
物
に
関
す
る
も
の

®

セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ 
菊—
4
1
⑵

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
杉
水 

伝
承
者
渡
辺
ヮ
キ
明
治

32

年生女他 

A
と
わ
言
う
も
の
の
か
わ
い
や
な 

君
の
お
ん
た
め
か
ね
て
よ
り 

か
く
ご
き
わ
め
て
い
な
が
ら
な 

せ
め
て
人
ら
し
い
者の
て
に 

か
くて
も

素姓いやしいぎんべいが 

女
房
連
れ
の
刃
に
か
か
り 

な
ぶ
り
殺
し
を
げ
ん
ざ
い
の 

そ
ば
で
見
て
い
る
母
が
き
は 

ど
の
よ
う
に
あ
る
ま
ど
お
う
ぞ 

A
お
も
い
ま
わ
せ
ば
こ
の
ほ
ど
に 

う
と
う
に
歌
に
せ
ん
松
は 

ま
っ
か
ぃ
ぁ
っ
て
父
母
に 

顔
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
る

同
じ
な
の
つ
く
せ
ん
松
は
七
つ
か
八
つ
か
ら
金
山
に 

一
年
待
て
ど
も
ま
だ
み
え
ぬ 

ニ
年
待
て
ど
も
ま
だ
み
え
ぬ 

そ
な
た
は
百
年
待
っ
た
と
て
千
年
万
年 

待
っ
た
と
て
何
の
た
よ
り
は
あ
ろ
う
と
え 

三
千
世
界
ニ
子
を
も
っ
た
親
の
心
は 

皆
ひ
と
つ
こ
の
か
わ
い
さ
に
ど
く
な
も
の 

ど
く
と
み
え
た
ら
こ
こ
ろ
み
て 

死
ん
で
く
れ
と
は
ゆ
う
ゆ
う
な

写
経
の
橋 
阿—
2
—
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
竹
原 

伝
承
者
佐
藤
シ
ゲ
モ
明
治

32

年
生
女

A
熊
本
一
番
ま
す
屋
の
娘
阿
蘇
の
御
山
に
大
願
た
て
て 

参
ろ
参
ろ
と
毎
月
よ
だ
ち
今
日
は
日
も
よ
し
天
気
も
よ
い
し 

と
ぎ
も
誘
え
ば
七
人
ご
ざ
る
我
身
か
っ
れ
ば
八
人
ご
ざ
る 

下
に
白
も
く
上
着
は
リ
ン
ズ
帯
は
は
や
り
の
京
極
ど
ん
す 

三
重
に
廻
し
て
き
ち
や
で
止
め
て
ぽ
ん
と
た
た
い
て
後
に
廻
し 

傘
は
熊
谷
上
花
ぞ
め
て
白
の
き
ゃ
は
ん
に
八
尾
の
せ
き
だ 

そ
れ
じ
ゃ
親
様
参
り
て
来
ま
す

へ
も
う
少
し
急
げ
ば
大
津
の
町
に
大
津
の
若
い
衆
が
皆
出
て
ほ
め
た 

も
う
少
し
急
げ
ば
坊
中
の
町
に
坊
中
坊
さ
ん
物
た
ず
ね
ま
す
る 

阿
蘇
の
御
山
は
ど
れ
だ
け
ご
ざ
る
登
り
三
里
に
下
り
が
一
里 

そ
れ
じ
ゃ
坊
さ
ん
有
難
う
様
よ

A
も
う
少
し
急
げ
ば
写
経
ヶ
橋
だ
と
ぎ
の
七
人
渡
り
わ
し
た
が 

人
の
切
ら
ん
の
に
元
結
が
切
れ
た
風
も
吹
か
ん
の
に
髮
ふ
き
散
ら
し 

お
手
を
出
し
な
さ
い

お
手
引
き
ま
し
よ
う
下
は
大
川
大
蛇
と見
えて
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と
ぎ
の
七
人
参
り
て
ご
ざ
れ
私
し
ゃ
こ
の
橋
わ
た
り
は
で
き
ぬ 

親
の
報
い
が
子
に
き
た
も
の
よ
人
に
や
る
と
き
ゃ
小
さ
い
ま
す
で 

家
に
取
る
と
き
ゃ
大
き
い
ま
す
で
ニ
ま
す
使
っ
た
報
い
で
ご
ざ
る

の
ぞ
き 
-̂
1
—
(8)

伝
承
地
人
吉
市
下
原
田
町 

伝
承
者
荒
毛
ソ
ヲ
明
治

38

年
生
女

あいらつしやいいらつしやい

お金は見ての帰り道いらっしゃいいらっしゃい

と
こ
ろ
は
大
阪
車
区
で
ひ
さ
や
と
せ
い
の

き
ん
ま
ん
か
な
む
た
か
ち
ば
な
の
文
作
は

妻のうで
をの
ちそ
えて
中に育っ
たまさ子さん

生
ま
れ
つ
い
た
る
か
た
わ
者

遠慮気がねで
父
上が見
るに見
かねて
十九の
年

養子こう
じをもらい受けの
れん分けての
新所帯

ま
ま
子
育
ち
の
ま
さ
子
に
も
夫
や
父
の
情
に
て

気
が
ね
苦
労
もう
ち
忘れ

戦の
おかげで
商
売は日
さ々
びれ
るその
中に

夫のこう
じは
ぶら
ぶらと早や一年も医者がよい

つ
い
にこう
じもたまり
かね

あ
け
て
様
子
聞
く
な
ら
ば

様
子
を
聞
け
ば
こ
う
じ
に
も
医
者
の
話
し
を
物
語
り

我が身はかく
ごした程にこう
じもたまり
かね

あ
け
て
様
子
を
聞
く
な
ら
ば

小
首
か
だ
げて
お医
者
に
も
な
に
ん
悪
行の
事
ゆ
え
に 

養
生
第
二
に
な
さ
れ
よ
と
き
い
ひ
こ
う
じ
も
落
胆
し 

我
が
家
の
ほ
う
に
帰
り
来
て

奥
の
ひ
と
間
に
と
じ
こ
も
り 

アソラソラ
書
き
置
き
書
か
ん
と
す
る
と
こ
を
な
が
め
た
妻
の
ま
さ
子
さ
ん 

夫
の
そ
ば
に
か
け
ょ
り
て
様
子
を
聞
け
ば
こ
う
じ
に
も 

医者の
話しを物語り
我が身はかく
ごした程に 

く
じ
ゅ
う
く
だ
ん
の
か
ら
だ
で
ふ
び
ん
じ
ょ
は 

我
が
身
の
死
ん
だ
そ
の
後
に
二
人
の
子
供
の 

養
育を頼
む
と語りて
男
泣き 

略

天
の
や
り
へ
い
の
歌 
球—
3
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上

伝
承
者
山
口
数
義
大
正

7
年
生
男

う
た
し
ゃん
せ
ー 

た
た
か
し
ゃ
ん
す
か
ー 

身
は
鉄
ば
り
の
ー 

石
は
一
貫
百
百
目
の
石 

ニ
枚
三
枚つ
み
重
ね
ら
れ 

何
を
も
つ
て

た
ま
る
べ
く 

かわはや
ぶれて
肉あ
らわれ 

流
る
る
血潮
は
もの
す
ごく 

ざ
ん
ば
ら
が
み
の—

天
の
や
ー
が
ー

た
と
え
死
し
て
も
和
尚
の
た
め
ー
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十
ー、
祝
福
芸
に
関
す
る
も
の

3

永
草
牛
舞
の
歌 
阿
—
2
—
(5)

伝
承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
永
草 

伝
承
者
小
島
惟
則
昭
和

10
年
生
男

A
駄が来た駄が来た 

こ
な
た
の
お
家
は
お
金
が 

どつさりお米もどつさり

ウ
セコ
メ
カ
ッ
コ
メ

 
ウ
セコ
メ
カ
ッ
コ
メ 

ソ
ラ
7
丨
ソ
ラ

7
丨
ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ

7
丨 

A
こ
な
たの
お
家
に
や 

前
田
が
千
丁
襄
田
も
千
丁

合
せ
て
ニ
千
丁
ニ
千
丁
の
水
口
や
しつ
かり
止
め
た
か 

し
つ
か
り
止
め
た
ぞ
オ—
ソ
レ
ガ
ッ
テン 

ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
ワ̂—

ソ
ラ
ワ
ー 

A
縦
目
横
目
合
わ
せ
り
や
八
目
五
月
と
八
月 

ツアアラアラはつてけ 

こ
の
牛
し
や
去
年
も
ね
た
が
今
年
も
ね
ら
ね
ば
よ
い
が 

ソ
ラ
7
—
ソ
ラ
7
丨
ソ
ラ
7
—
ソ
ラ
7
丨 

A
牛
が
ね
た
三
助ア
ク
シ
ヤ
ナ
も
ん
ない 

起
こ
す
こ
つ
ぁ
起
こ
さ
に
や
田
植
え
が
おそ
な
る 

ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
7
丨
ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
ワ
丨 

A
去年の田
植えは女

ご
し
お
われ
た 

今年の田植えはマ
ガカ
ブマ
ガカ
ブ 

ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
ワ
ー 

へ
今
年
の
田
植
え
に

や

こ
び
れ
が
で

る
こ
つ
あで
るかい

こ
びれは来た来たこ
びれはぼたもち 

ソ
ラ
7
—
ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
7
1
ソ
ラ
ワ
ー 

A
去年も突いたが今年は突かねばよいが 

ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
ワ

I
ソ
ラ
ワ
ー
ソ
ラ
ワ
ー

壁
塗
り
歌 
阿
1
2
1
(5

伝
承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
永
草 

伝
承
者
小
島
惟
則
昭
和

10
年
生
男 

A
牡
丹
に
唐
獅
子
竹
に
虎 

虎
追
っ
て
走
る
は
和
唐
内 

和
唐
内
の
息
子
は
智
恵
が
な
い 

知恵の中山青巌寺 

青巌寺の和尚さんはスコタコで 

スコタコナマコはチンの魚 

チ
ン
の
魚
の
か
け
目
が
一
貫
八
百
匁 

買
ぅ
か
な
買
わ
ん
か
な
買
ぅ
な
ら
ば 

ニ
匁
目
五
分
に
負
け
て
や
ろ

.••

十
二、
子
守
歌
に
閨
す
る
も
の
(M

薇
屋
の
子
守
歌 
玉
丨
1
—
⑴

伝承地荒尾市菰屋

伝
承
者
前
村
忠
男
大
正

14
年生男他 

A
泣
い
て
な
る
か
や
墨
摺
川
の 

砂の
動
きやドッ

コ
イ

水の音ョ

イ
ョ
イ 

A
朝
は
早
よ
か
ら
た
た
き
起
こ
さ
れ
て 

腰
の
痛
さ
よ

ド
ッ
コ
イ

日
の
長
さ
ョ
イ
ョ
イ
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A
菰
屋
こ
も
や
ち
ゅ
う
て
喜
ん
こ
で
来
た
り
ゃ 

麦とからいもにドッ

コ
イ
粟
ば
か
り
ヨ
イヨ
イ 

A
お
ど
ん
げ
来
て
み
れ
風
呂
場
は
二
階 

此
処
り
ゃ
ん
風
呂
場
は
ド
ッ
コ
イ
小
屋
の
隅
ヨ
イヨ
イ 

A
菰
屋
こ
も
や
ち
ゅ
う
が
何
が
よ
か
と
こ
る
か 

菰屋
朝
寝の
ド
ッ

コ
イ
博
打
わ
ら
ヨ
イヨ
イ

玉
水
の
子
守
歌

 
玉
1
5
丨
(1

伝
承
地
玉
名
郡
天
水
町
玉
水 

伝
承
者
原
ロ
正
義
明
治

42

年
生
男 

A
おろろんばいころろんばい 

早
う
ね
ん
ね
し
て
早
う
起
き
れ 

じい
さ
ん
と
ばあ
さ
ん
が 

待つ
と
る
ばい

お
ろ
ろ
ん
ぱい

 

__

⑴

伝
承
地
玉
名
郡
菊
水
町
久
米
野 

伝
承
者
島
田
花
雄
明
治

40

年生男他 

A
おろろんばいころろんばい 

、っ
つ
ち
し
て
う
つ
ち
し
て
ね

1
らる
ばい 

か
ら
い
も
ん
あ
ん
ゆ
か
し
の
よ
う
で
き
た 

となんのおばやんかちゃもつて
たら 

粟
ご
め
五
ん
ご
と
や
え
て
や
ら
し
た 

さきどなんのおばやんかちやもつてたら 

火
よ
こ
し
竹
か
た
め
て
追
う
て
こ
ら
し
た 

、つ
つ
ち
し
て、つ
つ
ち
し
て
ね
ー
らる
ばい

ハ
|

ナレ 
玉

Î
-
(1

伝
承
地
玉
名
郡
菊
水
町
久
米
野 

伝
承
者
島
田
花
雄
明
治

40

年生男他

へへ—

h

レコべナレ 

裏
の
畑
で
ぐ
わ
る
ぐ
わ
る
し
よ

山
鹿
ね
ん
ね
こ
節

 
鹿
丨
1

—
(1

伝
承
地
山
鹿
市
山
鹿

伝
承
者
宇
野
忠
三
郎
昭
和

4
年
生
男
他 

飞
ね
ん
ね
こ
ね
ん
ね
こ
ね
ん
ね
こよ 

霧
島
さ
ん
で
ん
こ
宮
さ
ん
で
ん 

ど
こ
で
ん
よ
か
た
い
行
と
ん
な
は
り 

こ
の
子
が
寝
え
れ
ば
私
も
来
る 

ね
ん
ね
ん
が
っ
ち
り
亀
の
子 

寝
え
ら
に
やコ
ーコ
がワ
ンす
るピ

m

ッピm

ッ 

そら来たもぅ来たおろろんばい 

A
ね
ん
ね
こ
ね
ん
ね
こ
ね
ん
ね
こよ 

今
年
来
ら
し
た
貴
方
ん
か
ん
た
ん 

高
文
金
な
器
量
も
良
か
げ
な
ダ
ィ
ツ
げ
な 

知
つ
し
る
バ
ッ
-

ア
ン
言
わ
ん
バ
ッ
テ
ン 

か
ま
わ
ん
 n

ッバッテン 

が
ま
ぢ
や
ち
む
ぞ
が
っ
て
お
き
な
は
り 

美
し
い
こ
つ
一
日
な
つ
と

|

晚
なつ
と 

一
緒
なつ
と
じ
よぅ
も
ん
さ
ん
に
なつ
て
み
ち
や 

A
ね
ん
ね
こ
ね
ん
ね
こ
ね
ん
ね
こよ 

千代さんサ
ガさん今来たばい 

あんたたちやみや晚お湯にだまって
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|
人で
ばっ
かり
は
ち来るけ
ん 

ど
ぅ
し
て
ん
私
ど
ま
そ
ら
出
来
ん 

い
ろ
い
ろ
奥
さ
ん
に
苦
心
す
る
け
ん 

な
ん
で
ん
か
ん
で
ん
い
ち
い
ち
奥
さ
ん
に 

つ
げ
ロ
言
わ
ん
と
風
袋
り
ん
き
さ
す 

@
ダィッ=
気位

ね
ん
ね
こ
山
の
歌 
鹿
—
2
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
北
町
四
丁
仲
間 

伝
承
者
古
川
マ
サ
子
女 

~\
ね
ん
ね
こ山
の
ね
こ
どり
は 

一
匹
走
れ
ば
み
な
走
る 

つ
ろ
ぅ
て
走
れ
ば
み
な
走
る 

とつとことつとことつとこと

子
守
歌
(

お
ろ
ろ
ん
) 

鹿
—
2
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
北
町
岩
野 

伝
承
者
丸
川
ス
ミ
子
女 

A
おろろんころろんおろろんばい 

ね
ん
ね
こ
せ
ね
ん
ね
こ
せ 

ね
ん
ね
こ
し
た
も
ん
の
頭
に
は 

お
ま
ん
じ
ゆこう

て乗せとくばい 

ね
ら
ん
も
んの
頭
に
や 

す
い
が
ら
虫の
吸
い
つ
く
ばい

お月
さ
ま
い
くつ

 
鹿—
3
—

(1

伝
承
地
鹿
本
郡
菊
鹿
町
川
西 

伝承者徳丸勇男 

A
お
月
さ
ま
い
くつ十三七つ 

七
つ
で
子
も
っ
て
子
は
だ
れ
抱
か
し
ゅ
か 

おまんに抱かしゅ 

おまんなどこいつた 

高
瀬
ん
町
ま
で
塩
買
い
に 

塩は買
わで
に
ゃ馬
買
ぅて 

馬はどこにつないだ

 |

本
松
の
木
の

下 

何
を
喰
わ
せ
て
お
い
た
か 

去
年
の
粟
か
ら
と
お
と
年
の
き
び
か
ら
と 

十
ぱばっ
かり
喰わせ
とい
た

子
守
歌
(

ア
—
寒
さ
) 

鹿—
3

丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
菊
鹿
町
矢
谷 

伝
承
者
河
津
正
之
男

へ
ア
ー
寒
さ
コ
ー
寒
さ 

子
が
山
に
火
が
入
っ
た 

誰
が
消
ゃ
し
に
行
く
か 

ォマ
ン
が
行
く
ぞ 

オマンはどこ行った 

山鹿新町塩買いに 

塩
が
な
か
っ
た
け
馬
こ
ぅ
た 

馬はどこにつないだか 

馬
見
塚
近
く
の
原
っ
ぱの 

三
本
松の
木の
下
に
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な
あ
に
を
食
わ
せ
て
お
い
た
の
か 

去
年
の
粟
が
ら
と
去
年
の
ヒ
エ
が
ら
を 

十
把
ば
か
り
食
わ
せ
た
ぞ

来
民
地
方
の
子
守
歌 
鹿—
4
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝承
者木
庭
武
大正

2
年生男 

A
ね
ん
ね
こ
ば
ー
い
ね
ん
ね
こ
ば
ー
い 

ね
ん
ね
こ
ば
ー
い
ね
ん
ね
こ
ば
ー
い 

ね
んねこ
かっ
ちり
かめの
子 

一
び
き
走
れ
ば
み
な
走
る 

ねんねこねんねこねんねこ
ばい 

A
ね
え
ら
ん
も
ん
の
し
り
べ
た
に
ゃ 

か
い
が
ら
虫の
す
い
つ
く
ばい 

ねんねこねんねこねんねこ
ばい

子
守
歌 
鹿—
5
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
広 

伝
承
者
川
ロ
シ
ズ
子
明
治

38

年
生
女 

~\
ね
ん
ね
こ
さ
ん
ね
こ
さ
か
や
が
子 

さ
か
や
が
い
や
な
ら
よ
め
り
さ
し
ゆ 

よ
め
り
の
道
具
は
な
に
な
に
か 

た
ん
す
に
長
持
は
さ
み
箱 

そ
れ
し
こ
し
た
て
て
や
る
な
ら
ば 

か
な
ら
ず
も
ど
ろ
と
思
う
な
よ

子
守
唄
(

ね
ん
ね
え
よ
) 

鹿—
5
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
広 

伝
承
者
城
よ
し
か
明
治

30

年生女他 

-A
ね
ん
ね
え
よ
ね
ん
ね
え
よ 

よい
子
じゃ
泣く
な
ね
ん
ね

え

よ
 

い
だ
く
は
母
ぞ
な
で
る
も
母
ぞ 

よい
子
じゃ
泣く
な
ね
ん
ね

え

よ
 

A
ね
ん
ね
え
よ
ね
ん
ね
え
よ 

よい子
じゃ泣くなねんねえよ 

牡
丹
の
花
の
し
ほ
れ
る
よ
ぅ
に 

よい子
じゃ泣くなねんねえよ 

まだ夜はあけぬよき夢みつつ 

よい子
じゃ泣くなねんねえよ

子
守
唄 
鹿—
5
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
広 

伝承者柏チズエ女他 

A
ねんねこ
かっ
ちり
酒屋
が子 

酒
屋
が
い
や
な
ら
よ
め
り
さ
し
ゅ 

よ
め
り
の
道
具
は
な
に
な
に
か 

一
に
香
箱
ニ
に
鏡
三
に
薩
摩
の
板
こ
ぅ
て 

た
ん
す
長
持
は
さ
み
箱 

何で
もそ
ろえて
やるからに 

あ
ん
あ
ん
泣
か
ず
に
ね
ん
ね
こ
せ
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オ
ロ
ロ
ン
の
五
平
さ
ん 
菊—
2
1
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
七
城
町
甲
佐 

伝
承
者
西
ロ
実
明
治

44
年
生
男

A
才ロ
ロ
ン
オ
ロ
ロ
ン
オ
ロ
口
ーンバイ 

ォ
ロ
ロ
ン
の
五
平
さ
ん
な
江
戸
の
ぼ
り 

江
戸
に
の
ぼ
っ
て
死
に
ゃ
し
ゃ
ー
た 

野
をこ
え山
こ
え
谷こ
えて 

ふ
ー
と
か
ぶ
ぶかは
海渡り 

く
ー
や
み
ゆ
こ
で
ち
ゃ
三
百
里 

行
こ
か
ゆ
き
み
ゃ
か
ど
う
し
ゆ
ー
か 

花ちゃんが泣くならはってくばい 

花ちゃんがねんならやめとこだい 

行
こ
か
ゆ
き
み
ゃ
か
ど
う
し
ゆ
ー
か 

花
ち
ゃ
ん
な
お
じ
ょ
—
じ
ゃ
け
ん
は
ょ
ね
ーれ 

オロ
ロ
ン
才ロ
ロ
ン
才ロ
ロ
ーン
パー
イ

ま
ん
ま
い
さ
ん 
菊

I
2

—

U

伝
承
地
菊
池
郡
七
城
町
甲
佐 

伝
承
者
西
ロ
実
明
治

44
年
生
男 

~\
ま
ん
ま
い
さんないくつ 

十
三
七
つ
七
つ
で
子
を
持
っ
て 

子
は
だれ
抱かし

ゆおまん

に
抱
か
し
ゆ 

おまん

な
どっ
ちい
た
高
瀬
ん
町
に
塩買
い
に 

塩は買
わで
な
だ
だ買
うて 

だだはどこに置いたか 

三
本
松
の
木
の
下

去
年
の
粟
が
ら
と
今
年
の
ひ
え
が
ら
と

桶一杯混ぜまぜりゃ 

馬
がう
まう
ま
食う
た
げ
な

子
守
歌 
菊—
6
丨
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
豊
岡 

伝
承
者
斉
藤
弓
子
大
正

12
年
生
女

~\
ギッコンバッコン

お
庄
さ
ん
の
て
ん
ぐ
る
ま 

ね
ん
ね
せ
ん
と
お
庄
さ
ん
に 

ひっ
か
まし
ゆ 

A
ギッコンバッコン 

视ゃまだはげんかい 

はげたらお庄さんに 

ひっ
か
ましゆ

お
月
さ
ん 
菊—
8
丨
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
黒
石 

伝
承
者
角田
き
く
ょ
女

~\
お
月
さ
ん
い
く
つ 

十三七つ
高いしょにのぼって 

ひともじがり
がりひっこうで 

あ
あ
か
ら
い
と
泣
か
し
た
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子
守
歌
(

こ
の
子
が
) 

阿
—
2
1
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
竹
原 

伝
承
者
佐
藤
シ
ゲ
モ
明
治

32

年
生
女

~\
ア
ア
—
ヨ
'\

ヨ
'\

ヨ
ィ
ー
バ
ィ 

こ
の
子
が
ね
む
っ
た
ら

さ
ぞ
よ
かろ 

も
ー
ち
つ
い
て
さ
ま
い
て 

べーベ
の
牛の
子
に
ぅ
せ
て 

坂
を
の
ん
ぼ
り
追
い
あ
げ
て 

坂
の
上
に
は
堂
が
あ
る 

お堂の中には虫がいる 

き
た
な
い
虫
が

一

夫
婦 

き
れ
い
な
虫
が

一

夫
婦 

き
れ
い
な
虫
が
言、っ事にゃ 

一ノ
木ニノ
木三ノ
木桜 

桜
に
と
ま
る

向
えの
お山
に火
があ
が
る 

月
か
星
か
螢
か 

山
寺
坊
方の
ご
ぜ迎
い 

夕
方
ご
ざ
っ
た
花
嫁
ご 

ぅ
ら
の
座
敷
に
通
し
た
れ
ば 

お
椀
が
小
さ
い

と
と
ん
で
にげた 

お
椀
は
何
椀
た
か
ち
椀 

膳は何膳杉の
膳 

ま
ま
に
何
ま
ま
早
生
の
ま
ま 

汁は何汁獅子の汁

箸
は
何
箸
柳
箸
何
の
不
足
が
あ
る
も
の
か 

ア
ー
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ネ
ン
ネ
シ
ナ

子
守
歌
{

向
え
の
山
で
) 

阿
—
3
—
⑴

伝
承
地
阿
蘇
郡
南
小
国
町
中
原 

伝
承
者
河
津
庄
造
明
治

39
年
生
男 

~\
む
か
え
の
山
で
笹
切
る
は 

仁
次
郎
さ
ん
か
次
郎
さ
ん
か 

ょ
っ
て
参
れ
お
茶
ま
い
れ 

お
茶
に
の
ぞ
み
は
な
け
れ
ど
も 

こ
ち
ら
の
娘
に
ち
ょ
い
と
ほ
れ
た 

ほれ
たほれ
たは
晚
ござれ 

晚
は
来
ま
し
ょ
が
ど
ち
ま
く
ら 

東まく
らの
窓の
下
窓は切
窓 

戸
は
板
戸
板
戸

シ
ャラ
シ
ャ
ラ 

つ
き
あ
け
て
ご
ー
は
ど
こ
か
と
尋
ね
た
ら 

こ
こ
は
な
さ
け
の
か
け
どこ
ろ 

な
さ
け
か
け
た
る
そ
の
の
ろ
は 

親
に
千
貫
子
に
五
貫 

ま
し
て
及
ば
に
ゃ
四
十
五
貫 

四
十
五
貫
の
銭
金
で
高
い
米
こ
て 

船
につ
め

略

子
守
歌
(

お
ど
ん
が
) 

阿—
12
—

m

伝
承
地
阿
蘇
郡
西
原
村
河
原 

伝
承
者
永
田
武
嘉
大
正

4
年
生
男 

A
お
ど
ん
が
す
か
ん
や
つ
は 

あ
の
げ
ど
一
人 

夏
の
ご
んの
じ
ゅ
ぅ
で
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死
ね
ば
よ
か 

A
おどまいやいや 

泣
く
子
の
守
は 

泣
く
て
い
ぅ
て
か
ら 

し
か
ら
れ
る

子
守
歌 
熊

113伝
承
地
熊
本
市
御
幸
笛
田
町 

伝
承
者
ふ
る
さ
と
会
御
幸
笛
田
町
保
存
会 

A
親
の
な
い
子
は
ひ
と
べ
の
し
ん
ど
い 

日
暮
れ
ま
ぐ
れ
に
と
め
し
ぼ
る 

A
ね
ん
ね
し
た
子
の
か
わ
い
さ
む
ぞ
さ 

起
き
て
泣
く
く
子
の
つ
ら
に
く
さ 

~\
ね
ん
ね
し
な
さ
れ
朝
起
き
な
さ
れ 

朝
の
目
覚
ま
し
ゃ
だ
ご
饅
頭

天
ヶ
庄
の
子
守
歌 
熊—
3
—
⑴

伝
承
地
飽
託
郡
河
内
町
平 

伝承者豊田シゲ女 

A
ね
ん
ね
ん
よ
ー
ね
ん
ね
ん
よ
ー 

ぅ
ち
の
子
目
白
が
泣
か
す
程
に
ゃ 

ぼ
っ
ち
も
だ
ん
ご
も
搗
い
て
や
る
ば
い 

A
ね
ん
ね
ん
よ
ー
ね
ん
ね
ん
よ
ー 

島
原
半
島
の
し
ん
ぷれ
ん
じ
よの 

岩
戸
観
音
つ
な
が
り
に
上
が
っ
た
所
が 

わ
ん
わ
ん
洞
葛
お
山
の
鼻
高
天
狗
岩

子
守
歌

伝
承
地
上
益
城
郡
御
船
町 

伝
承
者
丹
生
静
男
男 

A
お
い
ど
ん
が
死
ん
だ
な
ら 

おくわんぼちやいから 

人
の
通
る
と
き
や
花
も
ら
う 

~\
花
を
も
ら
う
な
ら 

し
ばの
は
わ
い
らの 

梅
か
桜
か
芍
薬
か 

A
だんなさん奥さん 

け
い
べつ
あ
す
る
な 

守り
子
にくめ
ば子
にさわる

~\
お
い
ど
ん
が死
ん
で
か
ら 

|  

だる
がき
てな
こよ

173
 

う
ら
の
せ
ん
だ
ん
の
木
蟫
が
な
く 

I 

A
守
る
守
るて 

み
こ
な
し
や
す
る
な 

あ
け
て
三
月
つ
あ
花
嫁
ご

子
守
歌 
上—
3
—
⑶

伝
承
地
上
益
城
郡
益
城
町
木
山 

伝
承
者
松
野
國
策
男

早
よ寝
に
ゃ
ん
ばい 

早
よ
寝
ら
ん
と
い
ん
ま 

赤
兵
児
又
じ
ゃ
あ
の
来
る
ば
い 

A
ね
ん
ね
し
な
は
れ
朝
起
き
な
さ
れ 

朝
の
目
覚
し
ゃ
笛
太
鼓



A
ね
ん
ね
し
た
子
の
可
愛
さ
む
ぞ
さ 

起
き
て
泣
く
子
の
面
憎
さ 

ぺ
黙
っ
て
寝
る
子
の
可
愛
さ
む
ぞ
さ 

起
き
て
泣
く
子
の
面
憎
さ 

A
俺どまどまどまこ
ぎやん子の守は 

守
に
や
飽
か
ん
ば
っ
て
ん
何
に
飽
く 

A
寝
ん
ね
し
な
さ
れ
ま
だ
夜
は
明
け
ぬ 

夜
明
け
に
や
お
寺
の
鐘
が

な
る 

A
ね
ん
ね
し
な
は
れ
朝
お
き
な
は
れ 

朝
の
ね
お
き
に
や
団
子
ま
ん
じ
ゅ
ぅ 

略

ね
ん
ね
ん
こ
ろ
こ
ろ 
宇—1-3

伝
承
地
宇
土
市
椿
原
町

伝
承
者
上
野
め
ぐ
み
女
他
保
存
会

A
ね
ん
ね
こ
ろ
こ
ろ 

弥
そ
兵
衛
さ
ん
か
い
な 

弥
そ
兵
衛
が
と
と
や
ん
達
や 

どけ
ゆ
か
い
た 

薩
摩
の
山
に
金
ほ
り
に 

■A
お
ま
ん
も
行
ぅ
で 

泣け
る
げ
に
や
た
い 

さ
ら
ば
さ
ら
ば
と
出て
行
け
ば 

光
に
や
ち
ら
ち
ら
雪
が
降
る 

A
金
が
掘
れ
ん
とて 

状
が
来
た

状
の
返
事
に
何
を
か
こ
う

お
ま
ん
に
土
産
ば買
っ
て
き
な 

A
いろがら木綿の 

中
小
袖

ね
ん
ね
ん
こ
ろ
こ
ろ 

夢
ば見
て

笑
う
た
ほ
っ
ぺ
に
月
が
さ
す

ま
ん
ま
い
さ
ん
な
い
く
つ ̂
1
1
丨
(2

伝
承
地
宇
土
市
岩
古
曽
町 

伝
承
者
那
須

|
幸
大
正

11
年
生
男 

~\
ま
ん
ま
い
さ
ん
は
い
くつ
十
三
七つ 

七つまじゃ若い衆若い衆になって 

お
や
や
を
持
っ
て
だ
ー
れ
に
だ
か
し
ゅ 

おまんに抱かしゅ 

おまんがいやとて 

油
買
い
に
は
っ
て
た
ー 

そ
の
油
ど
う
し
た 

と
な
り
の
犬
と
お
る
ぎ
ゃ
の
犬
と 

ひ
ん
ね
ぶっ
て
し
も
た 

そ
の
犬
どう
し
た 

う
ち
殺
し
て
し
も
た 

そ
の
皮
どう
し
た 

太
鼓
は
っ
て
し
も
た 

そ
の
太
鼓
どう
し
た 

打
ち
破
っ
て
し
も
う
た 

そ
の
か
す
どう
し
た 

裏
の
段
々
畠
に
つ
ん
ぶ
る
て
し
も
た
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那
浦
の
子
守
歌 
宇—
2
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
三
角
町
中
村 

伝
承
者
柿
本
敬
蔵
明
治

32

年生男他 

飞
親
の
な
い
子
は
磯
辺
の
千
鳥 

日
ぐ
れ
ま
ぐ
れ
に
ゃ
袖
し
ぼ
る
 

A
嫁
に

や
る

と
も
打
越

ゃ
や
る
な 

打
越
ゃ
高
台
水
が
な
い

松
崎
の
お
ろ
ろ
ん
ベ 
宇—
3
丨
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
亀
松 

伝承者浜本すみ子昭和

3
年
生
女
他 

A
お
ろ
ろ
ん
よ
ー
お
ろ
ろ
ん
よ
ー 

お
ろ
ろ
ん
が
父
っ
つ
ぁ
ん
た
ち
ゃ 

どこ
い
行
か
い
た
ー 

あ
の
山
越
え
て
里
越
え
て 

一
で
紅
箱
ニ
で
鏡
三
で
薩
摩
の
板
買
ぅ
た 

板
を
奉
行
し
て
門
建
て
て 

門
の
ぐ
る
り
に
杉
植
え
て
杉
の
緑
で
鳴
く
鳥
は 

がんかす
い
し
ょか
鵜の
鳥か 

鵜
の
じ
ゃ
ご
ざ
ら
ぬ
御
所
の
鳥 

ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り
よ
ね
ん
ね
し
な
ー

大
見
の
子
守
歌 
宇—
3
—
⑴

伝
承
地
宇
土
郡
不
知
火
町
大
見 

伝
承
者
北
園
ジ
ネ
大
正

2
年
生
女 

A
は
よ
ね
ん
ね
し
て
明
日
は
よ
起
き
れ 

夜
明
き

あ

お

寺の
鐘
が
な
る

A
ね
ん
ね
し
た
子
に
ゃ 

米
ん
餅
つ
い
て

つ
い
て
枕
も
と
え
さ
ま
し
て
お
こ
う
 

-A
ね
ん
ね
し
な
は
れ
ま
だ
夜
明
の 

夜
明
ゃ
お
寺
の
鐘
が
な
る

子
守
歌 
宇—
5
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
富
合
町
志
々
水 

伝承者高田ユキ明治

31

年生女 

A
ね
ん
ね
し
な
さ
れ
朝
起
き
な
は
れ 

朝
の
目
覚
し
ゃ
塩
せ
ん
べ 

A
こ
ぎ

ゃ
ん
泣
く
子
に
ゃ
粟
の
ぼ
っ
ち
つ
い
て 

黄
な
粉
あ
れ
に
し
て
胡
椒
つ
め
て 

A
早
く
寝
た
子
に
ゃ
米
の
ぼ
っ
ち
搗
い
て 

黄
な
粉
あ
れ
に
し
て
砂
糖
つ
め
て 

-A
こ
う
い
う
泣
く
子
に
ゃ
ニ
年
と
は
添
わ
ぬ 

せ
めて
二
月
の
二
日
まで 

二
月
二
日
が
明
日
なり
ゃ
よ
か
ろ 

せ
め
て
今
日
なり
ゃ
な
お
よ
か
ろ 

A
旦
那
さ
ん
も
奥
さ
ん
も
良
く
聞
き
な
は
れ 

守
に
悪
す
り
ゃ
子
に
さ
わ
る 

A
お
ど
ん
が

こ
ま
か
と

き
ゃ
お
金
と
遊
だ 

今
は
名
の
村
の
庄
屋
の
嫁 

A
庄
屋
の
嫁
て
ち
ゃ
た
か
ぶり
ゃ
す
る
な 

わ
る
が
た
か
ぶ
り
ゃ
た
か
な
ぶ
り

——1,5 ―



子
守
歌 
宇—

61
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
松
橋 

伝
承
者
富
屋
登
美
明
治

35
年
生
女 

A
ね
ん
ね
ん

こ
ろ

り
ん

お
ろ
こ
り

よ
 

ね
ん
ね
の
お
守
り
は
ど
ち
い
た 

あ
の
山
越
え
て
里
に
い
た 

里
の
土
産
は
何
も
ろ
た 

一に香箱ニで鏡 

三
で
薩
摩の
板
買
ふ
て 

板
を
ほ
ぐ
し
て
門
立
て
て 

門
の

ぐ

る

り

に

杉
植
えて 

杉の
木
枝
に
な
く
馬
は 

さ
さ
ん
か
水唱
かこ
ま
鳥か 

ピ
ヨ
ピ
ヨ
モ
ン
ガ
ラ
モ
ン
ガ
ラ
 

な
き
ま
す

る

ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り
ん
ね
ん
ね
こ
よ

北
小
野
オ
ロ
 

ロ
ン
べ
ー ̂
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
北
小
野 

伝
承
者
ォ
ロ
ロ
ン
べ
ー保
存
会 

A
お
ろ
ろ
ん
よ
ー
お
ろ
ろ
ん
よ
ー 

お
ろ
ろ
が
守
は
ど
っ
ち
い
た 

あ
の
山
越
え
て
里
に
い
っ
た 

里の土産は何々
か 

一
に
香
箱
ニ
に
鏡
三
に
さ
山
の
板
買
う
て 

板
に
ぶ
ぎ
よ
し
て
門
立
て
て 

門
の

ぐ

る

り

に

杉
さ
い
て

杉の
緑
に
鳴
く
鳥
は 

雁
か
端
鳥
か
鵜の
鳥
か 

う
の
じ
ゃ
ご
ざ
ら
ぬ
御
所
の
鳥 

御
所
の
鳥
ほ
ど
ご
ぜ
ん
と
り 

-A
お
ろ
ろ
ん
よ
ー
お
ろ
ろ
ん
よ
ー 

ご
ぜ
ん
と
り
ど
り
駆
け
て
行
く 

駆
け
て
行
く
行
く
い
げ
ふ
ん
だ 

い
げ
は
何
い
げ
く
わ
く
わ
ら
い
げ 

く
わ
く
わ
ら
い
げ

な
ら

身の
毒で 

ほって下され姉ご様 

ほ
っ
て
や
るの
は
や
す
け
れ
ど 

今

日

は

ひ

ま

な

し

お
ひ

ま

な

し
 

明
日
の
晚
の
月
夜
に
ほ
っ
て
や
ろ 

そ
の
う
ち
私
が死
ん
だ
な
ら 

ろ
う
そ
く
線
香
は
山
寺
に 

上
げて
く
だ
さ
れ
姉
ご
様

子
守
歌 
{T
8I
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
豊
野
村
中
間 

伝
承
者
前
田
義
勝
明
治

44
年
生
男 

A
あ
ー
れ
ね
ん
ね
ん
し
な
さ
れ 

まだ夜はあけぬ 

あ
け
ば
お
寺
の
か
ね
が
な
る 

か
ね
が
な
る
時
ゃ
も
ど
ら
に
ゃ
な
ら
ぬ 

も
どり
ゃ
お
母
さ
ん
の
目
が
ひ
か
る 

A
お
ど
ま
し
ら
ん
し
ら
ん 

こ
が
んこ
の
もり
に
ゃ
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も
り
に
ゃ
あ
か
ん
ばっ
て
ん 

子
に
あ
い
た

A
ね
ん
ね
し
な
は
れ
し
な
は
れ
ね
ん
ね 

お
き
て
な
く
こ
の
つ
ら
に
く
や 

つ
ら
が
に
く
か
ろ
ば 

ぅ
ち
こ
れ
て
お
く
れ 

親
に
ゃ
死
ん
だ
と
い
っ
て
お
く
れ

子
守
歌
(

あ
ん
た
ど
ま
) 
{

丁
9
1
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
中
央
町
中
郡 

伝
承
者
福
崎
ト
シ
エ
明
治

36

年生女他 

A
あ
ん
た
ど
ま
ね
ん
ね
せ
に
ゃ 

晩
が
来
る
ばい

お
ろ
ろ
ん
子
守
ど
っ
ち
い
っ
た

あ
の
山
越
え
て
里
へ
い
っ
た

里
の
土
産
に
何
も
ろ
た

で
ん
で
ん
太
鼓
証
の
笛

おろろんおろろんおろろんばい

ね
ん
ね
せ
に
ゃ
わ
ん
が
来
て

い
ちかむ
ばい

ね
ん
ね
し
た
子
の
可
愛
さ
む
ぞ
さ 

お
き
て
な
く
こ
の
つ
ら
に
く
さ 

おろろんおろろんばい 

おろろんおろろんおろろんばい

子
守
唄 
八—
1
—
⑵

伝
承
地
八
代
市
植
柳
下
町 

伝
承
者
野
崎
キ
ミ
エ
大
正

14
年
生
女 

おろろんおろろんおろろんばい 

おろろんおろろんおろろんばい 

寝
ん
ね
せ
ろ
寝
ん
ね
せ
ろ
寝
ん
ね
せ
ろ
ば
い 

起
き
て
泣
く
子
の
つ
ら
に
く
さ 

A
おどまいやいや 

泣
く
子
の
守
は

親
で
な
け
れ
ば
守
ゃ
で
き
ん 

-A
おどまバカバカ 

ぁ
ん
人
達
ゃ
利
口
か 

バ
カ
で
な
け
り
ゃ
守
り
ゃ
出
来
ん 

A
ぅ
ちの
お
ば
さ
ん
の 

言
わ
す
こ
た
ぁ
ひ
ど
か 

守り
に
け
ん
どす
り
ゃ
子
に
さ
わ
る 

•A
赤
子
お
れ
っ
か
ら 

風
呂
た
きす
れ
ば 

ぬ
れ
た
背
中
に
ゃ
ホ
ヶ
が
立つ 

A
お
上
ゃ
銀
飯 

た
い
の
じ
じ
かてて 

子
守
ゃ
三
国
飯
塩
い
わ
し

八
千
把
子
守
歌

伝
承
地
八
代
市
古
閑
中
町 

伝承
者
増田
平
大正

5
年生男 

A
ね
ん
ね
し
な
さ
れ
早
よ
起
き
な
さ
れ
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起
き
て
泣
く
子
の
顔
に
く
さ 

A
お
ろ
ろ
ん
こ
ろ
ろ
ん
言
ぅ
て 

泣く子は嫌やよ 

頭たたいて尻ねずむ 

A
お
ど
ま
い
や
い
や 

泣
く
子
の
守り
は 

親
で
な
け
れ
ば 

守り
ゃ
で
き
ん 

A
お
ど
ん
が
こ
ま
か
時
は 

お
よ
ね
さ
ん
と
遊
だ 

今はおよねさんは 

村
長
の
嫁
ご

へ
お
ど

ま

カンジンカンジン 

カ
ン
ガラ
打
っ
て
回
る 

チ
ャ
カ
で
飯
た
い
て 

堂
に

と
ま

る
人
吉
の
子
守
唄
(

お
ろ
ろ
ん
ば
い
) 
^—
1
1
(5)

伝
承
地
人
吉
市
鬼
木
町 

伝
承
者
園
田
レ
ィ
大
正

4
年
生
女 

おろろんばいころろんばい 

A
ね
ん
ね
ん
よ
ね
ん
ね
ん
よ 

ね
ん
ね
ち
ゅ
ぅ
て
ね
ら
ん
子
の 

かわいさむぞさ 

泣いて
泣く子の
つ
ら
にく
さ 

A
ね
ん
ね
ん
ば
い
ね
ん
ね
ん
ば
い 

ね
ん
ね
ん
ち
ゆ
う
て
な
く
子
の

かわいさにくさ 

泣いて
なく子のつ
ら
にくさ 

A
おろろんばいころろんばい 

お
ろ
ろ
ん
ち
ゅ
う
て
な
く
子
の 

かわいさむぞさ 

おきて
なく子のつ
らにくさ

子
守
歌
(

お
ど
ま
) 
-̂213

伝
承
地
球
磨
郡
錦
町
木
上 

伝承
者丸目
敏
大正

4
年生男 

A
おど

ま

かんじんかんじん 

か
ん
か
ら
う
っ
て
さ
る

こ
 

ち

よ

か
で

ま

ま

ち

やあて
どうに

と
ま
る
 

ち

よ

か
で

ま

ま

ち

やあて
どうに

と
ま
る
 

A
お
ど
ん
が、っ
っ
ち
ん
だ
ら
み
ち
ば
ち
や
い
け
ろ 

と

お

る

人
ご

ち

花
あ
げ
る
 

と

お

る

人
ご

ち

花
あ
げ
る
 

-A
花は
何の
花つ
んつ
んつ
ばき 

水
は
天
か
ら
も
ら
い
水 

水
は
天
か
ら
も
ら
い
水 

A
お
ど

ま

ぼ
ん
ぎり
ぼ
ん
ぎり 

ぼ
ん
か
ら

さ

き

や
おら
ん
と 

ぼ
ん
が
は
よ
く
り
や
は
よ
も
ど
る 

ぼ
ん
が
は
よ
く
り
や
は
よ
も
ど
る 

A
つ
ら
い
も
ん
ば
い
他
人
の
め
し
は 

に
え
ち
や

お

れ

ど

も

の
ど

こ
さ
ぐ
 

に
え
ち
や
お
れ
ど
もの
ど

こ
さ
ぐ
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子
守
歌
(

ね
ん
ね
し
な
さ
れ
) 
T

10
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
深
田
村
加
茂 

伝
承
者
桑
原
キ
ク
明
治

35
年
生
女

A
ね
ん
ね
し
な
さ
れ 

朝
起
き
な
さ
れ 

朝
は
お
寺
の
鐘
が
な
る

ね
ん
ね
ね
ん
ね
ね
ん
ね
や 

ね
ん
ね
ね
ん
ね
ね
ん
ね
や 

ね
ん
ね
ね
ん
ね
ね
ん
ね
や 

A
ね
ん
ね
し
た
子
の
か
わ
い
さ
む
ぞ
さ 

起
きて
なく子の
つ
ら
にく
さ

おろろんおろろ
んおろろんや 

おろろんおろろ
んおろろんや 

おろろ
んおろろんおろろんや

子
守
歌 

f
12
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
五
木
村
頭
地 

伝承者中園スマ明治

31

年生女 

A
ね
ん
ね
し
た
こ
の
か
わ
い
さ
む
ぞ
さ 

お
き
て
な
く
こ
の
つ
ら
に
く
さ 

お
き
て
な
く
こ
の
つ
ら
に
く
さ 

A
ねんねいっ
ぺんゆうてねむらぬやつは 

あ
た
ま
た
ち
や
て
し
り
ね
ず
め 

あ
た
ま
た
ち
や
て
し
り
ね
ず
め

山
田
の
子
守
歌 
#
-

13
丨
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
山
江
村
山
田 

伝承
者中竹ミ
チ子
大正

9
年
生
女 

おろろんおろろんおろろんばい 

おろろんおろろんおろろんばい 

A
ねんねした子の
かわいさむぞさ 

起
きて
泣く子のつ
ら
にくさ 

~\
ね
ん
ね
し
な
さ
れ
朝
起
き
な
さ
れ 

朝の
めさましゃ
お茶た
ばこ

魚
貫
崎
の
子
守
歌 
天—
2
—
⑴

伝
承
地
牛
深
市
魚
貫
町 

伝承
者
池田
ハ
ル
ノ
明
治

37
年
生
女 

A
ね
ん
ね
し
た
子
の
か
わ
い
さ
み
ぞ
さ 

お
き
て
泣
く
子
の
つ
ら
に
く
さ 

A
お
ど
み
ゃ
い
や
ば
よ
泣
く
子
の
も
り
は 

金
の
こ
そ
で
に
ま
か
れ
て
も 

~\
つ
ら
い
奉
公
し
て
こ
ん
ぞ
め
着
よ
や 

親
の
ゆ
ず
り
の
あ
さ
き
ぞ
め 

A
ね
ん
ね

一

べ
ん
い
ぅ
て
ね
む
ら
ぬ
や
つ
は 

、っ
っ
て
た
た
い
て
し
り
ね
ず
む 

A
ほ
ん
に
つ
ら
い
よ
泣
く
子
の
も
り
は 

泣
い
て
じ
も
ひ
も
わ
か
ら
な
い 

A
つ
ら
い
つ
ら
い
よ
他
人
の
め
し
は 

骨
は
な
け
れ
ど
の
ど
に
た
つ 

A
親
の
意
見
き
い
て
さ
ま
お
ど
ろ
く
な 

親
の
意
見
は
の
ち
ゃ
く
す
り
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~\
親
の
意
見
よ
ば
き
く
よ
な
子
な
ら 

道
楽
仲
間
に
や
は
い
り
や
せ
ぬ

大
浦
の
子
守
歌 
天—
5
—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
有
明
町
大
浦 

伝
承
者
浜
崎
チ
サ
コ
大
正

9
年
生
女 

おろろ
んおろろ
んおろろ
ん 

おろろんおろろんおろろん
よ 

おろろ
んおろろ
んおろろ
ん 

おろろんおろろんおろろん
よ

A
ん
の
ん
が
え
ん
と
っ
つ
あ
た
ち
や 

たけ
んしみ
やみ
やとり
ぎや 

みやはとらえで
んきやなぎやて 

おどみやどうしゆろ
どうしゆろな 

おろろ
んおろろ
んおろろ
ん 

おろろ
んおろろんおろろん
よ 

あ
ら
み
ぞ
さ
が
み
ぞ
さ
が 

し
ょう
け
い
っ
ぴや

へ
ん
の
ん
が
え
ん
か
っ
ち
や
ん
た
ち
や 

ちやえん
じやらちやつ
み
ぎや 

お
ち
ば
よ
ん
に
ゆ
う
つ
ん
で
は
よ
も
ど
れ 

おろろんばんがこは 

な
か
せ
ち
や
な
ら
ぬ

A
ね
ん
ね
し
な
さ
れ
は
よ
お
き
な
さ
れ 

ね
ん
ね
し
た
こ
の
か
わ
い
さ
み
ぞ
さ 

お
き
て
な
く
こ
の
つ
ら
に
く
さ

下
津
浦
の
子
守
歌

伝
承
地
天
草
郡
有
明
町
下
津
浦 

伝
承
者
小
島
利
信
大
正

6
年
生
男 

へ
オ
ロ
ロ
ン
が

かっ
ち
ゃ
ま
は 

せ
どんはみゃまて
とるぎゃ 

A
ま
て
は
と
ら
ず
に
か
ら
て
ご
さ
ー
げ
て 

こー

ら
い
た
才ロ
ロ
ン
べ才ロ
ロ
ン
べ 

A
ねんねした子の
かわいさみぞさ 

おきて
泣く子のつ
らんにくさ 

A
つ
ら
ん
に
く
か
子
ば
は
ご
板
の
せ
て 

た
ば
こ
き
る
よ
に
ざ
く
ざ
く
と
よ
い
よ
い 

A
ばっこ
ばっこゆぅて
ねらぬ子 

あ
た
ま
た
た
こ
か
じ
ご
ね
づ
め 

A
お
と
っ
つ
あ
ん
も
よ
く
き
け
お
っ
か
さ
ん
も
き
け 

守ばせむれば子ばせむるよいよい

お
れ
ろ
ば
ん
ご 
天—
6
—
⑵

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
姫
浦 

伝
承
者
植
田
マ
サ
ノ
明
治

40

年生女他 

おれろばんごばんご 

ね
ん
ね
さ
い
た
な
ら
ば 

おきて目さましやさとまんじゆ 

早
く
ね
な
さ
れ
早
よ
お
き
な
さ
れ 

もちも
たん
ごもつ
いて
やる 

からす
にもたせて
やらいたなら 

からす
がむしむしむしこれ
た 

こ
の
か
ら
す
は
どこ
へ
い
っ
た
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さ
と
の
み
や
げ
に
な
に
も
ろ
た 

で
ん
で
ん
太
鼓
に
し
よ
う
の
笛 

なるか
なら
ぬかふいて
み
よ

親
が
な
ん
ぎ
で 
天—
6
—
5

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
姫
浦 

伝承者田
中ッ
ゲ明治

26
年生女他 

A
親
が
な
ん
ぎ
で
十
三
の
年 

う
ら
れ
ま
し
た
が
下
関 

下関力らこレとの手紙 

ゆ
かななるまい
なく
なく
も 

へ
奥
さ
ん
も
旦
那
さ
ん
も 

よう
聞
き
な
さ
れ

守り
にけんどすり
ゃ子にさわる 

子
に
さ
わ
れ
ば
し
き
し
よ
に
さ
わ
る 

し
き
し
よ
さ
わ
れ
ば
お
い
て
な
し

ニ
間
戸
の
子
守
唄

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
ニ
間
戸 

伝
承
者
松
本
キ
ョ
明
治

17
年
生
女 

へ
泣く
な
な
げく
な木の
葉は
食
わせの 

わ
れ
に
ゃ
三
度
の
米
の

ま
ま
 

A
わ
たし
ゃい
や

ば

な

泣くこの守りにゃ 

守り
にゃあかんばってん子にあいた 

A
泣
く
な
泣
く
ベ
す
泣
か
ず
に
語
れ 

泣いちゃ慈も悲もわかりゃせの 

'
おれろ
ばん
ごゆうて
もねら
ん子は
たたけ

たたちゃて寝らん子はじごねずめ 

A
今年しゃこけ
おるまた来年は 

どこの
主人の
つ
とめ
や
ら

子
守
唄 
天—
11
—
m

伝
承
地
天
草
郡
新
和
町
小
宮
地 

伝承者渡辺セョ明治

43
年
生
女 

"\
ね
ん
ね
し
な
さ
れ
ま
だ
夜
は
夜
中 

夜中す
ぎり
ゃ
な夜は明け
ぬ 

A
ね
ん
ね
し
た
子
の

かわいさむぞさ 

おきて
なく子のつ
らにくさ 

A
つ
ら
の
に
く
か
な
ら
ば
つ
ん
殺
し
て
ご
ざ
れ 

親にゃ死
んだというて
たもれ 

~\
ね
ん
ね
し
な
さ
れ
朝
お
き
な
さ
れ 

朝
日
の
照
ら
す
ま
で
寝
て
ご
ざ
れ 

A
私
の
さ
ま
じ
よ
は

この
村
おら
ぬ 

一
里
へ
だ
て
た
他
所
の
村 

A
さ
ま
じ
よ
う
さ
ま
じ
よ
う
と 

こ
え
こ
がで
き
た 

末
は
そ
う
や
ら
そ
わ
ぬ
や
ら

福
連
木
の
子
守
歌 
天—

14
—
m

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
福
連
木 

伝
承
者
野
田
ア
サ
エ
大
正

10
年
生
女 

A
ね
ん
ね
こ
ば
っ
ち
こ
ゆ
う
て
ね
ら
ん
子
は
た
た
け 

たちゃて
ねらん子は尻ねずね 

A
ね
ん
ね
こ
ば
っ
ち
こ
は
も
り
子
の
役
目
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そ
う
い
う
て
ね
ら
き
や
て
楽
を
す
る 

A
お
ど
ま
盆
ぎ
り
盆
ぎ
り
盆
か
ら
先
き
や
お
ら
ん 

お
っ
て
も
盆
べ

こ
も
き
し
や
さ
れ
す 

A
お
ど
ん
が
死
ん
だ
時
や
だ
あ
が
泣
て
く
る
き
や 

山
の
カ
ラ
ス
と
親
様
と 

A
お
ど
ん
が
死
ん
だ
時
や
大
道
端
い
け
ろ 

登
り
下
り
に
や
花
も
ら
う 

A
花はたつっちやしぼん葉はたっんな 

椿つつじの花たてろ 

A
花はなんの花つんつん椿 

水は天からもらい水

大
江
の
子
守
歌 
天
丨
14
|

8

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
大
江 

伝
承
者
青
木
義
雄
明
治

44
年
生
男

A
ね
ん
ね
か
ん
ぼ
せ
ろ 

ね
ん
ね
か
ん
ぼ
せ
ろ 

ねんねかんぼせろよよいよい 

ね
ん
ね
か
ん
ぼ
言
う
て
な
く
や
つ
は 

沖にし
づませて鳒の餌よいよい

子
守
歌

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
大
江 

伝承者川野美野太明治

32
年
生
男

よいよいよいよ

よ
い
ち
ど
ん
の
子 

よいよい

ね
ん
ね
こころり

ね
ん
ね
せ
ろ 

姉
が
も
っ
た
子
は 

がさごもみぞか 

知
ら
ん
も
んの
子
は 

み
ぞ
ぅ
も
な
か

新
合
の
子
守
歌 
天—
15
—
m

伝
承
地
天
草
郡
河
浦
町
新
合

伝承者森田カツヨ大正

4
年
生
女

A
おどまばかばか 

ばかん

もつ
たこじゃて 

ばかと言われてはずかしや 

A
泣
け
ば
な
ん
こ
む
ば
な 

竹
ん
崎
の
な
だ
に

あ
が
り
ゃ
え
ん
と
ば
な
死
ぬ
と
ば
な 

A
んどみゃいやばな 

泣
く
子
の
守
り
は 

泣けば親じょにおごらるる

十
三、
遊
戯
歌
に_
す
る
も
の
_

木
葉
八
景

伝
承
地
玉
名
郡
玉
東
町
木
葉 

伝承者続ツルエ明治

39
年
生
女 

木
葉
村
に
は
八
景
と
て 

そ
の
名
も
高
き
景
色
あ
り 

清
ら
か
な
る
は
水
の
色

—182 —



第三章熊本県の民謡

見
れ
ど
あ
か
ぬ
は
八
つ
の
景 

先
づ
渡
り
見
ん
久
保
田
川 

輝く入日
美しや 

霊山の松色映えて 

霞
ま
ぬ
空
の
の
ど
け
さ
ょ 

有村川原の
一つ
松 

飛
び
交
ぅ
螢
に
名
を
得
た
る 

宇蘇高月の桜花 

忠
義
の
か
お
り
な
お
高
し 

三
つ
四
つ
五つ
打
連
れ
て 

停
車
場
さ
し
て
帰
り
行
く 

猿
を
手
に
せ
る
人
び
と
は 

聞
き
か
寺
の
晩
鐘
を

木
葉
猿
の
歌

伝
承
地
玉
名
郡
玉
東
町
木
葉

伝
承
者
続
ッ
ル
エ
明
治

39
年
生
女 

ま
っ
黒
く
ろ
け
の
木
葉
猿 

三
匹
並
ん
で
思
案
顔 

見るのはいやいや 

聞くのもいやレや 

言
ぅ
の
も
嫌
い
な
木
葉
猿 

肥
後
の
木
葉
の
あ
の
里
の 

聞いているのか海鳴りを 

見
ざる聞
かざる言わ
ざるは 

ま
つ
黒
く
ろ
け
の
木
葉
猿

そ
ろ
た
そ
ろ
た

 
玉

-

I
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
菊
水
町
久
米
野 

伝
承
者
島
田
花
雄
明
治

40
年生男他 

そろたそろたなかんしやんがそろた 

そろたらそろそろまわろじやないか 

一
さ
ら
ニ
さ
ら
三
さ
ら
四
さ
ら
五
さ
ら 

六
さ
ら

七
さ
ら
八
さ
ら

九
さ
ら

十
さ
ら 

父
っ
つ
あ
ん
ね
ぇ
む
っ
て 

鬼
に
な
っ
て
か
た
ら
ん
も
ん
な 

じ
ゅ
ん
れ
い
ほ
う
じ
ゅ
ん
れ
い
ほ
う 

か
ね
か
っ
ち
り
か
ご
だ 

あ
と
ん
も
ん
な
だ
り
し
よ

葬
式
こ
っ
こ
歌

 
玉
丨
^

-
⑴

伝
承
地
玉
名
郡
菊
水
町
久
米
野 

伝
承
者
島
田
花
雄
明
治

40
年生男他

葬礼ん飯や米ん飯 

じ
よ
う
じ
よ
う

食
わ
ん
け
ん 

よんに
よ食へ
チーン
クワ
ン 

陀佛陀佛陀佛 

い
わ
し
の
頭
は
か
ま
ん
陀
佛 

なんまいだなんまいだ

鳥
刺
し
歌
 

玉—
ヮ
—
⑴

伝
承
地
玉
名
市
菊
水
町
岩
尻 

伝承
者
松村
強明
治

40

年生男他 

見なさいな見なさいな
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鳥
を
刺
し
て
み
な
さ
い
な 

鳥
の
は
が
差
に
鳥
込
む
と
ー
こ
ら
さ 

一の
木ニの
木
三の
木 

桜五葉の松は柳柳の枝に 

ひ
ょ
鳥
一
羽
刺
し
て
く
る
う
と
思
た
り
や 

子
供
だ
まれコ
ラ
う
ん此の
場
に
来
る
ぞ 

ァ
来
た
ー
来
た 

刺
し
て
く
り
う
刺
し
て
く
り
う 

刺
し
て
く
り
う
刺
し
て
く
り
う 

アチュウチュウバァ夕バタチュウチュウバァ夕バタ 

アつ
か
まっ
たつ
かまっ
た

て
ま
り
う
た
(

あ
の
山
に
) 

鹿
丨
1

—
(1 

伝
承
地
山
鹿
市
南
島 

伝承者立山ハツエ女 

あ
の
山
に
さ
さ
き
る
は 

じ
ん
じ
ろ
さ
ん
か
い
じ
ろ
さ
ん
か
い 

じ
ん
じ
ろ
さ
ん
な
ら
お
ち
や
参
り 

お
ち
や
の
の
ぞ
み
は
な
い
け
れ
ど 

し
ろ
山
く
ず
し
て
ど
う
た
て
て 

ど
う
の
ぐ
る
り
に
こ
ま
ま
い
て 

ひ
ね
ろ
か
こ
ね
ろ
か 

た
い
こ
の
ば
ち
は
こ
し
に
さ
し
て 

み—
さ
い
に
や
み
ー
さ
い
に
や 

一の木ニの木三の木桜 

桜
の
枝
に
や

と
り
め
も
おれ
ば

からす目のおればやっこやりもちゃ 

お
茶
屋
に
こ
し
か
け
て 

だばこスパスパへはブッブ 

へは
ブッ
ブ

て
まり
う
た

 
鹿111
(1

伝承地山鹿市南島 

伝承者立山ハッエ女 

しよんしよんしよん 

は
か
た
の
お
ま
ん
に
こ
ま
う
つ
よ
う
は 

い
の
し
し
か
の
し
し
か
ん
ぞ
う
あ
わ
せ
て 

粟
ん
だ
ん
ご
三
つ
米
ん
だ

ん
ご

三つ 

あわせて
六つ

あのやだってろさんなまけらした 

まけ
たほ
どほ
どげ
ずの
い
げ 

う
ち
で
ほ
れ
ば
う
ち
め
に
か
か
る 

外
で
ほ
れ
ば
人
目
に
か
か
る 

正
月
三
日
に
ば
ん
ご
や
た
て
て 

ほってやろほってやろ 

い
っ
こ
し
よ
う
ば
ば
や
ん
な 

ぼ
た
も
ち
ず
きで

よんべ九つけさ七つ

け

さ

七つ

て
ま
り
う
た
(

て
ん
て
ん
て
ん
) 

鹿—
1
—
: 

伝承地山鹿市鍋田 

伝
承
者
滝
本
ヮ
ィ
女 

てんて
んてんてん神様のお祭りで
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て
ん
て
ん
て
ま
り
を
買
い
ま
し
た 

て
ん
て
ん
て
ま
り
は
ど
こ
で
つ
く 

梅
の
お
花
の
下
で
つ
く
下
で
つ
く 

て
ん
て
ん
て
ん
て
ん
神
様
の
石
段
は 

だん
だん数えて
二十段二十段 

だ
ん
の
数
ほ
ど

つ
き
ま
し
よ
う
つ
き
ま
し
よ
う

て
ま
り
う
た
(

い
ち
に
と
ら
ん
) 

鹿—
1
—
(1 

伝承地山鹿市鍋田 

伝
承
者
滝
本
ヮ
ィ
女 

い
ち
に
と
ら
ん
ら
ん
き
よ
く
て
し 

し
ん
が
ら
ほ
け
き
よの
本
願
寺 

で
こ
ぼ
ぅ
よ
帰
ろ
ぅ
か 

も
ぅ
か
れ
こ
れ
三
時
だ
よ 

ぅ
ち
に
は
ち
ゃ
め
子
が 

待
ち
こ
が
れ
て
い
る
だ
ん
べ
よ

I

け
ん
じ
よ
ニ
け
ん
じ
よ

 
鹿

1
1

丨
(1
 

伝
承
地
山
鹿
市
下
保
多
田 

伝
承
者
松
本
英
子
大
正

8
年
生
女 

一けんじよニけんじよ 

三けんじよ四けんじよ 

四けんま保多田ののりくらの
上に 

あ
ま
う
じ
け

う
じ 

さるさかつえついて 

じ
つ
と
いつてこれひけ

お
手
玉 
鹿—
1
—
⑵

伝
承
地
山
鹿
市
津
留 

伝承者藤原フジエ女 

おひ
とつ
おひ
とつ
おさらい 

おふたつ
おふ
たつ
おさらい 

おみんなおさらい 

小
さ
い
橋
こ
ぐ
れ
小
さ
い
橋
こ
ぐ
れ 

大
き
な
橋
こ
ぐ
れ
大
き
な
橋
こ
ぐ
れ 

一よせニ
よせ
おさらい

と
ん
き
ん
お
手
玉

 
鹿—
2
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
四
丁
仲
間 

伝承者古川マサ子女 

ひ
よ
ど
り|

羽

一

も
ん
め
と
ん
こ
と
ん 

ひ
よどりニ羽ニ
もんめとんこ
とんとんこ
とん 

ひ
よどり
三羽三
もんめとんこ
とんとんこ
とんとんこ
とん

お
手
玉
こ
ん
ぼ
とり

 
鹿
丨
2
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
北
町
四
丁
仲
間 

伝承者古川マサ子女 

大
黒
さ
ん
と
え
び
す
さ
ん 

からから日本へ渡る時 

潮
風
吹
か
れ
松
の
風
吹
か
れ 

それで色がまっ黒い 

一でいくさがは
じまっ
た 

ニで日本の兵隊が 

三でさかしよにまいり
ましよぅ
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四
で
し
か
ん
の
命
令
で 

五
で
ご
ろ
ご
ろ
大
砲
を 

六で六六三十六 

七つで
泣いて
はいけ
ませ
ん 

八
つ

や
っ
ぱ
り
女の子 

九つ
降
さ
ん

し
ま
し
た
が 

十
で
と
ぅ
と
ぅ
あ
が
っ
た

せ
っ
せ
っ
せ
(|

に
橘
) 

鹿
—
2
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
北
町
四
丁
仲
間 

伝承者古川マサ子女 

|

にたちばなニにかきつばた 

三
に

下
り
ふじ四にししぼたん 

五
つ

い
や
まの
千本桜 

六
つ

紫いろいろに

そめて 

七つ
なんて
ん 

八
つ

や
ま
ぶ
き 

九
つ
こ
、

っ
せ
み 

十をとのさんの扇のご紋

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゆ
う 
鹿
-
2
-
U

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
北
町
四
丁
仲
間 

伝承者古川マサ子女

おお寒む小寒む 

小
さ
ぶ
ど
ん
の

しりに

や 

まがんこがさがつて 

一
つ
取
っ
て
く
わ
せ
た
り
や

ま
あ
一
ち
ょ
食
ぅ
て
ち
言
ぅ
た
け 

しり
べたばたたかれた

ひ
は
ひ
の
さ
か

 
鹿—
3
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
菊
鹿
町
下
内
田 

伝承者田中ヨシミ女 

とんでなかにじゆうなかさんじゆうなか

お
手
玉
遊
び

やこるが十や 

こるが二十や 

こ
るが三十や 

こるが四
十や 

こるが五十や

鹿
-
3
—

Q
.

伝
承
地
鹿
本
郡
菊
鹿
町
下
内
田 

伝承者田中ヨシミ女 

こ
る
が
六
十
や 

こ
る
が
七十
や 

こ
る
が
八
十
や 

こ
る
が
九
十
や 

こ
る
が百
や

お
手
玉
と
り
歌
(

お
ひ
と
) 

鹿—
3
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
菊
鹿
町
上
永
野 

伝
承
者
高
塚
ッ
ヤ
子
女 

お
ひ
と
お
ふ
た
お
ー
み
お
ー
ょ 

ぉ
い
つ
ぉ
ー
む 

な
つ
て
く
れ

とん
き
ん 

お
な
が
一
つ
か
み
と
ん
き
ん 

お
ひ
と
ざ
く
ら

と
ん
き
ん 

お
ふ
た
ざ
く
ら

とん
き
ん 

お
ー
み
ざ
く
ら

とん
き
ん
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お
ー
よ
ざ
く
ら
と
ん
き
ん 

お
ー
い
さ
く
ら
と
ん
き
ん 

お
ー
む
ざ
く
ら
と
ん
き
ん 

な
つ
て
く
れ

と
ん
き
ん 

ひ
い
ふ
の
と
ん
き
ん 

も
と
や
番
頭
さ
ん
と
ん
き
ん 

米
屋
打
ち
お
と
し
と
ん
き
ん 

大
き
な
橋
こ
ぐ
れ
と
ん
き
ん 

小
さ
な
橋
こ
ぐ
れ
と
ん
き
ん 

の
ー
せ
さ
い

お
手
玉
と
り
の
歌
(

蝶
)々 

鹿—
3
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
菊
鹿
町
上
永
野 

伝承者高塚ツヤ子女 

蝶
々
と
ま
れ
菜
の
葉
に
と
ま
れ 

と
ま
る
菜
の
葉
は
黄
銀
の
花
に 

花
か
蝶
々
か
蝶
々
か
花
か 

風
に
吹
か
れ
て
ひ
ら
ひ
ら

一

こ

手
ま
り
歌
(

前
後
) 

鹿—
4
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝承者西川シゲ大正

9
年
生
女 

前後えりそでおくみつままちち 

け
ん
さ
き
も
の
ち
よ
ん

前肩三枚袖

ま
り
つ
き
の
歌
(

ウ
サ
ギ
の
) 

鹿
丨
4
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
木
庭
武
大
正

2
年
生男 

A
ウ
サ
ギ
の
お
耳
は
な
ぜ
な
が
い 

小
さ
い
時
に
か
あ
さ
ま
が 

お
耳
を
く
わ
え
て
ひ
っ
ば
っ
た 

そ
れ
で
こ
ん
な
に
の
び
た
の
さ 

ワ
ン 
ツスリー 

ハハィチハハニ
 

ハハサン

ノ

チヨ
イ 

A
ぅ
さ
ぎ
の
お
目
目
は
な
ぜ
赤
い 

小
さ
い
時
に
か
あ
さ
ま
に 

し
か
ら
れ
一
晩
な
い
た
の
で 

そ
れ
で
こ
ん
な
に
赤
い
目
サ

な
わ
と
び
の
歌
(

大
波
) 

鹿—
4
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
木
庭
武
大
正

2
年
生男 

大波小波なわとび 

大波小波なわとびなわとび 

アップクチキチキアッパッバ 

アップクチキチキアッパッバ

羽
根
つ
き
歌 
鹿—
4
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
鬼
塚
ハ
ツ
エ
明
治

29
年
生
女 

ひ
や
ふ
み
や
よ
い
つ
む
に
な
な
や
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こつこ
なとおで
いつこし
よ

み
か
ん
遊
び
歌

 
鹿
1
4

丨

(1

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
木
庭
武
大
正

2
年
生
男

山
伏
さ
ん
山
伏
さ
ん 

あ
ん
た
どけ
い
く
か
な 

わ
たし
ゃ山
鹿

新町ぃ塩

買いに 

い
んまそつ
ちゃ
んい
く
と 

山犬がひっかむばいビョッビョッ 

(

み
か
ん
を
袋
の
ま
ま
も
む

)

親
の
な
い
子
は
ま
ま
く
う
て 

ふ
ー
とれ

親
の
あ
る
子
は
乳
の
う
で 

ふ
ー
とれぞ

う
り
か
く
し
の
歌

 
鹿
丨
4
—

U

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
木
庭
武
大
正

2
年
生
男 

じ
よ
う
り

け
ん
じ
よ
ま
る
け
ん
じ
よ 

ま
ん
ま
る
下
る
は
お
お
や
の
や 

い
ち
れ
ん
ぽ
ん
に
か
た
ら
ん
も
ん
な 

つ
ら
れ
ん
か
づ
ら
ん
ほ
し

ゴ
ム
と
びの
歌

 
鹿
丨
4
丨
(1

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
木
庭
武
大
正

2
年
生
男 

頭
の
と
が
っ
た

QP
さん 

お
金
も
な
い
の
に
バ
ス
乗
っ
て 

し
や
し
ょ
う
さ
ん
か
ら
し
か
ら
れ
た 

こ
れ
は
失
礼
ご
め
ん
な
さ
い

手
ま
り
歌
(

む
か
え
の
) 

鹿—
41
(1

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
本
町
来
民 

伝
承
者
横
田
ト
マ
ル
女 

む
か
え
の
婆
々
さ
ん
四
十
九
で
嫁
め
る 

白
髪
み
す
じ
に
か
ん
ざ
し
さ
し
て 

千
ば
と
る
時
や
子
供
が
笑
う 

子
供
笑う
な
縁
じ
や
もの 

婆
婆
じ
や
もの

手
ま
り
歌
(

源
太
が
娘
) 

鹿
丨
51

⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
広 

伝
承
者
一
の
り
え
女 

A
あ
の
山
の
源
太
が
娘
は
つ
る 

ほ
う
よ
う
し
て
切
り
こ
え
た

卜コヘントコドッコィ

ソ
ー
ラ
イ 
ソ
ー
ラ
イ 

A
一
つ
で
は
父
に
離
れ
て 

二
つ
で
は
母
に
離
れ
た 

A
三
つ
で
は
み
ん
な
に
お
く
ら
れ
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四
つ
で
世の
中
さ
ろ
かし
た 

~\
五
つ
で
は
糸
を
よ
り
そ
め 

六
つ
で
そ
の
は
た
お
ろ
さ
い
た 

A
七
つ
で
は
な
に
ご
と
な
い
よ
に 

八
つ
て
屋
敷
を
広
め
た 

A
九
つ
で
こ
う
と
定
め
て 

十
で
天
国
上
が
ら
い
た

手
ま
り
歌
(

大
黒
さ
ん
) 

鹿
丨
5
丨U 

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
広 

伝
承
者
一
の
り
ぇ
女 

大
黒
さ
ん
と
い
う
人
は 

近
江
の
国
の
人
な
れ
ば 

明
日
の
晚
も
千
石
昼
も
夜
も
千
石 

I

の
谷
ふ
ん
ぱ
づし
ニ
で
に
っ
こ
り
笑
う
て 

三
で
酒

も
ろ
う
て
四
つ
嫁
ごの
お
べん
か
ね 

五
つ
い
つ
も
の
如
く
な
り
六
つ

^
とり
初
め
し
て 

七
つ
何
事
な
い
よ
う
に
八
つ
山
桜 

九
つ
小
梅
の
花
ざ
か
り
十
で
と
っ
く
り
納
め
た
て 

そ
れ
で

一

こ
上が
ら
い
た

手
ま
り
歌
(

上
ん
だ
ん
の
狐
) 

鹿
丨
5
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
広 

伝
承
者
 |

の
り
ぇ
女 

上
ん
だ
ん
の
狐
じ
よ
は
い
げ

ふ
ま
い
た 

い
げ
は
何
の
い
げ
ぼ
け
の
い
げ 

ほ
つ
て
下
さ
れ
さ
も
ん
さ
ま

ほ
っ
て
や
る
こ
た
や
す
け
れ
ど 

内で
ほ
札
ば人が知る人が知る 

正
月
三
日
に
番
小
屋
た
て
て 

ほ
っ
て
や
ろ
ほ
っ
て
や
ろ

手
ま
り
歌 
鹿—
5
—

U

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
広 

伝
承
者
 |

の
り
ぇ
女 

山
の
ち
よ
ん
ち
よ
ん
げ
は
な
ぜ
な
く
の 

親
も
居
ら
ず
子
も
お
ら
ず 

た
っ
た
ー
人
の
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
が 

山
か
ら
こ
ろ
げ
て
死
に
ま
し
た 

死
ん
だ
と
思
ぇ
ば
四
十
九
日 

四
十
九
日
に
あ
た
る
日
は 

香
花
を
も
っ
て
墓
参
り 

こ
れ
を
木の
葉で 

ち
よ
い
と
か
く
す

手
ま
り
歌
(

天
神
さ
ん
) 

鹿
1
51Q
.

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
広 

伝
承
者
広
岡
は
な
女

天
神
さ
ん
の
梅の
木
に 

も
ず
が
と
ま
つ
て
琴
を

ひ
く 

琴
の
ひ
び
き
に
花
が
散
る 

散ったが大事か 

散らぬが大事か 

そ
、
っ

と

か
く
そ
、
っ
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手
ま
り
歌
(

む
か
え
の
) 

鹿—
5
—
Q
.

伝
承
地
鹿
本
郡
鹿
央
町
千
田 

伝承者柏万記男他 

む
か
え
の
さ
も
ん
な
桜
花 

朝
夕
蕾
ん
で
昼
ひ
ら
く 

晚
に
し
ほ
れ
て
門
に
立
つ 

門
に
立
つ
松
つ
ぁ
だ
れ
が
松 

俺
が
弟
の
千
松
ぞ万
松で

ま
あ
だ
七
ッ
に
や
な
ら
ん
も
の 

お
馬
の
上
か
ら
お
ら
ば
い
た

さ
ら
ば
さ
ら
ば
と
あ
と
見
れ
ば 

あ
と
に
や
し
ぐ
れ
の
雨
が
降
る 

さ
き
に
や
れ
ん
げ
の
花
が
咲
く 

れ
ん
げ
畑
の
ヶ
シ
の
花

一枝折りて
は頭
にさし 

ニ
枝
折り
て
は
腰
に
さ
し 

三
枝折
るまにや日
が暮れて 

姉
女
の
小
屋
に
宿
し
ゅ
か 

妹
の
小
屋
に
宿
し
ゅ
か 

姉
女
の
小
屋
に
宿
し
た
ら 

畳
は
み
じ
か
し
夜
は
長
し 

夜
明
け
時
分
に
出
て
み
た
ら 

十
七、
八
の
傾
城

(

遊
女
)

が 

こ
が
ね
盃
手
に
も
っ
て 

一

ぱ
い
あ
が
れ
よ
一
平
さ
ん 

ニ
は
い
あ
が
れ
よ
ニ
平
さ
ん 

三
ば
い
あ
が
れ
よ
三
平
さ
ん

さへさんさへさん 

肴
が
な
い
と
て
あ
が
ら
ん
か 

江
戸
の
き
ん
か
ん
花
は
咲
け
ど
も 

実
が
な
ら
ぬ
実
が
な
ら
ぬ 

ひ
い
ー

ふ

ぅ

ー

に
やいつ
こ
い

し
よ

手
ま
り
歌
(

今
日
は
) 

鹿—
6
—

U

伝
承
地
鹿
本
郡
植
木
町
平
野 

伝
承
者
松
尾
み
よ
し
明
治

43
年
生
女 

今
日
は
今
日
今
日
明
日
は
大
大
事
の 

お
手
まり
様
よ

お
絹
の
お
ふ
に
お
つ
つ
み
申
し
て 

蚕
で
し
めて

し
め
た
と
こ
ろ
を
色
は
た
変
え
て 

見
て
名
所
は

名
所
名
所
は
誰
に
渡
そ
か 

花
の
松
尾
さ
ん
の
お
袖
の
お
下
に 

手
渡
し
申
し
ま
し
よ 

(

受
け
取
っ
た
者
)

ハ
イ
ハ
イ
受
け
と
り
ま
し
た 

ハ
イ
ハ
イ
受
け
と
り
ま
し
た 

今日
は
 

今
日
今
日
•
■.
.

(

く
り
返
し
歌
っ
て
次
へ
渡
す

)
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手
ま
り
歌
(

し
よ
ん
し
よ
ん
) 

鹿
丨
6
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
植
木
町
平
野 

伝
承
者
松
尾
み
よ
し
明
治

43
年
生
女 

し
よ
ん
し
よ
ん
お
し
ま
し

よ
く
ら
ベ
ましよ 

ど
っ
ち
が
お
強
い
こ
っ
ち
が
強
い 

強
い
方
に
勝
っ
て
く
り
ゅ
と 

は
か
た
の
お
万
が
こ
ま
ぅ
つ
よ
ぅ
は 

い
の
し
し
い
の
し
し 

か
ん
ざ
あ
わ
せ
て
み
ん
み
が
三
つ 

わ
ん
わ
ん
泣
か
い
た 

一

か
ま
お
か
と
し
ゃ
千
石
ご
ざ
る 

ニ
か
ま
お
か
や
し
ゃ
ニ
千
石
ご
ざ
る 

総
ま
た
お
か
や
し
ゃ
お
茶
屋
の
裏
で 

け
し
け
し
虫
が
な
く
よ 

暑
い
と
て
な
く
か
寒
い
と
て
な
く
か 

暑
い
も
と
ら
ぬ
寒
い
も
と
ら
ぬ 

親
と
ろ
子
と
ろ 

三
度
な
か
い
た
三
度
な
か
い
た

お
手
玉
遊
び
歌

 
鹿—
6
丨
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
植
木
町
平
野 

伝
承
者
松
尾
み
よ
し
明
治

43
年
生
女 

A
柳
権
兵
衛
さ
ん
な
豊
か
で
く
ら
す 

二
人
子
供
を
持
ち
置
き
死
ん
で 

入
り
ゅ
か
入
れ
み
ぁ 

権
兵
衛
さ
ん
な
思
案 

入
れ
に
や
こ

の

家の
所
帯
が
た
た
ぬ

へ
わ
た
し
や
二
人
の
子
供
が
に
く
い 

も
う
し
権
兵
衛
さ
ん
殺
そ
じ
や
な
い
か 

姉
の
方
か
ら
鉄
砲
で
こ
ろ
す 

妹
お
ま
つ
は
湯
玉
で
こ
ろ
す 

A
お
ま
つ
来
い
来
い
髮
結
う
て
や
る
ぞ 

今
日
は
お
っ
か
さ
ん
の
た
ち
日
で
ご
ざ
る 

お
墓
参
り
に
両
手
を
合
せ 

南
無
阿
弥
陀
仏
と
ニ
声
三
声

手
ま
り
歌
(

向
へ
の
) 

鹿—
6
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
植
木
町
平
野 

伝
承
者
松
尾
み
ょ
し
明
治

43
年
生
女
他
 

向へのざぼんは梅の花 

朝々
つ
ぼんで昼開く 

晚
に
し
お
れ
て
門
に
立
つ 

門
に
立
つ
松
何
松
か 

千
松
か
万
松
か 

まあだ七つにならぬ先 

馬
ん
ま
の
上
か
ら
跳
び
下
り
て 

五
そ
く
の
た
も
と
に
矢
を
受
け
て 

大
腹
立
ち
や
小
腹
立
ち 

そ
う
ま
た
お
腹
が
立
つ
な
ら
ば 

硯
と
紙
を
引
き
ょ
せ
て 

ニ
ま
た
川
に
渡
し
て
み
れ
ば 

浮
い
て
は
沈
み
浮
い
て
は
沈
み 

あ
あ
お
も
し
ろ
の 

浮
き
草
や
つ
み
草
や
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鬼
ご
っ
こ
遊
びの
童
唄

 
鹿—
6
—
⑴

伝
承
地
鹿
本
郡
植
木
町
滴
水 

伝
承
者
江
ロ
信

一

明
治
43
年
生
男 

A
三
さ
ん
見
た
か
い
三
見
た
か
い 

|
の
地
蔵
さ
ん
笑
つ
て
る 

こ
ん
ど
の
鬼
は
だ
れ
だ 

や
っ
た
ぞ
ー
や
っ
た
ぞ
ー 

A
三
さ
ん
見
た
か
い
三
見
た
か
い 

ニ
の
地
蔵
さ
ん
お
こ
つ
て
る 

こ
ん
ど
の
鬼
は
だ
れ
だ 

や
っ
た
ぞ
ー
や
っ
た
ぞ
ー 

A
三
さ
ん
見
た
か
い
三
見
た
か
い 

三
の
地
蔵
さ
ん
泣
き
虫
よ 

こ
ん
ど
の
鬼
は
だ
れ
だ 

や
っ
た
ぞ
ぅ
や
っ
た
ぞ
ぅ

手
ま
り
歌
 

鹿
丨
6
—
Q
.

伝
承
地
鹿
本
郡
植
木
町
米
塚 

伝承者平山
さえ
女 

お
お
さ
か
越
え
て
さ
か
越
え
て 

お
茶
屋
の
娘
は
お
竹
さ
ん 

酒
屋
の
娘
は
お
梅
さ
ん 

そ
れ
に
兵
隊
さ
ん
が
ほ
れ
こ
ん
で 

髮
さ
し
あ
げ
よ
か
櫛
あ
ぎ
よ
か 

い
え
い
え
そ
ん
な
も
の
い
り
ま
せ
ん 

今のはやりの唐ちりめん 

ど
ま
ど
う
じ
や
い
な

あ
り
が
と
け
れ
ど
も
気
の
毒
さ 

気
の
毒
け
れ
ど
も
あ
り
が
と
さ

は
ね
つ
き
歌
(

ひ
と
ん
ご
) 

鹿
丨
6
丨
(1
 

伝
承
地
鹿
本
郡
植
木
町
米
塚 

伝
承
者
平
山
明
子
明
治

43
年
生
女

ひ
と
ん
ご
ふ
た
ん
ご 

み
わ
た
の
よ
そ
ゆ
き 

なんなの八代 

こっこの木葉の 

峠
の
あ
め
が
た
や
の 

し
ず
く
が
は
ら
は
ら

落
るの
が 

一つ
こ
し
よ

手
ま
り
歌
(

地
名
) 

菊—
2
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
七
城
町
甲
佐 

伝
承
者
西
ロ
実
明
治

44
年
生男 

イセ 
(

伊
勢
)

ニイガタ

 
(

新
潟
)

ミカワ 
{

三
河
)

シ
ン
シ
ュ
ウ

 
{

信
州
)

コウべ 
s
g

ムサシ 
(

武
蔵
)

ナ
ゴヤ 
(

名
古
屋
)

ハコ
ダテ

 
(

函
館
)

キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
(

九
州
) 

k
-

丨
キ
ヨ
ウ
(

東
京
)
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手
ま
り
唄
(

こ
つ
け
ら
こ
ん
) 

菊—
4
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
杉
水 

伝承者渡辺ヮ
キ明治

32
年
生
女 

こ
つ
け
ら
こ
ん
の
お
と
け
の
ふ
し
き
り
こ
め
て 

ま
た
く
る
小
原
の
水
祭
り
水
祭
り 

正
月
く
り
ゃ
う
れ
し
盆
が
く
り
ゃ
う
れ
し 

う
れ
し
の
お
花
は
ど
こ
に
咲
く
ど
こ
に
咲
く 

山
に
も
さ
さ
ぬ
川
に
も
さ
さ
ぬ 

西
寺
山
の
御
門
の
う
え
に
ゃ 

めでたい鹰が巣かけた巣かけた 

ひ
と
つ
な
か
き
ゅ
う
か
ふ
た
つ
な
か
き
ゅ
う
か 

みつ
よつ
ななつ
橋かけ
た橋かけ
た 

ひ
ー
ふ
い
つ
こ
し
よ
う
か
ら
わ
ー
せ
た 

ア
ガッ
夕お

じ
や
め
唄
(

お
の
し
ろ
の
) 

菊—
4
丨
⑵

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
杉
水 

伝
承
者
西
本
み
よ
子
大
正

13
年
生
女 

お
の
し
ろ
の
し
ろ
き
や
の 

お
コ
マ
さ
ん
さ
い
ぞ
う
さ
ん 

た
ば
こ
の
中
に
は
十
八
さ
ん 

ひゃふみゃよいつむのななや 

こ
こ
の
と
ん
と
ん
た
た
く
は
誰
さ
ん
か 

新
町
米
屋
の
し
げ
さ
ん
じ
や 

しげさん何しにおいでたか

石
炭
か
わ
っ
て
買
い
に
来
た 

お
前
の
石
炭
ど
ん
な
色 

おこんにむらさきあいびろど 

略

手
ま
り
唄
(|

か
け
) 

菊—
4
—
⑵

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
杉
水 

伝
承
者
西
本
み
ょ
子
大
正

13
年
生
女 

一

かけニかけ三かけて 

四かけて五かけて六かけて 

七
つ
の
ら
ん
か
ん
腰
を
か
け 

は
る
か
む
こ
う
を
な
が
む
れ
ば 

十
七、
八の
小
娘
が 

片
手
に
花
持
ち
線
香
も
ち 

お
前
は
ど
こ
か
と
た
ず
ぬ
れ
ば 

私は九州鹿児
島の 

西
郷
さ
ん
の
娘
で
す 

明
治
十
年
西
役
に 

う
ち
死
に
な
さ
れ
た
西
郷
さ
ん 

今
日
は
西
郷
さ
ん
の
命
日
で 

お
墓
参り
を
せ
に
ゃ
な
ら
ぬ 

お
墓
の
前
に
手
を
つ
い
て 

ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
と
お
が
み
ま
す 

もしもこの子が男なら 

師
範
学
校
を
卒
業
さ
せ 

梅
に
う
ぐ
い
す
と
ま
ら
せ
て 

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
ー
と
鳴
か
せ
ま
し
ょ
う
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手
ま
り
唄
 

菊—
4
—
⑵

伝
承
地
菊
池
郡
大
津
町
杉
水 

伝承者渡辺ヮキ明治

32
年
生
女 

よ
ん
べ
ご
ざ
っ
た
花
嫁
ご 

今朝は座敷になわらせて 

き
ん
ら
ん
ど
ん
す
を
縫
わ
せ
た
り
ゃ 

び
っ
く
り
し
ゃ
っ
く
り
泣
か
し
ゃ
ん
す 

お
前
は
な
ぜ
に
泣
か
し
ゃ
ん
す 

と
と
さ
ん
が
恋
し
い
か
か
か
さ
ん
が
恋
し
い
か 

い
え
い
え
そ
う
で
は
ご
ざ
ん
せ
ぬ 

え
り
と
お
く
み
が
つ
け
に
く
い
つ
け
に
く
い

手
ま
り
唄
(

ひ
ふ
み
よ
) 

菊—
6
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
福
原 

伝承者吉岡ヒサヲ大正

2
年
生
女 

ひ
ふ
み
よ
な
な
や
で
飛
ん
で
な
す
か 

に
じ
ゅ
う
な
す
か
さ
ん
じ
ゅ
う
で
チ
ョ
ィ 

い
っ
ち
よ
う
け
ん
に
ち
よ
う
け
ん 

三十でチョィ

い
つ
たい
に
い
た
い
さ
ん
たい
チヨ
イ

ま
り
つ
き
唄
(

ひ
と
つ
ひ
よ
鳥
) 

菊—
6
丨
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
福
原 

伝承者吉岡ヒサヲ大正

2
年
生
女 

ひ
と
つ
ひ
よ
鳥
ふ
た
つ
ふ
く
鳥 

みっつみみずくよっつ
よだか 

いつつ石だたきむっっむく鳥

ななつなぎさの浜千鳥やっつ山鳥 

こ
こ
の
つ
こ
ま
鳥
十
を
と
ん
び
の
し
り
は
ぎ 

と
ん
び
ん
と
ん
チ
ョ
ィ

座
頭
さ
ん
へ 
菊—
6
1

⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
福
原 

伝承者吉岡ヒサヲ大正

2
年
生
女 

座
頭
さ
ん
へ
座
頭
さ
ん
へ 

誰
に
さ
か
ず
き
さ
し
ま
し
ょ
ぅ
か
マ
ダ
マ
ダ 

ま
だ
と
お
つ
し
や
い
ま
す
な
ら 

貴
方
の
後
ろ
は
誰
で
す
か

な
ご
唄
(

お
じ
や
め
唄
) 

菊—
61

⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
豊
岡 

伝
承
者
斉
藤
弓
子
大
正

12
年
生
女

お
ば
さ
ん
体
が
弱
い
ね 

わ
た
し
の
母
さ
ん
達
者
で
す 

そ
ー
れ
は
ね
中
将
湯
の
お
か
げ
で
す 

お
ば
さ
ん
も
今
日
か
ら 

飲
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い 

き
つ
と
.

丈
夫
に
なり
ま
す
よ

お
は
じ
き
の
歌

 
菊—
6
丨
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
福
原 

伝承者吉岡ヒサヲ大正

2
年
生
女 

の
ぅ
せ
と
んつ
ぼ
と
ん
ざ
か
な 

小
鹿
の
湯
の
は
た
い
つ
て
が
あ
ば
か
ん
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— 195 —

の
を
せ
お
ま
ね
き 

お
を
せ
お
か
く
し

い
っ
け
ん
き
な
っ
せ 
菊—
6
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
福
原 

伝承者吉岡ヒサヲ大正

2
年
生
女 

いっけん来なっせ茶袋さん 

蛇
の
目
の
唐
傘
三
代
目 

し
ん
し
き
て
っ
ぽ
で
ご
ん
さ
ゐ
さ
ん 

むね打ちやドンま
り
つ
き
歌 
菊—
6
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
豊
岡 

伝承者田中ユキ明治

34
年
生
女 

お
っ
ち
ょ
が
と
っ
さ
ん
ど
け
い
か
す 

あ
ず
ま
海
道
に
金
ほ
り
に 

お
っ
ち
ょ
も
つ
れ
て
行
か
し
や
ん
せ 

お
っ
ち
ょ
に
や
何
が
な
着
せ
て
や
る 

下
か
ら
も
み
の
赤
小
袖 

上
か
ら
丹
後
の
ひ
と
え
も
の 

さ
ら
ば
さ
ら
ば
と
後
見
れ
ば 

後
に
や
し
る
ぎ
の
雨
が
降
る 

先
に
や
れ
ん
げ
の
花
が
散
る 

れ
ん
げ
畑
の
桃
の
花 

一枝折ってはかみにさし 

ニ枝折ってはこしにさし 

三枝折る間に日が暮れて

姉
の
小
屋
に
宿
し
よ
か 

妹
の
小
屋
に
宿
し
た
ら 

たたみはみじかし夜は長し 

朝
早
よ
お
き
て
天
見
れ
ば 

十
七、
八の
け
い
せ
い
が 

こ
が
ね
の
さ
か
ず
き
手
に
も
っ
て 

一ぱい
飲ましやれ庄屋様

.

ニはい飲ましやれ国頭 

三
ば
い
目
に
は
肴
が
足
ら
ず
に 

刀
引
き
ぬ
ぎ
光
も
の
光
り
も
の 

ひ
ふ
い
っ
こ
し
よ
か
ら
わ
せ
た

ま
り
つ
き
唄
(

竹
迫、
名
物
)

伝
承
地
菊
池
郡
合
志
町
福
原 

伝承者吉岡ヒサヲ大正

2
年
生
女 

竹迫名物黒葉の煙草 

徒りぎよう水粟の飯

天
とう
さ
ん

 
菊—
8
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
黒
石 

伝承者角田きくよ女 

天
と
う
さ
ん
天
と
う
さ
ん 

甘
酒

一

ぱ
い
あ
げ
ま
っ
し
ゅ 

か
ら
す
に
持
た
せ
て
あ
げ
ま
っ
し
ゅ 

からすが道々
ひんのうだ 

か
ら
す
の
頭
の
ひ
わ
る
る
よ
う
に 

ていりやんせていりやんせ



い
っ
ぷ
く
て
っ
ぶ
く 
菊—
8
丨
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
黒
石

伝承者伊藤たまき大藪いよ角田きくよ

い
っ
ぷ
く
 

て
っ
ぷ
く 

た
ん
だ
ん
ど
ん
の
乙
姫
は 

ゆ
ぅ
れ
に
も
ま
れ
て
泣
く

こえは 

ピヨ
ピョ
モン
ガラ
モン
ガラ 

才
ヒ
ヤ
リ
コ
 

ヒヤリコ 

じ
つ
と
ゆ
ぅ
て
こ
る
ば
ひ
け

な
わ
と
び
の
歌 
菊—
8
—
⑴

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
黒
石 

伝承者大藪い
よ女 

波はどんどとあれてくる 

こ
こ
は
浜
辺
の
波
の
上 

青空高くそ
びえたち 

暗
い
山
道
か
け
て
行
く

お
じ
や
め
明

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
須
屋 

伝
承
者
吉
田
き
よ
め
明
治

27
年
生
(

故
人
) 

ひ
と
つ
で
は
乳
を
飲
み
そ
め 

ふ
た
つ
で
は
乳
に
は
な
れ
て 

み
っ
つ
で
は
水
を
汲
み
そ
め 

よ
っ
つ
で
は
夜
な
べ
し
そ
め
て 

い
っ
つ
で
は
糸
を
よ
り 

む
つ
つ
で
こ
ろ
ば
た
織
り
そ
め

な
な
つ
で
は
な
か
に
や
御
前
の
そ
り
ば
し 

や
っ
つ
で
は
屋
敷
ひ
ろ
め
て 

こ
こ
の
つ
で
心
定
め
て 

と
う
で
殿
御
を
持
た
せ
た 

じ
ゅ
う
い
ちで
花の

ょ
う
な
る 

お
子
を
い
ち
に
ん
持
た
せ
た 

そ
の
お
子
が
お
宮
参
り
に 

風
も
吹
か
ず
に
雨
も
降
ら
ず
に 

宮
の
脇
か
ら
水
が
ど
ん
ど
と
流
れ
た 

そ
の
水
に
何
を
流
そ
か 

赤
い
小
袖
を
流
し
た

道
楽
スn

タn

伝
承
地
菊
池
郡
西
合
志
町
須
屋

伝
承
者
後
藤
サ
ダ
メ
明
治

29
年
生
女 

せ
い
が
ん
寺
の
和
尚
さ
ん
な
ス

コ
タ
コで 

ス
コ
タ
コ
なまこにやチンのいお 

片手にさげたるエィガンチョ 

エ
ィ
ガ
ン
チ
ョ
の
か
け
め
は
一
貫
八
百
匁 

下
関
か
ら
お
ー
せ
お
せ 

お
せ
き
じ
ょ
弟の
藤
吉
は 

チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
ア
バ
バ
に
や
おつ
むテ
ン
テ
ン 

て
んて
ん
天
満の
は
だ
か
む
し
や 

行
こ
か
も
どろ
か
住
吉
の 

住
吉
浜
辺
の
高
どう
ろ
う 

どう
ろ
吉
野
の
二
階
か
ら 

ま
ね
か
れ
ら
れ
た
が
和
藤
内
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和
藤
内
の
お
ば
さ
ん
なス
コ
タ
コ
で 

スコタコなまこにやチンの魚 

片手にさげたるエィガンチョ 

エ
ィ
ガ
ン
チ
ョ
の
か
け
め
は
一
貫
八
百
匁

お
じ
や
め
とり
の
歌

 
阿—
6
丨
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
波
野 

伝承者岩下ミネ子大正

2
年
生
女 

お
い
も
さ
ん
お
い
も

一升い

く
ら
か
な 

三
十
ニ
文
で
ご
ざ
い
ま
す 

ます
こ
し
ま
か
ら
ん
か
ち
や
か
ら
か
ボン 

お
前
の
こ
と
な
ら
ま
け
て
や
ろ
ぅ 

ざ
ら
お
ろ
し
ま
す
お
ろ
し
包
丁
ま
な
板
出
し
か
け
て 

頭
を
切
ら
れ
る
と
ろ
ろ
い
も 

一、
ニ、
三、
四、
五、
六、
七、
八、
九、
十

手
ま
り
歌S
の
む
か
え
の
) 

阿
—
6
丨
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
波
野 

伝承者市原泉女 

家
の
む
か
えの
笹
切
り
は 

で
ん
次
郎
さ
ん
か
次
郎
さ
ん
か 

お
茶
が
沸
い
た
か
お
よ
ら
ん
か 

お
茶
も
た
ば
こ
も
わ
し
や
き
ら
い 

こ
こ
の
娘
に
ち
よつ
と
ほ
れ
た 

晚
の
く
ろ
場
に
ど
ち
ま
く
ら 

東
ま
く
ら
の
窓の
下 

窓は何窓で
んじ窓

で
ん
じさ
ら
さ
らつ
き明り

手
ま
り
歌
(

向
う
の
山
に
) 

阿
1
6
1
(3
 

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
波
野 

伝承者市原泉女 

向
う
の
山
に
火
が
あ
か
る 

月
か星かほたるか 

山
寺
坊
ずの
嫁
む
か
い 

夕
べも
ら
っ
た
花
嫁
ご 

今
朝
は
座
敷
に
な
お
ら
せ
て 

絹の
小
袖
を
縫
わ
す
れ
ば 

し
っ
く
は
つ
く
と
泣
か
し
や
ん
す 

父
ち
や
ん
恋
し
ゅ
て
泣
く
の
か
な 

母
ち
や
ん
恋
し
ゅ
て
泣
く
の
か
な 

い
い
えそ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

私
が
弟
の
千
松
は
七
つ
八
つ
か
ら
金
山
で 

金
を
掘
る
や
ら
死
ん
だ
や
ら 

一年待てどもまだ見えん 

ニ年待てどもまだ見えん 

三
年
三
月
に
状
が
来
た 

姉
さ
ん
こ
い
との
状
が
来
た 

行
く
に
は
行
き
た
い
気
も
す
る
が 

お足
が
な
い
の
で
行
け
な
い
わ
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ま
り
つ
き
歌

 
阿—
6
丨
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
波
野 

伝
承
者
市
原
ス
ソ
ノ
女 

う
ち
の
前の
茶
々
の
木
に 

雀
が
三
び
き
と
ま
っ
て 

そ
の
す
ず
めの
言
う
こ
と
に
や 

よ
ん
べこ
ら
し
た
花
嫁
ご 

今
朝
は
座
敷
に
だ
し
た
ら
ば 

し
0
く
は
0
く
と
泣
か
し
や
ん
す 

何
が
不
足
で
泣
か
し
ゃ
ん
す 

何
に
も
不
足
は
な
い
け
れ
ど 

矜
と
お
く
み
を
つけ
きらぬ 

付
け
き
ら
ぬ
で
は
た
つ
ま
い
が 

裘
の
観
音
さ
ん
に
が
ん
た
て
て 

正
月
遊
び
に
つ
け
て
や
ろ
う
付
け
て
や
ろ
う 

こ
こ
は
ど
こ
よ
と
と
う
た
れ
ば 

こ
こ
は
二
人
の
遊
び
ど
こ

お
じ
や
め
とり
の
歌

 
阿
丨
6
—
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
波
野
村
波
野 

伝承
者市原トミ
子
市原エッ
子

日
本
と
言
う
国
は 

一で一番強い国 

ニ
で
日
本
が
ぉ
っ
か
け
て 

三
で
酒
屋
に
と
び
こ
ん
だ 

四
で
主人
に
おこ
ら
れて 

五で
ごつ
ん
と
な
ぐら
れ
た

六
で
ろ
う
や
に
入
れ
ら
れ
て 

七で
ない
し
よで
なげ込まれ 

八
つ
八
島
に
着
き
ま
し
た 

九
つ
こ
う
さ
ん
白
旗で 

十
で
と
う
と
う
勝
ち
ま
し
た

て
まり
つ
き
嗔

 
阿If

-
⑶

伝
承
地
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
馬
見
原 

伝
承
者
寺
崎
哲
太
郎
明
治

34
年
生
男 

一
軒
ニ
軒三
軒
星の 

川
端
柳
川
の
お
つ
い
さ
ん
の 

伊
達
さ
す
よ
う
に
は
化
粧
が
一
石 

洗
粉
が
ニ
石
元
結
ぃ
び
ん
付
け 

四
十
五
駄
五
十
五
駄 

さ
あ
さ
一
個の
か
る
わ
せ 

や
れ
か
る
わ
せ
や
れ
か
る
わ
せ 

一、
ニ、
三、
四、
五 

六、
七、
八、
九、
十

一、
ニトラ

 
上
丨
3
丨
⑶

伝
承
地
上
益
城
郡
益
城
町
木
山 

伝
承
者
松
野
國
策
男

一、

ニ
ト
ラ
ら
つ
き
よ
く
て
四 

し
ん
が
ら
ホ
ケ
キ
ョ
ー
と 

とんがらしんがらほいでしよい
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ま
り
つ
き

歌 
上
—

4
丨

(1)

伝
承
地
上
益
城
郡
甲
佐
町
大
町 

伝承者大村マジュ明治

37
年
生
女 

一
かけニかけ三かけて 

四かけて五かけて橋をかけ 

橋
の
欄
干
腰
か
け
て
は
る
か
向
こ
う
を
眺
む
れ
ば 

十
七、
八
の
ね
え
さ
ん
が
白
足
袋
は
い
て
下
駄
は
い
て 

ね
え
さ
ん
ど
こ
か
と
問
う
た
れ
ば 

私
し
ゃ
薩
州
鹿
児
島
で
西
郷
が
娘
で
ご
ざ
い
ま
す 

明治十年戦いに父が討たれしこのじつは 

御
墓
参
り
の
寺
ま
い
り
橋
の
欄
干
上
る
時 

一

だん上ってワンと泣き 

ニだん上ってワンと泣き 

三
だ
ん
四
だ
ん
の
血
の
涙 

の
ぼ
り
つ
い
た
る
堂
の
前 

線
香
あ
げ
て
手
を
あ
わ
せ 

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
な
む
あ
み
と 

な
む
あ
み
だ
ぶつ
と

 
ノ
ホ
ホ
イ 

そ
の
手
をあ
わ
せ

ま
り
つ
き

歌 
宇
丨
1

—
U

伝
承
地
宇
土
市
岩
古
曽
町 

伝承者那須ー幸大正

11
年
生
男
他 

し
よ
ん
し
よ
ん
し
よ
う
や

し
よ
く
ら
べし
よう
や 

お
か
た
の
御
門
で
こ
ま
う
つ
み
よ
う
は 

い
の
し
し
か
の
し
し
勘
定
合
せ
て 

みろみろ三つ
よろよろ四つ

勝
っ
た
者
な
か
ん
ぞ
う
が
お
み
ゃ
あ
と
せ 

負
け
た
者
な
ま
ん
ぞ
う
が
お
み
ゃ
あ
と
せ 

向
う
の
薮
に
竹
切
る
男
は 

源
次
郎
さ
ん
か
次
郎
さ
ん
か 

略

お
手
玉
遊
び

 
宇
1
1
—
⑵

伝
承
地
宇
土
市
新
小
路
町 

伝承者橋本美智大正

8
年
生
女 

え
どの
か
わ
せ
の
水
の
音 

ど
ん
ど
ん
落
ち
る
は

瀧の
音 

す
み
よ
し
い
ばらの 

よ
し
ぞ
う
さ
ん
あ
ま
ぞ
う
さ
ん 

ひ
い
や
ほ

み
や
よ 

い
つ
む
な
な
や
こ
す
と 

い
つ
こ
し
よ

羽
根
つ
き
唄

 
宇—
1
—
⑵

伝
承
地
宇
土
市
岩
古
曽
町 

伝
承
者
那
須
シ
ズ
ノ
大
正

13
年
生
女

淀
の
川
瀬
の
水
車

ど
ん
ど
と
落
ち
る
は
こ
こ
は
島
原
酒
屋
の
ど
ん 

住
吉
原
の
よ
し
ぞ
う
さ
ん
あ
ま
ぞ
さ
ん 

山
中
ぁ
泣
く
の
は
伊
之
助
さ
ん 

同行ではやるは元作さん 

ひ
ー
や
ー
ほ
み

ー
,0

.
丨

よ

五つ
や
む 

七八ここではとんよと
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ひ
ー
や
ー
ほ

お
じ
や
め
唄 
宇
—
1
1
5

伝
承
地
宇
土
市
岩
古
曽
町 

伝
承
者
那
須
ァ
サ
ノ
大
正

15
年
生
女
他
 

大
黒
さ
ん
と
恵
比
須
さ
ん 

唐
か
ら
日
本
へ
く
だ
る
と
き 

潮
風
波
風
そ
れ
で
お
顔
が

ま
っ
黒い 

I

の
ばん
も
千石
ニの
ばん
も千石 

三
で
盃
も
ろ
て
四
つ
世
の
中
ょ
い
が
さ 

五ついつも

おそ
く
な
る 

六
つ
向
ぅ
を
と
り
お
さ
め 

七つ泣いてはいけ

ませ
ぬ 

八つやっぱり泣いて

い
る 

九
つ
ほ

#
自旗を 

十
を
とぅ
と
追
い
つ
い
た

螢け 
宇
—
1
丨
⑵

伝
承
地
宇
土
市
岩
古
曽
町 

伝
承
者
那
須
一
幸
大
正

11
年
生
男

ほっほっ螢るけ 

あ
っ
ち
の
水
ざ
ぁ
に
が
い
水 

こ
っ
ち
の
水
ざ
あ
け
し
が
ん
の 

苦
労
す
る
ぞ
い

ひ
よ
う
た
ん
持
つ
て
け
さ
げ
て
や
ら
う 

ひ
し
や
く
 

持
つ
て
け
 

く
ん
で
や
ら
う

て
て
か
っ
ぽ 

{一
}'―

4
丨
(1

伝承
地下
益城郡
城
南
町
塚
原 

伝
承
者
村
上
き
ま
明
治

35
年
生
女 

て
て
か
っ
ぽ
て
て
か
っ
ぽ
こ
姫
が 

ゆ
う
れ
に
引
か
れ
て
泣
く
声
は 

ピョ
ピョ
 

モンガラモンガラ 

才ヒャリコ
 

ヒャリヒャリ 

当
っ
た
も
ん
な
知
い
ら
ん
ぞ

て
ん
て
こ
て
ん 
宇—
4
—
(1)

伝承
地
下
益城郡
城
南
町
塚
原 

伝
承
者
福
田
松
江
明
治

43
年
生
女 

て
んて
こて
んすて
んともって
こいすて
桜 

す
て
さ
ん
こ
ま
も
り

由
良
の
介 

大
金
持
ち
に
な
り
ま
し
た

行
こ
か
も
どろ

か
住
吉
の 

住
吉
浜
辺
の
高
と
う
ろ
う

高
い
と
こ
ろ
の

二
階
か
ら 

招
か
れ
ま
し
た
る
お
も
し
ろ
さ 

そ
も
そ
も

にわかの初

まり
は 

ぼ
た
ん
に

唐
じ
し
竹に虎 

御
所の
荷
物
は
一貫
八
百
匁

ま
め
く
お 
宇—
4
—
⑴

伝承
地
下
益城郡
城
南
町
鳄
瀬 

伝承者里本澄人明治

41
年生男

豆くお豆くお 

豆
は
どう
し
て
く
お
ょ 

ぬ
す
ん
で
く
お
ょ
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お
ど
み
や
ば
び

やい
をい
を 

そっからきんつ
ばさしだす
にや

ぎり
ぎつ
ち
よ

 
宇一

4
丨Q
.

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
隈
庄 

伝承
者
台信つ

ぎ
え
大正
4
年
生
女 

ぎり
ぎっ
ちよぎり
ぎっ
ちよぎり
ぎり山
だて
して 

東の
方
ば見
れ
ばの
い見
れ
ばの
い門の
外
から 

お小夜が帰ったかのい帰ったかのいお小夜させさせ 

水牛の
櫛
ばの
い
櫛
ばの
い
櫛は誰からもろ
たか 

源
ニ
郎
さ
ん
か
ら
も
ろ
た
か
の
い
も
ろ
た
か
の
い 

も
ろ
た
源
ニ
郎
さ
ん
な
伊
達
者
で
困
る
の
い
困
る
の
い 

伊達者見込んで
身持ちになったかのいなったかのい 

身
持
ち
や
い
く
月
七
月
八
月
の
い
八
月
の
い 

そ
こで
お
小
夜
が涙
がほ
ろ
ほ
ろ
ほ
ろ
ほ
ろ 

一間きなはりチョ
ポクレサンニ代の唐傘三代し 

四
し
き
鉄
砲
で
五
さ
い
さ
い
胸
ぅ
ち
や
ボ
ン

か
っ
ぶり
茶
び
ん
の
助 
T
4
—
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
隈
庄 

伝
承
者
台
信
つ
ぎ
え
大
正

4
年
生
女 

か
っ
ぷ
り
茶
び
ん
の
助
お
蔵
さ
ん
じ
や
な
い
か 

お
茶
も
い
や
い
や
お
た
ば
こ
も
い
や
い
や 

も
ろ
た
も
ろ
た
三
味
線
箱
も
ろ
た 

あ
け
て
見
た
れ
ば
八
つ
尾
の
雪
駄 

雪
駄
ど
こ
で
は
こ
う
よ
ち
り
ん
さ
ん
の
前
で 

はけ
ば汚れるはかねば美し美し

つ
ま
ぐろの
花

お
く
ん
じ
よ
お
ま
ん
じ
よ

 
宇—
4
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
鰐
瀬 

伝
承
者
里
本
澄
人
明
治

41
年
生
男 

おくんじよおまんじよ 

早
よ
戻
ら
ん
き
ゃ
戻
ろ
戻
ろ
は
や
す
け
れ
ど 

戸
口
出
る出
るい
げ
踏ん
だ 

そのいげ何いげくわくわらいげ 

ね
え
さ
ん
ど
ぅ
ぞ
ほ
つ
て
く
れ 

今
日
は
暇
な
し
お

暇
なし 

正
月
三
日
に
ほ
っ
て
や
ろ
ほ
っ
て
や
ろ 

私
し
ゃ
そ
れ
ま
で
死
に
ま
す

る

死
に
ま
す
る 

ロ
ー
ソ
線
香
は
頼
み
ま
す
頼
み
ま
す

馬
屋
の
後
に
ゃ 
申
—
41

⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
鳄
瀬 

伝
承
者
里
本
澄
人
明
治

41
年
生
男 

馬
屋
の
後
に
ゃ
キ
チ
キ
チ
ど
ん
が
鳴
か
る 

何
と
い
ぅ
て
鳴
か
る 

師
走
に
な
れ
ば

嫁
とろ
婿とろ 

三
度
泣
か
い
た
三
度
泣
か
い
た 

略
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山
の
キ
チ
キ
チ
ド
ン {一

41
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
城
城
南
町
鳄
瀬 

伝
承
者
里
本
澄
人
明
治

41
年
生
男 

山の
キチキチ
どんな何故泣かる 

親
も
お
ら
ず
に
子
も
お
ら
ず 

た
っ
たI

人の
ぼんさんが 

山
か
らこ
ろ
んで
今日
七日 

七
日
と
思
え
ば
四
十
九
日 

四
十
九
日
が
た
っ
た
な
ら 

お
客
そ
ろ
え
て
ま
い
り
ま
し
よ
ま
い
り
ま
し
よ 

れ
ん
げ
の
み
そ
汁
ゃ
お
豆
で
ご
ざ
る 

人
が
ち
よ
い
と
来
り
ゃ 

ち
よ
い
と
隠
せ
ち
よ
い
と
隠
せ

山
山
の
じ
ん
太
が
娘 
f
4
1
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
隈
庄 

伝
承
者
台
信
つ
ぎ
え
大
正

4
年
生
女 

山
山
の
じ
ん
太
が
娘
は
な
ん
ぼ
重
宝
で
よ
い
と
こ
せ 

一つで
は乳
をの
みそ
めニつで乳
を離れて 

三
つ
で
は
水
を
く
み
そ
め
四
つ
で
夜
な
べ
し
そ
め
て 

五
つ
で
は
糸
を
よ
り
そ
め
六
つ
で
こ
ろ
ば
た
を
お
り
そ
め 

七つで
はあ
い
を
とり
そ
め八つ
屋
敷拡
めて 

九つ
で
心
を
さ
だ
めて
十で
殿
御
も
たい
た

む
か
え
の
ど
ん
さ
く
ど
ん

 
字—
4
—
(1

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
隈
庄 

伝
承
者
台
信
つ
ぎ
え
大
正

4
年
生
女 

む
か
え
の
ど
ん
さ
く
ど
ん
の
腰
て
ぬ
ぐ
い 

腰
に
さ
ぐ
れ
ば
人
が
見
る 

頭
に
か
ぶ
れ
ば
あ
か
が
つ
く 

年
中
た
も
と
に
入
れ
どう
し
入
れ
どう
し

向
う
を
と
お
る
は

 
宇
1
41
(1

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
鳄
瀬 

伝
承
者
里
本
澄
人
明
治

41
年
生
男 

向
う
を
通
る
は
勘
平
さ
ん
じ
や
な
い
か 

鉄
砲
か
た
げ
て
御
撖
玉
下
げ
て 

し
しの
く
る
時
や 

ね
ら
ま
ん
せ
う
た
し
や
ん
せ

子
供
と
子
供

 

{一
}'―

41Q
.

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
鳄
瀬 

伝
承
者
里
本
澄
人
明
治

41
年
生
男 

子
供
と
子
供
と
け
ん
く
わ
し
た 

親々
が出て
来た 

人様がお腹立ち 

べんさんがおべんかい 

中
さ
ん
が
な
か
な
か 

す
ま
ぬ
と
お
っ
し
や
つ
た
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近
江
八
景
(

お
手
玉
歌
) 

宇—
41

⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
隈
庄 

伝
承
者
台
信
つ
ぎ
え
大
正

4
年
生
女 

琵琶の
形に似たり
とて
その
名を負える湖の 

鐘の
如
き水の
面
あ
か
ぬ
眺
め
は
八つ
の
景 

ま
ず
渡
り
見
ん
瀬
田
の
橋
か
が
や
く
入
日
美
し
や 

粟
津
の
松
の
色
は
え
て
か
す
ま
ぬ
空
の
の
ど
け
さ
ょ 

石
山
寺
の
秋
の
月
雲
お
さ
ま
り
て
影
清
し 

春
ょ
り
先
に
咲
く
花
は
比
良
の
高
ね
の
く
れ
の
雪 

志賀唐
崎の
一つ
松夜の
雨
に
ぞ
名
を得
た
る 

堅
田
の
浦
の
浮
御
堂
落
ち
く
る
雁
も
風
情
あ
り 

三
つ
四
つ
五
つ
打
ち
つ
れ
て
や
ば
せ
を
指
し
て 

帰
り
行
く
白
帆
を
送
る
夕
風
に 

声
ほ
ど
近
し
三
井
の
か
ね

ガ
ラ
ン
メ 
^_

4丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
城
南
町
隈
庄 

伝
承
者
台
信
つ
ぎ
え
大
正

4
年
生
女 

ガラン
メがーたげがらかずら 

カラス
が一矢で
サ
ーさい
た 

一
二
三手

ま
り
唄 
宇—
5
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
富
合
町
志
々
水 

伝
承
者
高
田
ユ
キ
明
治

31
年
生
女 

向
か
い
の
三
吉
ち
や

ばかな

やつ 

よ
そ
の
花
垣
に
梅
お
や
て

梅
は
な
ら
ず
に
花
ば
かり 

花
の
お
え
ど
の
言
わ
る
こ
と
に
ゃ 

頭
に
さ
せ
ば
あ
か
が
つ
く 

腰
に
さ
ぐ
れ
ば
人
が
見
る 

年
中
袂
に
入
れ
ど
お
し
入
れ
ど
お
し

ヒーホ
イ
ッ
コ
ン
カ
ラ
ワ
—セ

手まり嗔

^_

 

5
丨

Q

伝
承
地
下
益
城
郡
富
合
町
志
々
水 

伝
承
者
高
田
ユ
キ
明
治

31
年
生
女

あ
の
山
元
太
が
娘
は 

何
ぼ
宝
ょ
か
徳
さ
ん 

一
で
は
乳
を
の
み
そ
め 

二
つ
で
乳
を
離
れ
た 

三
つ
で
は
水
を
く
み
そ
め 

四
つ
で
夜
な
べ
し
そ
め
た 

五
つ
で
は
糸
を
ょ
り
そ
め 

六
つ
で
百
本
こ
ろ
べ
た 

七
つ
で
な
ん
ぎ
し
そ
め
て 

八
つ
で
屋
敷
も
と
め
た 

九
つ
で
は
心
定
め
て 

十
で
殿
な
ど
も
ぅ
た
い
た 

も
ぅ
た
れ
ば
天
に
聞
え
て 

天
じ
く
天
の
門
松 

門
松の
さ
が
る
小
枝
に 

御
所
の
お
麻
が
巣
か
け
た 

一
せ
も
か
け
た
ニ
せ
も
か
け
た



三せ四せ五せ六せ七せ六せ七せ 

ヒーホ
イッ
コ
ン
カラ
ーワ
セ

島
原
名
所
 

宇—
5
—

U

伝承地下
益城郡

富
合
町
志
々
水 

伝
承
者
高
田
ユ
キ
明
治

31
年
生
女 

島原
は
聞
い
て
極
楽見
て
名
所見
て
名
所 

だ
い
た
い
だ
い
じの
おて

ま
る
様は 

金
の
ほ
っ
さ
ん
ぅ
つ
つ
り
上
げ
て 

烏原
は
聞
い
て
極
楽見
て
名
所見
て
名
所 

この河池の水車 

ヒ
ユ
ー
ガ
ッ
タ
ン
ヒ
ユ
ー
ガ
ッ
タ
ン 

でんでん車いっこん

ぎ
や
ん
ば
っ
ち
や
ん

 
宇
丨
61

⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
曲
野 

伝
承
者
高
森
君
子
大
正

10
年
生
女 

ぎ
や
ん
ば
つ
ち
や
ん
ち
や
ん
ぐ
る
み
や 

お
っ
て
ー
て
ん
の
隈
庄 

三
日
古
保
山
海
の
平 

宇
土
ん
馬
場
打
ち
当
っ
て 

馬
ん
瀬
渡
し
に
ひ
ょ
ろ

り
ん
し
ょ

ぎり
ぎつ
ち
や
ん

 
宇
彳

6
—

⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
大
野 

伝
承
者
古
川
イ
チ
大
正

2
年
生
女 

ぎ
り
ぎ
っ
ち
ゃ
ん
ぎ
り
ぎ
っ
ち
ゃ
ん

丸
山
だ
て
し
ゃ
で
東
の
方
を
見
れ
ば
の
い
見
れ
ば
の
い 

門
の
外
か
ら
お
さ
よ
が
さ
し
て
来
た
さ
し
て
来
た 

お
さ
よ
さ
せ
さ
せ
水
牛
の
櫛
ば
ね
櫛
ば
ね 

誰
に
も
ろ
た
か
源
治
郎
さ
ん
か
ら
も
ろ
た 

あ
り
が
と
あ
り
が
と

もろた源
治郎さんな伊達者で困
るね困
るね 

伊
達
者
み
こ
ん
で
身
持
ち
に
な
っ
た
か
ね
な
っ
た
か
ね 

身
持
ち
ゃ
幾
月
七月
八
月
ね
八
月
ね 

そ
こ
で

お
さ
よ
は
涙
が
ほ
ろ
ほ
ろ
ほ
ろ
ほ
ろ 

涙
ほ
ろ
ほ
ろ
葵
で
も
ん
だ
か
ね
も
ん
だ
か
ね

岡
岳
山
の
ひ
げ
大
根 
宇—
6
丨
⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
大
野 

伝
承
者
古
川
ィ
チ
大
正

2
年
生
女 

思うばい案じるばい 

岡
岳
山
の
ひ
げ
大
根 

大根
か
ま
ん
か
い 

お
ど
ん
が
ゃ
っ
たつ
ぁ 

見
も
さ
っ
さ
ん

あ
ら
あ
の
人
の
や
ら
し
た
つ
ぁ 

とって
かました 

思、っ
ば
い
案
じ
る
ば
い

向
こ
う
横
丁
の
お
稲
荷
さ
ん 
宇—
61

⑴

伝
承
地
下
益
城
郡
松
橋
町
大
野 

伝
承
者
古
川
ィ
チ
大
正

2
年
生
女 

向
こ
う
横
丁
の
お
稲
荷
さ
ん
へ
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一

銭
あ
げて
し
か
と
拝
ん
で 

お
せ
ん
が
茶
屋
へ 

腰
を
か
け
た
ら
渋
茶
を
出
し
た 

渋
茶
飲
み
の
み
横
目
で
見
た
ら 

米の
団
子
か
粟
の
団
子
か 

団
子団
子で
そ
ん
な
も
ん
ない
ら
ね

て
ま
り
歌 

{ ff—
f

—
⑵

伝承
地
下
益城郡
小
川
町
中
小野 

伝
承
者
小
松
ッ
ィ
明
治

33
年
生
女 

一つで
は乳
を飲みそ
め 

二
つ
で
乳
を
離
れ
て 

三
つ
で
は
水
を
く
み
そ
め 

四
つ
で
夜
な
べ
を
し
そ
め
て 

五つ
で
は
糸
を
ょり
そ
め 

六つ
で
こ
ろ
ば
た
織り
そ
め 

七
つ
で
は
緩
を
織
り
そ
め 

八つで屋敷を広めて 

九
つ
で
心
定
め
て 

十
で
殿
御
を
も
ろ
ぅ
た 

ヒ
ィ
ホ
ウ
ヒ
ト
ツ
キ 

十
一
で
は
花
の
ょ
ぅ
な
る 

お
子
が
一
人
生
れ
た 

そ
の
お
子
の
お
宮
参
り
に 

雨
も
降
ら
ず
に風
も
吹
か
ずに 

宮
の
う
し
ろ
か
ら 

水
が
ど
ん
どん
と
出て
き
た

そ
の
水
に
何
を
流
そ
か 

白
い
小
袖
を
流
し
た 

ま
一つ
流
そ
か
何
を
流
そ
か 

赤
い
小
袖
を
流
し
た 

ヒ
ィ
ホ
ウ
ヒ
ト
ツ
キ

山
王
の
お
猿
さ
ん 
宇If
⑵

伝承
地下
益城郡
小川
町
中
小野 

伝
承
者
小
松
ッ
ィ
明
治

33
年
生
女

山
王
の
お
猿
さ
ん
は 

赤いおべベが大好き大好き 

テテシャンテテシャン 

ゆ
ぅ
べ
え
び
す
講
に 

よ
ば
れ
て
行
っ
た
ら 

鯛の
吸
物
小
鯛の
浜
焼
き 

一

ぱい
お
す
す
ら
す
ら
す
ら 

ニ
は
い
おす
す
らす
らす
ら 

三
ばい
めは
名
主の
権兵
衛さ
ん
が 

魚
が
な
い
と
て
お
腹
立
ち
お
腹
立
ち

ハテハテハテハテナ子
供
と
子
供
(

指
遊
び
) 

宇
—
7
—
⑵

伝承
地
下
益城郡
小川
町
小川 

伝承者小松秀子大正

9
年生女 

子
ど
も
と
子
ど
も
が
け
ん
か
し
た 

親親が出てきた
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人さんがごあいさつ 

中さんがなかなか 

すまんとおつしやつた 

紅さんがベンジョコ 

三つで相済んだ 

こ
しこ
は
手の
首
手の
ハラ 

イ
ツ
イ
タ
タ
ー
ツ
イ
夕
1 

高
高
入
道
紅
入
道 

ィ
ッ
チの
こ
ま
か
たこ
ま
娘 

才ロ
 

ロンべ
 

コロ
 

ロンべ

だ
い
ど
ん
(

指
遊
び
) 

{一
1—

7
—

⑵

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
小
川 

伝
承
者
小
松
秀
子
大
正

9
年
生
女 

だ
い
ど
ん
の
だ
い
ど
ん
の 

お
ち
ょ
ろ
が
皿
は 

い
く
さ
ら
六さ
ら
七さ
ら 

八
さ
ら

九
な
さ
ら

十
さら 

十
さ
ら
の

上か
ら 

め
ん
き
て
か
さ
き
て 

め
ー
ん
が
鬼
に
鬼
に

お
じ
や
め
唄
(

西
条
山
は
) 
ft
-

丨
⑵

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
小
川 

伝
承
者
小
松
秀
子
大
正

9
年
生
女

西
条
山
は
霧
深
し 

千
曲
の
川
は
波
あ
ら
し

遥
か
に
聞
こ

ゆ
る
物
音は 

逆
巻
く
波
か
つ
わ
者
か 

昇
る
朝
日
の
旗
の
手
か 

き
ら
め
く
ひ
ま
に
 

く
る
く
る 

車
掛
か
り
の
陣
備
え 

語
る
も
聞
く
も

勇
ま
し
や

で
ち
ぶ
く
ろ 

{ jf ―
t

-
(2)

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
小
川 

伝
承
者
小
松
秀
子
大
正

9
年
生
女 

でちぶくろちゃぶくろ 

まめたにゃぽん

大
黒
さ
ん
と
恵
比
寿
さ
ん 
宇It
-I

⑵

伝
承
地
下
益
城
郡
小
川
町
小
川 

伝
承
者
小
松
秀
子
大
正

9
年
生
女 

大
黒
さ
ん
と
恵
比
寿
さ
ん
と 

江
戸
上
り
後
か
ら 

小
僧
が
泣
い
て
く
る 

小
僧
泣
く
な
よ 

舟にの
すつ
ぞ 

舟
は
ど
こ
舟
や
か
た
舟

手
ま
り
歌 ̂
1
9
丨
U

伝
承
地
下
益
城
郡
中
央
町
中
郡 

伝
承
者
福
崎
ト
シ
エ
明
治

36
年生女他 

お
ば
に
三
十
丁

 
一
丁
け
け
ん
ニ
丁
け
け
ん
三
丁
け
け
ん
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一たいニたい三たいチョ 

後の三四の白ぎもん 

た
ば
こ
の
す
い
が
ら
十
六
本 

相
手
に
な
ら
ぬ
が
梅
の
花

一たいニたい三たい四たい五たい六たい 

七たい八たいチョ

き
よ
ん
き
よ
ん
こ
ろ
■

ば
し
(

お
じ
ゃ
め
唄
)

伝
承
地
八
代
市
植
柳
下
町 

伝
承
者
野
崎
キ
ミ
エ
大
正

14
年
生
女 

き
よ
ん
き
よ
ん
こ
ろ
ば
し
ハ
ゼ
の
実
の 

べ
に
屋
の
お
母
さ
ん
の
染
め
物
は 

ど
し
て
も
こ
し
て
も

良
は
染
ま
ぬ 

な
ん
ど
車
に
水
車 

水がない時ゃお白いで 

お
白
い
長
崎
腰
か
け
て 

モ
ー
シ
モ
ー
シ
 

小
僧
ぼっ
さ
ん 

こ
こ
の
お
寺
は
何
と
い
ぅ 

こ
こ
は
信
濃
の
善
光
寺 

善
光
寺
様
に
願
か
け
て 

梅
と
桜
を
あ
げ
ま
し
た 

梅
は
す
ゆ
い
と
返
さ
れ
た 

桜
は
良
い
と
ほ
め
ら
れ
た 

オ丨サオーサオツキヨンキョン 

略

洗
濯
歌

伝
承
地
八
代
市
植
柳
下
町 

伝承
者
野
崎
キ
ミ
エ
大
正

14
年
生
女 

あ
る
時
涙
が

ホ
1
0
ホロ
 

ホ
ー
ロ
ホ
ロ 

流
れ
た
涙
を

たもとでぬぐいましよぬぐいましよ

ぬぐつ
た着物を

洗い
ま
し
よ
洗い
ま
し
よ

洗つ
た着物を

し
ぼ
り
ま
し
よ
し
ぼ
り
を
し
よ

し
ぼつ
た
着
物
を

干
し
ま
し
よ
干
し
ま
し
よ

干した着物は

よ
せ
ま
し
よ
よ
せ
ま
し
よ

よせた着物は

た
た
み
ま
し
よ
た
た
み
ま
し
よ

たたんだ着物は

直
し
ま
し
よ
直
し
ま
し
よ

直した着物は

ねずみがカリカリ

ti

フー一Tii

の
驚

伝
承
地
八
代
郡
東
陽
村
南 

伝
承
者
山
本
キ
ョ
カ
大
正

11
年
生
女
他 

一
二
三
四
の
ぅ
ぐ
い
す
が 

梅
の
小
枝
に
巣
を
か
け
て 

十
二
の
卵
を
生
み
そ
ろ
え
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一
つ
ニ
つ
三
つ
み
し
ゃ
で
ん
四
つ
よ
め
ご 

五
つ
医
者
ど
ん
六
つ
む
こ
ど
ん 

七
つ
難
儀
の
は
ま
ち
ゃ
ん
が 

コレラの
病気にかかるとき 

おっ
か
さ
んの
涙
は
血の
涙 

血で
は
なかっ
た
紅
だっ
た 

紅
屋
の
お
っ
か
さ
ん
の
染
め
も
の
は 

ど
ー
し
て
も
こ
し
て
も

よは
染
ま
ぬ 

な
ん
ど
車
に
水
の
車 

水
の
無
い
と
き
や
お
し
ろ
い
を 

お
し
ろ
い
長
崎
こ
し
か
け
て 

も
う
し
も
う
し
こ

ども
ない 

梅
と
桜
を
あ
げ
ま
し
た 

梅
は
す
ゆ
い
と
か
え
さ
れ
て 

桜
は
は
や
い
と
ほ
め
ら
れ
て 

ほ
う
さ
ほ
う
さ
す
っ
き
よ
ん
き
よ
ん

手
遊
び
唄
(

おろ
ろ
ん
) 
f
1
—
⑶

伝
承
地
人
吉
市
温
泉
町

伝
承
者
花
田
ハ
ナ
子
大
正

13
年
生
女 

お
ろ
ろ
ん
お
ろ
ろ
ん
ば
い 

お
ろ
ろ
ん
お
ろ
ろ
ん
ば
ば
の
孫 

ば
ば
お
ら
れ
ん
じ
じ
の
孫 

じいはこけいきやつた 

じいは町塩きやに 

塩は
か
わ
ず
ん馬
こ
う
て 

馬はどけつないだ

三本松の木の下に 

お月
様い
くつ
十
三
七つ 

七
つ
の
と
し
に
油
買
い
い
っ
た
い
ば 

油
屋
の
か
ど
で
油
五
合
い
し
て
て 

また買いにいったいば 

また五合いしてて 

か
か
さ
ん
か
ら

ひ
お
こ
し
か
た
め
て
お
ご
ら
れ
た

手
ま
り
唄
(

お
月

さ
ま
) 
#-115
 

伝
承
地
人
吉
市
老
神
町 

伝承者梅木エィ大正

3
年生女

お
つ
き
さ
ま
い
く
つ

じ
ゆ
ぅ
さ
ん
な
な
つ

ななつの
年で

あ
ぶ
ら
買
い
に
い
っ
た
れ
ば

油ごんごいしてて

白犬と赤犬と

ゴッコ
ゆぅて
きゃ
なめ
た

お
手
玉
哩 
^_

1
1
(5)

伝
承
地
人
吉
市
老
神
町 

伝承者梅木エィ大正

3
年生女 

おひ
とつ
おろして
おさらい 

おふたつ
おろして
おさらい 

おみつつ
おろして
おさらい 

およつつ
おろして
おさらい

-208-



第三章熊本県の民謡

おいつつ
おろして
おさらい 

おみ
んなおろして
おさらい

笹
の
西
郷
さ
ん 
f
i
l
s

伝
承
地
人
吉
市
漆
田
町 

伝
承
者
本
郷
八
十
帆
明
治

36
年
生
男

笹
の
西
郷
さ
ん
ナ 

な
し
ゅ
ぅ
腰
ァ
立
た
ん
と 

瑞
の
命
日
に
え
び
を
捕
っ
て 

食
い
た
げ
な

そ
っで
腰
ァ
立た
ん
たい

陽
陽
た
む
ろ 
1
—
(7)

伝
承
地
人
吉
市
漆
田
町 

伝
承
者
本
郷
八
十
帆
明
治

36
年
生
男

陽陽たむろ
陽はこつちこつちこつち 

田のあ
ぜ越えて 

下
の
方
に
御
じ
ゃ
れ 

陽はこつちこつちこつち

迎
半
左
衛
門

(

まりつき唄
) 

#-1丨
£

伝
承
地
人
吉
市
漆
田
町 

伝
承
者
本
郷
八
十
帆
明
治

36
年
生
男 

迎
半
左
衛
門
は
伊
達
男 

な
し
ゆ
京
に
は
上
ら
ん
か 

上るし
たくも出来たいドン

前の
おくま女が
泣きわめて 

泣
き
の
涙
は
船
に
積
み 

船
は
どん
どん
大阪
まで 

大
阪
土
産
は
何
何
か 

一に香箱 

ニに鏡
三
で
薩
摩で
板
買
う
て 

板
屋
ぶ
ぎ
よ
う
し
て
門
建
て
て 

門
の
ぐ
るり
に
杉
さ
し
て 

杉
の
緑
は
西
東 

西
に
泣
く
鳥
や
何
鳥
か 

がんかすいしよう
かうの
鳥か 

うの
鳥なろう
ばいて
たおそ 

いて
も
たおれ
ん
白さ
ぎ城 

白
さ
ぎ
城
の
嫁
じ
よ
は 

紅つけ
かねつ
け
よか嫁
じよ 

し
し
と
ん

て
つ
ぽ
とん

ギリ
ギツ
チヤン
ギリ
ギツ
チ
ヤン

 
T
1
丨
(7)

伝
承
地
人
吉
市
漆
田
町 

伝
承
者
本
郷
八
十
帆
明
治

36
年
生
男 

ギリギッチヤンギリギッチヤン 

ギリギッチヤンギリギッチヤン 

丸
山
御
所
か
ら
東
を
見
れ
ば
ネ 

見
れ
ばネ

門の
外にはおさよが立ったかネ 

立っ
た
か
ネ
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お
さ
ょ
さ
し
た
る

水
牛の
櫛
は 

櫛
は
ネ

誰
に
貫
た
か
源
次
郎
さ
ん
に
貰
う
た 

あ
り
が
と
う
あ
り
が
と
う 

略

む

こ

ど
り

山

 
^—

1
1

(7)

伝
承
地
人
吉
市
漆
田
町 

伝
承
者
本
郷
八
十
帆
明
治

36
年
生
男 

むこ
どり
山の
う
ぐいす
が
一羽
ネ
一羽
ネ 

あ
い
つ
さ
し
て
く
り
ゆ
う
と
竿
ど
り
な
お
ー
し
ゃ 

竿じゃさされぬ

だ
い
こ
ん
ば
で
さ
ー
そ
や
さ
ー
そ
や 

笠
を
忘
れ
た
駿
河
の
茶
屋
で
茶
屋
で 

一
に
一
本
橋
ニ
に
か
きつ
ば
た 

三
で
下
り
藤
四
で
し
し
ぼ
た
ん 

五ついやまの千本桜 

六
つ
む
ら
さ
き
色
ょ
く
染
め
て 

七つ南天八つ山桜 

九つ
小梅の
ちらし
をつ
けて 

十で殿桜おかごに乘せて 

浅黄染めして 

よ
ん
で
こ
う
よ
ん
で
こ
う

|

ニ

三

四

の

う

ぐ

い

す

 
#

—

1
丨

(7)

伝
承
地
人
吉
市
漆
田
町 

伝
承
者
本
郷
八
十
帆
明
治

36
年
生
男 

一
二
三
四
の
う
ぐ
い
す
が 

梅
の
小
枝
に
巣
を
か
け
て 

十
二
の
卵
を
産
み
そ
ろ
え 

産んで
そ
ろえて
立つ
ときは 

一つひよこニつふたご 

三つみそ

こ
し
四つ
よめ
ご 

五つ医者どん六つムコ

ど
ん
 

七つ
な
ん
ぎの
花
チャン
が 

コ
レ
ラ
の
病
気
に
か
か
る

と
き 

花
チ
ャ
ン
の
お
母
さ
ん
十
血
の
涙 

血
じ
ゃ
な
か
っ
た
紅
じ
ゃ
っ
た 

タ
バ
コ
一
本
買
い
な
は
れ 

タ
バ
コ
買
う
より
寺
ま
い
り 

寺
は
ド
コ
ド
コ
本
願
寺 

本
願
寺
の
に
子
が
で
け
て 

そ
の
子
が
三
つ
に
な
る
時
は 

赤
い
巾
着
さ
げ
さ
せ
て 

そ
の
子
が
八
つ
に
な
る
時
は 

赤
い
か
ば
ん
を
さ
げ
さ
せ
て 

学
校
生
徒
を
ひ
き
つ
れ
て 

帝国万
才大勝利
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茅
切
っ
ど
ん

 
^—

1
丨
(7)

伝
承
地
人
吉
市
漆
田
町 

伝
承
者
本
郷
八
十
帆
明
治

36
年
生
男 

茅
切
っ
ど
ん
茅
切
っ
ど
ん 

腰
ィ
ひ
ゅ
う
た
ん
さ
げ
た
か
よ 

さ
げ
た
ら
い
っ
ぴ
ァ

飲
ま
し
めせ 

飲
ま
せ
ん
ば家の
木戸
ァ
通
さ
ん
ばい 

家で
は
嫁
じょが世
話や
か
る

数
え
歌
(

ひ
と
よ
に
) 
f
 

3
1
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
上
村
上 

伝
承
者
兼
田
ス
ガ
大
正

6
年
生
女 

A
ひ
と
よにふ
た
よみつ
よに 

よ
よ
に
い
つ
よ
に
む
か
し
なつ
につ 

や
く
し
こ
こ
の
増
し
た

と
う
増
し
た 

A
ひ
とめにふ
ぐらの
宮が崩れて 

いつのこつか昔のこつ何をいうか 

やかましかここの
道ゃ通さんぞ

お
手
玉
歌
 
^
^
5
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
岡
原
村
岡
本 

伝
承
者
宮
本
サ
ト
エ
大
正

5
年
生
女 

きょんきょん京の
橋橋の
みの 

紅
屋
の
お
っ
か
さ
ん
が
言
う
こ
と
に
ゃ 

う
ち
の
お
う
ら
の
ち
し
や
の
木
に 

三
羽
の
す
ず
め
が
止
丨
ま
っ
て 

一
羽
の
す
ず
め
が
言
ふ
こ
と
に
や

夕べこらいた花嫁ご 

奥
の
座
敷
に
座
ら
せ
て 

き
ん
だ
ん
ど
ん
す
を
縫
わ
せ
た
ら 

衿
と
お
く
み
は
縫
や
き
ら
ぬ 

ほろり
ほろり
と泣かしやつ
た

手
ま
り
歌
(

父
は
) 

球
丨
^

-
U

伝
承
地
球
磨
郡
湯
前
町
上
里 

伝
承
者
勝
木
祐
子
大
正

9
年
生
女

父は芍薬母牡丹 

妹は白菊兄さんは 

官幣大社の勲章花 

ち
よ
い
と
私
は
野
に
咲
く 

百
合の
花

名
誉
の
戦
死
を
う
ち
遂
げ
て 

桐
の
木
箱
に
て
送
ら
れ
ぬ

お
手
玉
う
た

 
f
 

^
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
湯
前
町
上
里 

伝
承
者
勝
木
祐
子
大
正

9
年
生
女 

きよんきよんきよろばし橋の
辺の 

紅
屋
の
おつ
か
さ
ん
の
染
物
は 

ど
う
し
て
も
こ
う
し
て
も

よう
は
染
ま
ぬ 

か
ん
だ車
に
水
車
水
が
無い
時
や
白
粉
を 

お
し
ろ
い
な
ど
か
け
腰
か
け
て 

も
う
し
も
う
し

子
供
衆
さ
ん 

こ
こ
の
お
寺
は
何
と
言
う
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こ
こ
は
信
濃
の
善
光
寺

善
光
寺
様
に
願
か
け
て

梅
と
桜
を
あ
げ
ま
し
た

梅はす
ゆい
と
がい
せ
られ

桜
は
ほ
よい
とほ
め
られ
た

ほつ
さ
ほつ
さほつ
き
よん
き
よんは
なえ

石
と
り
嗔 
^_
a

-
U

伝
承
地
球
磨
郡
湯
前
町
中
猪 

伝
承
者
石
原
キ
ヌ
大
正

7
年
生
女 

ア
ォ
ば

一

銭
か
た
あ
め
こ
ぅ
て 

お
つ
か
さ
ん
に
見
せ
た
ら
し
か
ら
れ
た 

妹
に
見
せ
た
ら
欲
し
が
つ
た 

一人で
食
べたらぅまかつ
た 

馬
からけ
られて
い
たかつ
た 

ィ
タ
は
何
枚
五、
六枚

座
頭
さ
んへ

 
^
^
-

⑴

伝
承
地
球
磨
郡
湯
前
町
上
染
田 

伝
承
者
瀬
谷
磯
子
大
正

8
年
生
女 

甘
酒
一
杯
の
ま
し
ゃ
ん
せ 

まだまだ
ま
だ
と
言
う
な
ら
お
前
の 

うしろは誰じやいな

ぎ
つ
ち
ょ
ん
ば
つ
こ
ん

 
球It
-I

⑴

伝
承
地
球
磨
郡
湯
前
町
上
染
田 

伝
承
者
瀬
谷
磯
子
大
正

8
年
生
女 

ぎつちやんばつたんこ 

須恵深田のババが 

い
ー
わ
し
食
う
て
茶
の
ん
で 

しいりやブッタラブッタラ

し
や
こ
遊
び唄

 
#
-

13
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
山
江
村
山
田 

伝承者吉田キョ大正

9
年
生
女
他 

一かけニ
かけ三
かけて 

四
かけて
五かけて
六をかけ 

い
ち
し
の
ら
ん
か
ん
橋
か
け
て 

はるかかなたをながむれ
ば 

十
七、
八の
姉
さ
ん
が 

片
手
に
花
持
ち
線
香
持
ち 

お
わ
る
ど
こ
か
と

と
う
た
ら
ば 

わ
た
し
は
九
州
鹿児
島の 

西
郷
の
娘
で
ご
ざ
い
ま
す 

明治十年戦争で 

う
ち死
に
なされ
た父
様の 

お
墓
ま
い
り
を
い
た
し
ま
す 

あ
がっ
た
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い
っ
ぷ
く
で
ん
の
で
ん 
-̂

14
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
永
椎
武
徳
明
治

41
年
生
男 

い
っ
ぷ
く
で
ん
の
で
ん
の
お
て
ひ
に
は 

ゆ
ぅ
れ
に
も
ま
れ
て
な
き
声
は 

じ
ん
じ
ん
も
ん
が
も
ん
が 

お
ひ
ゃ
ひ
ゃ
の
ひ
ゃ
ん
ひ
ゃ
ん

ね
ん
ち
い
こ
ん
ち
い
は
ま
こ
ん
ち

 
T
14
—
⑴

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
松
野
メ
グ
ミ
明
治

42
年
生
女 

ねんちいこ
んちいはまこ
んち 

は
ま
が
とぅ
た
金も
ちで 

金は
ぬす
どの
おっ
とっ
た 

いたぎれたちゃて 

な
ん
ま
い
だ

高
沢
の
数
ぇ
唄 

1̂4
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
高
沢
高
森
大
正

9
年
生
男 

A
ひ
とつ
や
人
も
ょく
知
る
高沢
は
高沢
は 

しゅろの
皮の
名産地名産地 

A
ふ
たつ
とやふ
たつ
とないの
は高沢の
高沢の 

世
に
も
ふ
し
ぎ
な
鍾
乳
洞
鍾
乳
洞 

A
み
っ
つ
とや
水
は
清
き
水
源の
水
源の 

流
れて
清
き清
水
川
清
水川 

A
よつつ
とや世にもまれなるかざ穴はかざ穴は

高
沢
ば
か
り
に
見
る
も
の
か
見
る
も
の
か 

A
いっつ
とやいつ
も変わらぬ青
色は青
色は 

高沢名物しゆろの
木しゆろの
木

ま
り
つ
き
数
え
歌

 
f

14
—
⑵

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
高
沢
喜
純
昭
和

5
年
生
男 

A
ひ
と
つ
ひ
よ
ど
り
ゃ
な
ん
が
ま
た
た
よ
り
か
な 

ひ
とつ
ひ
よどり
ゃし
ばんは
がたより
たより 

A
ふ
たつ
田
びなは
なん
がま
た
た
より
か
な 

ふ
た
つ
田
び
な
は
田
ん
な
か
が
た
より
た
より 

飞
みっつ
三ケ月
ゃなんがまたたより
かな 

み
っ
つ
三
ケ
月
ゃ
さ
ゆ
る
の
が
た
より
た
より 

A
よっつ
よばい
人は
なんがま
たた
より
かな 

よ
っ
つ
よ
ばい
人
は
さ
れ
く
の
が
た
より
た
より 

略

ま
り
つ
き
歌
(

ま
す
は
) 
^—

14
—
(5

伝
承
地
球
磨
郡
球
磨
村
神
瀬 

伝
承
者
蔵
谷
ト
メ
明
治

30
年
生
女

ますはだいたい 

だい
じな
おて

ま
り
さ
ま
よ 

海の
も
く
さ
に

つ
つ
み
ま
わ
し
て
し
も
が
る
る 

きで
ごくらく

 
めでねんしゆぅ 

にし
よめし
よ

と

あいややちよのあいやむかいの
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おおじやだれさんにわたした 

ハ
イ
ハ
イ
う
け
と
り
ま
し
た
が 

た
し
か
に
た
し
か
に

ぅ
さ
ぎの
お耳
は

 
天—
5
丨
⑴

伝
承
地
天
草
郡
有
明
町
大
浦 

伝
承
者
浜
崎
チ
サ
コ
大
正

9
年生 

ぅ
さ
ぎ
の
お
耳
は
な
ぜ
な
が
い 

つ
き
の
せ
か
い
の
お
ひ
め
さ
ま
が 

お
よ
め
に
行
く
の
が
わ
か
ら
な
い 

の
びたの
さ

アハハのろく 

アハハのひち 

アハハのはち 

ァハハのく 

ア
ハ
ハ
の

じ
ゆ
う

女

そ
こ
で
こ
ん
な
に 

アハハのいち 

アハハのに 
アハハのさん 

アハハのし 
アハハのご

山
山
の
源
太
が
娘 
天—
5
—
3

伝
承
地
天
草
郡
有
明
町
大
浦

伝
承
者
浜
崎
チ
サ
コ
大
正

9
年
生
女

山
山
の
源
太
が
娘
は 

よ
く
よ
く
ち
い
ほ
が
よ
か
れ
ど 

ひ
と
つ
い
で
は
ち
ち
を
飲
ま
せ
て 

ふ
た
つ
で
ち
ち
を
は
れ
て 

み
っ
つ
い
で
は
水
を
く
ま
せ
て 

よ
っ
つ
で
よ
な
べ
し
い
そ
ろ
え 

い
っ
つ
い
で
は
い
と
の
よ
つ
づ
め

む
っ
つ
で
は
ぽ
ん
こ
ろ
ば
た 

な
な
つ
い
で
は
き
ん
だ
ん
お
ら
せ
て 

や
っ
つ
で
ほ
け
き
よ
を
よ
ま
せ
て 

こ
こ
の
つ
い
で
は
よ
め
と
よ
ば
れ
て 

と
お
で
や
が
家
を
さ
だ
め
て 

じ
ゅ
ぅ
い
ち
に
は
ね
ご
の
か
た
に 

く
ん
じ
よ
く
よ
みのののはるぎゃ 

そ
の
の
の
は
だ
れ
に

お
ら
し
ゅか 

日
本
一
の
て
ん
き
き
じ
よ 

そ
れ
は
梅の
な
る
え
だ 

ま
た
な
る
そ
で
は
お
て
て
ん
ば
こ
ば
こ 

あ
け
て
み
た
れ
ば
い
ん
か
い
七
夕
で
て
ご
ざ
る 

そ
の
い
ん
か
い
七
夕
し
ゃ
く
を
と
ら
せ
て 

も
ひ
と
つ
か
さ
ね
て
お
じ
や
ぎ
や
お
ぎ
や

ぞ
ぅ
り
か
く
し
の
歌

 
天—
5
—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
有
明
町
大
浦 

伝
承
者
浜
崎
チ
サ
コ
大
正

9
年
生
女 

ぞ
ぅ
り
か
く
し
で
ん
が
し
ょ 

は
ん
は
ん
い
ご
く
ぞ 

ひ
と
びしゃ
びんつけ
びんつ
け 

のしたがおねり 

お
っ
と
わ
り
ゃ

にゆいにゆい 

と
ん
の
す
け
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ぞ
ぅ
り
け
り
の
歌

 
天—
5
—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
有
明
町
大
浦 

伝
承
者
浜
崎
チ
サ
コ

大
正
9
年
生
女 

い
っ
け
ん
じ
よ
に
け
ん
じ
よ 

さ
ん
け
ん
じ
よ
し
け
ん
じ
よ 

し
け
ん
め
の
か
ど
で
ど
の
こ
を
と
る
か 

いっ
ぽはっ
ぽはり
まのくにから 

ま
か
ん
じ
よ
が
つ
え
つ
い
て 

く
るときやそつ
ちやんにげろ

お
じ
ゃ
め
と
り
の
歌

 
天—
5
—
⑴

伝
承
地
天
草
郡
有
明
町
大
浦 

伝
承
者
州
崎
シ
カ
明
治

25
年
生
女 

い
つ
ち
ょ
ふ
た

•
ち
ょう
ろ
く
さ
ん 

な
ん
ぼで
と
ん
お
と
ん
おで
に
じゆ
う 

にじゆうで
さん
じゆう
さん
じゆうで
し
じゆう 

し
じゆうで
ごじゆう
ごじゆうで
ろく
じゆう 

ろくじゆうでひ
ちじゆひちじゆうではちじゆ 

は
ち
じゆで
く
じゆう
く
じゆ
うで
ひ
ゃ
く 

ひ
ゃ
く
で

あ
が
っ
た 

お
お
さ
ん
こ
さ
ん 

あ
な
たの
や
し
き
に 

う
め
の
木
三
本 

さ
く
ら
の
木
三
本 

あ
わ
せ
て
六
本 

ひ
か
ぼ
の
や
た
か
ぼ
の
や

お
じ
や
め
と
り
の

歌伝承
地
天
草郡
有明
町
楠
甫 

伝
承
者
掘
山
ョ
シ
明
治

34
年
生
女 

い
ち
も
ん
め
の
と
ん
こ
と
ん 

に
も
ん
め
の
と
ん
こ
と
ん 

さ
ん
も
ん
め
の
と
ん
こ
と
ん 

し
も
ん
め
の
と
ん
こ
と
ん 

お
あ
が
り
め
の
才
力
チ
ヨ
イ

卜
丨n

ッ 

k
-

丨n

ッ 

卜

丨n

ッ

ト
ー
ゴ
ッ

とい
や

と
い
や

とい
や

とい
や

とい
や

イ
チモン

ニモン
サンモン 

シモン 

タ
ワ
シ
ヨ

コのトヤ 
コのニジャ 

コのサンジャ 

コの才力チヨイ 

い
ち
も
ん 

に
も
ん 

さ
ん
も
ん
 

し
も
ん 

才
力
チ
ヨ
イ 

ツ
リ
タ
ワ 

ツ
リ
タ
ワ 

ツ
リ
タ
ワ 

ツ
リ
タ
ワ

vむ
こ
どり
山
の

 
天
丨
6
—
⑵

伝承
地
天
草郡
姫戸
町
姫
浦 

伝承者植田マサノ明治

40
年生女他 

む
こ
ど
り
山
の
ぅ
ぐ
い
す
が
い
ち
は
な
い
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さ
い
つ
さ
い
て
く
り
ゆ
と
さ
お
ど
り
あ
わ
す

さ
お
じ
ゃ
さ
さ
れ
ぬ
あ
い
こ
さ
ん
に
さ
さ
し
ゆ

さ
お
を
わ
す
れ
て
す
る
が
の
ち
ゃ
や
に

いちでいっぽんばしら

にでかきつ
ばた

さんでさがりふじ

しでししぼたん

いつついやまの
千本
ばしら

む
っ
つ
む
こ
さ
き
い
ろ
ょ
く
そ
め
て

ななつ
なんてん

や
つ
つ
や
え
ざ
く
ら

こ
こ
の
つ
こ
ん
じ
き
じ
ら
じ
ら
さ
せ
て

と
ん
じ
ゃ
と
の
ご
さ
ん
と
ま
た
さ
し
あ
げ
て

あ
の
山
に
火
た
く
は

(

て
ま
り
う
た
) 

天—
6
—
⑵

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
姫
浦 

伝
承
者
植
田
マ
サ
ノ
明
治

40
年生女他

あ
の
山
に
火
た
く
は 

月
か
星
か
ほ
た
る
か 

月
で
も
な
い
星
で
も
な
い 

や
ま
し
た
ぼ
う
ず
か
ぼ
う
じ
ん
か 

ょ
ん
べご
ざっ
た
花
嫁
ご 

今
朝
の
ざ
し
き
に
お
ん
な
は
り 

き
ん
な
い
小
袖
を
縫
わ
せ
た
り
ゃ 

えり
と
おく
びとつ
け
きら
ぬ 

ほろり
ほ
ろり
と
泣きや
んす 

略

ご
ん
げ
ん
山

 
天—
6
—
(2)

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
姫
浦 

伝
承
者
植
田
マ
サ
ノ
明
治

40
年生女他

A
ごんげんのまつに 

さ
る
がさ
ん
びきさ
がって 

さ
が
り
よ
も
さ
が
り
よ 

さ
る
は
まつ
に
さ
が
ら
ず 

さ
る
が
さ
る
に
さ
がっ
た 

A
げんごんのつまに 

るさ
が
びきさ
ん
がさって 

が
さ
り
よ
も
が
さ
り
よ 

る
さ
は
つ
ま
に
が
さ
ら
ず 

る
さ
が
る
さ
に
が
さ
っ
た

む
か
え
の
お
こ
ま
が

 
天—
6
—
⑵

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
姫
浦 

伝
承
者
田
中
ッ
ゲ
明
治

26
年生女他 

むかえの
おこ
まがしゃ
びせん 

かっ
ちゃの
かれ
きかた
びら 

ひ
と
つ
で
は
ち
ち
を
の
み
そ
め 

ふ
た
つ
で
ち
ち
に
は
な
れ
て 

み
っ
つ
で
は
水
を
く
み
か
い 

よっつ
で
よな
べしそ
ろ
え 

い
つ
つ
で
は
い
と
の
よ
す
る 

むっつ
で
はっ
ぱの
こ
ろ
ばた 

ななつで
はきんらんおらせて 

やっつで
ほけ
きょよませて
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こ
こ
の
つ
じ
や
こ
こ
が

わ
が
え
と
さ
だ
めて 

と
お
ん
で
は
と
お
の
お
ん
と
し 

と
の
ご
さ
ん
と
ね
ら
い
た 

じ
ゆ
う
い
ち
に
は
て
ん
か
ひ
び
き
か 

と
つ
て
ん
ま
つ
の
か
ら
ま
つ 

か
ら
ま
つ
に
は
す
だ
れ
や
な
ぎ
の 

ご
し
ょ
の
と
り
が
と
ま
つ
た

む
か
え
の
ち
ゆ
う
べ
え
さ
ん
な 
天
—
6丨
⑵

伝
承
地
天
草
郡
姫
戸
町
姫
浦 

伝承者田中ッゲ明治

26
年生女他 

む
か
え
の
ち
ゆ
う
べ
え
さ
ん
な
ふ
な
お
ろ
し
ふ
な
お
ろ
し 

な
ぜにおさん
じょはでて
み
んかでて
み
んか 

と
ぐ
ち
で
か
け
に

い
げ
ふ
ん
だ
い
げ
ふ
ん
だ 

い
げ
な
な
ん
の
い
げ
ど
ん
の
い
げ
ど
ん
の
い
げ 

ほつて
く
だされあ
ね
ごさま

 
あ
ね
ご
さ
ま 

ほつて
くり
ゆ
とは
おもえ
どもおもえ
ども 

ひ
るはひ
まなし
より
やくらし
より
やくらし 

あ
す
の
ば
ん
の
つ
き
の
よ
に
ほ
っ
て
し
ん
じ
ゆ
ほ
っ
て
し
ん
じ
ゆ 

あ
ら
やう
れ
し
やあ
ね
ごさ
まあ
ね
ごさ
ま

お
ち
か
ど
ん
が
バ
イ
バ
イ 
天
丨
11
—
3

伝承
地
天
草郡
新
和
町
小
宮
地 

伝
承
者
渡
辺
セ
ョ
明
治

43
年
生
女 

お
ち
か
ど
ん
が
バ
イ
バ
イ 

おちか
どん
がバ
イ
とすり
や 

だ
る
が
と
が
シ

ヨン
バイ

おるがとがシヨンバイ 

ソラいっこかせた

こ
と
し
と
ん
よ 
天
I

11
—
⑴

伝承
地
天
草郡
新
和
町
小
宮
地 

伝
承
者
渡
辺
セ
ヨ
明
治

43
年
生
女 

こ
と
し
と
ん
ょ

国
は

二十 

さは三十四は四十 

五は
五十六十で
七、
八 

つ
ば
き
の
ち
ょ
い
と

一

こかせた

お
じ
や
め
歌 
天
—
12
—

s

伝承
地
天
草郡
五
和
町
御
領 

伝
承
者
松
本
シ
モ
エ
明
治

44
年
生
女 

A
お
こ
い
と
お
お
お
こ
に
は
に
じ
ゆ
う 

さ
ん
は
し
は
し
じ
ゆ
う 

ごめ
ごん
じゆう
ろく
じゆう 

ひっちやはっちや

 
く
わ

きら 

つ
い
と
な
ら
つ
い
と
百

お
ち
か
ど
ん
が
バ
イ
バ
イ 
天
—
じ
丨
⑴

伝承
地
天
草郡
五
和
町
御
領 

伝
承
者
森
下
ユ
キ
エ
大
正

12
年
生
女 

A
おちかどんがバイバイ 

おちかどんがバイと

す
り

や 

だーが
と
き

や
シ
ヨ
ン

バイ 

お
る
が
と
きや
シ

ヨ
ン

バイ
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そ
ー
ら
い
つ
こ
か
せ
た 

A
おちかどんがバイバイ 

お
ち
か
ど
ん
が
バ
イ
と
す
り
や 

だ
ー
が
と
き
や
シ
ヨ
ン

バイ 

お
る
が
と
き
や
シ
ヨ
ン

バイ 

そ
ー
ら
に
こ
か
せ
た 

A
おちかどんがバイバイ 

お
ち
か
ど
ん
が
バ
イ
と
す
り
や 

だ
ー
が
と
き
や
シ
ヨ
ン

バイ 

お
る
が
と
き
や
シ
ヨ
ン

バイ 

そ
ー
ら
い
つ
こ
は
る
た 

A
おちかどんがバイバイ 

お
ち
か
ど
ん
が
バ
イ
と
す
り
や 

だ
ー
が
と
き
や
シ
ヨ
ン

バイ 

お
る
が
と
き
や
シ
ヨ
ン

バイ 

そ
ー
ら
に
こ
は
る
た

お
じ
や
め
歌

 
天—
じ
ー
⑴

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
御
領 

伝
承
者
松
野
す
み
子
大
正

15
年
生
女 

A
ここ
は
おくさん
どこです
か 

こ
こ
は
お医
者の
前で
す
よ 

お
医
者
の
前
か
ら
学
校
へ 

通ぅて
い
くの
は
花子
さ
ん 

A
馬
か
ら
け
ら
れて
痛
かっ
た

いたけり
やお医者に見て
もらえ 

ぉ
医
者
に
か
か
っ
て
も
ょ
ぅ
な
ら
ん

おい
ちにの
薬で
よぅ
なっ
た 

おいちにおいちに

いっ
ぼてっ
ぽ

 
天—
12
丨
3

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
御
領 

伝
承
者
松
本
シ
モ
エ
明
治

44
年
生
女 

A
い
っ
ぽ

て
っ

ぽて
ん
ざい
星し
ゃこ
姫
が 

ゆ
ぅ
れ
に
も
ま
れ
て
泣
く
声
は 

ピヨピヨモンガリモンガリ 

イ
シ
ャ
リn

 
シャリコ 

こ
れ
を

と

つ

て

こ
れ
をひ
け 

A
ペンペンベたじよ
ぺたつくならば 

あ
い
や
も
ろ
も
ろ
ベ
い
じ
よ
が
お
る
ね 

こ
れ
を

と

つ

て

こ
れ
を
ひ
け

お
じ
ゃ
め
歌

 
天—
12
丨
5

伝
承
地
天
草
郡
五
和
町
御
領 

伝
承
者
泉
ミ
ス
ョ
大
正

10
年
生
女 

A
おひ
とつ
お
として
才サラ 

おふ
たつ
お
として
ォサラ 

おみ
っつ
お
として
ォサラ 

お
み
ん
な
ォ
サ
ラ
ォ
ー
サ
ラ 

A
お手しゃみおはさみ 

お
ち
り
ん
こ
ォ
ー
サ
ラ 

おみんなォ丨サラ 

-A
お
し
ど
り
お
し
ど
り
り
ょ
ぅ
わ
か
れ 

ま
ん
中
つ
ま
よ
せ
さ
ら
り
と
せ
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か
ん
づ
め
ォ
ー
サ
ラ 

A
おんばさんおんばさんの頭にや 

白
が
が
ど
っ
さ
り
オ
ーサラ 

A
小
さ
な
は
し
こ
ぐ
れ 

大
き
な
は
し
こ
ぐ
れ
オ
ー
サ
ラ 

き
ー
が
る
い
る
い
る
い 

き
る
して
 

オ
ー
サラ

まり
つ
き
唄

 
天
丨
13
丨
3

伝
承
地
天
草
郡
苓
北
町
坂
瀬
川 

伝
承
者
田
尻
キ
ク
ノ
明
治

36
年生女他 

A
あ
の
山
に
光
る
は
月
か
星
か

#
か 

月
で
な
い
も
の
星
で
な
い
も
の 

山
下
坊
主
が
二
階
に
上
っ
て
灯
す 

A
正
月
は
門
に
松
だ
よ
二
月
は
梅
だ
よ 

花
の
三
月
桜
だ
よ
四
月
お
釈
迦
の
誕
生
で 

五
月
は
菖
蒲
花
の
六
月
祇
園
だ
よ 

七
月
ァ
竹
に
七
夕
八
月
ァ
月
だ
よ 

九
月
十
五
日
祭
だ
よ
十
月
ァ
月
だ
よ 

日和あれ巽風吹く十一月ア霜月 

軒
に
す
だ
れ
が
立
並
ぶ
十
二
月
ア
師
走
で 

年
に
一
度
の
決
算
期
借
金
取
り
ア
門
に
立
つ 

立
て
ば
立
つ
ほ
ど
腹
が
立
つ

お
手
玉
歌
 

天—
13
—
s

伝
承
地
天
草
郡
苓
北
町
坂
瀬
川 

伝
承
者
錦戸
ト
ミ
エ
大
正

6
年
生
女
他 

お
ひ
と
つ
お
ひ
と
つ
落
し
て
お
さ
ら 

お
ふ
た
つ
お
ふ
た
つ
落
し
て
お
さ
ら 

お
み
つ
つ
お
と
し
て
お
さ
ら
お
み
ん
な
お
さ
ら 

お
て
し
や
み
お
て
し
や
み
お
と
し
て
お
さ
ら 

お
は
さ
み
お
は
さ
み
お
と
し
て
お
さ
ら 

お
ち
り
ん
こ
お
ち
り
ん
こ
お
と
し
て
お
さ
ら 

き
い
の
る
い
る
い
る
い
き
り
し
て
お
さ
ら 

お
ん
ば
さ
んの
あ
た
ま
に 

白
髪
が
ど
っ
さ
り
き
り
し
て
お
さ
ら 

おおいしおおいしみかけたおさら 

小
さ
い
橋
く
ぐ
れ
小
さ
い
橋
く
ぐ
れ 

く
ぐつ
い
て
お
さ
ら 

大
き
な
橋
く
ぐ
れ
く
ぐ
っ
て
お
さ
ら 

お
み
ん
な
お
さ
ら

お
じ
や
め
歌

 
天—
14
—
m

伝
承
地
天
草
郡
天
草
町
下
田
南 

伝承者白石ミエ子大正

4
年
生
女
他 

きよんきょんきよろぼしあ
ぜのみの 

紅
星
の
お
っ
か
さ
ん
の
染
物
は 

ど
う
し
て
も
こ
う
し
て
も
よ
が
さ
め
ぬ 

三
十
車
に
水
車
水
が
な
い
の
に
お
し
ろ
い
を 

お
し
ろ
い
長
崎
こ
し
か
け
て 

も
う
し
も
う
し
き
よ
ろ
ぼ
し
さ
ん
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I
つニつ
三つみせ
どん四つ
よめご五つ医者どん 

六
つ
む
こ
ど
ん
七
つ
な
ん
ぎ
の
花
ち
ゃ
ん
が 

コ
レラ
の
病
気
を
わ
ず
ら
っ
て

花
ち
ゃ
ん
の
お
っ
か
さ
ん
は
血
の
涙
血
じ
ゃ
な
か
っ
た
紅
じ
ゃ
っ
た

煙
草
一
斤
買
い
な
さ
れ
煙
草
買
ぅ
よ
り
寺
詣
り

寺
は
ど
こ
ど
こ
本
願
寺
本
願
寺
の
後
ろ
で
子
が
で
き
て

そ
の
子
が
三
つ
に
な
る
時
に
赤
い
キ
ン
チ
ャ
ク
さ
げ
さ
せ
て

そ
の
子
が
寝
た
時
ゃ
だ
が
お
こ
す

学
校
の
生
徒
が
来
て
お
こ
す

ホース
ホースホッキョンキョン

い
っ
ぶくて
っ
ぶく

 
天
|

15
丨
5

伝
承
地
天
草
郡
河
浦
町
新
合 

伝
承
者
毛
利
慶
子
大
正

10
年
生
女

A
いっ
ぷく
 

て
っ
ぶく

まめはしやささげのは 

お
に
ご
に
か
た
る
も
ん
は 

ひっちゃかっちゃかつ
だせおん 

A
い
っ
ぷく
 

て
っ
ぷく

て
ん
ま
じ
よ
の
お
と
ひ
め
は 

ゆ
ぅ
れ
に
も
ら
れ
て
な
く
こ
え
は 

ぴよ
びよもん
がら
もん
がら 

おしやれこしやれこ 

こるばとつてこるばひけ

お
ち
か
ど
ん
が
バ
イ
バ
イ

 
天—
巧
丨
⑴

伝
承
地
天
草
郡
河
浦
町
新
合 

伝
承
者
毛
利
慶
子
大
正

10
年
生
女 

おちかどんがバイバイ 

お
ち
か
ど
ん
が
バ
イ
と
す
り
や 

だがとがしょんばい 

お
る
が
と
が
し
ょ
ん
ば
い 

そ
ら

一

こ
か
し
た
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熊本県民謡緊急調奄地区別•今類別集計表

地区
分類 A

田歌

B
山歌

C
海歌

D
業歌

E
道歌

F
祭り

G
祝儀

H
行辦

I
mM

J
座興歌

K
語り驮

L
祝福芸

M
子守歌

N
遊戯歌

0
ぞ丨えごと

合計

熊 飽 8 0 0 8 0 0 2 0 7 11 0 0 2 3 0 41

宇 城 32 3 0 21 0 2 14 7 7 23 0 0 14 67 0 190

玉 名 11 0 0 5 0 0 5 5 7 16 0 0 7 15 0 71

鹿 本 7 2 0 3 0 2 1 5 6 31 1 0 27 101 0 186

菊 池 1 0 0 2 0 1 2 6 1 7 1 0 5 38 0 64

阿 m 17 1 0 13 0 9 5 1 11 18 1 2 4 7 0 89

上益城 4 1 0 7 0 1 0 0 .2 .1 0 0 2 5 0 23

八 代 17 2 0 9 0 0 4 8 17 1 0 0 3 10 0 71

芦 北 5 1 0 1 0 0 1 0 14 7 0 0 0 0 0 29

球 磨 39 28 0 55 32 1 10 96 10 133 2 0 22 75 0 503

天 苹 9 1 0 18 4 7 2 8 3 5 0 0 11 26 0 94

合 計 150 39 0 142 36 23 46 136 85 253 5 2 97 347 0 1.361

凡 
例

、
「曲
名
」
の
中
の
※
は、
「第
三
章

熊
本
県
の
民
謡
」
に
掲
載
し
て
あ
る
民
謡
で
あ
る。

一、
「分
類
」
の
記
号
は、
原
則
と
し
て
「第
一
章
熊
本
県
民
謡
緊
急
調
査
の
概
要
」
三0

の
「調
査 

対
象
民
謡
」
の
「ウJ

に
よ
っ
た。

A

農
耕
に
関
す
る
も
の 

山
樵
に
関
す
る
も
の 

漁
業
に
関
す
る
も
の 

諸
職
に
関
す
る
も
の 

交
通
運
搬
に
関
す
石
も
の 

祭
り
に
関
す
る
も
の 

祝
儀
に
関
す
る
も
の 

行
事
に
関
す
る
も
の

踊
り
歌
.

舞
歌
に
関
す
る
も
の 

座
興
歌
に
関
す
る
も
の 

語
り
物
に
関
す
る
も
の 

祝
福
芸
に
関
す
る
も
の 

子
守
歌
に
関
す
る
も
の 

遊
戯
歌
に
関
す
る
も
の 

唱
え
ご
と
に
関
す
る
も
の

三、
 「伝

承
状
態
」
は、
次
の
と
お
り
で
し
た。

A
•

歌
詞
.

曲
と
も
完
全
に
伝
承
し
て
い
る
も
の 

B
•

思
い
出
し
て
歌
え
る
も
の 

C.
歌
詞
の
み
伝
承
し
て
い
る
も
の

四、
 テ

ー
プ
番
号
侧
熊
1
⑴
熊
1
(

市
町
村
番
号
)

は
熊
飽
地
区
の
1
—
熊
本
市
で、
⑴
は 

を
さ
す
。

本
目



一、熊本県の市町村区分図
( )は市町村番号

0 10 20 30km
• * I *



ニ
、

一
覧
表

四 巨 ニ 一 十 九 八 七 六 五 四 三 ニ 一 十 九 八 七 六 五 四 三 ニ _
番

号

❖ ❖ ク ク ク ク ❖ ク ❖ ，， ❖ ク ❖ ク ❖ ❖ ク ク ❖ ク ク ク 本
市

市
町
村
名

お
手
玉
歌

な
t>
と
び
歌

手
遊
び
歌

御
幸
の
歌

田
植
歌

※
地
搗
含
歌

%
四
季
の
唄

※
地
搗
き

音
頭

※
相
撲
甚
句

お
影
ま
い
り

ボ
ン
ポ

ヤ

キ
ン

B
ム

3

キ
ン
キ
ラ
キ
ン

※
お
て
ち
や
ん

※
熊
本
新
地
節

※
ど
つ
し
い
せ
節

※
白
転
車
節

※
半
田
盆
踊
り
歌

田
植
歌

盆
踊
り
歌

7
チ
ヤ
ぺ

フ
チ
ヤ>w-

盆
踊
り
歌

ゴ
イ
シ
3'S^

盆
踊
り

歌
ぺ

ッ

チ
ヤ

ぺ
フ

チ
''W-

田
植
歌

熊
本
新
地
節 曲

名

N N N J A D J D J J j J J J D J J I A I I I A D
分

類

ク ク ク ❖ ❖
御
1

田
町

ク ❖
画
図
町 ク ク ク ク

熊
本
市

円

ク ク ❖ ク ❖ ク ❖ ❖ ❖
城
山
半
田
町

伝

承

地

A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A 状伝 
態承

ク ク ク ク ク
熊
1

⑶
ク ク

熊
1

(2)
❖ ク む ク ク ク ク ク ク ❖ む ❖ ク ❖

熊
1

⑴

番テ
1

号プ

❖

ク

ク

ク

ふ
る
さ
と
会

|
笛
田
町
保
存
会

ク
宮
村
フ、t
ェ

宮
村
フ ^ *
ェ

西
岡
ア
サ
子

他
地
元
有
志

南
h

モ
子

南
卜

モ
子

宮
本
節
子

南
あ
い
子

他
1

名

南
卜

モ
子

北

フ
エ

他
2
名

元
山
和
子

大
山
み
ど
り

元
山
和
子

田
中
祥
子

大
山
み
ど
わ

地
元
有
志

野
□
久
子

❖

ク ❖

❖

ク

ク

ク

❖

ク

❖

淸
田
栄
子

野
□
次
男

野
□
次
男

野
□
仁

淸
田
栄
子

演

唱
1

者

名
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一 九 八 七 六 五 四 i 三 一 十 九 八 七 六 五 四 三 ニ 一 十 九 八 七 六 五

ク ク ク ❖ ク ❖ ク ク ク ク ❖ ク ク ク ク ク ク ❖ ク ク
②
八
代
市

ク ❖ ク ク ク ク

て
ま

歌

1
ぎ
の

な
わ
飛
び
歌

ぎX
ん
ぎ
上

ん
>
し

ろ
ば
し

早
じ
の

ビ
ヤ
ジ
ノ

田
の
草
唄

相
撲
甚
句
の
花
づ
<
し

中
片
町
女
相
撲

高^ 
田， 
節
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